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障害者に関するマーク
障害者に関するマークは、国際的に定められたものや法律に基づいているものの他、障害
者団体等が独自に提唱しているものもあります。そのうち、代表的なものを紹介します。
各マークの詳細・使用方法等は、各関係団体にお問い合わせください。

障害者のための国際シンボルマーク
障害のある方が利用しやすい建築物や公共輸送機関であることを示す、世界共通の
マークです。車いすを利用する方だけでなく、障害のあるすべての方のためのマーク
です。

公益財団法人日本障害者
リハビリテーション協会

電話 03-5273-0601
FAX 03-5273-1523

盲人のための国際シンボルマーク
世界盲人連合で 1984 年に制定された世界共通のマークで、視覚障害者の安全やバリ
アフリーに考慮された建物・設備・機器などにつけられています。信号や音声案内装
置、国際点字郵便物、書籍、印刷物などに使用されています。

社会福祉法人
日本盲人福祉委員会

電話 03-5291-7885
FAX 03-5291-7886

身体障害者標識（身体障害者マーク）
肢体不自由であることを理由に運転免許に条件を付された方が車に表示するマークで
す。危険防止のためやむを得ない場合を除き、進行している当該車両へ「側方に幅寄
せ」や「割り込み」をした場合には、道路交通法違反となります。

各警察署

聴覚障害者標識（聴覚障害者マーク）
政令で定める程度の聴覚障害のあることを理由に運転免許に条件を付された方が車に
表示するマークです。危険防止のためやむを得ない場合を除き、進行している当該車
両へ「側方に幅寄せ」や「割り込み」をした場合には、道路交通法違反となります。

各警察署

耳マーク
聴覚に障害があることを示し、コミュニケーション方法に配慮を求める場合などに使
用されているマークです。また、自治体、病院、銀行などが、聴覚障害者に援助をす
ることを示すマークとしても使用されています。

一般社団法人全日本難聴者・
中途失聴者団体連合会
FAX 03-3354-0046
E-mail
zennancho@zennancho.or.jp

手話マーク・筆談マーク
聴覚に障害のある方が、手話や筆談での対応を求めるときに提示
したり、窓口等で手話や筆談対応ができることを知らせるために
作成されたマークです。

一般財団法人
全日本ろうあ連盟

電話 03-3268-8847
FAX 03-3267-3445

ほじょ犬マーク
身体障害者補助犬法で定められた補助犬（盲導犬・介助犬・聴導犬）を受け入れる店
の入口などに貼るマークです。不特定多数の方が利用する施設（デパートや飲食店な
ど）では、補助犬の受け入れが義務付けられています。

東京都福祉保健局障害者
施策推進部計画課

電話 03-5320-4147
FAX 03-5388-1413

ヘルプマーク
義足や人工関節を使用している方、内部障害や難病の方、または妊娠初期の方など援
助や配慮を必要としていることが外見からは分からない方々が周囲の方に配慮を必要
としていることを知らせることで、援助が得やすくなるよう作成したマークです。す
べての都営交通で、優先席を利用しやすくするため、車両内の優先席にステッカーを
標示する取組を行っています。

東京都福祉保健局障害者
施策推進部計画課

電話 03-5320-4147
FAX 03-5388-1413

ハート・プラスマーク
身体内部に障害のある方を表しています。心臓疾患などの内部障害・内臓疾患は外見
からは分かりにくいため、様々な誤解を受けることがあります。そのような方の存在
を視覚的に示し、理解と協力を広げるために作られたマークです。

特定非営利活動法人
ハート・プラスの会

電話 080-4824-9928
E-mail　info@heartplus.org

オストメイトマーク
オストメイト（人工肛門・人工膀胱を造設した方）を示すシンボルマークです。オス
トメイト対応のトイレ等の設備があることを示す場合などに使用されています。

公益社団法人
日本オストミー協会

電話 03-5670-7681
FAX 03-5670-7682

「白杖 SOSシグナル」普及啓発シンボルマーク
白杖を頭上 50㎝程度に掲げて SOS のシグナルを示している視覚
に障害のある人を見かけたら、進んで声をかけて支援しようとい
う「白杖 SOS シグナル」運動の普及啓発シンボルマークです。

岐阜市福祉部福祉事務所
障がい福祉課

電話 058-214-2138
FAX 058-265-7613

コミュニケーションボード
コミュニケーションボードは、話し言葉によるコミュニケー
ションが困難な方に対して、分かりやすいイラストを指さしし
ながら意思を伝えることができるボードです。

西東京市では、話し言葉によるコミュニケーションが困難な方
と、周囲の方をつなぐための話し言葉に代わるツール ＝「コ
ミュニケーションボード」を普及することで、コミュニケー
ションが図りやすくなることを目指します。

市役所窓口や一部の市内店舗などに設置しています。
※ホームページからもダウンロードできますので、ご活用ください。

ヘルプカード
障害のある方が普段から身につけておくことで、「緊急時」・

「災害時」・「困ったとき」に周囲の配慮や手助けを求めやすく
するためのヘルプカードを配布しています。
カードに所持する方の氏名、連絡先、障害の特性、手助けして
ほしいこと、配慮してほしいことなどを記入します。必要なと
きに所持する方がそれを提示して、周囲の人に必要な手助けを
求めることができます。

 配 布 対 象 者 身体・知的・精神に障害のある方（手帳交付の有無は問いません）、 難病患者の方

 配布するもの ヘルプカード、カード入れケース、リーフレット （記入の仕方や使用方法を記載したもの）

 配 布 方 法 事前連絡は不要です。直接、配布場所へお越しください。来所が困難な方で郵送を希望する方は、 
担当窓口へご連絡ください。

 配 布 場 所 ・障害福祉課窓口　・西東京市障害者総合支援センター　フレンドリー
・西東京市保谷障害者福祉センター

サポートステッカー
障害者サポーター養成講座を受講した方がいるお店には、サポートステッ
カーを配布しています。
障害者サポーターはヘルプカードについて理解し、障害のある方をあたた
かく見守り、お店の方のできる範囲の支援を行います。

しおりをご覧になる前に
このしおりは障害をお持ちの方のための福祉施策の概要とサービスの窓口を紹介し、日常
生活の手引きとして活用していただくために作成しました。
（1）このしおりの内容は、令和２年 10月現在の内容で作成してあります。
（2）住所・電話番号・インターネットのホームページアドレスなどを掲載している施設

等がありますが、都合で変更（移転）する場合もありますので、ご了承ください。
（3）その他記載事項については、予告なく変更となることもありますので、詳細につい

ては各問い合わせ先へご確認ください。

知りたい情報の探し方

(1) インデックスを利用する⇒本文ページ端のインデックスと、表紙に印刷されたイン
デックスは同じ位置に印刷されており、お探しの情報にたどり着きやすくなってい 
ます。

(2) 目次を利用する⇒２～７ページの目次では、各情報のタイトルから探すことができ
ます。

(3) さくいん（192ページ～）を利用する⇒ 50 音別のさくいんから各事業の事業名と
本文の掲載ページを探すことができます。

本文にある 身 知 精 難 マークについて

身身体障害者が対象 知知的障害者が対象 精精神障害者が対象 難難病患者が対象
このマークは、対象になる障害を表す目安となるものです。内容によって障害種別・
等級などの要件がありますので、本文も必ずご覧ください。

音声コードについて

このガイドブックの本文ページには、「Uni-Voice（音声コード）」が印刷されています。視
覚障害者のための専用の読み上げ装置で聞くことができます。

マイナンバー制度について

平成 28年１月よりマイナンバー制度がスタートし、一部の手続きの際にはマイナンバーの
記入（提示）が必要になりました。手続きの詳細につきましては、担当窓口までお問い合わ
せください。
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平成 28年１月よりマイナンバー制度がスタートし、一部の手続きの際にはマイナンバーの
記入（提示）が必要になりました。手続きの詳細につきましては、担当窓口までお問い合わ
せください。

1

しおりをご覧になる前に
このしおりは障害をお持ちの方のための福祉施策の概要とサービスの窓口を紹介し、日常
生活の手引きとして活用していただくために作成しました。
（1）このしおりの内容は、令和２年 10月現在の内容で作成してあります。
（2）住所・電話番号・インターネットのホームページアドレスなどを掲載している施設

等がありますが、都合で変更（移転）する場合もありますので、ご了承ください。
（3）その他記載事項については、予告なく変更となることもありますので、詳細につい

ては各問い合わせ先へご確認ください。

知りたい情報の探し方

(1) インデックスを利用する⇒本文ページ端のインデックスと、表紙に印刷されたイン
デックスは同じ位置に印刷されており、お探しの情報にたどり着きやすくなってい 
ます。

(2) 目次を利用する⇒２～７ページの目次では、各情報のタイトルから探すことができ
ます。

(3) さくいん（192ページ～）を利用する⇒ 50 音別のさくいんから各事業の事業名と
本文の掲載ページを探すことができます。

本文にある 身 知 精 難 マークについて

身身体障害者が対象 知知的障害者が対象 精精神障害者が対象 難難病患者が対象
このマークは、対象になる障害を表す目安となるものです。内容によって障害種別・
等級などの要件がありますので、本文も必ずご覧ください。

音声コードについて

このガイドブックの本文ページには、「Uni-Voice（音声コード）」が印刷されています。視
覚障害者のための専用の読み上げ装置で聞くことができます。

マイナンバー制度について

平成 28年１月よりマイナンバー制度がスタートし、一部の手続きの際にはマイナンバーの
記入（提示）が必要になりました。手続きの詳細につきましては、担当窓口までお問い合わ
せください。

　このしおりは障害のある方のための福祉施策の概要とサービスの窓口を紹介し、日常生活
の手引きとして活用していただくために作成しました。

などがありますが、都合で変更（移転）する場合もありますので、ご了承ください。

　このガイドブックの本文ページには、「Uni-Voice（音声コード）」が印刷されています。
視覚障害のある方のための専用の読み上げ装置で聞くことができます。
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しおりをご覧になる前に

このしおりは障害のあるかたのための福祉施策の概要とサービスの窓口を紹介し、日常生

活の手引きとして活用していただくために作成しました。

（1、 このしおりの内容は、令和５年 10 月現在の内容で作成してあります。

（2、 住所、電話番号、インターネットのホームページアドレスなどをけいさいしている

施設などがありますが、つごうで変更（移転 する場合もありますので、ご了承ください。

（3、 その他記載事項については、予告なく変更となることもありますので、詳細につい

ては各問い合わせ先へご確認ください。

知りたい情報の探し方

（1、 インデックスを利用する、本文ページはじのインデックスと、表紙に印刷されたイ

ンデックスは同じ位置に印刷されており、お探しの情報にたどり着きやすくなっています。

（2、 目次を利用する、2 から 7 ページの目次では、各情報のタイトルから探すことがで

きます。

（3、 さくいん （202 ページから、を利用する、50 おんべつのさくいんから各事業の事

業名と本文のけいさいページを探すことができます。

本文にある しん、ち、せい、なん マークについて

しん、身体障害者が対象。ち、知的障害者が対象。せい、精神障害者が対象。なん、難病患者が

対象。

このマークは、対象になる障害を表す目安となるものです。内容によって障害種別、等級などの

要件がありますので、本文も必ずご覧ください。

音声コードについて

このガイドブックの本文ページには、ユニボイス （音声コード が印刷されています。

視覚障害のある方のための専用読み上げ装置できくことができます。

マイナンバー制度について

平成 28 年 1 月よりマイナンバー制度がスタートし、一部の手続きの際にはマイナンバーの記入

（提示 が必要になりました。手続きの詳細につきましては、担当窓口までお問い合わせくださ

い。
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1. 相談窓口

障害をお持ちの方や、そのご家族のための相談窓口です。わからないこと、心配事な
ど、ひとりで抱え込まずにお気軽にご相談ください。

総合窓口
障害福祉課 身  知  精  難

市の障害者福祉についての総合窓口です。手帳の交付や手当の給付、障害福祉サービスの
給付など、各種福祉制度の申請受付や相談を行っています。

〈問合せ〉
○田無庁舎１階　〒 188�8666　西東京市南町５� ６�13
電話　（042）464�1311（代表）
内線　12341 〜 12345、12271、12346 〜 12348、12394、12395、12317 〜 12319
FAX（042）466�9666
○保谷庁舎１階　〒 202�8555　西東京市中町１� ５� １
　　　　　　　   （防災センター・保谷保健福祉総合センター内）
電話　（042）464�1311（代表）　　内線　21561 〜 21563
○両庁舎共通
メール　f-syougai@city.nishitokyo.lg.jp　ホームページ　www.city.nishitokyo.lg.jp/

〈窓口時間〉　午前８時 30 分〜午後５時　〈閉庁日〉　土・日・祝日・年末年始

障害者支援係
（１）障害者福祉に係る計画に関すること。
（２）障害者福祉施策に係る調査・研究及び普及啓発に関すること。
（３）障害福祉サービス及び補装具に係る決定及び支給に関すること。
（４）高額障害者福祉サービス等給付費等に関すること。
（５）障害者に係る福祉団体・事業者に対する補助又は指導・育成に関すること。
（６）障害者通所施設等に対する補助に関すること。
（７）障害者福祉施設に関すること。
（８）地域生活支援事業の実施、決定及び支払に関すること。
（９）身体障害者福祉法（昭和 24年法律第 283号）、知的障害者福祉法（昭和 35年法律

第 37号）及び精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和 25年法律第 123号）
による措置並びに児童福祉法による措置（障害児に関するものに限る。）に関すること。

（10）障害者の日常生活・社会生活支援に関すること。
（11）地域自立支援協議会に関すること。
（12）障害者差別解消支援地域協議会に関すること。
（13）課内の庶務に関すること。

障害者相談係
（１）障害福祉サービスに係る相談に関すること。
（２）障害支援区分の調査及び認定に関すること。
（３）地域生活支援事業の利用に係る相談に関すること。

障害のある方や、そのご家族のための相談窓口です。わからないこと、心配事など、
ひとりで抱え込まずにお気軽にご相談ください。

12271、12273、12317 ～12319、12341、12342、12394、12395、12397

メール　f-syougai@city.nishitokyo.lg.jp　ホームページ　https://www.city.nishitokyo.lg.jp

障害者福祉施策に係る調査・研究および普及啓発に関すること。
障害福祉サービスおよび補装具に係る決定および支給に関すること。

障害者に係る福祉団体・事業者に対する補助または指導・育成に関すること。

地域生活支援事業の実施、決定および支払に関すること。

第37号）および精神保健および精神障害者福祉に関する法律（昭和25 年法律第123号）
による措置ならびに児童福祉法による措置（障害児に関するものに限る。）に関すること。

障害支援区分の調査および認定に関すること。
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ページ
相談窓口

障害のあるかたや、そのご家族のための相談窓口です。わからないこと、心配事など、ひとりで抱え込まずにお
気軽にご相談ください。
総合窓口
障害福祉課
市の障害者福祉についての総合窓口です。手帳の交付や手当の給付、障害福祉サービスの給付など、各種福祉制
度の申請受付や相談を行っています。
〈問合せ〉
・田無庁舎 階、〒 西東京市みなみちょう
電話 （代表
内線 、 、 から 、 、 、 、 、 、
・保谷庁舎 階、〒 、西東京市なかまち の の 、防災センター・保谷保健福祉総合センター内
電話 （代表 内線 から

・両庁舎共通
〈窓口時間〉 午前 時 分から午後 時
〈閉庁び〉 土日、祝日、年末年始
障害者支援係
（ 、障害者福祉にかかる計画に関すること。
（ 、障害者福祉施策にかかる調査、研究及び普及啓発に関すること。
（ 、障害福祉サービス及び補装具にかかる決定及び支給に関すること。
（ 、高額障害者福祉サービスとう給付費とうに関すること。
（ 、障害者にかかる福祉団体、事業者に対する補助または指導、育成に関すること。
（ 、障害者つうしょ施設とうに対する補助に関すること。
（ 、障害者福祉施設に関すること。
（ 、地域生活支援事業の実施、決定及び支払に関すること。
（ 、身体障害者福祉法（昭和 年法律第 号、知的障害者福祉法（昭和 年法律第 号及び精神保健及
び精神障害者福祉に関する法律（昭和 年法律第 号による措置並びにじどう福祉法による措置（障害児に
関するものに限る。に関すること。
（ 、障害者の日常生活、社会生活支援に関すること。
（ 、地域自立支援協議会に関すること。
（ 、障害者差別解消支援地域協議会に関すること。
（ 、課内の庶務に関すること。
障害者相談係
（ 、障害福祉サービスにかかる相談に関すること。
（ 、障害支援区分の調査及び認定に関すること。
（ 、地域生活支援事業の利用にかかる相談に関すること。
つづく
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1. 相談窓口

障害をお持ちの方や、そのご家族のための相談窓口です。わからないこと、心配事な
ど、ひとりで抱え込まずにお気軽にご相談ください。

総合窓口
障害福祉課 身  知  精  難

市の障害者福祉についての総合窓口です。手帳の交付や手当の給付、障害福祉サービスの
給付など、各種福祉制度の申請受付や相談を行っています。

〈問合せ〉
○田無庁舎１階　〒 188�8666　西東京市南町５� ６�13
電話　（042）464�1311（代表）
内線　12341 〜 12345、12271、12346 〜 12348、12394、12395、12317 〜 12319
FAX（042）466�9666
○保谷庁舎１階　〒 202�8555　西東京市中町１� ５� １
　　　　　　　   （防災センター・保谷保健福祉総合センター内）
電話　（042）464�1311（代表）　　内線　21561 〜 21563
○両庁舎共通
メール　f-syougai@city.nishitokyo.lg.jp　ホームページ　www.city.nishitokyo.lg.jp/

〈窓口時間〉　午前８時 30 分〜午後５時　〈閉庁日〉　土・日・祝日・年末年始

障害者支援係
（１）障害者福祉に係る計画に関すること。
（２）障害者福祉施策に係る調査・研究及び普及啓発に関すること。
（３）障害福祉サービス及び補装具に係る決定及び支給に関すること。
（４）高額障害者福祉サービス等給付費等に関すること。
（５）障害者に係る福祉団体・事業者に対する補助又は指導・育成に関すること。
（６）障害者通所施設等に対する補助に関すること。
（７）障害者福祉施設に関すること。
（８）地域生活支援事業の実施、決定及び支払に関すること。
（９）身体障害者福祉法（昭和 24年法律第 283号）、知的障害者福祉法（昭和 35年法律

第 37号）及び精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和 25年法律第 123号）
による措置並びに児童福祉法による措置（障害児に関するものに限る。）に関すること。

（10）障害者の日常生活・社会生活支援に関すること。
（11）地域自立支援協議会に関すること。
（12）障害者差別解消支援地域協議会に関すること。
（13）課内の庶務に関すること。

障害者相談係
（１）障害福祉サービスに係る相談に関すること。
（２）障害支援区分の調査及び認定に関すること。
（３）地域生活支援事業の利用に係る相談に関すること。
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1. 相談窓口

障害をお持ちの方や、そのご家族のための相談窓口です。わからないこと、心配事な
ど、ひとりで抱え込まずにお気軽にご相談ください。

総合窓口
障害福祉課 身  知  精  難

市の障害者福祉についての総合窓口です。手帳の交付や手当の給付、障害福祉サービスの
給付など、各種福祉制度の申請受付や相談を行っています。

〈問合せ〉
○田無庁舎１階　〒 188�8666　西東京市南町５� ６�13
電話　（042）464�1311（代表）
内線　12341 〜 12345、12271、12346 〜 12348、12394、12395、12317 〜 12319
FAX（042）466�9666
○保谷庁舎１階　〒 202�8555　西東京市中町１� ５� １
　　　　　　　   （防災センター・保谷保健福祉総合センター内）
電話　（042）464�1311（代表）　　内線　21561 〜 21563
○両庁舎共通
メール　f-syougai@city.nishitokyo.lg.jp　ホームページ　www.city.nishitokyo.lg.jp/

〈窓口時間〉　午前８時 30 分〜午後５時　〈閉庁日〉　土・日・祝日・年末年始

障害者支援係
（１）障害者福祉に係る計画に関すること。
（２）障害者福祉施策に係る調査・研究及び普及啓発に関すること。
（３）障害福祉サービス及び補装具に係る決定及び支給に関すること。
（４）高額障害者福祉サービス等給付費等に関すること。
（５）障害者に係る福祉団体・事業者に対する補助又は指導・育成に関すること。
（６）障害者通所施設等に対する補助に関すること。
（７）障害者福祉施設に関すること。
（８）地域生活支援事業の実施、決定及び支払に関すること。
（９）身体障害者福祉法（昭和 24年法律第 283号）、知的障害者福祉法（昭和 35年法律

第 37号）及び精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和 25年法律第 123号）
による措置並びに児童福祉法による措置（障害児に関するものに限る。）に関すること。

（10）障害者の日常生活・社会生活支援に関すること。
（11）地域自立支援協議会に関すること。
（12）障害者差別解消支援地域協議会に関すること。
（13）課内の庶務に関すること。

障害者相談係
（１）障害福祉サービスに係る相談に関すること。
（２）障害支援区分の調査及び認定に関すること。
（３）地域生活支援事業の利用に係る相談に関すること。
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（４）障害者の就労支援に関すること。
（５）障害支援区分認定審査会に関すること。
（６）基幹相談支援センターに関すること。
（７）障害者虐待防止センターに関すること。
手当助成係
（１）障害者の手帳に関すること。
（２）障害者の各種手当及び助成に関すること。
（３）心身障害者扶養共済等に関すること。
（４）障害者の医療費の支給及び助成に関すること。

 市役所案内図 

保谷庁舎田無庁舎

〒202-8555　西東京市中町 1－5－1〒188-8666　西東京市南町 5－6－13

中央図書館
田無公民館

きらっと
コンビニ

ASTA

西武新宿線

JA

田無駅

田無庁舎

西武池袋線 保谷駅→
保谷
東町局

明保中学校

こもれび
ホール スポーツ

センター

文理台
公園

防災センター・保谷保健福祉総合センター
東分庁舎

旧保谷庁舎

西東京市障害者総合支援センター　フレンドリー 
障害者総合支援センターは、障害の種別にかかわらず、市内に居住する障害者の自立と社
会参加を促進するための地域生活支援の拠点として、就労支援センター、地域活動支援セ
ンター、生活介護事業所を統合するとともに、相談事業を行う施設です。
障害のある方だけでなく、地域の皆さまにも広く活用していただけるよう、情報コーナー
や会議室等を備えています。会議室等の利用については、フレンドリー事務室へお問い合
わせください。

〒 188�0011　西東京市田無町４�17�14
〈開館時間〉午前 9時～午後 9時 30分（祝日・年末年始を除く）
〈休 館 日〉祝日・年末年始（12月 29日～ 1月 3日）

 １階  フレンドリー事務室
 　電話　（042）452�0087（午前９時～午後６時 30分）　　FAX　（042）452�0076

 基幹相談支援センター　えぽっく（P10・149 参照）
 　電話　（042）452�0075　　FAX　（042）452�0076

 就労支援センター　一歩（P135・150 参照）
 　電話　（042）452�0095　　FAX　（042）452�0096

 Cafe & Restaurant　もぐもぐの森
 　電話　（042）452�6613

障害者総合支援センターは、市内に居住する障害のある方の自立と社会参加の促進を目的
に、基幹相談支援センター、障害者就労支援センター、地域活動支援センター、生活介護
事業所等を統合する施設です。
障害のある方だけでなく、地域の皆さまにも広く活用していただけるよう、情報コーナー
や会議室などを備えています。
会議室などの利用については、フレンドリー事務室へお問い合わせください。

中央図書館
田無公民館

きらっと

コンビニ

ASTA

西武新宿線

田無駅

田無庁舎
田無第二庁舎

西武池袋線 保谷駅→
保谷
東町局

明保中学校

タクトホームこもれび
GRAFAREホール

スポーツ
センター

文理台
公園

防災センター・保谷保健福祉総合センター
東分庁舎

障害者就労支援センター　一歩（P140・P156 参照）

155

障害者の各種手当および助成に関すること。
心身障害者扶養共済などに関すること。
障害者の医療費の支給および助成に関すること。
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ページ
つづき
（ 、 障害者の就労支援に関すること。
（ 、 障害支援区分認定審査会に関すること。
（ 、 基幹相談支援センターに関すること。
（ 、 障害者虐待防止センターに関すること。
手当助成係
（ 、 障害者の手帳に関すること。
（ 、 障害者の各種手当及び助成に関すること。
（ 、 心身障害者扶養共済などに関すること。
（ 、 障害者の医療費の支給及び助成に関すること。
市役所案内図
田無庁舎
〒 、 西東京市みなみちょう の の
保谷庁舎
〒 、 西東京市なかまち の の

西東京市障害者総合支援センター、フレンドリー
障害者総合支援センターは、市内に居住する障害のある方の自立と社会参加の促進を目的に、基幹相談支援セン
ター、障害者就労支援センター、地域活動支援センター、生活介護事業所等を統合する施設です。
障害のあるかただけでなく、地域の皆さまにも広く活用していただけるよう、情報コーナーや会議室などを備え
ています。
会議室などの利用については、フレンドリー事務室へお問い合わせください。
〒 、 西東京市田無ちょう
〈開館時間〉午前 時から午後 時 分、（祝日、年末年始を除く
〈休館び〉祝日、年末年始、（ 月 日から 月 日
１階 フレンドリー事務室
電話 （午前 時から午後 時 分、
基幹相談支援センター、えぽっく（ ページ、 ページ参照
電話 、
障害者就労支援センター、一歩（ ページ、 ページ参照
電話 、
カフェ、アンド、レストラン もぐもぐの森
電話
つづく
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 ２階  地域活動支援センター　ハーモニー（P10・148 参照）
 　電話　（042）452�2773　　FAX　（042）452�2774

 ２階  会議室 A・B・C
 ３階  多目的室
 ３階 ４階  生活介護事業所　くろーばー（P151・181 参照）

 　電話　（042）452�2775　　FAX　（042）452�2776

基幹相談支援センター 身  知  精  難

  西東京市基幹相談支援センター（障害者虐待防止センター）  
障害福祉サービスに関する相談や虐待に関する相談、相談支援事業所等のバックアップ
を担っています。お気軽にお問い合わせください。
〈問合せ〉電話　（042）420�2805　　FAX　（042）466�9666

  基幹相談支援センター　えぽっく  
身体障害・知的障害・精神障害など、障害の種別にかかわらず、日常生活や障害福祉
サービスの利用に関することなど、幅広くご相談に応じています。お気軽にお問い合わ
せください。
〈問合せ〉電話　（042）452�0075　　FAX　（042）452�0076

※詳しくは 149 ページ基幹相談支援センターを参照してください。

地域活動支援センター 身  知  精  難

地域活動支援センターでは、日中活動と相談支援事業を実施しています。日中活動のご利
用はあらかじめ登録が必要です。

  保谷障害者福祉センター（主に身体障害のある方が対象）  
西東京市保谷町１� ６�20
電話　（042）463�9861　　FAX　（042）463�9862

  地域活動支援センター 　ハーモニー（主に精神障害のある方が対象）  
西東京市田無町４�17�14
西東京市障害者総合支援センター　「フレンドリー」内
電話　 （042）452�2773　　FAX　（042）452�2774

  地域活動支援センター ブルーム（主に知的障害のある方が対象）  
西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター２階
電話　（042）452�3085　　FAX　（042）452�3086
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相談支援事業所 身  知  精  難

障害のある方の生活全般にわたる相談を受け付けます。
相談内容からご本人のニーズを整理し、サービスの利用が必要な場合には、サービス等利
用計画を作成し、事業所の利用調整などの必要な支援を行います。
※詳しくは「28 ページ」をご覧ください。
※計画相談支援事業所の一覧については、「182 ページ～ 186 ページ」をご覧ください。

東京都心身障害者福祉センター 身  知

（１）補装具の判定、愛の手帳の判定（18 歳以上）、援護の実施者である区市町村等へ
の専門的支援

（２）身体障害者手帳及び愛の手帳の交付
（３）高次脳機能障害のある方への相談・支援
※利用する場合は、市の障害福祉課を通して申し込んでください。ただし、愛の手帳の判

定（18 歳以上）は直接電話で来所する日時を予約してください。また、高次脳機能障
害の相談は専用電話に直接おかけください。

〈窓口時間〉　月～金曜日の午前９時～正午　午後１時～５時（祝日、年末年始を除く）
　（ただし、高次脳機能障害専用電話相談は午後４時まで）

〈問合せ〉東京都心身障害者福祉センター
　（本　　所）　　〒 162�0823
　　　　　　　　新宿区神楽河岸１� １　東京都飯田橋庁舎（セントラルプラザ）12 ～ 15 階
　　　　　　　　電話　（03）3235�2946　　　FAX　（03）3235�2968
　　　　　　　　ホームページ
　　　　　　　　https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/shinsho/index.html

　　　　　　　　愛の手帳の判定予約   電話　（03）3235�2961
　　　　　　　　高次脳機能障害専用電話相談 電話　（03）3235�2955
　　　　　　　　※電話での相談が難しい場合 FAX　（03）3235�2957

　（多摩支所）　　〒 186�0003
　　　　　　　　国立市富士見台２� １� １（東京都多摩障害者スポーツセンター内）
　　　　　　　　電話　（042）573�3311　　　FAX　（042）576�5295

とうきょう高次脳機能障害インフォメーション
（東京都心身障害者福祉センター ホームページ内）
高次脳機能障害者の方の相談窓口一覧、就労支援機関一覧、受入れ可能
な通所施設一覧、入所施設・短期入所施設一覧、対応できる医療機関一
覧、当事者・家族会一覧、高次脳機能障害関連セミナー等開催情報など、
高次脳機能障害に関するさまざまな情報を掲載しています。
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 ２階  地域活動支援センター　ハーモニー（P10・148 参照）
 　電話　（042）452�2773　　FAX　（042）452�2774

 ２階  会議室 A・B・C
 ３階  多目的室
 ３階 ４階  生活介護事業所　くろーばー（P151・181 参照）

 　電話　（042）452�2775　　FAX　（042）452�2776

基幹相談支援センター 身  知  精  難

  西東京市基幹相談支援センター（障害者虐待防止センター）  
障害福祉サービスに関する相談や虐待に関する相談、相談支援事業所等のバックアップ
を担っています。お気軽にお問い合わせください。
〈問合せ〉電話　（042）420�2805　　FAX　（042）466�9666

  基幹相談支援センター　えぽっく  
身体障害・知的障害・精神障害など、障害の種別にかかわらず、日常生活や障害福祉
サービスの利用に関することなど、幅広くご相談に応じています。お気軽にお問い合わ
せください。
〈問合せ〉電話　（042）452�0075　　FAX　（042）452�0076

※詳しくは 149 ページ基幹相談支援センターを参照してください。

地域活動支援センター 身  知  精  難

地域活動支援センターでは、日中活動と相談支援事業を実施しています。日中活動のご利
用はあらかじめ登録が必要です。

  保谷障害者福祉センター（主に身体障害のある方が対象）  
西東京市保谷町１� ６�20
電話　（042）463�9861　　FAX　（042）463�9862

  地域活動支援センター 　ハーモニー（主に精神障害のある方が対象）  
西東京市田無町４�17�14
西東京市障害者総合支援センター　「フレンドリー」内
電話　 （042）452�2773　　FAX　（042）452�2774

  地域活動支援センター ブルーム（主に知的障害のある方が対象）  
西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター２階
電話　（042）452�3085　　FAX　（042）452�3086
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 ２階  地域活動支援センター　ハーモニー（P10・148 参照）
 　電話　（042）452�2773　　FAX　（042）452�2774

 ２階  会議室 A・B・C
 ３階  多目的室
 ３階 ４階  生活介護事業所　くろーばー（P151・181 参照）

 　電話　（042）452�2775　　FAX　（042）452�2776

基幹相談支援センター 身  知  精  難

  西東京市基幹相談支援センター（障害者虐待防止センター）  
障害福祉サービスに関する相談や虐待に関する相談、相談支援事業所等のバックアップ
を担っています。お気軽にお問い合わせください。
〈問合せ〉電話　（042）420�2805　　FAX　（042）466�9666

  基幹相談支援センター　えぽっく  
身体障害・知的障害・精神障害など、障害の種別にかかわらず、日常生活や障害福祉
サービスの利用に関することなど、幅広くご相談に応じています。お気軽にお問い合わ
せください。
〈問合せ〉電話　（042）452�0075　　FAX　（042）452�0076

※詳しくは 149 ページ基幹相談支援センターを参照してください。

地域活動支援センター 身  知  精  難

地域活動支援センターでは、日中活動と相談支援事業を実施しています。日中活動のご利
用はあらかじめ登録が必要です。

  保谷障害者福祉センター（主に身体障害のある方が対象）  
西東京市保谷町１� ６�20
電話　（042）463�9861　　FAX　（042）463�9862

  地域活動支援センター 　ハーモニー（主に精神障害のある方が対象）  
西東京市田無町４�17�14
西東京市障害者総合支援センター　「フレンドリー」内
電話　 （042）452�2773　　FAX　（042）452�2774

  地域活動支援センター ブルーム（主に知的障害のある方が対象）  
西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター２階
電話　（042）452�3085　　FAX　（042）452�3086

Life Design あくと・療育型放課後等デイサービスここいろ第 2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P157・P181 参照）
　電話（042）452－2775　　 FAX（042）452－2776

155

3 階

2 階

ご覧ください。
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ページ
つづき
２階、 地域活動支援センター、 ハーモニー、 ページ、 ページ参照
電話 、

階、会議室Ａ、Ｂ、Ｃ
３階、 多目的室
３階、 ４階、 ライフデザインあくと、療育型放課後等デイサービスここいろ第２、 ページ、 ページ
参照
電話 、

基幹相談支援センター
西東京市基幹相談支援センター、 （障害者虐待防止センター
障害福祉サービスに関する相談や虐待に関する相談、相談支援事業所とうのバックアップを
担っています。お気軽にお問合せください。
（問合せ 電話

基幹相談支援センターえぽっく
身体障害、知的障害、精神障害など、障害の種別にかかわらず、日常生活や障害福祉サービスの
利用に関することなど、幅広くご相談に応じています。お気軽にお問合せください。
（問合せ 電話
※ 詳しくは ページ基幹相談支援センターをご覧ください。

地域活動支援センター
地域活動支援センターでは、日中活動と相談支援事業を実施しています。日中活動のご利用はあらかじめ登録が
必要です。
保谷障害者福祉センター（主に身体障害のあるかたが対象）
西東京市保谷ちょう
電話 、
地域活動支援センター、ハーモニー（主に精神障害のあるかたが対象）
西東京市田無ちょう
西東京市障害者総合支援センター「フレンドリー２階
電話 、
地域活動支援センター、ブルーム（主に知的障害のあるかたが対象
西東京市田無ちょう 、田無総合福祉センター３階
電話 、
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 ２階  地域活動支援センター　ハーモニー（P10・148 参照）
 　電話　（042）452�2773　　FAX　（042）452�2774

 ２階  会議室 A・B・C
 ３階  多目的室
 ３階 ４階  生活介護事業所　くろーばー（P151・181 参照）

 　電話　（042）452�2775　　FAX　（042）452�2776

基幹相談支援センター 身  知  精  難

  西東京市基幹相談支援センター（障害者虐待防止センター）  
障害福祉サービスに関する相談や虐待に関する相談、相談支援事業所等のバックアップ
を担っています。お気軽にお問い合わせください。
〈問合せ〉電話　（042）420�2805　　FAX　（042）466�9666

  基幹相談支援センター　えぽっく  
身体障害・知的障害・精神障害など、障害の種別にかかわらず、日常生活や障害福祉
サービスの利用に関することなど、幅広くご相談に応じています。お気軽にお問い合わ
せください。
〈問合せ〉電話　（042）452�0075　　FAX　（042）452�0076

※詳しくは 149 ページ基幹相談支援センターを参照してください。

地域活動支援センター 身  知  精  難

地域活動支援センターでは、日中活動と相談支援事業を実施しています。日中活動のご利
用はあらかじめ登録が必要です。

  保谷障害者福祉センター（主に身体障害のある方が対象）  
西東京市保谷町１� ６�20
電話　（042）463�9861　　FAX　（042）463�9862

  地域活動支援センター 　ハーモニー（主に精神障害のある方が対象）  
西東京市田無町４�17�14
西東京市障害者総合支援センター　「フレンドリー」内
電話　 （042）452�2773　　FAX　（042）452�2774

  地域活動支援センター ブルーム（主に知的障害のある方が対象）  
西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター２階
電話　（042）452�3085　　FAX　（042）452�3086
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相談支援事業所 身  知  精  難

障害のある方の生活全般にわたる相談を受け付けます。
相談内容からご本人のニーズを整理し、サービスの利用が必要な場合には、サービス等利
用計画を作成し、事業所の利用調整などの必要な支援を行います。
※詳しくは「28 ページ」をご覧ください。
※計画相談支援事業所の一覧については、「182 ページ～ 186 ページ」をご覧ください。

東京都心身障害者福祉センター 身  知

（１）補装具の判定、愛の手帳の判定（18 歳以上）、援護の実施者である区市町村等へ
の専門的支援

（２）身体障害者手帳及び愛の手帳の交付
（３）高次脳機能障害のある方への相談・支援
※利用する場合は、市の障害福祉課を通して申し込んでください。ただし、愛の手帳の判

定（18 歳以上）は直接電話で来所する日時を予約してください。また、高次脳機能障
害の相談は専用電話に直接おかけください。

〈窓口時間〉　月～金曜日の午前９時～正午　午後１時～５時（祝日、年末年始を除く）
　（ただし、高次脳機能障害専用電話相談は午後４時まで）

〈問合せ〉東京都心身障害者福祉センター
　（本　　所）　　〒 162�0823
　　　　　　　　新宿区神楽河岸１� １　東京都飯田橋庁舎（セントラルプラザ）12 ～ 15 階
　　　　　　　　電話　（03）3235�2946　　　FAX　（03）3235�2968
　　　　　　　　ホームページ
　　　　　　　　https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/shinsho/index.html

　　　　　　　　愛の手帳の判定予約   電話　（03）3235�2961
　　　　　　　　高次脳機能障害専用電話相談 電話　（03）3235�2955
　　　　　　　　※電話での相談が難しい場合 FAX　（03）3235�2957

　（多摩支所）　　〒 186�0003
　　　　　　　　国立市富士見台２� １� １（東京都多摩障害者スポーツセンター内）
　　　　　　　　電話　（042）573�3311　　　FAX　（042）576�5295

とうきょう高次脳機能障害インフォメーション
（東京都心身障害者福祉センター ホームページ内）
高次脳機能障害者の方の相談窓口一覧、就労支援機関一覧、受入れ可能
な通所施設一覧、入所施設・短期入所施設一覧、対応できる医療機関一
覧、当事者・家族会一覧、高次脳機能障害関連セミナー等開催情報など、
高次脳機能障害に関するさまざまな情報を掲載しています。
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 ２階  地域活動支援センター　ハーモニー（P10・148 参照）
 　電話　（042）452�2773　　FAX　（042）452�2774

 ２階  会議室 A・B・C
 ３階  多目的室
 ３階 ４階  生活介護事業所　くろーばー（P151・181 参照）

 　電話　（042）452�2775　　FAX　（042）452�2776

基幹相談支援センター 身  知  精  難

  西東京市基幹相談支援センター（障害者虐待防止センター）  
障害福祉サービスに関する相談や虐待に関する相談、相談支援事業所等のバックアップ
を担っています。お気軽にお問い合わせください。
〈問合せ〉電話　（042）420�2805　　FAX　（042）466�9666

  基幹相談支援センター　えぽっく  
身体障害・知的障害・精神障害など、障害の種別にかかわらず、日常生活や障害福祉
サービスの利用に関することなど、幅広くご相談に応じています。お気軽にお問い合わ
せください。
〈問合せ〉電話　（042）452�0075　　FAX　（042）452�0076

※詳しくは 149 ページ基幹相談支援センターを参照してください。

地域活動支援センター 身  知  精  難

地域活動支援センターでは、日中活動と相談支援事業を実施しています。日中活動のご利
用はあらかじめ登録が必要です。

  保谷障害者福祉センター（主に身体障害のある方が対象）  
西東京市保谷町１� ６�20
電話　（042）463�9861　　FAX　（042）463�9862

  地域活動支援センター 　ハーモニー（主に精神障害のある方が対象）  
西東京市田無町４�17�14
西東京市障害者総合支援センター　「フレンドリー」内
電話　 （042）452�2773　　FAX　（042）452�2774

  地域活動支援センター ブルーム（主に知的障害のある方が対象）  
西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター２階
電話　（042）452�3085　　FAX　（042）452�3086
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 ２階  地域活動支援センター　ハーモニー（P10・148 参照）
 　電話　（042）452�2773　　FAX　（042）452�2774

 ２階  会議室 A・B・C
 ３階  多目的室
 ３階 ４階  生活介護事業所　くろーばー（P151・181 参照）

 　電話　（042）452�2775　　FAX　（042）452�2776

基幹相談支援センター 身  知  精  難

  西東京市基幹相談支援センター（障害者虐待防止センター）  
障害福祉サービスに関する相談や虐待に関する相談、相談支援事業所等のバックアップ
を担っています。お気軽にお問い合わせください。
〈問合せ〉電話　（042）420�2805　　FAX　（042）466�9666

  基幹相談支援センター　えぽっく  
身体障害・知的障害・精神障害など、障害の種別にかかわらず、日常生活や障害福祉
サービスの利用に関することなど、幅広くご相談に応じています。お気軽にお問い合わ
せください。
〈問合せ〉電話　（042）452�0075　　FAX　（042）452�0076

※詳しくは 149 ページ基幹相談支援センターを参照してください。

地域活動支援センター 身  知  精  難

地域活動支援センターでは、日中活動と相談支援事業を実施しています。日中活動のご利
用はあらかじめ登録が必要です。

  保谷障害者福祉センター（主に身体障害のある方が対象）  
西東京市保谷町１� ６�20
電話　（042）463�9861　　FAX　（042）463�9862

  地域活動支援センター 　ハーモニー（主に精神障害のある方が対象）  
西東京市田無町４�17�14
西東京市障害者総合支援センター　「フレンドリー」内
電話　 （042）452�2773　　FAX　（042）452�2774

  地域活動支援センター ブルーム（主に知的障害のある方が対象）  
西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター２階
電話　（042）452�3085　　FAX　（042）452�3086

利用する場合は、市の障害福祉課を通して申し込んでください。ただし、愛の手帳の判
定（18 歳以上）は直接電話をして希望する判定機関（本所又は多摩支所）に日時を予
約してください。また、高次脳機能障害の相談は専用電話に直接おかけください。

障害のある方の生活全般にわたる相談を受け付けます。
相談内容からご本人のニーズを整理し、障害福祉サービスの利用が必要な場合には、サー
ビス等利用計画を作成し、事業所の利用調整などの必要な支援を行います。
※サービスを利用するための手続きの流れについては「30 ページ」をご覧ください。

高次脳機能障害のある方の相談窓口一覧、就労支援機関一覧、受入れ可
能な通所施設一覧、入所施設・短期入所施設一覧、対応できる医療機関
一覧、当事者・家族会一覧、高次脳機能障害関連セミナー等開催情報な
ど、高次脳機能障害に関するさまざまな情報を掲載しています。

192 196

やその家族への相談・支援

（代表）　　FAX（03）3235－2968

https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/shinsho/index.html
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相談支援事業所
障害のあるかたの生活全般にわたる相談を受け付けます。
相談内容からご本人のニーズを整理し、福祉施設サービスの利用が必要な場合には、サービスとう利用計画を作
成し、事業所の利用調整などの必要な支援を行います。
・サービスを利用するための手続きの流れについては ページをご覧ください。
・計画相談支援事業所の一覧については、 ページから ページをご覧ください。

東京都心身障害者福祉センター
（ 、補装具の判定、愛の手帳の判定（ 歳以上、援護の実施者である区市町村とうへの専門的支援
（ 、身体障害者手帳及び愛の手帳の交付
（ 、高次脳機能障害のある方やその家族への相談、支援
※、利用する場合は、市の障害福祉課を通して申し込んでください。ただし、愛の手帳の判定（ 歳以上、は
直接電話をして希望する判定機関（本所又は多摩支所に日時を予約してください。また、高次脳機能障害の相談
は専用電話に直接おかけください。
〈窓口時間〉 月曜日から金曜日の午前９時から正午、午後１時から５時、（祝日、年末年始を除く、
ただし、高次脳機能障害専用電話相談は午後４時まで

〈問合せ〉東京都心身障害者福祉センター
本しょ 、〒
新宿区神楽がし の 、 東京都飯田橋庁舎（セントラルプラザ、 から 階
電話 （代表、
愛の手帳の判定予約、 電話
高次脳機能障害専用電話相談、 電話
※、電話での相談が難しい場合、
多摩支所、 〒
くにたちし富士見台 、（東京都多摩障害者スポーツセンター内、
電話 、

とうきょう高次脳機能障害インフォメーション
（東京都心身障害者福祉センター ホームページ内
高次脳機能障害のある方の相談窓口一覧、就労支援機関一覧、受入れ可能な通所施設一覧、入所施設、短期入所
施設一覧、対応できる医療機関一覧、当事者、家族会一覧、高次脳機能障害関連セミナー等開催情報など、高次
脳機能障害に関するさまざまな情報を掲載しています。

つづく



  高次脳機能障害専門ダイヤル
保谷障害者福祉センター（10 ページ参照）では高次脳機能障害のある方やご家族に対す
る相談を受け付けています。

 〈対　象〉  市内在住の当事者ご本人、ご家族。（予約制）
 〈相談日〉  毎週火曜日　午前 10 時～ 12 時　および毎週金曜日　午後１時～４時
 〈電　話〉  （042）468-8500（留守電あり）
 〈メール〉  koujinou-senmon@npomimoza.com

  こころの健康相談

地域住民の健康の保持及び増進のため、地域保健の広域的、専門的、技術的拠点として、
次のような業務を実施しています。
 （１）精神保健福祉（こころ）の相談
 （２）難病・重症心身障害児の相談
 （３）感染症の情報提供・相談、エイズ・性感染症の相談・検査（予約制）、結核健診、　
　　結核患者療養支援
 （４）次の医療費公費負担申請受付：結核医療、療育給付、妊娠高血圧症候群等、石綿
　　（アスベスト）健康被害救済給付
 （５）肝炎ウイルス検査、ＨＴＬＶー１検査（いずれも予約制）
 （６）在宅難病患者一時入院事業
 （７）在宅人工呼吸器使用難病患者訪問看護事業

  〈窓口時間〉月～金曜日の午前９時～午後５時（祝日、年末年始を除く）

  〈問合せ〉
　〒 187-0002　小平市花小金井 1-31-24
　電話（042）450-3111　　FAX（042）450-3261

  東京都多摩小平保健所

  東京都立多摩総合精神保健福祉センター

精

精

難

こころの電話相談では、多摩地域（23 区、島しょ以外）在住で、こころの問題について
お悩みの方の相談をお受けしています。
対人関係や心の病及びアルコール・薬物・ギャンブルなどの依存症問題や思春期・青年
期（引きこもり・不登校等）問題などでお悩みの方はご相談ください。必要に応じて面
接相談も行っています。

　　　　　　　〈問合せ〉東京都立多摩総合精神保健福祉センター
　　　　　　　〒 206-0036　多摩市中沢２ｰ 1 ｰ 3
　　　　　　　「こころの電話相談」　月～金曜日 午前９時～午後５時 （祝日、年末年始を除く）     
　　　　　　　電話（042）371-5560　　FAX（042）376-6885
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つづき
高次脳機能障害専門ダイヤル 
保谷障害者福祉センター（ ページ参照、では高次脳機能障害のあるかたやご家族に対する相談を受け付けてい
ます。
対象 
市内在住の当事者ご本人、ご家族。（予約制、 

相談び、 毎週火曜日、 午前 時から 時、および毎週金曜日、午後 時から 時 

電話 （留守電あり

こころの健康相談
東京都多摩こだいら保健所
地域住民の健康の保持及び増進のため、地域保健の広域的、専門的、技術的拠点として、次のような業務を実施
しています。
（ 、精神保健福祉（こころ、の相談
（ 、難病、重症心身障害児の相談
（ 、感染症の情報提供、相談、エイズ、性感染症の相談、検査（予約制、結核健診、結核患者療養支援
（ 、次の医療費公費負担申請受付：結核医療、療育給付、妊娠高血圧症候群とう、石綿（アスベスト、健康被
害救済給付
（ 、肝炎ウイルス検査、ＨＴＬＶ、１検査（いずれも予約制、
（ 、在宅難病患者一時入院事業
（ 、在宅人工呼吸器使用難病患者訪問看護事業
〈窓口時間〉 月曜日から金曜日の午前９時から午後５時、（祝日、年末年始を除く、
〈問合せ〉
〒 、 小平市花小金井
電話 、
東京都立多摩総合精神保健福祉センター
こころの電話相談では、多摩地域（ 区、とうしょ以外、在住で、こころの問題についてお悩みのかたの相談
をお受けしています。
対人関係や心の病及びアルコール、薬物、ギャンブルなどの依存症問題や思春期、青年期、（引きこもり、不登
校など、問題などでお悩みのかたはご相談ください。必要に応じて面接相談もおこなっています。
〈問合せ〉東京都立多摩総合精神保健福祉センター
〒 、 多摩市中沢 １
こころの電話相談、 月曜日から金曜日、午前９時から午後５時、（祝日、年末年始を除く、
電話 、



都内在住の 18 歳未満の発達障害のあるご本人とそのご家族、関係機関・施設からの発達
障害に関わる様々な相談をお受けしています。ご利用にあたっては予約が必要です。
必要に応じて、情報提供や他機関との連携、関係機関コンサルテーション、研修講師の派
遣なども行います。

〈窓口時間〉　月～金曜日　午前９時～午後５時（祝日・年末年始を除く）

〈相談日〉　月・火・木・金曜日　午前９時 30 分～午後５時（祝日・年末年始を除く）

〈問合せ〉　東京都発達支援センター（こども TOSCA）
 〒 156-0055　東京都世田谷区船橋 1-30-9
 電話（03）6413-0231
 E-mail　tosca@kisenfukushi.com
 ホームページ　http://www.tosca-net.com/

東京都在住・在勤で 18 歳以上の発達障害（疑い含む）のある本人とその家族、関係機関・
施設からの発達障害に関わる様々な相談をお受けしています。まずは電話にてご相談くだ
さい（予約不要）。
諸事情により電話でのご相談が難しい場合にはホームページのお問い合わせフォームをご
利用ください。関係機関へのコンサルテーション、研修・講師派遣なども行います。

〈電話相談〉　月～金曜日（祝日・年末年始を除く）午前９時～午後 5 時

〈問合せ〉　東京都発達支援センター（おとな TOSCA）
 〒 112-0012　東京都文京区大塚 4-45-16　公益財団法人神経研究所内
 電話（03）6902-2082
 ホームページ　https://otona-tosca.org/

  東京都発達障害者支援センター　（こども TOSCA）

  東京都発達障害者支援センター　（おとな TOSCA）
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東京都発達障害者支援センター、こども
とない在住の 歳未満の発達障害のあるご本人とそのご家族、関係機関、施設からの発達障害に関わる様々な
相談をお受けしています。ご利用にあたっては予約が必要です
必要に応じて、情報提供や他機関との連携、関係機関コンサルテーション、研修講師の派遣なども行います。
窓口時間 月曜から金曜日 午前９時から午後５時（祝日、年末年始除く
相談日 げつ、か、もく、金曜日の午前９時 分から午後５時（祝日、年末年始除く
問合せ 東京都発達支援センター（こども
〒 東京都世田谷区船橋
電話

東京都発達障害者支援センター、おとな
東京都在住・在勤で 歳以上の発達障害（疑い含む）のある本人とその家族、関係機関・施設からの発達障害
に関わる様々な相談をお受けしています。まずは電話にてご相談ください（予約不要）
諸事情により電話でのご相談が難しい場合にはホームページのお問い合わせフォームをご利用ください。関係機
関へのコンサルテーション、研修・講師派遣なども行います。
電話相談 月曜日から金曜日（祝日・年末年始を除く）午前９時から午後 時
問合せ 東京都発達支援センター（おとな
〒 東京都文京区大塚 公益財団法人 神経研究所内
電話
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東京都多摩難病相談・支援室 難

〈主な業務内容〉
（１）療養相談（電話・面談）：日常生活・療養生活における相談について、難病相談支

援員が対応します。その他公的手続等に関する情報提供を行います。※面談は要事前
予約

（２）就労相談（電話・面談）：難病患者就労コーディネーターが、就労に関する悩みや
疑問についてお話を伺い、これからのことを一緒に考えさせていただきます。また、
必要に応じてハローワークへの訪問に同行し、職業紹介が円滑に進むよう支援を行い
ます。※面談は要事前予約

（３）難病に関する資料の提供：難病に関する書籍や資料及び行政情報等を閲覧できます。

〈窓口時間〉　月～金曜日の午前 10時～午後５時（祝日・年末年始を除く）
　※相談受付は午前 10時～午後４時

〈問合せ〉東京都多摩難病相談・支援室
　〒 183�0042　府中市武蔵台２�６�１　東京都立神経病院２階
　電話　（042）323�5880（直通）

東京都難病ピア相談室 難

〈主な業務内容〉
（１）疾病別ピア相談：日常生活・療養生活における相談について、ピア相談員（難病患

者・家族）が対応します。※面談は要事前予約
（２）難病患者・家族の交流会：患者さん・ご家族同士の交流と情報交換を目的とした交

流会を行います。
（３）日常生活用具展示コーナー：用具について説明を受けることができます。

〈窓口時間〉月～金曜日の午前 10時～午後５時（祝日・年末年始を除く）
　※相談受付は午前 10時～午後４時

〈問合せ〉東京都難病ピア相談室
　〒 150�0012　渋谷区広尾５�７�１（東京都広尾庁舎１階）
　電話　（03）3446�0220（相談専用）
　　　　（03）3446�1144（予約・問合せ）
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保谷障害者福祉センター（10 ページ参照）では高次脳機能障害の方やご家族に対する相
談を受け付けています。

  高次脳機能障害専門ダイヤル  
〈対　象〉市内在住の当事者ご本人、ご家族。（予約制）
〈相談日〉毎週火曜日　午前 10 時～ 12 時　および毎週金曜日　午後１時～４時
〈電　話〉（042）468�8500（留守電あり）
〈メール〉koujinou-senmon@npomimoza.com

こころの健康相談
東京都多摩小平保健所 精  難

地域住民の健康の保持及び増進のため、地域保健の広域的、専門的、技術的拠点として、
次のような業務を実施しています。
※新型コロナウイルス感染症の流行状況により、一部の事業を休止している場合があります。
（１）精神保健（こころ）の相談
（２）難病・重症心身障害児の相談
（３）感染症の情報提供 ･ 相談、エイズ・性感染症の相談・検査、結核健診、結核患者

療養支援
（４）次の医療費公費負担申請受付：結核医療、療育給付、妊娠高血圧症候群等、石綿

（アスベスト）健康被害救済給付
（５）肝炎ウイルス検査、ＨＴＬＶ－１検査（いずれも予約制）
（６）在宅難病患者一時入院事業
（７）在宅人工呼吸器使用難病患者訪問看護事業

〈窓口時間〉　月～金曜日の午前９時～午後５時（祝日、年末年始を除く）

〈問合せ〉
　〒 187�0002　小平市花小金井１�31�24
　電話　（042）450�3111　　FAX　（042）450�3261

東京都立多摩総合精神保健福祉センター 精

こころの電話相談では、多摩地域（23 区、島しょ以外）在住で、こころの問題について
お悩みの方の相談をお受けしています。
対人関係や心の病及びアルコール・薬物・思春期・青年期（引きこもり・不登校等）・高
齢者問題などでお悩みの方はご相談ください。必要に応じて面接相談も行っています。

〈問合せ〉東京都立多摩総合精神保健福祉センター
　〒 206�0036　多摩市中沢２� １� ３
　「こころの電話相談」　月～金曜日 午前９時～午後５時（祝日、年末年始を除く）
　電話　（042）371�5560　　FAX　（042）376�6885
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東京都発達障害者支援センター　TOSCA（トスカ） 知  精

東京都在住の発達障害のある本人とその家族、関係機関・施設からの発達障害に関わる
様々な相談をお受けしています。ご利用にあたっては予約が必要です。
必要に応じて、情報提供や他機関との連携、関係機関コンサルテーション、研修講師の派
遣なども行います。
また、東京都ペアレントメンター養成派遣事業を行っています。

【予約受付】 月・火・水・木・金曜日
 午前９時～午後５時
【相談日時】 月・火・木・金曜日
 午前９時 30 分～午後５時
　※土、日、祝日、年末年始休み

〈問合せ〉東京都発達障害者支援センター
　〒 156�0055　世田谷区船橋１�30� ９
　電話 （03）3426�2318　　FAX （03）3706�7242
　E�mail　tosca@kisenfukushi.com

難病の方の相談
東京都難病相談・支援センター 難

〈主な業務内容〉
（１）療養相談（電話・面談）：日常生活・療養生活における相談について、難病相談支

援員が対応します。その他公的手続等に関する情報提供を行います。※面談は要事前
予約

（２）就労相談（電話・面談）：難病患者就労コーディネーターが、就労に関する悩みや
疑問についてお話を伺い、これからのことを一緒に考えさせていただきます。また、
必要に応じてハローワークへの訪問に同行し、職業紹介が円滑に進むよう支援を行い
ます。

※面談は要事前予約
（３）難病に関する資料の提供：難病に関する書籍や資料及び行政情報等を閲覧できます。
（４）日常生活用具展示コーナー：用具について説明を受けることができます。

〈窓口時間〉　月～金曜日の午前 10 時～午後５時（祝日・年末年始を除く）
　※相談受付は午前 10 時～午後４時

〈問合せ〉東京都難病相談・支援センター
　〒 113�8431　文京区本郷３� １� ３　順天堂大学医学部附属順天堂医院１号館２階
　電話　（03）5802�1892（直通）

電話

※面談は要事前予約

※面談は要事前予約

疑問についてお話を伺い、これからのことを一緒に考えます。また、必要に応じてハ
ローワークへの訪問に同行し、職業紹介が円滑に進むよう支援を行います。
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保谷障害者福祉センター（10 ページ参照）では高次脳機能障害の方やご家族に対する相
談を受け付けています。

  高次脳機能障害専門ダイヤル  
〈対　象〉市内在住の当事者ご本人、ご家族。（予約制）
〈相談日〉毎週火曜日　午前 10 時～ 12 時　および毎週金曜日　午後１時～４時
〈電　話〉（042）468�8500（留守電あり）
〈メール〉koujinou-senmon@npomimoza.com

こころの健康相談
東京都多摩小平保健所 精  難

地域住民の健康の保持及び増進のため、地域保健の広域的、専門的、技術的拠点として、
次のような業務を実施しています。
※新型コロナウイルス感染症の流行状況により、一部の事業を休止している場合があります。
（１）精神保健（こころ）の相談
（２）難病・重症心身障害児の相談
（３）感染症の情報提供 ･ 相談、エイズ・性感染症の相談・検査、結核健診、結核患者

療養支援
（４）次の医療費公費負担申請受付：結核医療、療育給付、妊娠高血圧症候群等、石綿

（アスベスト）健康被害救済給付
（５）肝炎ウイルス検査、ＨＴＬＶ－１検査（いずれも予約制）
（６）在宅難病患者一時入院事業
（７）在宅人工呼吸器使用難病患者訪問看護事業

〈窓口時間〉　月～金曜日の午前９時～午後５時（祝日、年末年始を除く）

〈問合せ〉
　〒 187�0002　小平市花小金井１�31�24
　電話　（042）450�3111　　FAX　（042）450�3261

東京都立多摩総合精神保健福祉センター 精

こころの電話相談では、多摩地域（23 区、島しょ以外）在住で、こころの問題について
お悩みの方の相談をお受けしています。
対人関係や心の病及びアルコール・薬物・思春期・青年期（引きこもり・不登校等）・高
齢者問題などでお悩みの方はご相談ください。必要に応じて面接相談も行っています。

〈問合せ〉東京都立多摩総合精神保健福祉センター
　〒 206�0036　多摩市中沢２� １� ３
　「こころの電話相談」　月～金曜日 午前９時～午後５時（祝日、年末年始を除く）
　電話　（042）371�5560　　FAX　（042）376�6885
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東京都発達障害者支援センター　TOSCA（トスカ） 知  精

東京都在住の発達障害のある本人とその家族、関係機関・施設からの発達障害に関わる
様々な相談をお受けしています。ご利用にあたっては予約が必要です。
必要に応じて、情報提供や他機関との連携、関係機関コンサルテーション、研修講師の派
遣なども行います。
また、東京都ペアレントメンター養成派遣事業を行っています。

【予約受付】 月・火・水・木・金曜日
 午前９時～午後５時
【相談日時】 月・火・木・金曜日
 午前９時 30 分～午後５時
　※土、日、祝日、年末年始休み

〈問合せ〉東京都発達障害者支援センター
　〒 156�0055　世田谷区船橋１�30� ９
　電話 （03）3426�2318　　FAX （03）3706�7242
　E�mail　tosca@kisenfukushi.com

難病の方の相談
東京都難病相談・支援センター 難

〈主な業務内容〉
（１）療養相談（電話・面談）：日常生活・療養生活における相談について、難病相談支

援員が対応します。その他公的手続等に関する情報提供を行います。※面談は要事前
予約

（２）就労相談（電話・面談）：難病患者就労コーディネーターが、就労に関する悩みや
疑問についてお話を伺い、これからのことを一緒に考えさせていただきます。また、
必要に応じてハローワークへの訪問に同行し、職業紹介が円滑に進むよう支援を行い
ます。

※面談は要事前予約
（３）難病に関する資料の提供：難病に関する書籍や資料及び行政情報等を閲覧できます。
（４）日常生活用具展示コーナー：用具について説明を受けることができます。

〈窓口時間〉　月～金曜日の午前 10 時～午後５時（祝日・年末年始を除く）
　※相談受付は午前 10 時～午後４時

〈問合せ〉東京都難病相談・支援センター
　〒 113�8431　文京区本郷３� １� ３　順天堂大学医学部附属順天堂医院１号館２階
　電話　（03）5802�1892（直通）

文京区湯島１-５-32 順天堂大学診療放射線学科実習棟２階　
電話

※面談は要事前予約

疑問についてお話を伺い、これからのことを一緒に考えます。また、必要に応じてハ
ローワークへの訪問に同行し、職業紹介が円滑に進むよう支援を行います。

0034
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ページ
難病の方の相談
東京都難病相談、支援センター
主な業務内容
（ 、療養相談（電話、面談、日常生活、療養生活における相談について、難病相談支援員が対応します。その
他公的手続などに関する情報提供を行います。面談はよう事前予約
（ 、就労相談（電話、面談、難病患者就労コーディネーターが、就労に関する悩みや疑問についてお話を伺い、
これからのことを一緒に考えます。また必要に応じてハローワークへの訪問に同行し、職業紹介が円滑に進むよ
う支援を行います。面談はよう事前予約
（ 、難病に関する資料の提供、 難病に関する書籍や資料及び行政情報などを閲覧できます
（ 、日常生活用具展示コーナー、用具について説明を受けることができます
窓口時間、月曜日から金曜日の午前 時から午後５時、祝日、年末年始を除く

相談受付は午前 時から午後４時
問合せ、東京都難病相談、支援センター
〒 、 文京区湯島 、順天堂大学診療放射線学科実習とう２階
電話 （ちょくつう

東京都多摩難病相談、支援室
〈主な業務内容〉
（ 、療養相談（電話、面談：日常生活、療養生活における相談について、難病相談支援員が対応します。その
他公的手続とうに関する情報提供を行います。※、面談はよう事前予約
（ 、就労相談（電話、面談：難病患者就労コーディネーターが、就労に関する悩みや疑問についてお話を伺い、
これからのことを一緒に考えます。また、必要に応じてハローワークへの訪問に同行し、職業紹介が円滑に進む
よう支援を行います。※、面談はよう事前予約
（ 、難病に関する資料の提供：難病に関する書籍や資料及び行政情報等を閲覧できます。
〈窓口時間〉月曜日から金曜日の午前 時から午後５時、（祝日、年末年始を除く
※、相談受付は午前 時から午後４時
〈問合せ〉東京都多摩難病相談、支援室
〒 、府中市武蔵台 ６ １、東京都立神経病院２階
電話 （ちょくつう、
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東京都多摩難病相談・支援室 難

〈主な業務内容〉
（１）療養相談（電話・面談）：日常生活・療養生活における相談について、難病相談支

援員が対応します。その他公的手続等に関する情報提供を行います。※面談は要事前
予約

（２）就労相談（電話・面談）：難病患者就労コーディネーターが、就労に関する悩みや
疑問についてお話を伺い、これからのことを一緒に考えさせていただきます。また、
必要に応じてハローワークへの訪問に同行し、職業紹介が円滑に進むよう支援を行い
ます。※面談は要事前予約

（３）難病に関する資料の提供：難病に関する書籍や資料及び行政情報等を閲覧できます。

〈窓口時間〉　月～金曜日の午前 10時～午後５時（祝日・年末年始を除く）
　※相談受付は午前 10時～午後４時

〈問合せ〉東京都多摩難病相談・支援室
　〒 183�0042　府中市武蔵台２�６�１　東京都立神経病院２階
　電話　（042）323�5880（直通）

東京都難病ピア相談室 難

〈主な業務内容〉
（１）疾病別ピア相談：日常生活・療養生活における相談について、ピア相談員（難病患

者・家族）が対応します。※面談は要事前予約
（２）難病患者・家族の交流会：患者さん・ご家族同士の交流と情報交換を目的とした交

流会を行います。
（３）日常生活用具展示コーナー：用具について説明を受けることができます。

〈窓口時間〉月～金曜日の午前 10時～午後５時（祝日・年末年始を除く）
　※相談受付は午前 10時～午後４時

〈問合せ〉東京都難病ピア相談室
　〒 150�0012　渋谷区広尾５�７�１（東京都広尾庁舎１階）
　電話　（03）3446�0220（相談専用）
　　　　（03）3446�1144（予約・問合せ）
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東京都多摩難病相談・支援室 難

〈主な業務内容〉
（１）療養相談（電話・面談）：日常生活・療養生活における相談について、難病相談支

援員が対応します。その他公的手続等に関する情報提供を行います。※面談は要事前
予約

（２）就労相談（電話・面談）：難病患者就労コーディネーターが、就労に関する悩みや
疑問についてお話を伺い、これからのことを一緒に考えさせていただきます。また、
必要に応じてハローワークへの訪問に同行し、職業紹介が円滑に進むよう支援を行い
ます。※面談は要事前予約

（３）難病に関する資料の提供：難病に関する書籍や資料及び行政情報等を閲覧できます。

〈窓口時間〉　月～金曜日の午前 10時～午後５時（祝日・年末年始を除く）
　※相談受付は午前 10時～午後４時

〈問合せ〉東京都多摩難病相談・支援室
　〒 183�0042　府中市武蔵台２�６�１　東京都立神経病院２階
　電話　（042）323�5880（直通）

東京都難病ピア相談室 難

〈主な業務内容〉
（１）疾病別ピア相談：日常生活・療養生活における相談について、ピア相談員（難病患

者・家族）が対応します。※面談は要事前予約
（２）難病患者・家族の交流会：患者さん・ご家族同士の交流と情報交換を目的とした交

流会を行います。
（３）日常生活用具展示コーナー：用具について説明を受けることができます。

〈窓口時間〉月～金曜日の午前 10時～午後５時（祝日・年末年始を除く）
　※相談受付は午前 10時～午後４時

〈問合せ〉東京都難病ピア相談室
　〒 150�0012　渋谷区広尾５�７�１（東京都広尾庁舎１階）
　電話　（03）3446�0220（相談専用）
　　　　（03）3446�1144（予約・問合せ）
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保谷障害者福祉センター（10 ページ参照）では高次脳機能障害の方やご家族に対する相
談を受け付けています。

  高次脳機能障害専門ダイヤル  
〈対　象〉市内在住の当事者ご本人、ご家族。（予約制）
〈相談日〉毎週火曜日　午前 10 時～ 12 時　および毎週金曜日　午後１時～４時
〈電　話〉（042）468�8500（留守電あり）
〈メール〉koujinou-senmon@npomimoza.com

こころの健康相談
東京都多摩小平保健所 精  難

地域住民の健康の保持及び増進のため、地域保健の広域的、専門的、技術的拠点として、
次のような業務を実施しています。
※新型コロナウイルス感染症の流行状況により、一部の事業を休止している場合があります。
（１）精神保健（こころ）の相談
（２）難病・重症心身障害児の相談
（３）感染症の情報提供 ･ 相談、エイズ・性感染症の相談・検査、結核健診、結核患者

療養支援
（４）次の医療費公費負担申請受付：結核医療、療育給付、妊娠高血圧症候群等、石綿

（アスベスト）健康被害救済給付
（５）肝炎ウイルス検査、ＨＴＬＶ－１検査（いずれも予約制）
（６）在宅難病患者一時入院事業
（７）在宅人工呼吸器使用難病患者訪問看護事業

〈窓口時間〉　月～金曜日の午前９時～午後５時（祝日、年末年始を除く）

〈問合せ〉
　〒 187�0002　小平市花小金井１�31�24
　電話　（042）450�3111　　FAX　（042）450�3261

東京都立多摩総合精神保健福祉センター 精

こころの電話相談では、多摩地域（23 区、島しょ以外）在住で、こころの問題について
お悩みの方の相談をお受けしています。
対人関係や心の病及びアルコール・薬物・思春期・青年期（引きこもり・不登校等）・高
齢者問題などでお悩みの方はご相談ください。必要に応じて面接相談も行っています。

〈問合せ〉東京都立多摩総合精神保健福祉センター
　〒 206�0036　多摩市中沢２� １� ３
　「こころの電話相談」　月～金曜日 午前９時～午後５時（祝日、年末年始を除く）
　電話　（042）371�5560　　FAX　（042）376�6885
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東京都発達障害者支援センター　TOSCA（トスカ） 知  精

東京都在住の発達障害のある本人とその家族、関係機関・施設からの発達障害に関わる
様々な相談をお受けしています。ご利用にあたっては予約が必要です。
必要に応じて、情報提供や他機関との連携、関係機関コンサルテーション、研修講師の派
遣なども行います。
また、東京都ペアレントメンター養成派遣事業を行っています。

【予約受付】 月・火・水・木・金曜日
 午前９時～午後５時
【相談日時】 月・火・木・金曜日
 午前９時 30 分～午後５時
　※土、日、祝日、年末年始休み

〈問合せ〉東京都発達障害者支援センター
　〒 156�0055　世田谷区船橋１�30� ９
　電話 （03）3426�2318　　FAX （03）3706�7242
　E�mail　tosca@kisenfukushi.com

難病の方の相談
東京都難病相談・支援センター 難

〈主な業務内容〉
（１）療養相談（電話・面談）：日常生活・療養生活における相談について、難病相談支

援員が対応します。その他公的手続等に関する情報提供を行います。※面談は要事前
予約

（２）就労相談（電話・面談）：難病患者就労コーディネーターが、就労に関する悩みや
疑問についてお話を伺い、これからのことを一緒に考えさせていただきます。また、
必要に応じてハローワークへの訪問に同行し、職業紹介が円滑に進むよう支援を行い
ます。

※面談は要事前予約
（３）難病に関する資料の提供：難病に関する書籍や資料及び行政情報等を閲覧できます。
（４）日常生活用具展示コーナー：用具について説明を受けることができます。

〈窓口時間〉　月～金曜日の午前 10 時～午後５時（祝日・年末年始を除く）
　※相談受付は午前 10 時～午後４時

〈問合せ〉東京都難病相談・支援センター
　〒 113�8431　文京区本郷３� １� ３　順天堂大学医学部附属順天堂医院１号館２階
　電話　（03）5802�1892（直通）
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東京都多摩難病相談・支援室 難

〈主な業務内容〉
（１）療養相談（電話・面談）：日常生活・療養生活における相談について、難病相談支

援員が対応します。その他公的手続等に関する情報提供を行います。※面談は要事前
予約

（２）就労相談（電話・面談）：難病患者就労コーディネーターが、就労に関する悩みや
疑問についてお話を伺い、これからのことを一緒に考えさせていただきます。また、
必要に応じてハローワークへの訪問に同行し、職業紹介が円滑に進むよう支援を行い
ます。※面談は要事前予約

（３）難病に関する資料の提供：難病に関する書籍や資料及び行政情報等を閲覧できます。

〈窓口時間〉　月～金曜日の午前 10 時～午後５時（祝日・年末年始を除く）
　※相談受付は午前 10 時～午後４時

〈問合せ〉東京都多摩難病相談・支援室
　〒 183�0042　府中市武蔵台２� ６� １　東京都立神経病院２階
　電話　（042）323�5880（直通）

東京都難病ピア相談室 難

〈主な業務内容〉
（１）疾病別ピア相談：日常生活・療養生活における相談について、ピア相談員（難病患

者・家族）が対応します。※面談は要事前予約
（２）難病患者・家族の交流会：患者さん・ご家族同士の交流と情報交換を目的とした交

流会を行います。
（３）日常生活用具展示コーナー：用具について説明を受けることができます。

〈窓口時間〉月～金曜日の午前 10 時～午後５時（祝日・年末年始を除く）
　※相談受付は午前 10 時～午後４時

〈問合せ〉東京都難病ピア相談室
　〒 150�0012　渋谷区広尾５� ７� １（東京都広尾庁舎１階）
　電話　（03）3446�0220（相談専用）
　　　　（03）3446�1144（予約・問合せ）
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難病医療相談会 難

専門医による疾病別、疾患群別の個別相談（原則お一人につき 30 分程度）を行います。
都内にお住まいの難病患者の方、難病の疑いのある方、ご家族で相談を希望される方はお
気軽にご予約ください。

〈実施場所〉東京都難病相談・支援センター実施分（疾病別）
　　　　　　東京都多摩難病相談・支援室（疾患群別）
〈問合せ〉

〒 113�8431　文京区本郷３� １� ３（順天堂大学医学部附属順天堂医院１号館２階）
電話　（03）5802�1892
予約受付時間：平日午前 10 時から午後５時まで

〒 183�0042　府中市武蔵台２� ６� １　東京都立神経病院２階
電話　（042）323�5880
予約受付時間：平日午前 10 時から午後４時まで
日時、場所及び対象疾病等は以下ホームページからご確認ください。
URL：https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/iryo/nanbyo/

zaitakunanbyo/soudannkai.html

子どもの相談
西東京市こどもの発達センターひいらぎ

（西東京市健康課発達支援係）

就学前のお子さんの、成長や発達についての相談を行っています。
ことばの相談、からだの相談、発達全般の子育て相談に専門の担当職員が相談をお受けし
ています。
相談後は必要に応じて、言語聴覚士、作業療法士による個別療育やお子さんの年齢に応じ
た通所グループをご案内することもあります。

〈問合せ〉住吉会館 ルピナス１階
　〒 202�0005　西東京市住吉町６�15� ６
　電話　（042）422�9897　　FAX　（042）422�5375
　相談受付時間：平日午前９時から午後４時

保育課 
〈主な業務内容〉
　保育園入所および一時保育の利用等に関すること

〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎２階
　　　　　直通電話 （042）460�9842 
　　　　　（内線：11533、11534、11535、11536）

　　　　　　　　　　※要事前予約
（３）難病に関する資料の提供：難病に関する書籍や資料及び行政情報等を閲覧できます。
（４）日常生活用具展示コーナー：用具について説明を受けることができます。
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東京都多摩難病相談・支援室 難

〈主な業務内容〉
（１）療養相談（電話・面談）：日常生活・療養生活における相談について、難病相談支

援員が対応します。その他公的手続等に関する情報提供を行います。※面談は要事前
予約

（２）就労相談（電話・面談）：難病患者就労コーディネーターが、就労に関する悩みや
疑問についてお話を伺い、これからのことを一緒に考えさせていただきます。また、
必要に応じてハローワークへの訪問に同行し、職業紹介が円滑に進むよう支援を行い
ます。※面談は要事前予約

（３）難病に関する資料の提供：難病に関する書籍や資料及び行政情報等を閲覧できます。

〈窓口時間〉　月～金曜日の午前 10時～午後５時（祝日・年末年始を除く）
　※相談受付は午前 10時～午後４時

〈問合せ〉東京都多摩難病相談・支援室
　〒 183�0042　府中市武蔵台２�６�１　東京都立神経病院２階
　電話　（042）323�5880（直通）

東京都難病ピア相談室 難

〈主な業務内容〉
（１）疾病別ピア相談：日常生活・療養生活における相談について、ピア相談員（難病患

者・家族）が対応します。※面談は要事前予約
（２）難病患者・家族の交流会：患者さん・ご家族同士の交流と情報交換を目的とした交

流会を行います。
（３）日常生活用具展示コーナー：用具について説明を受けることができます。

〈窓口時間〉月～金曜日の午前 10時～午後５時（祝日・年末年始を除く）
　※相談受付は午前 10時～午後４時

〈問合せ〉東京都難病ピア相談室
　〒 150�0012　渋谷区広尾５�７�１（東京都広尾庁舎１階）
　電話　（03）3446�0220（相談専用）
　　　　（03）3446�1144（予約・問合せ）
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保谷障害者福祉センター（10 ページ参照）では高次脳機能障害の方やご家族に対する相
談を受け付けています。

  高次脳機能障害専門ダイヤル  
〈対　象〉市内在住の当事者ご本人、ご家族。（予約制）
〈相談日〉毎週火曜日　午前 10 時～ 12 時　および毎週金曜日　午後１時～４時
〈電　話〉（042）468�8500（留守電あり）
〈メール〉koujinou-senmon@npomimoza.com

こころの健康相談
東京都多摩小平保健所 精  難

地域住民の健康の保持及び増進のため、地域保健の広域的、専門的、技術的拠点として、
次のような業務を実施しています。
※新型コロナウイルス感染症の流行状況により、一部の事業を休止している場合があります。
（１）精神保健（こころ）の相談
（２）難病・重症心身障害児の相談
（３）感染症の情報提供 ･ 相談、エイズ・性感染症の相談・検査、結核健診、結核患者

療養支援
（４）次の医療費公費負担申請受付：結核医療、療育給付、妊娠高血圧症候群等、石綿

（アスベスト）健康被害救済給付
（５）肝炎ウイルス検査、ＨＴＬＶ－１検査（いずれも予約制）
（６）在宅難病患者一時入院事業
（７）在宅人工呼吸器使用難病患者訪問看護事業

〈窓口時間〉　月～金曜日の午前９時～午後５時（祝日、年末年始を除く）

〈問合せ〉
　〒 187�0002　小平市花小金井１�31�24
　電話　（042）450�3111　　FAX　（042）450�3261

東京都立多摩総合精神保健福祉センター 精

こころの電話相談では、多摩地域（23 区、島しょ以外）在住で、こころの問題について
お悩みの方の相談をお受けしています。
対人関係や心の病及びアルコール・薬物・思春期・青年期（引きこもり・不登校等）・高
齢者問題などでお悩みの方はご相談ください。必要に応じて面接相談も行っています。

〈問合せ〉東京都立多摩総合精神保健福祉センター
　〒 206�0036　多摩市中沢２� １� ３
　「こころの電話相談」　月～金曜日 午前９時～午後５時（祝日、年末年始を除く）
　電話　（042）371�5560　　FAX　（042）376�6885
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東京都発達障害者支援センター　TOSCA（トスカ） 知  精

東京都在住の発達障害のある本人とその家族、関係機関・施設からの発達障害に関わる
様々な相談をお受けしています。ご利用にあたっては予約が必要です。
必要に応じて、情報提供や他機関との連携、関係機関コンサルテーション、研修講師の派
遣なども行います。
また、東京都ペアレントメンター養成派遣事業を行っています。

【予約受付】 月・火・水・木・金曜日
 午前９時～午後５時
【相談日時】 月・火・木・金曜日
 午前９時 30 分～午後５時
　※土、日、祝日、年末年始休み

〈問合せ〉東京都発達障害者支援センター
　〒 156�0055　世田谷区船橋１�30� ９
　電話 （03）3426�2318　　FAX （03）3706�7242
　E�mail　tosca@kisenfukushi.com

難病の方の相談
東京都難病相談・支援センター 難

〈主な業務内容〉
（１）療養相談（電話・面談）：日常生活・療養生活における相談について、難病相談支

援員が対応します。その他公的手続等に関する情報提供を行います。※面談は要事前
予約

（２）就労相談（電話・面談）：難病患者就労コーディネーターが、就労に関する悩みや
疑問についてお話を伺い、これからのことを一緒に考えさせていただきます。また、
必要に応じてハローワークへの訪問に同行し、職業紹介が円滑に進むよう支援を行い
ます。

※面談は要事前予約
（３）難病に関する資料の提供：難病に関する書籍や資料及び行政情報等を閲覧できます。
（４）日常生活用具展示コーナー：用具について説明を受けることができます。

〈窓口時間〉　月～金曜日の午前 10 時～午後５時（祝日・年末年始を除く）
　※相談受付は午前 10 時～午後４時

〈問合せ〉東京都難病相談・支援センター
　〒 113�8431　文京区本郷３� １� ３　順天堂大学医学部附属順天堂医院１号館２階
　電話　（03）5802�1892（直通）

①〒 113－0034　文京区湯島１- ５-32　順天堂大学診療放射線学科実習棟２階

②〒 183－0042　府中市武蔵台２- ６- １　東京都立神経病院 2 階

10 時～午後 5 時

10 時～午後 4 時

https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kenkou/nanbyo/portal/center
soudannkai.html

①東京都難病相談・支援センター
②東京都多摩難病相談・支援室

専門医による疾病群別の個別相談（原則お一人につき 30 分程度）を行います。都内にお
住まいの難病患者の方、難病の疑いのある方、ご家族で相談を希望される方はお気軽にご
予約ください。

電話
東京都広尾庁舎１階
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ページ
東京都難病ピア相談室
〈主な業務内容〉
（ 、疾病別ピア相談：日常生活、療養生活における相談について、ピア相談員、（難病患者、家族が対応しま
す。※、面談はよう事前予約
（ 、難病患者、家族の交流会：患者さんご家族同士の交流と情報交換を目的とした交流会を行います。※よう
事前予約
（ 、難病に関する資料の提出：難病に関する書籍や資料及び行政情報等を閲覧できます。
（ 、日常生活用具展示コーナー：用具について説明を受けることができます。
〈窓口時間〉月曜日から金曜日の午前 時から午後５時、（祝日、年末年始を除く、
※、相談受付は午前 時から午後４時
〈問合せ〉東京都難病ピア相談室
〒 、渋谷区広尾 、（東京都広尾庁舎１階、
電話 （相談専用、

（予約、問合せ、

難病医療相談会
専門医による疾病群別の個別相談（原則お一人につき 分程度、を行います。
とないにお住まいの難病患者のかた、難病の疑いのあるかた、ご家族で相談を希望されるかたはお気軽にご予約
ください。
〈実施場所〉１、東京都難病相談、支援センター
２、東京都多摩難病相談・支援室
〈問合せ〉１、 〒 文京区湯島 順天堂大学診療放射線学科実習とう 階
電話
予約受付時間：平日午前 時から午後 時
２、〒 府中市武蔵台 東京都立神経病院 階
電話
予約受付時間：平日午前 時から午後 時



  西東京市児童発達支援センターひいらぎ
  （西東京市健康課発達支援係）

  幼児教育・保育課　

  西東京市教育委員会 教育支援課（教育相談センター）
〈主な業務内容〉
【教育相談・幼児相談】幼児・小・中・高校生のお子さんに関する困り事や心配事につ

いて、臨床心理士などが相談をお受けします。心身の発達や親子関係の悩み、
いじめや不登校、学業など学校に関する問題をカウンセリングやプレイセラ
ピーなどの心理的援助を交え一緒に考えます（電話相談もあり）。

 子どもの相談

０～ 18 歳のお子さんの発達について、電話またはオンライン等を用いて相談員が相談を
お受けします。
未就学のお子さんは、状態に合わせて、各種専門員が評価を行い、今後の方針を保護者様
と一緒に考えます。また、学齢のお子さんは、ご相談いただいた内容を丁寧に聞き取り、
適切な支援先へおつなぎします。

 〈問合せ〉住吉会館 ルピナス
  〒 202-0005　西東京市住吉町 6-15-6
  電話（042）422-9897　　FAX（042）422-5375
  相談受付時間：平日午前９時～午後４時

 〈主な業務内容〉
  保育園入所および一時保育の利用等に関すること

  〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎
　　　　　直通電話（042）460-9842
　　　　　（内線：11533，11534，11535）

 〈主な業務内容〉
  学童クラブ入所に関すること

  〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎
　　　　　直通電話（042）460-9843
　　　　　（内線：11541，11542，11543）

  児童青少年課　
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子どもの相談
西東京市児童発達支援センターひいらぎ、（西東京市健康課発達支援係、
０～ 歳のお子さんの発達について、電話またはオンライン等を用いて相談員が相談をお受けします。
未就学のお子さんは、状態に合わせて、各種専門員が評価を行い、今後の方針を保護者様と一緒に考えます。ま
た、学齢のお子さんは、ご相談いただいた内容を丁寧に聞き取り、適切な支援先へおつなぎします。
〈問合せ〉住吉会館、ルピナス
〒 、 西東京市住吉町
電話 、
相談受付時間、平日、午前９時から午後４時
幼児教育・保育課
〈主な業務内容〉
保育園入所および一時保育の利用とうに関すること
〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎
直通電話 、 内線 、 、

じどう青少年課
〈主な業務内容〉
学童クラブ入所に関すること
〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎
直通電話 、内線 、 、

西東京市教育委員会、教育支援課、（教育相談センター）
〈主な業務内容〉
【教育相談・幼児相談】幼児・小・ちゅう・高校生のお子さんに関する困り事や心配事について臨床心理士など
が相談をお受けします。心身の発達や親子関係の悩み、いじめや不登校、学業など学校に関する問題をカウンセ
リングやプレイセラピーなどの心理的援助を交え一緒に考えます（電話相談もあり）。



【言語相談】うまくしゃべれない、言葉がはっきりしないなど、お子さんの言葉の発達・
発音に心配のある方のために、言語聴覚士による言語訓練・言語相談を月 1 回程度開催
しています。詳細は、毎月 1 日号の市報及びホームページにてお知らせします。

〈問合せ〉　（田無庁舎）田無第二庁舎
 教育相談・幼児相談　（042）420-2830
 言語相談　（042）420-2829

〈問合せ〉　東京都小平児童相談所
 〒 187-0002　小平市花小金井 1-31-24　東京都多摩小平保健所庁舎 3 階
 電話　（042）467-3711　　FAX　（042）467-5241
 夜間休日緊急連絡ダイヤル　電話　（03）5937-2330
 児童相談所虐待対応ダイヤル　189（24 時間 365 日受付）

  西東京市教育委員会 学務課　

  東京都小平児童相談所 身 知 精 難

〈主な業務内容〉
【就学相談】市立小中学校特別支援学級（固定制）や都立特別支援学校への就学相談や転学　
　　　　　  相談、市立小中学校特別支援教室・通級指導学級への入室・入級相談

〈問合せ〉　（田無庁舎）田無第二庁舎
 就学相談　（042）420-2837（内線：12654，12655）

18 歳未満の児童に関する家族・本人等からの様々な相談の窓口として都が設置していま
す。養育・育成・非行・虐待・心身の発達相談、児童福祉施設への入所、一時保護、愛の
手帳取得のための判定と交付などを行っています。

〈窓口時間〉　
 月～金曜日　午前９時～午後５時（児童虐待等の相談や通報等緊急性のある場合は夜間、
 土・日曜日、祝日も受付けます。） 
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言語相談】うまくしゃべれない、言葉がはっきりしないなど、お子さんの言葉の発達・発音に心配のある方のた
めに、言語聴覚士による言語訓練・言語相談を月 回程度開催しています。詳細は、毎月 日号の市報及びホーム
ページにてお知らせします。

〈問合せ〉 （田無庁舎）田無第二庁舎
教育相談・幼児相談 （ ）
言語相談 （ ）

西東京市教育委員会、学務課
主な業務内容
【就学相談】、市立小中学校特別支援学級、（固定制や都立特別支援学校への就学相談や転学相談、市立小中学
校特別支援教室、通級指導学級への入室、入級相談
〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎
就学相談 、（内線 、 ）
東京都小平じどう相談じょ

歳未満のじどうに関する家族、本人とうからの様々な相談の窓口として、とが設置しています。
養育、育成、非行、虐待、心身の発達相談、じどう福祉施設への入所、一時保護、愛の手帳取得のための判定と
交付などを行っています。
〈窓口時間〉
月曜日から金曜日、 午前９時から午後５時、（じどう虐待とうの相談や通報とう緊急性のある場合は夜間、土
曜日、日曜日、祝日も受付けます。
〈問合せ〉東京都小平じどう相談じょ
〒 、 小平市花小金井 、（東京都多摩こだいら保健所庁舎３階
電話 、
夜間休日緊急連絡ダイヤル、電話
じどう相談じょ虐待対応ダイヤル、いち、ハチ、きゅう、（ 時間 にち受け付け
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児童青少年課 
〈主な業務内容〉
　学童クラブ入所に関すること

〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎２階
　　　　　直通電話　（042）460�9843
　　　　　（内線：11541、11542、11543、11544、11545、11546）

西東京市教育委員会 教育支援課（教育相談センター） 
〈主な業務内容〉
【教育相談】幼児から高校生までの子どもの発達や心理、教育に関することについての相談

〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎４階
　教育相談　（042）420�2830

西東京市教育委員会 学務課 
〈主な業務内容〉
【就学相談】市立小中学校特別支援学級（固定制）や都立特別支援学校への就学相談や転学

相談、小学校特別支援教室・中学校通級・ことばの教室への入室・入級相談

〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎３階
　就学相談　（042）420�2837 （内線：12654、12655）

東京都小平児童相談所 身  知  精  難

18 歳未満の児童に関する家族・本人等からの様々な相談の窓口として都が設置していま
す。養育・育成・非行・虐待・心身の発達相談、児童福祉施設への入所、一時保護、愛の
手帳取得のための判定と交付などを行っています。

〈窓口時間〉
月～金曜日　午前９時～午後５時（児童虐待等の相談や通報等緊急性のある場合は夜間、
土・日曜日、祝日も受付けます。）

〈問合せ〉東京都小平児童相談所
　〒 187�0002　小平市花小金井１�31�24（東京都多摩小平保健所庁舎３階）

　電話　（042）467�3711　　FAX　（042）467�5241
　夜間休日緊急連絡ダイヤル　電話　（03）5937�2330
　児童相談所虐待対応ダイヤル　189（24 時間 365 日受付）
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その他の相談窓口・相談事業
障害者虐待の相談窓口 身  知  精  難  担当窓口　障害福祉課

 障害者の尊厳を守るために 

障害者に対する虐待は、障害者の尊厳を害するものであり、障害者の自立及び社会参加に
とっては、障害者に対する虐待を防止することがとても重要です。
そこで、障害者に対する虐待を禁止し、国・自治体等の責務、障害者虐待を受けた障害者
に対する保護と自立の支援のための措置や、養護者に対する支援のための措置等を定めた

「障害者虐待防止法」（正式名称：障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関
する法律）が制定され、平成 24 年 10 月から施行されました。
障害者に対する虐待は、障害をもつ人の生活の場で、身近な人によって引き起こされてい
ることが多く、明るみに出にくい傾向があります。また、被害者自身が虐待を受けている
自覚がない場合や、被害を訴えることができない場合もあります。
私たち全員が、虐待の芽に早めに気づき、ためらわずに連絡・通報することが重要です。

  障害者虐待防止法が対象とする「障害者」とは  
障害者虐待防止法は、「障害者」を障害者基本法に規定する「障害者」と定めています。 
具体的には、「身体・知的・精神障害その他の心身の機能の障害がある者であって、障害    
及び社会的障壁により継続的に日常生活・社会生活に相当な制限を受ける状態にあるも
の」（障害者基本法 2 条 1 号）とされています。

  禁止の対象となる「障害者虐待」とは  
障害者虐待防止法は、障害者に対する虐待を以下の 3 つと定めています。
（１）養護者による障害者虐待
（２）障害者福祉施設従事者等による障害者虐待
（３）使用者による障害者虐待

また、障害者に対する虐待は、その内容から以下の 5 つに分類されます。

1．身体的虐待
障害者の身体に外傷が生じ、もしくは生じるおそれのある暴行を加え、又は正当な理由
なく障害者の身体を拘束すること

2．性的虐待
障害者にわいせつな行為をすること又は障害者にわいせつな行為をさせること

3．心理的虐待
著しい暴言又は著しく拒絶的な対応その他著しい心理的外傷を与える言動を行うこと

4．ネグレクト（放棄・放任）
衰弱させるような著しい減食又は長時間の放置、1 ～ 3 に掲げる行為と同様の行為の
放置等

5．経済的虐待
財産を不当に処分すること、その他不当に財産上の利益を得ること

  東京都医療的ケア児支援センター

  医療的ケア児等コーディネーター

〈主な業務内容〉
都内在住の医療的ケア児やそのご家族・支援者からお話をうかがい、医療的ケアを必
要とするお子さんの心身の状況に応じた適切な支援につなげるための相談窓口です。
電話もしくは WEB により受け付けます。

〈問合せ〉
　（区部）豊島区南大塚 2-8-1（東京都立大塚病院内）
　　電話（03）3941-3221

　（多摩地域）府中市武蔵台 2-8-29（東京都立小児総合医療センター内）
　　電話（042）312-8164

　WEB　https://www.shinsei.elg-front.jp/tokyo2/uketsuke/from.do?acs=
　　　　 MedicalCareChildrenSupportCenter
　相談受付時間　月曜日～金曜日　午前９時から午後５時まで
　　　　　　　　（祝日・年末年始を除く。）

〈主な業務内容〉
医療的ケア児等が必要とする保健、医療、福祉、教育等の多分野にまたがる支援の利
用を調整し、総合的かつ包括的な支援の提供につなげます。相談を希望される方は、
各事業所などにご確認ください。

〈問合せ〉
　障害福祉課　　電話（042）420-2805
　西東京市児童発達支援センターひいらぎ　　電話（042）422-9897
　相談支援事業所　ポラリス　　電話（042）252-3103
　相談室　こころ　　電話（042）424-7775
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東京都医療的ケア児支援センター

〈主な業務内容〉
とない、在住の医療的ケア児やそのご家族・支援者からお話をうかがい、医療的ケアを必要とするお子さ
んの心身の状況に応じた適切な支援につなげるための相談窓口です。電話もしくは により受け付けま
す。

〈問合せ〉
（区部）豊島区南大塚 （東京都立大塚病院内）
電話（ ）

（多摩地域）府中市武蔵台 （東京都立小児総合医療センター内）
電話（ ）

相談受付時間 月曜日～金曜日 午前９時から午後５時まで
（祝日・年末年始を除く。）

医療的ケア児等コーディネーター
〈主な業務内容〉
医療的ケア児等が必要とする保健、医療、福祉、教育等の多分野にまたがる支援の利用を調整し、総合的
かつ包括的な支援の提供につなげます。相談を希望される方は、各事業所などにご確認ください。

〈問合せ〉
障害福祉課 電話（ ）
西東京市児童発達支援センターひいらぎ 電話（ ）
相談支援事業所 ポラリス 電話（ ）
相談室 こころ 電話（ ）
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児童青少年課 
〈主な業務内容〉
　学童クラブ入所に関すること

〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎２階
　　　　　直通電話　（042）460�9843
　　　　　（内線：11541、11542、11543、11544、11545、11546）

西東京市教育委員会 教育支援課（教育相談センター） 
〈主な業務内容〉
【教育相談】幼児から高校生までの子どもの発達や心理、教育に関することについての相談

〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎４階
　教育相談　（042）420�2830

西東京市教育委員会 学務課 
〈主な業務内容〉
【就学相談】市立小中学校特別支援学級（固定制）や都立特別支援学校への就学相談や転学

相談、小学校特別支援教室・中学校通級・ことばの教室への入室・入級相談

〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎３階
　就学相談　（042）420�2837 （内線：12654、12655）

東京都小平児童相談所 身  知  精  難

18 歳未満の児童に関する家族・本人等からの様々な相談の窓口として都が設置していま
す。養育・育成・非行・虐待・心身の発達相談、児童福祉施設への入所、一時保護、愛の
手帳取得のための判定と交付などを行っています。

〈窓口時間〉
月～金曜日　午前９時～午後５時（児童虐待等の相談や通報等緊急性のある場合は夜間、
土・日曜日、祝日も受付けます。）

〈問合せ〉東京都小平児童相談所
　〒 187�0002　小平市花小金井１�31�24（東京都多摩小平保健所庁舎３階）

　電話　（042）467�3711　　FAX　（042）467�5241
　夜間休日緊急連絡ダイヤル　電話　（03）5937�2330
　児童相談所虐待対応ダイヤル　189（24 時間 365 日受付）
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その他の相談窓口・相談事業
障害者虐待の相談窓口 身  知  精  難  担当窓口　障害福祉課

 障害者の尊厳を守るために 

障害者に対する虐待は、障害者の尊厳を害するものであり、障害者の自立及び社会参加に
とっては、障害者に対する虐待を防止することがとても重要です。
そこで、障害者に対する虐待を禁止し、国・自治体等の責務、障害者虐待を受けた障害者
に対する保護と自立の支援のための措置や、養護者に対する支援のための措置等を定めた

「障害者虐待防止法」（正式名称：障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関
する法律）が制定され、平成 24 年 10 月から施行されました。
障害者に対する虐待は、障害をもつ人の生活の場で、身近な人によって引き起こされてい
ることが多く、明るみに出にくい傾向があります。また、被害者自身が虐待を受けている
自覚がない場合や、被害を訴えることができない場合もあります。
私たち全員が、虐待の芽に早めに気づき、ためらわずに連絡・通報することが重要です。

  障害者虐待防止法が対象とする「障害者」とは  
障害者虐待防止法は、「障害者」を障害者基本法に規定する「障害者」と定めています。 
具体的には、「身体・知的・精神障害その他の心身の機能の障害がある者であって、障害    
及び社会的障壁により継続的に日常生活・社会生活に相当な制限を受ける状態にあるも
の」（障害者基本法 2 条 1 号）とされています。

  禁止の対象となる「障害者虐待」とは  
障害者虐待防止法は、障害者に対する虐待を以下の 3 つと定めています。
（１）養護者による障害者虐待
（２）障害者福祉施設従事者等による障害者虐待
（３）使用者による障害者虐待

また、障害者に対する虐待は、その内容から以下の 5 つに分類されます。

1．身体的虐待
障害者の身体に外傷が生じ、もしくは生じるおそれのある暴行を加え、又は正当な理由
なく障害者の身体を拘束すること

2．性的虐待
障害者にわいせつな行為をすること又は障害者にわいせつな行為をさせること

3．心理的虐待
著しい暴言又は著しく拒絶的な対応その他著しい心理的外傷を与える言動を行うこと

4．ネグレクト（放棄・放任）
衰弱させるような著しい減食又は長時間の放置、1 ～ 3 に掲げる行為と同様の行為の
放置等

5．経済的虐待
財産を不当に処分すること、その他不当に財産上の利益を得ること

障害のある方に対する虐待は、障害のある方の尊厳を害するものであり、障害のある方の
自立及び社会参加のためには、虐待を防止することがとても重要です。
そこで、障害のある方に対する虐待を禁止し、国・自治体等の責務、虐待を受けた障害の
ある方に対する保護と自立の支援のための措置や、養護者に対する支援のための措置等を
定めた「障害者虐待防止法」（正式名称：障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支
援等に関する法律）が制定され、平成 24 年 10 月から施行されました。
障害のある方に対する虐待は、障害がある方の生活の場で、身近な人によって引き起こさ
れていることが多く、気づきにくい傾向があります。また、被害者自身が虐待を受けてい
るという自覚がない場合や、被害を訴えることができない場合もあります。
私たち全員が、虐待の芽に早めに気づき、ためらわずに連絡・通報することが重要です。

（障害者基本法第２条第１号）とされています。

また、障害のある方に対する虐待は、その内容から以下の５つに分類されます。
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その他の相談窓口、相談事業
障害者虐待の相談窓口、担当窓口、障害福祉課
障害者の尊厳を守るために
障害のあるかたに対する虐待は、障害のあるかたの尊厳を害するものであり、障害のあるかたの自立及び社会参
加のためには、虐待を防止することがとてもじゅうようです。
そこで、障害のあるかたに対する虐待を禁止し、国、自治体とうの責務、虐待を受けた障害のあるかたに対する
保護と自立の支援のための措置や、養護者に対する支援のための措置とうを定めた「障害者虐待防止法、（正式
名称：障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援とうに関する法律が制定され、平成 年 月から施行
されました。
障害のあるかたに対する虐待は、障害があるかたの生活の場で、身近な人によって引き起こされていることが多
く、気づきにくい傾向があります。また、被害者自身が虐待を受けているという自覚がない場合や、被害を訴え
ることができない場合もあります。
私たち全員が、虐待の芽に早めに気づき、ためらわずに連絡、通報することがじゅうようです。
障害者虐待防止法が対象とする「障害者」とは
障害者虐待防止法は、「障害者」を障害者基本法に規定する「障害者」と定めています。
具体的には、「しんたい、知的、精神障害その他の心身の機能の障害がある者であって、障害及び社会的障壁に
より、継続的に日常生活、社会生活に相当な制限を受ける状態にあるもの、（障害者基本法第 条第 号とされ
ています。
禁止の対象となる「障害者虐待」とは
障害者虐待防止法は、障害者に対する虐待を以下のみっつと定めています。
（ 、養護者による障害者虐待
（ 、障害者福祉施設従事者とうによる障害者虐待
（ 、使用者による障害者虐待
また、障害のある方に対する虐待は、その内容から以下のいつつに分類されます。
．しんたいてき虐待

障害者のしんたいに外傷が生じ、もしくは生じるおそれのある暴行を加え、または正当な理由なく障害者の身体
を拘束すること
．性的虐待

障害者にわいせつな行為をすること、または障害者にわいせつな行為をさせること
．心理的虐待

著しい暴言または著しく拒絶的な対応、その他著しい心理的外傷を与える言動を行うこと
．ネグレクト（放棄、放任）

衰弱させるような著しい減食または長時間の放置、 から に掲げる行為と同様の行為の放置とう
．経済的虐待

財産を不当に処分すること、その他不当に財産上の利益を得ること
つづく
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障害者虐待かも！？と感じるケースがあったら…
・虐待を受けたと思われる障害者を発見した人は、市町村等への通報義務があります。

ためらわずに以下の窓口へ連絡・通報をお願いします。
・通報等を受けた市町村では、迅速かつ適切な保護・支援を行います。
・通報等は匿名でも構いません。また、通報者・相談者の秘密は守られます。

障害者虐待防止センター（障害福祉課） 
日中（午前 8時 30分から午後 5時 15分まで）の連絡先
障害福祉課障害者相談係　　〒 188�8666 西東京市南町５� ６�13
電話　（042）420�2805　　FAX　（042）466�9666

休日・夜間（午後 5時 15分から午前 8時 30分まで）の連絡先
西東京市役所（代表）
電話　（042）464�1311　　FAX　（042）466�9666

教えて！ペアレントメンター 
〈主な業務内容〉
障害をお持ちのお子さんの悩みを話してみませんか？障害児の親が相談員となって、同じ
立場から相談を受けます。グループ相談会です。

〈問合せ〉　障害福祉課　（内線：12348）
　　　　　　直通電話　　（042）420�2805

ピアカウンセリング 
〈主な業務内容〉
障害児の親が相談員となって、同じ立場から相談を受け、一緒に考えます。個別相談です。
周囲を気にせず、相談できます。

〈問合せ〉　基幹相談支援センターえぽっく
　電話　（042）452�0075

発達障害等があるお子さんの子育ての悩みを話してみませんか？障害のあるお子さんの保
護者の方が相談員となって、同じ立場から相談を受けます。グループ相談会です。

虐待を受けたと思われる障害のある方を発見した人は、市町村等への通報義務があり
ます。ためらわずに以下の窓口へ連絡・通報をお願いします。

ペアレントメンターとお話会

日中（午前 8 時 30 分～午後５時）の連絡先

障害福祉課障害者相談係　　〒 188-8666 西東京市南町 5-6-13
電話　（042）420-2805　FAX　（042）466-9666

西東京市役所（代表）
電話　（042）464-1311　FAX　（042）466-9666

休日・夜間（午後５時～午前８時 30 分）の連絡先
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ページ
つづき
障害者虐待かも、と感じるケースがあったら…
・虐待を受けたと思われる障害のあるかたを発見した人は、市町村とうへの通報義務があります。
ためらわずに以下の窓口へ連絡、通報をお願いします。
・通報とうを受けた市町村では、迅速かつ適切な保護、支援を行います。
・通報とうは匿名でも構いません。また、通報者、相談者の秘密は守られます。
障害者虐待防止センター（障害福祉課
日中、（午前 時 分から午後 時、の連絡先
障害福祉課障害者相談係、〒 、西東京市みなみちょう
電話 、
休日、夜間、（午後 時から午前 時 分、の連絡先
西東京市役所（代表）
電話 、

ペアレントメンターとお話会
〈主な業務内容〉
発達障害等があるお子さんの子育ての悩みを話してみませんか？障害のあるお子さんの保護者のかたが相談員
となって、同じ立場から相談を受けます。グループ相談会です。
〈問合せ〉障害福祉課（内線： 、直通電話
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障害者虐待かも！？と感じるケースがあったら…
・虐待を受けたと思われる障害者を発見した人は、市町村等への通報義務があります。

ためらわずに以下の窓口へ連絡・通報をお願いします。
・通報等を受けた市町村では、迅速かつ適切な保護・支援を行います。
・通報等は匿名でも構いません。また、通報者・相談者の秘密は守られます。

障害者虐待防止センター（障害福祉課） 
日中（午前 8時 30分から午後 5時 15分まで）の連絡先
障害福祉課障害者相談係　　〒 188�8666 西東京市南町５� ６�13
電話　（042）420�2805　　FAX　（042）466�9666

休日・夜間（午後 5時 15分から午前 8時 30分まで）の連絡先
西東京市役所（代表）
電話　（042）464�1311　　FAX　（042）466�9666

教えて！ペアレントメンター 
〈主な業務内容〉
障害をお持ちのお子さんの悩みを話してみませんか？障害児の親が相談員となって、同じ
立場から相談を受けます。グループ相談会です。

〈問合せ〉　障害福祉課　（内線：12348）
　　　　　　直通電話　　（042）420�2805

ピアカウンセリング 
〈主な業務内容〉
障害児の親が相談員となって、同じ立場から相談を受け、一緒に考えます。個別相談です。
周囲を気にせず、相談できます。

〈問合せ〉　基幹相談支援センターえぽっく
　電話　（042）452�0075

 〈主な業務内容〉
障害のある方が利用しやすい多目的施設です。会議室、研修室、個室スペース（デイユース）、
体育館の利用に関しての相談をお受けします。障害のある方は、通常よりも早く予約が可
能になります。また、利用料金には割引があります。
※利用時間・手続き・費用は施設ごとに異なります。詳しくは、ホームページをご覧ください。

 〈問合せ〉
　〒 162-0052　新宿区戸山 1-22-1
　電話（03）3204-3611　　FAX（03）3232-3621

 〈主な業務内容〉
障害別福祉相談（ピアカウンセリング）を実施しています。都内在住・在勤の障害者とそ
の関係者などの日常生活や社会生活の問題について、同じ障害のある相談員が相談に応じ
るほか、弁護士による法律相談も行います。（一部予約制・無料）

 〈問合せ〉
　〒 108-0014　港区芝 5-18-2
　電話（03）3455-6321　　FAX（03）3453-6550

 〈主な業務内容〉
ボランティア活動に関すること

 〈問合せ〉
　〒 188-0011　西東京市田無町 5-5-12　田無総合福祉センター１階
　電話（042）466-3070　　FAX（042）466-3555

 〈主な業務内容〉
 （１）地域福祉活動に関すること
 （２）ふれまち助け合い活動の推進
 （３）地域活動拠点の運営など

 〈問合せ〉
　〒 188-0011　西東京市田無町 5-5-12　田無総合福祉センター１階
　電話（042）497-5180　　FAX（042）466-3555

  全国障害者総合福祉センター（戸山サンライズ）

  西東京市社会福祉協議会福祉活動推進課　地域福祉推進係

  西東京市社会福祉協議会福祉活動推進課　西東京ボランティア・市民活動センター

  東京都障害者福祉会館
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全国障害者総合福祉センター、（戸山サンライズ、
〈主な業務内容〉
障がいのあるかたが利用しやすい多目的施設です。会議室、研修室、個室スペース（デイユース）、体育館の利
用に関しての相談をお受けします。障がいのあるかたは、通常よりも早く予約が可能になります。また、利用料
金には割引があります。
※利用時間・手続き・費用は施設ごとに異なります。詳しくは、ホームページをご覧ください。
〈問合せ〉
〒 、新宿区戸山
電話 、
東京都障害者福祉会館
〈主な業務内容〉
障害別福祉相談（ピアカウンセリング）を実施しています。とない在住、在勤の障害者とその関係者などの日常
生活や社会生活の問題について、同じ障害のある相談員が相談に応じるほか、弁護士による法律相談も行います。
（一部予約制・無料
〈問合せ〉
〒 、港区芝 の の
電話 、
西東京市社会福祉協議会福祉活動推進課 、西東京ボランティア、市民活動センター
〈主な業務内容〉
ボランティア活動に関すること
〈問合せ〉
〒 、西東京市田無ちょう の の 、田無総合福祉センター 階
電話 、
西東京市社会福祉協議会福祉活動推進課 、地域福祉推進係
〈主な業務内容〉
（ 、地域福祉活動に関すること
（ 、ふれまち助け合い活動の推進
（ 、地域活動拠点の運営など
〈問合せ〉
〒 、西東京市田無ちょう の の 、田無総合福祉センター 階
電話 、
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西東京市社会福祉協議会福祉支援課　サービス提供係 
〈主な業務内容〉
（１）家事援助、在宅サービスに関すること、その他のサービスに関すること（緊急通報

サービス）
（２）子どもの預かりに関すること
（３）生活福祉資金貸付に関すること
（４）中学 3 年生・高校 3 年生等の学習塾等受講料・受験料の貸付に関すること
（５）車いすの貸出し

〈問合せ〉
　〒 188�0011　西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター 4 階
　電話
（１） （042）497�5076　（在宅福祉サービス担当）
（２） （042）497�5079　（ファミリー・サポート・センター担当）
（３）（５） （042）497�5071　（生活福祉資金担当・車いすの貸出し）
（４） （042）497�5073　（受験生チャレンジ貸付担当）
　FAX （042）497�5230　（共通）

西東京市社会福祉協議会福祉支援課　権利擁護係
（権利擁護センターあんしん西東京）

〈主な業務内容〉
　・地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）
　・成年後見制度の利用支援
　・保健福祉サービスの苦情受付窓口

〈問合せ〉
　〒 188�0011　西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター 4 階
　電話　（042）497�5239　　FAX　（042）497�5230

民生委員 
〈主な業務内容〉
民生委員は、担当区域を持ち、地域の中で生活していくうえで支援を必要とする方の相談
や助言にあたっています。また、関係機関の社会福祉活動への協力等、市民の方にとって
の身近な相談者として地域福祉の推進に努めています。

〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎　地域共生課　地域共生係
　直通電話　（042）420�2807　　（内線：12313、12312）
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西東京市社会福祉協議会福祉支援課　サービス提供係 
〈主な業務内容〉
（１）家事援助、在宅サービスに関すること、その他のサービスに関すること（緊急通報

サービス）
（２）子どもの預かりに関すること
（３）生活福祉資金貸付に関すること
（４）中学 3 年生・高校 3 年生等の学習塾等受講料・受験料の貸付に関すること
（５）車いすの貸出し

〈問合せ〉
　〒 188�0011　西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター 4 階
　電話
（１） （042）497�5076　（在宅福祉サービス担当）
（２） （042）497�5079　（ファミリー・サポート・センター担当）
（３）（５） （042）497�5071　（生活福祉資金担当・車いすの貸出し）
（４） （042）497�5073　（受験生チャレンジ貸付担当）
　FAX （042）497�5230　（共通）

西東京市社会福祉協議会福祉支援課　権利擁護係
（権利擁護センターあんしん西東京）

〈主な業務内容〉
　・地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）
　・成年後見制度の利用支援
　・保健福祉サービスの苦情受付窓口

〈問合せ〉
　〒 188�0011　西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター 4 階
　電話　（042）497�5239　　FAX　（042）497�5230

民生委員 
〈主な業務内容〉
民生委員は、担当区域を持ち、地域の中で生活していくうえで支援を必要とする方の相談
や助言にあたっています。また、関係機関の社会福祉活動への協力等、市民の方にとって
の身近な相談者として地域福祉の推進に努めています。

〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎　地域共生課　地域共生係
　直通電話　（042）420�2807　　（内線：12313、12312）

5354

日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）

※障害者総合支援法によるサービスについては、障害福祉課 (042-420-2805) へご相　　
　談ください。
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西東京市社会福祉協議会福祉支援課　サービス提供係 
〈主な業務内容〉
（１）家事援助、在宅サービスに関すること、その他のサービスに関すること（緊急通報

サービス）
（２）子どもの預かりに関すること
（３）生活福祉資金貸付に関すること
（４）中学 3 年生・高校 3 年生等の学習塾等受講料・受験料の貸付に関すること
（５）車いすの貸出し

〈問合せ〉
　〒 188�0011　西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター 4 階
　電話
（１） （042）497�5076　（在宅福祉サービス担当）
（２） （042）497�5079　（ファミリー・サポート・センター担当）
（３）（５） （042）497�5071　（生活福祉資金担当・車いすの貸出し）
（４） （042）497�5073　（受験生チャレンジ貸付担当）
　FAX （042）497�5230　（共通）

西東京市社会福祉協議会福祉支援課　権利擁護係
（権利擁護センターあんしん西東京）

〈主な業務内容〉
　・地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）
　・成年後見制度の利用支援
　・保健福祉サービスの苦情受付窓口

〈問合せ〉
　〒 188�0011　西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター 4 階
　電話　（042）497�5239　　FAX　（042）497�5230

民生委員 
〈主な業務内容〉
民生委員は、担当区域を持ち、地域の中で生活していくうえで支援を必要とする方の相談
や助言にあたっています。また、関係機関の社会福祉活動への協力等、市民の方にとって
の身近な相談者として地域福祉の推進に努めています。

〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎　地域共生課　地域共生係
　直通電話　（042）420�2807　　（内線：12313、12312）

家事援助、在宅サービスに関すること
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西東京市社会福祉協議会福祉支援課　サービス提供係 
〈主な業務内容〉
（１）家事援助、在宅サービスに関すること、その他のサービスに関すること（緊急通報

サービス）
（２）子どもの預かりに関すること
（３）生活福祉資金貸付に関すること
（４）中学 3 年生・高校 3 年生等の学習塾等受講料・受験料の貸付に関すること
（５）車いすの貸出し

〈問合せ〉
　〒 188�0011　西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター 4 階
　電話
（１） （042）497�5076　（在宅福祉サービス担当）
（２） （042）497�5079　（ファミリー・サポート・センター担当）
（３）（５） （042）497�5071　（生活福祉資金担当・車いすの貸出し）
（４） （042）497�5073　（受験生チャレンジ貸付担当）
　FAX （042）497�5230　（共通）

西東京市社会福祉協議会福祉支援課　権利擁護係
（権利擁護センターあんしん西東京）

〈主な業務内容〉
　・地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）
　・成年後見制度の利用支援
　・保健福祉サービスの苦情受付窓口

〈問合せ〉
　〒 188�0011　西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター 4 階
　電話　（042）497�5239　　FAX　（042）497�5230

民生委員 
〈主な業務内容〉
民生委員は、担当区域を持ち、地域の中で生活していくうえで支援を必要とする方の相談
や助言にあたっています。また、関係機関の社会福祉活動への協力等、市民の方にとって
の身近な相談者として地域福祉の推進に努めています。

〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎　地域共生課　地域共生係
　直通電話　（042）420�2807　　（内線：12313、12312）

民生委員・児童委員
 〈主な業務内容〉
民生委員・児童委員は、担当区域を持ち、地域の中で生活していくうえで支援を必要とす
る方の相談や助言にあたっています。また、関係機関の社会福祉活動への協力等、市民の
方にとっての身近な相談者として地域福祉の推進に努めています。
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ページ
西東京市社会福祉協議会福祉支援課 サービス提供係
〈主な業務内容〉
（ 、家事援助、在宅サービスに関すること
（ 、子どもの預かりに関すること
（ 、生活福祉資金貸付に関すること
（ 、中学 年生、高校 年生とうの学習塾とう受講料、受験料の貸付に関すること
（ 、車いすの貸出し
〈問合せ〉
〒 、西東京市田無ちょう の の 、田無総合福祉センター 階
電話
（ 、 、（在宅福祉サービス担当、
（ 、 、（ファミリー・サポート・センター担当、
（ 、 、 、（生活福祉資金担当、車いすの貸出し、
（ 、 、（受験生チャレンジ貸付担当、

、（共通、

西東京市社会福祉協議会福祉支援課、 権利擁護係
（権利擁護センターあんしん西東京
〈主な業務内容〉
・日常生活自立支援事業、（地域福祉権利擁護事業、
・成年後見制度の利用支援
・保健福祉サービスの苦情受付窓口
※障害者総合支援法によるサービスについては、障害福祉課（ 、へご相談ください。
〈問合せ〉
〒 、西東京市田無ちょう の の 、田無総合福祉センター 階
電話 、
民生委員・児童委員
〈主な業務内容〉
民生委員・児童委員は、担当区域を持ち、地域の中で生活していくうえで支援を必要とするかたの相談や助言に
あたっています。また、関係機関の社会福祉活動への協力とう、市民のかたにとっての身近な相談者として地域
福祉の推進に努めています。
〈問合せ〉 田無庁舎）田無第二庁舎 、地域共生課 、地域共生係
直通電話 、内線 、
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西東京市社会福祉協議会福祉支援課　サービス提供係 
〈主な業務内容〉
（１）家事援助、在宅サービスに関すること、その他のサービスに関すること（緊急通報

サービス）
（２）子どもの預かりに関すること
（３）生活福祉資金貸付に関すること
（４）中学 3 年生・高校 3 年生等の学習塾等受講料・受験料の貸付に関すること
（５）車いすの貸出し

〈問合せ〉
　〒 188�0011　西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター 4 階
　電話
（１） （042）497�5076　（在宅福祉サービス担当）
（２） （042）497�5079　（ファミリー・サポート・センター担当）
（３）（５） （042）497�5071　（生活福祉資金担当・車いすの貸出し）
（４） （042）497�5073　（受験生チャレンジ貸付担当）
　FAX （042）497�5230　（共通）

西東京市社会福祉協議会福祉支援課　権利擁護係
（権利擁護センターあんしん西東京）

〈主な業務内容〉
　・地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）
　・成年後見制度の利用支援
　・保健福祉サービスの苦情受付窓口

〈問合せ〉
　〒 188�0011　西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター 4 階
　電話　（042）497�5239　　FAX　（042）497�5230

民生委員 
〈主な業務内容〉
民生委員は、担当区域を持ち、地域の中で生活していくうえで支援を必要とする方の相談
や助言にあたっています。また、関係機関の社会福祉活動への協力等、市民の方にとって
の身近な相談者として地域福祉の推進に努めています。

〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎　地域共生課　地域共生係
　直通電話　（042）420�2807　　（内線：12313、12312）
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西東京市社会福祉協議会福祉支援課　サービス提供係 
〈主な業務内容〉
（１）家事援助、在宅サービスに関すること、その他のサービスに関すること（緊急通報

サービス）
（２）子どもの預かりに関すること
（３）生活福祉資金貸付に関すること
（４）中学 3 年生・高校 3 年生等の学習塾等受講料・受験料の貸付に関すること
（５）車いすの貸出し

〈問合せ〉
　〒 188�0011　西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター 4 階
　電話
（１） （042）497�5076　（在宅福祉サービス担当）
（２） （042）497�5079　（ファミリー・サポート・センター担当）
（３）（５） （042）497�5071　（生活福祉資金担当・車いすの貸出し）
（４） （042）497�5073　（受験生チャレンジ貸付担当）
　FAX （042）497�5230　（共通）

西東京市社会福祉協議会福祉支援課　権利擁護係
（権利擁護センターあんしん西東京）

〈主な業務内容〉
　・地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）
　・成年後見制度の利用支援
　・保健福祉サービスの苦情受付窓口

〈問合せ〉
　〒 188�0011　西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター 4 階
　電話　（042）497�5239　　FAX　（042）497�5230

民生委員 
〈主な業務内容〉
民生委員は、担当区域を持ち、地域の中で生活していくうえで支援を必要とする方の相談
や助言にあたっています。また、関係機関の社会福祉活動への協力等、市民の方にとって
の身近な相談者として地域福祉の推進に努めています。

〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎　地域共生課　地域共生係
　直通電話　（042）420�2807　　（内線：12313、12312）
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西東京市社会福祉協議会福祉支援課　サービス提供係 
〈主な業務内容〉
（１）家事援助、在宅サービスに関すること、その他のサービスに関すること（緊急通報

サービス）
（２）子どもの預かりに関すること
（３）生活福祉資金貸付に関すること
（４）中学 3 年生・高校 3 年生等の学習塾等受講料・受験料の貸付に関すること
（５）車いすの貸出し

〈問合せ〉
　〒 188�0011　西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター 4 階
　電話
（１） （042）497�5076　（在宅福祉サービス担当）
（２） （042）497�5079　（ファミリー・サポート・センター担当）
（３）（５） （042）497�5071　（生活福祉資金担当・車いすの貸出し）
（４） （042）497�5073　（受験生チャレンジ貸付担当）
　FAX （042）497�5230　（共通）

西東京市社会福祉協議会福祉支援課　権利擁護係
（権利擁護センターあんしん西東京）

〈主な業務内容〉
　・地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）
　・成年後見制度の利用支援
　・保健福祉サービスの苦情受付窓口

〈問合せ〉
　〒 188�0011　西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター 4 階
　電話　（042）497�5239　　FAX　（042）497�5230

民生委員 
〈主な業務内容〉
民生委員は、担当区域を持ち、地域の中で生活していくうえで支援を必要とする方の相談
や助言にあたっています。また、関係機関の社会福祉活動への協力等、市民の方にとって
の身近な相談者として地域福祉の推進に努めています。

〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎　地域共生課　地域共生係
　直通電話　（042）420�2807　　（内線：12313、12312）
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身体障害者手帳 身  担当窓口　障害福祉課

身体に障害のある方に交付される手帳で、各種の援護を受けるために必要なものです。

〈手帳の交付対象となる障害種別〉※手帳の等級には、１級から６級があります。

（１）視覚障害　１級〜６級

（２）聴覚障害　２級〜４級・６級

（３）平衡機能障害　３級・５級

（４）音声機能・言語機能・そしゃく機能の障害　３級・４級

（５）肢体不自由（上肢、下肢、乳幼児期以前の進行性の脳病変による運動機能障害） 
１級〜７級　※ただし、７級は１つの障害のみでは手帳は交付されません。

（６）肢体不自由（体幹）１級〜３級・５級

（７）内部障害（心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸の機能の障害） 
１級・３級・４級

（８）内部障害（免疫・肝臓の機能の障害）１級〜４級

〈申請方法等〉
障害福祉課にて申請できます。以下の書類が必要です。
（１）都道府県知事が指定した医師の診断書
（２）写真１枚（タテ 4㎝×ヨコ 3㎝、脱帽、上半身、1 年以内に撮影したもの）
（３）印鑑（届出人）
（４）マイナンバーがわかる書類及び本人確認書類
※将来障害程度に変化が予想される場合、その方を対象にした障害再認定制度を実施して

います。

〈変更手続等〉
手帳交付後に次のような変更等があった場合は手続をしてください。
（１）居住地、氏名、障害程度の変更
（２）死亡（手帳の返還）
（３）紛失及び破損（手帳の再交付）

〈申請窓口〉
　障害福祉課（内線：12317）
　直通電話　（042）420�2806

2. 手帳
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西東京市社会福祉協議会福祉支援課　サービス提供係 
〈主な業務内容〉
（１）家事援助、在宅サービスに関すること、その他のサービスに関すること（緊急通報

サービス）
（２）子どもの預かりに関すること
（３）生活福祉資金貸付に関すること
（４）中学 3 年生・高校 3 年生等の学習塾等受講料・受験料の貸付に関すること
（５）車いすの貸出し

〈問合せ〉
　〒 188�0011　西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター 4 階
　電話
（１） （042）497�5076　（在宅福祉サービス担当）
（２） （042）497�5079　（ファミリー・サポート・センター担当）
（３）（５） （042）497�5071　（生活福祉資金担当・車いすの貸出し）
（４） （042）497�5073　（受験生チャレンジ貸付担当）
　FAX （042）497�5230　（共通）

西東京市社会福祉協議会福祉支援課　権利擁護係
（権利擁護センターあんしん西東京）

〈主な業務内容〉
　・地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）
　・成年後見制度の利用支援
　・保健福祉サービスの苦情受付窓口

〈問合せ〉
　〒 188�0011　西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター 4 階
　電話　（042）497�5239　　FAX　（042）497�5230

民生委員 
〈主な業務内容〉
民生委員は、担当区域を持ち、地域の中で生活していくうえで支援を必要とする方の相談
や助言にあたっています。また、関係機関の社会福祉活動への協力等、市民の方にとって
の身近な相談者として地域福祉の推進に努めています。

〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎　地域共生課　地域共生係
　直通電話　（042）420�2807　　（内線：12313、12312）
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西東京市社会福祉協議会福祉支援課　サービス提供係 
〈主な業務内容〉
（１）家事援助、在宅サービスに関すること、その他のサービスに関すること（緊急通報

サービス）
（２）子どもの預かりに関すること
（３）生活福祉資金貸付に関すること
（４）中学 3 年生・高校 3 年生等の学習塾等受講料・受験料の貸付に関すること
（５）車いすの貸出し

〈問合せ〉
　〒 188�0011　西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター 4 階
　電話
（１） （042）497�5076　（在宅福祉サービス担当）
（２） （042）497�5079　（ファミリー・サポート・センター担当）
（３）（５） （042）497�5071　（生活福祉資金担当・車いすの貸出し）
（４） （042）497�5073　（受験生チャレンジ貸付担当）
　FAX （042）497�5230　（共通）

西東京市社会福祉協議会福祉支援課　権利擁護係
（権利擁護センターあんしん西東京）

〈主な業務内容〉
　・地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）
　・成年後見制度の利用支援
　・保健福祉サービスの苦情受付窓口

〈問合せ〉
　〒 188�0011　西東京市田無町５� ５�12　田無総合福祉センター 4 階
　電話　（042）497�5239　　FAX　（042）497�5230

民生委員 
〈主な業務内容〉
民生委員は、担当区域を持ち、地域の中で生活していくうえで支援を必要とする方の相談
や助言にあたっています。また、関係機関の社会福祉活動への協力等、市民の方にとって
の身近な相談者として地域福祉の推進に努めています。

〈問合せ〉（田無庁舎）田無第二庁舎　地域共生課　地域共生係
　直通電話　（042）420�2807　　（内線：12313、12312）
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身体障害者手帳 身  担当窓口　障害福祉課

身体に障害のある方に交付される手帳で、各種の援護を受けるために必要なものです。

〈手帳の交付対象となる障害種別〉※手帳の等級には、１級から６級があります。

（１）視覚障害　１級〜６級

（２）聴覚障害　２級〜４級・６級

（３）平衡機能障害　３級・５級

（４）音声機能・言語機能・そしゃく機能の障害　３級・４級

（５）肢体不自由（上肢、下肢、乳幼児期以前の進行性の脳病変による運動機能障害） 
１級〜７級　※ただし、７級は１つの障害のみでは手帳は交付されません。

（６）肢体不自由（体幹）１級〜３級・５級

（７）内部障害（心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸の機能の障害） 
１級・３級・４級

（８）内部障害（免疫・肝臓の機能の障害）１級〜４級

〈申請方法等〉
障害福祉課にて申請できます。以下の書類が必要です。
（１）都道府県知事が指定した医師の診断書
（２）写真１枚（タテ 4㎝×ヨコ 3㎝、脱帽、上半身、1 年以内に撮影したもの）
（３）印鑑（届出人）
（４）マイナンバーがわかる書類及び本人確認書類
※将来障害程度に変化が予想される場合、その方を対象にした障害再認定制度を実施して

います。

〈変更手続等〉
手帳交付後に次のような変更等があった場合は手続をしてください。
（１）居住地、氏名、障害程度の変更
（２）死亡（手帳の返還）
（３）紛失及び破損（手帳の再交付）

〈申請窓口〉
　障害福祉課（内線：12317）
　直通電話　（042）420�2806

2. 手帳

身体に障害のある方に交付される手帳で、各種の福祉サービスを受けるために必要なものです。

上半身脱帽、１年以内に撮影したもの）
マイナンバーのわかる書類および本人確認書類

身体障害者診断書・意見書（身体障害者福祉法第 15 条指定医師が作成したもの）
次のものが必要です。

手帳交付後に次のような変更などがあった場合は手続きをしてください。
　・居住地、氏名、障害程度の変更、障害の追加
　・紛失、破損（再交付）
　・死亡（返還）

〈申請方法〉

1 ～ 6 級

2 ～ 4 級・6 級

3・4 級

1 ～ 7 級

1 ～ 3 級・5 級

1 ～ 4 級

12317 ～ 12319）
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ページ

手帳
身体障害者手帳
担当窓口 、障害福祉課
しんたいに障害のあるかたに交付される手帳で、各種の福祉サービスを受けるために必要なものです。

〈手帳の交付対象となる障害種別〉※、手帳の等級には、１級から６級があります。
（ 、視覚障害、 １から６級
（ 、聴覚障害、 ２から４級、６級
（ 、平衡機能障害、 ３級、５級
（ 、音声機能、言語機能、そしゃく機能の障害、 ３級、４級
（ 、肢体不自由（上肢、下肢、乳幼児期以前の進行性の脳病変による運動機能障害、１から 級

※、ただし、 級はひとつの障害のみでは手帳は交付されません。
（ 、肢体不自由、（たいかん、１から３級、５級
（ 、内部障害、（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸の機能の障害、１級、３級、４級
（ 、内部障害、 免疫、肝臓の機能の障害、１から４級
〈申請ほうほう〉
次のものが必要です。

（ 、身体障害者診断書・意見書（身体障害者福祉法第 条指定医師が作成したもの）

（ 、写真 枚、（タテ４センチメートル×ヨコ３センチメートル、上半身脱帽、１年以内に撮影したもの
（ 、マイナンバーのわかる書類及び本人確認書類
〈変更手続とう〉
手帳交付後に次のような変更などがあった場合は手続をしてください。
・居住地、氏名、障害程度の変更、障害の追加
・紛失、破損（再交付、
・死亡（返還、

〈申請窓口〉
障害福祉課（内線： から
直通電話
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愛の手帳 知  担当窓口　障害福祉課

知的障害者（児）が各種の援護を受けるために必要です。「愛の手帳」は都が独自に設け
ている手帳ですが、国の「療育手帳」制度の適用を受けています。

〈対　象〉
医学的所見、心理学的所見、社会診断所見に基づき、総合的に判定し、
　１度（最重度）
　２度（重度）
　３度（中度）
　４度（軽度）に区分します。
障害のある方本人が満３歳、６歳、12歳、18歳になったときには再判定を受け、手帳
を更新する必要があります。

〈申請方法等〉
電話で予約をして判定を受けてください。
次のものが必要です。
（１）写真１枚（タテ４㎝×ヨコ３㎝、脱帽、上半身、１年以内に撮影したもの）
（２）印鑑
（３）身分証明書等（健康保険証など保護者の住所を確認できるもの）
※母子健康手帳があればお持ちください。その他必要なものについては電話予約時にお問
い合わせください。

〈変更手続〉
住所変更・再交付については年齢にかかわらず市の障害福祉課で手続きができます。

〈申請窓口〉
18 歳未満の方　窓口
東京都小平児童相談所
電話　（042）467�3711

18 歳以上の方　窓口
東京都心身障害者福祉センター
電話　（03）3235�2961（愛の手帳判定予約）

東京都心身障害者福祉センター多摩支所
電話　（042）573�3311

知的障害のある方やお子さんが各種の福祉サービスを受けるために必要なものです。「愛
の手帳」は都が独自に設けている手帳ですが、国の「療育手帳」制度の適用を受けています。

愛の手帳の交付を受けた方は、３歳、６歳、12 歳、18 歳に達したとき、またはこの間
に障害程度の著しい変化が生じたときに、手帳を更新する必要があります。

電話で予約して判定を受けてください。
次のものが必要です。
 （１）写真１枚（タテ４cm ×ヨコ 3cm、脱帽、上半身、１年以内に撮影したもの）
 （２）本人の個人番号（マイナンバー）を確認する書類
 （３）申請者（保護者）の身分証明書など
※母子健康手帳があればお持ちください。その他電話予約時に指定された資料などをお持
ちください。

〈個人番号（マイナンバー）の記載について〉
令和５年２月より、新たに愛の手帳を申請（これまで愛の手帳をお持ちでない方）する場
合、個人番号（マイナンバー）の記載が必要になります。手帳の取得を希望するご本人の
個人番号（マイナンバー）を確認する書類のほか、申請者（保護者）の方の身分証明書が
必要となります。判定の際にお持ちください。
お持ちいただく書類の詳細は東京都のホームページから「愛の手帳申請書に係る個人番号

（マイナンバー）確認書類について」にてご確認ください。

 〈変更手続き等〉
手帳交付後に次のような変更などがあった場合は手続きをしてください。障害福祉課でも
受けつけています。
　・居住地、氏名の変更
　・紛失、破損（再交付）
　・死亡（返還）
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医学的所見、心理学的所見、社会診断所見に基づき、総合的に判定し、
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愛の手帳
担当窓口 、障害福祉課
知的障害のある方やお子さんが各種の福祉サービスを受けるために必要なものです。「愛の手帳」は、都が独自
に設けている手帳ですが、国の「療育手帳」制度の適用を受けています。
〈対象〉
医学的所見、心理学的所見、社会診断所見に基づき、総合的に判定し、
１度、（最重度、
２度、（重度、
３度、（ちゅうど、
４度、（軽度、に区分します。
愛の手帳の交付を受けた方は、３歳、６歳、 歳、 歳に達したとき、またはこの間に障害程度の著しい変化
が生じたときに、手帳を更新する必要があります。
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（２）本人の個人番号（マイナンバー）を確認する書類
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令和５年２月より、新たに愛の手帳を申請（これまで愛の手帳をお持ちでない方）する場合、個人番号（マイナ
ンバー）の記載が必要になります。手帳の取得を希望するご本人の個人番号（マイナンバー）を確認する書類の
ほか、申請者（保護者）の方の身分証明書が必要となります。判定の際にお持ちください。
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手帳交付後に次のような変更などがあった場合は手続きをしてください。障害福祉課でも受けつけています。
・居住地、氏名の変更
・紛失、破損（再交付）
・死亡（返還）

〈申請窓口〉
歳未満の方 、窓口 、東京都小平じどう相談所

電話
歳以上の方 、窓口 、東京都心身障害者福祉センター

電話 （愛の手帳判定予約、
東京都心身障害者福祉センター多摩支所

電話
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精神障害者保健福祉手帳 精  担当窓口　障害福祉課

精神に障害のある方に交付される手帳で、各種の支援を受けるために必要なものです。

〈対　象〉
精神障害のため、日常生活や社会生活にハンディキャップを持つ方。
申請に基づき東京都が審査を行い、１級から３級に区分され、都知事が交付。
　※有効期限は原則として２年です。
　※更新は手帳の有効期限の３ヶ月前から申請できます。

〈申請方法等〉
次のものが必要です。
（１）所定の診断書または障害年金証書等の写し
（２）写真１枚（タテ４㎝×ヨコ３㎝、脱帽、上半身、1年以内に撮影したもの）
（３）印鑑
（４）マイナンバーのわかる書類及び本人確認書類

〈変更手続等〉
手帳交付後に、次のような場合は手続きが必要です。
　・居住地、氏名の変更
　・紛失及び破損（手帳の再交付）
　・障害等級の変更申請

〈申請窓口〉
　障害福祉課（内線：12319）
　直通電話　（042）420�2806
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　※更新は手帳の有効期限の３ヶ月前から申請できます。

〈申請方法等〉
次のものが必要です。
（１）所定の診断書または障害年金証書等の写し
（２）写真１枚（タテ４㎝×ヨコ３㎝、脱帽、上半身、1年以内に撮影したもの）
（３）印鑑
（４）マイナンバーのわかる書類及び本人確認書類

〈変更手続等〉
手帳交付後に、次のような場合は手続きが必要です。
　・居住地、氏名の変更
　・紛失及び破損（手帳の再交付）
　・障害等級の変更申請

〈申請窓口〉
　障害福祉課（内線：12319）
　直通電話　（042）420�2806

精神に障害のある方に交付される手帳で、各種の福祉サービスを受けるために必要なものです。

次のものが必要です。 
（１）診断書（精神障害者保健福祉手帳用）または障害年金証書など（精神障害を理由と　　 
　　 した）の写し
 （２）写真１枚（タテ 4cm ×ヨコ 3cm、上半身脱帽、１年以内に撮影したもの）
 （３）マイナンバーのわかる書類および本人確認書類

   〈変更手続等〉
手帳交付後に次のような変更などがあった場合は手続きをしてください。
　・居住地、氏名の変更
　・障害程度の変更（等級変更）
　・紛失、破損（再交付）
　・死亡（返還）

〈申請方法〉

1 ～ 3 級に区分され、都知事が交付。

12317 ～ 12319）

2.
手
帳
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精神障害者保健福祉手帳
担当窓口、 障害福祉課
精神に障害のあるかたに交付される手帳で、各種の福祉サービスを受けるために必要なものです。
〈対象〉
精神障害のため、日常生活や社会生活にハンディキャップを持つ方。
申請に基づき東京都が審査を行い、１から３級に区分され、都知事が交付。
※、有効期限は原則として２年です。
※、更新は手帳の有効期限の３ヶ月前から申請できます。
〈申請ほうほう〉
次のものが必要です。
（ 、診断書（精神障害者保健福祉手帳用）または障害年金証書など（精神障害を理由とし

た）の写し
（ 、写真１枚、（タテ４センチメートル×ヨコ３センチメートル、上半身脱帽、１年以内に撮影したもの）
（ 、マイナンバーのわかる書類及び本人確認書類
〈変更手続とう〉
手帳交付後に次のような変更などがあった場合は手続きをしてください。
・居住地、氏名の変更
・障害程度の変更（等級変更）
・紛失、破損（再交付）
・死亡（返還）

〈申請窓口〉
障害福祉課 、（内線： ～
直通電話
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サービスの体系 身  知  精  難  担当窓口　障害福祉課

平成 25年 4月から「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障
害者総合支援法）」が施行されました。障害者総合支援法に基づくサービスは、障害のあ
る方の障害の程度や様々な状況に応じて全国共通の基準、水準で提供される「自立支援給
付」と、地域の特性や利用者の状況に応じて市が主体で行う「地域生活支援事業」に大別
されます。また、障害児には、「児童福祉法」に基づいて行われるサービスもあります。

3. 障害者総合支援法等

障害者総合支援法
自立支援給付

児童福祉法

介護給付
●居宅介護（ホームヘルプ）者 児
●重度訪問介護 者
●同行援護 者 児　●行動援護 者 児
●重度障害者等包括支援 者 児
●短期入所 者 児　●療養介護 者
●生活介護 者　●施設入所支援 者
訓練等給付
●自立訓練（機能・生活） 者
●就労移行支援 者
●就労継続支援（Ａ型・Ｂ型） 者
●就労定着支援 者
●自立生活援助 者
●共同生活援助（グループホーム） 者
相談支援事業
●計画相談支援 者 児
●地域移行支援 者
●地域定着支援 者

障害児通所支援
●児童発達支援 児
●医療型児童発達支援 児
●放課後等デイサービス 児
●居宅訪問型児童発達支援 児
●保育所等訪問支援 児

地域生活支援事業
●移動支援
●地域活動支援センター

（機能訓練、創作的活動、社会との交流促進など）
●日中一時支援
●生活サポート
●意思疎通支援 ( 手話通訳派遣等 )
●日常生活用具の給付
●相談支援

（関係機関との連絡調整および権利擁護 ) など

●専門性の高い相談支援
●広域的な対応が必要な事業
●人材育成等

障害児相談支援  児

障害児入所支援（東京都）
●福祉型障害児入所施設 児
●医療型障害児入所施設  児

自立支援医療
●更生医療
●育成医療
●精神通院医療

補装具
●補装具費の給付

童
児
・
方
る
あ
の
害
障

県
府
道
都

援
支

自立支援給付
・日常生活に必要な支援を受けられる「介護給付」と、自

立した生活に必要な知識や技術を身につける「訓練等
給付」があり、それぞれ家庭などで利用できる「訪問系
サービス」、通所施設や入所施設などで昼間に利用でき
る「日中活動系サービス」、施設に入所して利用できる

「居住系サービス」があります。
・その他、障害にかかる公費負担医療として「自立支援医

療」、また「補装具」の購入・修理費の支給があります。

相談支援事業
・平成24年4月より、支給決定のプロセスの

見直しにより、計画相談支援の対象が原則
として障害福祉サービスを申請した障害者
等へと大幅に拡大されました。また、地域移
行、定着支援の個別給付化が図られました。

地域生活支援事業
・市町村または都道府県が行う、障害のある方等の自立

支援のための事業（移動支援、日中一時支援、地域活
動支援センター、意思疎通支援、日常生活用具、相談
支援等）が定められています

・自治体が個々の地域性を生かした独自の運営方法・内
容を定めることが可能とされています。

障害児通所給付
・平成23年度までの児童デイサービス、知的

障害児通園施設、難聴幼児通園施設、肢体不
自由児通園施設、重症心身障害児（者）通園
事業は平成24年度から障害児通所支援にか
わりました。平成24年4月以降に、障害児の
通所支援サービスを希望する場合は、西東京
市への手続きが必要となりました。
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サービスの体系 身  知  精  難  担当窓口　障害福祉課

平成 25 年 4 月から「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障
害者総合支援法）」が施行されました。障害者総合支援法に基づくサービスは、障害のあ
る方の障害の程度や様々な状況に応じて全国共通の基準、水準で提供される「自立支援給
付」と、地域の特性や利用者の状況に応じて市が主体で行う「地域生活支援事業」に大別
されます。また、障害児には、「児童福祉法」に基づいて行われるサービスもあります。

3. 障害者総合支援法等

障害者総合支援法
自立支援給付

児童福祉法

介護給付
●居宅介護（ホームヘルプ）者 児
●重度訪問介護 者
●同行援護 者 児　●行動援護 者 児
●重度障害者等包括支援 者 児
●短期入所 者 児　●療養介護 者
●生活介護 者　●施設入所支援 者
訓練等給付
●自立訓練（機能・生活） 者
●就労移行支援 者
●就労継続支援（Ａ型・Ｂ型） 者
●就労定着支援 者
●自立生活援助 者
●共同生活援助（グループホーム） 者
相談支援事業
●計画相談支援 者 児
●地域移行支援 者
●地域定着支援 者

障害児通所支援
●児童発達支援 児
●医療型児童発達支援 児
●放課後等デイサービス 児
●居宅訪問型児童発達支援 児
●保育所等訪問支援 児

地域生活支援事業
●移動支援
●地域活動支援センター

（機能訓練、創作的活動、社会との交流促進など）
●日中一時支援
●生活サポート
●意思疎通支援 ( 手話通訳派遣等 )
●日常生活用具の給付
●相談支援

（関係機関との連絡調整および権利擁護 ) など

●専門性の高い相談支援
●広域的な対応が必要な事業
●人材育成等

障害児相談支援  児

障害児入所支援（東京都）
●福祉型障害児入所施設 児
●医療型障害児入所施設  児

自立支援医療
●更生医療
●育成医療
●精神通院医療

補装具
●補装具費の給付
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自立支援給付
・日常生活に必要な支援を受けられる「介護給付」と、自

立した生活に必要な知識や技術を身につける「訓練等
給付」があり、それぞれ家庭などで利用できる「訪問系
サービス」、通所施設や入所施設などで昼間に利用でき
る「日中活動系サービス」、施設に入所して利用できる

「居住系サービス」があります。
・その他、障害にかかる公費負担医療として「自立支援医

療」、また「補装具」の購入・修理費の支給があります。

相談支援事業
・平成24年4月より、支給決定のプロセスの

見直しにより、計画相談支援の対象が原則
として障害福祉サービスを申請した障害者
等へと大幅に拡大されました。また、地域移
行、定着支援の個別給付化が図られました。

地域生活支援事業
・市町村または都道府県が行う、障害のある方等の自立

支援のための事業（移動支援、日中一時支援、地域活
動支援センター、意思疎通支援、日常生活用具、相談
支援等）が定められています

・自治体が個々の地域性を生かした独自の運営方法・内
容を定めることが可能とされています。

障害児通所給付
・平成23年度までの児童デイサービス、知的

障害児通園施設、難聴幼児通園施設、肢体不
自由児通園施設、重症心身障害児（者）通園
事業は平成24年度から障害児通所支援にか
わりました。平成24年4月以降に、障害児の
通所支援サービスを希望する場合は、西東京
市への手続きが必要となりました。
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障害福祉サービス 身  知  精  難  担当窓口　障害福祉課

サービスの種類
【訪問系・その他サービス】   ※市内事業所については 146 ページ以降の
 　「12. 施設・団体等」をご覧ください。
■自宅での暮らしを支援するサービス
※介護保険対象者は介護保険サービス優先｡ 一定要件のもと介護保険サービスに上乗せ

利用の場合あり。

サービスの名称 内容 対象者

介
護
給
付

居宅介護
（ホームヘルプ）

身体介護

日常生活において介護支
援を必要とする方に対し、
直接身体に触れて、食事
介助、入浴介助、排泄介
助等を行うもの 障害支援区分１以上の方

家事援助
日常生活上の調理、洗濯、
掃除等の家事一般につい
て、本人に代わってまた
は本人と一緒に行うもの

通院等介助
定期的な通院等のための
介助を行うもの（身体介
護を伴うものと伴わない
ものがあります）

障害支援区分２以上の方

通院等
乗降介助

定期的通院等のために、
車両への乗車または降車、
その前後の屋内外の移動
等、通院先での受診等の
手続き・移動等の介助を
中心に行うもの

重度訪問介護

重度の肢体不自由の方、重度の知的障
害、若しくは精神障害により行動上著
しい困難を有するため、常時介護を必
要とする方に、身体介護、家事援助等
を総合的に行うもの

●障害支援区分４以上で、ニ肢以上に
麻痺があり、「歩行」「移乗」「排尿」

「排便」のいずれにも見守り〜介助が
必要と認められる方

●重度の知的障害・精神障害により行
動上著しい困難を有する障害者で常
時介護を要する方（障害支援区分の
認定調査項目のうち、行動関連項目
等の合計点数が 10 点以上）

※病院等に入院中の意思疎通等の支援
は、障害支援区分６で意思疎通等の
支援が必要と認められる方

重度障害者等
包括支援

常時介護を必要とし意思の疎通に著し
い困難を伴う方に対し、居宅介護など
複数のサービスを包括的に行うもの

障害支援区分６で、以下いずれかにあ
てはまる方
●四肢麻痺寝たきりで人工呼吸器を装

着している方
●四肢麻痺寝たきりで愛の手帳１度の

重度心身障害者
●強度行動障害

の支給

されます。また、障害のあるお子さんには、「児童福祉法」に基づいて行われるサービスもあります。

自立支援給付
・日常生活に必要な支援を受けられる「介護給付」と、自
立した生活に必要な知識や技術を身につける「訓練等
給付」があり、それぞれ家庭などで利用できる「訪問系
サービス」、通所施設や入所施設などで昼間に利用でき
る「日中活動系サービス」、施設に入所して利用できる
「居住系サービス」があります。
・その他、障害にかかる公費負担医療として「自立支援医
療」、また「補装具」の購入・修理費の支給があります。

相談支援事業
・

・

平成24年4月より、支給決定のプロセスの
見直しにより、計画相談支援の対象が原則
として障害福祉サービスを申請した障害の
ある方等へと大幅に拡大されました。また、
地域移行、定着支援の個別給付化が図られ
ました。

地域生活支援事業
・市町村または都道府県が行う、障害のある方等の自立
支援のための事業（移動支援、日中一時支援、地域活
動支援センター、意思疎通支援、日常生活用具、相談
支援等）が定められています。
・自治体が個々の地域性を生かした独自の運営方法・内
容を定めることが可能とされています。

障害児通所給付
障害児通所支援を利用する保護者は、障害
児支援利用計画を経て、支給決定を受けた
後、利用する施設と契約を結びます。障害
のあるお子さんの通所支援サービスを希望
する場合は、障害福祉課への手続きが必要
です。
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障害者総合支援法とう
サービスの体系
担当窓口 、障害福祉課
平成 年４月から障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律、（障害者総合支援法が施行
されました。障害者総合支援法に基づくサービスは、障害のあるかたの障害の程度や様々な状況に応じて全国共
通の基準、水準で提供される自立支援給付と、地域の特性や利用者の状況に応じて市が主体で行う地域生活支援
事業に大別されます。また、障害のあるお子さんには、じどう福祉法に基づいて行われるサービスもあります。
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サービスの体系 身  知  精  難  担当窓口　障害福祉課

平成 25年 4月から「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障
害者総合支援法）」が施行されました。障害者総合支援法に基づくサービスは、障害のあ
る方の障害の程度や様々な状況に応じて全国共通の基準、水準で提供される「自立支援給
付」と、地域の特性や利用者の状況に応じて市が主体で行う「地域生活支援事業」に大別
されます。また、障害児には、「児童福祉法」に基づいて行われるサービスもあります。

3. 障害者総合支援法等

障害者総合支援法
自立支援給付

児童福祉法

介護給付
●居宅介護（ホームヘルプ）者 児
●重度訪問介護 者
●同行援護 者 児　●行動援護 者 児
●重度障害者等包括支援 者 児
●短期入所 者 児　●療養介護 者
●生活介護 者　●施設入所支援 者
訓練等給付
●自立訓練（機能・生活） 者
●就労移行支援 者
●就労継続支援（Ａ型・Ｂ型） 者
●就労定着支援 者
●自立生活援助 者
●共同生活援助（グループホーム） 者
相談支援事業
●計画相談支援 者 児
●地域移行支援 者
●地域定着支援 者

障害児通所支援
●児童発達支援 児
●医療型児童発達支援 児
●放課後等デイサービス 児
●居宅訪問型児童発達支援 児
●保育所等訪問支援 児

地域生活支援事業
●移動支援
●地域活動支援センター

（機能訓練、創作的活動、社会との交流促進など）
●日中一時支援
●生活サポート
●意思疎通支援 ( 手話通訳派遣等 )
●日常生活用具の給付
●相談支援

（関係機関との連絡調整および権利擁護 ) など

●専門性の高い相談支援
●広域的な対応が必要な事業
●人材育成等

障害児相談支援  児

障害児入所支援（東京都）
●福祉型障害児入所施設 児
●医療型障害児入所施設  児

自立支援医療
●更生医療
●育成医療
●精神通院医療

補装具
●補装具費の給付

童
児
・
方
る
あ
の
害
障

県
府
道
都

援
支

自立支援給付
・日常生活に必要な支援を受けられる「介護給付」と、自

立した生活に必要な知識や技術を身につける「訓練等
給付」があり、それぞれ家庭などで利用できる「訪問系
サービス」、通所施設や入所施設などで昼間に利用でき
る「日中活動系サービス」、施設に入所して利用できる

「居住系サービス」があります。
・その他、障害にかかる公費負担医療として「自立支援医

療」、また「補装具」の購入・修理費の支給があります。

相談支援事業
・平成24年4月より、支給決定のプロセスの

見直しにより、計画相談支援の対象が原則
として障害福祉サービスを申請した障害者
等へと大幅に拡大されました。また、地域移
行、定着支援の個別給付化が図られました。

地域生活支援事業
・市町村または都道府県が行う、障害のある方等の自立

支援のための事業（移動支援、日中一時支援、地域活
動支援センター、意思疎通支援、日常生活用具、相談
支援等）が定められています

・自治体が個々の地域性を生かした独自の運営方法・内
容を定めることが可能とされています。

障害児通所給付
・平成23年度までの児童デイサービス、知的

障害児通園施設、難聴幼児通園施設、肢体不
自由児通園施設、重症心身障害児（者）通園
事業は平成24年度から障害児通所支援にか
わりました。平成24年4月以降に、障害児の
通所支援サービスを希望する場合は、西東京
市への手続きが必要となりました。

3. 
障
害
者
総
合
支
援
法
等
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サービスの体系 身  知  精  難  担当窓口　障害福祉課

平成 25 年 4 月から「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障
害者総合支援法）」が施行されました。障害者総合支援法に基づくサービスは、障害のあ
る方の障害の程度や様々な状況に応じて全国共通の基準、水準で提供される「自立支援給
付」と、地域の特性や利用者の状況に応じて市が主体で行う「地域生活支援事業」に大別
されます。また、障害児には、「児童福祉法」に基づいて行われるサービスもあります。

3. 障害者総合支援法等

障害者総合支援法
自立支援給付

児童福祉法

介護給付
●居宅介護（ホームヘルプ）者 児
●重度訪問介護 者
●同行援護 者 児　●行動援護 者 児
●重度障害者等包括支援 者 児
●短期入所 者 児　●療養介護 者
●生活介護 者　●施設入所支援 者
訓練等給付
●自立訓練（機能・生活） 者
●就労移行支援 者
●就労継続支援（Ａ型・Ｂ型） 者
●就労定着支援 者
●自立生活援助 者
●共同生活援助（グループホーム） 者
相談支援事業
●計画相談支援 者 児
●地域移行支援 者
●地域定着支援 者

障害児通所支援
●児童発達支援 児
●医療型児童発達支援 児
●放課後等デイサービス 児
●居宅訪問型児童発達支援 児
●保育所等訪問支援 児

地域生活支援事業
●移動支援
●地域活動支援センター

（機能訓練、創作的活動、社会との交流促進など）
●日中一時支援
●生活サポート
●意思疎通支援 ( 手話通訳派遣等 )
●日常生活用具の給付
●相談支援

（関係機関との連絡調整および権利擁護 ) など

●専門性の高い相談支援
●広域的な対応が必要な事業
●人材育成等

障害児相談支援  児

障害児入所支援（東京都）
●福祉型障害児入所施設 児
●医療型障害児入所施設  児

自立支援医療
●更生医療
●育成医療
●精神通院医療

補装具
●補装具費の給付

童
児
・
方
る
あ
の
害
障

県
府
道
都

援
支

自立支援給付
・日常生活に必要な支援を受けられる「介護給付」と、自

立した生活に必要な知識や技術を身につける「訓練等
給付」があり、それぞれ家庭などで利用できる「訪問系
サービス」、通所施設や入所施設などで昼間に利用でき
る「日中活動系サービス」、施設に入所して利用できる

「居住系サービス」があります。
・その他、障害にかかる公費負担医療として「自立支援医

療」、また「補装具」の購入・修理費の支給があります。

相談支援事業
・平成24年4月より、支給決定のプロセスの

見直しにより、計画相談支援の対象が原則
として障害福祉サービスを申請した障害者
等へと大幅に拡大されました。また、地域移
行、定着支援の個別給付化が図られました。

地域生活支援事業
・市町村または都道府県が行う、障害のある方等の自立

支援のための事業（移動支援、日中一時支援、地域活
動支援センター、意思疎通支援、日常生活用具、相談
支援等）が定められています

・自治体が個々の地域性を生かした独自の運営方法・内
容を定めることが可能とされています。

障害児通所給付
・平成23年度までの児童デイサービス、知的

障害児通園施設、難聴幼児通園施設、肢体不
自由児通園施設、重症心身障害児（者）通園
事業は平成24年度から障害児通所支援にか
わりました。平成24年4月以降に、障害児の
通所支援サービスを希望する場合は、西東京
市への手続きが必要となりました。

3. 
障
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障害福祉サービス 身  知  精  難  担当窓口　障害福祉課

サービスの種類
【訪問系・その他サービス】   ※市内事業所については 146 ページ以降の
 　「12. 施設・団体等」をご覧ください。
■自宅での暮らしを支援するサービス
※介護保険対象者は介護保険サービス優先｡ 一定要件のもと介護保険サービスに上乗せ

利用の場合あり。

サービスの名称 内容 対象者

介
護
給
付

居宅介護
（ホームヘルプ）

身体介護

日常生活において介護支
援を必要とする方に対し、
直接身体に触れて、食事
介助、入浴介助、排泄介
助等を行うもの 障害支援区分１以上の方

家事援助
日常生活上の調理、洗濯、
掃除等の家事一般につい
て、本人に代わってまた
は本人と一緒に行うもの

通院等介助
定期的な通院等のための
介助を行うもの（身体介
護を伴うものと伴わない
ものがあります）

障害支援区分２以上の方

通院等
乗降介助

定期的通院等のために、
車両への乗車または降車、
その前後の屋内外の移動
等、通院先での受診等の
手続き・移動等の介助を
中心に行うもの

重度訪問介護

重度の肢体不自由の方、重度の知的障
害、若しくは精神障害により行動上著
しい困難を有するため、常時介護を必
要とする方に、身体介護、家事援助等
を総合的に行うもの

●障害支援区分４以上で、ニ肢以上に
麻痺があり、「歩行」「移乗」「排尿」

「排便」のいずれにも見守り〜介助が
必要と認められる方

●重度の知的障害・精神障害により行
動上著しい困難を有する障害者で常
時介護を要する方（障害支援区分の
認定調査項目のうち、行動関連項目
等の合計点数が 10 点以上）

※病院等に入院中の意思疎通等の支援
は、障害支援区分６で意思疎通等の
支援が必要と認められる方

重度障害者等
包括支援

常時介護を必要とし意思の疎通に著し
い困難を伴う方に対し、居宅介護など
複数のサービスを包括的に行うもの

障害支援区分６で、以下いずれかにあ
てはまる方
●四肢麻痺寝たきりで人工呼吸器を装

着している方
●四肢麻痺寝たきりで愛の手帳１度の

重度心身障害者
●強度行動障害

152

  障害のある方を対象としたサービス 身 知 精 難 担当窓口
障害福祉課

障害をもつ方

重度の知的障害・精神障害により行
動上著しい困難を有する障害のある
方で常時介護を要する方（障害支援
区分の認定調査項目のうち、行動関
連項目等の合計点数が 10 点以上）
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障
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ページ

障害のある方を対象としたサービス
担当窓口 、障害福祉課
サービスの種類
訪問系、その他サービス
※、市内事業所については ページ以降の
「 、施設、団体とう」をご覧ください
自宅での暮らしを支援するサービス
※、介護保険対象者は介護保険サービス優先。一定要件のもと介護保険サービスに上乗せ利用の場合あり。
介護給付
サービスの名称
居宅介護、（ホームヘルプ
重度訪問介護
重度障害者とう包括支援
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■外出を支援するサービス

【日中活動系サービス】  
■昼間の活動を支援するサービス

■介護する家族などを支援するサービス

サービスの名称 内容 対象者

介
護
給
付

同行援護
視覚障害により、移動に著しい困難を
有する障害者等の外出支援等を行うも
の

視覚障害により移動に著しい困難を有
する視覚障害者、これに相当する程度
の障害を有する方

行動援護
知的障害または精神障害により、行動
上著しい困難を有し、常時介護を必要
とする方の外出支援等を行うもの

障害支援区分３以上で、知的障害また
は精神障害により、行動上著しい困難
を有する、常時介護を必要とする方
（別途、基準があります）

サービスの名称 内容 対象者

介
護
給
付

療養介護

病院において、医学的管理の下におけ
る介護・日常生活上の世話その他必要
な医療を要するもので、常時介護が必
要な方に対し、介護・機能訓練・療養
上の管理・看護等を行うもの

●障害支援区分６で、気管切開を伴う
人工呼吸器を装着している方

●障害支援区分５以上で、筋ジストロ
フィーまたは重度心身障害の方

生活介護

常時介助が必要な方に対し、食事・入
浴などの介護、生産活動などの機会提
供などを行うもの

●障害支援区分 3以上（障害者支援施
設入所者は区分 4以上）の方

● 50歳以上で、障害支援区分 2以上
（障害者支援施設入所者は区分 3以
上）の方

サービスの名称 内容 対象者

介
護
給
付

短期入所
（ショートステイ）

介護者の疾病や事故等で、家庭での介
護が一時的に困難になった場合や介護
者の休養が必要な場合に、短期入所施
設で介護を行うもの

障害支援区分１以上の方
※障害児の場合、障害児支援区分にお
ける区分１以上に該当する方

3. 
障
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■外出を支援するサービス

【日中活動系サービス】  
■昼間の活動を支援するサービス

■介護する家族などを支援するサービス

サービスの名称 内容 対象者

介
護
給
付

同行援護
視覚障害により、移動に著しい困難を
有する障害者等の外出支援等を行うも
の

視覚障害により移動に著しい困難を有
する視覚障害者、これに相当する程度
の障害を有する方

行動援護
知的障害または精神障害により、行動
上著しい困難を有し、常時介護を必要
とする方の外出支援等を行うもの

障害支援区分３以上で、知的障害また
は精神障害により、行動上著しい困難
を有する、常時介護を必要とする方

（別途、基準があります）

サービスの名称 内容 対象者

介
護
給
付

療養介護

病院において、医学的管理の下におけ
る介護・日常生活上の世話その他必要
な医療を要するもので、常時介護が必
要な方に対し、介護・機能訓練・療養
上の管理・看護等を行うもの

●障害支援区分６で、気管切開を伴う
人工呼吸器を装着している方

●障害支援区分５以上で、筋ジストロ
フィーまたは重度心身障害の方

生活介護

常時介助が必要な方に対し、食事・入
浴などの介護、生産活動などの機会提
供などを行うもの

●障害支援区分 3 以上（障害者支援施
設入所者は区分 4 以上）の方

● 50 歳以上で、障害支援区分 2 以上
（障害者支援施設入所者は区分 3 以
上）の方

サービスの名称 内容 対象者

介
護
給
付

短期入所
（ショートステイ）

介護者の疾病や事故等で、家庭での介
護が一時的に困難になった場合や介護
者の休養が必要な場合に、短期入所施
設で介護を行うもの

障害支援区分１以上の方
※障害児の場合、障害児支援区分にお

ける区分１以上に該当する方
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■自立や就労を支援するサービス

【居住系サービス】  
■住まいの場で生活を支援するサービス

サービスの名称 内容

訓
練
等
給
付

自立訓練
（機能訓練・

生活訓練）

障害者支援施設もしくは障害福祉サービス事業所に通所するか、又は当該障害
者の居宅を訪問する形で、身体機能向上や日常生活を営むために必要な訓練等
を行うもの

 宿泊型自立訓練 一定期間居住の場を提供し、帰宅後の家事等の日常生活能力を向上させるため
に必要な支援を行うもの

就労移行支援
就労を希望し、一般企業等に雇用されることが可能と見込まれる方に対し、生
産活動、職場体験の機会の提供、就労に必要な知識及び能力の向上のために必
要な訓練、求職活動に関する相談、支援等を行うもの

就労継続支援
Ａ型（雇用型）

Ｂ型（非雇用型）

一般企業等に雇用されることが困難な方に対し、生産活動の機会の提供、就労
に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練等を行うもの（雇用契約に基
づく場合がＡ型、雇用契約を交わさない場合はＢ型）

就労定着支援
就労移行支援等の利用を経て一般就労した障害者で、就労に伴う環境変化によ
り生活面の課題が生じている方に対し、企業・自宅等への訪問や障害者の来所
による、生活リズム、家計、体調管理等の問題解決のための連絡調整や指導・
助言等を行うもの

自立生活援助
障害者支援施設やグループホーム等を利用していた障害者で、一人暮らしを希
望する方等に対し、定期的に利用者宅を訪問し、食事・洗濯・掃除等の課題、
公共料金や家賃の滞納、体調の変化がないかなどの確認・助言、医療機関等と
の連絡調整等を行うもの

サービスの名称 内容 対象者

介
護
給
付

施設入所支援
施設に入所する方に夜間や休日におけ
る入浴、排せつ及び食事等の介護をは
じめとする日常生活上の支援を行うも
の

●生活介護を利用している障害支援区
分４（50 歳以上は区分３）以上の方

●自立訓練・就労移行支援を利用して
いる方のうち、通所が困難である方

訓
練
等
給
付

共同生活援助
（グループホーム）

日中に就労または就労継続支援等の
サービスを利用している方に対し、共
同生活の場において、夜間や休日にお
ける入浴・排せつ及び食事等の介護や
相談、助言等の日常生活上の支援を行
うもの

身体障害、知的障害または精神障害の
方及び難病のある方。
※介護が必要な方は、障害支援区分の

認定が必要な場合があります。

※通所利用については就労移行への取り組みが強化されています。

※障害者施設の入所利用については、生活介護等の日中活動系サービスと、施設入所支援
の居住系サービスを組み合わせる体系となっています。

　 サービスの名称 内容 対象者

介
護
給
付

療養介護

病院において、医学的管理の下におけ
る介護・日常生活上の世話その他必要
な医療を要するもので、常時介護が必
要な方に対し、介護・機能訓練・療養
上の管理・看護等を行うもの

●障害支援区分６で、気管切開を伴う
　人工呼吸器を装着している方
●障害支援区分５以上で、以下に該当
　する方
　・重症心身障害のある方または進　　　　
　　行性筋萎縮症の方
　・医療的なケアを必要とする方
　　（別途、基準があります）

生活介護

常時介護が必要な方に対し、食事・入
浴などの介護、生産活動などの機会提
供などを行うもの

●障害支援区分 3 以上（障害者支援施
　設入所者は区分 4 以上）の方
● 50 歳以上で、障害支援区分 2 以上
　（障害者支援施設入所者は区分 3 以
　上）の方

視覚障害により、移動に著しい困難を
有する障害のある方等の外出支援等を
行うもの

視覚障害により移動に著しい困難を有
する視覚障害のある方、これに相当す
る程度の障害を有する方

障害のあるお子さんの場合、障害児
支援区分における区分 1 以上に該当
する方
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外出を支援するサービス
介護給付
サービスの名称
同行援護
行動援護

介護する家族などを支援するサービス
介護給付
サービスの名称
短期入所、（ショートステイ

日中活動系サービス
昼間の活動を支援するサービス
介護給付
サービスの名称
療養介護
生活介護



3. 
障
害
者
総
合
支
援
法
等

26

■外出を支援するサービス

【日中活動系サービス】  
■昼間の活動を支援するサービス

■介護する家族などを支援するサービス

サービスの名称 内容 対象者

介
護
給
付

同行援護
視覚障害により、移動に著しい困難を
有する障害者等の外出支援等を行うも
の

視覚障害により移動に著しい困難を有
する視覚障害者、これに相当する程度
の障害を有する方

行動援護
知的障害または精神障害により、行動
上著しい困難を有し、常時介護を必要
とする方の外出支援等を行うもの

障害支援区分３以上で、知的障害また
は精神障害により、行動上著しい困難
を有する、常時介護を必要とする方
（別途、基準があります）

サービスの名称 内容 対象者

介
護
給
付

療養介護

病院において、医学的管理の下におけ
る介護・日常生活上の世話その他必要
な医療を要するもので、常時介護が必
要な方に対し、介護・機能訓練・療養
上の管理・看護等を行うもの

●障害支援区分６で、気管切開を伴う
人工呼吸器を装着している方
●障害支援区分５以上で、筋ジストロ
フィーまたは重度心身障害の方

生活介護

常時介助が必要な方に対し、食事・入
浴などの介護、生産活動などの機会提
供などを行うもの

●障害支援区分 3以上（障害者支援施
設入所者は区分 4以上）の方
● 50歳以上で、障害支援区分 2以上
（障害者支援施設入所者は区分 3以
上）の方

サービスの名称 内容 対象者

介
護
給
付

短期入所
（ショートステイ）

介護者の疾病や事故等で、家庭での介
護が一時的に困難になった場合や介護
者の休養が必要な場合に、短期入所施
設で介護を行うもの

障害支援区分１以上の方
※障害児の場合、障害児支援区分にお
ける区分１以上に該当する方
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■外出を支援するサービス

【日中活動系サービス】  
■昼間の活動を支援するサービス

■介護する家族などを支援するサービス

サービスの名称 内容 対象者

介
護
給
付

同行援護
視覚障害により、移動に著しい困難を
有する障害者等の外出支援等を行うも
の

視覚障害により移動に著しい困難を有
する視覚障害者、これに相当する程度
の障害を有する方

行動援護
知的障害または精神障害により、行動
上著しい困難を有し、常時介護を必要
とする方の外出支援等を行うもの

障害支援区分３以上で、知的障害また
は精神障害により、行動上著しい困難
を有する、常時介護を必要とする方

（別途、基準があります）

サービスの名称 内容 対象者

介
護
給
付

療養介護

病院において、医学的管理の下におけ
る介護・日常生活上の世話その他必要
な医療を要するもので、常時介護が必
要な方に対し、介護・機能訓練・療養
上の管理・看護等を行うもの

●障害支援区分６で、気管切開を伴う
人工呼吸器を装着している方

●障害支援区分５以上で、筋ジストロ
フィーまたは重度心身障害の方

生活介護

常時介助が必要な方に対し、食事・入
浴などの介護、生産活動などの機会提
供などを行うもの

●障害支援区分 3 以上（障害者支援施
設入所者は区分 4 以上）の方

● 50 歳以上で、障害支援区分 2 以上
（障害者支援施設入所者は区分 3 以
上）の方

サービスの名称 内容 対象者

介
護
給
付

短期入所
（ショートステイ）

介護者の疾病や事故等で、家庭での介
護が一時的に困難になった場合や介護
者の休養が必要な場合に、短期入所施
設で介護を行うもの

障害支援区分１以上の方
※障害児の場合、障害児支援区分にお

ける区分１以上に該当する方
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■自立や就労を支援するサービス

【居住系サービス】  
■住まいの場で生活を支援するサービス

サービスの名称 内容

訓
練
等
給
付

自立訓練
（機能訓練・

生活訓練）

障害者支援施設もしくは障害福祉サービス事業所に通所するか、又は当該障害
者の居宅を訪問する形で、身体機能向上や日常生活を営むために必要な訓練等
を行うもの

 宿泊型自立訓練 一定期間居住の場を提供し、帰宅後の家事等の日常生活能力を向上させるため
に必要な支援を行うもの

就労移行支援
就労を希望し、一般企業等に雇用されることが可能と見込まれる方に対し、生
産活動、職場体験の機会の提供、就労に必要な知識及び能力の向上のために必
要な訓練、求職活動に関する相談、支援等を行うもの

就労継続支援
Ａ型（雇用型）

Ｂ型（非雇用型）

一般企業等に雇用されることが困難な方に対し、生産活動の機会の提供、就労
に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練等を行うもの（雇用契約に基
づく場合がＡ型、雇用契約を交わさない場合はＢ型）

就労定着支援
就労移行支援等の利用を経て一般就労した障害者で、就労に伴う環境変化によ
り生活面の課題が生じている方に対し、企業・自宅等への訪問や障害者の来所
による、生活リズム、家計、体調管理等の問題解決のための連絡調整や指導・
助言等を行うもの

自立生活援助
障害者支援施設やグループホーム等を利用していた障害者で、一人暮らしを希
望する方等に対し、定期的に利用者宅を訪問し、食事・洗濯・掃除等の課題、
公共料金や家賃の滞納、体調の変化がないかなどの確認・助言、医療機関等と
の連絡調整等を行うもの

サービスの名称 内容 対象者

介
護
給
付

施設入所支援
施設に入所する方に夜間や休日におけ
る入浴、排せつ及び食事等の介護をは
じめとする日常生活上の支援を行うも
の

●生活介護を利用している障害支援区
分４（50 歳以上は区分３）以上の方

●自立訓練・就労移行支援を利用して
いる方のうち、通所が困難である方

訓
練
等
給
付

共同生活援助
（グループホーム）

日中に就労または就労継続支援等の
サービスを利用している方に対し、共
同生活の場において、夜間や休日にお
ける入浴・排せつ及び食事等の介護や
相談、助言等の日常生活上の支援を行
うもの

身体障害、知的障害または精神障害の
方及び難病のある方。
※介護が必要な方は、障害支援区分の

認定が必要な場合があります。

※通所利用については就労移行への取り組みが強化されています。

※障害者施設の入所利用については、生活介護等の日中活動系サービスと、施設入所支援
の居住系サービスを組み合わせる体系となっています。

障害者支援施設若しくは障害福祉サービス事業所に通所する、または当該障害
のある方の居宅を訪問する形で、身体機能向上や日常生活を営むために必要な
訓練などを行うもの

一般企業等に雇用されることが困難な方に対し、生産活動の機会の提供、就労
に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練などを行うもの（雇用契約に
基づく場合が A 型、雇用契約を交わさない場合は B 型）

就労移行支援などの利用を経て一般就労した障害のある方で、就労に伴う環境
変化により生活面の課題が生じている方に対し、企業・自宅等への訪問や障害
のある方の来所による、生活リズム、家計、体調管理などの問題解決のための
連絡調整や指導・助言等を行うもの

障害者支援施設やグループホーム等を利用していた障害のある方で、一人暮ら
しを希望する方などに対し、定期的に利用者宅を訪問し、食事・洗濯・掃除等
の課題、公共料金や家賃の滞納、体調の変化がないかなどの確認・助言、医療
機関などとの連絡調整等を行うもの

支援などを行うもの

身体障害、知的障害または精神障害の
ある方及び難病のある方。
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１　相談（市または相談支援事業所）

４　障害支援区分の一次判定

５　障害支援区分の二次判定
[障害支援区分認定審査会 ]

６　障害支援区分認定 [市 ]

２　利用申請・サービス等利用計画案の作成・提出依頼

３　面接調査・勘案事項調査（生活・就労・日中行動・介護者・居住など）[市 ]

７　支給決定

（訓練等給付を希望する場合） （介護給付を希望する場合）
障害者の心身の状況を判定するため、
80項目の調査を行います。

障害支援区分認定審査会とは

障害保健福祉をよく知
る委員で構成されてい
る「審査会」で、一次
判定の結果と医師の意
見書をもとに審査判定
を行います。

障害支援区分とは

障害の特性や心身の状
態に合わせて必要とさ
れる支援の度合いを示
すものです。区分１～
６（※６が最も高い）
までに分けられていま
す。この区分を目安に
して利用できるサービ
スの内容や量などが決
まります。

利用したいサービスの支給決定を受けるため、申請書を障害福祉課へ提出します。また、
相談支援専門員にサービス等利用計画案の作成をしてもらい市役所へ提出します。ご本
人・ご家族には、計画（案）の写しが渡されます。
※相談支援事業所に代わり、ご本人やご家族・支援者が「セルフプラン」を作成するこ
ともできます。
※サービス提供事業所の探し方については、146 ページ以降の「12. 施設・団体等」、
187 ページの「ホームページのご紹介」をご参照していただくか、相談支援事業所に
相談してください。

市職員が、サービスの利用を希望するご本人やご家族等に対して、障害や生活の状況な
どについて聞き取り調査を行います。

まずは、市や相談支援事業所の窓口に相談します。

提出された計画（案）や法令に定める事項を踏まえて、
市役所で支給の要否や支給量などが決定され、支給決
定通知書や受給者証がご本人・ご家族に送付されます。

８　サービス担当者会議・支給決定時のサービス等利用計画の作成

10　サービスの利用開始

９　サービス提供事業者と契約

受給者証とは

サービスを利用するのに必要な情報が記載されたものです。サービスを利
用するときに、サービス提供事業者に提示します。有効期間が過ぎた後の
再申請や支給量の変更を申請するときなどにも必要なので、大切に取り扱
いましょう。

支給決定が行われた後、相談支援事業所はサービス担当者会議を開いて、サービス提供
事業者などと連絡調整を行い、実際に利用する「サービス等利用計画」を作成します。

担当する相談支援事業所の相談支援専門員が、定期的にサービス内容が適切かどうかの
検証（モニタリング）を行い、状況に応じてサービス見直しを行います。

実際にサービスを利用するサービス提供事業者と契約します。

サービスを利用するための手続きの流れ（障害者の場合） 身  知  精  難

障害福祉サービスを利用するには、市への申請が必要です。ここでは、申請からサービス
利用までの流れを説明します。必要なサービスを正しく利用できるよう、市や特定相談支
援事業所（182ページ～ 184ページ）がお手伝いをします。
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１　相談（市または相談支援事業所）

４　障害支援区分の一次判定

５　障害支援区分の二次判定
[障害支援区分認定審査会 ]

６　障害支援区分認定 [市 ]

２　利用申請・サービス等利用計画案の作成・提出依頼

３　面接調査・勘案事項調査（生活・就労・日中行動・介護者・居住など）[市 ]

７　支給決定

（訓練等給付を希望する場合） （介護給付を希望する場合）
障害者の心身の状況を判定するため、
80項目の調査を行います。

障害支援区分認定審査会とは

障害保健福祉をよく知
る委員で構成されてい
る「審査会」で、一次
判定の結果と医師の意
見書をもとに審査判定
を行います。

障害支援区分とは

障害の特性や心身の状
態に合わせて必要とさ
れる支援の度合いを示
すものです。区分１～
６（※６が最も高い）
までに分けられていま
す。この区分を目安に
して利用できるサービ
スの内容や量などが決
まります。

利用したいサービスの支給決定を受けるため、申請書を障害福祉課へ提出します。また、
相談支援専門員にサービス等利用計画案の作成をしてもらい市役所へ提出します。ご本
人・ご家族には、計画（案）の写しが渡されます。
※相談支援事業所に代わり、ご本人やご家族・支援者が「セルフプラン」を作成するこ
ともできます。
※サービス提供事業所の探し方については、146 ページ以降の「12. 施設・団体等」、
187 ページの「ホームページのご紹介」をご参照していただくか、相談支援事業所に
相談してください。

市職員が、サービスの利用を希望するご本人やご家族等に対して、障害や生活の状況な
どについて聞き取り調査を行います。

まずは、市や相談支援事業所の窓口に相談します。

提出された計画（案）や法令に定める事項を踏まえて、
市役所で支給の要否や支給量などが決定され、支給決
定通知書や受給者証がご本人・ご家族に送付されます。

８　サービス担当者会議・支給決定時のサービス等利用計画の作成

10　サービスの利用開始

９　サービス提供事業者と契約

受給者証とは

サービスを利用するのに必要な情報が記載されたものです。サービスを利
用するときに、サービス提供事業者に提示します。有効期間が過ぎた後の
再申請や支給量の変更を申請するときなどにも必要なので、大切に取り扱
いましょう。

支給決定が行われた後、相談支援事業所はサービス担当者会議を開いて、サービス提供
事業者などと連絡調整を行い、実際に利用する「サービス等利用計画」を作成します。

担当する相談支援事業所の相談支援専門員が、定期的にサービス内容が適切かどうかの
検証（モニタリング）を行い、状況に応じてサービス見直しを行います。

実際にサービスを利用するサービス提供事業者と契約します。

障害児を対象としたサービス 身  知  精  難  担当窓口　障害福祉課

児童福祉法による給付等の対象となる障害児

・身体障害者、精神障害者（発達障害を含む）、知的障害者、難病等で通所による療育
等の支援が必要な児童

・児童相談所、医師等により療育の必要性が認められた児童
※愛の手帳等をお持ちでない方については、療育の必要性を確認するため、医師の診断

書などの提出をお願いする場合があります。

サービスの種類
サービスの名称 内容

障
害
児
通
所
給
付

児童発達支援
障害（発達障害を含む）のある未就学の児童に日常生活における
基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団生活への適応訓練な
どを行うもの

医療型
児童発達支援

児童発達支援のサービス及び治療を提供するもの

放課後等
デイサービス

学校に在学中の障害児に対して、放課後や夏休み等の長期休暇中
において自立した日常生活を営むために必要な訓練、創作的活動、
地域交流などを行うもの

保育所等
訪問支援

障害児が集団生活を営む施設を訪問し、当該施設における障害児
以外の児童との集団生活への適応のための専門的な支援その他の
便宜を供与するもの

居宅訪問型
児童発達支援

児童発達支援等の障害児通所支援を受けるために外出することが
困難な重度の障害児（重度心身障害児など）に対し、障害児の居
宅を訪問し、日常生活における基本的な動作（知識技能の付与な
ど）の指導・支援等を行うもの

提出されたサービス等利用計画案や法令に定める事項を踏
まえて、障害福祉課で支給の要否や支給量などが決定され、
支給決定通知書や受給者証がご本人・ご家族に送付されます。

職員が、サービスの利用を希望するご本人やご家族等に対して、障害や生活の状況などに
ついて聞き取り調査を行います。

障害福祉サービスを利用するには、障害福祉課への申請が必要です。ここでは、申請から
サービス利用までの流れを説明します。必要なサービスを正しく利用できるよう、障害福
祉課や特定相談支援事業所（192 ページ～ 194 ページ）がお手伝いをします。

  サービスを利用するための手続きの流れ（障害のある方の場合）身 知 精 難

１　相談（障害福祉課または相談支援事業所）

まずは、障害福祉課や相談支援事業所の窓口に相談します。

障害支援区分認定審査会とは
障害のある方の保健・福祉
についてよく知る委員で構
成されている「審査会」で、
一次判定の結果と医師の意
見書をもとに審査判定を行
います。

障害支援区分とは
障害の特性や心身の状態
に合わせて必要とされる支
援の度合いを示すもので
す。区分１～６（※６が最も
高い）までに分けられてい
ます。この区分を目安にし
て利用できるサービスの内
容や量などが決まります。

２　利用申請・サービス等利用計画案の作成・提出依頼

３　面接調査・勘案事項調査（生活・就労・日中行動・介護者・居住など）[ 市 ]

利用したいサービスの支給決定を受けるため、申請書を障害福祉課へ提出します。また、
相談支援専門員にサービス等利用計画案の作成をしてもらい障害福祉課へ提出します。ご
本人・ご家族には、サービス等利用計画案の写しが渡されます。
※相談支援事業所に代わり、ご本人やご家族・支援者がセルフプランを作成することもで
　きます。
※サービス提供事業所の探し方については、152 ページ以降の「12. 施設・団体等」、
　197 ページの「福祉に関するホームページのご紹介」をご参照していただくか、相談　
　支援事業所に相談してください。

（訓練等給付を希望する場合） 　（介護給付を希望する場合）
障害者の心身の状況を判定するため、
80 項目の調査を行います。

４　障害支援区分の一次判定

６　障害支援区分認定 [ 市 ]

７　支給決定

５　障害支援区分の二次判定
[ 障害支援区分認定審査会 ]
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ページ
サービスを利用するための手続きの流れ、（障害のある方の場合
障害福祉サービスを利用するには、障害福祉課への申請が必要です。ここでは、申請からサービス利用までの流
れを説明します。必要なサービスを正しく利用できるよう、障害福祉課や特定相談支援事業所、（ ページか
ら ページがお手伝いをします。
１、相談、（障害福祉課または相談支援事業所
まずは、障害福祉課や相談支援事業所の窓口に相談します。
２、利用申請、サービスとう利用計画案の作成、提出依頼
利用したいサービスの支給決定を受けるため、申請書を障害福祉課へ提出します。
また、相談支援専門員にサービスとう利用計画案の作成をしてもらい障害福祉課へ提出します。ご本人、ご家族
には、サービスとう利用計画案の写しが渡されます。
※、相談支援事業所にかわり、ご本人やご家族、支援者がセルフプランを作成することもできます。
※、サービス提供事業所の探しかたについては、 ページ以降の、 、施設、団体とう、 ページの、福祉
に関するホームページのご紹介をご参照していただくか、相談支援事業所に相談してください。
３、面接調査、勘案事項調査（生活、就労、日中行動、介護者、居住など
職員が、サービスの利用を希望するごほんにんやご家族とうに対して、障害や生活の状況などについて聞き取り
調査を行います。
訓練とう給付を希望する場合は項目 番へ
介護給付を希望する場合
障害者の心身の状況を判定するため、 こうもくの調査を行います。
４、障害支援区分の１次判定
５、障害支援区分の二次判定、（障害支援区分認定審査会
６、障害支援区分認定
７、支給決定
提出されたサービスとう利用計画案や法令に定める事項を踏まえて、障害福祉課で支給のようひや支給量などが
決定され、支給決定通知書や受給者しょうがご本人、ご家族に送付されます。

障害支援区分認定審査会とは
障害のある方の保健・福祉についてよく知る委員で構成されている、審査会で、一次判定の結果と医師の意見書をも
とに審査判定を行います。
障害支援区分とは
障害の特性や心身の状態に合わせて必要とされる支援の度合いを示すものです。区分１から６（６が最も高い まで
に分けられています。この区分を目安にして利用できるサービスの内容や量などが決まります。

つづく
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１　相談（市または相談支援事業所）

４　障害支援区分の一次判定

５　障害支援区分の二次判定
[障害支援区分認定審査会 ]

６　障害支援区分認定 [市 ]

２　利用申請・サービス等利用計画案の作成・提出依頼

３　面接調査・勘案事項調査（生活・就労・日中行動・介護者・居住など）[市 ]

７　支給決定

（訓練等給付を希望する場合） （介護給付を希望する場合）
障害者の心身の状況を判定するため、
80項目の調査を行います。

障害支援区分認定審査会とは

障害保健福祉をよく知
る委員で構成されてい
る「審査会」で、一次
判定の結果と医師の意
見書をもとに審査判定
を行います。

障害支援区分とは

障害の特性や心身の状
態に合わせて必要とさ
れる支援の度合いを示
すものです。区分１～
６（※６が最も高い）
までに分けられていま
す。この区分を目安に
して利用できるサービ
スの内容や量などが決
まります。

利用したいサービスの支給決定を受けるため、申請書を障害福祉課へ提出します。また、
相談支援専門員にサービス等利用計画案の作成をしてもらい市役所へ提出します。ご本
人・ご家族には、計画（案）の写しが渡されます。
※相談支援事業所に代わり、ご本人やご家族・支援者が「セルフプラン」を作成するこ
ともできます。
※サービス提供事業所の探し方については、146 ページ以降の「12. 施設・団体等」、
187 ページの「ホームページのご紹介」をご参照していただくか、相談支援事業所に
相談してください。

市職員が、サービスの利用を希望するご本人やご家族等に対して、障害や生活の状況な
どについて聞き取り調査を行います。

まずは、市や相談支援事業所の窓口に相談します。

提出された計画（案）や法令に定める事項を踏まえて、
市役所で支給の要否や支給量などが決定され、支給決
定通知書や受給者証がご本人・ご家族に送付されます。

８　サービス担当者会議・支給決定時のサービス等利用計画の作成

10　サービスの利用開始

９　サービス提供事業者と契約

受給者証とは

サービスを利用するのに必要な情報が記載されたものです。サービスを利
用するときに、サービス提供事業者に提示します。有効期間が過ぎた後の
再申請や支給量の変更を申請するときなどにも必要なので、大切に取り扱
いましょう。

支給決定が行われた後、相談支援事業所はサービス担当者会議を開いて、サービス提供
事業者などと連絡調整を行い、実際に利用する「サービス等利用計画」を作成します。

担当する相談支援事業所の相談支援専門員が、定期的にサービス内容が適切かどうかの
検証（モニタリング）を行い、状況に応じてサービス見直しを行います。

実際にサービスを利用するサービス提供事業者と契約します。

サービスを利用するための手続きの流れ（障害者の場合） 身  知  精  難

障害福祉サービスを利用するには、市への申請が必要です。ここでは、申請からサービス
利用までの流れを説明します。必要なサービスを正しく利用できるよう、市や特定相談支
援事業所（182ページ～ 184ページ）がお手伝いをします。
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１　相談（市または相談支援事業所）

４　障害支援区分の一次判定

５　障害支援区分の二次判定
[障害支援区分認定審査会 ]

６　障害支援区分認定 [市 ]

２　利用申請・サービス等利用計画案の作成・提出依頼

３　面接調査・勘案事項調査（生活・就労・日中行動・介護者・居住など）[市 ]

７　支給決定

（訓練等給付を希望する場合） （介護給付を希望する場合）
障害者の心身の状況を判定するため、
80項目の調査を行います。

障害支援区分認定審査会とは

障害保健福祉をよく知
る委員で構成されてい
る「審査会」で、一次
判定の結果と医師の意
見書をもとに審査判定
を行います。

障害支援区分とは

障害の特性や心身の状
態に合わせて必要とさ
れる支援の度合いを示
すものです。区分１～
６（※６が最も高い）
までに分けられていま
す。この区分を目安に
して利用できるサービ
スの内容や量などが決
まります。

利用したいサービスの支給決定を受けるため、申請書を障害福祉課へ提出します。また、
相談支援専門員にサービス等利用計画案の作成をしてもらい市役所へ提出します。ご本
人・ご家族には、計画（案）の写しが渡されます。
※相談支援事業所に代わり、ご本人やご家族・支援者が「セルフプラン」を作成するこ
ともできます。
※サービス提供事業所の探し方については、146 ページ以降の「12. 施設・団体等」、
187 ページの「ホームページのご紹介」をご参照していただくか、相談支援事業所に
相談してください。

市職員が、サービスの利用を希望するご本人やご家族等に対して、障害や生活の状況な
どについて聞き取り調査を行います。

まずは、市や相談支援事業所の窓口に相談します。

提出された計画（案）や法令に定める事項を踏まえて、
市役所で支給の要否や支給量などが決定され、支給決
定通知書や受給者証がご本人・ご家族に送付されます。

８　サービス担当者会議・支給決定時のサービス等利用計画の作成

10　サービスの利用開始

９　サービス提供事業者と契約

受給者証とは

サービスを利用するのに必要な情報が記載されたものです。サービスを利
用するときに、サービス提供事業者に提示します。有効期間が過ぎた後の
再申請や支給量の変更を申請するときなどにも必要なので、大切に取り扱
いましょう。

支給決定が行われた後、相談支援事業所はサービス担当者会議を開いて、サービス提供
事業者などと連絡調整を行い、実際に利用する「サービス等利用計画」を作成します。

担当する相談支援事業所の相談支援専門員が、定期的にサービス内容が適切かどうかの
検証（モニタリング）を行い、状況に応じてサービス見直しを行います。

実際にサービスを利用するサービス提供事業者と契約します。

障害児を対象としたサービス 身  知  精  難  担当窓口　障害福祉課

児童福祉法による給付等の対象となる障害児

・身体障害者、精神障害者（発達障害を含む）、知的障害者、難病等で通所による療育
等の支援が必要な児童

・児童相談所、医師等により療育の必要性が認められた児童
※愛の手帳等をお持ちでない方については、療育の必要性を確認するため、医師の診断

書などの提出をお願いする場合があります。

サービスの種類
サービスの名称 内容

障
害
児
通
所
給
付

児童発達支援
障害（発達障害を含む）のある未就学の児童に日常生活における
基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団生活への適応訓練な
どを行うもの

医療型
児童発達支援

児童発達支援のサービス及び治療を提供するもの

放課後等
デイサービス

学校に在学中の障害児に対して、放課後や夏休み等の長期休暇中
において自立した日常生活を営むために必要な訓練、創作的活動、
地域交流などを行うもの

保育所等
訪問支援

障害児が集団生活を営む施設を訪問し、当該施設における障害児
以外の児童との集団生活への適応のための専門的な支援その他の
便宜を供与するもの

居宅訪問型
児童発達支援

児童発達支援等の障害児通所支援を受けるために外出することが
困難な重度の障害児（重度心身障害児など）に対し、障害児の居
宅を訪問し、日常生活における基本的な動作（知識技能の付与な
ど）の指導・支援等を行うもの

サービス等利用計画を作成します。

身体障害、精神障害（発達障害を含む）、知的障害、難病等で通所による療育等の支
援が必要な児童

  障害のあるお子さんを対象としたサービス 身 知 精 難 担当窓口
障害福祉課

児童福祉法による給付等の対象となる障害のあるお子さん

児童発達支援等の障害児通所支援を受けるために外出することが
困難な重度の障害のあるお子さん（重度心身障害児など）に対し、
障害のあるお子さんの居宅を訪問し、日常生活における基本的な
動作（知識技能の付与など）の指導・支援などを行うもの

学校に在学中の障害のあるお子さんに対して、放課後や夏休み等
の長期休暇中において自立した日常生活を営むために必要な訓
練、創作的活動、地域交流などを行うもの

障害のあるお子さんが集団生活を営む施設を訪問し、当該施設に
おける障害のあるお子さん以外の児童との集団生活への適応のた
めの専門的な支援その他の便宜を供与するもの
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ページ 、つづき
受給者しょうとは
サービスを利用するのに必要な情報が記載されたものです。サービスを利用するときに、サービス提供事業者に提示
します。有効期間が過ぎた後の再申請や支給量の変更を申請するときなどにも必要なので、大切に取り扱いましょう
８、サービス担当者会議、支給決定時のサービスとう利用計画の作成
支給決定が行われた後、相談支援事業所はサービス担当者会議を開いて、サービス提供事業者などと連絡調整を行い、
実際に利用するサービスとう利用計画を作成します。
９、サービス提供事業者と契約
実際にサービスを利用するサービス提供事業者と契約します。

、サービスの利用開始
担当する相談支援事業所の相談支援専門員が、定期的にサービス内容が適切かどうかの検証（モニタリングを行い、
状況に応じてサービス見直しを行います。

障害のあるお子さんを対象としたサービス
担当窓口、障害福祉課
じどう福祉法による給付とうの対象となる障害のあるお子さん
・身体障害、精神障害（発達障害を含む）、知的障害、難病とうでつうしょによる療育とうの支援が必要なじどう
・じどう相談所、医師等により療育の必要性が認められたじどう
※、愛の手帳とうをお持ちでないかたについては、療育の必要性を確認するため、医師の診断書などの提出をお願い
する場合があります。
サービスの種類
障害児通所給付
サービスの名称
じどう発達支援、 内容、 障害（発達障害を含む、のある未就学の児童に日常生活における基本的な動作の指導、
知識技能の付与、集団生活への適応訓練などを行うもの
医療型じどう発達支援、 内容、 児童発達支援のサービス及び治療を提供するもの
放課後とうデイサービス、 内容、 学校に在学中の障害のあるお子さんに対して、放課後や夏休みとうの長期休暇
中において自立した日常生活を営むために必要な訓練、創作的活動、地域交流などを行うもの
保育所とう訪問支援、 内容、 障害のあるお子さんが集団生活を営む施設を訪問し、当該施設における障害のある
お子さん以外の児童との集団生活への適応のための専門的な支援。その他の便宜を供与するもの
居宅訪問型じどう発達支援、 内容、 児童発達支援とうの障害児つうしょ支援を受けるために外出することが困難
な重度の障害のあるお子さん（重度心身障害児など に対し、障害のあるお子さんの居宅を訪問し、日常生活におけ
る基本的な動作（知識技能の付与など の指導・支援などを行うもの
つづく
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１　相談（市または相談支援事業所）

３　サービス利用意向調査

２　利用申請・障害児支援利用計画案の作成・提出依頼

※障害児入所支援については、児童
　相談所（16ページ）に相談します。

（次項へつづく）

まずは、市や相談支援事業所の窓口に相談します。

利用したいサービスの支給決定を受けるため、申請書を障害福祉課へ提出します。また、
相談支援専門員に障害児支援利用計画案の作成をしてもらい市役所へ提出します。ご本
人・ご家族には、計画（案）の写しが渡されます。
※相談支援事業所に代わり、ご本人やご家族・支援者が「セルフプラン」を作成するこ
ともできます。
※サービス提供事業所の探し方については、146 ページ以降の「12. 施設・団体等」、
187 ページの「ホームページのご紹介」をご参照していただくか、相談支援事業所に
相談してください。

市職員が、サービスの利用を希望するご本人やご家族等に対して、障害や生活の状況な
どについて聞き取り調査を行います。

４　支給決定

５　サービス担当者会議・支給決定時のサービス等利用計画の作成

７　サービスの利用開始

６　サービス提供事業者と契約

受給者証とは

サービスを利用するのに必要な情報
が記載されたものです。サービスを
利用するときに、サービス提供事業
者に提示します。有効期間が過ぎた
後の再申請や支給量の変更を申請
するときなどにも必要なので、大切
に取り扱いましょう。提出された計画（案）や法令に定める事項を踏まえ

て、市役所で支給の要否や支給量などが決定され、
支給決定通知書や受給者証がご本人・ご家族に送付
されます。

支給決定が行われた後、相談支援事業所はサービス担当者会議を開いて、サービス提供
事業者などと連絡調整を行い、実際に利用する「サービス等利用計画」を作成します。

実際にサービスを利用するサービス提供事業者と契約します。

担当する相談支援事業所の相談支援専門員が、定期的にサービス内容が適切かどうかの
検証（モニタリング）を行い、状況に応じてサービス見直しを行います。

サービスの名称 内容 申請窓口

障
害
児
入
所
支
援

福祉型障害児
入所施設

入所している障害児に対し、保護、日
常生活の指導及び知識技能の付与を行
うもの

児童相談所
（※都道府県におけるサービス）

医療型障害児
入所施設

施設に入所または指定医療機関に入院
している障害児に対し、保護、日常生
活の指導及び知識技能の付与、並びに
治療を行うもの

サービスを利用するための手続きの流れ（障害児の場合） 身  知  精  難

障害児通所給付サービスを利用するには、市への申請が必要です。ここでは、申請から
サービス利用までの流れを説明します。必要なサービスを正しく利用できるよう、市や障
害児相談支援事業所（185ページ～ 186ページ）がお手伝いをします。
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１　相談（市または相談支援事業所）

３　サービス利用意向調査

２　利用申請・障害児支援利用計画案の作成・提出依頼

※障害児入所支援については、児童
　相談所（16ページ）に相談します。

（次項へつづく）

まずは、市や相談支援事業所の窓口に相談します。

利用したいサービスの支給決定を受けるため、申請書を障害福祉課へ提出します。また、
相談支援専門員に障害児支援利用計画案の作成をしてもらい市役所へ提出します。ご本
人・ご家族には、計画（案）の写しが渡されます。
※相談支援事業所に代わり、ご本人やご家族・支援者が「セルフプラン」を作成するこ
ともできます。
※サービス提供事業所の探し方については、146 ページ以降の「12. 施設・団体等」、
187 ページの「ホームページのご紹介」をご参照していただくか、相談支援事業所に
相談してください。

市職員が、サービスの利用を希望するご本人やご家族等に対して、障害や生活の状況な
どについて聞き取り調査を行います。

４　支給決定

５　サービス担当者会議・支給決定時のサービス等利用計画の作成

７　サービスの利用開始

６　サービス提供事業者と契約

受給者証とは

サービスを利用するのに必要な情報
が記載されたものです。サービスを
利用するときに、サービス提供事業
者に提示します。有効期間が過ぎた
後の再申請や支給量の変更を申請
するときなどにも必要なので、大切
に取り扱いましょう。提出された計画（案）や法令に定める事項を踏まえ

て、市役所で支給の要否や支給量などが決定され、
支給決定通知書や受給者証がご本人・ご家族に送付
されます。

支給決定が行われた後、相談支援事業所はサービス担当者会議を開いて、サービス提供
事業者などと連絡調整を行い、実際に利用する「サービス等利用計画」を作成します。

実際にサービスを利用するサービス提供事業者と契約します。

担当する相談支援事業所の相談支援専門員が、定期的にサービス内容が適切かどうかの
検証（モニタリング）を行い、状況に応じてサービス見直しを行います。

サービスの名称 内容 申請窓口

障
害
児
入
所
支
援

福祉型障害児
入所施設

入所している障害児に対し、保護、日
常生活の指導及び知識技能の付与を行
うもの

児童相談所
（※都道府県におけるサービス）

医療型障害児
入所施設

施設に入所または指定医療機関に入院
している障害児に対し、保護、日常生
活の指導及び知識技能の付与、並びに
治療を行うもの

サービスを利用するための手続きの流れ（障害児の場合） 身  知  精  難

障害児通所給付サービスを利用するには、市への申請が必要です。ここでは、申請から
サービス利用までの流れを説明します。必要なサービスを正しく利用できるよう、市や障
害児相談支援事業所（185ページ～ 186ページ）がお手伝いをします。
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１　相談（市または相談支援事業所）

３　サービス利用意向調査

２　利用申請・障害児支援利用計画案の作成・提出依頼

※障害児入所支援については、児童
　相談所（16ページ）に相談します。

（次項へつづく）

まずは、市や相談支援事業所の窓口に相談します。

利用したいサービスの支給決定を受けるため、申請書を障害福祉課へ提出します。また、
相談支援専門員に障害児支援利用計画案の作成をしてもらい市役所へ提出します。ご本
人・ご家族には、計画（案）の写しが渡されます。
※相談支援事業所に代わり、ご本人やご家族・支援者が「セルフプラン」を作成するこ
ともできます。
※サービス提供事業所の探し方については、146 ページ以降の「12. 施設・団体等」、
187 ページの「ホームページのご紹介」をご参照していただくか、相談支援事業所に
相談してください。

市職員が、サービスの利用を希望するご本人やご家族等に対して、障害や生活の状況な
どについて聞き取り調査を行います。

４　支給決定

５　サービス担当者会議・支給決定時のサービス等利用計画の作成

７　サービスの利用開始

６　サービス提供事業者と契約

受給者証とは

サービスを利用するのに必要な情報
が記載されたものです。サービスを
利用するときに、サービス提供事業
者に提示します。有効期間が過ぎた
後の再申請や支給量の変更を申請
するときなどにも必要なので、大切
に取り扱いましょう。提出された計画（案）や法令に定める事項を踏まえ

て、市役所で支給の要否や支給量などが決定され、
支給決定通知書や受給者証がご本人・ご家族に送付
されます。

支給決定が行われた後、相談支援事業所はサービス担当者会議を開いて、サービス提供
事業者などと連絡調整を行い、実際に利用する「サービス等利用計画」を作成します。

実際にサービスを利用するサービス提供事業者と契約します。

担当する相談支援事業所の相談支援専門員が、定期的にサービス内容が適切かどうかの
検証（モニタリング）を行い、状況に応じてサービス見直しを行います。

利用したいサービスの支給決定を受けるため、申請書を障害福祉課へ提出します。また、
相談支援専門員に障害児支援利用計画案の作成をしてもらい障害福祉課へ提出します。ご
本人・ご家族には、障害児支援利用計画案の写しが渡されます。

職員が、サービスの利用を希望するご本人やご家族等に対して、障害や生活の状況などに
ついて聞き取り調査を行います。

※相談支援事業所に代わり、ご本人やご家族・支援者がセルフプランを作成することも　　
　できます。
※サービス提供事業所の探し方については、152 ページ以降の「12. 施設・団体等」、
　197 ページの「福祉に関するホームページのご紹介」を参照していただくか、相談支　
　援事業所に相談してください。

障害児通所給付サービスを利用するには、障害福祉課への申請が必要です。ここでは、申
請からサービス利用までの流れを説明します。必要なサービスを正しく利用できるよう、
障害福祉課や障害児相談支援事業所（195 ページ～ 196 ページ）がお手伝いをします。

  サービスを利用するための手続きの流れ（障害のあるお子さんの場合）身 知 精 難

まずは、障害福祉課や相談支援事業所の窓口に相談
します。

１　相談（障害福祉課または相談支援事業所）

入所している障害のあるお子さんに
対し、保護、日常生活の指導及び知
識技能の付与を行うもの

施設に入所または指定医療機関に入
院している障害のあるお子さんに対
し、保護、日常生活の指導及び知識
技能の付与、並びに治療を行うもの
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ページ
つづき
障害児入所支援
サービスの名称
福祉型障害児入所施設
内容
入所している障害のあるお子さんに対し、保護、日常生活の指導及び知識技能の付与を行うもの
医療型障害児入所施設
内容
施設に入所または指定医療機関に入院している障害のあるお子さんに対し、保護、日常生活の指導及び知識技能
の付与、並びに治療を行うもの
申請窓口
児童相談所（※、都道府県におけるサービス
サービスを利用するための手続きの流れ、（障害のあるお子さんの場合
障害児つうしょ給付サービスを利用するには、障害福祉課への申請が必要です。ここでは、申請からサービス利
用までの流れを説明します。必要なサービスを正しく利用できるよう、障害福祉課や障害児相談支援事業所、（
ページから ページがお手伝いをします。
１、相談、（障害福祉課または相談支援事業所
まずは、障害福祉課や相談支援事業所の窓口に相談します。
※、障害児入所支援については、じどう相談所、（ ページに相談します。
２、利用申請、障害児支援利用計画案の作成、提出依頼
利用したいサービスの支給決定を受けるため、申請書を障害福祉課へ提出します。また、相談支援専門員に障害
児支援利用計画案の作成をしてもらい障害福祉課へ提出します。
ご本人、ご家族には、障害児支援利用計画案の写しが渡されます。
※、相談支援事業所にかわり、ご本人やご家族、支援者がセルフプランを作成することもできます。
※、サービス提供事業所の探し方については、 ページ以降の、 、施設、団体とう、 ページの、福祉に
関するホームページのご紹介をご参照していただくか、相談支援事業所に相談してください。
３、サービス利用意向調査
職員が、サービスの利用を希望するごほんにんやご家族とうに対して、障害や生活の状況などについて聞き取り
調査を行います。
（次項へつづく
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１　相談（市または相談支援事業所）

３　サービス利用意向調査

２　利用申請・障害児支援利用計画案の作成・提出依頼

※障害児入所支援については、児童
　相談所（16ページ）に相談します。

（次項へつづく）

まずは、市や相談支援事業所の窓口に相談します。

利用したいサービスの支給決定を受けるため、申請書を障害福祉課へ提出します。また、
相談支援専門員に障害児支援利用計画案の作成をしてもらい市役所へ提出します。ご本
人・ご家族には、計画（案）の写しが渡されます。
※相談支援事業所に代わり、ご本人やご家族・支援者が「セルフプラン」を作成するこ
ともできます。
※サービス提供事業所の探し方については、146 ページ以降の「12. 施設・団体等」、
187 ページの「ホームページのご紹介」をご参照していただくか、相談支援事業所に
相談してください。

市職員が、サービスの利用を希望するご本人やご家族等に対して、障害や生活の状況な
どについて聞き取り調査を行います。

４　支給決定

５　サービス担当者会議・支給決定時のサービス等利用計画の作成

７　サービスの利用開始

６　サービス提供事業者と契約

受給者証とは

サービスを利用するのに必要な情報
が記載されたものです。サービスを
利用するときに、サービス提供事業
者に提示します。有効期間が過ぎた
後の再申請や支給量の変更を申請
するときなどにも必要なので、大切
に取り扱いましょう。提出された計画（案）や法令に定める事項を踏まえ

て、市役所で支給の要否や支給量などが決定され、
支給決定通知書や受給者証がご本人・ご家族に送付
されます。

支給決定が行われた後、相談支援事業所はサービス担当者会議を開いて、サービス提供
事業者などと連絡調整を行い、実際に利用する「サービス等利用計画」を作成します。

実際にサービスを利用するサービス提供事業者と契約します。

担当する相談支援事業所の相談支援専門員が、定期的にサービス内容が適切かどうかの
検証（モニタリング）を行い、状況に応じてサービス見直しを行います。

サービスの名称 内容 申請窓口

障
害
児
入
所
支
援

福祉型障害児
入所施設

入所している障害児に対し、保護、日
常生活の指導及び知識技能の付与を行
うもの

児童相談所
（※都道府県におけるサービス）

医療型障害児
入所施設

施設に入所または指定医療機関に入院
している障害児に対し、保護、日常生
活の指導及び知識技能の付与、並びに
治療を行うもの

サービスを利用するための手続きの流れ（障害児の場合） 身  知  精  難

障害児通所給付サービスを利用するには、市への申請が必要です。ここでは、申請から
サービス利用までの流れを説明します。必要なサービスを正しく利用できるよう、市や障
害児相談支援事業所（185ページ～ 186ページ）がお手伝いをします。
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１　相談（市または相談支援事業所）

３　サービス利用意向調査

２　利用申請・障害児支援利用計画案の作成・提出依頼

※障害児入所支援については、児童
　相談所（16ページ）に相談します。

（次項へつづく）

まずは、市や相談支援事業所の窓口に相談します。

利用したいサービスの支給決定を受けるため、申請書を障害福祉課へ提出します。また、
相談支援専門員に障害児支援利用計画案の作成をしてもらい市役所へ提出します。ご本
人・ご家族には、計画（案）の写しが渡されます。
※相談支援事業所に代わり、ご本人やご家族・支援者が「セルフプラン」を作成するこ
ともできます。
※サービス提供事業所の探し方については、146 ページ以降の「12. 施設・団体等」、
187 ページの「ホームページのご紹介」をご参照していただくか、相談支援事業所に
相談してください。

市職員が、サービスの利用を希望するご本人やご家族等に対して、障害や生活の状況な
どについて聞き取り調査を行います。

４　支給決定

５　サービス担当者会議・支給決定時のサービス等利用計画の作成

７　サービスの利用開始

６　サービス提供事業者と契約

受給者証とは

サービスを利用するのに必要な情報
が記載されたものです。サービスを
利用するときに、サービス提供事業
者に提示します。有効期間が過ぎた
後の再申請や支給量の変更を申請
するときなどにも必要なので、大切
に取り扱いましょう。提出された計画（案）や法令に定める事項を踏まえ

て、市役所で支給の要否や支給量などが決定され、
支給決定通知書や受給者証がご本人・ご家族に送付
されます。

支給決定が行われた後、相談支援事業所はサービス担当者会議を開いて、サービス提供
事業者などと連絡調整を行い、実際に利用する「サービス等利用計画」を作成します。

実際にサービスを利用するサービス提供事業者と契約します。

担当する相談支援事業所の相談支援専門員が、定期的にサービス内容が適切かどうかの
検証（モニタリング）を行い、状況に応じてサービス見直しを行います。

サービスの名称 内容 申請窓口

障
害
児
入
所
支
援

福祉型障害児
入所施設

入所している障害児に対し、保護、日
常生活の指導及び知識技能の付与を行
うもの

児童相談所
（※都道府県におけるサービス）

医療型障害児
入所施設

施設に入所または指定医療機関に入院
している障害児に対し、保護、日常生
活の指導及び知識技能の付与、並びに
治療を行うもの

サービスを利用するための手続きの流れ（障害児の場合） 身  知  精  難

障害児通所給付サービスを利用するには、市への申請が必要です。ここでは、申請から
サービス利用までの流れを説明します。必要なサービスを正しく利用できるよう、市や障
害児相談支援事業所（185ページ～ 186ページ）がお手伝いをします。
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１　相談（市または相談支援事業所）

３　サービス利用意向調査

２　利用申請・障害児支援利用計画案の作成・提出依頼

※障害児入所支援については、児童
　相談所（16ページ）に相談します。

（次項へつづく）

まずは、市や相談支援事業所の窓口に相談します。

利用したいサービスの支給決定を受けるため、申請書を障害福祉課へ提出します。また、
相談支援専門員に障害児支援利用計画案の作成をしてもらい市役所へ提出します。ご本
人・ご家族には、計画（案）の写しが渡されます。
※相談支援事業所に代わり、ご本人やご家族・支援者が「セルフプラン」を作成するこ
ともできます。
※サービス提供事業所の探し方については、146 ページ以降の「12. 施設・団体等」、
187 ページの「ホームページのご紹介」をご参照していただくか、相談支援事業所に
相談してください。

市職員が、サービスの利用を希望するご本人やご家族等に対して、障害や生活の状況な
どについて聞き取り調査を行います。

４　支給決定

５　サービス担当者会議・支給決定時のサービス等利用計画の作成

７　サービスの利用開始

６　サービス提供事業者と契約

受給者証とは

サービスを利用するのに必要な情報
が記載されたものです。サービスを
利用するときに、サービス提供事業
者に提示します。有効期間が過ぎた
後の再申請や支給量の変更を申請
するときなどにも必要なので、大切
に取り扱いましょう。提出された計画（案）や法令に定める事項を踏まえ

て、市役所で支給の要否や支給量などが決定され、
支給決定通知書や受給者証がご本人・ご家族に送付
されます。

支給決定が行われた後、相談支援事業所はサービス担当者会議を開いて、サービス提供
事業者などと連絡調整を行い、実際に利用する「サービス等利用計画」を作成します。

実際にサービスを利用するサービス提供事業者と契約します。

担当する相談支援事業所の相談支援専門員が、定期的にサービス内容が適切かどうかの
検証（モニタリング）を行い、状況に応じてサービス見直しを行います。

提出された障害児支援利用計画案や法令に定める事
項を踏まえて、障害福祉課で支給の要否や支給量な
どが決定され、支給決定通知書や受給者証がご本人・
ご家族に送付されます。

５　サービス担当者会議・支給決定時の障害児支援利用計画の作成

障害児支援利用計画を作成します。
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ページ 、 つづき
４、支給決定
提出された障害児支援利用計画案や法令に定める事項を踏まえて、障害福祉課で支給のようひや支給量などが決
定され、支給決定通知書や受給者しょうがご本人、ご家族に送付されます。
５、サービス担当者会議、支給決定時の障害児支援利用計画の作成
支給決定が行われた後、相談支援事業所はサービス担当者会議を開いて、サービス提供事業者などと連絡調整を
行い、実際に利用する障害児支援利用計画を作成します。
６、サービス提供事業者と契約
実際にサービスを利用するサービス提供事業者と契約します。
７、サービスの利用開始
担当する相談支援事業所の相談支援専門員が、定期的にサービス内容が適切かどうかの検証、（モニタリングを
行い、状況に応じてサービス見直しを行います。
受給者しょうとは
サービスを利用するのに必要な情報が記載されたものです。サービスを利用するときに、サービス提供事業者に
提示します。有効期間が過ぎた後の再申請や支給量の変更を申請するときなどにも必要なので、大切に取り扱い
ましょう。
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相談支援事業 身  知  精  難

障害福祉サービスまたは障害児通所支援を申請した場合は、サービス等利用計画案または
障害児支援利用計画案の提出が必要となります。サービス等利用計画案とは、障害者の自
立した地域生活の支援を効果的に行うため、必要なサービスが継続的かつ計画的に提供さ
れるよう作成されるものです。
利用者の意向をサービス等に反映しやすくし、支給決定の際に参考として用いることがで
きるほか、サービス提供事業者が個別支援計画を立てる時や、サービスを提供する際に、
共通の目標を持つことができます（障害児支援利用計画案も同様です）。
計画の作成は、指定特定相談支援事業所・指定障害児相談支援事業所（182～ 186ペー
ジ）が行います。なお、計画の作成に当たって利用者負担はありません。相談支援事業の
内容は、つぎのとおりです。

  サービス事業所の検索について  

詳しくは146ページ以降の「12. 施設・団体等」、187ページの「ホームページのご紹介」
をご参照ください。

事業名 内容

計画相談支援

●サービス利用支援
障害福祉サービス等の申請に係る支給決定前に、サービス等利用計画案を作成し、
支給決定後にサービス事業者等との連絡調整等を行うとともに、サービス等利用計
画の作成を行います。
●継続サービス利用支援
支給決定されたサービス等の利用状況の検証（モニタリング）を行い、サービス事
業者等との連絡調整などを行います。

地域相談支援

●地域移行支援
障害者支援施設、精神科病院、保護施設、矯正施設等を退所する障害者、児童福祉
施設を利用する 18歳以上の者等を対象として、地域移行支援計画の作成、相談に
よる不安解消、外出ヘの同行支援、住居確保、関係機関との調整等を行います。
●地域定着支援
居宅において単身で生活している障害者等を対象に常時の連絡体制を確保し、緊急
時には必要な支援を行います。

障害児相談支援
（児童福祉法）

●障害児支援利用援助
障害児通所支援の申請に係る支給決定前に、障害児支援利用計画案を作成し、支給
決定後に、サービス事業者等との連絡調整等を行うとともに、障害児支援利用計画
の作成を行います。
●継続障害児支援利用援助
支給決定されたサービス等の利用状況の検証（モニタリング）を行い、サービス事
業者等との連絡調整などを行います。
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相談支援事業 身  知  精  難

障害福祉サービスまたは障害児通所支援を申請した場合は、サービス等利用計画案または
障害児支援利用計画案の提出が必要となります。サービス等利用計画案とは、障害者の自
立した地域生活の支援を効果的に行うため、必要なサービスが継続的かつ計画的に提供さ
れるよう作成されるものです。
利用者の意向をサービス等に反映しやすくし、支給決定の際に参考として用いることがで
きるほか、サービス提供事業者が個別支援計画を立てる時や、サービスを提供する際に、
共通の目標を持つことができます（障害児支援利用計画案も同様です）。
計画の作成は、指定特定相談支援事業所・指定障害児相談支援事業所（182～ 186ペー
ジ）が行います。なお、計画の作成に当たって利用者負担はありません。相談支援事業の
内容は、つぎのとおりです。

  サービス事業所の検索について  

詳しくは146ページ以降の「12. 施設・団体等」、187ページの「ホームページのご紹介」
をご参照ください。

事業名 内容

計画相談支援

●サービス利用支援
障害福祉サービス等の申請に係る支給決定前に、サービス等利用計画案を作成し、
支給決定後にサービス事業者等との連絡調整等を行うとともに、サービス等利用計
画の作成を行います。
●継続サービス利用支援
支給決定されたサービス等の利用状況の検証（モニタリング）を行い、サービス事
業者等との連絡調整などを行います。

地域相談支援

●地域移行支援
障害者支援施設、精神科病院、保護施設、矯正施設等を退所する障害者、児童福祉
施設を利用する 18歳以上の者等を対象として、地域移行支援計画の作成、相談に
よる不安解消、外出ヘの同行支援、住居確保、関係機関との調整等を行います。
●地域定着支援
居宅において単身で生活している障害者等を対象に常時の連絡体制を確保し、緊急
時には必要な支援を行います。

障害児相談支援
（児童福祉法）

●障害児支援利用援助
障害児通所支援の申請に係る支給決定前に、障害児支援利用計画案を作成し、支給
決定後に、サービス事業者等との連絡調整等を行うとともに、障害児支援利用計画
の作成を行います。
●継続障害児支援利用援助
支給決定されたサービス等の利用状況の検証（モニタリング）を行い、サービス事
業者等との連絡調整などを行います。
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利用者負担（障害福祉サービス） 身  知  精  難

利用者負担には、所得に応じた負担上限額が設定されており、原則費用の１割に相当する
額が利用者負担となります。
所得区分ごとの利用者負担上限月額は以下のとおりです。

所得を判断する際の世帯の範囲は、次のとおりです。

所得区分 負担上限月額
生活保護 生活保護受給世帯

０円低
所
得

低所得１ 市町村民税世帯非課税者であって、障害者本人又
は障害児の保護者の収入が年間 80万円以下の方

低所得２ 市町村民税世帯非課税者のうち低所得１に該当し
ない方

一般１

居宅で生活する障害児（市町村民税所得割 28万
円未満の方に限る。） 4,600 円

居宅で生活する障害者及び 20歳未満の施設入所
者（市町村民税所得割 16万円未満（20歳未満の
施設入所者は 28万円未満）の方に限る。）

9,300 円

一般２ 市町村民税課税世帯に属する方のうち、一般１に
該当しない方 37,200 円

種別 世帯の範囲
18 歳以上の障害者
（施設に入所する 18、19歳を除く） 障害のある方とその配偶者

障害児
（施設に入所する 18、19歳を含む） 保護者の属する住民基本台帳での世帯

※負担上限月額がサービス提供に要した費用の１割に相当する額を超える場合は、１割に相当する額が利
用者負担額になります。
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相談支援事業 身  知  精  難

障害福祉サービスまたは障害児通所支援を申請した場合は、サービス等利用計画案または
障害児支援利用計画案の提出が必要となります。サービス等利用計画案とは、障害者の自
立した地域生活の支援を効果的に行うため、必要なサービスが継続的かつ計画的に提供さ
れるよう作成されるものです。
利用者の意向をサービス等に反映しやすくし、支給決定の際に参考として用いることがで
きるほか、サービス提供事業者が個別支援計画を立てる時や、サービスを提供する際に、
共通の目標を持つことができます（障害児支援利用計画案も同様です）。
計画の作成は、指定特定相談支援事業所・指定障害児相談支援事業所（182～ 186ペー
ジ）が行います。なお、計画の作成に当たって利用者負担はありません。相談支援事業の
内容は、つぎのとおりです。

  サービス事業所の検索について  

詳しくは146ページ以降の「12. 施設・団体等」、187ページの「ホームページのご紹介」
をご参照ください。

事業名 内容

計画相談支援

●サービス利用支援
障害福祉サービス等の申請に係る支給決定前に、サービス等利用計画案を作成し、
支給決定後にサービス事業者等との連絡調整等を行うとともに、サービス等利用計
画の作成を行います。
●継続サービス利用支援
支給決定されたサービス等の利用状況の検証（モニタリング）を行い、サービス事
業者等との連絡調整などを行います。

地域相談支援

●地域移行支援
障害者支援施設、精神科病院、保護施設、矯正施設等を退所する障害者、児童福祉
施設を利用する 18歳以上の者等を対象として、地域移行支援計画の作成、相談に
よる不安解消、外出ヘの同行支援、住居確保、関係機関との調整等を行います。
●地域定着支援
居宅において単身で生活している障害者等を対象に常時の連絡体制を確保し、緊急
時には必要な支援を行います。

障害児相談支援
（児童福祉法）

●障害児支援利用援助
障害児通所支援の申請に係る支給決定前に、障害児支援利用計画案を作成し、支給
決定後に、サービス事業者等との連絡調整等を行うとともに、障害児支援利用計画
の作成を行います。
●継続障害児支援利用援助
支給決定されたサービス等の利用状況の検証（モニタリング）を行い、サービス事
業者等との連絡調整などを行います。
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利用者負担（障害福祉サービス） 身  知  精  難

利用者負担には、所得に応じた負担上限額が設定されており、原則費用の１割に相当する
額が利用者負担となります。
所得区分ごとの利用者負担上限月額は以下のとおりです。

所得を判断する際の世帯の範囲は、次のとおりです。

所得区分 負担上限月額
生活保護 生活保護受給世帯

０円低
所
得

低所得１ 市町村民税世帯非課税者であって、障害者本人又
は障害児の保護者の収入が年間 80万円以下の方

低所得２ 市町村民税世帯非課税者のうち低所得１に該当し
ない方

一般１

居宅で生活する障害児（市町村民税所得割 28万
円未満の方に限る。） 4,600 円

居宅で生活する障害者及び 20歳未満の施設入所
者（市町村民税所得割 16万円未満（20歳未満の
施設入所者は 28万円未満）の方に限る。）

9,300 円

一般２ 市町村民税課税世帯に属する方のうち、一般１に
該当しない方 37,200 円

種別 世帯の範囲
18 歳以上の障害者
（施設に入所する 18、19歳を除く） 障害のある方とその配偶者

障害児
（施設に入所する 18、19歳を含む） 保護者の属する住民基本台帳での世帯

※負担上限月額がサービス提供に要した費用の１割に相当する額を超える場合は、１割に相当する額が利
用者負担額になります。

障害福祉サービスまたは障害児通所支援を申請した場合は、サービス等利用計画案または
障害児支援利用計画案の提出が必要となります。サービス等利用計画案または、障害児支
援利用計画案とは、障害のある方の自立した地域生活の支援を効果的に行うため、必要な
サービスが継続的かつ計画的に提供されるよう作成されるものです。
利用者の意向をサービス等に反映しやすくし、支給決定の際に参考として用いることがで
きるほか、サービス提供事業者が個別支援計画を立てる時や、サービスを提供する際に、
共通の目標を持つことができます。
指定特定相談支援事業所・指定障害児相談支援事業所（192 ～ 196 ページ）が作成を行
います。なお、作成に当たって利用者負担はありません。相談支援事業の内容は、つぎの
とおりです。

詳しくは 152 ページ以降の「12. 施設・団体等」、197 ページの「福祉に関するホームペー
ジのご紹介」をご参照ください。

地域相談支援

障害児相談支援
（児童福祉法）

●地域移行支援
　障害者支援施設、精神科病院、保護施設、矯正施設等を退所する障害のある方、児　
　童福祉施設を利用する 18 歳以上の方などを対象として、地域移行支援計画の作成、　
　相談による不安解消、外出への同行支援、住居確保、関係機関との調整などを行います。
●地域定着支援
　居宅において単身で生活している障害のある方などを対象に常時の連絡体制を確保　
　し、緊急時に必要な支援を行います。

●障害児支援利用援助
　障害児通所支援の申請に係る支給決定時に、障害児支援利用計画案を作成し、支給
　決定後に、サービス事業者などとの連絡調整などを行うとともに、障害児支援利用　　
　計画の作成を行います。
●継続障害児支援利用援助
　支給決定されたサービスなどの利用状況の検証（モニタリング）を行い、サービス　
　事業者などとの連絡調整などを行います。

障害福祉サービスなどの申請に係る支給決定前に、サービス等利用計画案を作成し、
支給決定後に、サービス事業者などとの連絡調整などを行うとともに、サービス等
利用計画の作成を行います。

支給決定されたサービスなどの利用状況の検証（モニタリング）を行い、サービス
事業者などとの連絡調整などを行います。
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ページ
相談支援事業
障害福祉サービスまたは障害児つうしょ支援を申請した場合は、サービスとう利用計画案または障害児支援利用
計画案の提出が必要となります。サービスとう利用計画案または、障害児支援利用計画案とは、障害のあるかた
の自立した地域生活の支援を効果的に行うため、必要なサービスが継続的かつ計画的に提供されるよう作成され
るものです。
利用者の意向をサービスとうに反映しやすくし、支給決定の際に参考として用いることができるほか、サービス
提供事業者が個別支援計画を立てる時や、サービスを提供する際に、共通の目標を持つことができます。
指定特定相談支援事業所、指定障害児相談支援事業所、（ ページから ページ
が作成を行います。なお、作成に当たって利用者負担はありません。相談支援事業の内容は、つぎのとおりです。
事業名、計画相談支援
内容
・サービス利用支援
障害福祉サービスなどの申請にかかる支給決定前に、サービスとう利用計画案を作成し、支給決定後にサービス
事業者などとの連絡調整などを行うとともに、サービスなど利用計画の作成を行います。
・継続サービス利用支援
支給決定されたサービスなどの利用状況の検証、（モニタリングを行い、サービス事業者などとの連絡調整など
を行います。
事業名、障害児相談支援（じどう福祉法
内容
・障害児支援利用援助
障害児つうしょ支援の申請にかかる支給決定時に、障害児支援利用計画案を作成し、支給決定後に、サービス事
業者などとの連絡調整などを行うとともに、障害児支援利用計画の作成を行います。
・継続障害児支援利用援助
支給決定されたサービスなどの利用状況の検証、（モニタリングを行い、サービス事業者などとの連絡調整など
を行います。
事業名、地域相談支援
内容
・地域移行支援
障害者支援施設、精神科病院、保護施設、矯正施設とうをたいしょする障害のある方、じどう福祉施設を利用す
る 歳以上の方などを対象として、地域移行支援計画の作成、相談による不安解消、外出えの同行支援、住居
確保、関係機関との調整などを行います。
・地域定着支援
居宅において単身で生活している障害のある方などを対象に常時の連絡体制を確保し、緊急じに必要な支援を行
います。

サービス事業所の検索について
詳しくは ページ以降の「１２、施設、団体とう」、 ページの「福祉に関するホームページのご紹介」を
ご参照ください。
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相談支援事業 身  知  精  難

障害福祉サービスまたは障害児通所支援を申請した場合は、サービス等利用計画案または
障害児支援利用計画案の提出が必要となります。サービス等利用計画案とは、障害者の自
立した地域生活の支援を効果的に行うため、必要なサービスが継続的かつ計画的に提供さ
れるよう作成されるものです。
利用者の意向をサービス等に反映しやすくし、支給決定の際に参考として用いることがで
きるほか、サービス提供事業者が個別支援計画を立てる時や、サービスを提供する際に、
共通の目標を持つことができます（障害児支援利用計画案も同様です）。
計画の作成は、指定特定相談支援事業所・指定障害児相談支援事業所（182～ 186ペー
ジ）が行います。なお、計画の作成に当たって利用者負担はありません。相談支援事業の
内容は、つぎのとおりです。

  サービス事業所の検索について  

詳しくは146ページ以降の「12. 施設・団体等」、187ページの「ホームページのご紹介」
をご参照ください。

事業名 内容

計画相談支援

●サービス利用支援
障害福祉サービス等の申請に係る支給決定前に、サービス等利用計画案を作成し、
支給決定後にサービス事業者等との連絡調整等を行うとともに、サービス等利用計
画の作成を行います。

●継続サービス利用支援
支給決定されたサービス等の利用状況の検証（モニタリング）を行い、サービス事
業者等との連絡調整などを行います。

地域相談支援

●地域移行支援
障害者支援施設、精神科病院、保護施設、矯正施設等を退所する障害者、児童福祉
施設を利用する 18歳以上の者等を対象として、地域移行支援計画の作成、相談に
よる不安解消、外出ヘの同行支援、住居確保、関係機関との調整等を行います。

●地域定着支援
居宅において単身で生活している障害者等を対象に常時の連絡体制を確保し、緊急
時には必要な支援を行います。

障害児相談支援
（児童福祉法）

●障害児支援利用援助
障害児通所支援の申請に係る支給決定前に、障害児支援利用計画案を作成し、支給
決定後に、サービス事業者等との連絡調整等を行うとともに、障害児支援利用計画
の作成を行います。

●継続障害児支援利用援助
支給決定されたサービス等の利用状況の検証（モニタリング）を行い、サービス事
業者等との連絡調整などを行います。
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相談支援事業 身  知  精  難

障害福祉サービスまたは障害児通所支援を申請した場合は、サービス等利用計画案または
障害児支援利用計画案の提出が必要となります。サービス等利用計画案とは、障害者の自
立した地域生活の支援を効果的に行うため、必要なサービスが継続的かつ計画的に提供さ
れるよう作成されるものです。
利用者の意向をサービス等に反映しやすくし、支給決定の際に参考として用いることがで
きるほか、サービス提供事業者が個別支援計画を立てる時や、サービスを提供する際に、
共通の目標を持つことができます（障害児支援利用計画案も同様です）。
計画の作成は、指定特定相談支援事業所・指定障害児相談支援事業所（182～ 186ペー
ジ）が行います。なお、計画の作成に当たって利用者負担はありません。相談支援事業の
内容は、つぎのとおりです。

  サービス事業所の検索について  

詳しくは146ページ以降の「12. 施設・団体等」、187ページの「ホームページのご紹介」
をご参照ください。

事業名 内容

計画相談支援

●サービス利用支援
障害福祉サービス等の申請に係る支給決定前に、サービス等利用計画案を作成し、
支給決定後にサービス事業者等との連絡調整等を行うとともに、サービス等利用計
画の作成を行います。

●継続サービス利用支援
支給決定されたサービス等の利用状況の検証（モニタリング）を行い、サービス事
業者等との連絡調整などを行います。

地域相談支援

●地域移行支援
障害者支援施設、精神科病院、保護施設、矯正施設等を退所する障害者、児童福祉
施設を利用する 18歳以上の者等を対象として、地域移行支援計画の作成、相談に
よる不安解消、外出ヘの同行支援、住居確保、関係機関との調整等を行います。

●地域定着支援
居宅において単身で生活している障害者等を対象に常時の連絡体制を確保し、緊急
時には必要な支援を行います。

障害児相談支援
（児童福祉法）

●障害児支援利用援助
障害児通所支援の申請に係る支給決定前に、障害児支援利用計画案を作成し、支給
決定後に、サービス事業者等との連絡調整等を行うとともに、障害児支援利用計画
の作成を行います。

●継続障害児支援利用援助
支給決定されたサービス等の利用状況の検証（モニタリング）を行い、サービス事
業者等との連絡調整などを行います。
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利用者負担（障害福祉サービス） 身  知  精  難

利用者負担には、所得に応じた負担上限額が設定されており、原則費用の１割に相当する
額が利用者負担となります。
所得区分ごとの利用者負担上限月額は以下のとおりです。

所得を判断する際の世帯の範囲は、次のとおりです。

所得区分 負担上限月額
生活保護 生活保護受給世帯

０円低
所
得

低所得１ 市町村民税世帯非課税者であって、障害者本人又
は障害児の保護者の収入が年間 80万円以下の方

低所得２ 市町村民税世帯非課税者のうち低所得１に該当し
ない方

一般１

居宅で生活する障害児（市町村民税所得割 28万
円未満の方に限る。） 4,600 円

居宅で生活する障害者及び 20歳未満の施設入所
者（市町村民税所得割 16万円未満（20歳未満の
施設入所者は 28万円未満）の方に限る。）

9,300 円

一般２ 市町村民税課税世帯に属する方のうち、一般１に
該当しない方 37,200 円

種別 世帯の範囲
18 歳以上の障害者
（施設に入所する 18、19歳を除く） 障害のある方とその配偶者

障害児
（施設に入所する 18、19歳を含む） 保護者の属する住民基本台帳での世帯

※負担上限月額がサービス提供に要した費用の１割に相当する額を超える場合は、１割に相当する額が利
用者負担額になります。
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相談支援事業 身  知  精  難

障害福祉サービスまたは障害児通所支援を申請した場合は、サービス等利用計画案または
障害児支援利用計画案の提出が必要となります。サービス等利用計画案とは、障害者の自
立した地域生活の支援を効果的に行うため、必要なサービスが継続的かつ計画的に提供さ
れるよう作成されるものです。
利用者の意向をサービス等に反映しやすくし、支給決定の際に参考として用いることがで
きるほか、サービス提供事業者が個別支援計画を立てる時や、サービスを提供する際に、
共通の目標を持つことができます（障害児支援利用計画案も同様です）。
計画の作成は、指定特定相談支援事業所・指定障害児相談支援事業所（182～ 186ペー
ジ）が行います。なお、計画の作成に当たって利用者負担はありません。相談支援事業の
内容は、つぎのとおりです。

  サービス事業所の検索について  

詳しくは146ページ以降の「12. 施設・団体等」、187ページの「ホームページのご紹介」
をご参照ください。

事業名 内容

計画相談支援

●サービス利用支援
障害福祉サービス等の申請に係る支給決定前に、サービス等利用計画案を作成し、
支給決定後にサービス事業者等との連絡調整等を行うとともに、サービス等利用計
画の作成を行います。

●継続サービス利用支援
支給決定されたサービス等の利用状況の検証（モニタリング）を行い、サービス事
業者等との連絡調整などを行います。

地域相談支援

●地域移行支援
障害者支援施設、精神科病院、保護施設、矯正施設等を退所する障害者、児童福祉
施設を利用する 18歳以上の者等を対象として、地域移行支援計画の作成、相談に
よる不安解消、外出ヘの同行支援、住居確保、関係機関との調整等を行います。

●地域定着支援
居宅において単身で生活している障害者等を対象に常時の連絡体制を確保し、緊急
時には必要な支援を行います。

障害児相談支援
（児童福祉法）

●障害児支援利用援助
障害児通所支援の申請に係る支給決定前に、障害児支援利用計画案を作成し、支給
決定後に、サービス事業者等との連絡調整等を行うとともに、障害児支援利用計画
の作成を行います。

●継続障害児支援利用援助
支給決定されたサービス等の利用状況の検証（モニタリング）を行い、サービス事
業者等との連絡調整などを行います。

3. 
障
害
者
総
合
支
援
法
等

33

利用者負担（障害福祉サービス） 身  知  精  難

利用者負担には、所得に応じた負担上限額が設定されており、原則費用の１割に相当する
額が利用者負担となります。
所得区分ごとの利用者負担上限月額は以下のとおりです。

所得を判断する際の世帯の範囲は、次のとおりです。

所得区分 負担上限月額
生活保護 生活保護受給世帯

０円低
所
得

低所得１ 市町村民税世帯非課税者であって、障害者本人又
は障害児の保護者の収入が年間 80万円以下の方

低所得２ 市町村民税世帯非課税者のうち低所得１に該当し
ない方

一般１

居宅で生活する障害児（市町村民税所得割 28万
円未満の方に限る。） 4,600 円

居宅で生活する障害者及び 20歳未満の施設入所
者（市町村民税所得割 16万円未満（20歳未満の
施設入所者は 28万円未満）の方に限る。）

9,300 円

一般２ 市町村民税課税世帯に属する方のうち、一般１に
該当しない方 37,200 円

種別 世帯の範囲
18 歳以上の障害者
（施設に入所する 18、19歳を除く） 障害のある方とその配偶者

障害児
（施設に入所する 18、19歳を含む） 保護者の属する住民基本台帳での世帯

※負担上限月額がサービス提供に要した費用の１割に相当する額を超える場合は、１割に相当する額が利
用者負担額になります。

所得区分 負担上限月額

生活保護 生活保護受給世帯

0 円低
所
得

低所得 1
市町村民税世帯非課税者であって、障害のある方
本人または障害のあるお子さんの保護者の収入が
年間 80 万円以下の方

低所得 2 市町村民税世帯非課税者のうち低所得 1 に該当し
ない方

一般 1

居宅で生活する障害のあるお子さん（市町村民税
所得割 28 万円未満の方に限る。） 4,600 円

居宅で生活する障害のある方および 20 歳未満の施
設入所者（市町村民税所得割 16 万円未満（20 歳
未満の施設入所者は 28 万円未満）の方に限る。）

9,300 円

一般 2 市町村民税世帯に属する方のうち、一般 1 に該当
しない方 37,200 円

18 歳以上の障害のある方

障害のあるお子さん
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ページ
利用者負担、障害福祉サービス
利用者負担には、所得に応じた負担上限額が設定されており、原則費用の１割に相当するがくが利用者負担とな
ります。所得区分ごとの利用者負担上限げつ額は以下のとおりです。
所得区分
生活保護、生活保護受給世帯
負担上限げつ額０円
低所得１
市町村みん税世帯非課税者であって、障害のある方本人
または障害のあるお子さんの保護者の収入が年間 万円いかのかた
低所得２
市町村みん税世帯非課税者のうち低所得１に該当しないかた
負担上限げつ額、０円
一般１
居宅で生活する障害のあるお子さん、（市町村みん税所得割 万円未満の方に限る。
負担上限げつ額、よんせんろっぴゃくえん
居宅で生活する障害のある方および 歳未満の施設入所者、（市町村みん税所得割 万円未満、（ 歳未満の
施設入所者は 万円未満の方に限る。
負担上限げつ額、きゅうせんさんびゃくえん
一般２
市町村みん税課税世帯に属するかたのうち、一般１に該当しないかた
負担上限げつ額、さんまんななせんにひゃくえん
※、負担上限げつ額がサービス提供に要した費用の１割に相当するがくを超える場合は、１割に相当するがくが
利用者負担額になります。
所得を判断する際の世帯の範囲は、次のとおりです。
種別、 歳以上の障害のある方、（施設に入所する 、 歳を除く
世帯の範囲、障害のあるかたとその配偶者
種別、障害のあるお子さん、（施設に入所する 、 歳を含む
世帯の範囲、保護者の属する住民基本台帳での世帯
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  ◎移動支援  
障害のある方が、社会生活上外出が必要なときまたは余暇活動もしくは社会参加の促進か
ら外出する希望があり、宿泊を伴わず一日の範囲で用務を終えることができるものに対し、
その際の移動の介護を行います。

〈対　象〉
１. 愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
２. 就学児以上の障害児
３. 身体障害者手帳を所持する以下の者
（１）視覚障害者
（２）脳性麻痺者であり、次の基準のいずれにも該当する者
　（ア）脳性麻痺による下肢又は体幹機能障害の程度が 1級又は 2級の手帳の交付を受けた者
　（イ）身体状況が重度訪問介護の対象要件に該当する者
　（ウ）単独での外出が困難な者
（３）身体障害者で上肢かつ下肢かつ体幹の障害が 2級以上であり、65歳未満に手帳の

交付を受けた者
４. 精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者

〈支給量〉

生活サポート事業の「生活支援（見守り）」又は介護給付での「家事援助（見守り）」にて
「見守り」サービスが給付されている場合は、上記「支給量」表にある基本時間数から見
守りサービス決定時間数を差し引いた時間を、移動支援の支給時間とします。

〈利用の助成〉
利用者が移動支援のサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助成します（時間数、
時間あたりの助成額に上限あり）。世帯の収入状況に応じた負担額（原則１割）があります。

利用の便宜を図るため、支給量は、7・8・9 月、10・11・12 月、1・2・3 月、4・5・
6 月の組み合わせによる 3 か月単位での利用もできます。

〈例〉児童で「見守り」と移動支援を両方希望しており、「見守り」は月６時間必要と考える場合
　　　→支給時間は　　・見守り・・・月６時間
　　　　　　　　　　　・移動支援・・・月 10時間 ｝合わせて月16時間となるようにします。

基本 社会生活上不可欠な用務としての上
乗せ（対象者のみ）

夏期休暇期間（７・８月）に
ついて上乗せ

知的障害者　
身体障害者　
精神障害者

月 32 時間 月 8 時間

児童 月 16 時間 月 10 時間

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯

利用者負担なし市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担

基本 社会生活上不可欠な用務としての
上乗せ（対象者のみ）

夏期休暇期間（７・８月）
について上乗せ

知的障害のある方
身体障害のある方
精神障害のある方

月 32 時間 月８時間

児童 月 16 時間 月 10 時間

障害のある方が、社会生活上外出が必要なときまたは余暇活動もしくは社会参加の促進か
ら外出する希望があり、宿泊を伴わず１日の範囲で用務を終えることができるものに対し、
その際の移動の介護を行います。

愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害のある方
就学児以上の障害のあるお子さん
身体障害者手帳を所持する以下の方

精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害のある方

視覚障害のある方
脳性麻痺のある方であり、次の基準のいずれにも該当する方

　身体障害のある方で上肢かつ下肢かつ体幹の障害が２級以上であり、６５歳未満に
手帳の交付を受けた方

脳性麻痺による下肢または体幹機能障害の程度が１級または２級の手帳の交付を受けた方
身体状況が重度訪問介護の対象要件に該当する方
単独で外出が困難な方
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  ◎移動支援  
障害のある方が、社会生活上外出が必要なときまたは余暇活動もしくは社会参加の促進か
ら外出する希望があり、宿泊を伴わず一日の範囲で用務を終えることができるものに対し、
その際の移動の介護を行います。

〈対　象〉
１. 愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
２. 就学児以上の障害児
３. 身体障害者手帳を所持する以下の者
（１）視覚障害者
（２）脳性麻痺者であり、次の基準のいずれにも該当する者
　（ア）脳性麻痺による下肢又は体幹機能障害の程度が 1級又は 2級の手帳の交付を受けた者
　（イ）身体状況が重度訪問介護の対象要件に該当する者
　（ウ）単独での外出が困難な者
（３）身体障害者で上肢かつ下肢かつ体幹の障害が 2級以上であり、65歳未満に手帳の

交付を受けた者
４. 精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者

〈支給量〉

生活サポート事業の「生活支援（見守り）」又は介護給付での「家事援助（見守り）」にて
「見守り」サービスが給付されている場合は、上記「支給量」表にある基本時間数から見
守りサービス決定時間数を差し引いた時間を、移動支援の支給時間とします。

〈利用の助成〉
利用者が移動支援のサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助成します（時間数、
時間あたりの助成額に上限あり）。世帯の収入状況に応じた負担額（原則１割）があります。

利用の便宜を図るため、支給量は、7・8・9 月、10・11・12 月、1・2・3 月、4・5・
6 月の組み合わせによる 3 か月単位での利用もできます。

〈例〉児童で「見守り」と移動支援を両方希望しており、「見守り」は月６時間必要と考える場合
　　　→支給時間は　　・見守り・・・月６時間
　　　　　　　　　　　・移動支援・・・月 10時間 ｝合わせて月16時間となるようにします。

基本 社会生活上不可欠な用務としての上
乗せ（対象者のみ）

夏期休暇期間（７・８月）に
ついて上乗せ

知的障害者　
身体障害者　
精神障害者

月 32 時間 月 8 時間

児童 月 16 時間 月 10 時間

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯

利用者負担なし市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担
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  ◎移動支援  
障害のある方が、社会生活上外出が必要なときまたは余暇活動もしくは社会参加の促進か
ら外出する希望があり、宿泊を伴わず一日の範囲で用務を終えることができるものに対し、
その際の移動の介護を行います。

〈対　象〉
１. 愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
２. 就学児以上の障害児
３. 身体障害者手帳を所持する以下の者
（１）視覚障害者
（２）脳性麻痺者であり、次の基準のいずれにも該当する者
　（ア）脳性麻痺による下肢又は体幹機能障害の程度が 1 級又は 2 級の手帳の交付を受けた者
　（イ）身体状況が重度訪問介護の対象要件に該当する者
　（ウ）単独での外出が困難な者
（３）身体障害者で上肢かつ下肢かつ体幹の障害が 2 級以上であり、65 歳未満に手帳の

交付を受けた者
４. 精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者

〈支給量〉

生活サポート事業の「生活支援（見守り）」又は介護給付での「家事援助（見守り）」にて
「見守り」サービスが給付されている場合は、上記「支給量」表にある基本時間数から見
守りサービス決定時間数を差し引いた時間を、移動支援の支給時間とします。

〈利用の助成〉
利用者が移動支援のサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助成します（時間数、
時間あたりの助成額に上限あり）。世帯の収入状況に応じた負担額（原則１割）があります。

利用の便宜を図るため、支給量は、7・8・9 月、10・11・12 月、1・2・3 月、4・5・
6 月の組み合わせによる 3 か月単位での利用もできます。

〈例〉児童で「見守り」と移動支援を両方希望しており、「見守り」は月６時間必要と考える場合
　　　→支給時間は　　・見守り・・・月６時間
　　　　　　　　　　　・移動支援・・・月 10 時間 ｝合わせて月 16 時間となる

ようにします。

基本 社会生活上不可欠な用務としての上
乗せ（対象者のみ）

夏期休暇期間（７・８月）に
ついて上乗せ

知的障害者　
身体障害者　
精神障害者

月 32 時間 月 8 時間

児童 月 16 時間 月 10 時間

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯

利用者負担なし市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担
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〈単価・算定基準〉
◆単価

◆算定 30 分を最小単位とし、15 分以上経過で次単価額を算定します。
◆利用対象時間は原則午前 6 時～ 午後 10 時までとし、時間帯加算は設定しません。

  ◎生活サポート（見守り）  
見守りとは、おもに介護している家族等が病気や入院、就労等の理由により一時的に対応
が困難となり、かつ他の協力が得られない場合、自宅での対象者の見守りを含む支援を必
要とする方に対して行うサービスです。

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳を所持する身体障害者
（２）愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
（３）精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者
（４）就学児以上の障害児

〈支給量〉

◆ 18 歳に達したとしても高校在学中の場合には「児童」とみなします。
◆移動支援サービス支給も受けたい、または受けている場合、「支給量」表にある基本時

間数から見守りサービス決定時間数を差し引いた時間を、移動支援の支給時間とします。

◆児童（高校生まで）の夏期休暇期間（7 月・8 月）については、月 10 時間が上乗せさ
れます。（変更申請は必要ありません）

〈単価・算定基準〉
◆単価 30 分あたり 800 円以降、時間数に乗じて計算します。
◆算定 30 分を最小単位とし、15 分以上経過で次単価額を算定します。
◆利用対象時間は原則午前 6 時～午後 10 時までとし、時間帯加算は設定し

ません。

移動支援 30分 1時間 1.5 時間 以後 30分
身体介護なし 1,000 円 2,000 円 3,000 円

1,000 円加算
身体介護あり 1,600 円 3,200 円 4,800 円

基本 夏期休暇期間（７・８月）について上乗せ
障害者（18歳以上） 月 32 時間

児童 月 16 時間 月 10 時間

〈例〉児童で「見守り」と移動支援を両方希望しており、「見守り」は月 6 時間必要と考える場合
　　　→支給時間は　　・見守り・・・月 6 時間
　　　　　　　　　　　・移動支援・・・月 10 時間 ｝合わせて月 16 時間となる

ようにします。

◆行動援護・同行援護支給決定者については、原則併給できないものとします。
◆「社会生活上不可欠な用務」とは、冠婚葬祭、銀行・役所での手続き、就職活動、保護　
　者会参加などを指します。なお、当上乗せは知的障害のある方、視覚障害のある方また　
　は精神障害のある方で、かつ独居の方を対象とします。
◆ 18 歳に達したとしても、高校在学中の場合には児童とみなします。
◆児童（高校生まで）の夏期休暇期間（7 月・8 月）については、一律月 10 時間が上乗　
　せされます（変更申請は必要ありません）。
◆生活サポート事業の「生活支援（見守り）」または介護給付での「家事援助（見守り）」に
　て「見守り」サービスが給付されている場合は、上記「支給量」表にある時間数から見守りサー　
　ビス決定時間数を差し引いた時間を、移動支援の支給時間とします。

〈例〉児童で「見守り」と移動支援を両方希望しており、「見守り」は月６時間必要と考える場合
　　　→支給時間は　　・見守り・・・月６時間　　　　　合わせて月16 時間となる
　　　　　　　　　　   ・移動支援・・・月 10 時間　　ようにします。}
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ページ
地域生活支援事業とう
移動支援
障害のあるかたが、社会生活上、外出が必要なときまたは余暇活動もしくは社会参加の促進から外出する希望があり、宿泊を伴わ
ず、いちにちの範囲で用務を終えることができるものに対し、その際の移動の介護を行います。
〈対象〉
１．愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害のあるかた
２．就学じ以上の障害のあるお子さん
３．身体障害者手帳を所持する以下のかた
（１）視覚障害のあるかた
（２）脳性麻痺のあるかたであり、次の基準のいずれにも該当するかた
（ア、 脳性麻痺による下肢またわたいかん機能障害の程度が１級または２級の手帳の交付を受けたかた
（イ、 しんたい状況が重度訪問介護の対象要件に該当するかた
（ウ、 単独での外出が困難なかた

（３）身体障害のある方で上肢かつ下肢かつ、たいかんの障害が２級以上であり、６５歳未満に手帳の交付を受けたかた
４．精神障害者ほけん福祉手帳を所持する精神障害のあるかた
〈支給量〉
知的障害のあるかた、身体障害のあるかた、精神障害のあるかた
基本、月 時間、社会生活上不可欠な用務としての上乗せ（対象者のみ、月８時間
じどう
基本、月 時間、夏期休暇期間（７月、８月について上乗せ、月 時間
利用の便宜を図るため、支給量は、（７月８月９月、（ 月 月 月、（１月２月３月、（４月５月６月、の組み合わせによる
か月単位での利用もできます。
◆行動援護・同行援護支給決定者については、原則併給できないものとします。
◆「社会生活上不可欠な用務」とは、冠婚葬祭、銀行・役所での手続き、就職活動、保護者会参加などを指します。なお、当上乗
せは知的障害のある 、視覚障害のある または精神障害のある で、かつ独居の を対象とします。
◆ 歳に達したとしても、高校在学中の場合には児童とみなします。
◆児童（高校生まで）の夏期休暇期間（ 月・ 月）については、一律月 時間が上乗せされます（変更申請は必要ありません）。
◆生活サポート事業の生活支援（見守りまたは介護給付での家事援助（見守りにて見守りサービスが給付されている場合は、上記
支給量ひょうにある時間数から見守りサービス決定時間数を差し引いた時間を、移動支援の支給時間とします。
〈例、 じどうで見守りと移動支援を両ほう希望しており、見守りは月６時間必要と考える場合
支給時間は
・見守り・・・つき６時間
・移動支援・・・つき 時間
合わせて月 時間となるようにします。
つづく
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  ◎移動支援  
障害のある方が、社会生活上外出が必要なときまたは余暇活動もしくは社会参加の促進か
ら外出する希望があり、宿泊を伴わず一日の範囲で用務を終えることができるものに対し、
その際の移動の介護を行います。

〈対　象〉
１. 愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
２. 就学児以上の障害児
３. 身体障害者手帳を所持する以下の者
（１）視覚障害者
（２）脳性麻痺者であり、次の基準のいずれにも該当する者
　（ア）脳性麻痺による下肢又は体幹機能障害の程度が 1級又は 2級の手帳の交付を受けた者
　（イ）身体状況が重度訪問介護の対象要件に該当する者
　（ウ）単独での外出が困難な者
（３）身体障害者で上肢かつ下肢かつ体幹の障害が 2級以上であり、65歳未満に手帳の

交付を受けた者
４. 精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者

〈支給量〉

生活サポート事業の「生活支援（見守り）」又は介護給付での「家事援助（見守り）」にて
「見守り」サービスが給付されている場合は、上記「支給量」表にある基本時間数から見
守りサービス決定時間数を差し引いた時間を、移動支援の支給時間とします。

〈利用の助成〉
利用者が移動支援のサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助成します（時間数、
時間あたりの助成額に上限あり）。世帯の収入状況に応じた負担額（原則１割）があります。

利用の便宜を図るため、支給量は、7・8・9 月、10・11・12 月、1・2・3 月、4・5・
6 月の組み合わせによる 3 か月単位での利用もできます。

〈例〉児童で「見守り」と移動支援を両方希望しており、「見守り」は月６時間必要と考える場合
　　　→支給時間は　　・見守り・・・月６時間
　　　　　　　　　　　・移動支援・・・月 10時間 ｝合わせて月16時間となるようにします。

基本 社会生活上不可欠な用務としての上
乗せ（対象者のみ）

夏期休暇期間（７・８月）に
ついて上乗せ

知的障害者　
身体障害者　
精神障害者

月 32 時間 月 8 時間

児童 月 16 時間 月 10 時間

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯

利用者負担なし市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担

3. 
障
害
者
総
合
支
援
法
等

34

地域生活支援事業 身  知  精

  ◎移動支援  
障害のある方が、社会生活上外出が必要なときまたは余暇活動もしくは社会参加の促進か
ら外出する希望があり、宿泊を伴わず一日の範囲で用務を終えることができるものに対し、
その際の移動の介護を行います。

〈対　象〉
１. 愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
２. 就学児以上の障害児
３. 身体障害者手帳を所持する以下の者
（１）視覚障害者
（２）脳性麻痺者であり、次の基準のいずれにも該当する者
　（ア）脳性麻痺による下肢又は体幹機能障害の程度が 1級又は 2級の手帳の交付を受けた者
　（イ）身体状況が重度訪問介護の対象要件に該当する者
　（ウ）単独での外出が困難な者
（３）身体障害者で上肢かつ下肢かつ体幹の障害が 2級以上であり、65歳未満に手帳の

交付を受けた者
４. 精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者

〈支給量〉

生活サポート事業の「生活支援（見守り）」又は介護給付での「家事援助（見守り）」にて
「見守り」サービスが給付されている場合は、上記「支給量」表にある基本時間数から見
守りサービス決定時間数を差し引いた時間を、移動支援の支給時間とします。

〈利用の助成〉
利用者が移動支援のサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助成します（時間数、
時間あたりの助成額に上限あり）。世帯の収入状況に応じた負担額（原則１割）があります。

利用の便宜を図るため、支給量は、7・8・9 月、10・11・12 月、1・2・3 月、4・5・
6 月の組み合わせによる 3 か月単位での利用もできます。

〈例〉児童で「見守り」と移動支援を両方希望しており、「見守り」は月６時間必要と考える場合
　　　→支給時間は　　・見守り・・・月６時間
　　　　　　　　　　　・移動支援・・・月 10時間 ｝合わせて月16時間となるようにします。

基本 社会生活上不可欠な用務としての上
乗せ（対象者のみ）

夏期休暇期間（７・８月）に
ついて上乗せ

知的障害者　
身体障害者　
精神障害者

月 32 時間 月 8 時間

児童 月 16 時間 月 10 時間

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯

利用者負担なし市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担

3. 
障
害
者
総
合
支
援
法
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地域生活支援事業 身  知  精

  ◎移動支援  
障害のある方が、社会生活上外出が必要なときまたは余暇活動もしくは社会参加の促進か
ら外出する希望があり、宿泊を伴わず一日の範囲で用務を終えることができるものに対し、
その際の移動の介護を行います。

〈対　象〉
１. 愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
２. 就学児以上の障害児
３. 身体障害者手帳を所持する以下の者
（１）視覚障害者
（２）脳性麻痺者であり、次の基準のいずれにも該当する者
　（ア）脳性麻痺による下肢又は体幹機能障害の程度が 1級又は 2級の手帳の交付を受けた者
　（イ）身体状況が重度訪問介護の対象要件に該当する者
　（ウ）単独での外出が困難な者
（３）身体障害者で上肢かつ下肢かつ体幹の障害が 2級以上であり、65歳未満に手帳の

交付を受けた者
４. 精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者

〈支給量〉

生活サポート事業の「生活支援（見守り）」又は介護給付での「家事援助（見守り）」にて
「見守り」サービスが給付されている場合は、上記「支給量」表にある基本時間数から見
守りサービス決定時間数を差し引いた時間を、移動支援の支給時間とします。

〈利用の助成〉
利用者が移動支援のサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助成します（時間数、
時間あたりの助成額に上限あり）。世帯の収入状況に応じた負担額（原則１割）があります。

利用の便宜を図るため、支給量は、7・8・9 月、10・11・12 月、1・2・3 月、4・5・
6 月の組み合わせによる 3 か月単位での利用もできます。

〈例〉児童で「見守り」と移動支援を両方希望しており、「見守り」は月６時間必要と考える場合
　　　→支給時間は　　・見守り・・・月６時間
　　　　　　　　　　　・移動支援・・・月 10時間 ｝合わせて月16時間となるようにします。

基本 社会生活上不可欠な用務としての上
乗せ（対象者のみ）

夏期休暇期間（７・８月）に
ついて上乗せ

知的障害者　
身体障害者　
精神障害者

月 32 時間 月 8 時間

児童 月 16 時間 月 10 時間

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯

利用者負担なし市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担
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地域生活支援事業 身  知  精

  ◎移動支援  
障害のある方が、社会生活上外出が必要なときまたは余暇活動もしくは社会参加の促進か
ら外出する希望があり、宿泊を伴わず一日の範囲で用務を終えることができるものに対し、
その際の移動の介護を行います。

〈対　象〉
１. 愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
２. 就学児以上の障害児
３. 身体障害者手帳を所持する以下の者
（１）視覚障害者
（２）脳性麻痺者であり、次の基準のいずれにも該当する者
　（ア）脳性麻痺による下肢又は体幹機能障害の程度が 1 級又は 2 級の手帳の交付を受けた者
　（イ）身体状況が重度訪問介護の対象要件に該当する者
　（ウ）単独での外出が困難な者
（３）身体障害者で上肢かつ下肢かつ体幹の障害が 2 級以上であり、65 歳未満に手帳の

交付を受けた者
４. 精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者

〈支給量〉

生活サポート事業の「生活支援（見守り）」又は介護給付での「家事援助（見守り）」にて
「見守り」サービスが給付されている場合は、上記「支給量」表にある基本時間数から見
守りサービス決定時間数を差し引いた時間を、移動支援の支給時間とします。

〈利用の助成〉
利用者が移動支援のサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助成します（時間数、
時間あたりの助成額に上限あり）。世帯の収入状況に応じた負担額（原則１割）があります。

利用の便宜を図るため、支給量は、7・8・9 月、10・11・12 月、1・2・3 月、4・5・
6 月の組み合わせによる 3 か月単位での利用もできます。

〈例〉児童で「見守り」と移動支援を両方希望しており、「見守り」は月６時間必要と考える場合
　　　→支給時間は　　・見守り・・・月６時間
　　　　　　　　　　　・移動支援・・・月 10 時間 ｝合わせて月 16 時間となる

ようにします。

基本 社会生活上不可欠な用務としての上
乗せ（対象者のみ）

夏期休暇期間（７・８月）に
ついて上乗せ

知的障害者　
身体障害者　
精神障害者

月 32 時間 月 8 時間

児童 月 16 時間 月 10 時間

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯

利用者負担なし市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担
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〈単価・算定基準〉
◆単価

◆算定 30 分を最小単位とし、15 分以上経過で次単価額を算定します。
◆利用対象時間は原則午前 6 時～ 午後 10 時までとし、時間帯加算は設定しません。

  ◎生活サポート（見守り）  
見守りとは、おもに介護している家族等が病気や入院、就労等の理由により一時的に対応
が困難となり、かつ他の協力が得られない場合、自宅での対象者の見守りを含む支援を必
要とする方に対して行うサービスです。

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳を所持する身体障害者
（２）愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
（３）精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者
（４）就学児以上の障害児

〈支給量〉

◆ 18 歳に達したとしても高校在学中の場合には「児童」とみなします。
◆移動支援サービス支給も受けたい、または受けている場合、「支給量」表にある基本時

間数から見守りサービス決定時間数を差し引いた時間を、移動支援の支給時間とします。

◆児童（高校生まで）の夏期休暇期間（7 月・8 月）については、月 10 時間が上乗せさ
れます。（変更申請は必要ありません）

〈単価・算定基準〉
◆単価 30 分あたり 800 円以降、時間数に乗じて計算します。
◆算定 30 分を最小単位とし、15 分以上経過で次単価額を算定します。
◆利用対象時間は原則午前 6 時～午後 10 時までとし、時間帯加算は設定し

ません。

移動支援 30分 1時間 1.5 時間 以後 30分
身体介護なし 1,000 円 2,000 円 3,000 円

1,000 円加算
身体介護あり 1,600 円 3,200 円 4,800 円

基本 夏期休暇期間（７・８月）について上乗せ
障害者（18歳以上） 月 32 時間

児童 月 16 時間 月 10 時間

〈例〉児童で「見守り」と移動支援を両方希望しており、「見守り」は月 6 時間必要と考える場合
　　　→支給時間は　　・見守り・・・月 6 時間
　　　　　　　　　　　・移動支援・・・月 10 時間 ｝合わせて月 16 時間となる

ようにします。

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯

利用者負担なし
市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担
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地域生活支援事業 身  知  精

  ◎移動支援  
障害のある方が、社会生活上外出が必要なときまたは余暇活動もしくは社会参加の促進か
ら外出する希望があり、宿泊を伴わず一日の範囲で用務を終えることができるものに対し、
その際の移動の介護を行います。

〈対　象〉
１. 愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
２. 就学児以上の障害児
３. 身体障害者手帳を所持する以下の者
（１）視覚障害者
（２）脳性麻痺者であり、次の基準のいずれにも該当する者
　（ア）脳性麻痺による下肢又は体幹機能障害の程度が 1 級又は 2 級の手帳の交付を受けた者
　（イ）身体状況が重度訪問介護の対象要件に該当する者
　（ウ）単独での外出が困難な者
（３）身体障害者で上肢かつ下肢かつ体幹の障害が 2 級以上であり、65 歳未満に手帳の

交付を受けた者
４. 精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者

〈支給量〉

生活サポート事業の「生活支援（見守り）」又は介護給付での「家事援助（見守り）」にて
「見守り」サービスが給付されている場合は、上記「支給量」表にある基本時間数から見
守りサービス決定時間数を差し引いた時間を、移動支援の支給時間とします。

〈利用の助成〉
利用者が移動支援のサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助成します（時間数、
時間あたりの助成額に上限あり）。世帯の収入状況に応じた負担額（原則１割）があります。

利用の便宜を図るため、支給量は、7・8・9 月、10・11・12 月、1・2・3 月、4・5・
6 月の組み合わせによる 3 か月単位での利用もできます。

〈例〉児童で「見守り」と移動支援を両方希望しており、「見守り」は月６時間必要と考える場合
　　　→支給時間は　　・見守り・・・月６時間
　　　　　　　　　　　・移動支援・・・月 10 時間 ｝合わせて月 16 時間となる

ようにします。

基本 社会生活上不可欠な用務としての上
乗せ（対象者のみ）

夏期休暇期間（７・８月）に
ついて上乗せ

知的障害者　
身体障害者　
精神障害者

月 32 時間 月 8 時間

児童 月 16 時間 月 10 時間

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯

利用者負担なし市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担
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〈単価・算定基準〉
◆単価

◆算定 30 分を最小単位とし、15 分以上経過で次単価額を算定します。
◆利用対象時間は原則午前 6 時～ 午後 10 時までとし、時間帯加算は設定しません。

  ◎生活サポート（見守り）  
見守りとは、おもに介護している家族等が病気や入院、就労等の理由により一時的に対応
が困難となり、かつ他の協力が得られない場合、自宅での対象者の見守りを含む支援を必
要とする方に対して行うサービスです。

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳を所持する身体障害者
（２）愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
（３）精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者
（４）就学児以上の障害児

〈支給量〉

◆ 18 歳に達したとしても高校在学中の場合には「児童」とみなします。
◆移動支援サービス支給も受けたい、または受けている場合、「支給量」表にある基本時

間数から見守りサービス決定時間数を差し引いた時間を、移動支援の支給時間とします。

◆児童（高校生まで）の夏期休暇期間（7 月・8 月）については、月 10 時間が上乗せさ
れます。（変更申請は必要ありません）

〈単価・算定基準〉
◆単価 30 分あたり 800 円以降、時間数に乗じて計算します。
◆算定 30 分を最小単位とし、15 分以上経過で次単価額を算定します。
◆利用対象時間は原則午前 6 時～午後 10 時までとし、時間帯加算は設定し

ません。

移動支援 30分 1時間 1.5 時間 以後 30分
身体介護なし 1,000 円 2,000 円 3,000 円

1,000 円加算
身体介護あり 1,600 円 3,200 円 4,800 円

基本 夏期休暇期間（７・８月）について上乗せ
障害者（18歳以上） 月 32 時間

児童 月 16 時間 月 10 時間

〈例〉児童で「見守り」と移動支援を両方希望しており、「見守り」は月 6 時間必要と考える場合
　　　→支給時間は　　・見守り・・・月 6 時間
　　　　　　　　　　　・移動支援・・・月 10 時間 ｝合わせて月 16 時間となる

ようにします。

児童とみなします。

次の単価額で算定します。

見守りとは、おもに介護している家族などが病気や入院、就労などの理由により一時的に
対応が困難となり、かつ他の協力が得られない場合、自宅での対象者の見守りを含む支援
を必要とする方に対して行うサービスです。

身体障害者手帳を所持する身体障害のある方
愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害のある方
精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害のある方
就学児以上の障害のあるお子さん

障害のある方（18 歳以上）

3.
障
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ページ
つづき
〈利用の助成〉
利用者が移動支援のサービスを提供する事業者に対して支払うがくの一部を助成します（時間数、時間あたりの
助成がくに上限あり。世帯の収入状況に応じた負担額（原則 割があります。
世帯区分、生活保護世帯、市町村みん税非課税世帯、利用者負担、利用者負担なし
世帯区分、市町村みん税課税世帯、利用者負担、単価の ％負担

〈単価、算定基準〉
単価、移動支援、身体介護なし
さんじゅっぷん、せんえん、１時間、にせんえん、いってんご時間、さんぜんえん、以後さんじゅっぷん、せん
えん加算
単価、移動支援、身体介護あり
さんじゅっぷん、せんろっぴゃくえん、いち時間、さんぜんにひゃくえん、いってんご時間、 えん、以後
さんじゅっぷん、せんえん加算
算定 分を最小たんいとし、 分以上経過で、次の単価がくで算定します。
利用対象時間は原則午前 時から午後 時までとし、時間帯加算は設定しません。

生活サポート（見守り
見守りとは、おもに介護している家族などが病気や入院、就労などの理由により一時的に対応が困難となり、か
つ他の協力が得られない場合、自宅での対象者の見守りを含む支援を必要とするかたに対して行うサービスです。
〈対象〉
（１、身体障害者手帳を所持する身体障害のある方
（２、愛の手帳（療育手帳、を所持する知的障害のある方
（３、精神障害者保険福祉手帳を所持する精神障害のある方
（４、就学じ以上の障害のあるお子さん
〈支給量〉
障害のある方、（ 歳以上、基本、月 時間
じどう、基本、月 時間、夏期休暇期間（７月、８月について上乗せ、月 時間

歳に達したとしても高校在学中の場合には「じどう」とみなします。
移動支援サービス支給も受けたい、または受けている場合、支給量ひょうにある基本時間数から見守りサービス
決定時間数を差し引いた時間を、移動支援の支給時間とします。
〈例、 じどうで見守りと移動支援を両ほう希望しており、見守りは月６時間必要と考える場合
支給時間は
・見守り・・・つき６時間
・移動支援・・・つき 時間
合わせて月 時間となるようにします。
つづく
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地域生活支援事業 身  知  精

  ◎移動支援  
障害のある方が、社会生活上外出が必要なときまたは余暇活動もしくは社会参加の促進か
ら外出する希望があり、宿泊を伴わず一日の範囲で用務を終えることができるものに対し、
その際の移動の介護を行います。

〈対　象〉
１. 愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
２. 就学児以上の障害児
３. 身体障害者手帳を所持する以下の者
（１）視覚障害者
（２）脳性麻痺者であり、次の基準のいずれにも該当する者
　（ア）脳性麻痺による下肢又は体幹機能障害の程度が 1 級又は 2 級の手帳の交付を受けた者
　（イ）身体状況が重度訪問介護の対象要件に該当する者
　（ウ）単独での外出が困難な者
（３）身体障害者で上肢かつ下肢かつ体幹の障害が 2 級以上であり、65 歳未満に手帳の

交付を受けた者
４. 精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者

〈支給量〉

生活サポート事業の「生活支援（見守り）」又は介護給付での「家事援助（見守り）」にて
「見守り」サービスが給付されている場合は、上記「支給量」表にある基本時間数から見
守りサービス決定時間数を差し引いた時間を、移動支援の支給時間とします。

〈利用の助成〉
利用者が移動支援のサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助成します（時間数、
時間あたりの助成額に上限あり）。世帯の収入状況に応じた負担額（原則１割）があります。

利用の便宜を図るため、支給量は、7・8・9 月、10・11・12 月、1・2・3 月、4・5・
6 月の組み合わせによる 3 か月単位での利用もできます。

〈例〉児童で「見守り」と移動支援を両方希望しており、「見守り」は月６時間必要と考える場合
　　　→支給時間は　　・見守り・・・月６時間
　　　　　　　　　　　・移動支援・・・月 10 時間 ｝合わせて月 16 時間となる

ようにします。

基本 社会生活上不可欠な用務としての上
乗せ（対象者のみ）

夏期休暇期間（７・８月）に
ついて上乗せ

知的障害者　
身体障害者　
精神障害者

月 32 時間 月 8 時間

児童 月 16 時間 月 10 時間

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯

利用者負担なし市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担
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〈単価・算定基準〉
◆単価

◆算定 30 分を最小単位とし、15 分以上経過で次単価額を算定します。
◆利用対象時間は原則午前 6 時～ 午後 10 時までとし、時間帯加算は設定しません。

  ◎生活サポート（見守り）  
見守りとは、おもに介護している家族等が病気や入院、就労等の理由により一時的に対応
が困難となり、かつ他の協力が得られない場合、自宅での対象者の見守りを含む支援を必
要とする方に対して行うサービスです。

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳を所持する身体障害者
（２）愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
（３）精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者
（４）就学児以上の障害児

〈支給量〉

◆ 18 歳に達したとしても高校在学中の場合には「児童」とみなします。
◆移動支援サービス支給も受けたい、または受けている場合、「支給量」表にある基本時

間数から見守りサービス決定時間数を差し引いた時間を、移動支援の支給時間とします。

◆児童（高校生まで）の夏期休暇期間（7 月・8 月）については、月 10 時間が上乗せさ
れます。（変更申請は必要ありません）

〈単価・算定基準〉
◆単価 30 分あたり 800 円以降、時間数に乗じて計算します。
◆算定 30 分を最小単位とし、15 分以上経過で次単価額を算定します。
◆利用対象時間は原則午前 6 時～午後 10 時までとし、時間帯加算は設定し

ません。

移動支援 30分 1時間 1.5 時間 以後 30分
身体介護なし 1,000 円 2,000 円 3,000 円

1,000 円加算
身体介護あり 1,600 円 3,200 円 4,800 円

基本 夏期休暇期間（７・８月）について上乗せ
障害者（18歳以上） 月 32 時間

児童 月 16 時間 月 10 時間

〈例〉児童で「見守り」と移動支援を両方希望しており、「見守り」は月 6 時間必要と考える場合
　　　→支給時間は　　・見守り・・・月 6 時間
　　　　　　　　　　　・移動支援・・・月 10 時間 ｝合わせて月 16 時間となる

ようにします。
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〈利用の助成〉
利用者が生活サポートのサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助成します。
（時間数、時間あたりの助成額に上限あり）
世帯の収入状況に応じた負担額（原則 1 割） があります。

  ◎日中一時支援  
障害のある方の日中における活動の場を確保し、また日常的に介護している家族の一時的
な休息を目的として、施設に滞在するものです。

〈対　象〉
（１）愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
（２）就学児以上の障害児

〈単価・算定基準〉
利用時間区分による算定日数と単価は次のとおりです。

〈支給量〉
前項「単価・算定基準」にある算定日数に基づき、一人当たりひと月合計 7 日の利用が
できます。

◆利用者が「短期入所」の支給も受けている場合は、「日中一時支援」と「短期入所」は、
それぞれ 7 日 / 月ご利用いただけます。

◆利用日数の管理は支給決定時にお渡しする「日中一時支援（日帰りショートステイ）利
用者管理表」により行ないます。

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯

利用者負担なし
市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担

時間区分 4時間以下 4時間超 8時間以下 8時間超

算定日数 1/4 日 1/2 日 3/4 日

単価 2,500 円 5,000 円 7,500 円

〈例〉3 時間の利用を 4 回行なった場合
「単価・算定基準」表により、「4 時間以下」の算定は「1/4 日」なので、これを 4 回使うと
「1/4 × 4 ＝ 1」でつまり「1 日」利用したということになります。
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〈利用の助成〉
利用者が生活サポートのサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助成します。
（時間数、時間あたりの助成額に上限あり）
世帯の収入状況に応じた負担額（原則 1 割） があります。

  ◎日中一時支援  
障害のある方の日中における活動の場を確保し、また日常的に介護している家族の一時的
な休息を目的として、施設に滞在するものです。

〈対　象〉
（１）愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
（２）就学児以上の障害児

〈単価・算定基準〉
利用時間区分による算定日数と単価は次のとおりです。

〈支給量〉
前項「単価・算定基準」にある算定日数に基づき、一人当たりひと月合計 7 日の利用が
できます。

◆利用者が「短期入所」の支給も受けている場合は、「日中一時支援」と「短期入所」は、
それぞれ 7 日 / 月ご利用いただけます。

◆利用日数の管理は支給決定時にお渡しする「日中一時支援（日帰りショートステイ）利
用者管理表」により行ないます。

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯

利用者負担なし
市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担

時間区分 4時間以下 4時間超 8時間以下 8時間超

算定日数 1/4 日 1/2 日 3/4 日

単価 2,500 円 5,000 円 7,500 円

〈例〉3 時間の利用を 4 回行なった場合
「単価・算定基準」表により、「4 時間以下」の算定は「1/4 日」なので、これを 4 回使うと
「1/4 × 4 ＝ 1」でつまり「1 日」利用したということになります。
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〈利用の助成〉
利用者が日中一時支援のサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助成します。
（時間数、時間あたりの助成額に上限あり）
世帯の収入状況に応じた負担額（原則 1 割） があります。

  ◎心身障害者（児）施設緊急一時保護  

〈対　象〉
保護者または家族の疾病、出産、事故、冠婚葬祭、休養等のため一時的に介護が受けられ
なくなる 6 歳（学齢児）以上（介護保険の対象者を除く。）の障害者

〈給付の内容等〉
対象者を施設にて保護します。年間 24 泊以内。
1 回の利用は 6 泊 7 日以内。

〈制　限〉
食事代等の実費負担と、基準日額の 1 割（生活保護世帯免除）の自己負担があります。

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯

利用者負担なし
市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担

800 円、以降、時間数に乗じて計算します。
次の単価額で算定します。

愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害のある方
就学児以上の障害のあるお子さん

◆児童（高校生まで）の夏期休暇期間（７・８月）については、月 10 時間が上乗せされ　
　ます。（変更申請は必要ありません。）
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ページ
つづき
じどう（高校生までの夏期休暇期間（ 、 月については、月 時間が上乗せされます。（変更申請は必要あり
ません
〈単価、算定基準〉
・単価 分あたり八百円、以降、時間数に乗じて計算します。
・算定 分を最小たんいとし、 分以上経過で次の単価がくで算定します。
・利用対象時間は原則午前 時から午後 時までとし、時間帯加算は設定しません。

〈利用の助成〉
利用者が生活サポートのサービスを提供する事業者に対して支払うがくの一部を助成します
（時間数、時間あたりの助成がくに上限あり。
世帯の収入状況に応じた負担額、（原則 割があります。
世帯区分
生活保護世帯、市町村みん税非課税世帯、利用者負担、利用者負担なし
世帯区分
市町村みん税課税世帯、利用者負担、単価の ％負担
日中、一時支援
障害のあるかたの、にっちゅうにおける活動の場を確保し、また日常的に介護している家族の一時的な休息を目
的として、施設に滞在するものです。
〈対象〉
（１、愛の手帳（療育手帳、を所持する知的障害のある方
（２、就学じ以上の障害のあるお子さん

〈単価、算定基準〉
利用時間区分による算定日数と単価は次のとおりです。
時間区分
時間以下、算定日数、４ぶんの１にち、単価 円
時間超 時間以下、算定日数、 ぶんの１にち、単価 円
時間超、算定日数、４ぶんの 日、単価 円

つづく
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地域生活支援事業 身  知  精

  ◎移動支援  
障害のある方が、社会生活上外出が必要なときまたは余暇活動もしくは社会参加の促進か
ら外出する希望があり、宿泊を伴わず一日の範囲で用務を終えることができるものに対し、
その際の移動の介護を行います。

〈対　象〉
１. 愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
２. 就学児以上の障害児
３. 身体障害者手帳を所持する以下の者
（１）視覚障害者
（２）脳性麻痺者であり、次の基準のいずれにも該当する者
　（ア）脳性麻痺による下肢又は体幹機能障害の程度が 1 級又は 2 級の手帳の交付を受けた者
　（イ）身体状況が重度訪問介護の対象要件に該当する者
　（ウ）単独での外出が困難な者
（３）身体障害者で上肢かつ下肢かつ体幹の障害が 2 級以上であり、65 歳未満に手帳の

交付を受けた者
４. 精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者

〈支給量〉

生活サポート事業の「生活支援（見守り）」又は介護給付での「家事援助（見守り）」にて
「見守り」サービスが給付されている場合は、上記「支給量」表にある基本時間数から見
守りサービス決定時間数を差し引いた時間を、移動支援の支給時間とします。

〈利用の助成〉
利用者が移動支援のサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助成します（時間数、
時間あたりの助成額に上限あり）。世帯の収入状況に応じた負担額（原則１割）があります。

利用の便宜を図るため、支給量は、7・8・9 月、10・11・12 月、1・2・3 月、4・5・
6 月の組み合わせによる 3 か月単位での利用もできます。

〈例〉児童で「見守り」と移動支援を両方希望しており、「見守り」は月６時間必要と考える場合
　　　→支給時間は　　・見守り・・・月６時間
　　　　　　　　　　　・移動支援・・・月 10 時間 ｝合わせて月 16 時間となる

ようにします。

基本 社会生活上不可欠な用務としての上
乗せ（対象者のみ）

夏期休暇期間（７・８月）に
ついて上乗せ

知的障害者　
身体障害者　
精神障害者

月 32 時間 月 8 時間

児童 月 16 時間 月 10 時間

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯

利用者負担なし市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担
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〈単価・算定基準〉
◆単価

◆算定 30 分を最小単位とし、15 分以上経過で次単価額を算定します。
◆利用対象時間は原則午前 6 時～ 午後 10 時までとし、時間帯加算は設定しません。

  ◎生活サポート（見守り）  
見守りとは、おもに介護している家族等が病気や入院、就労等の理由により一時的に対応
が困難となり、かつ他の協力が得られない場合、自宅での対象者の見守りを含む支援を必
要とする方に対して行うサービスです。

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳を所持する身体障害者
（２）愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
（３）精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者
（４）就学児以上の障害児

〈支給量〉

◆ 18 歳に達したとしても高校在学中の場合には「児童」とみなします。
◆移動支援サービス支給も受けたい、または受けている場合、「支給量」表にある基本時

間数から見守りサービス決定時間数を差し引いた時間を、移動支援の支給時間とします。

◆児童（高校生まで）の夏期休暇期間（7 月・8 月）については、月 10 時間が上乗せさ
れます。（変更申請は必要ありません）

〈単価・算定基準〉
◆単価 30 分あたり 800 円以降、時間数に乗じて計算します。
◆算定 30 分を最小単位とし、15 分以上経過で次単価額を算定します。
◆利用対象時間は原則午前 6 時～午後 10 時までとし、時間帯加算は設定し

ません。

移動支援 30分 1時間 1.5 時間 以後 30分
身体介護なし 1,000 円 2,000 円 3,000 円

1,000 円加算
身体介護あり 1,600 円 3,200 円 4,800 円

基本 夏期休暇期間（７・８月）について上乗せ
障害者（18歳以上） 月 32 時間

児童 月 16 時間 月 10 時間

〈例〉児童で「見守り」と移動支援を両方希望しており、「見守り」は月 6 時間必要と考える場合
　　　→支給時間は　　・見守り・・・月 6 時間
　　　　　　　　　　　・移動支援・・・月 10 時間 ｝合わせて月 16 時間となる

ようにします。
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〈利用の助成〉
利用者が生活サポートのサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助成します。
（時間数、時間あたりの助成額に上限あり）
世帯の収入状況に応じた負担額（原則 1 割） があります。

  ◎日中一時支援  
障害のある方の日中における活動の場を確保し、また日常的に介護している家族の一時的
な休息を目的として、施設に滞在するものです。

〈対　象〉
（１）愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
（２）就学児以上の障害児

〈単価・算定基準〉
利用時間区分による算定日数と単価は次のとおりです。

〈支給量〉
前項「単価・算定基準」にある算定日数に基づき、一人当たりひと月合計 7 日の利用が
できます。

◆利用者が「短期入所」の支給も受けている場合は、「日中一時支援」と「短期入所」は、
それぞれ 7 日 / 月ご利用いただけます。

◆利用日数の管理は支給決定時にお渡しする「日中一時支援（日帰りショートステイ）利
用者管理表」により行ないます。

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯

利用者負担なし
市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担

時間区分 4時間以下 4時間超 8時間以下 8時間超

算定日数 1/4 日 1/2 日 3/4 日

単価 2,500 円 5,000 円 7,500 円

〈例〉3 時間の利用を 4 回行なった場合
「単価・算定基準」表により、「4 時間以下」の算定は「1/4 日」なので、これを 4 回使うと
「1/4 × 4 ＝ 1」でつまり「1 日」利用したということになります。
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〈利用の助成〉
利用者が生活サポートのサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助成します。
（時間数、時間あたりの助成額に上限あり）
世帯の収入状況に応じた負担額（原則 1 割） があります。

  ◎日中一時支援  
障害のある方の日中における活動の場を確保し、また日常的に介護している家族の一時的
な休息を目的として、施設に滞在するものです。

〈対　象〉
（１）愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
（２）就学児以上の障害児

〈単価・算定基準〉
利用時間区分による算定日数と単価は次のとおりです。

〈支給量〉
前項「単価・算定基準」にある算定日数に基づき、一人当たりひと月合計 7 日の利用が
できます。

◆利用者が「短期入所」の支給も受けている場合は、「日中一時支援」と「短期入所」は、
それぞれ 7 日 / 月ご利用いただけます。

◆利用日数の管理は支給決定時にお渡しする「日中一時支援（日帰りショートステイ）利
用者管理表」により行ないます。

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯

利用者負担なし
市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担

時間区分 4時間以下 4時間超 8時間以下 8時間超

算定日数 1/4 日 1/2 日 3/4 日

単価 2,500 円 5,000 円 7,500 円

〈例〉3 時間の利用を 4 回行なった場合
「単価・算定基準」表により、「4 時間以下」の算定は「1/4 日」なので、これを 4 回使うと
「1/4 × 4 ＝ 1」でつまり「1 日」利用したということになります。
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〈利用の助成〉
利用者が生活サポートのサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助成します。
（時間数、時間あたりの助成額に上限あり）
世帯の収入状況に応じた負担額（原則 1 割） があります。

  ◎日中一時支援  
障害のある方の日中における活動の場を確保し、また日常的に介護している家族の一時的
な休息を目的として、施設に滞在するものです。

〈対　象〉
（１）愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
（２）就学児以上の障害児

〈単価・算定基準〉
利用時間区分による算定日数と単価は次のとおりです。

〈支給量〉
前項「単価・算定基準」にある算定日数に基づき、一人当たりひと月合計 7 日の利用が
できます。

◆利用者が「短期入所」の支給も受けている場合は、「日中一時支援」と「短期入所」は、
それぞれ 7 日 / 月ご利用いただけます。

◆利用日数の管理は支給決定時にお渡しする「日中一時支援（日帰りショートステイ）利
用者管理表」により行ないます。

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯

利用者負担なし
市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担

時間区分 4時間以下 4時間超 8時間以下 8時間超

算定日数 1/4 日 1/2 日 3/4 日

単価 2,500 円 5,000 円 7,500 円

〈例〉3 時間の利用を 4 回行なった場合
「単価・算定基準」表により、「4 時間以下」の算定は「1/4 日」なので、これを 4 回使うと
「1/4 × 4 ＝ 1」でつまり「1 日」利用したということになります。
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〈利用の助成〉
利用者が日中一時支援のサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助成します。
（時間数、時間あたりの助成額に上限あり）
世帯の収入状況に応じた負担額（原則 1 割） があります。

  ◎心身障害者（児）施設緊急一時保護  

〈対　象〉
保護者または家族の疾病、出産、事故、冠婚葬祭、休養等のため一時的に介護が受けられ
なくなる 6 歳（学齢児）以上（介護保険の対象者を除く。）の障害者

〈給付の内容等〉
対象者を施設にて保護します。年間 24 泊以内。
1 回の利用は 6 泊 7 日以内。

〈制　限〉
食事代等の実費負担と、基準日額の 1 割（生活保護世帯免除）の自己負担があります。

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯

利用者負担なし
市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担

行います。

保護者または家族疾病、出産、事故、冠婚葬祭、休養などのため一時的に介護が受けられ
なくなる 6 歳（学齢児）以上（介護保健の対象者を除く。）の障害のある方（児）

食事代などの実費負担と、基準日額の 1 割（生活保護世帯免除）の自己負担があります。

あたり
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つづき
〈支給量〉
前項単価、算定基準にある算定日数に基づき、一人当たり、ひとつき合計７日の利用ができます。
〈例〉３時間の利用を４回行なった場合
単価、算定基準ひょうにより、４時間以下の算定は４ぶんの１にちなので、これを４回使うと４ぶんの かける
イコール 、でつまりいちにち利用したということになります。

利用者が短期入所の支給も受けている場合は、にっちゅういちじ支援と短期入所は、それぞれ１か月に７日ご利
用いただけます。
利用日数の管理は支給決定時にお渡しするにっちゅういちじ支援、（日帰りショートステイ、利用者管理ひょう
により行ないます。

〈利用の助成〉
利用者がにっちゅういちじ支援のサービスを提供する事業者に対して支払うがくの一部を助成します
（時間数、時間あたりの助成がくに上限あり。
世帯の収入状況に応じた負担がく（原則 割があります。

世帯区分、生活保護世帯、市町村みん税非課税世帯、利用者負担、利用者負担なし
世帯区分、市町村みん税課税世帯、利用者負担、単価の ％負担

心身障害者（じ、施設緊急一時保護
〈対象〉
保護者または家族の疾病、出産、事故、冠婚葬祭、休養などのため一時的に介護が受けられなくなる６歳、 学
齢じ以上（介護保険の対象者を除く。の障害のある方、（児）
〈給付の内容とう〉
対象者を施設にて保護します。年間 泊以内
回の利用は６泊７日以内

〈制限〉
食事代などの実費負担と、基準にちがくの 割、（生活保護世帯免除）の自己負担があります。
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  ◎地域活動支援センター（保谷障害者福祉センター）  

障害のある方が日中の活動の場として通所をし、機能訓練、創作的活動、社会生活への適
応のために必要な訓練等を行い、障害のある方の自立の促進、生活の改善、機能の維持向
上等を図ります。

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳を所持する身体障害者
（２）愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
（３）精神保健福祉手帳を所持する精神障害者
（１）～（３）の対象者で地域活動支援センターに通い、自立した日常生活及び社会生活

を営むための支援を要する方

〈支給量〉
◆利用する方及びセンターの状況等を勘案した上で決定します。
◆一回の利用算定にひと月の通所回数を乗じて支給量（日数）を算出します。

※例：1 回 3 時間を月 10 回利用する場合、0.5 日× 10 回 =5 日の支給となります。

〈単価・算定基準〉
利用単価は次のとおりです。（利用者区分は区分判定票により調査を行い決定します）

入浴・送迎を利用する場合は加算があります。

〈利用の助成〉
利用者が地域活動支援センターのサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助
成します。世帯の収入状況に応じた負担額（原則 1 割）があります。

4 時間以下 4時間超
6時間以下 6時間超

0.5 日 0.75 日 1日

区分 4時間以下 4時間超
6時間以下 6時間超

区分Ａ 2,930 円 4,890 円 6,360 円

区分Ｂ 2,670 円 4,440 円 5,780 円

区分Ｃ 2,390 円 4,000 円 5,200 円

入浴 一回あたり 400円

送迎 片道 540円

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯 なし

市町村民税非課税世帯 なし

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担

障害のある方が日中の活動の場として通所をし、機能訓練、創作的活動、社会生活への適
応のために必要な訓練などを行い、障害のある方の自立の促進、生活の改善、機能の維持
向上などを図ります。

身体障害者手帳を所持する身体障害のある方
愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害のある方
精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害のある方

　　　　　の対象者で地域活動支援センターに通い、自立した日常生活および社会生
活を営むための支援を要する方

利用する方およびセンターの状況等を勘案した上で決定します。
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地域活動支援センター、（保谷障害者福祉センター
障害のあるかたが日中の活動の場としてつうしょをし、機能訓練、創作的活動、社会生活への適応のために必要
な訓練などを行い、障害のあるかたの自立の促進、生活の改善、機能の維持向上などを図ります。
〈対象〉
（１、身体障害者手帳を所持する身体障害のある方
（２、愛の手帳（療育手帳、を所持する知的障害のある方
（３、精神保健福祉手帳を所持する精神障害のある方
（１、から（３、の対象者で地域活動支援センターに通い、自立した日常生活および社会生活を営むための支援
を要するかた
〈支給量〉
利用するかたおよびセンターの状況とうを勘案した上で決定します。
一回の利用算定にひとつきの通所回数を乗じて支給量、（日数、を算出します。
時間以下、れいてんごにち
時間超 時間以下、れいてんななごうにち
時間超、 にち

※、例： 回 時間を月 回利用する場合、れいてんごにちかける 回イコール にちの支給となります。
〈単価、算定基準〉
利用単価は次のとおりです。（利用者区分は区分判定票により調査を行い決定します
区分Ａ、 時間以下、 円、 時間超 時間以下、 円、 時間超、 円
区分Ｂ、 時間以下、 円、 時間超 時間以下、 円、 時間超、 円
区分Ｃ、 時間以下、 円、 時間超 時間以下、 円、 時間超、 円
入浴、送迎を利用する場合は加算があります
入浴１回あたり 円、送迎片道 円
〈利用の助成〉
利用者が地域活動支援センターのサービスを提供する事業者に対して支払うがくの一部を助成します。世帯の収
入状況に応じた負担額（原則 割があります。
世帯区分
生活保護世帯、市町村みん税非課税世帯、利用者負担、なし
世帯区分
市町村みん税課税世帯、利用者負担、単価の ％負担
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  ◎地域活動支援センター（保谷障害者福祉センター）  

障害のある方が日中の活動の場として通所をし、機能訓練、創作的活動、社会生活への適
応のために必要な訓練等を行い、障害のある方の自立の促進、生活の改善、機能の維持向
上等を図ります。

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳を所持する身体障害者
（２）愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
（３）精神保健福祉手帳を所持する精神障害者
（１）～（３）の対象者で地域活動支援センターに通い、自立した日常生活及び社会生活

を営むための支援を要する方

〈支給量〉
◆利用する方及びセンターの状況等を勘案した上で決定します。
◆一回の利用算定にひと月の通所回数を乗じて支給量（日数）を算出します。

※例：1 回 3 時間を月 10 回利用する場合、0.5 日× 10 回 =5 日の支給となります。

〈単価・算定基準〉
利用単価は次のとおりです。（利用者区分は区分判定票により調査を行い決定します）

入浴・送迎を利用する場合は加算があります。

〈利用の助成〉
利用者が地域活動支援センターのサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助
成します。世帯の収入状況に応じた負担額（原則 1 割）があります。

4 時間以下 4時間超
6時間以下 6時間超

0.5 日 0.75 日 1日

区分 4時間以下 4時間超
6時間以下 6時間超

区分Ａ 2,930 円 4,890 円 6,360 円

区分Ｂ 2,670 円 4,440 円 5,780 円

区分Ｃ 2,390 円 4,000 円 5,200 円

入浴 一回あたり 400円

送迎 片道 540円

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯 なし

市町村民税非課税世帯 なし

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担

◎重症心身障害児（者）等在宅レスパイト事業

日常的に医療的ケアの必要な重症心身障害のあるお子さん（方）などの自宅に看護師を派
遣し、一定時間、医療的ケアおよび療養上の介助（食事ケア、排泄ケア、体位交換など）
を行うことで、家族などの介護負担を軽減します。対象者に該当している方で事業利用を
ご希望の場合はホームページをご覧いただくか、障害福祉課にお問い合わせください。

〈対　象〉
次のいずれにも該当する方を介護する家族など

（1）市内に住所を有し、家族などによる介護を受け在宅で生活している 65 歳未満の方
（2）医療的ケア（※１）を必要とし、主治医の指示のもと、現に訪問看護を利用している方
（3）次のいずれかに該当する方
　ア　重症心身障害児（者）（※ 2）
　イ　重症心身障害児に該当しない 18 歳未満の障害のあるお子さん
　　　※１　対象となる医療的ケアの内容については障害福祉課までご連絡ください。
　　　※２　身体障害者手帳１級または２級（歩行困難な程度）かつ、愛の手帳 1・2 度　
　　　　　　が重複しており、18 歳未満にその状態になった方

〈利用時間・回数〉
（1）訪問回数は年間 36 回を超えない範囲で、月４回が上限です。
　※年度途中で登録決定された場合、決定月から残りの月数を数え、その残月× 3 回　　　　　　
　　（36 回÷ 12 月＝ 3 回）が利用可能回数です。
　　（例えば、７月決定の場合…９月× 3 回＝ 27 回）

（2）１回につき、２時間から４時間まで 30 分単位で利用できます。

〈問合せ〉
障害福祉課　（内線 :12346、12348）
直通電話　　（042）420-2805
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◎重症心身障害児（者）等在宅レスパイト事業
日常的に医療的ケアの必要な重症心身障害のあるお子さん（かた）などの自宅に看護師を派遣し､一定時間、医
療的ケアおよび療養上の介助（食事ケア、排泄ケア、体位交換など）を行うことで、家族などの介護負担を軽
減します。対象者に該当している方で事業利用をご希望の場合はホームページをご覧いただくか、障害福祉課
にお問い合わせください。
〈対象〉
次のいずれにも該当する方を介護する家族など
（ ）市内に住所を有し、家族などによる介護を受け在宅で生活している 歳未満の方
（ ）医療的ケア（※１）を必要とし、主治医の指示のもと、現に訪問看護を利用している方
（ ）次のいずれかに該当する方
ア、 重症心身障害児（者）（※ ）
イ、 重症心身障害児に該当しない 歳未満の障害のあるお子さん

※１ 対象となる医療的ケアの内容については障害福祉課までご連絡ください。
※２ 身体障害者手帳１級または２級（歩行困難な程度）かつ、愛の手帳 、 度が重複しており、 歳未満にそ
の状態になったかた
〈利用時間・回数〉
（ ）訪問回数は年間 回を超えない範囲で、月４回が上限です。
※年度途中で登録決定された場合、決定つきから残りの、つきすうを数え、その残つき×３回（ 回ワル 月
＝３回）が利用可能回数です。（例えば、７月決定の場合…９月×３回＝２７回）
（ ）１回につき、２時間から４時間まで 分単位で利用できます。
〈問合せ〉
障害福祉課 （内線 、 ）
直通電話
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  ◎地域活動支援センター（保谷障害者福祉センター）  

障害のある方が日中の活動の場として通所をし、機能訓練、創作的活動、社会生活への適
応のために必要な訓練等を行い、障害のある方の自立の促進、生活の改善、機能の維持向
上等を図ります。

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳を所持する身体障害者
（２）愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
（３）精神保健福祉手帳を所持する精神障害者
（１）～（３）の対象者で地域活動支援センターに通い、自立した日常生活及び社会生活

を営むための支援を要する方

〈支給量〉
◆利用する方及びセンターの状況等を勘案した上で決定します。
◆一回の利用算定にひと月の通所回数を乗じて支給量（日数）を算出します。

※例：1 回 3 時間を月 10 回利用する場合、0.5 日× 10 回 =5 日の支給となります。

〈単価・算定基準〉
利用単価は次のとおりです。（利用者区分は区分判定票により調査を行い決定します）

入浴・送迎を利用する場合は加算があります。

〈利用の助成〉
利用者が地域活動支援センターのサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助
成します。世帯の収入状況に応じた負担額（原則 1 割）があります。

4 時間以下 4時間超
6時間以下 6時間超

0.5 日 0.75 日 1 日

区分 4時間以下 4時間超
6時間以下 6時間超

区分Ａ 2,930 円 4,890 円 6,360 円

区分Ｂ 2,670 円 4,440 円 5,780 円

区分Ｃ 2,390 円 4,000 円 5,200 円

入浴 一回あたり 400 円

送迎 片道 540 円

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯 なし

市町村民税非課税世帯 なし

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担
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その他のサービス 身  知  精  難

   サービスの名称 内容 掲載ページ
補
装
具

補装具費の支給 身体上の機能を補うために補装具を必要とする方に
対し、購入修理、借受けにかかる費用を支給します。 44 ページ

自
立
支
援
医
療

精神通院医療
精神障害や、それを原因とする病気について、継続
的に通院して治療を行う必要がある人のための医療
に係る医療費の一部または全部を給付します。

86 ページ

更生医療
身体障害がある人の障害の程度を軽くしたり、手術
などで日常生活や職業能力を高めたりするための医
療に係る医療費の一部または全部を給付します。

87 ページ

育成医療
身体障害がある児童の障害の程度を軽くしたり、手
術などで日常生活などの能力を高めるための医療に
係る医療費の一部または全部を給付します。

87 ページ

地
域
生
活
支
援
事
業

日常生活用具の給付
在宅重度心身障害者（児）及び対象とされている難
病等による障害のある方の日常生活を容易にするた
め、日常生活用具の給付をします。

46 ページ

在宅重度心身障害者（児）
入浴サービス

ご家庭で入浴することが困難な寝たきり等の重度身
体障害者（児）に対し、定期的に巡回入浴車がお宅
へ訪問し、部屋の中に浴槽を持ち込み、専門スタッ
フが入浴の介護を行います。

49 ページ

意思疎通支援

手話通訳者の派遣
健聴者との意思疎通を円滑にするため手話通訳を必
要とする場合、手話通訳者を派遣します。
要約筆記者の派遣
健聴者等との意思疎通を円滑にするため要約筆記を
必要とする場合、要約筆記者を派遣します。
手話通訳者の配置
障害福祉課に手話通訳者を配置します。

54 ページ
55 ページ

自動車運転教習
費用の補助・

自動車改造費の助成

自動車運転教習費用の補助：心身障害者が自動車運
転免許を取得する場合、または免許の限定解除を受
ける場合、費用の一部を助成します。
自動車改造費の助成：購入または所有する自動車に、
アクセル、ブレーキなどの改造が必要な場合、経費
の一部を助成します。

100 ページ
101 ページ

中等度難聴児の補聴器
購入費の補助

身体障害者手帳の交付の対象とならない 18 歳未満
の中等度の難聴児の方に、言語取得やコミュ二ケー
ション能力の向上を促進するため、補聴器購入費用
の一部を市が助成します。

45 ページ

 重度身体障害者
緊急通報システム

専用通報機等の貸与（貸与した機器を通して、家庭
内での緊急事態を受信センターに通報したり、受信
センターを通して、東京消防庁に通報できます。）

62 ページ

  ◎知的障害者グループホーム家賃助成事業

グループホームに入居している知的障害のある方に、その利用に係る家賃の一部を対象
者の所得に応じて助成を行い、経済的負担の軽減を図ります。所得要件など詳細につい
ては、障害福祉課までお問い合わせください。

〈対象〉
（１）都内のグループホーム（滞在型）に入居している知的障害のある方
（２）所得要件を満たす方（月額の収入から控除を差し引いた額が 97,000 円未満）

〈家賃助成額〉

〈問合せ〉	
障害福祉課（内線：12342、12271）
直通電話　 （042）420-2804

利用者の所得 家賃助成額

１ 月額 73,000 円未満

月額 24,000 円
※特定障害者特別給付費の支給の対象となる方は、
月額 14,000 円
※家賃額が家賃助成額を下回る場合は、当該家賃額

２ 月額 73,000 円以上 97,000 円未満

月額 12,000 円
※特定障害者特別給付費の支給の対象となる方は、
月額 2,000 円
※家賃額が家賃助成額を下回る場合は、当該家賃額
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ページ
知的障害者グループホーム家賃助成事業
グループホームに入居している知的障害のある方に、その利用に係る家賃の一部を対象者の所得に応じて助成
を行い、経済的負担の軽減を図ります。所得要件など詳細については、障害福祉課までお問い合わせください。
〈対象〉
（１）都ないのグループホーム（滞在型）に入居している知的障害のある方
（２） 所得要件を満たすかた（月額の収入から控除を差し引いた額が 円未満）

〈家賃助成額〉
１ 利用者の所得 月額 円未満
家賃助成額
月額 円
※特定障害者特別給付費の支給の対象となる方は、
月額 円
※家賃額が家賃助成額を下回る場合は、当該家賃額

２ 利用者の所得 月額 円以上 円未満
家賃助成額
月額 円
※特定障害者特別給付費の支給の対象となる方は、
月額 円
※家賃額が家賃助成額を下回る場合は、当該家賃額

〈問合せ〉
障害福祉課（内線： 、 ）
直通電話 （ ）
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  ◎地域活動支援センター（保谷障害者福祉センター）  

障害のある方が日中の活動の場として通所をし、機能訓練、創作的活動、社会生活への適
応のために必要な訓練等を行い、障害のある方の自立の促進、生活の改善、機能の維持向
上等を図ります。

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳を所持する身体障害者
（２）愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
（３）精神保健福祉手帳を所持する精神障害者
（１）～（３）の対象者で地域活動支援センターに通い、自立した日常生活及び社会生活

を営むための支援を要する方

〈支給量〉
◆利用する方及びセンターの状況等を勘案した上で決定します。
◆一回の利用算定にひと月の通所回数を乗じて支給量（日数）を算出します。

※例：1 回 3 時間を月 10 回利用する場合、0.5 日× 10 回 =5 日の支給となります。

〈単価・算定基準〉
利用単価は次のとおりです。（利用者区分は区分判定票により調査を行い決定します）

入浴・送迎を利用する場合は加算があります。

〈利用の助成〉
利用者が地域活動支援センターのサービスを提供する事業者に対して支払う額の一部を助
成します。世帯の収入状況に応じた負担額（原則 1 割）があります。

4 時間以下 4時間超
6時間以下 6時間超

0.5 日 0.75 日 1 日

区分 4時間以下 4時間超
6時間以下 6時間超

区分Ａ 2,930 円 4,890 円 6,360 円

区分Ｂ 2,670 円 4,440 円 5,780 円

区分Ｃ 2,390 円 4,000 円 5,200 円

入浴 一回あたり 400 円

送迎 片道 540 円

世帯区分 利用者負担
生活保護世帯 なし

市町村民税非課税世帯 なし

市町村民税課税世帯 単価の 10％負担
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その他のサービス 身  知  精  難

   サービスの名称 内容 掲載ページ
補
装
具

補装具費の支給 身体上の機能を補うために補装具を必要とする方に
対し、購入修理、借受けにかかる費用を支給します。 44 ページ

自
立
支
援
医
療

精神通院医療
精神障害や、それを原因とする病気について、継続
的に通院して治療を行う必要がある人のための医療
に係る医療費の一部または全部を給付します。

86 ページ

更生医療
身体障害がある人の障害の程度を軽くしたり、手術
などで日常生活や職業能力を高めたりするための医
療に係る医療費の一部または全部を給付します。

87 ページ

育成医療
身体障害がある児童の障害の程度を軽くしたり、手
術などで日常生活などの能力を高めるための医療に
係る医療費の一部または全部を給付します。

87 ページ

地
域
生
活
支
援
事
業

日常生活用具の給付
在宅重度心身障害者（児）及び対象とされている難
病等による障害のある方の日常生活を容易にするた
め、日常生活用具の給付をします。

46 ページ

在宅重度心身障害者（児）
入浴サービス

ご家庭で入浴することが困難な寝たきり等の重度身
体障害者（児）に対し、定期的に巡回入浴車がお宅
へ訪問し、部屋の中に浴槽を持ち込み、専門スタッ
フが入浴の介護を行います。

49 ページ

意思疎通支援

手話通訳者の派遣
健聴者との意思疎通を円滑にするため手話通訳を必
要とする場合、手話通訳者を派遣します。
要約筆記者の派遣
健聴者等との意思疎通を円滑にするため要約筆記を
必要とする場合、要約筆記者を派遣します。
手話通訳者の配置
障害福祉課に手話通訳者を配置します。

54 ページ
55 ページ

自動車運転教習
費用の補助・

自動車改造費の助成

自動車運転教習費用の補助：心身障害者が自動車運
転免許を取得する場合、または免許の限定解除を受
ける場合、費用の一部を助成します。
自動車改造費の助成：購入または所有する自動車に、
アクセル、ブレーキなどの改造が必要な場合、経費
の一部を助成します。

100 ページ
101 ページ

中等度難聴児の補聴器
購入費の補助

身体障害者手帳の交付の対象とならない 18 歳未満
の中等度の難聴児の方に、言語取得やコミュ二ケー
ション能力の向上を促進するため、補聴器購入費用
の一部を市が助成します。

45 ページ

 重度身体障害者
緊急通報システム

専用通報機等の貸与（貸与した機器を通して、家庭
内での緊急事態を受信センターに通報したり、受信
センターを通して、東京消防庁に通報できます。）

62 ページ

身体上の機能を補うために補装具を必要とする方に
対し、購入、修理、借受けにかかる費用を支給します。

在宅重度障害のある方（お子さん）および対象とさ
れている難病等による障害のある方の日常生活を容
易にするため、日常生活用具の給付をします。

身体障害者手帳（聴覚障害）の交付の対象とならな
い 18 歳未満の中等度の難聴のあるお子さんに、言
語習得やコミュニケーション能力の向上を促進する
ため、補聴器購入費用の一部を市が助成します。

健聴者などとの意思疎通を円滑にするため要約筆記
を必要とする場合、要約筆記者を派遣します。

　　　　　　　　　　　　　 心身障害がある方が自
動車運転免許を取得する場合、または免許の限定解
除を受ける場合、費用の一部を補助します。
　　　　　　　　　　身体障害がある方自らが所有
し運転する自動車に、アクセル、ブレーキなどの改
造が必要な場合、経費の一部を助成します。

専用通報機等の貸与（貸与した機器を通して、家庭
内での緊急事態を受信センターや東京消防庁に通報
できます。）

重度身体障害者
救急代理通報等システム

助成

48

90

91

91

50

53

58
59

49

66

104
105

身体障害があるお子さんの障害の程度を軽くしたり、
手術などで日常生活などの能力を高めるための医療
に係る医療費の一部または全部を助成します。

ご家庭で入浴することが困難な寝たきり等の重度身
体障害のある方（お子さん）に対し、定期的に巡回
入浴車がお宅へ訪問し、部屋の中に浴槽を持ち込み、
専門スタッフが入浴の介護を行います。

方　

方　

助成

助成
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ページ
その他のサービス
サービスの名称、掲載ページの順です。
補装具、
補装具費の支給、 ページ
自立支援医療
精神通院医療、 ページ
更生医療、 ページ
育成医療、 ページ
地域生活支援事業
日常生活用具の給付、 ページ
在宅重度心身障害者（じ）入浴サービス、 ページ
意思疎通支援、 ページ、 ページ
自動車運転教習費用の補助、自動車改造費の助成、 ページ、 ページ
中等度難聴じの補聴器購入費の助成、 ページ
重度身体障害者救急代理通報等システム、 ページ
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難病の方について 難

平成 25年 4月に施行された障害者総合支援法では、障害者の範囲に難病等の方々が加わ
りました。対象となる方々は、身体障害者手帳の所持の有無に関わらず、必要と認められ
た障害福祉サービス等の受給が可能となります。

〈対　象〉
対象疾病による障害がある方

〈手続き〉
対象疾病『厚生労働大臣が定める 361疾病』に罹患していることがわかる証明書（診断
書または特定疾患医療受給者証）を持参の上、窓口に支給を申請してください。その後、
障害支援区分の認定や支給申請等の手続きを経て、必要と認められたサービスを利用でき
ることになります。また、平成 30年 1月 1日より、障害福祉サービス等の受給申請を
行う際に、難病医療費助成の却下通知を診断書等に代えて、当該却下通知に記載されてい
る指定難病に罹患していることを示す証明として使用できることとなります。
障害者総合支援法の対象疾病一覧（361疾病）※新たに対象となる疾病（3疾病）△表記が変更された疾病（1疾病）

○障害者総合支援法独自の対象疾病（29疾病）
番号 疾病名

1 アイカルディ症候群
2 アイザックス症候群
3 IgA 腎症
4 IgG4 関連疾患
5 亜急性硬化性全脳炎
6 アジソン病
7 アッシャー症候群
8 アトピー性脊髄炎
9 アペール症候群
10 アミロイドーシス
11 アラジール症候群
12 アルポート症候群
13 アレキサンダー病
14 アンジェルマン症候群
15 アントレー・ビクスラー症候群
16 イソ吉草酸血症
17 一次性ネフローゼ症候群
18 一次性膜性増殖性糸球体腎炎
19 1p36 欠失症候群
20 遺伝性自己炎症疾患
21 遺伝性ジストニア
22 遺伝性周期性四肢麻痺
23 遺伝性膵炎
24 遺伝性鉄芽球性貧血
25 ウィーバー症候群
26 ウィリアムズ症候群
27 ウィルソン病
28 ウエスト症候群
29 ウェルナー症候群

番号 疾病名
30 ウォルフラム症候群
31 ウルリッヒ病
32 HTLV-1 関連脊髄症
33 ATR-X 症候群
34 ADH 分泌異常症
35 エーラス・ダンロス症候群
36 エプスタイン症候群
37 エプスタイン病
38 エマヌエル症候群
39 遠位型ミオパチー
40 円錐角膜 ○
41 黄色靭帯骨化症
42 黄斑ジストロフィー
43 大田原症候群
44 オクシピタル・ホーン症候群
45 オスラー病
46 カーニー複合
47 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん
48 潰瘍性大腸炎
49 下垂体前葉機能低下症
50 家族性地中海熱
51 家族性良性慢性天疱瘡
52 カナバン病
53 化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アクネ症候群
54 歌舞伎症候群
55 ガラクトース -1- リン酸ウリジルトランスフェラーゼ欠損症
56 カルニチン回路異常症
57 加齢黄斑変性 ○
58 肝型糖原病
59 間質性膀胱炎（ハンナ型）
60 環状 20 番染色体症候群
61 関節リウマチ
令和元年 7月 1日から

番号 疾病名
１ アイカルディ症候群
２ アイザックス症候群
３ IgA 腎症
４ IgG4 関連疾患
５ 亜急性硬化性全脳炎
６ アジソン病
７ アッシャー症候群
８ アトピー性脊髄炎
９ アペール症候群
10 アミロイドーシス
11 アラジール症候群
12 アルポート症候群
13 アレキサンダー病
14 アンジェルマン症候群
15 アントレー・ビクスラー症候群
16 イソ吉草酸血症
17 一次性ネフローゼ症候群
18 一次性膜性増殖性糸球体腎炎
19 1p36 欠失症候群
20 遺伝性自己炎症疾患
21 遺伝性ジストニア
22 遺伝性周期性四肢麻痺
23 遺伝性膵炎
24 遺伝性鉄芽球性貧血
25 ウィーバー症候群
26 ウィリアムズ症候群
27 ウィルソン病
28 ウエスト症候群
29 ウェルナー症候群

番号 疾病名
30 ウォルフラム症候群
31 ウルリッヒ病
32 HTLV-1 関連脊髄症
33 ATR-X 症候群
34 ADH 分泌異常症
35 エーラス・ダンロス症候群
36 エプスタイン症候群
37 エプスタイン病
38 エマヌエル症候群
39 遠位型ミオパチー
40 円錐角膜　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
41 黄色靭帯骨化症
42 黄斑ジストロフィー
43 大田原症候群
44 オクシピタル・ホーン症候群
45 オスラー病
46 カーニー複合
47 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん
48 潰瘍性大腸炎
49 下垂体前葉機能低下症
50 家族性地中海熱
51 家族性低βリポタンパク血症 1（ホモ接合体）
52 家族性良性慢性天疱瘡
53 カナバン病
54 化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アクネ症候群
55 歌舞伎症候群
56 ガラクトース -1-リン酸ウリジルトランスフェラーゼ欠損症
57 カルニチン回路異常症
58 加齢黄斑変性　　　　　　　　　　　　　　　　○
59 肝型糖原病
60 間質性膀胱炎（ハンナ型）
61 環状 20 番染色体症候群

令和 3 年 11 月 1 日から

○障害者総合支援法独自の対象疾病（29疾病）

366 り患

などの受給が可能となります。

り患
障害者総合支援法の対象疾病一覧（366 疾病）
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ページ
難病のかたについて
平成 年 月に施行された障害者総合支援法では、障害者の範囲に難病とうのかたがたが加わりました。対象
となるかたがたは、身体障害者手帳の所持の有無に関わらず、必要と認められた障害福祉サービスなどの受給が
可能となります。
〈対象〉
対象疾病による障害があるかた
〈手続き〉
対象疾病「厚生労働大臣が定める 疾病にり患していることがわかる証明書、（診断書または特定疾患医療受
給者しょうを持参の上、窓口に支給を申請してください。その後、障害支援区分の認定や支給申請とうの手続き
を経て、必要と認められたサービスを利用できることになります。また、平成 年１月１日より、障害福祉サ
ービスとうの受給申請を行う際に、難病医療費助成の却下通知を診断書とうに代えて、当該却下通知に記載され
ている指定難病にり患していることを示す証明として使用できることとなります。
障害者総合支援法の対象疾病一覧、（ 疾病の掲載
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難病の方について 難

平成 25年 4月に施行された障害者総合支援法では、障害者の範囲に難病等の方々が加わ
りました。対象となる方々は、身体障害者手帳の所持の有無に関わらず、必要と認められ
た障害福祉サービス等の受給が可能となります。

〈対　象〉
対象疾病による障害がある方

〈手続き〉
対象疾病『厚生労働大臣が定める 361疾病』に罹患していることがわかる証明書（診断
書または特定疾患医療受給者証）を持参の上、窓口に支給を申請してください。その後、
障害支援区分の認定や支給申請等の手続きを経て、必要と認められたサービスを利用でき
ることになります。また、平成 30年 1月 1日より、障害福祉サービス等の受給申請を
行う際に、難病医療費助成の却下通知を診断書等に代えて、当該却下通知に記載されてい
る指定難病に罹患していることを示す証明として使用できることとなります。
障害者総合支援法の対象疾病一覧（361疾病）※新たに対象となる疾病（3疾病）△表記が変更された疾病（1疾病）

○障害者総合支援法独自の対象疾病（29疾病）
番号 疾病名

1 アイカルディ症候群
2 アイザックス症候群
3 IgA 腎症
4 IgG4 関連疾患
5 亜急性硬化性全脳炎
6 アジソン病
7 アッシャー症候群
8 アトピー性脊髄炎
9 アペール症候群
10 アミロイドーシス
11 アラジール症候群
12 アルポート症候群
13 アレキサンダー病
14 アンジェルマン症候群
15 アントレー・ビクスラー症候群
16 イソ吉草酸血症
17 一次性ネフローゼ症候群
18 一次性膜性増殖性糸球体腎炎
19 1p36 欠失症候群
20 遺伝性自己炎症疾患
21 遺伝性ジストニア
22 遺伝性周期性四肢麻痺
23 遺伝性膵炎
24 遺伝性鉄芽球性貧血
25 ウィーバー症候群
26 ウィリアムズ症候群
27 ウィルソン病
28 ウエスト症候群
29 ウェルナー症候群

番号 疾病名
30 ウォルフラム症候群
31 ウルリッヒ病
32 HTLV-1 関連脊髄症
33 ATR-X 症候群
34 ADH 分泌異常症
35 エーラス・ダンロス症候群
36 エプスタイン症候群
37 エプスタイン病
38 エマヌエル症候群
39 遠位型ミオパチー
40 円錐角膜 ○
41 黄色靭帯骨化症
42 黄斑ジストロフィー
43 大田原症候群
44 オクシピタル・ホーン症候群
45 オスラー病
46 カーニー複合
47 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん
48 潰瘍性大腸炎
49 下垂体前葉機能低下症
50 家族性地中海熱
51 家族性良性慢性天疱瘡
52 カナバン病
53 化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アクネ症候群
54 歌舞伎症候群
55 ガラクトース -1- リン酸ウリジルトランスフェラーゼ欠損症
56 カルニチン回路異常症
57 加齢黄斑変性 ○
58 肝型糖原病
59 間質性膀胱炎（ハンナ型）
60 環状 20 番染色体症候群
61 関節リウマチ
令和元年 7月 1日から

令和 3 年 11 月 1 日から

○障害者総合支援法独自の対象疾病（29疾病）障害者総合支援法の対象疾病一覧（366 疾病）
番号 疾病名
62 関節リウマチ
63 完全大血管転位症
64 眼皮膚白皮症
65 偽性副甲状腺機能低下症
66 ギャロウェイ・モワト症候群
67 急性壊死性脳症　　　　　　　　　　　　　　　○
68 急性網膜壊死　　　　　　　　　　　　　　　　○
69 球脊髄性筋萎縮症
70 急速進行性糸球体腎炎
71 強直性脊椎炎
72 巨細胞性動脈炎
73 巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病変）
74 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変）
75 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症
76 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変）
77 筋萎縮性側索硬化症
78 筋型糖原病
79 筋ジストロフィー
80 クッシング病
81 クリオピリン関連周期熱症候群
82 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群
83 クルーゾン症候群
84 グルコーストランスポーター 1 欠損症
85 グルタル酸血症 1 型
86 グルタル酸血症 2 型
87 クロウ・深瀬症候群
88 クローン病
89 クロンカイト・カナダ症候群
90 痙攣重積型（二相性）急性脳症
91 結節性硬化症
92 結節性多発動脈炎
93 血栓性血小板減少性紫斑病
94 限局性皮膚異形成
95 原発性局所多汗症　　　　　　　　　　　　　　○
96 原発性硬化性胆管炎
97 原発性高脂血症
98 原発性側索硬化症
99 原発性胆汁性胆管炎
100 原発性免疫不全症候群
101 顕微鏡的大腸炎　　　　　　　　　　　　　　　○
102 顕微鏡的多発血管炎
103 高 IgD 症候群
104 好酸球性消化管疾患
105 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症
106 好酸球性副鼻腔炎
107 抗糸球体基底膜腎炎
108 後縦靭帯骨化症
109 甲状腺ホルモン不応症
110 拘束型心筋症
111 高チロシン血症 1 型
112 高チロシン血症 2 型
113 高チロシン血症 3 型
114 後天性赤芽球癆
115 広範脊柱管狭窄症
116 膠様滴状角膜ジストロフィー
117 抗リン脂質抗体症候群

番号 疾病名
118 コケイン症候群
119 コステロ症候群
120 骨形成不全症
121 骨髄異形成症候群　　　　　　　　　　　　　　○
122 骨髄線維症　　　　　　　　　　　　　　　　　○
123 ゴナドトロピン分泌亢進症
124 5p 欠失症候群
125 コフィン・シリス症候群
126 コフィン・ローリー症候群
127 混合性結合組織病
128 鰓耳腎症候群
129 再生不良性貧血
130 サイトメガロウイルス角膜内皮炎　　　　　　　○
131 再発性多発軟骨炎
132 左心低形成症候群
133 サルコイドーシス
134 三尖弁閉鎖症
135 三頭酵素欠損症
136 CFC 症候群
137 シェーグレン症候群
138 色素性乾皮症
139 自己貪食空胞性ミオパチー
140 自己免疫性肝炎
141 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症
142 自己免疫性溶血性貧血
143 四肢形成不全　　　　　　　　　　　　　　　　○
144 シトステロール血症
145 シトリン欠損症
146 紫斑病性腎炎
147 脂肪萎縮症
148 若年性特発性関節炎
149 若年性肺気腫
150 シャルコー・マリー・トゥース病
151 重症筋無力症
152 修正大血管転位症
153 ジュベール症候群関連疾患
154 シュワルツ・ヤンペル症候群
155 徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん性脳症
156 神経細胞移動異常症
157 神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性びまん性白質脳症
158 神経線維腫症
159 神経フェリチン症
160 神経有棘赤血球症
161 進行性核上性麻痺
162 進行性家族性肝内胆汁うっ帯症
163 進行性骨化性線維異形成症
164 進行性多巣性白質脳症
165 進行性白質脳症
166 進行性ミオクローヌスてんかん
167 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症
168 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症
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障害者総合支援法の対象疾病一覧、（ 疾病の掲載つづき



番号 疾病名
220 多発性軟骨性外骨腫症　　　　　　　　　　　　○
221 多発性嚢胞腎
222 多脾症候群
223 タンジール病
224 単心室症
225 弾性線維性仮性黄色腫
226 短腸症候群　　　　　　　　　　　　　　　　　○
227 胆道閉鎖症
228 遅発性内リンパ水腫
229 チャージ症候群
230 中隔視神経形成異常症 / ドモルシア症候群
231 中毒性表皮壊死症
232 腸管神経節細胞僅少症
233 TSH 分泌亢進症
234 TNF 受容体関連周期性症候群
235 低ホスファターゼ症
236 天疱瘡
237 禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性白質脳症
238 特発性拡張型心筋症
239 特発性間質性肺炎
240 特発性基底核石灰化症
241 特発性血小板減少性紫斑病
242 特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるものに限る。）
243 特発性後天性全身性無汗症
244 特発性大腿骨頭壊死症
245 特発性多中心性キャッスルマン病
246 特発性門脈圧亢進症
247 特発性両側性感音難聴
248 突発性難聴　　　　　　　　　　　　　　　　　○
249 ドラベ症候群
250 中條・西村症候群
251 那須・ハコラ病
252 軟骨無形成症
253 難治頻回部分発作重積型急性脳炎
254 22q11.2 欠失症候群
255 乳幼児肝巨大血管腫
256 尿素サイクル異常症
257 ヌーナン症候群
258 ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）/LMX1B 関連腎症
259 ネフロン癆
260 脳クレアチン欠乏症候群
261 脳腱黄色腫症
262 脳表ヘモジデリン沈着症
263 膿疱性乾癬
264 嚢胞性線維症
265 パーキンソン病
266 バージャー病
267 肺静脈閉塞症 / 肺毛細血管腫症
268 肺動脈性肺高血圧症
269 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性）
270 肺胞低換気症候群
271 ハッチンソン・ギルフォード症候群
272 バッド・キアリ症候群
273 ハンチントン病

番号 疾病名
169 スタージ・ウェーバー症候群
170 スティーヴンス・ジョンソン症候群
171 スミス・マギニス症候群
172 スモン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
173 脆弱 X 症候群
174 脆弱 X 症候群関連疾患
175 成人スチル病
176 成人ホルモン分泌亢進症
177 脊髄空洞症
178 脊髄小脳変性症（多系統萎縮症を除く。）
179 脊髄髄膜瘤
180 脊髄性筋萎縮症
181 セピアプテリン還元酵素（SR）欠損症
182 前眼部形成異常
183 全身性エリテマトーデス
184 全身性強皮症
185 先天異常症候群
186 先天性横隔膜ヘルニア
187 先天性核上性球麻痺
188 先天性気管狭窄症 / 先天性声門下狭窄症
189 先天性魚鱗癬
190 先天性筋無力症候群
191 先天性グリコシルホスファチジルイノシトール（GPI）欠損症
192 先天性三尖弁狭窄症
193 先天性腎性尿崩症
194 先天性赤血球形成異常性貧血
195 先天性僧帽弁狭窄症
196 先天性大脳白質形成不全症
197 先天性肺静脈狭窄症
198 先天性風疹症候群　　　　　　　　　　　　　　○
199 先天性副腎低形成症
200 先天性副腎皮質酵素欠損症
201 先天性ミオパチー
202 先天性無痛無汗症
203 先天性葉酸吸収不全
204 前頭側頭葉変性症
205 早期ミオクロニー脳症
206 総動脈幹遺残症
207 総排泄腔遺残
208 総排泄腔外反症
209 ソトス症候群
210 ダイアモンド・ブラックファン貧血
211 第 14 番染色体父親性ダイソミー症候群
212 大脳皮質基底核変性症
213 大理石骨病
214 ダウン症候群　　　　　　　　　　　　　　　　○
215 高安動脈炎
216 多系統萎縮症
217 タナトフォリック骨異形成症
218 多発血管炎性肉芽腫症
219 多発性硬化症 / 視神経脊髄炎

○障害者総合支援法独自の対象疾病（29疾病）障害者総合支援法の対象疾病一覧（366 疾病）

令和 3 年 11 月 1 日から
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○障害者総合支援法独自の対象疾病（29疾病）障害者総合支援法の対象疾病一覧（366 疾病）
番号 疾病名
274 汎発性特発性骨増殖症　　　　　　　　　　　　○
275 PCDH19 関連症候群
276 非ケトーシス型高グリシン血症
277 肥厚性皮膚骨膜症
278 非ジストロフィー性ミオトニー症候群
279 皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優性脳動脈症
280 肥大型心筋症
281 左肺動脈右肺動脈起始症
282 ビタミン D 依存性くる病 / 骨軟化症
283 ビタミン D 抵抗性くる病 / 骨軟化症
284 ビッカースタッフ脳幹脳炎
285  非典型溶血性尿毒症症候群
286 非特異性多発性小腸潰瘍症
287 皮膚筋炎 / 多発性筋炎
288 びまん性汎細気管支炎　　　　　　　　　　　　○
289 肥満低換気症候群　　　　　　　　　　　　　　○
290 表皮水疱症
291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸型）
292 VATER 症候群
293 ファイファー症候群
294 ファロー四徴症
295 ファンコニ貧血
296 封入体筋炎
297 フェニルケトン尿症
298 フォンタン術後症候群　　　　　　　　　　　　○
299 複合カルボキシラーゼ欠損症
300 副甲状腺機能低下症
301 副腎白質ジストロフィー
302 副腎皮質刺激ホルモン不応症
303 ブラウ症候群
304 プラダー・ウィリ症候群
305 プリオン病
306 プロピオン酸血症
307 PRL 分泌亢進症（高プロラクチン血症）
308 閉塞性細気管支炎
309 β - ケトチオラーゼ欠損症
310 ベーチェット病
311 ベスレムミオパチー
312 ヘパリン起因性血小板減少症　　　　　　　　　○
313 ヘモクロマトーシス　　　　　　　　　　　　　○
314 ペリー症候群
315 ペルーシド角膜辺縁変性症　　　　　　　　　　○
316 ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロフィーを除く。）
317 片側巨脳症
318 芳片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群
319 香族 L- アミノ酸脱炭酸酵素欠損症
320 発作性夜間ヘモグロビン尿症
321 ホモシスチン尿症
322 ポルフィリン症
323 マリネスコ・シェーグレン症候群
324 マルファン症候群

番号 疾病名
325 慢性炎症性脱髄性多発神経炎 / 多巣性運動ニューロパチー
326 慢性血栓塞栓性肺高血圧症
327 慢性再発性多発性骨髄炎
328 慢性膵炎　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
329 慢性特発性偽性腸閉塞症
330 ミオクロニー欠神てんかん
331 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん
332 ミトコンドリア病
333 無虹彩症
334 無脾症候群
335 無βリポタンパク血症
336 メープルシロップ尿症
337 メチルグルタコン酸尿症
338 メチルマロン酸血症
339 メビウス症候群
340 メンケス病
341 網膜色素変性症
342 もやもや病
343 モワット・ウイルソン症候群
344 薬剤性過敏症症候群　　　　　　　　　　　　　○
345 ヤング・シンプソン症候群
346 優性遺伝形式をとる遺伝性難聴　　　　　　　　○
347 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん
348 4p 欠失症候群
349 ライソゾーム病
350 ラスムッセン脳炎
351 ランゲルハンス細胞組織球症　　　　　　　　　○
352 ランドウ・クレフナー症候群
353 リジン尿性蛋白不耐症
354 両側性小耳症・外耳道閉鎖症　　　　　　　　　○
355 両大血管右室起始症
356 リンパ管腫症 / ゴーハム病
357 リンパ脈管筋腫症
358 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。）
359 ルビンシュタイン・テイビ症候群
360 レーベル遺伝性視神経症
361 レシチンコレステロールアシルトランスフェラーゼ欠損症
362 劣性遺伝形式をとる遺伝性難聴　　　　　　　　○
363 レット症候群
364 レノックス・ガストー症候群
365 ロスムンド・トムソン症候群
366 肋骨異常を伴う先天性側弯症
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4. 日常生活の支援

補装具等
補装具費の支給（購入費・修理費・借受け費） 身  難

補装具費（購入費・修理費・借受け費）の支給をいたします。必要な方は補装具の購入・
修理・借受けを行う前に窓口にご相談ください。

〈対象者〉
身体障害者手帳所持者・難病患者
※障害・症状の内容により、購入・修理・借受けできる補装具の種目が決まっています。

〈種目一覧〉
障害種別 種目

視覚 視覚障害者安全つえ、義眼、眼鏡、コンタクトレンズ
聴覚 補聴器
肢体 義手、義足、装具、車椅子、電動車椅子、歩行器、歩行補助つえ、

座位保持装置、重度障害者用意思伝達装置
肢体 (18 歳未満のみ ) 座位保持椅子、起立保持具、排便補助具
　※一部種目については借受け制度があります。

〈制　限〉
（１）すべて事前申請。原則 1 割負担（利用者の属する世帯の課税状況による制限､ 負担

上限月額があります）。
　※世帯の範囲は、対象者が 18 歳以上の場合は「本人及び配偶者」、18 歳未満の場合は

原則として「本人と父母及び住民票上の世帯全員」です。
　※世帯員の中に市町村民税所得割が 46 万円以上の方がいる場合は、支給対象外となり

ます。
　※各補装具ごとに定められた基準額を超えた部分については、利用者負担となります。
（２）介護保険の被保険者の方は、介護保険と共通する種目については、介護保険のサー

ビスを優先して受けていただきます。
（３）東京都心身障害者福祉センターの判定（児童の場合は療育指定保健所または指定自

立支援医療機関発行の意見書）等が必要な場合があります。
　　また、医師の意見書（指定の様式あり）の提出をお願いすることがありますので、事

前にご相談ください。
（４）下肢装具・体幹装具等は治療用装具として製作したことがある方が対象です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

担当窓口
障害福祉課
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補装具等
補装具費の支給（購入費・修理費・借受け費） 身  難

補装具費（購入費・修理費・借受け費）の支給をいたします。必要な方は補装具の購入・
修理・借受けを行う前に窓口にご相談ください。

〈対象者〉
身体障害者手帳所持者・難病患者
※障害・症状の内容により、購入・修理・借受けできる補装具の種目が決まっています。

〈種目一覧〉
障害種別 種目

視覚 視覚障害者安全つえ、義眼、眼鏡、コンタクトレンズ
聴覚 補聴器
肢体 義手、義足、装具、車椅子、電動車椅子、歩行器、歩行補助つえ、

座位保持装置、重度障害者用意思伝達装置
肢体 (18 歳未満のみ ) 座位保持椅子、起立保持具、排便補助具
　※一部種目については借受け制度があります。

〈制　限〉
（１）すべて事前申請。原則 1 割負担（利用者の属する世帯の課税状況による制限､ 負担

上限月額があります）。
　※世帯の範囲は、対象者が 18 歳以上の場合は「本人及び配偶者」、18 歳未満の場合は

原則として「本人と父母及び住民票上の世帯全員」です。
　※世帯員の中に市町村民税所得割が 46 万円以上の方がいる場合は、支給対象外となり

ます。
　※各補装具ごとに定められた基準額を超えた部分については、利用者負担となります。
（２）介護保険の被保険者の方は、介護保険と共通する種目については、介護保険のサー

ビスを優先して受けていただきます。
（３）東京都心身障害者福祉センターの判定（児童の場合は療育指定保健所または指定自

立支援医療機関発行の意見書）等が必要な場合があります。
　　また、医師の意見書（指定の様式あり）の提出をお願いすることがありますので、事

前にご相談ください。
（４）下肢装具・体幹装具等は治療用装具として製作したことがある方が対象です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

担当窓口
障害福祉課
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労災保険などによる義肢・装具の交付について

　労働者災害補償保険受給者においても、義肢・装具の交付が受けられる場合があり
ます。また、治療用装具として、医師に認められた場合は、健康保険が適用されます。
いずれの場合も、補装具の制度より優先されます。
　詳しくは労働基準監督署・各健康保険組合へお問い合わせください。

中等度難聴児の補聴器購入費の補助  担当窓口　障害福祉課

身体障害者手帳の交付の対象とならない 18 歳未満の中等度の難聴児の方に、言語取得や
コミュニケーション能力の向上を促進するため、補聴器購入費用の一部を市が助成します。
必要な方は、購入を行う前に窓口にご相談ください。

〈対　象〉
　以下のいずれにも該当する方
（１）西東京市内在住で 18 歳未満の児童
（２）両耳の聴力レベルがおおむね 30㏈以上で身体障害者手帳（聴覚障害）の対象とな

る聴力でないこと。
（３）補聴器の装用により、言語の習得等、一定の効果が期待できると医師が判断するこ

と。
（４）対象児童の属する世帯に市町村民税所得割額が 46 万円以上の世帯員がいないこと。

〈給付の内容等〉
補聴器の購入費用と助成基準額（1 台 13 万 7,000 円）を比較して少ない額の 9 割（世
帯の収入状況に応じて軽減措置あり）

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

、人工内耳（人工内耳用音声信号処理装置の修理に限る）
車いす

いす、

補装具ごとに定められた基準額を超えた部分については、利用者負担となります。

車いす

頭部保持具、排便補助具

12345）

担当窓口

身体障害者手帳をお持ちの方・難病による障害がある方
※障害等の内容により、購入・修理・借受けできる補装具の種目が決まっています。

障害福祉課にご相談ください。
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補装具とう
補装具費の支給（購入費、修理費、かり受け費、担当窓口、障害福祉課
補装具費（購入費、修理費、かり受け費の支給をいたします。必要な方は補装具の購入、修理、かり受けを行う
前に障害福祉課にご相談ください。
〈対象者〉
身体障害者手帳をお持ちの方、難病による障害がある方
障害とうの内容により 購入、修理、借受けできる補装具の種目が決まっています。

〈種目一覧〉
障害種別、種目、の順
視覚、 視覚障害者安全つえ、義眼、眼鏡、コンタクトレンズ
聴覚、補聴器、人工内耳（人工内耳用音声信号処理装置の修理に限る
肢体、義手、義足、装具、車椅子、電動くるま椅子、ほこうき、歩行補助つえ、座位保持装置、重度障害者用意
思伝達装置
肢体、（ 歳未満のみ、座位保持椅子、起立保持具、頭部保持具、排便補助具
※一部種目については、借受け制度があります
〈制限〉
（１、すべて事前申請。原則１割負担、（利用者の属する世帯の課税状況による制限､負担上限つき額があります。
※、世帯の範囲は、対象者が 歳以上の場合は「本人及び配偶者」、 歳未満の場合は原則として「本人と父
母及び住民票上の世帯全員」です。
※、世帯員の中に市町村みん税所得割が 万円以上のかたがいる場合は、支給対象外となります。
※、補装具ごとに定められた基準がくを超えた部分については、利用者負担となります
（２、介護保険の被保険者のかたは、介護保険と共通する種目については、介護保険のサービスを優先して受け
ていただきます。
（３、東京都心身障害者福祉センターの判定、（じどうの場合は療育指定保健所または指定自立支援医療機関発
行の意見書とうが必要な場合があります。
また、医師の意見書（指定の様式あり、の提出をお願いすることがありますので、事前にご相談ください。
（４、下肢装具、たいかん装具とうは治療用装具として製作したことがあるかたが対象です。
〈問合せ〉
障害福祉課、（内線：
直通電話、
つづく。



44

4. 
日
常
生
活
の
支
援

4. 日常生活の支援

補装具等
補装具費の支給（購入費・修理費・借受け費） 身  難

補装具費（購入費・修理費・借受け費）の支給をいたします。必要な方は補装具の購入・
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肢体 (18 歳未満のみ ) 座位保持椅子、起立保持具、排便補助具
　※一部種目については借受け制度があります。

〈制　限〉
（１）すべて事前申請。原則 1 割負担（利用者の属する世帯の課税状況による制限､ 負担
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前にご相談ください。
（４）下肢装具・体幹装具等は治療用装具として製作したことがある方が対象です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804
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ます。
　※各補装具ごとに定められた基準額を超えた部分については、利用者負担となります。
（２）介護保険の被保険者の方は、介護保険と共通する種目については、介護保険のサー

ビスを優先して受けていただきます。
（３）東京都心身障害者福祉センターの判定（児童の場合は療育指定保健所または指定自

立支援医療機関発行の意見書）等が必要な場合があります。
　　また、医師の意見書（指定の様式あり）の提出をお願いすることがありますので、事

前にご相談ください。
（４）下肢装具・体幹装具等は治療用装具として製作したことがある方が対象です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

担当窓口
障害福祉課
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労災保険などによる義肢・装具の交付について

　労働者災害補償保険受給者においても、義肢・装具の交付が受けられる場合があり
ます。また、治療用装具として、医師に認められた場合は、健康保険が適用されます。
いずれの場合も、補装具の制度より優先されます。
　詳しくは労働基準監督署・各健康保険組合へお問い合わせください。

中等度難聴児の補聴器購入費の補助  担当窓口　障害福祉課

身体障害者手帳の交付の対象とならない 18 歳未満の中等度の難聴児の方に、言語取得や
コミュニケーション能力の向上を促進するため、補聴器購入費用の一部を市が助成します。
必要な方は、購入を行う前に窓口にご相談ください。

〈対　象〉
　以下のいずれにも該当する方
（１）西東京市内在住で 18 歳未満の児童
（２）両耳の聴力レベルがおおむね 30㏈以上で身体障害者手帳（聴覚障害）の対象とな

る聴力でないこと。
（３）補聴器の装用により、言語の習得等、一定の効果が期待できると医師が判断するこ

と。
（４）対象児童の属する世帯に市町村民税所得割額が 46 万円以上の世帯員がいないこと。

〈給付の内容等〉
補聴器の購入費用と助成基準額（1 台 13 万 7,000 円）を比較して少ない額の 9 割（世
帯の収入状況に応じて軽減措置あり）

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

身体障害者手帳（聴覚障害）の交付の対象とならない 18 歳未満の中等度の難聴のお子さ
んに、言語習得やコミュニケーション能力の向上を促進するため、補聴器購入費用の一部
を市が助成します。必要な方は、購入する前に障害福祉課にご相談ください。

市内在住で 18 歳未満の児童

12345）

助成
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つづき。
労災保険などによる義肢、装具の交付について
労働者災害補償保険受給者においても、義肢、装具の交付が受けられる場合があります。また、治療用装具とし
て、医師に認められた場合は、健康保険が適用されます。
いずれの場合も、補装具の制度より優先されます。
詳しくは労働基準監督署・各健康保険組合へお問い合わせください。

ちゅうとうどなんちょうじの補聴器購入費の助成、担当窓口、障害福祉課
身体障害者手帳（聴覚障害、の交付の対象とならない 歳未まんのちゅうとうどのなんちょうのお子さんに、
言語習得やコミュニケーション能力の向上を促進するため、補聴器購入費用の一部を市が助成します。
必要なかたは、購入する前に障害福祉課にご相談ください。
〈対象〉
以下のいずれにも該当する方
（１、市内在住で 歳未まんのじどう
（２、両耳の聴力レベルがおおむね デシベル以上で、しんたい障害者手帳（聴覚障害、の対象となる聴力で
ないこと。
（３、補聴器の装用により、言語の習得とう、一定の効果が期待できると医師が判断すること。
（４、対象じどうの属する世帯に市町村民税所得割がくが 万えん以上の世帯員がいないこと。
〈給付の内容とう〉
補聴器の購入費用と助成基準がく（１台 万ななせんえんを比較して少ないがくの９割、（世帯の収入状況に応
じて軽減措置あり
〈問合せ〉
障害福祉課 （内線：
ちょくつう電話
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日常生活用具の給付 身  知  難  担当窓口　障害福祉課

在宅の重度心身障害者（児）・難病患者等に対し、日常生活を容易にするため、主に次の
種目の日常生活用具を給付しています。手帳の種別、等級、程度によって、給付できるも
のとできないものがあります。
原則として費用は 1 割が自己負担です。利用者の属する世帯の課税状況による制限、負
担上限月額があります。
また、介護保険対象の方は、介護保険による福祉用具貸与や福祉用具購入費の支給との共
通の種目（特殊寝台・特殊寝台付属品・移動用リフト・特殊マット・居宅生活動作補助用
具等）については介護保険からサービスを受けていただきます。

※障害者本人および同一世帯構成員のいずれかが、一定所得以上の場合は日常生活用具の
給付・貸与の対象となりません。

　一定所得以上の場合とは、
（１）18 歳以上の方は、障害者本人および配偶者
（２）18 歳未満の方は、障害児本人および同一世帯構成員のうち最多納税者
（１）・（２）の方の市町村民税所得割の納税額が、46 万円以上の場合です。

日常生活用具 基準額
（円）

耐用年数
（年）

介
護
・
訓
練
支
援
用
具

特殊寝台 160,000 8
特殊マット 19,600 5
特殊尿器 159,000 5

入浴担架 和式 118,400 5
洋式 82,400 5

移動用リフト 251,000 4
訓練いす ( 児童のみ ) 33,100 5

自
立
生
活
支
援
用
具

浴槽 ( 湯沸器を含む ) 36,000 8
入浴補助用具 90,000 8
便器 15,850 8

頭部保護帽 スポンジ、革製 15,600 3
スポンジ、革製、プラスチック製 37,800 3

歩行補助つえ 3,200 3
移動・移乗支援用具 60,000 8
特殊便器 151,200 8
火災警報器 31,000 8
自動消火装置 28,700 8

電磁調理器 視覚障害者、知的障害者用 41,000 6
肢体不自由者用 36,000 6

在宅の重度障害のある方（お子さん）・難病による障害がある方などに対し、日常生活を
容易にするため、主に次の種目の日常生活用具を給付しています。手帳の種別、等級、程
度によって、給付できるものとできないものがあります。

また、介護保険対象の方は、介護保険による福祉用具貸与や福祉用具購入費の支給との共
通の種目（特殊寝台・移動用リフト・特殊マット・住宅改修費など）については介護保険
からサービスを受けていただきます。

※障害のある方本人および同一世帯構成員のいずれかが、一定所得以上の場合は日常生活　
　用具の給付の対象となりません。

障害のある方本人および配偶者
障害のあるお子さん本人および同一世帯構成員のうち最多納税者

日常生活用具 基準額
（円）

耐用年数
（年）

介
護
・
訓
練
支
援
用
具

特殊寝台 160,000 8
特殊マット 19,600 5
特殊尿器 159,000 5

入浴担架 和式 118,400 5
洋式 82,400 5

体位変換機 15,000 5
移動用リフト 251,000 4
訓練いす（児童のみ） 33,100 5
スリングシート 50,000 4

自
立
生
活
支
援
用
具

簡易型浴槽（湯沸器を含む） 36,000 8
入浴補助用具 90,000 8
便器 15,850 8

頭部保護帽 スポンジ、革製 15,600 3
スポンジ、革製、プラスチック製 37,800 3

歩行補助つえ 3,200 3
移動・移乗支援用具 60,000 8
特殊便器 151,000 8
火災警報器 31,000 8
自動消化装置 28,700 8

電磁調理器 視覚障害者・知的障害者用 41,000 6
肢体不自由者用 36,000 6
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ページ
日常生活用具の給付、担当窓口、障害福祉課
在宅の重度障害のあるかた（お子さん、難病による障害がある方などに対し、日常生活を容易にするため、主に
次の種目の日常生活用具を給付しています。手帳の種別、等級、程度によって、給付できるものとできないもの
があります。
原則として費用は 割が自己負担です。利用者の属する世帯の課税状況による制限、負担上限つき額があります。
また、介護保険対象の方は、介護保険による福祉用具貸与や福祉用具購入費の支給との共通の種目、（特殊寝台、
移動用リフト、特殊マット、住宅改修費などについては介護保険からサービスを受けていただきます。
※、障害のある方本人および同一世帯構成員のいずれかが、一定所得以上の場合は日常生活用具の給付の対象と
なりません。
一定所得以上の場合とは、
（１、 歳以上の方は、障害のある方本人および配偶者
（２、 歳未満の方は、障害のあるお子さん本人および同一世帯構成員のうち最多納税者
（１、（２のかたの市町村民税所得割の納税額が、 万円以上の場合です。

各日常生活用具の基準がくと耐用年数のひょうあり
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日常生活用具の給付 身  知  難  担当窓口　障害福祉課

在宅の重度心身障害者（児）・難病患者等に対し、日常生活を容易にするため、主に次の
種目の日常生活用具を給付しています。手帳の種別、等級、程度によって、給付できるも
のとできないものがあります。
原則として費用は 1 割が自己負担です。利用者の属する世帯の課税状況による制限、負
担上限月額があります。
また、介護保険対象の方は、介護保険による福祉用具貸与や福祉用具購入費の支給との共
通の種目（特殊寝台・特殊寝台付属品・移動用リフト・特殊マット・居宅生活動作補助用
具等）については介護保険からサービスを受けていただきます。

※障害者本人および同一世帯構成員のいずれかが、一定所得以上の場合は日常生活用具の
給付・貸与の対象となりません。

　一定所得以上の場合とは、
（１）18 歳以上の方は、障害者本人および配偶者
（２）18 歳未満の方は、障害児本人および同一世帯構成員のうち最多納税者
（１）・（２）の方の市町村民税所得割の納税額が、46 万円以上の場合です。

日常生活用具 基準額
（円）

耐用年数
（年）

介
護
・
訓
練
支
援
用
具

特殊寝台 160,000 8
特殊マット 19,600 5
特殊尿器 159,000 5

入浴担架 和式 118,400 5
洋式 82,400 5

移動用リフト 251,000 4
訓練いす ( 児童のみ ) 33,100 5

自
立
生
活
支
援
用
具

浴槽 ( 湯沸器を含む ) 36,000 8
入浴補助用具 90,000 8
便器 15,850 8

頭部保護帽 スポンジ、革製 15,600 3
スポンジ、革製、プラスチック製 37,800 3

歩行補助つえ 3,200 3
移動・移乗支援用具 60,000 8
特殊便器 151,200 8
火災警報器 31,000 8
自動消火装置 28,700 8

電磁調理器 視覚障害者、知的障害者用 41,000 6
肢体不自由者用 36,000 6

※１ プラスチック製は 6,700 円
※２ プラスチック製は 1,700 円
※３ 簡易型は 5,800 円
※４ 簡易型は 6,000 円

自
立
生
活
支
援
用
具

歩行時間延長信号機用小型送信機
（音響案内装置）

視覚障害者１級 43,000 10
視覚障害者２級 7,000 10

聴覚障害者用屋内信号装置 87,400 10
フラッシュベル 12,400 10

ガス安全システム 36,000 8
携帯用信号装置 36,000 6

在
宅
療
養
等
支
援
用
具

透析液加湿器 87,500 5
ネブライザー（吸入器） 36,000 5
電気式たん吸引器 56,400 5
動脈血中酸素飽和度測定器（パルスオキシメーター） 50,000 5
視覚障害者用体温計 9,000 5
視覚障害者用体重計 18,000 5

情
報
・
意
思
疎
通
支
援
用
具

携帯用会話補助装置 130,000 5
点字ディスプレイ 383,500 6

点字器 標準型 ※ 1　10,700 7
携帯用 ※ 2　　7,400 5

点字タイプライター 63,100 5
視覚障害者用
ポータブル
レコーダー

録音再生用 85,000 6
再生専用 35,000 6
テープレコーダー 23,000 6

視覚障害者用地上デジタル放送受信ラジオ 29,000 6
視覚障害者用活字文書読上げ装置 99,800 6
視覚障害者用拡大読書器 198,000 8
視覚障害者用時計 13,300 10
聴覚障害者用通信装置（FAX） 35,000 5
聴覚障害者用情報受信装置 88,900 6

人工喉頭 笛式 8,300 4
電動式 72,200 5

点字図書 ー ー
会議用拡聴器 36,000 6
暗所視支援眼鏡 395,000 8
情報・通信支援用具 70,000 6

泄
排
管
理
支
援
用
具

ストマ用装具 畜便袋 8,858 ー
畜尿袋 11,639 ー

紙おむつ 12,000 ー

収尿器 男性用 ※ 3　　7,900 1
女性用 ※ 4　　8,700 1

居住生活動作補助用具 住宅改修費
（小規模の住宅改修を伴うもの） 200,000 １世帯につき

1 回限り

〈問合せ〉
 障害福祉課　（内線：12345）
 直通電話　　（042）420 － 2804
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各日常生活用具の基準がくと耐用年数のひょうのつづき
〈問合せ〉
障害福祉課、（内線：
直通電話、
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身体障害者補助犬の給付 身  担当窓口　障害福祉課

身体障害者の自立と社会参加を推進することを目的とした制度です。
東京都が、盲導犬訓練育成団体に訓練を委託した身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬及び
聴導犬）を給付します。公共施設、交通機関、デパート等の一般的な施設でも補助犬を同
伴できます。

〈対　象〉
都内におおむね 1年以上居住する 18歳以上の方で次のいずれかに該当する方
（１）盲導犬　視覚障害　１級
（２）介助犬　肢体不自由　１、２級
（３）聴導犬　聴覚障害　２級

〈給付内容〉
費用は無料　飼育費等は自己負担
※申込み期限があります。

〈制　限〉
　・所得制限あり
　・借家、借間等に居住されている方は家主又は管理者の承諾が得られること。
　・耐用年数以内の再支給は原則認められません。
　・その他、補助犬を適切に飼育できること。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

家具転倒防止器具取付け等サービス 身  知    担当窓口　障害福祉課

障害者世帯に家具等の転倒防止器具を支給し、及び取り付けることにより、住宅内の家具
の転倒防止を促進し、もって震災時における人的被害の抑制を図ります。

〈対　象〉
身体障害者手帳４級以上または愛の手帳４度以上をお持ちの方のみで構成される世帯
（過去に西東京市の事業で家具等転倒防止器具の取付けをしていない世帯）

〈給付内容〉
（１）家具等転倒防止器具の給付と取付け
　 器具代は 4,000 円。家具等に 5箇所を限度として器具を取り付ける。
（２）取付けのみ
　 家具等に 3箇所を限度として器具を取り付ける。
〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804
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身体障害者補助犬の給付 身  担当窓口　障害福祉課

身体障害者の自立と社会参加を推進することを目的とした制度です。
東京都が、盲導犬訓練育成団体に訓練を委託した身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬及び
聴導犬）を給付します。公共施設、交通機関、デパート等の一般的な施設でも補助犬を同
伴できます。

〈対　象〉
都内におおむね 1年以上居住する 18歳以上の方で次のいずれかに該当する方
（１）盲導犬　視覚障害　１級
（２）介助犬　肢体不自由　１、２級
（３）聴導犬　聴覚障害　２級

〈給付内容〉
費用は無料　飼育費等は自己負担
※申込み期限があります。

〈制　限〉
　・所得制限あり
　・借家、借間等に居住されている方は家主又は管理者の承諾が得られること。
　・耐用年数以内の再支給は原則認められません。
　・その他、補助犬を適切に飼育できること。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

家具転倒防止器具取付け等サービス 身  知    担当窓口　障害福祉課

障害者世帯に家具等の転倒防止器具を支給し、及び取り付けることにより、住宅内の家具
の転倒防止を促進し、もって震災時における人的被害の抑制を図ります。

〈対　象〉
身体障害者手帳４級以上または愛の手帳４度以上をお持ちの方のみで構成される世帯
（過去に西東京市の事業で家具等転倒防止器具の取付けをしていない世帯）

〈給付内容〉
（１）家具等転倒防止器具の給付と取付け
　 器具代は 4,000 円。家具等に 5箇所を限度として器具を取り付ける。
（２）取付けのみ
　 家具等に 3箇所を限度として器具を取り付ける。
〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804
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身体障害者補助犬の給付 身  担当窓口　障害福祉課

身体障害者の自立と社会参加を推進することを目的とした制度です。
東京都が、盲導犬訓練育成団体に訓練を委託した身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬及び
聴導犬）を給付します。公共施設、交通機関、デパート等の一般的な施設でも補助犬を同
伴できます。

〈対　象〉
都内におおむね 1年以上居住する 18歳以上の方で次のいずれかに該当する方
（１）盲導犬　視覚障害　１級
（２）介助犬　肢体不自由　１、２級
（３）聴導犬　聴覚障害　２級

〈給付内容〉
費用は無料　飼育費等は自己負担
※申込み期限があります。

〈制　限〉
　・所得制限あり
　・借家、借間等に居住されている方は家主又は管理者の承諾が得られること。
　・耐用年数以内の再支給は原則認められません。
　・その他、補助犬を適切に飼育できること。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

家具転倒防止器具取付け等サービス 身  知    担当窓口　障害福祉課

障害者世帯に家具等の転倒防止器具を支給し、及び取り付けることにより、住宅内の家具
の転倒防止を促進し、もって震災時における人的被害の抑制を図ります。

〈対　象〉
身体障害者手帳４級以上または愛の手帳４度以上をお持ちの方のみで構成される世帯
（過去に西東京市の事業で家具等転倒防止器具の取付けをしていない世帯）

〈給付内容〉
（１）家具等転倒防止器具の給付と取付け
　 器具代は 4,000 円。家具等に 5箇所を限度として器具を取り付ける。
（２）取付けのみ
　 家具等に 3箇所を限度として器具を取り付ける。
〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804
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身体障害者電話使用料等の助成 身  担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
18 歳以上で下肢・体幹及び内部障害に係る身体障害者手帳１級・２級の方及び、聴覚障
害に係る身体障害者手帳所持者でファックスを設置している方
＊いずれも市町村民税が非課税世帯であること
＊新規申請の受付は、平成 29年度内（平成 30年 3月 30日受付分）で終了しました。

〈減免の内容等〉
回線使用料・屋内配線使用料・電話機使用料・通話料（月額 700円を限度とし、これに
満たないときはその額）またはファックス使用料（月額 1,800 円を限度とし、これに満
たないときはその額）及びこれらに係る消費税等相当額を助成します。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：21562）
　直通電話　　（042）439-4433

在宅重度心身障害者（児）入浴サービス 身   担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
在宅の重度心身障害者（児）で入浴困難な方

〈給付の内容等〉
1 人週 1回を限度とし、無料で実施します。

〈制　限〉
原則として介護保険適用者は介護保険を優先します。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

重度脳性麻痺者介護 身  担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
重度脳性麻痺者で身体障害者手帳 1級を有する 20歳以上の方

〈給付の内容等〉
障害者の推薦により登録された介護人による屋外への手引き、同行、その他必要な用務の
お手伝いを行います。

〈制　限〉
利用回数は月 12回以内（無料）

12345）

  家具等転倒防止器具取付け等サービス　　身 知

心身障害のある方の世帯に家具などの転倒防止器具の給付や、取付けを行う制度です。

都内におおむね1年以上居住する18歳以上の在宅の身体障害のある方で次のいずれかに該当する方

給付は無料
※飼育費等は実費負担

・借家、借間等に居住されている方は家主または管理者の承諾が得られること。
・所定の訓練を受け、補助犬を適切に管理できること。
・補助犬を使用することにより、社会活動への参加に効果があると認められること。

世帯全体に係る所得税課税額の月平均額が 7 万 7 千円未満であること。

〈給付内容〉

身体障害のある方の自立と社会参加を推進することを目的とした制度です。
東京都が、盲導犬訓練育成団体に訓練を委託した身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬およ
び聴導犬）を給付します。公共施設、交通機関、デパート等の一般的な施設でも補助犬を
同伴できます。

・

〈対　象〉

〈給付内容〉

〈問合せ〉
障害福祉課　（内線：12345）
直通電話　　（042）420 － 2804
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身体障害者補助犬の給付 身  担当窓口　障害福祉課

身体障害者の自立と社会参加を推進することを目的とした制度です。
東京都が、盲導犬訓練育成団体に訓練を委託した身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬及び
聴導犬）を給付します。公共施設、交通機関、デパート等の一般的な施設でも補助犬を同
伴できます。

〈対　象〉
都内におおむね 1年以上居住する 18歳以上の方で次のいずれかに該当する方
（１）盲導犬　視覚障害　１級
（２）介助犬　肢体不自由　１、２級
（３）聴導犬　聴覚障害　２級

〈給付内容〉
費用は無料　飼育費等は自己負担
※申込み期限があります。

〈制　限〉
　・所得制限あり
　・借家、借間等に居住されている方は家主又は管理者の承諾が得られること。
　・耐用年数以内の再支給は原則認められません。
　・その他、補助犬を適切に飼育できること。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

家具転倒防止器具取付け等サービス 身  知    担当窓口　障害福祉課

障害者世帯に家具等の転倒防止器具を支給し、及び取り付けることにより、住宅内の家具
の転倒防止を促進し、もって震災時における人的被害の抑制を図ります。

〈対　象〉
身体障害者手帳４級以上または愛の手帳４度以上をお持ちの方のみで構成される世帯
（過去に西東京市の事業で家具等転倒防止器具の取付けをしていない世帯）

〈給付内容〉
（１）家具等転倒防止器具の給付と取付け
　 器具代は 4,000 円。家具等に 5箇所を限度として器具を取り付ける。
（２）取付けのみ
　 家具等に 3箇所を限度として器具を取り付ける。
〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804
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身体障害者電話使用料等の助成 身  担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
18 歳以上で下肢・体幹及び内部障害に係る身体障害者手帳１級・２級の方及び、聴覚障
害に係る身体障害者手帳所持者でファックスを設置している方
＊いずれも市町村民税が非課税世帯であること
＊新規申請の受付は、平成 29年度内（平成 30年 3月 30日受付分）で終了しました。

〈減免の内容等〉
回線使用料・屋内配線使用料・電話機使用料・通話料（月額 700円を限度とし、これに
満たないときはその額）またはファックス使用料（月額 1,800 円を限度とし、これに満
たないときはその額）及びこれらに係る消費税等相当額を助成します。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：21562）
　直通電話　　（042）439-4433

在宅重度心身障害者（児）入浴サービス 身   担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
在宅の重度心身障害者（児）で入浴困難な方

〈給付の内容等〉
1 人週 1回を限度とし、無料で実施します。

〈制　限〉
原則として介護保険適用者は介護保険を優先します。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

重度脳性麻痺者介護 身  担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
重度脳性麻痺者で身体障害者手帳 1級を有する 20歳以上の方

〈給付の内容等〉
障害者の推薦により登録された介護人による屋外への手引き、同行、その他必要な用務の
お手伝いを行います。

〈制　限〉
利用回数は月 12回以内（無料）

市内在住の身体障害者手帳 4 級以上または愛の手帳 4 度以上をお持ちの方のみで構成さ
れる世帯（過去に西東京市の事業で家具等転倒防止器具の取付けをしていない世帯）

（１）器具の給付と取付け
　器具をお持ちでない世帯で、１世帯につき器具料金上限額 4,000 円（消　
　費税を含む）以内で 5 か所まで。

（２）器具の取付けのみ
　器具をお持ちの世帯で、業者が取り付けできる器具を、１世帯につき3か所まで。
※（１）（２）いずれかのみ
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ページ
身体障害者補助けんの給付、担当窓口、障害福祉課
身体障害のある方の自立と社会参加を推進することを目的とした制度です。
東京都が、盲どうけん 訓練育成団体に訓練を委託した身体障害者補助けん（盲どうけん、介助けん、およびち
ょうどうけんを給付します。公共施設、交通機関、デパートとうの一般的な施設でも補助けんを同伴できます。
〈対象〉
とないにおおむね１年以上居住する 歳以上の在宅の身体障害のある方で次のいずれかに該当するかた
（１、盲どうけん、視覚障害、１級
（２、介助けん、肢体不自由、１、２級
（３、ちょうどうけん、聴覚障害、２級
〈給付内容〉
給付は無料、
※、飼育費とうは実費負担
〈制限〉
・世帯全体に係る所得税課税額の月平均額が 万 千円未満であること。
・借家、借間とうに居住されているかたは家主または管理者の承諾が得られること。
・所定の訓練を受け、補助けんを適切に管理できること。
・補助けんを使用することにより、社会活動への参加に効果があると認められること。
〈問合せ〉
障害福祉課、（内線： 、
直通電話、

家具等転倒防止器具取付けとうサービス、担当窓口、障害福祉課
心身障害のある方の世帯に家具などの転倒防止器具の給付や、取付けを行う制度です。

〈対象〉
市内在住の身体障害者手帳４級以上または愛の手帳４度以上をお持ちのかたのみで構成される世帯（過去に西東
京市の事業で家具とう転倒防止器具の取付けをしていない世帯、

〈給付内容〉
１）器具の給付と取付け

器具をお持ちでない世帯で、１世帯につき器具料金上限額 円（消費税を含む）以内で か所まで。
（２）器具の取付けのみ

器具をお持ちの世帯で、業者が取り付けできる器具を、１世帯につき か所まで。
※（１）（２）いずれかのみ〈問合せ〉
障害福祉課、（内線： 、
直通電話、
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身体障害者補助犬の給付 身  担当窓口　障害福祉課

身体障害者の自立と社会参加を推進することを目的とした制度です。
東京都が、盲導犬訓練育成団体に訓練を委託した身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬及び
聴導犬）を給付します。公共施設、交通機関、デパート等の一般的な施設でも補助犬を同
伴できます。

〈対　象〉
都内におおむね 1年以上居住する 18歳以上の方で次のいずれかに該当する方
（１）盲導犬　視覚障害　１級
（２）介助犬　肢体不自由　１、２級
（３）聴導犬　聴覚障害　２級

〈給付内容〉
費用は無料　飼育費等は自己負担
※申込み期限があります。

〈制　限〉
　・所得制限あり
　・借家、借間等に居住されている方は家主又は管理者の承諾が得られること。
　・耐用年数以内の再支給は原則認められません。
　・その他、補助犬を適切に飼育できること。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

家具転倒防止器具取付け等サービス 身  知    担当窓口　障害福祉課

障害者世帯に家具等の転倒防止器具を支給し、及び取り付けることにより、住宅内の家具
の転倒防止を促進し、もって震災時における人的被害の抑制を図ります。

〈対　象〉
身体障害者手帳４級以上または愛の手帳４度以上をお持ちの方のみで構成される世帯
（過去に西東京市の事業で家具等転倒防止器具の取付けをしていない世帯）

〈給付内容〉
（１）家具等転倒防止器具の給付と取付け
　 器具代は 4,000 円。家具等に 5箇所を限度として器具を取り付ける。
（２）取付けのみ
　 家具等に 3箇所を限度として器具を取り付ける。
〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804
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身体障害者補助犬の給付 身  担当窓口　障害福祉課

身体障害者の自立と社会参加を推進することを目的とした制度です。
東京都が、盲導犬訓練育成団体に訓練を委託した身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬及び
聴導犬）を給付します。公共施設、交通機関、デパート等の一般的な施設でも補助犬を同
伴できます。

〈対　象〉
都内におおむね 1年以上居住する 18歳以上の方で次のいずれかに該当する方
（１）盲導犬　視覚障害　１級
（２）介助犬　肢体不自由　１、２級
（３）聴導犬　聴覚障害　２級

〈給付内容〉
費用は無料　飼育費等は自己負担
※申込み期限があります。

〈制　限〉
　・所得制限あり
　・借家、借間等に居住されている方は家主又は管理者の承諾が得られること。
　・耐用年数以内の再支給は原則認められません。
　・その他、補助犬を適切に飼育できること。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

家具転倒防止器具取付け等サービス 身  知    担当窓口　障害福祉課

障害者世帯に家具等の転倒防止器具を支給し、及び取り付けることにより、住宅内の家具
の転倒防止を促進し、もって震災時における人的被害の抑制を図ります。

〈対　象〉
身体障害者手帳４級以上または愛の手帳４度以上をお持ちの方のみで構成される世帯
（過去に西東京市の事業で家具等転倒防止器具の取付けをしていない世帯）

〈給付内容〉
（１）家具等転倒防止器具の給付と取付け
　 器具代は 4,000 円。家具等に 5箇所を限度として器具を取り付ける。
（２）取付けのみ
　 家具等に 3箇所を限度として器具を取り付ける。
〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804
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身体障害者補助犬の給付 身  担当窓口　障害福祉課

身体障害者の自立と社会参加を推進することを目的とした制度です。
東京都が、盲導犬訓練育成団体に訓練を委託した身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬及び
聴導犬）を給付します。公共施設、交通機関、デパート等の一般的な施設でも補助犬を同
伴できます。

〈対　象〉
都内におおむね 1年以上居住する 18歳以上の方で次のいずれかに該当する方
（１）盲導犬　視覚障害　１級
（２）介助犬　肢体不自由　１、２級
（３）聴導犬　聴覚障害　２級

〈給付内容〉
費用は無料　飼育費等は自己負担
※申込み期限があります。

〈制　限〉
　・所得制限あり
　・借家、借間等に居住されている方は家主又は管理者の承諾が得られること。
　・耐用年数以内の再支給は原則認められません。
　・その他、補助犬を適切に飼育できること。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

家具転倒防止器具取付け等サービス 身  知    担当窓口　障害福祉課

障害者世帯に家具等の転倒防止器具を支給し、及び取り付けることにより、住宅内の家具
の転倒防止を促進し、もって震災時における人的被害の抑制を図ります。

〈対　象〉
身体障害者手帳４級以上または愛の手帳４度以上をお持ちの方のみで構成される世帯
（過去に西東京市の事業で家具等転倒防止器具の取付けをしていない世帯）

〈給付内容〉
（１）家具等転倒防止器具の給付と取付け
　 器具代は 4,000 円。家具等に 5箇所を限度として器具を取り付ける。
（２）取付けのみ
　 家具等に 3箇所を限度として器具を取り付ける。
〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804
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身体障害者電話使用料等の助成 身  担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
18 歳以上で下肢・体幹及び内部障害に係る身体障害者手帳１級・２級の方及び、聴覚障
害に係る身体障害者手帳所持者でファックスを設置している方
＊いずれも市町村民税が非課税世帯であること
＊新規申請の受付は、平成 29年度内（平成 30年 3月 30日受付分）で終了しました。

〈減免の内容等〉
回線使用料・屋内配線使用料・電話機使用料・通話料（月額 700円を限度とし、これに
満たないときはその額）またはファックス使用料（月額 1,800 円を限度とし、これに満
たないときはその額）及びこれらに係る消費税等相当額を助成します。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：21562）
　直通電話　　（042）439-4433

在宅重度心身障害者（児）入浴サービス 身   担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
在宅の重度心身障害者（児）で入浴困難な方

〈給付の内容等〉
1 人週 1回を限度とし、無料で実施します。

〈制　限〉
原則として介護保険適用者は介護保険を優先します。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

重度脳性麻痺者介護 身  担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
重度脳性麻痺者で身体障害者手帳 1級を有する 20歳以上の方

〈給付の内容等〉
障害者の推薦により登録された介護人による屋外への手引き、同行、その他必要な用務の
お手伝いを行います。

〈制　限〉
利用回数は月 12回以内（無料）
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身体障害者補助犬の給付 身  担当窓口　障害福祉課

身体障害者の自立と社会参加を推進することを目的とした制度です。
東京都が、盲導犬訓練育成団体に訓練を委託した身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬及び
聴導犬）を給付します。公共施設、交通機関、デパート等の一般的な施設でも補助犬を同
伴できます。

〈対　象〉
都内におおむね 1年以上居住する 18歳以上の方で次のいずれかに該当する方
（１）盲導犬　視覚障害　１級
（２）介助犬　肢体不自由　１、２級
（３）聴導犬　聴覚障害　２級

〈給付内容〉
費用は無料　飼育費等は自己負担
※申込み期限があります。

〈制　限〉
　・所得制限あり
　・借家、借間等に居住されている方は家主又は管理者の承諾が得られること。
　・耐用年数以内の再支給は原則認められません。
　・その他、補助犬を適切に飼育できること。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

家具転倒防止器具取付け等サービス 身  知    担当窓口　障害福祉課

障害者世帯に家具等の転倒防止器具を支給し、及び取り付けることにより、住宅内の家具
の転倒防止を促進し、もって震災時における人的被害の抑制を図ります。

〈対　象〉
身体障害者手帳４級以上または愛の手帳４度以上をお持ちの方のみで構成される世帯
（過去に西東京市の事業で家具等転倒防止器具の取付けをしていない世帯）

〈給付内容〉
（１）家具等転倒防止器具の給付と取付け
　 器具代は 4,000 円。家具等に 5箇所を限度として器具を取り付ける。
（２）取付けのみ
　 家具等に 3箇所を限度として器具を取り付ける。
〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

49

4. 
日
常
生
活
の
支
援

身体障害者電話使用料等の助成 身  担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
18 歳以上で下肢・体幹及び内部障害に係る身体障害者手帳１級・２級の方及び、聴覚障
害に係る身体障害者手帳所持者でファックスを設置している方
＊いずれも市町村民税が非課税世帯であること
＊新規申請の受付は、平成 29年度内（平成 30年 3月 30日受付分）で終了しました。

〈減免の内容等〉
回線使用料・屋内配線使用料・電話機使用料・通話料（月額 700円を限度とし、これに
満たないときはその額）またはファックス使用料（月額 1,800 円を限度とし、これに満
たないときはその額）及びこれらに係る消費税等相当額を助成します。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：21562）
　直通電話　　（042）439-4433

在宅重度心身障害者（児）入浴サービス 身   担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
在宅の重度心身障害者（児）で入浴困難な方

〈給付の内容等〉
1 人週 1回を限度とし、無料で実施します。

〈制　限〉
原則として介護保険適用者は介護保険を優先します。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

重度脳性麻痺者介護 身  担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
重度脳性麻痺者で身体障害者手帳 1級を有する 20歳以上の方

〈給付の内容等〉
障害者の推薦により登録された介護人による屋外への手引き、同行、その他必要な用務の
お手伝いを行います。

〈制　限〉
利用回数は月 12回以内（無料）

市内に住所を有し、かつ、おおむね年齢が 15 歳以上の方であって、在宅の重度心身障害
者（児）で入浴困難な方

12345）

〈問合せ〉
 障害福祉課（内線：12271）
 直通電話　 （042）420-2804
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ページ
在宅重度心身障害者（じ）、入浴サービス、担当窓口、障害福祉課
〈対象〉
市内に住所を有し、かつ、おおむね年齢が 歳以上の方であって、
在宅の重度心身障害者（じ、で入浴困難なかた
〈給付の内容とう〉
１人、週１回を限度とし、無料で実施します。
〈制限〉
原則として介護保険適用者は介護保険を優先します。
〈問合せ〉
障害福祉課、（内線：
直通電話、

重度脳性麻痺者介護、担当窓口、障害福祉課
〈対象〉
重度脳性麻痺者で身体障害者手帳１級を有する 歳以上のかた

〈給付の内容とう〉
障害者の推薦により登録された介護にんによる屋外への手引き、同行、その他必要な用務のお手伝いを行います。

〈制限〉
利用回数は月 回以内（無料）
〈問合せ〉
障害福祉課、（内線：
直通電話、
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〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

情報の支援
市立図書館 身

 市図書館のハンディキャップサービス 
〈対　象〉
市内在住の方で、通常に書かれた文字や印刷物を読むことが困難な方および様々な障害に
よって図書館を利用できない方。（利用登録が必要です）

〈内容等〉
（１）「声の広報」の貸出
　　「広報西東京」「暮らしの便利帳」など、西東京市や図書館で発行している広報を音訳

し、ＣＤ－ＲＯＭ等に録音したものを貸し出しています。
（２）録音資料の貸出
　　ご希望の本や雑誌などを音訳製作した「デイジー図書」等を貸し出しています。他の

自治体の図書館からの借用や市販品の購入等で希望の資料を用意します。
（３）プライベート資料の作成
　　個人的に必要な資料やパンフレットなどを音訳製作し提供しています。資料及びＣＤ

－ＲＯＭはご自分で用意してください。
（４）対面朗読
　　図書館所蔵の本・雑誌・新聞や、お手持ちの資料等を対面で朗読します。
　　手紙や電気製品の説明書等どんなものにも対応しますので、ご相談ください。
（５）点訳
　　図書や雑誌等を点訳・貸し出しています。個人的に必要な資料を点訳し、提供します。
（６）布の絵本・さわる絵本
　　児童を対象に布の絵本・さわる絵本の貸し出しをしています。
（７）宅配
　　図書館に来館が困難な方の自宅へ、本や雑誌、録音・点訳資料等を届けています。
（８）資料の郵送貸出
　　図書館に来館が困難な方の自宅へ、郵送で資料をお送りします。（郵便法の許可の範

囲内となりますので、身体障害者手帳をお持ちの視覚障害者の方が対象となります）
（９）障害児へのサービス
　　読むことが困難な児童を対象にマルチメディアデイジー図書を貸し出しています。

〈問合せ〉西東京市谷戸図書館
　電話　（042）421-4545　　FAX　（042）421-5548
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〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

情報の支援
市立図書館 身

 市図書館のハンディキャップサービス 
〈対　象〉
市内在住の方で、通常に書かれた文字や印刷物を読むことが困難な方および様々な障害に
よって図書館を利用できない方。（利用登録が必要です）

〈内容等〉
（１）「声の広報」の貸出
　　「広報西東京」「暮らしの便利帳」など、西東京市や図書館で発行している広報を音訳

し、ＣＤ－ＲＯＭ等に録音したものを貸し出しています。
（２）録音資料の貸出
　　ご希望の本や雑誌などを音訳製作した「デイジー図書」等を貸し出しています。他の

自治体の図書館からの借用や市販品の購入等で希望の資料を用意します。
（３）プライベート資料の作成
　　個人的に必要な資料やパンフレットなどを音訳製作し提供しています。資料及びＣＤ

－ＲＯＭはご自分で用意してください。
（４）対面朗読
　　図書館所蔵の本・雑誌・新聞や、お手持ちの資料等を対面で朗読します。
　　手紙や電気製品の説明書等どんなものにも対応しますので、ご相談ください。
（５）点訳
　　図書や雑誌等を点訳・貸し出しています。個人的に必要な資料を点訳し、提供します。
（６）布の絵本・さわる絵本
　　児童を対象に布の絵本・さわる絵本の貸し出しをしています。
（７）宅配
　　図書館に来館が困難な方の自宅へ、本や雑誌、録音・点訳資料等を届けています。
（８）資料の郵送貸出
　　図書館に来館が困難な方の自宅へ、郵送で資料をお送りします。（郵便法の許可の範

囲内となりますので、身体障害者手帳をお持ちの視覚障害者の方が対象となります）
（９）障害児へのサービス
　　読むことが困難な児童を対象にマルチメディアデイジー図書を貸し出しています。

〈問合せ〉西東京市谷戸図書館
　電話　（042）421-4545　　FAX　（042）421-5548
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 市図書館のハンディキャップサービス（聴覚） 
〈対　象〉
聴覚または言語に障害がある方

〈内容等〉
資料のリクエストや調べものなどについて、ファックスその他で受付けをします。
＊利用登録後、サービス利用方法のご相談をしてください。

〈問合せ〉西東京市谷戸図書館
　電話　（042）421-4545　　FAX　（042）421-5548

視覚障害者へのサービス
盲人生活用具の販売・あっせん 身

〈対　象〉
視覚障害者

〈給付の内容等〉
視覚障害者の日常生活に必要な各種用具の販売・あっせんを行っています。対象品目等に
ついては、直接お問い合わせください。

〈問合せ〉
　社会福祉法人　日本視覚障害者団体連合　用具購買所
　電話　（03）3200-6422　　FAX　（03）3200-6428
　日本点字図書館　用具事業課
　電話　（03）3209-0751　　FAX　（03）3200-4133

東京都ガイドセンター 身

〈対　象〉
視覚に障害をお持ちの方

〈給付の内容等〉
東京都内在住で都外に移動する場合、ガイドセンターを紹介します。（無料）
また、都外から都内にいらした方に、ガイドヘルパーを派遣します。（有料）

〈制　限〉
東京都ガイドセンターでは 1時間当たり 930円。その他、交通費昼食代などは利用者負
担となります。お申し込みは 2週間以上前にご連絡ください。

〈問合せ〉社会福祉法人　日本視覚障害者団体連合　東京都ガイドセンター窓口
　電話　（03）5272-0996　　FAX　（03）3200-7755

を貸出しています。

などを届けています。

市内在住の方で、活字による読書に支障のある方および様々な障害によって図書館の利用
が困難な方。（利用登録が必要です）

「広報西東京」「暮らしの便利帳」など、市や図書館で発行している広報を音訳し、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭなどに録音したものを貸出しています。

ご希望の本や雑誌などを音訳製作した「デイジー図書」などを貸出しています。他の
自治体の図書館からの借用や市販品の購入などで希望の資料を用意します。

手紙や電気製品の説明書など、内容についてはご相談ください。
などを対面で朗読します。

図書や雑誌などを点訳・貸出しています。個人的に必要な資料を点訳し提供しています。

図書館に来館が困難な方の自宅へ、郵送で資料をお送りします（郵便法の許可の範囲
内となりますので、身体障害者手帳をお持ちの視覚障害のある方が対象となります）。

活字による読書に支障のある児童を対象にマルチメディアデイジー図書を貸出しています。

谷戸図書館
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ページ
情報の支援
市立図書館
市図書館のハンディキャップサービス
〈対象〉
市内在住のかたで、活字による読書に支障のある方および様々な障害によって図書館の利用が困難な方。（利用
登録が必要です）
〈内容とう〉
（１、声の広報の貸出
広報西東京、暮らしの便利ちょうなど、市や図書館で発行している広報を音訳し、ＣＤ－ＲＯＭなどに録音した
ものを貸し出ししています。
（２、録音資料の貸出
ご希望の本や雑誌などを音訳製作した「デイジー図書」などを貸出しています。他の自治体の図書館からの借用
や市販品の購入などで希望の資料を用意します。
（３、プライベート資料の作成
個人的に必要な資料やパンフレットなどを音訳製作し提供しています。資料及びＣＤ－ＲＯＭはご自分で用意し
てください。
（４、対面朗読
図書館所蔵の本、雑誌、新聞や、お手持ちの資料などを対面で朗読します。
手紙や電気製品の説明書など、内容については、ご相談ください。
（５、点訳
図書や雑誌などを点訳、貸し出しています。個人的に必要な資料を点訳し提供しています。
（６、布の絵本、さわる絵本
じどうを対象に布の絵本、さわる絵本を貸し出しています。
（７、宅配
図書館に来館が困難なかたの自宅へ、本や雑誌、録音、点訳資料などを届けています。
（８、資料の郵送貸出
図書館に来館が困難なかたの自宅へ、郵送で資料をお送りします。（郵便法の許可の範囲内となりますので、身
体障害者手帳をお持ちの視覚障害のあるかたが対象となります
（９、障害児へのサービス
活字による読書に支障のある児童を対象にマルチメディアデイジー図書を貸出しています。
〈問合せ〉やと図書館
電話、 、 、
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〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

情報の支援
市立図書館 身

 市図書館のハンディキャップサービス 
〈対　象〉
市内在住の方で、通常に書かれた文字や印刷物を読むことが困難な方および様々な障害に
よって図書館を利用できない方。（利用登録が必要です）

〈内容等〉
（１）「声の広報」の貸出
　　「広報西東京」「暮らしの便利帳」など、西東京市や図書館で発行している広報を音訳

し、ＣＤ－ＲＯＭ等に録音したものを貸し出しています。
（２）録音資料の貸出
　　ご希望の本や雑誌などを音訳製作した「デイジー図書」等を貸し出しています。他の

自治体の図書館からの借用や市販品の購入等で希望の資料を用意します。
（３）プライベート資料の作成
　　個人的に必要な資料やパンフレットなどを音訳製作し提供しています。資料及びＣＤ

－ＲＯＭはご自分で用意してください。
（４）対面朗読
　　図書館所蔵の本・雑誌・新聞や、お手持ちの資料等を対面で朗読します。
　　手紙や電気製品の説明書等どんなものにも対応しますので、ご相談ください。
（５）点訳
　　図書や雑誌等を点訳・貸し出しています。個人的に必要な資料を点訳し、提供します。
（６）布の絵本・さわる絵本
　　児童を対象に布の絵本・さわる絵本の貸し出しをしています。
（７）宅配
　　図書館に来館が困難な方の自宅へ、本や雑誌、録音・点訳資料等を届けています。
（８）資料の郵送貸出
　　図書館に来館が困難な方の自宅へ、郵送で資料をお送りします。（郵便法の許可の範

囲内となりますので、身体障害者手帳をお持ちの視覚障害者の方が対象となります）
（９）障害児へのサービス
　　読むことが困難な児童を対象にマルチメディアデイジー図書を貸し出しています。

〈問合せ〉西東京市谷戸図書館
　電話　（042）421-4545　　FAX　（042）421-5548
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市内在住の方で、通常に書かれた文字や印刷物を読むことが困難な方および様々な障害に
よって図書館を利用できない方。（利用登録が必要です）

〈内容等〉
（１）「声の広報」の貸出
　　「広報西東京」「暮らしの便利帳」など、西東京市や図書館で発行している広報を音訳

し、ＣＤ－ＲＯＭ等に録音したものを貸し出しています。
（２）録音資料の貸出
　　ご希望の本や雑誌などを音訳製作した「デイジー図書」等を貸し出しています。他の

自治体の図書館からの借用や市販品の購入等で希望の資料を用意します。
（３）プライベート資料の作成
　　個人的に必要な資料やパンフレットなどを音訳製作し提供しています。資料及びＣＤ

－ＲＯＭはご自分で用意してください。
（４）対面朗読
　　図書館所蔵の本・雑誌・新聞や、お手持ちの資料等を対面で朗読します。
　　手紙や電気製品の説明書等どんなものにも対応しますので、ご相談ください。
（５）点訳
　　図書や雑誌等を点訳・貸し出しています。個人的に必要な資料を点訳し、提供します。
（６）布の絵本・さわる絵本
　　児童を対象に布の絵本・さわる絵本の貸し出しをしています。
（７）宅配
　　図書館に来館が困難な方の自宅へ、本や雑誌、録音・点訳資料等を届けています。
（８）資料の郵送貸出
　　図書館に来館が困難な方の自宅へ、郵送で資料をお送りします。（郵便法の許可の範

囲内となりますので、身体障害者手帳をお持ちの視覚障害者の方が対象となります）
（９）障害児へのサービス
　　読むことが困難な児童を対象にマルチメディアデイジー図書を貸し出しています。

〈問合せ〉西東京市谷戸図書館
　電話　（042）421-4545　　FAX　（042）421-5548
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 市図書館のハンディキャップサービス（聴覚） 
〈対　象〉
聴覚または言語に障害がある方

〈内容等〉
資料のリクエストや調べものなどについて、ファックスその他で受付けをします。
＊利用登録後、サービス利用方法のご相談をしてください。

〈問合せ〉西東京市谷戸図書館
　電話　（042）421-4545　　FAX　（042）421-5548

視覚障害者へのサービス
盲人生活用具の販売・あっせん 身

〈対　象〉
視覚障害者

〈給付の内容等〉
視覚障害者の日常生活に必要な各種用具の販売・あっせんを行っています。対象品目等に
ついては、直接お問い合わせください。

〈問合せ〉
　社会福祉法人　日本視覚障害者団体連合　用具購買所
　電話　（03）3200-6422　　FAX　（03）3200-6428
　日本点字図書館　用具事業課
　電話　（03）3209-0751　　FAX　（03）3200-4133

東京都ガイドセンター 身

〈対　象〉
視覚に障害をお持ちの方

〈給付の内容等〉
東京都内在住で都外に移動する場合、ガイドセンターを紹介します。（無料）
また、都外から都内にいらした方に、ガイドヘルパーを派遣します。（有料）

〈制　限〉
東京都ガイドセンターでは 1時間当たり 930円。その他、交通費昼食代などは利用者負
担となります。お申し込みは 2週間以上前にご連絡ください。

〈問合せ〉社会福祉法人　日本視覚障害者団体連合　東京都ガイドセンター窓口
　電話　（03）5272-0996　　FAX　（03）3200-7755

などを届けています。

  視覚障害者生活用具の販売・あっせん

  東京都ガイドセンター

身

身

 〈対　象〉
視覚障害のある方

 〈対　象〉
視覚に障害のある方
 〈内　容〉
東京都外にお住まいの方が、東京都内を移動する際に、ガイドヘルパーを紹介します。
また、東京都内にお住まいの方が、他道府県を移動する際に、移動先で利用できるガイ
ドセンターを紹介します。
利用日の２週間以上前までに電話、FAX またはメールで東京都ガイドセンターまでご連
絡ください。
 〈費　用〉
ガイドヘルパーの紹介は無料です。
ガイドヘルパーに支払う利用料金は、東京都ガイドセンターでは１時間 930 円です。他
道府県の利用料金は紹介先のガイドセンターにご確認ください。
交通費などは、ガイドヘルパーの分を含めて利用者の負担です。

〈問合せ〉　東京都ガイドセンター
 電話　（03）5272 － 0996　　FAX（03）3200 － 7755
 Ｅメール　jigyou@jfb.jp

 〈問合せ〉
社会福祉法人　日本視覚障害者団体連合　用具購買所
電話　（03）3200-6422　　FAX（03）3200-6428
社会福祉法人　日本点字図書館　用具事業課
電話　（03）3200-0751　　FAX（03）3200-4133

 〈給付の内容等〉
視覚障害のある方の日常生活に必要な各種用具の販売・あっせんを行っています。対象品
目等については、直接お問い合わせください。

視覚に障害のある方へのサービス

谷戸図書館
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市図書館のハンディキャップサービス（聴覚）
〈対象〉聴覚または言語に障害があるかた
〈内容とう〉資料のリクエストや調べものなどについて、ファックスその他で受付けをします。
＊利用登録後、サービス利用方法のご相談をしてください
〈問合せ〉やと図書館
電話
視覚に障害のあるかたへのサービス
視覚障害者生活用具の販売・あっせん
〈対象〉視覚障害のあるかた
〈給付の内容とう〉
視覚障害のあるかたの日常生活に必要な各種用具の販売・あっせんを行っています。対象品目等については、直
接お問い合わせください
〈問合せ〉社会福祉法人 日本視覚障害者団体連合 用具購買所
電話
社会福祉法人 日本点字図書館 用具事業課
電話
東京都ガイドセンター
〈対象〉
視覚に障害のあるかた

〈内容〉
東京とがいにお住まいのかたが、東京とないを移動する際に、ガイドヘルパーを紹介します。また、東京とない
にお住まいのかたが、他道府県を移動する際に、移動先で利用できるガイドセンターを紹介します。
利用日の２週間以上前までに電話、 またはメールで東京都ガイドセンターまでご連絡ください。

〈費用〉
ガイドヘルパーの紹介は無料です。
ガイドヘルパーに支払う利用料金は、東京都ガイドセンターでは１時間 円です。他道府県の利用料金は紹介
先のガイドセンターにご確認ください。
交通費などは、ガイドヘルパーの分を含めて利用者の負担です。

〈問合せ〉
東京都ガイドセンター
電話、 、 、
Ｅメール、
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日本点字図書館のサービス 身

〈対　象〉
全国の視覚障害者等

〈内容等〉
（１）点字図書・録音図書の貸し出し、ダウンロードサービス

点字・録音図書の貸し出しと点字、録音データのダウンロードサービスを行っていま
す。貸し出しに係る費用は無料です。ダウンロードサービスをご利用の際は、記録媒
体はご自身でご用意ください。

（２）レファレンス・サービス
視覚障害者用図書に関する情報提供や視覚障害関係の施設・団体の紹介を行っていま
す。

（３）専門対面リーディングサービス
専門図書や専門資料を館内で朗読します。1回 2時間までを一区切りとしています。
休館日を除く 3日前までに予約が必要です。図書等は持参してください。

（４）プライベートサービス（都内在住・在勤・在学の視覚障害者）
希望に応じて点字図書・録音図書のテキスト化をします。
製作に必要な点字用紙、録音ＣＤ代、製本代は自己負担となります。原本はご自身で
ご用意ください。

（５）自立訓練（視覚障害者の手帳保持者で通所可能な方）
白杖を使った歩行訓練、パソコンやスマホなどのＩＣＴ訓練、点字訓練、日常生活訓
練を提供しています。障害福祉サービスを使っての訓練ですので、費用は原則 1割
負担です。

〈問合せ〉日本点字図書館
　電話　（03）3209-0241　　FAX　（03）3204-5641

点字による即時情報ネットワーク事業 身

〈対　象〉
都内在住の視覚障害者

〈内容等〉
新聞記事・福祉情報等の抜粋記事を点字で郵送。（メール版もあり）
※電話ナビゲーションサービスによる音声提供もしています。（電話番号 0570-021802）

〈問合せ〉東京都盲人福祉協会
　電話　（03）3208-9001　　FAX　（03）3208-9005
　E メール　info@tomoukyo.or.jp
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日本点字図書館のサービス 身

〈対　象〉
全国の視覚障害者等

〈内容等〉
（１）点字図書・録音図書の貸し出し、ダウンロードサービス

点字・録音図書の貸し出しと点字、録音データのダウンロードサービスを行っていま
す。貸し出しに係る費用は無料です。ダウンロードサービスをご利用の際は、記録媒
体はご自身でご用意ください。

（２）レファレンス・サービス
視覚障害者用図書に関する情報提供や視覚障害関係の施設・団体の紹介を行っていま
す。

（３）専門対面リーディングサービス
専門図書や専門資料を館内で朗読します。1 回 2 時間までを一区切りとしています。
休館日を除く 3 日前までに予約が必要です。図書等は持参してください。

（４）プライベートサービス（都内在住・在勤・在学の視覚障害者）
希望に応じて点字図書・録音図書のテキスト化をします。
製作に必要な点字用紙、録音ＣＤ代、製本代は自己負担となります。原本はご自身で
ご用意ください。

（５）自立訓練（視覚障害者の手帳保持者で通所可能な方）
白杖を使った歩行訓練、パソコンやスマホなどのＩＣＴ訓練、点字訓練、日常生活訓
練を提供しています。障害福祉サービスを使っての訓練ですので、費用は原則 1 割
負担です。

〈問合せ〉日本点字図書館
　電話　（03）3209-0241　　FAX　（03）3204-5641

点字による即時情報ネットワーク事業 身

〈対　象〉
都内在住の視覚障害者

〈内容等〉
新聞記事・福祉情報等の抜粋記事を点字で郵送。（メール版もあり）
※電話ナビゲーションサービスによる音声提供もしています。（電話番号 0570-021802）

〈問合せ〉東京都盲人福祉協会
　電話　（03）3208-9001　　FAX　（03）3208-9005
　E メール　info@tomoukyo.or.jp
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点字・録音刊行物の作成・配布事業 身

〈対　象〉
都内在住（原則 18 歳以上）の身体障害者手帳を有する視覚障害者

〈内容等〉
原則、都政刊行物の中から視覚障害者に必要な情報を選定し、点字本・録音物（デイジー
またはテープ）のいずれか毎月 1 点を希望者に無料で配布します。

〈問合せ〉東京都盲人福祉協会
　電話　（03）3208-9001　　FAX　（03）3208-9005
　E メール　info@tomoukyo.or.jp

日常生活情報点訳等サービス 身

〈対　象〉
都内在住・在勤の身体障害者手帳を所持する視覚障害者

〈内容等〉
視覚障害者が日常生活上必要とする情報（文書）の点訳・墨訳、対面朗読、ファックスに
よる文書の電話朗読を行います。費用は無料です。

〈問合せ〉東京都障害者福祉会館
　電話　（03）3455-6321　　FAX　（03）3453-6550

広報東京都の点字版・テープ版・デイジー版の郵送 
〈対　象〉
都内在住の視覚障害者で送付を希望する方

〈内容等〉
毎月 1 回発行の「広報東京都」を点字版、テープ版・デイジー版に編集して、無料で郵
送します。また、東京都公式ホームページの「WEB 広報東京都」（https://www.koho. 
metro.tokyo.lg.jp/）のページでも、音声を聞くことができます。

〈問合せ〉東京都生活文化局広報広聴部広報課
　電話　（03）5388-3093　　FAX　（03）5388-1329
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日本点字図書館のサービス 身

〈対　象〉
全国の視覚障害者等

〈内容等〉
（１）点字図書・録音図書の貸し出し、ダウンロードサービス

点字・録音図書の貸し出しと点字、録音データのダウンロードサービスを行っていま
す。貸し出しに係る費用は無料です。ダウンロードサービスをご利用の際は、記録媒
体はご自身でご用意ください。

（２）レファレンス・サービス
視覚障害者用図書に関する情報提供や視覚障害関係の施設・団体の紹介を行っていま
す。

（３）専門対面リーディングサービス
専門図書や専門資料を館内で朗読します。1 回 2 時間までを一区切りとしています。
休館日を除く 3 日前までに予約が必要です。図書等は持参してください。

（４）プライベートサービス（都内在住・在勤・在学の視覚障害者）
希望に応じて点字図書・録音図書のテキスト化をします。
製作に必要な点字用紙、録音ＣＤ代、製本代は自己負担となります。原本はご自身で
ご用意ください。

（５）自立訓練（視覚障害者の手帳保持者で通所可能な方）
白杖を使った歩行訓練、パソコンやスマホなどのＩＣＴ訓練、点字訓練、日常生活訓
練を提供しています。障害福祉サービスを使っての訓練ですので、費用は原則 1 割
負担です。

〈問合せ〉日本点字図書館
　電話　（03）3209-0241　　FAX　（03）3204-5641

点字による即時情報ネットワーク事業 身

〈対　象〉
都内在住の視覚障害者

〈内容等〉
新聞記事・福祉情報等の抜粋記事を点字で郵送。（メール版もあり）
※電話ナビゲーションサービスによる音声提供もしています。（電話番号 0570-021802）

〈問合せ〉東京都盲人福祉協会
　電話　（03）3208-9001　　FAX　（03）3208-9005
　E メール　info@tomoukyo.or.jp
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点字・録音刊行物の作成・配布事業 身

〈対　象〉
都内在住（原則 18 歳以上）の身体障害者手帳を有する視覚障害者

〈内容等〉
原則、都政刊行物の中から視覚障害者に必要な情報を選定し、点字本・録音物（デイジー
またはテープ）のいずれか毎月 1 点を希望者に無料で配布します。

〈問合せ〉東京都盲人福祉協会
　電話　（03）3208-9001　　FAX　（03）3208-9005
　E メール　info@tomoukyo.or.jp

日常生活情報点訳等サービス 身

〈対　象〉
都内在住・在勤の身体障害者手帳を所持する視覚障害者

〈内容等〉
視覚障害者が日常生活上必要とする情報（文書）の点訳・墨訳、対面朗読、ファックスに
よる文書の電話朗読を行います。費用は無料です。

〈問合せ〉東京都障害者福祉会館
　電話　（03）3455-6321　　FAX　（03）3453-6550

広報東京都の点字版・テープ版・デイジー版の郵送 
〈対　象〉
都内在住の視覚障害者で送付を希望する方

〈内容等〉
毎月 1 回発行の「広報東京都」を点字版、テープ版・デイジー版に編集して、無料で郵
送します。また、東京都公式ホームページの「WEB 広報東京都」（https://www.koho. 
metro.tokyo.lg.jp/）のページでも、音声を聞くことができます。

〈問合せ〉東京都生活文化局広報広聴部広報課
　電話　（03）5388-3093　　FAX　（03）5388-1329
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日本点字図書館のサービス 身

〈対　象〉
全国の視覚障害者等

〈内容等〉
（１）点字図書・録音図書の貸し出し、ダウンロードサービス

点字・録音図書の貸し出しと点字、録音データのダウンロードサービスを行っていま
す。貸し出しに係る費用は無料です。ダウンロードサービスをご利用の際は、記録媒
体はご自身でご用意ください。

（２）レファレンス・サービス
視覚障害者用図書に関する情報提供や視覚障害関係の施設・団体の紹介を行っていま
す。

（３）専門対面リーディングサービス
専門図書や専門資料を館内で朗読します。1回 2時間までを一区切りとしています。
休館日を除く 3日前までに予約が必要です。図書等は持参してください。

（４）プライベートサービス（都内在住・在勤・在学の視覚障害者）
希望に応じて点字図書・録音図書のテキスト化をします。
製作に必要な点字用紙、録音ＣＤ代、製本代は自己負担となります。原本はご自身で
ご用意ください。

（５）自立訓練（視覚障害者の手帳保持者で通所可能な方）
白杖を使った歩行訓練、パソコンやスマホなどのＩＣＴ訓練、点字訓練、日常生活訓
練を提供しています。障害福祉サービスを使っての訓練ですので、費用は原則 1割
負担です。

〈問合せ〉日本点字図書館
　電話　（03）3209-0241　　FAX　（03）3204-5641

点字による即時情報ネットワーク事業 身

〈対　象〉
都内在住の視覚障害者

〈内容等〉
新聞記事・福祉情報等の抜粋記事を点字で郵送。（メール版もあり）
※電話ナビゲーションサービスによる音声提供もしています。（電話番号 0570-021802）

〈問合せ〉東京都盲人福祉協会
　電話　（03）3208-9001　　FAX　（03）3208-9005
　E メール　info@tomoukyo.or.jp

点字・録音図書の貸し出しサービスを行っています。貸し出しに係る費用は無料です。
インターネットの接続作業が難しい方に、インターネット上の図書館、サピエ図書館
から図書をダウンロードするサービスを行っています。ダウンロードに必要なメモ
リーカードなどはご自身でご用意をお願いします。

全国の視覚障害のある方など

都内在住の視覚障害のある方

の製作・テキスト化をします。
視覚障害のある方）

Ｅメール　info@tomoukyo.or.jp

自立訓練（視覚障害者の手帳をお持ちの方で通所可能な方）
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ページ
日本点字図書館のサービス
〈対象〉
全国の視覚障害のあるかたなど
〈内容とう〉
（１、点字図書、録音図書の貸し出し、ダウンロードサービス
点字・録音図書の貸し出しサービスを行っています。貸し出しに係る費用は無料です。インターネットの接続作
業が難しいかたに、インターネット上の図書館、サピエ図書館から図書をダウンロードするサービスを行ってい
ます。ダウンロードに必要なメモリーカードなどはご自身でご用意をお願いします。
（２、レファレンス・サービス
視覚障害者用、図書に関する情報提供や視覚障害関係の施設、団体の紹介を行っています。
（３、専門対面リーディングサービス
専門図書や専門資料を館内で朗読します。１回２時間までをひと区切りとしています。休館びを除く３日前まで
に予約が必要です。図書とうは持参してください。
（４、プライベートサービス（とない在住、在勤、在学の視覚障害のある方、希望に応じて点字図書、録音図書
の製作、テキスト化をします。
製作に必要な点字用紙、録音ＣＤ代、製本代は自己負担となります。原本はご自身でご用意ください。
（ 、自立訓練、（視覚障害者の手帳をお持ちの方でつうしょ可能な方
はくじょうを使った歩行訓練、パソコンやスマホなどのＩ Ｃ Ｔ訓練、点字訓練、日常生活訓練を提供してい
ます。障害福祉サービスを使っての訓練ですので、費用は原則１割負担です。

〈問合せ〉日本点字図書館
電話、 、
点字による即時情報ネットワーク事業
〈対象〉
とない在住の視覚障害のある方
〈内容とう〉
新聞記事、福祉情報とうの抜粋記事を点字で郵送。（メール版もあり
※、電話ナビゲーションサービスによる音声提供もしています。（電話番号、 の
〈問合せ〉東京都、盲じん福祉協会
電話、 、 、
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日本点字図書館のサービス 身

〈対　象〉
全国の視覚障害者等

〈内容等〉
（１）点字図書・録音図書の貸し出し、ダウンロードサービス

点字・録音図書の貸し出しと点字、録音データのダウンロードサービスを行っていま
す。貸し出しに係る費用は無料です。ダウンロードサービスをご利用の際は、記録媒
体はご自身でご用意ください。

（２）レファレンス・サービス
視覚障害者用図書に関する情報提供や視覚障害関係の施設・団体の紹介を行っていま
す。

（３）専門対面リーディングサービス
専門図書や専門資料を館内で朗読します。1回 2時間までを一区切りとしています。
休館日を除く 3日前までに予約が必要です。図書等は持参してください。

（４）プライベートサービス（都内在住・在勤・在学の視覚障害者）
希望に応じて点字図書・録音図書のテキスト化をします。
製作に必要な点字用紙、録音ＣＤ代、製本代は自己負担となります。原本はご自身で
ご用意ください。

（５）自立訓練（視覚障害者の手帳保持者で通所可能な方）
白杖を使った歩行訓練、パソコンやスマホなどのＩＣＴ訓練、点字訓練、日常生活訓
練を提供しています。障害福祉サービスを使っての訓練ですので、費用は原則 1割
負担です。

〈問合せ〉日本点字図書館
　電話　（03）3209-0241　　FAX　（03）3204-5641

点字による即時情報ネットワーク事業 身

〈対　象〉
都内在住の視覚障害者

〈内容等〉
新聞記事・福祉情報等の抜粋記事を点字で郵送。（メール版もあり）
※電話ナビゲーションサービスによる音声提供もしています。（電話番号 0570-021802）

〈問合せ〉東京都盲人福祉協会
　電話　（03）3208-9001　　FAX　（03）3208-9005
　E メール　info@tomoukyo.or.jp
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日本点字図書館のサービス 身

〈対　象〉
全国の視覚障害者等

〈内容等〉
（１）点字図書・録音図書の貸し出し、ダウンロードサービス

点字・録音図書の貸し出しと点字、録音データのダウンロードサービスを行っていま
す。貸し出しに係る費用は無料です。ダウンロードサービスをご利用の際は、記録媒
体はご自身でご用意ください。

（２）レファレンス・サービス
視覚障害者用図書に関する情報提供や視覚障害関係の施設・団体の紹介を行っていま
す。

（３）専門対面リーディングサービス
専門図書や専門資料を館内で朗読します。1 回 2 時間までを一区切りとしています。
休館日を除く 3 日前までに予約が必要です。図書等は持参してください。

（４）プライベートサービス（都内在住・在勤・在学の視覚障害者）
希望に応じて点字図書・録音図書のテキスト化をします。
製作に必要な点字用紙、録音ＣＤ代、製本代は自己負担となります。原本はご自身で
ご用意ください。

（５）自立訓練（視覚障害者の手帳保持者で通所可能な方）
白杖を使った歩行訓練、パソコンやスマホなどのＩＣＴ訓練、点字訓練、日常生活訓
練を提供しています。障害福祉サービスを使っての訓練ですので、費用は原則 1 割
負担です。

〈問合せ〉日本点字図書館
　電話　（03）3209-0241　　FAX　（03）3204-5641

点字による即時情報ネットワーク事業 身

〈対　象〉
都内在住の視覚障害者

〈内容等〉
新聞記事・福祉情報等の抜粋記事を点字で郵送。（メール版もあり）
※電話ナビゲーションサービスによる音声提供もしています。（電話番号 0570-021802）

〈問合せ〉東京都盲人福祉協会
　電話　（03）3208-9001　　FAX　（03）3208-9005
　E メール　info@tomoukyo.or.jp
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点字・録音刊行物の作成・配布事業 身

〈対　象〉
都内在住（原則 18 歳以上）の身体障害者手帳を有する視覚障害者

〈内容等〉
原則、都政刊行物の中から視覚障害者に必要な情報を選定し、点字本・録音物（デイジー
またはテープ）のいずれか毎月 1 点を希望者に無料で配布します。

〈問合せ〉東京都盲人福祉協会
　電話　（03）3208-9001　　FAX　（03）3208-9005
　E メール　info@tomoukyo.or.jp

日常生活情報点訳等サービス 身

〈対　象〉
都内在住・在勤の身体障害者手帳を所持する視覚障害者

〈内容等〉
視覚障害者が日常生活上必要とする情報（文書）の点訳・墨訳、対面朗読、ファックスに
よる文書の電話朗読を行います。費用は無料です。

〈問合せ〉東京都障害者福祉会館
　電話　（03）3455-6321　　FAX　（03）3453-6550

広報東京都の点字版・テープ版・デイジー版の郵送 
〈対　象〉
都内在住の視覚障害者で送付を希望する方

〈内容等〉
毎月 1 回発行の「広報東京都」を点字版、テープ版・デイジー版に編集して、無料で郵
送します。また、東京都公式ホームページの「WEB 広報東京都」（https://www.koho. 
metro.tokyo.lg.jp/）のページでも、音声を聞くことができます。

〈問合せ〉東京都生活文化局広報広聴部広報課
　電話　（03）5388-3093　　FAX　（03）5388-1329
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日本点字図書館のサービス 身

〈対　象〉
全国の視覚障害者等

〈内容等〉
（１）点字図書・録音図書の貸し出し、ダウンロードサービス

点字・録音図書の貸し出しと点字、録音データのダウンロードサービスを行っていま
す。貸し出しに係る費用は無料です。ダウンロードサービスをご利用の際は、記録媒
体はご自身でご用意ください。

（２）レファレンス・サービス
視覚障害者用図書に関する情報提供や視覚障害関係の施設・団体の紹介を行っていま
す。

（３）専門対面リーディングサービス
専門図書や専門資料を館内で朗読します。1 回 2 時間までを一区切りとしています。
休館日を除く 3 日前までに予約が必要です。図書等は持参してください。

（４）プライベートサービス（都内在住・在勤・在学の視覚障害者）
希望に応じて点字図書・録音図書のテキスト化をします。
製作に必要な点字用紙、録音ＣＤ代、製本代は自己負担となります。原本はご自身で
ご用意ください。

（５）自立訓練（視覚障害者の手帳保持者で通所可能な方）
白杖を使った歩行訓練、パソコンやスマホなどのＩＣＴ訓練、点字訓練、日常生活訓
練を提供しています。障害福祉サービスを使っての訓練ですので、費用は原則 1 割
負担です。

〈問合せ〉日本点字図書館
　電話　（03）3209-0241　　FAX　（03）3204-5641

点字による即時情報ネットワーク事業 身

〈対　象〉
都内在住の視覚障害者

〈内容等〉
新聞記事・福祉情報等の抜粋記事を点字で郵送。（メール版もあり）
※電話ナビゲーションサービスによる音声提供もしています。（電話番号 0570-021802）

〈問合せ〉東京都盲人福祉協会
　電話　（03）3208-9001　　FAX　（03）3208-9005
　E メール　info@tomoukyo.or.jp
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点字・録音刊行物の作成・配布事業 身

〈対　象〉
都内在住（原則 18 歳以上）の身体障害者手帳を有する視覚障害者

〈内容等〉
原則、都政刊行物の中から視覚障害者に必要な情報を選定し、点字本・録音物（デイジー
またはテープ）のいずれか毎月 1 点を希望者に無料で配布します。

〈問合せ〉東京都盲人福祉協会
　電話　（03）3208-9001　　FAX　（03）3208-9005
　E メール　info@tomoukyo.or.jp

日常生活情報点訳等サービス 身

〈対　象〉
都内在住・在勤の身体障害者手帳を所持する視覚障害者

〈内容等〉
視覚障害者が日常生活上必要とする情報（文書）の点訳・墨訳、対面朗読、ファックスに
よる文書の電話朗読を行います。費用は無料です。

〈問合せ〉東京都障害者福祉会館
　電話　（03）3455-6321　　FAX　（03）3453-6550

広報東京都の点字版・テープ版・デイジー版の郵送 
〈対　象〉
都内在住の視覚障害者で送付を希望する方

〈内容等〉
毎月 1 回発行の「広報東京都」を点字版、テープ版・デイジー版に編集して、無料で郵
送します。また、東京都公式ホームページの「WEB 広報東京都」（https://www.koho. 
metro.tokyo.lg.jp/）のページでも、音声を聞くことができます。

〈問合せ〉東京都生活文化局広報広聴部広報課
　電話　（03）5388-3093　　FAX　（03）5388-1329
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日本点字図書館のサービス 身

〈対　象〉
全国の視覚障害者等

〈内容等〉
（１）点字図書・録音図書の貸し出し、ダウンロードサービス

点字・録音図書の貸し出しと点字、録音データのダウンロードサービスを行っていま
す。貸し出しに係る費用は無料です。ダウンロードサービスをご利用の際は、記録媒
体はご自身でご用意ください。

（２）レファレンス・サービス
視覚障害者用図書に関する情報提供や視覚障害関係の施設・団体の紹介を行っていま
す。

（３）専門対面リーディングサービス
専門図書や専門資料を館内で朗読します。1回 2時間までを一区切りとしています。
休館日を除く 3日前までに予約が必要です。図書等は持参してください。

（４）プライベートサービス（都内在住・在勤・在学の視覚障害者）
希望に応じて点字図書・録音図書のテキスト化をします。
製作に必要な点字用紙、録音ＣＤ代、製本代は自己負担となります。原本はご自身で
ご用意ください。

（５）自立訓練（視覚障害者の手帳保持者で通所可能な方）
白杖を使った歩行訓練、パソコンやスマホなどのＩＣＴ訓練、点字訓練、日常生活訓
練を提供しています。障害福祉サービスを使っての訓練ですので、費用は原則 1割
負担です。

〈問合せ〉日本点字図書館
　電話　（03）3209-0241　　FAX　（03）3204-5641

点字による即時情報ネットワーク事業 身

〈対　象〉
都内在住の視覚障害者

〈内容等〉
新聞記事・福祉情報等の抜粋記事を点字で郵送。（メール版もあり）
※電話ナビゲーションサービスによる音声提供もしています。（電話番号 0570-021802）

〈問合せ〉東京都盲人福祉協会
　電話　（03）3208-9001　　FAX　（03）3208-9005
　E メール　info@tomoukyo.or.jp

・

障害のある方

障害のある方で送付を希望する方

原則、都政刊行物の中から視覚障害のある方に必要な情報を選定し、点字本・録音物（デ
イジーまたはテープ）のいずれか毎月１点を希望者に無料で配布します。

 〈対　象〉
都内在住・在勤で、身体障害者手帳を所持する視覚障害のある方

 〈内　容〉
日常生活上必要とする情報（図書館または点字図書館で取り扱わない郵便物やパンフレッ
ト等）の点訳・墨訳、対面朗読（ファックスによる電話朗読も含む）を行います。詳しく
はお問合せください。要予約。

 〈費　用〉
無料。ただし、作業後のデータ保存をされる場合は、保存用媒体（ＵＳＢやＣＤ外）をご
持参ください。

 〈問合せ〉　東京都障害者福祉会館　〒 108-0014　港区芝 5-18-2
　電話　（03）3455-6321　　FAX　（03）3453-6550

 〈問合せ〉　東京都政策企画局戦略広報部戦略広報課
　電話　（03）5388-3093　　FAX　（03）5388-1329

  視覚障害者日常生活情報点訳等サービス 身

・

障害のある方で送付を希望する方
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ページ
点字、録音刊行物の作成、配布事業
〈対象〉
とない在住（原則 歳以上の身体障害者手帳を有する視覚障害のある方
〈内容とう〉
原則、都政刊行物の中から視覚障害のある方に必要な情報を選定し、点字本、録音ぶつ（デイジーまたはテープ
のいずれか毎月１点を希望者に無料で配布します。
〈問合せ〉東京都 盲じん福祉協会
電話、 、 、
視覚障害者日常生活情報点訳等サービス
〈対象〉
とない在住、在勤で、身体障害者手帳を所持する視覚障害のある方
〈内容〉
日常生活上必要とする情報（図書館または点字図書館で取り扱わない郵便物やパンフレット等）の点訳・墨訳、
対面朗読（ファックスによる電話朗読も含む）を行います。詳しくはお問合せください。よう予約。
〈費用〉
無料。ただし、作業後のデータ保存をされる場合は、保存用媒体（ＵＳＢやＣＤ外）をご持参ください。
〈問合せ〉東京都障害者福祉会館 〒 港区芝
電話、

、
広報東京都の点字版、テープ版、デイジー版の郵送
〈対象〉
とない在住の視覚障害のある方で送付を希望するかた
〈内容とう〉
毎月１回発行の広報東京都を点字版、テープ版、デイジー版に編集して、無料で郵送します。また、東京都公式
ホームページのウェブ広報東京都のページでも、音声を聞くことができます。
〈問合せ〉東京都政策企画局戦略広報部戦略広報課
電話、

、
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都議会だよりの点字版・テープ版・デイジー版の郵送 
〈対　象〉
都内在住の視覚障害者で送付を希望する方

〈内容等〉
都議会広報紙「都議会だより」を点字版・テープ版・デイジー版に編集したものを年 4
回発行し、無料で郵送します。また、都議会ホームページの「都議会だより」（https://
www. gikai.metro.tokyo.jp/）のページでも音声を聞くことができます。

〈問合せ〉東京都議会議会局管理部広報課
　電話　（03）5320-7126　　FAX　（03）5388-1779

聴覚障害者へのサービス
手話通訳者の派遣 身 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
・身体障害者手帳を所持する聴覚障害者・言語障害者
・上記の者を主たる構成員とする団体

〈内容等〉
健聴者との意思疎通を円滑にするため手話通訳を必要とする場合、手話通訳者を派遣します。

〈費　用〉
無料（ただし通訳者の交通費・入場料等の実費は利用者の負担となります。）

〈問合せ〉障害福祉課
　直通電話　（042）420-2804　　FAX　（042）466-9666
　あらかじめ利用者として登録申請をする必要があります。

要約筆記者の派遣 身 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
・身体障害者手帳を所持する聴覚障害者
・上記の者を主たる構成員とする団体

〈内容等〉
健聴者等との意思疎通を円滑にするため要約筆記を必要とする場合、要約筆記者を派遣し
ます。

〈費　用〉
無料（ただし通訳者の交通費・入場料等の実費は利用者の負担となります。）
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都議会だよりの点字版・テープ版・デイジー版の郵送 
〈対　象〉
都内在住の視覚障害者で送付を希望する方

〈内容等〉
都議会広報紙「都議会だより」を点字版・テープ版・デイジー版に編集したものを年 4
回発行し、無料で郵送します。また、都議会ホームページの「都議会だより」（https://
www. gikai.metro.tokyo.jp/）のページでも音声を聞くことができます。

〈問合せ〉東京都議会議会局管理部広報課
　電話　（03）5320-7126　　FAX　（03）5388-1779

聴覚障害者へのサービス
手話通訳者の派遣 身 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
・身体障害者手帳を所持する聴覚障害者・言語障害者
・上記の者を主たる構成員とする団体

〈内容等〉
健聴者との意思疎通を円滑にするため手話通訳を必要とする場合、手話通訳者を派遣します。

〈費　用〉
無料（ただし通訳者の交通費・入場料等の実費は利用者の負担となります。）

〈問合せ〉障害福祉課
　直通電話　（042）420-2804　　FAX　（042）466-9666
　あらかじめ利用者として登録申請をする必要があります。

要約筆記者の派遣 身 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
・身体障害者手帳を所持する聴覚障害者
・上記の者を主たる構成員とする団体

〈内容等〉
健聴者等との意思疎通を円滑にするため要約筆記を必要とする場合、要約筆記者を派遣し
ます。

〈費　用〉
無料（ただし通訳者の交通費・入場料等の実費は利用者の負担となります。）

55

4. 
日
常
生
活
の
支
援

〈問合せ〉障害福祉課
　直通電話　（042）420-2804　　FAX　（042）466-9666
　あらかじめ利用者として登録申請をする必要があります。

手話通訳者の配置 身  担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
手話を必要とする方

〈内容等〉
障害福祉課に手話通訳者を配置
〈（保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター〉毎月第 1水曜日：午後 1時～午
後 5時
〈田無庁舎〉毎月第 3金曜日：午後 1時～午後 5時
＊祝日を除く

〈問合せ〉障害福祉課
　直通電話　（042）420-2804　　FAX　（042）466-9666

コミュニケーション機器の貸し出し 身

〈対　象〉
聴覚障害者で身体障害者手帳を所持する方及びその保護者または、聴覚障害者団体等

〈内容等〉
貸し出しの機器
（１）オーバーヘッドプロジェクター（ＯHP）
　 ※オーバーヘッドカメラ（ＯHＣ）も含む
（２）ヒアリングループ
（３）ビデオプロジェクター
（４）スクリーン

〈費　用〉
無料（ただし、運搬費用等は自己負担となります）
※機器の貸出期間については、10日以内

〈問合せ〉東京手話通訳等派遣センター養成課
　電話　（03）3352-3359　　FAX　（03）3354-6868

（内線：12344）
FAX

障害のある方で送付を希望する方

lg.jp/) のページでも音声を聞くことができます。 

聴覚や言語障害のある方

などの実費は利用者の負担となります。）

 〈費　用〉
無料（ただし通訳者の交通費・入場料などの実費は利用者の負担となります。）

障害のある方

聴覚に障害のある方へのサービス
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都議会だよりの点字版・テープ版・デイジー版の郵送 
〈対　象〉
都内在住の視覚障害者で送付を希望する方

〈内容等〉
都議会広報紙「都議会だより」を点字版・テープ版・デイジー版に編集したものを年 4
回発行し、無料で郵送します。また、都議会ホームページの「都議会だより」（https://
www. gikai.metro.tokyo.jp/）のページでも音声を聞くことができます。

〈問合せ〉東京都議会議会局管理部広報課
　電話　（03）5320-7126　　FAX　（03）5388-1779

聴覚障害者へのサービス
手話通訳者の派遣 身 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
・身体障害者手帳を所持する聴覚障害者・言語障害者
・上記の者を主たる構成員とする団体

〈内容等〉
健聴者との意思疎通を円滑にするため手話通訳を必要とする場合、手話通訳者を派遣します。

〈費　用〉
無料（ただし通訳者の交通費・入場料等の実費は利用者の負担となります。）

〈問合せ〉障害福祉課
　直通電話　（042）420-2804　　FAX　（042）466-9666
　あらかじめ利用者として登録申請をする必要があります。

要約筆記者の派遣 身 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
・身体障害者手帳を所持する聴覚障害者
・上記の者を主たる構成員とする団体

〈内容等〉
健聴者等との意思疎通を円滑にするため要約筆記を必要とする場合、要約筆記者を派遣し
ます。

〈費　用〉
無料（ただし通訳者の交通費・入場料等の実費は利用者の負担となります。）
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〈問合せ〉障害福祉課
　直通電話　（042）420-2804　　FAX　（042）466-9666
　あらかじめ利用者として登録申請をする必要があります。

手話通訳者の配置 身  担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
手話を必要とする方

〈内容等〉
障害福祉課に手話通訳者を配置
〈（保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター〉毎月第 1水曜日：午後 1時～午
後 5時
〈田無庁舎〉毎月第 3金曜日：午後 1時～午後 5時
＊祝日を除く

〈問合せ〉障害福祉課
　直通電話　（042）420-2804　　FAX　（042）466-9666

コミュニケーション機器の貸し出し 身

〈対　象〉
聴覚障害者で身体障害者手帳を所持する方及びその保護者または、聴覚障害者団体等

〈内容等〉
貸し出しの機器
（１）オーバーヘッドプロジェクター（ＯHP）
　 ※オーバーヘッドカメラ（ＯHＣ）も含む
（２）ヒアリングループ
（３）ビデオプロジェクター
（４）スクリーン

〈費　用〉
無料（ただし、運搬費用等は自己負担となります）
※機器の貸出期間については、10日以内

〈問合せ〉東京手話通訳等派遣センター養成課
　電話　（03）3352-3359　　FAX　（03）3354-6868

健聴者などとの意思疎通を円滑にするため要約筆記を必要とする場合、要約筆記者を派遣
します。
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ページ
都議会だよりの点字版、テープ版、デイジー版の郵送
〈対象〉
とない在住の視覚障害のある方で送付を希望するかた

〈内容とう〉
都議会広報し「都議会だよりを点字版、テープ版、デイジー版に編集したものをねん４回発行し、無料で郵送し
ます。また、都議会ホームページの「都議会だよりのページでも音声を聞くことができます。

〈問合せ〉東京都議会議会局管理部広報課
電話、

、

聴覚に障害のあるかたへのサービス
手話通訳者の派遣、担当窓口、障害福祉課
〈対象〉
・身体障害者手帳を所持する聴覚や、言語障害のある方
・上記の者を主たる構成員とする団体

〈内容とう〉
健聴者との意志疎通を円滑にするため手話通訳を必要とする場合、手話通訳者を派遣します。
費用、
無料（ただし通訳者の交通費、にゅうじょう料などの実費は、利用者の負担となります。
〈問合せ〉障害福祉課、（内線：
直通電話、 、 、
あらかじめ利用者として登録申請をする必要があります。

要約筆記者の派遣、担当窓口、障害福祉課
〈対象〉
・身体障害者手帳を所持する聴覚障害のある方
・上記の者を主たる構成員とする団体

〈内容とう〉
健聴者などとの意思疎通を円滑にするため、要約筆記を必要とする場合、要約筆記者を派遣します。
費用、
無料（ただし通訳者の交通費、にゅうじょう料などの、実費は利用者の負担となります。
つづく。
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都議会だよりの点字版・テープ版・デイジー版の郵送 
〈対　象〉
都内在住の視覚障害者で送付を希望する方

〈内容等〉
都議会広報紙「都議会だより」を点字版・テープ版・デイジー版に編集したものを年 4
回発行し、無料で郵送します。また、都議会ホームページの「都議会だより」（https://
www. gikai.metro.tokyo.jp/）のページでも音声を聞くことができます。

〈問合せ〉東京都議会議会局管理部広報課
　電話　（03）5320-7126　　FAX　（03）5388-1779

聴覚障害者へのサービス
手話通訳者の派遣 身 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
・身体障害者手帳を所持する聴覚障害者・言語障害者
・上記の者を主たる構成員とする団体

〈内容等〉
健聴者との意思疎通を円滑にするため手話通訳を必要とする場合、手話通訳者を派遣します。

〈費　用〉
無料（ただし通訳者の交通費・入場料等の実費は利用者の負担となります。）

〈問合せ〉障害福祉課
　直通電話　（042）420-2804　　FAX　（042）466-9666
　あらかじめ利用者として登録申請をする必要があります。

要約筆記者の派遣 身 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
・身体障害者手帳を所持する聴覚障害者
・上記の者を主たる構成員とする団体

〈内容等〉
健聴者等との意思疎通を円滑にするため要約筆記を必要とする場合、要約筆記者を派遣し
ます。

〈費　用〉
無料（ただし通訳者の交通費・入場料等の実費は利用者の負担となります。）
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都議会だよりの点字版・テープ版・デイジー版の郵送 
〈対　象〉
都内在住の視覚障害者で送付を希望する方

〈内容等〉
都議会広報紙「都議会だより」を点字版・テープ版・デイジー版に編集したものを年 4
回発行し、無料で郵送します。また、都議会ホームページの「都議会だより」（https://
www. gikai.metro.tokyo.jp/）のページでも音声を聞くことができます。

〈問合せ〉東京都議会議会局管理部広報課
　電話　（03）5320-7126　　FAX　（03）5388-1779

聴覚障害者へのサービス
手話通訳者の派遣 身 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
・身体障害者手帳を所持する聴覚障害者・言語障害者
・上記の者を主たる構成員とする団体

〈内容等〉
健聴者との意思疎通を円滑にするため手話通訳を必要とする場合、手話通訳者を派遣します。

〈費　用〉
無料（ただし通訳者の交通費・入場料等の実費は利用者の負担となります。）

〈問合せ〉障害福祉課
　直通電話　（042）420-2804　　FAX　（042）466-9666
　あらかじめ利用者として登録申請をする必要があります。

要約筆記者の派遣 身 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
・身体障害者手帳を所持する聴覚障害者
・上記の者を主たる構成員とする団体

〈内容等〉
健聴者等との意思疎通を円滑にするため要約筆記を必要とする場合、要約筆記者を派遣し
ます。

〈費　用〉
無料（ただし通訳者の交通費・入場料等の実費は利用者の負担となります。）
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〈問合せ〉障害福祉課
　直通電話　（042）420-2804　　FAX　（042）466-9666
　あらかじめ利用者として登録申請をする必要があります。

手話通訳者の配置 身  担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
手話を必要とする方

〈内容等〉
障害福祉課に手話通訳者を配置
〈（保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター〉毎月第 1水曜日：午後 1時～午
後 5時
〈田無庁舎〉毎月第 3金曜日：午後 1時～午後 5時
＊祝日を除く

〈問合せ〉障害福祉課
　直通電話　（042）420-2804　　FAX　（042）466-9666

コミュニケーション機器の貸し出し 身

〈対　象〉
聴覚障害者で身体障害者手帳を所持する方及びその保護者または、聴覚障害者団体等

〈内容等〉
貸し出しの機器
（１）オーバーヘッドプロジェクター（ＯHP）
　 ※オーバーヘッドカメラ（ＯHＣ）も含む
（２）ヒアリングループ
（３）ビデオプロジェクター
（４）スクリーン

〈費　用〉
無料（ただし、運搬費用等は自己負担となります）
※機器の貸出期間については、10日以内

〈問合せ〉東京手話通訳等派遣センター養成課
　電話　（03）3352-3359　　FAX　（03）3354-6868

 〈費　用〉
無料（ただし通訳者の交通費・入場料などの実費は利用者の負担となります。）

〈田無庁舎〉毎月第３金曜日：午後１時～午後５時
〈保谷庁舎〉（防災センター・保谷保健福祉総合センター）
　　　　　 毎月第 1 水曜日：午後 1 時～午後 5 時
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都議会だよりの点字版・テープ版・デイジー版の郵送 
〈対　象〉
都内在住の視覚障害者で送付を希望する方

〈内容等〉
都議会広報紙「都議会だより」を点字版・テープ版・デイジー版に編集したものを年 4
回発行し、無料で郵送します。また、都議会ホームページの「都議会だより」（https://
www. gikai.metro.tokyo.jp/）のページでも音声を聞くことができます。

〈問合せ〉東京都議会議会局管理部広報課
　電話　（03）5320-7126　　FAX　（03）5388-1779

聴覚障害者へのサービス
手話通訳者の派遣 身 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
・身体障害者手帳を所持する聴覚障害者・言語障害者
・上記の者を主たる構成員とする団体

〈内容等〉
健聴者との意思疎通を円滑にするため手話通訳を必要とする場合、手話通訳者を派遣します。

〈費　用〉
無料（ただし通訳者の交通費・入場料等の実費は利用者の負担となります。）

〈問合せ〉障害福祉課
　直通電話　（042）420-2804　　FAX　（042）466-9666
　あらかじめ利用者として登録申請をする必要があります。

要約筆記者の派遣 身 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
・身体障害者手帳を所持する聴覚障害者
・上記の者を主たる構成員とする団体

〈内容等〉
健聴者等との意思疎通を円滑にするため要約筆記を必要とする場合、要約筆記者を派遣し
ます。

〈費　用〉
無料（ただし通訳者の交通費・入場料等の実費は利用者の負担となります。）
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〈問合せ〉障害福祉課
　直通電話　（042）420-2804　　FAX　（042）466-9666
　あらかじめ利用者として登録申請をする必要があります。

手話通訳者の配置 身  担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
手話を必要とする方

〈内容等〉
障害福祉課に手話通訳者を配置
〈（保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター〉毎月第 1水曜日：午後 1時～午
後 5時
〈田無庁舎〉毎月第 3金曜日：午後 1時～午後 5時
＊祝日を除く

〈問合せ〉障害福祉課
　直通電話　（042）420-2804　　FAX　（042）466-9666

コミュニケーション機器の貸し出し 身

〈対　象〉
聴覚障害者で身体障害者手帳を所持する方及びその保護者または、聴覚障害者団体等

〈内容等〉
貸し出しの機器
（１）オーバーヘッドプロジェクター（ＯHP）
　 ※オーバーヘッドカメラ（ＯHＣ）も含む
（２）ヒアリングループ
（３）ビデオプロジェクター
（４）スクリーン

〈費　用〉
無料（ただし、運搬費用等は自己負担となります）
※機器の貸出期間については、10日以内

〈問合せ〉東京手話通訳等派遣センター養成課
　電話　（03）3352-3359　　FAX　（03）3354-6868

（内線：12344）

（内線：12344）

聴覚障害のある方で身体障害者手帳を所持する方及びその保護者または、聴覚障害者団体等

　コミュニケーション支援課要約筆記事業グループ

プロジェクター

3335

年末年始・祝日を除く

　 オーバーヘッドカメラ（OHC）
※オーバーヘッドプロジェクター（OHP) も含む
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ページ
つづき
〈問合せ〉障害福祉課、（内線：
直通電話、 、 、
あらかじめ利用者として登録申請をする必要があります。
手話通訳者の配置、担当窓口障害福祉課
〈対象〉
手話を必要とするかた

〈内容とう〉
障害福祉課に手話通訳者を配置
田無庁舎、 毎月第３金曜日、 午後１時から午後５時
保谷庁舎、 （防災センター、保谷保健福祉総合センター）、 毎月第 水曜日：午後 時から午後５時
※、年末年始、祝日を除く

〈問合せ〉障害福祉課（内線：
直通電話、

、

コミュニケーション機器の貸し出し
〈対象〉
聴覚障害のある方で身体障害者手帳を所持するかた及びその保護者または、聴覚障害者団体とう

〈内容とう〉
貸し出しの機器
（１、オーバーヘッドカメラ、 、
※、オーバーヘッドプロジェクター、 、も含む
（２、ヒアリングループ
（３、プロジェクター
（４、スクリーン

費用、
無料、（ただし、運搬費用とうは自己負担となります、

※、機器の貸出期間については、 日以内

〈問合せ〉東京都手話通訳とう派遣センター コミュニケーション支援課要約筆記事業グループ
電話、

、
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聴覚障害者向け映像ライブラリー事業 身

字幕 ･ 手話入ビデオテープ ･DVD の貸し出し

〈対　象〉
都内に在住・在勤・在学の方で、
（１）聴覚障害者 ･ 児（常時補聴器、人工内耳を装用している方であれば手帳の有無は問いません）
（２）聴覚障害者関係団体、施設およびろう学校、難聴学級
（３）聴覚障害福祉や手話に関心のある聞こえる方

〈内　容〉
映画やテレビ番組等に字幕や手話を挿入したビデオテープ・DVD を無料で貸出していま
す。1 回につき 2 週間 6 本まで借りられます。
※郵送による貸出しも可。但し送料のみ本人負担。
※手帳をお持ちの方は、すべての作品をご利用できますが、それ以外は作品によってご利

用できないものがございます。詳細はお問い合わせください。
※上映会で利用できるものもあります。

〈問合せ〉（社福）聴力障害者情報文化センター
　開館：火・水・木・土曜日　午前 10時〜午後 5時
　　　　金曜日　　　　　　　午前 10時〜午後 7時
　閉館：日・月曜日、祝日、年末年始
　〒 153-0053　目黒区五本木 1-8-3
　電話　（03）6833-5004　　FAX　（03）6833-5005
　E メール　video@jyoubun-center.or.jp
　ホームページ　http://www.jyoubun-center.or.jp/

聴覚障害に関する相談 身

〈対　象〉
聞こえない、聞こえづらい方（身体障害者手帳の有無は問いません）とその家族、関係者

〈内　容〉
聞こえに関すること、福祉機器に関すること、精神保健福祉相談、生活の困り事や悩み等、来所・
メール・電話・FAX にて相談を受けています。（来所相談は原則予約制・無料）秘密は厳守いたします。

〈問合せ〉（社福）聴力障害者情報文化センター
　開館：火・水・木・土曜日　午前 10時〜午後 5時
　　　　金曜日　　　　　　　午前 10時〜午後 7時
　閉館：日・月曜日、祝日、年末年始
　〒 153-0053　目黒区五本木 1-8-3
　電話　（03）6833-5004　　FAX　（03）6833-5005
　E メール　soudan@jyoubun-center.or.jp
　ホームページ　http://www.jyoubun-center.or.jp/
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聴覚障害者向け映像ライブラリー事業 身

字幕 ･ 手話入ビデオテープ ･DVD の貸し出し

〈対　象〉
都内に在住・在勤・在学の方で、
（１）聴覚障害者 ･ 児（常時補聴器、人工内耳を装用している方であれば手帳の有無は問いません）
（２）聴覚障害者関係団体、施設およびろう学校、難聴学級
（３）聴覚障害福祉や手話に関心のある聞こえる方

〈内　容〉
映画やテレビ番組等に字幕や手話を挿入したビデオテープ・DVD を無料で貸出していま
す。1 回につき 2 週間 6 本まで借りられます。
※郵送による貸出しも可。但し送料のみ本人負担。
※手帳をお持ちの方は、すべての作品をご利用できますが、それ以外は作品によってご利

用できないものがございます。詳細はお問い合わせください。
※上映会で利用できるものもあります。

〈問合せ〉（社福）聴力障害者情報文化センター
　開館：火・水・木・土曜日　午前 10時〜午後 5時
　　　　金曜日　　　　　　　午前 10時〜午後 7時
　閉館：日・月曜日、祝日、年末年始
　〒 153-0053　目黒区五本木 1-8-3
　電話　（03）6833-5004　　FAX　（03）6833-5005
　E メール　video@jyoubun-center.or.jp
　ホームページ　http://www.jyoubun-center.or.jp/

聴覚障害に関する相談 身

〈対　象〉
聞こえない、聞こえづらい方（身体障害者手帳の有無は問いません）とその家族、関係者

〈内　容〉
聞こえに関すること、福祉機器に関すること、精神保健福祉相談、生活の困り事や悩み等、来所・
メール・電話・FAX にて相談を受けています。（来所相談は原則予約制・無料）秘密は厳守いたします。

〈問合せ〉（社福）聴力障害者情報文化センター
　開館：火・水・木・土曜日　午前 10時〜午後 5時
　　　　金曜日　　　　　　　午前 10時〜午後 7時
　閉館：日・月曜日、祝日、年末年始
　〒 153-0053　目黒区五本木 1-8-3
　電話　（03）6833-5004　　FAX　（03）6833-5005
　E メール　soudan@jyoubun-center.or.jp
　ホームページ　http://www.jyoubun-center.or.jp/
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聴覚障害関係図書等の貸出・閲覧 
〈対　象〉
聴覚障害に関心を持つ方や手話学習者などどなたでもご利用できます。

〈内　容〉
聴覚障害や手話に関する図書や資料を収集し、どなたにもご利用いただけるように、ライ
ブラリーに設置しています。一部の資料を除き、一人 3 冊まで 2 週間貸出可能です。
その他、ライブラリーではビデオの視聴やパソコンの利用ができます。

〈問合せ〉（社福）聴力障害者情報文化センター
　開館：火・水・木・土曜日　午前 10 時～午後 5 時
　　　　金曜日　　　　　　　午前 10時～午後 7 時
　閉館：日・月曜日、祝日、年末年始
　〒 153-0053　目黒区五本木 1-8-3
　電話　（03）6833-5004　　FAX　（03）6833-5005
　E メール　video@jyoubun-center.or.jp
　ホームページ　http://www.jyoubun-center.or.jp/

 〈対　象〉
都内に在住・在勤・在学の方で、
 （１）聴覚障害のある方・お子さん（常時補聴器、人工内耳を装用している方であれば手　
　　   帳の有無は問いません）
 （２）聴覚障害者関係団体、施設およびろう学校、難聴学級
 （３）聴覚障害福祉や手話に関心のある聞こえる方
 〈内　容〉
映画やテレビ番組等に字幕や手話を挿入したビデオテープ・ＤＶＤを無料で貸出していま
す。１回につき２週間６本まで借りられます。
※郵送による貸出しも可。但し送料のみ本人負担。
※手帳をお持ちの方は、すべての作品をご利用できますが、それ以外の方は作品によって　
　ご利用できないものがございます。詳細はお問い合わせください。
※上映会で利用できるものもあります。
 〈問合せ〉社会福祉法人　聴力障害者情報文化センター
　開館：火・水・木・土曜日　午前 10 時～午後５時
　　　　金曜日　　　　　　　午前 10 時～午後７時
　閉館：日・月曜日、祝日、年末年始　
　〒 153-0053　目黒区五本木 1-8-3
　電話（03）6833-5004　　　FAX（03）6833-5005
　Ｅメール　video@jyoubun-center.or.jp
　ホームページ　http://www.jyoubun-center.or.jp/

 〈対　象〉
聞こえない、聞こえづらい方（身体障害者手帳の有無は問いません）とその家族、関係者
 〈内　容〉
聞こえに関すること、福祉機器に関すること、精神保健福祉相談、生活の困り事や悩み等、
来所・メール・電話・FAX 等にて相談を受けています。（来所相談は原則予約制・無料）
秘密は厳守いたします。また、言語聴覚士による「聞こえの相談会」を月に１回開催して
います。（予約制・無料）詳細はお問い合わせください。
 〈問合せ〉社会福祉法人　聴力障害者情報文化センター
　開館：火・水・木・土曜日　午前 10 時～午後５時
　　　　金曜日　　　　　　　午前 10 時～午後７時
　閉館：日・月曜日、祝日、年末年始　
　　　　　　〒 153-0053　目黒区五本木 1-8-3
　　　　　　電話（03）6833-5004　　　FAX（03）6833-5005
　　　　　　Ｅメール　soudan@jyoubun-center.or.jp
　　　　　　ホームページ　http://www.jyoubun-center.or.jp/　　　

  聴覚障害に関する相談 身
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聴覚障害者向け映像ライブラリー事業
字幕、手話いりビデオテープ、 の貸し出し
〈対象〉
とないに在住、在勤、在学のかたで、
（１、聴覚障害のあるかた、お子さん（常時補聴器、人工内耳を装用しているかたであれば手帳の有無は問いま
せん、
（２、聴覚障害者関係団体、施設および、ろう学校、難聴学級
（３、聴覚障害福祉や手話に関心のある聞こえるかた
（内容
映画やテレビ番組とうに字幕や手話を挿入したビデオテープ、 を無料で貸出しています。
１回につき２週間６本まで借りられます。
※、郵送による貸出しも可。但し送料のみ本人負担
※、手帳をお持ちのかたは、すべての作品をご利用できますが、それ以外の方は作品によってご利用できないも
のがございます。詳細はお問い合わせください。
※、上映会で利用できるものもあります。

〈問合せ〉（しゃかいふくしほうじん、聴力障害者情報文化センター
開館：か、すい、もく、土曜日、午前 時から午後 時

金曜日 、午前 時から午後７時
閉館：にち、月曜日、祝日、年末年始
〒 、目黒区五本ぎ の の
電話、

、

聴覚障害に関する相談
〈対象〉
聞こえない、聞こえづらいかた、 身体障害者手帳の有無は問いません、とその家族、関係者
〈内容〉
聞こえに関すること、福祉機器に関すること、精神保健福祉相談、生活の困りごとや、悩みとう、来所、メール、
電話、ＦＡＸ等にて相談を受けています。（来所相談は原則予約制、無料、秘密は厳守いたします。また、言語
聴覚士による「聞こえの相談会」を月に１回開催しています。（予約制・無料）詳細はお問い合わせください。
〈問合せ〉（しゃかいふくしほうじん、聴力障害者情報文化センター
開館：か、すい、もく、土曜日、 午前 時から午後 時

金曜日 、午前 時から午後７時
閉館：にち、月曜日、祝日、年末年始
〒 、目黒区五本ぎ の の
電話、

、
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聴覚障害者向け映像ライブラリー事業 身

字幕 ･ 手話入ビデオテープ ･DVD の貸し出し

〈対　象〉
都内に在住・在勤・在学の方で、
（１）聴覚障害者 ･ 児（常時補聴器、人工内耳を装用している方であれば手帳の有無は問いません）
（２）聴覚障害者関係団体、施設およびろう学校、難聴学級
（３）聴覚障害福祉や手話に関心のある聞こえる方

〈内　容〉
映画やテレビ番組等に字幕や手話を挿入したビデオテープ・DVD を無料で貸出していま
す。1 回につき 2 週間 6 本まで借りられます。
※郵送による貸出しも可。但し送料のみ本人負担。
※手帳をお持ちの方は、すべての作品をご利用できますが、それ以外は作品によってご利

用できないものがございます。詳細はお問い合わせください。
※上映会で利用できるものもあります。

〈問合せ〉（社福）聴力障害者情報文化センター
　開館：火・水・木・土曜日　午前 10時〜午後 5時
　　　　金曜日　　　　　　　午前 10時〜午後 7時
　閉館：日・月曜日、祝日、年末年始
　〒 153-0053　目黒区五本木 1-8-3
　電話　（03）6833-5004　　FAX　（03）6833-5005
　E メール　video@jyoubun-center.or.jp
　ホームページ　http://www.jyoubun-center.or.jp/

聴覚障害に関する相談 身

〈対　象〉
聞こえない、聞こえづらい方（身体障害者手帳の有無は問いません）とその家族、関係者

〈内　容〉
聞こえに関すること、福祉機器に関すること、精神保健福祉相談、生活の困り事や悩み等、来所・
メール・電話・FAX にて相談を受けています。（来所相談は原則予約制・無料）秘密は厳守いたします。

〈問合せ〉（社福）聴力障害者情報文化センター
　開館：火・水・木・土曜日　午前 10時〜午後 5時
　　　　金曜日　　　　　　　午前 10時〜午後 7時
　閉館：日・月曜日、祝日、年末年始
　〒 153-0053　目黒区五本木 1-8-3
　電話　（03）6833-5004　　FAX　（03）6833-5005
　E メール　soudan@jyoubun-center.or.jp
　ホームページ　http://www.jyoubun-center.or.jp/
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聴覚障害者向け映像ライブラリー事業 身

字幕 ･ 手話入ビデオテープ ･DVD の貸し出し

〈対　象〉
都内に在住・在勤・在学の方で、
（１）聴覚障害者 ･ 児（常時補聴器、人工内耳を装用している方であれば手帳の有無は問いません）
（２）聴覚障害者関係団体、施設およびろう学校、難聴学級
（３）聴覚障害福祉や手話に関心のある聞こえる方

〈内　容〉
映画やテレビ番組等に字幕や手話を挿入したビデオテープ・DVD を無料で貸出していま
す。1 回につき 2 週間 6 本まで借りられます。
※郵送による貸出しも可。但し送料のみ本人負担。
※手帳をお持ちの方は、すべての作品をご利用できますが、それ以外は作品によってご利

用できないものがございます。詳細はお問い合わせください。
※上映会で利用できるものもあります。

〈問合せ〉（社福）聴力障害者情報文化センター
　開館：火・水・木・土曜日　午前 10時〜午後 5時
　　　　金曜日　　　　　　　午前 10時〜午後 7時
　閉館：日・月曜日、祝日、年末年始
　〒 153-0053　目黒区五本木 1-8-3
　電話　（03）6833-5004　　FAX　（03）6833-5005
　E メール　video@jyoubun-center.or.jp
　ホームページ　http://www.jyoubun-center.or.jp/

聴覚障害に関する相談 身

〈対　象〉
聞こえない、聞こえづらい方（身体障害者手帳の有無は問いません）とその家族、関係者

〈内　容〉
聞こえに関すること、福祉機器に関すること、精神保健福祉相談、生活の困り事や悩み等、来所・
メール・電話・FAX にて相談を受けています。（来所相談は原則予約制・無料）秘密は厳守いたします。

〈問合せ〉（社福）聴力障害者情報文化センター
　開館：火・水・木・土曜日　午前 10時〜午後 5時
　　　　金曜日　　　　　　　午前 10時〜午後 7時
　閉館：日・月曜日、祝日、年末年始
　〒 153-0053　目黒区五本木 1-8-3
　電話　（03）6833-5004　　FAX　（03）6833-5005
　E メール　soudan@jyoubun-center.or.jp
　ホームページ　http://www.jyoubun-center.or.jp/
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聴覚障害関係図書等の貸出・閲覧 
〈対　象〉
聴覚障害に関心を持つ方や手話学習者などどなたでもご利用できます。

〈内　容〉
聴覚障害や手話に関する図書や資料を収集し、どなたにもご利用いただけるように、ライ
ブラリーに設置しています。一部の資料を除き、一人 3 冊まで 2 週間貸出可能です。
その他、ライブラリーではビデオの視聴やパソコンの利用ができます。

〈問合せ〉（社福）聴力障害者情報文化センター
　開館：火・水・木・土曜日　午前 10 時～午後 5 時
　　　　金曜日　　　　　　　午前 10時～午後 7 時
　閉館：日・月曜日、祝日、年末年始
　〒 153-0053　目黒区五本木 1-8-3
　電話　（03）6833-5004　　FAX　（03）6833-5005
　E メール　video@jyoubun-center.or.jp
　ホームページ　http://www.jyoubun-center.or.jp/

  電話リレーサービスの利用について
  〈対　象〉
きこえない人（聴覚や発話に困難がある方）

  〈内　容〉
令和３年７月１日より公共インフラとして始まった電話リレーサービスとは、きこえない
人ときこえる人との会話を、通訳オペレータが手話・文字と音声を通訳することにより電
話で即時双方向につなぐサービスです。
利用に際してきこえない人は事前登録を行い、専用アプリをダウンロードします。なお、
きこえる人は、手続きなどは不要で、自分がお使いの電話端末で、利用登録したきこえな
い人からの通話を受けることが可能です。また、きこえない人の電話リレー用番号を知っ
ていると、その番号にダイヤルすることで、通訳を介して電話をかけることが可能です。

（通話料）・きこえない人…プランは２つ、月額料（178.2 円）の有無が選べます。詳し
くは https://nftrs.or.jp/about/ をご確認ください。フリーダイヤル、緊急通報は無料で
かけられます。
 
 〈問合せ〉総務大臣指定 電話リレーサービス提供機関 一般財団法人日本財団電話リレーサービス
　開設時間：午前 9 時半～午後６時 
　休日：年末年始
　電話　（03）6275-0912　　FAX　（03）6275-0913
　ホームページ　https://nftrs.or.jp/
　手話・文字チャットによる問合せ　https://nftrs.or.jp/contact/　

社会福祉法人　聴力障害者情報文化センター

など、どなたでもご利用できます。

きこえる人は、手続きなどは不要で、ご自身がお使いの電話端末で、利用登録したきこえ
ない人からの通話を受けることが可能です。また、きこえない人の電話リレーサービス用
電話番号を知っていると、その番号にダイヤルすることで、通訳オペレータを介して通
話を行うことが可能です。（通話料）・きこえない人…プランは２つ、月額料（178.2 円）
の有無が選べます。詳しくは https://nftrs.or.jp/about/ をご確認ください。フリーダ
イヤル、緊急通報は無料でかけられます。
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ページ
聴覚障害関係図書とうの貸出、閲覧
〈対象〉
聴覚障害に関心を持つかたや手話学習者などどなたでもご利用できます。

〈内容〉
聴覚障害や手話に関する図書や資料を収集し、どなたにもご利用いただけるように、ライブラリーに設置してい
ます。一部の資料を除き、一人３冊まで２週間貸出可能です。
その他、ライブラリーではビデオの視聴やパソコンの利用ができます。

〈問合せ〉（しゃかいふくしほうじん）聴力障害者情報文化センター
開館：か、すい、もく、土曜日、 午前 時から午後 時

金曜日 、午前 時から午後７時
閉館：にち、月曜日、祝日、年末年始。
〒 、 目黒区五本ぎ の の
電話、

、

電話リレーサービスの利用について
〈対象〉
きこえない人（聴覚や発話に困難がある方）
〈内容〉
令和３年７月１日より公共インフラとして始まった電話リレーサービスとは、きこえない人ときこえる人との会
話を、通訳オペレータが手話・文字と音声を通訳することにより電話で即時双ほうこうに、つなぐサービスです。
利用に際してきこえない人は事前登録を行い、専用アプリをダウンロードします。なお、きこえる人は、手続き
などは不要で、ご自身がお使いの電話端末で、利用登録したきこえない人からの通話を受けることが可能です。
また、きこえない人の電話リレーサービス用電話番号を知っていると、その番号にダイヤルすることで、通訳オ
ペレータを介して通話を行うことが可能です。
（通話料）きこえない人…プランは２つ、げつ額料（ 円の有無が選べます。フリーダイヤル、緊急通報は
無料でかけられます。

〈問合せ〉総務大臣指定 電話リレーサービス提供機関 一般財団法人日本財団電話リレーサービス
開設時間、午前 時半～午後５時
休日、年末年始
電話
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住宅
住宅設備改善費の給付 身  担当窓口　障害福祉課

在宅の重度身体障害者（児）の方に対し、日常生活を容易にするため、次の種目の住宅設
備改善費を給付します。中規模改修は、小規模改修の対象とならない内容の改修となりま
す。ただし、介護保険対象の方は、介護保険の制度を利用した上で、その対象にならない
内容につき、当制度の対象になります。いずれも、利用者の属する世帯の課税状況による
制限、負担上限月額があります。
　※ 1　入院中や入居前の改修はできません。
　※ 2　住宅改修をご希望の方は必ず事前にご相談ください。

 中規模改修 
〈対　象〉
身体障害者手帳を所持する学齢児以上 65 歳未満の方で、次のいずれかに該当する方
・下肢または体幹機能障害が 2 級以上に該当する方
・補装具として車いすの交付を受けた内部障害者の方
　給付の上限額　64 万 1,000 円

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12345）
　直通電話　　（042）420-2804

 屋内移動設備（１）機器本体（２）設備費 
〈対　象〉
身体障害者手帳を所持する学齢児以上の方で、次のいずれかに該当する方
・歩行ができない状態で、上肢、下肢または体幹機能障害の程度が 1 級の方
・補装具として車いすの交付を受けた内部障害者の方
　給付の上限額
（１）機器本体・・・97 万 9,000 円
（２）設備費　・・・35 万 3,000 円

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12345）
　直通電話　　（042）420-2804

在宅の重度身体障害のある方（お子さん）に対し、日常生活を容易にするため、次の種目
の住宅設備改善費を給付します。ただし、介護保険対象の方は、介護保険の制度を利用し
た上で、その対象にならない内容につき、当制度の対象になります。いずれも、利用者の
属する世帯の課税状況による制限、負担上限月額があります。
　※原則、入院中や入居前の改修はできません。住宅改修をご希望の方は必ず事前にご　　　　
　　相談ください。
　※中規模改修は、日常生活用具給付品目（50・51 ページ）の住宅改修費（小規模改修）　　
　　の給付を受けてなお足りない部分の改修となります。
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住宅
住宅設備改善費の給付 身  担当窓口　障害福祉課

在宅の重度身体障害者（児）の方に対し、日常生活を容易にするため、次の種目の住宅設
備改善費を給付します。中規模改修は、小規模改修の対象とならない内容の改修となりま
す。ただし、介護保険対象の方は、介護保険の制度を利用した上で、その対象にならない
内容につき、当制度の対象になります。いずれも、利用者の属する世帯の課税状況による
制限、負担上限月額があります。
　※ 1　入院中や入居前の改修はできません。
　※ 2　住宅改修をご希望の方は必ず事前にご相談ください。

 中規模改修 
〈対　象〉
身体障害者手帳を所持する学齢児以上 65 歳未満の方で、次のいずれかに該当する方
・下肢または体幹機能障害が 2 級以上に該当する方
・補装具として車いすの交付を受けた内部障害者の方
　給付の上限額　64 万 1,000 円

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12345）
　直通電話　　（042）420-2804

 屋内移動設備（１）機器本体（２）設備費 
〈対　象〉
身体障害者手帳を所持する学齢児以上の方で、次のいずれかに該当する方
・歩行ができない状態で、上肢、下肢または体幹機能障害の程度が 1 級の方
・補装具として車いすの交付を受けた内部障害者の方
　給付の上限額
（１）機器本体・・・97 万 9,000 円
（２）設備費　・・・35 万 3,000 円

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12345）
　直通電話　　（042）420-2804

のある方

のある方

12345）

12345）

機器本体および附属器具・・・97 万 9,000 円
設置費

屋内移動設備（１）機器本体及び附属器具（２）設置費
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ページ
住宅
住宅設備改善費の給付、担当窓口、障害福祉課
在宅の重度身体障害のあるかた（お子さん、に対し、日常生活を容易にするため、次の種目の住宅設備改善費を
給付します。ただし、介護保険対象のかたは、介護保険の制度を利用した上で、その対象にならない内容につき、
当制度の対象になります。いずれも、利用者の属する世帯の課税状況による制限、負担上限つき額があります。
※、原則、入院中や入居前の改修はできません。住宅改修をご希望のかたは必ず事前にご相談ください。
※中規模改修は、日常生活用具給付品目（ ページ・ ページ）の住宅改修費（小規模改修）の給付を受けて
なお足りない部分の改修となります。
中規模改修
〈対象〉
身体障害者手帳を所持する学齢じ以上 歳未満のかたで、次のいずれかに該当するかた
・下肢または、たいかん機能障害が２級以上に該当するかた
・補装具として車椅子の交付を受けた内部障害のあるかた
給付の上限額、 万 円

〈問合せ〉
障害福祉課、（内線：
直通電話、

屋内移動設備（１、機器本体及び附属器具（２、設置費
〈対象〉
身体障害者手帳を所持する学齢じ以上のかたで、次のいずれかに該当するかた
・歩行ができない状態で、上肢、下肢または、たいかん機能障害の程度が１級のかた
・補装具として車椅子の交付を受けた内部障害のあるかた
給付の上限額
（１、機器本体および附属器具、・・・ 万 円
（２、設置費、・・・ 万 円

〈問合せ〉
障害福祉課、（内線：
直通電話、
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住宅
住宅設備改善費の給付 身  担当窓口　障害福祉課

在宅の重度身体障害者（児）の方に対し、日常生活を容易にするため、次の種目の住宅設
備改善費を給付します。中規模改修は、小規模改修の対象とならない内容の改修となりま
す。ただし、介護保険対象の方は、介護保険の制度を利用した上で、その対象にならない
内容につき、当制度の対象になります。いずれも、利用者の属する世帯の課税状況による
制限、負担上限月額があります。
　※ 1　入院中や入居前の改修はできません。
　※ 2　住宅改修をご希望の方は必ず事前にご相談ください。

 中規模改修 
〈対　象〉
身体障害者手帳を所持する学齢児以上 65 歳未満の方で、次のいずれかに該当する方
・下肢または体幹機能障害が 2 級以上に該当する方
・補装具として車いすの交付を受けた内部障害者の方
　給付の上限額　64 万 1,000 円

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12345）
　直通電話　　（042）420-2804

 屋内移動設備（１）機器本体（２）設備費 
〈対　象〉
身体障害者手帳を所持する学齢児以上の方で、次のいずれかに該当する方
・歩行ができない状態で、上肢、下肢または体幹機能障害の程度が 1 級の方
・補装具として車いすの交付を受けた内部障害者の方
　給付の上限額
（１）機器本体・・・97 万 9,000 円
（２）設備費　・・・35 万 3,000 円

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12345）
　直通電話　　（042）420-2804
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住宅
住宅設備改善費の給付 身  担当窓口　障害福祉課

在宅の重度身体障害者（児）の方に対し、日常生活を容易にするため、次の種目の住宅設
備改善費を給付します。中規模改修は、小規模改修の対象とならない内容の改修となりま
す。ただし、介護保険対象の方は、介護保険の制度を利用した上で、その対象にならない
内容につき、当制度の対象になります。いずれも、利用者の属する世帯の課税状況による
制限、負担上限月額があります。
　※ 1　入院中や入居前の改修はできません。
　※ 2　住宅改修をご希望の方は必ず事前にご相談ください。

 中規模改修 
〈対　象〉
身体障害者手帳を所持する学齢児以上 65 歳未満の方で、次のいずれかに該当する方
・下肢または体幹機能障害が 2 級以上に該当する方
・補装具として車いすの交付を受けた内部障害者の方
　給付の上限額　64 万 1,000 円

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12345）
　直通電話　　（042）420-2804

 屋内移動設備（１）機器本体（２）設備費 
〈対　象〉
身体障害者手帳を所持する学齢児以上の方で、次のいずれかに該当する方
・歩行ができない状態で、上肢、下肢または体幹機能障害の程度が 1 級の方
・補装具として車いすの交付を受けた内部障害者の方
　給付の上限額
（１）機器本体・・・97 万 9,000 円
（２）設備費　・・・35 万 3,000 円

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12345）
　直通電話　　（042）420-2804

（家族向住宅（優遇抽せん制度）（５月・11 月）
 〈対　象〉

（１）申込者または同居の親族が、身体障害者手帳（１～４級）、もしくは愛の手帳（１　
　～３度）、精神障害者保健福祉手帳（１級・２級）（障害年金等の受給に際し、障害　　
　の程度が同程度と判定された方を含む。）、戦傷病者手帳の交付を受けている恩給法別　
　表第１号表ノ３の第１款症以上をお持ちで都営住宅入居資格のある方など

（２）申込者または同居の親族が身体障害者手帳（５級～）、もしくは愛の手帳４度、精
　神障害者保健福祉手帳３級（障害年金等の受給に際し、障害の程度が同程度と判定　
　された方を含む。）、原爆被爆者健康手帳をお持ちで、都営住宅入居資格のある方など

 〈内　容〉
抽せん方式、一般の方よりも当せん率が高くなります。

（１）乙優遇（優遇倍率７倍）
（２）甲優遇（優遇倍率５倍）

家族向住宅（ポイント方式）（２月・８月）
 〈対象（1）〉
申込者または同居の親族が、身体障害者手帳（１～４級）、もしくは愛の手帳（１～３度）、
精神障害者保健福祉手帳（１級・２級）（障害年金等の受給に際し、障害の程度が同程度と
判定された方を含む。）、戦傷病者手帳の交付を受けている恩給法別表第１号表ノ３の第１款
症以上をお持ちで都営住宅入居資格のある方など
※申込者が東京都内に継続して３年以上居住している方に限ります。

 〈対象（2）〉車いす使用者世帯向住宅
都営住宅入居資格があり、申込者または同居の親族が、身体障害者手帳（１級・２級）また
は戦傷病者手帳の交付を受けている恩給法別表第１号表ノ２の第１項症以上を所持し、住居
内の移動に車いすを使用しなければならない方（車いす使用者は満６歳以上で東京都内居住
者に限ります。）

 〈内　容〉
抽せんによらないで、申込地区ごとに住宅困窮度の高い方から順に募集戸数分の世帯を資格
審査対象者とします。

単身者用車いす使用者向住宅（抽せん方式）（２月・８月）
 〈対　象〉
都営住宅入居資格があり、申込者が身体障害者手帳（１級・２級）または戦傷病者手帳の
交付を受けている恩給法別表第１号表ノ２の第１項症以上を所持し、住居内の移動に車いす　　
を使用しなければならない方
※東京都内に継続して３年以上居住している方に限ります。

 〈内　容〉
抽せん方式

  都営住宅の募集と使用料特別減額 身 知 精 難

4.
日
常
生
活
の
支
援

63

ページ
都営住宅の募集と使用料特別減額
家族むけ住宅（優遇抽せん制度（５月、 月
〈対象〉
（１、申込者または同居の親族が、身体障害者手帳
（１から４級、もしくは愛の手帳（１から３度、精神障害者保健福祉手帳（１級、２級、（障害年金とうの受給
に際し、障害の程度が同程度と判断されたかたを含む。戦傷病者手帳の交付を受けている恩給法別表第１号表ノ
３の第１款症以上をお持ちで都営住宅入居資格のあるかたなど
（２、申込者または同居の親族が、身体障害者手帳（５級から、もしくは愛の手帳４度、精神障害者保健福祉手
帳３級（障害年金とうの受給に際し、障害の程度が同程度と判定されたかたを含む。原爆被爆者健康手帳をお持
ちで、都営住宅入居資格のあるかたなど
〈内容〉
抽せんほう式、一般のかたよりも当せん率が高くなります。
（１、乙優遇、（優遇倍率７倍
（２、甲優遇、（優遇倍率５倍
家族むけ住宅（ポイントほう式（２月、８月
〈対象（１〉
申込者または同居の親族が、身体障害者手帳（１から４級、もしくは愛の手帳（１から３度、精神障害者保健福
祉手帳（１級、２級（障害年金とうの受給に際し、障害の程度が同程度と判断されたかたを含む。戦傷病者手帳
の交付を受けている恩給法別表第１号表ノ３の第１款症以上をお持ちで都営住宅入居資格のあるかたなど
※申込者が東京とないに継続して 年以上居住しているかたに限ります。
〈対象（２〉車いす使用者世帯むけ住宅
都営住宅入居資格があり、申込者または同居の親族が、身体障害者手帳（１級、２級または戦傷病者手帳の交付
を受けている恩給法別表第１号表ノ２の第１項症以上を所持し、住居内の移動に車椅子を使用しなければならな
いかた（車椅子 使用者は、まん６歳以上で東京とない居住者に限ります。
〈内容〉
抽せんによらないで、申込地区ごとに住宅困窮度の高いかたから順に募集戸数ぶんの世帯を資格審査対象者とし
ます。
単身者用車いす使用者むけ住宅、（抽せんほう式（２月、８月
〈対象〉
都営住宅入居資格があり、申込者が身体障害者手帳（１級、２級または戦傷病者手帳の交付を受けている恩給法
別表第１号表ノ２の第１項症以上を所持し、住居内の移動に車椅子を使用しなければならないかた
※、東京とないに継続して 年以上居住しているかたに限ります。
〈内容〉
抽せんほう式

つづく
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 単身者向住宅（抽せん方式） 
〈対　象〉
身体障害者手帳（1～ 4級）、もしくは愛の手帳（1～ 4度）、精神障害者保健福祉手帳
（1～ 3級）を所持している単身者で、都営住宅入居資格があり、常時介護を必要としな
い程度に自立した生活が可能である方
※東京都内に継続して 3年以上居住している方に限ります。

〈内　容〉
抽せん方式
※所定の申込書により募集期間中に郵送でお申込みください。

〈問合せ〉
　都営住宅の募集についての問い合わせ先
　東京都住宅供給公社都営住宅募集センター
　電話　（03）3498-8894　　FAX　（03）3409-4527
　テレホンサービス　（03）6418-5571（募集の概要を音声アナウンスでご案内しています。）

住宅使用料の特別減額 
〈対　象〉
１．世帯の所得が一定基準以下で、以下の（１）～（３）のいずれかの交付を受けている
世帯
（１）身体障害者手帳 1・2級
（２）愛の手帳 1～ 3度
（３）精神障害者保健福祉手帳 1・2級
２．常時介護を必要とする世帯で、以下の（１）～（５）のいずれかの交付を受けている
世帯
（１）難病の患者に対する医療等に関する法律に基づく特定医療費（指定難病）受給者証
（２）東京都難病患者等に係る医療費の助成による医療券
（３）児童福祉法にもとづく小児慢性特定疾病医療受給者証
（４）公害医療手帳
（５）大気汚染に係る健康障害者に対する医療費の助成による医療券等

〈内　容〉
使用料を減額します。
減額率は所得により異なります。

〈問合せ〉JKK（東京都住宅供給公社）お客さまセンター
　電話　（0570）03-0071
上記の番号がご利用できない方、携帯電話の無料通話分や割引サービスを
ご利用の方は（03）6279-2652
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 単身者向住宅（抽せん方式） 
〈対　象〉
身体障害者手帳（1～ 4級）、もしくは愛の手帳（1～ 4度）、精神障害者保健福祉手帳
（1～ 3級）を所持している単身者で、都営住宅入居資格があり、常時介護を必要としな
い程度に自立した生活が可能である方
※東京都内に継続して 3年以上居住している方に限ります。

〈内　容〉
抽せん方式
※所定の申込書により募集期間中に郵送でお申込みください。

〈問合せ〉
　都営住宅の募集についての問い合わせ先
　東京都住宅供給公社都営住宅募集センター
　電話　（03）3498-8894　　FAX　（03）3409-4527
　テレホンサービス　（03）6418-5571（募集の概要を音声アナウンスでご案内しています。）

住宅使用料の特別減額 
〈対　象〉
１．世帯の所得が一定基準以下で、以下の（１）～（３）のいずれかの交付を受けている
世帯
（１）身体障害者手帳 1・2級
（２）愛の手帳 1～ 3度
（３）精神障害者保健福祉手帳 1・2級
２．常時介護を必要とする世帯で、以下の（１）～（５）のいずれかの交付を受けている
世帯
（１）難病の患者に対する医療等に関する法律に基づく特定医療費（指定難病）受給者証
（２）東京都難病患者等に係る医療費の助成による医療券
（３）児童福祉法にもとづく小児慢性特定疾病医療受給者証
（４）公害医療手帳
（５）大気汚染に係る健康障害者に対する医療費の助成による医療券等

〈内　容〉
使用料を減額します。
減額率は所得により異なります。

〈問合せ〉JKK（東京都住宅供給公社）お客さまセンター
　電話　（0570）03-0071
上記の番号がご利用できない方、携帯電話の無料通話分や割引サービスを
ご利用の方は（03）6279-2652
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都市再生機構 UR 賃貸住宅の申込優遇制度 身  知

 UR 賃貸住宅の近居促進制度（近居割） 
〈対　象〉
４級以上の身体障害または、重度の知的障害等のある方を含む世帯等および、これらの世
帯を支援するために対象団地等に居住する直系血族または現に扶養義務を負っている３親
等内の親族を含む世帯

〈内　容〉
上記に記載する世帯の双方が同一団地に居住する場合、又は対象団地と概ね半径 2キロ
以内に存する団地、URが指定するエリア内の団地に居住する場合に、対象団地に新たに
ご入居いただく世帯の家賃を、入居後 5年間 5％割引します。
（入居開始可能日から起算して、5年を経過する日の属する年度の年度末まで。）

対象団地等の詳細は、こちらをご参照ください。
https://www.ur-net.go.jp/chintai/whats/system/kinkyo/

〈問合せ〉UR 都市機構東日本賃貸住宅本部
　電話　（0120）411-363（午前 9時 30分～午後 6時）
　定休日なし／年末年始を除く

その他
東京都在宅重症心身障害児（者）等訪問事業 身  知

〈事業の内容〉
（１）訪問看護

看護師が家庭を訪問し、重症心身障害児（者）及び医療的ケア児に対して医療的ケア
や発達・療育支援を行います。

（２）訪問健康診査
医師・看護師等が重症心身障害児（者）及び医療的ケア児の家庭を訪問して、健康診
査と療育相談等を行います。

〈相談窓口〉東京都多摩小平保健所　保健対策課　地域保健第一担当
　電話　（042）450-3111（代表）　　FAX　（042）450-3261

都営住宅入居資格があり、身体障害者手帳（1 ～ 4 級）、もしくは愛の手帳（1 ～ 4 度）、
精神障害者保健福祉手帳（1 ～ 3 級）を所持している単身者（障害年金等の受給に際し、
障害の程度が同程度と判定された方を含む。）。
※東京都内に継続して３年以上居住している方に限ります。

抽せん方式
年４回の定期募集のほか、毎月募集でも単身者向住宅の募集があります。詳しくはホーム
ページをご覧ください。https://www.to-kousya.or.jp/kouei/toeibosyu/
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 単身者向住宅（抽せん方式） 
〈対　象〉
身体障害者手帳（1～ 4級）、もしくは愛の手帳（1～ 4度）、精神障害者保健福祉手帳
（1～ 3級）を所持している単身者で、都営住宅入居資格があり、常時介護を必要としな
い程度に自立した生活が可能である方
※東京都内に継続して 3年以上居住している方に限ります。

〈内　容〉
抽せん方式
※所定の申込書により募集期間中に郵送でお申込みください。

〈問合せ〉
　都営住宅の募集についての問い合わせ先
　東京都住宅供給公社都営住宅募集センター
　電話　（03）3498-8894　　FAX　（03）3409-4527
　テレホンサービス　（03）6418-5571（募集の概要を音声アナウンスでご案内しています。）

住宅使用料の特別減額 
〈対　象〉
１．世帯の所得が一定基準以下で、以下の（１）～（３）のいずれかの交付を受けている
世帯
（１）身体障害者手帳 1・2級
（２）愛の手帳 1～ 3度
（３）精神障害者保健福祉手帳 1・2級
２．常時介護を必要とする世帯で、以下の（１）～（５）のいずれかの交付を受けている
世帯
（１）難病の患者に対する医療等に関する法律に基づく特定医療費（指定難病）受給者証
（２）東京都難病患者等に係る医療費の助成による医療券
（３）児童福祉法にもとづく小児慢性特定疾病医療受給者証
（４）公害医療手帳
（５）大気汚染に係る健康障害者に対する医療費の助成による医療券等

〈内　容〉
使用料を減額します。
減額率は所得により異なります。

〈問合せ〉JKK（東京都住宅供給公社）お客さまセンター
　電話　（0570）03-0071
上記の番号がご利用できない方、携帯電話の無料通話分や割引サービスを
ご利用の方は（03）6279-2652

（２月・５月・８月・11 月）

〈内　容〉

〈問合せ〉JKK 東京（東京都住宅供給公社）お客さまセンター
 電話（0570）03-0071
 ナビダイヤルがご利用できない方、携帯電話の無料通話分や割引サービス 
 をご利用の方は（03）6279-2652
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単身しゃむけ 住宅、（抽せんほう式、（２月、５月、８月、 月
〈対象〉
都営住宅入居資格があり、身体障害者手帳（１級から４級、もしくは愛の手帳（１度から４度、精神障害者保健
福祉手帳（１級から３級を所持している単身者（障害年金とうの受給に際し、障害の程度が同程度と判断された
かたを含む。
※、東京とないに継続して 年以上居住しているかたに限ります。

〈内容〉
抽せんほう式
年４回の定期募集のほか、毎月募集でも単身者向住宅の募集があります。詳しくはホームページをご覧ください。

〈問合せ〉
都営住宅の募集についての問い合わせ先
東京都住宅供給公社都営住宅募集センター
電話、

、
テレホンサービス、 （募集の概要を音声アナウンスでご案内しています。

住宅使用料の特別減額
〈対象〉
１．世帯の所得が一定基準以下で、以下の（１、から（３、のいずれかの交付を受けている世帯
（１、身体障害者手帳１、２級
（２、愛の手帳１から３度
（３、精神障害者保健福祉手帳１、２級
２．常時介護を必要とする世帯で、以下の（１から（５のいずれかの交付を受けている世帯
（１、難病の患者に対する医療とうに関する法律に基づく特定医療費（指定難病、受給者しょう
（２、東京都難病患者とうにかかる医療費の助成による医療券
（３、じどう福祉法にもとづく小児慢性特定疾病医療受給者しょう
（４、公害医療手帳
（５、大気汚染にかかる健康障害者に対する医療費の助成による医療券とう

〈内容〉
使用料を減額します。
減額率は所得により異なります。
〈問合せ〉、 東京（東京都住宅供給公社お客さまセンター
電話、 ナビダイヤルがご利用できないかた、携帯電話の無料通話分や割引サービスをご利用のか
たは、電話
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 単身者向住宅（抽せん方式） 
〈対　象〉
身体障害者手帳（1～ 4級）、もしくは愛の手帳（1～ 4度）、精神障害者保健福祉手帳
（1～ 3級）を所持している単身者で、都営住宅入居資格があり、常時介護を必要としな
い程度に自立した生活が可能である方
※東京都内に継続して 3年以上居住している方に限ります。

〈内　容〉
抽せん方式
※所定の申込書により募集期間中に郵送でお申込みください。

〈問合せ〉
　都営住宅の募集についての問い合わせ先
　東京都住宅供給公社都営住宅募集センター
　電話　（03）3498-8894　　FAX　（03）3409-4527
　テレホンサービス　（03）6418-5571（募集の概要を音声アナウンスでご案内しています。）

住宅使用料の特別減額 
〈対　象〉
１．世帯の所得が一定基準以下で、以下の（１）～（３）のいずれかの交付を受けている
世帯
（１）身体障害者手帳 1・2級
（２）愛の手帳 1～ 3度
（３）精神障害者保健福祉手帳 1・2級
２．常時介護を必要とする世帯で、以下の（１）～（５）のいずれかの交付を受けている
世帯
（１）難病の患者に対する医療等に関する法律に基づく特定医療費（指定難病）受給者証
（２）東京都難病患者等に係る医療費の助成による医療券
（３）児童福祉法にもとづく小児慢性特定疾病医療受給者証
（４）公害医療手帳
（５）大気汚染に係る健康障害者に対する医療費の助成による医療券等

〈内　容〉
使用料を減額します。
減額率は所得により異なります。

〈問合せ〉JKK（東京都住宅供給公社）お客さまセンター
　電話　（0570）03-0071
上記の番号がご利用できない方、携帯電話の無料通話分や割引サービスを
ご利用の方は（03）6279-2652
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 単身者向住宅（抽せん方式） 
〈対　象〉
身体障害者手帳（1～ 4級）、もしくは愛の手帳（1～ 4度）、精神障害者保健福祉手帳
（1～ 3級）を所持している単身者で、都営住宅入居資格があり、常時介護を必要としな
い程度に自立した生活が可能である方
※東京都内に継続して 3年以上居住している方に限ります。

〈内　容〉
抽せん方式
※所定の申込書により募集期間中に郵送でお申込みください。

〈問合せ〉
　都営住宅の募集についての問い合わせ先
　東京都住宅供給公社都営住宅募集センター
　電話　（03）3498-8894　　FAX　（03）3409-4527
　テレホンサービス　（03）6418-5571（募集の概要を音声アナウンスでご案内しています。）

住宅使用料の特別減額 
〈対　象〉
１．世帯の所得が一定基準以下で、以下の（１）～（３）のいずれかの交付を受けている
世帯
（１）身体障害者手帳 1・2級
（２）愛の手帳 1～ 3度
（３）精神障害者保健福祉手帳 1・2級
２．常時介護を必要とする世帯で、以下の（１）～（５）のいずれかの交付を受けている
世帯
（１）難病の患者に対する医療等に関する法律に基づく特定医療費（指定難病）受給者証
（２）東京都難病患者等に係る医療費の助成による医療券
（３）児童福祉法にもとづく小児慢性特定疾病医療受給者証
（４）公害医療手帳
（５）大気汚染に係る健康障害者に対する医療費の助成による医療券等

〈内　容〉
使用料を減額します。
減額率は所得により異なります。

〈問合せ〉JKK（東京都住宅供給公社）お客さまセンター
　電話　（0570）03-0071
上記の番号がご利用できない方、携帯電話の無料通話分や割引サービスを
ご利用の方は（03）6279-2652
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都市再生機構 UR 賃貸住宅の申込優遇制度 身  知

 UR 賃貸住宅の近居促進制度（近居割） 
〈対　象〉
４級以上の身体障害または、重度の知的障害等のある方を含む世帯等および、これらの世
帯を支援するために対象団地等に居住する直系血族または現に扶養義務を負っている３親
等内の親族を含む世帯

〈内　容〉
上記に記載する世帯の双方が同一団地に居住する場合、又は対象団地と概ね半径 2キロ
以内に存する団地、URが指定するエリア内の団地に居住する場合に、対象団地に新たに
ご入居いただく世帯の家賃を、入居後 5年間 5％割引します。
（入居開始可能日から起算して、5年を経過する日の属する年度の年度末まで。）

対象団地等の詳細は、こちらをご参照ください。
https://www.ur-net.go.jp/chintai/whats/system/kinkyo/

〈問合せ〉UR 都市機構東日本賃貸住宅本部
　電話　（0120）411-363（午前 9時 30分～午後 6時）
　定休日なし／年末年始を除く

その他
東京都在宅重症心身障害児（者）等訪問事業 身  知

〈事業の内容〉
（１）訪問看護

看護師が家庭を訪問し、重症心身障害児（者）及び医療的ケア児に対して医療的ケア
や発達・療育支援を行います。

（２）訪問健康診査
医師・看護師等が重症心身障害児（者）及び医療的ケア児の家庭を訪問して、健康診
査と療育相談等を行います。

〈相談窓口〉東京都多摩小平保健所　保健対策課　地域保健第一担当
　電話　（042）450-3111（代表）　　FAX　（042）450-3261
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 単身者向住宅（抽せん方式） 
〈対　象〉
身体障害者手帳（1～ 4級）、もしくは愛の手帳（1～ 4度）、精神障害者保健福祉手帳
（1～ 3級）を所持している単身者で、都営住宅入居資格があり、常時介護を必要としな
い程度に自立した生活が可能である方
※東京都内に継続して 3年以上居住している方に限ります。

〈内　容〉
抽せん方式
※所定の申込書により募集期間中に郵送でお申込みください。

〈問合せ〉
　都営住宅の募集についての問い合わせ先
　東京都住宅供給公社都営住宅募集センター
　電話　（03）3498-8894　　FAX　（03）3409-4527
　テレホンサービス　（03）6418-5571（募集の概要を音声アナウンスでご案内しています。）

住宅使用料の特別減額 
〈対　象〉
１．世帯の所得が一定基準以下で、以下の（１）～（３）のいずれかの交付を受けている
世帯
（１）身体障害者手帳 1・2級
（２）愛の手帳 1～ 3度
（３）精神障害者保健福祉手帳 1・2級
２．常時介護を必要とする世帯で、以下の（１）～（５）のいずれかの交付を受けている
世帯
（１）難病の患者に対する医療等に関する法律に基づく特定医療費（指定難病）受給者証
（２）東京都難病患者等に係る医療費の助成による医療券
（３）児童福祉法にもとづく小児慢性特定疾病医療受給者証
（４）公害医療手帳
（５）大気汚染に係る健康障害者に対する医療費の助成による医療券等

〈内　容〉
使用料を減額します。
減額率は所得により異なります。

〈問合せ〉JKK（東京都住宅供給公社）お客さまセンター
　電話　（0570）03-0071
上記の番号がご利用できない方、携帯電話の無料通話分や割引サービスを
ご利用の方は（03）6279-2652
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ページ
都市再生機構ユーアール賃貸住宅の申込優遇制度
ユーアール賃貸住宅の近居促進制度、（近居わり
〈対象〉
４級以上の身体障害または、重度の知的障害とうのあるかたを含む世帯とうおよび、これらの世帯を支援するた
めに対象団地等に居住する直系血族またはげんに扶養義務を負っている３しん等内の親族を含む世帯

〈内容〉
上記に記載する世帯のそうほうが、どういつ団地に居住する場合、または対象団地と概ね半径２キロ以内に存す
る団地、ユーアールが指定するエリア内の団地に居住する場合に、対象団地に新たにご入居いただく世帯の家賃
を、入居後５年間５％減額します。
（入居開始可能びから起算して、５年を経過する日の属する年度の年度末まで。

〈問合せ〉ユーアール都市機構東日本賃貸住宅本部
電話、 、（午前 時 分から午後 時
定休びなし、年末年始を除く

その他
東京都在宅重症心身障害児（しゃ、等訪問事業
〈事業の内容〉
（１、訪問看護
看護師が家庭を訪問し、重症心身障害児（しゃ、及び医療的ケアじに対して医療的ケアや発達、療育支援を行い
ます。
（２、訪問健康診査
医師、看護師とうが重症心身障害じ（しゃ、及び医療的ケアじの家庭を訪問して、健康診査と療育相談とうを行
います。

〈相談窓口〉東京都多摩こだいら保健所、保健対策課、地域保健第一担当
電話、 （代表

、
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各種サービス　緊急・安全
重度身体障害者緊急通報システム（都・市の制度） 身

〈対　象〉 担当窓口　障害福祉課
18歳以上のひとり暮らし等の重度身体障害者

〈内容等〉
専用通報器等の貸与（貸与した機器を通して、家庭内での緊急事態を受信センターに通報
したり、受信センターを通して、東京消防庁に通報できます。）

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12345）
　直通電話　　（042）420-2804

119 番ファクシミリ通報 
〈対　象〉
どなたでも利用ができます。
事前に名前や住所などを登録する必要はありません。

〈内容等〉
・あらかじめ、住所・氏名などを記載してファックスの近くに準備しておき、通報したい
内容を記入し「119」の番号でファックスを送信してください。
・決まった様式はありませんが、東京消防庁ホームページより通報用紙（記入例）をダウ
ンロードすることもできます。

東京消防庁ホームページ
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/
「安全・安心情報」→「トピックス」→「119番のしくみ」
また近くの消防署、各出張所及び西東京市障害福祉課、高齢者支援課でも通報用紙を手に
入れることができます。
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各種サービス　緊急・安全
重度身体障害者緊急通報システム（都・市の制度） 身

〈対　象〉 担当窓口　障害福祉課
18 歳以上のひとり暮らし等の重度身体障害者

〈内容等〉
専用通報器等の貸与（貸与した機器を通して、家庭内での緊急事態を受信センターに通報
したり、受信センターを通して、東京消防庁に通報できます。）

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12345）
　直通電話　　（042）420-2804

119 番ファクシミリ通報 
〈対　象〉
どなたでも利用ができます。
事前に名前や住所などを登録する必要はありません。

〈内容等〉
・あらかじめ、住所・氏名などを記載してファックスの近くに準備しておき、通報したい

内容を記入し「119」の番号でファックスを送信してください。
・決まった様式はありませんが、東京消防庁ホームページより通報用紙（記入例）をダウ

ンロードすることもできます。

東京消防庁ホームページ
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/
「安全・安心情報」→「トピックス」→「119 番のしくみ」
また近くの消防署、各出張所及び西東京市障害福祉課、高齢者支援課でも通報用紙を手に
入れることができます。

63

4. 
日
常
生
活
の
支
援

緊急ネット通報 身

〈対　象〉
東京消防庁管内に在住、通勤、通学の聴覚または音声・言語に機能障害がある方で電子
メール機能を使うことができる携帯電話またはスマートフォンをお持ちの方（事前登録が
必要です）

〈内容等〉
音声（肉声）による 119 番通報が困難な方が携帯電話やスマートフォンのウェブ機能を
使用して緊急時に東京消防庁への通報を行う補助手段として、消防車や救急車の出動を要
請します。

〈窓口・手続〉
登録方法等の詳細についてはホームページをご覧ください。
東京消防庁ホームページ　https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/
「安全・安心情報」→「トピックス」→「緊急ネット通報」

110 番アプリシステム 身

〈対　象〉
聴覚または音声・言語機能に障害がある方

〈内容等〉
事件・事故にあったとき、専用のホームページにアクセスして 110 番通報するサイトを
開設しています。

〈問合せ〉
詳しくは警視庁ホームページ　http://www.keishicho.metro.tokyo.jp
「事件・事故」→ 110 番→ 110 番アプリシステム
※アプリシステムはスマートフォンに専用のアプリケーションプログラム「110 番アプリ」

をダウンロードして登録する（警視庁ホームページ「110 番アプリシステム」を参照）

ファクシミリ緊急通報 
ファックス 110 番（上記アプリケーションが活用できない場合など）

〈対　象〉
電話による 110 番通報が困難な方（言語障害等）

〈内容等〉
決まった様式はありません。あらかじめ、住所、氏名などを記載して、
ファックスの近くに準備しておき、通報したい内容を記入し、以下の番号に
ファックスしてください。
警視庁　FAX　（03）3597-0110

12345）

  重度身体障害者救急代理通報等システム（都・市の制度）　　身

「①火災予防」
また近くの消防署、各出張所及び市の障害福祉課、高齢者支援課でも通報用紙を手に入れ
ることができます。

重度の身体障害のある方及び難病による障害がある方
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各種サービス　緊急・安全
重度身体障害者緊急通報システム（都・市の制度） 身

〈対　象〉 担当窓口　障害福祉課
18 歳以上のひとり暮らし等の重度身体障害者

〈内容等〉
専用通報器等の貸与（貸与した機器を通して、家庭内での緊急事態を受信センターに通報
したり、受信センターを通して、東京消防庁に通報できます。）

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12345）
　直通電話　　（042）420-2804

119 番ファクシミリ通報 
〈対　象〉
どなたでも利用ができます。
事前に名前や住所などを登録する必要はありません。

〈内容等〉
・あらかじめ、住所・氏名などを記載してファックスの近くに準備しておき、通報したい

内容を記入し「119」の番号でファックスを送信してください。
・決まった様式はありませんが、東京消防庁ホームページより通報用紙（記入例）をダウ

ンロードすることもできます。

東京消防庁ホームページ
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/
「安全・安心情報」→「トピックス」→「119 番のしくみ」
また近くの消防署、各出張所及び西東京市障害福祉課、高齢者支援課でも通報用紙を手に
入れることができます。
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緊急ネット通報 身

〈対　象〉
東京消防庁管内に在住、通勤、通学の聴覚または音声・言語に機能障害がある方で電子
メール機能を使うことができる携帯電話またはスマートフォンをお持ちの方（事前登録が
必要です）

〈内容等〉
音声（肉声）による 119 番通報が困難な方が携帯電話やスマートフォンのウェブ機能を
使用して緊急時に東京消防庁への通報を行う補助手段として、消防車や救急車の出動を要
請します。

〈窓口・手続〉
登録方法等の詳細についてはホームページをご覧ください。
東京消防庁ホームページ　https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/
「安全・安心情報」→「トピックス」→「緊急ネット通報」

110 番アプリシステム 身

〈対　象〉
聴覚または音声・言語機能に障害がある方

〈内容等〉
事件・事故にあったとき、専用のホームページにアクセスして 110 番通報するサイトを
開設しています。

〈問合せ〉
詳しくは警視庁ホームページ　http://www.keishicho.metro.tokyo.jp
「事件・事故」→ 110 番→ 110 番アプリシステム
※アプリシステムはスマートフォンに専用のアプリケーションプログラム「110 番アプリ」

をダウンロードして登録する（警視庁ホームページ「110 番アプリシステム」を参照）

ファクシミリ緊急通報 
ファックス 110 番（上記アプリケーションが活用できない場合など）

〈対　象〉
電話による 110 番通報が困難な方（言語障害等）

〈内容等〉
決まった様式はありません。あらかじめ、住所、氏名などを記載して、
ファックスの近くに準備しておき、通報したい内容を記入し、以下の番号に
ファックスしてください。
警視庁　FAX　（03）3597-0110

専用通報機等の貸与（貸与した機器を通して、家庭内での緊急事態を受信センターや東京
消防庁に通報できます。）
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ページ
各種サービス、緊急、安全
重度身体障害者救急代理通報とうシステム、（と、市の制度、担当窓口、障害福祉課
〈対象〉

歳以上のひとり暮らしとうの重度の身体障害のある方及び難病による障害があるかた

〈内容とう〉
専用つうほうきとうの貸与、（貸与した機器を通して、家庭内での緊急事態を受信センターや東京消防庁に通報
できます。

〈問合せ〉
障害福祉課、（内線：
直通電話、

番ファクシミリ通報
〈対象〉
どなたでも利用ができます。
事前に名前や住所などを登録する必要はありません。

〈内容とう〉
・あらかじめ、住所、氏名などを記載してファックスの近くに準備しておき、通報したい内容を記入し「１１９」
の番号でファックスを送信してください。
・決まった様式はありませんが、東京消防庁ホームページより通報用紙、（記入例をダウンロードすることもで
きます。
東京消防庁ホームページ
「安全、安心情報→「①火災予防→「１１９番のしくみ
また近くの消防署、各出張所及び市の障害福祉課、高齢者支援課でも通報用紙を手にいれることができます。
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各種サービス　緊急・安全
重度身体障害者緊急通報システム（都・市の制度） 身

〈対　象〉 担当窓口　障害福祉課
18歳以上のひとり暮らし等の重度身体障害者

〈内容等〉
専用通報器等の貸与（貸与した機器を通して、家庭内での緊急事態を受信センターに通報
したり、受信センターを通して、東京消防庁に通報できます。）

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12345）
　直通電話　　（042）420-2804

119 番ファクシミリ通報 
〈対　象〉
どなたでも利用ができます。
事前に名前や住所などを登録する必要はありません。

〈内容等〉
・あらかじめ、住所・氏名などを記載してファックスの近くに準備しておき、通報したい
内容を記入し「119」の番号でファックスを送信してください。
・決まった様式はありませんが、東京消防庁ホームページより通報用紙（記入例）をダウ
ンロードすることもできます。

東京消防庁ホームページ
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/
「安全・安心情報」→「トピックス」→「119番のしくみ」
また近くの消防署、各出張所及び西東京市障害福祉課、高齢者支援課でも通報用紙を手に
入れることができます。
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各種サービス　緊急・安全
重度身体障害者緊急通報システム（都・市の制度） 身

〈対　象〉 担当窓口　障害福祉課
18 歳以上のひとり暮らし等の重度身体障害者

〈内容等〉
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〈対　象〉
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〈内容等〉
・あらかじめ、住所・氏名などを記載してファックスの近くに準備しておき、通報したい

内容を記入し「119」の番号でファックスを送信してください。
・決まった様式はありませんが、東京消防庁ホームページより通報用紙（記入例）をダウ

ンロードすることもできます。

東京消防庁ホームページ
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/
「安全・安心情報」→「トピックス」→「119 番のしくみ」
また近くの消防署、各出張所及び西東京市障害福祉課、高齢者支援課でも通報用紙を手に
入れることができます。
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緊急ネット通報 身

〈対　象〉
東京消防庁管内に在住、通勤、通学の聴覚または音声・言語に機能障害がある方で電子
メール機能を使うことができる携帯電話またはスマートフォンをお持ちの方（事前登録が
必要です）

〈内容等〉
音声（肉声）による 119 番通報が困難な方が携帯電話やスマートフォンのウェブ機能を
使用して緊急時に東京消防庁への通報を行う補助手段として、消防車や救急車の出動を要
請します。

〈窓口・手続〉
登録方法等の詳細についてはホームページをご覧ください。
東京消防庁ホームページ　https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/
「安全・安心情報」→「トピックス」→「緊急ネット通報」

110 番アプリシステム 身

〈対　象〉
聴覚または音声・言語機能に障害がある方

〈内容等〉
事件・事故にあったとき、専用のホームページにアクセスして 110 番通報するサイトを
開設しています。

〈問合せ〉
詳しくは警視庁ホームページ　http://www.keishicho.metro.tokyo.jp
「事件・事故」→ 110 番→ 110 番アプリシステム
※アプリシステムはスマートフォンに専用のアプリケーションプログラム「110 番アプリ」

をダウンロードして登録する（警視庁ホームページ「110 番アプリシステム」を参照）

ファクシミリ緊急通報 
ファックス 110 番（上記アプリケーションが活用できない場合など）

〈対　象〉
電話による 110 番通報が困難な方（言語障害等）

〈内容等〉
決まった様式はありません。あらかじめ、住所、氏名などを記載して、
ファックスの近くに準備しておき、通報したい内容を記入し、以下の番号に
ファックスしてください。
警視庁　FAX　（03）3597-0110

「①火災予防」→「緊急ネット通報の案内」

聴覚や言語機能に障害がある方など音声による通報が困難な方

事件・事故にあったとき、文字や画像で 110 番通報できます。
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東京消防庁ホームページ
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/
「安全・安心情報」→「トピックス」→「119 番のしくみ」
また近くの消防署、各出張所及び西東京市障害福祉課、高齢者支援課でも通報用紙を手に
入れることができます。

63

4. 
日
常
生
活
の
支
援

緊急ネット通報 身

〈対　象〉
東京消防庁管内に在住、通勤、通学の聴覚または音声・言語に機能障害がある方で電子
メール機能を使うことができる携帯電話またはスマートフォンをお持ちの方（事前登録が
必要です）

〈内容等〉
音声（肉声）による 119 番通報が困難な方が携帯電話やスマートフォンのウェブ機能を
使用して緊急時に東京消防庁への通報を行う補助手段として、消防車や救急車の出動を要
請します。

〈窓口・手続〉
登録方法等の詳細についてはホームページをご覧ください。
東京消防庁ホームページ　https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/
「安全・安心情報」→「トピックス」→「緊急ネット通報」

110 番アプリシステム 身

〈対　象〉
聴覚または音声・言語機能に障害がある方

〈内容等〉
事件・事故にあったとき、専用のホームページにアクセスして 110 番通報するサイトを
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〈問合せ〉
詳しくは警視庁ホームページ　http://www.keishicho.metro.tokyo.jp
「事件・事故」→ 110 番→ 110 番アプリシステム
※アプリシステムはスマートフォンに専用のアプリケーションプログラム「110 番アプリ」
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決まった様式はありません。あらかじめ、住所、氏名などを記載して、
ファックスの近くに準備しておき、通報したい内容を記入し、以下の番号に
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「事件・事故」→ 110 番→ 110 番アプリシステム
※アプリシステムはスマートフォンに専用のアプリケーションプログラム「110 番アプリ」

をダウンロードして登録する（警視庁ホームページ「110 番アプリシステム」を参照）

ファクシミリ緊急通報 
ファックス 110 番（上記アプリケーションが活用できない場合など）

〈対　象〉
電話による 110 番通報が困難な方（言語障害等）

〈内容等〉
決まった様式はありません。あらかじめ、住所、氏名などを記載して、
ファックスの近くに準備しておき、通報したい内容を記入し、以下の番号に
ファックスしてください。
警視庁　FAX　（03）3597-0110

スマートフォンの方は、「110 番アプリ」をインストールしてください。フィーチャー
フォンの方は、https://mobile110.npa.go.jp にアクセスしてください。
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ページ
緊急ネット通報
〈対象〉
東京消防庁管内に在住、通勤、通学の聴覚または音声、言語に機能障害があるかたで電子メール機能を使うこと
ができる携帯電話またはスマートフォンをお持ちのかた、（事前登録が必要です
〈内容とう〉
音声、（肉声による 番通報が困難なかたが携帯電話やスマートフォンのウェブ機能を使用して緊急じに東京
消防庁への通報を行う補助手段として、消防車や救急車の出動を要請します。

〈窓口、手続〉
登録ほう法とうの詳細についてはホームページをご覧ください。
東京消防庁ホームページ
「安全、安心情報」、 「①火災予防」、 「緊急ネット通報の案内」
１１０番アプリシステム
〈対象〉
聴覚や言語機能に障害があるかたなど音声による通報が困難なかた

〈内容とう〉
事件、事故にあったとき、文字や画像でひゃくとおばん通報できます。

〈問合せ〉
詳しくは警視庁ホームページ
「事件、事故」、 ひゃくとうばん、 ひゃくとうばんアプリシステム
※、スマートフォンのかたは、「ひゃくとうばんアプリ」をインストールしてください。

ファクシミリ緊急通報
ファックス ひゃくとうばん（上記アプリケーションが活用できない場合など
〈対象〉
電話による、ひゃくとうばん 通報が困難なかた（言語障害とう

〈内容とう〉
決まった様式はありません。あらかじめ、住所、氏名などを記載して、ファックスの近くに準備しておき、通報
したい内容を記入し、以下の番号にファックスしてください。
警視庁、 、
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災害避難時に支援が必要な避難行動要支援者の安全を確保する体制を整備する制度 身  知  精

〈対　象〉 担当窓口　障害福祉課、危機管理課
・身体障害者手帳（視覚障害 1 級または 2 級、聴覚障害 2 級、肢体不自由 1 級または 2

級）をお持ちの方
・愛の手帳 1 度又は療育手帳 A をお持ちの方
・精神障害者保健福祉手帳 1 級をお持ちの方
・介護保険の要介護度３以上の方

〈内容等〉
災害時の避難に支援が必要な方の名簿をあらかじめ作成し、名簿を基にした安否確認をは
じめ、支援に役立てられます。
＊対象者に該当すると自動的に名簿登載されるので、申請は不要です。

〈その他〉
名簿に登録された情報は、消防、警察などの地域の関係機関等に提供されます。
＊名簿は、災害時等の避難支援以外への目的には使用されません。

〈問合せ〉
　障害福祉課 （内線：12346）　直通電話 （042）420-2805
　危機管理課 （内線：22242）　直通電話 （042）438-4010

災害避難時に支援が必要な災害時要援護者の登録制度 
〈対　象〉
・避難行動要支援者に該当しない方
・ 65 才以上で一人暮らしまたは高齢者のみの世帯
・要介護認定を受けている方
・心身等に障害がある方
・難病の方（国及び都の難病等医療費助成認定の方）
・その他の理由により登録を希望する方

〈内容等〉
登録申請をもとに災害時の避難に支援が必要な方の名簿をあらかじめ作成し、名簿を基に
した安全確認をはじめとした支援体制を整備します。
＊登録は任意のため、避難にあたり支援を要しない方、身近に避難の手助けをしてくれる

方がいる方、登録を希望されない方等は、登録する必要はありません。

〈その他〉
登録申請には、「氏名」「住所」「生年月日」などの個人情報を、消防、警察
など地域の関係機関等に提供することに同意していただきます。
＊名簿は、災害対応や訓練以外の目的には使用されません。

担当窓口　障害福祉課
　　　　　危機管理課
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災害時の避難に支援が必要な方の名簿をあらかじめ作成し、名簿を基にした安否確認をは
じめ、支援に役立てられます。
＊対象者に該当すると自動的に名簿登載されるので、申請は不要です。

〈その他〉
名簿に登録された情報は、消防、警察などの地域の関係機関等に提供されます。
＊名簿は、災害時等の避難支援以外への目的には使用されません。

〈問合せ〉
　障害福祉課 （内線：12346）　直通電話 （042）420-2805
　危機管理課 （内線：22242）　直通電話 （042）438-4010

災害避難時に支援が必要な災害時要援護者の登録制度 
〈対　象〉
・避難行動要支援者に該当しない方
・ 65 才以上で一人暮らしまたは高齢者のみの世帯
・要介護認定を受けている方
・心身等に障害がある方
・難病の方（国及び都の難病等医療費助成認定の方）
・その他の理由により登録を希望する方

〈内容等〉
登録申請をもとに災害時の避難に支援が必要な方の名簿をあらかじめ作成し、名簿を基に
した安全確認をはじめとした支援体制を整備します。
＊登録は任意のため、避難にあたり支援を要しない方、身近に避難の手助けをしてくれる

方がいる方、登録を希望されない方等は、登録する必要はありません。

〈その他〉
登録申請には、「氏名」「住所」「生年月日」などの個人情報を、消防、警察
など地域の関係機関等に提供することに同意していただきます。
＊名簿は、災害対応や訓練以外の目的には使用されません。

担当窓口　障害福祉課
　　　　　危機管理課

安否確認などの支援体制を整備します。

及び地域の関係機関等に提供することに同意が必要です。

身体障害者手帳（視覚障害 1 級又は 2 級、聴覚障害 2 級、肢体不自由 1 級又は 2 級）
を取得している方

災害時の避難に支援が必要な方の名簿をあらかじめ作成し、名簿を基に安否確認をはじめ、
支援に役立てられます。

取得している方
取得している方

（※施設入所者は除く）

65 才以上で一人暮らし又は高齢者のみの世帯

難病（国及び都の難病等医療費助成認定）の方

担当窓口　障害福祉課、危機管理課

  災害避難時に支援が必要な災害時要援護者の登録制度　　 精身 難知
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災害避難時に支援が必要な避難行動よう支援者の安全を確保する体制を整備する制度
担当窓口、障害福祉課、危機管理課
〈対象〉
・身体障害者手帳、 視覚障害１級または２級、聴覚障害２級、肢体不自由１級または２級 を取得しているかた
・愛の手帳 度または療育手帳 を取得しているかた
・精神障害者保健福祉手帳 級を取得しているかた
・介護保険の、よう介護度３以上のかた
（※施設入所者は除く
〈内容とう〉
災害時の避難に支援が必要なかたの名簿をあらかじめ作成し、名簿をもとに安否確認をはじめ、支援に役立てら
れます。
対象者に該当すると自動的に名簿登載されるので、申請は不要です。
〈その他〉
名簿に登録された情報は、消防、警察などの地域の関係機関とうに提供されます。
名簿は、災害じとうの避難支援以外への目的には使用されません。
〈問合せ〉
障害福祉課、（内線： ）、直通電話、
危機管理課、（内線： ）、直通電話

災害避難時に支援が必要な災害じ、よう援護者の登録制度、担当窓口、障害福祉課、危機管理課
〈対象〉
・ 才以上で一人暮らしまたは高齢者のみの世帯
・よう介護認定を受けているかた
・心身とうに障害があるかた
・難病（くにおよびとの難病とう医療費助成認定のかた
・その他の理由により登録を希望するかた
〈内容とう〉
登録申請をもとに災害時の避難に支援が必要なかたの名簿をあらかじめ作成し、名簿をもとに安否確認などの支
援体制を整備します。
登録は任意のため、避難にあたり支援を要しないかた、身近に避難の手助けをしてくれるかたがいるかた、登録
を希望されないかたとうは、登録する必要はありません。
〈その他〉
登録申請には、「氏名」「住所」「生年月日」などの個人情報を、消防、警察及び地域の関係機関とうに提供する
ことに同意が必要です。
名簿は、災害対応や訓練以外の目的には使用されません。
つづく
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災害避難時に支援が必要な避難行動要支援者の安全を確保する体制を整備する制度 身  知  精

〈対　象〉 担当窓口　障害福祉課、危機管理課
・身体障害者手帳（視覚障害 1 級または 2 級、聴覚障害 2 級、肢体不自由 1 級または 2

級）をお持ちの方
・愛の手帳 1 度又は療育手帳 A をお持ちの方
・精神障害者保健福祉手帳 1 級をお持ちの方
・介護保険の要介護度３以上の方

〈内容等〉
災害時の避難に支援が必要な方の名簿をあらかじめ作成し、名簿を基にした安否確認をは
じめ、支援に役立てられます。
＊対象者に該当すると自動的に名簿登載されるので、申請は不要です。

〈その他〉
名簿に登録された情報は、消防、警察などの地域の関係機関等に提供されます。
＊名簿は、災害時等の避難支援以外への目的には使用されません。

〈問合せ〉
　障害福祉課 （内線：12346）　直通電話 （042）420-2805
　危機管理課 （内線：22242）　直通電話 （042）438-4010

災害避難時に支援が必要な災害時要援護者の登録制度 
〈対　象〉
・避難行動要支援者に該当しない方
・ 65 才以上で一人暮らしまたは高齢者のみの世帯
・要介護認定を受けている方
・心身等に障害がある方
・難病の方（国及び都の難病等医療費助成認定の方）
・その他の理由により登録を希望する方

〈内容等〉
登録申請をもとに災害時の避難に支援が必要な方の名簿をあらかじめ作成し、名簿を基に
した安全確認をはじめとした支援体制を整備します。
＊登録は任意のため、避難にあたり支援を要しない方、身近に避難の手助けをしてくれる

方がいる方、登録を希望されない方等は、登録する必要はありません。

〈その他〉
登録申請には、「氏名」「住所」「生年月日」などの個人情報を、消防、警察
など地域の関係機関等に提供することに同意していただきます。
＊名簿は、災害対応や訓練以外の目的には使用されません。

担当窓口　障害福祉課
　　　　　危機管理課
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災害避難時に支援が必要な避難行動要支援者の安全を確保する体制を整備する制度 身  知  精

〈対　象〉 担当窓口　障害福祉課、危機管理課
・身体障害者手帳（視覚障害 1 級または 2 級、聴覚障害 2 級、肢体不自由 1 級または 2

級）をお持ちの方
・愛の手帳 1 度又は療育手帳 A をお持ちの方
・精神障害者保健福祉手帳 1 級をお持ちの方
・介護保険の要介護度３以上の方

〈内容等〉
災害時の避難に支援が必要な方の名簿をあらかじめ作成し、名簿を基にした安否確認をは
じめ、支援に役立てられます。
＊対象者に該当すると自動的に名簿登載されるので、申請は不要です。

〈その他〉
名簿に登録された情報は、消防、警察などの地域の関係機関等に提供されます。
＊名簿は、災害時等の避難支援以外への目的には使用されません。

〈問合せ〉
　障害福祉課 （内線：12346）　直通電話 （042）420-2805
　危機管理課 （内線：22242）　直通電話 （042）438-4010

災害避難時に支援が必要な災害時要援護者の登録制度 
〈対　象〉
・避難行動要支援者に該当しない方
・ 65 才以上で一人暮らしまたは高齢者のみの世帯
・要介護認定を受けている方
・心身等に障害がある方
・難病の方（国及び都の難病等医療費助成認定の方）
・その他の理由により登録を希望する方

〈内容等〉
登録申請をもとに災害時の避難に支援が必要な方の名簿をあらかじめ作成し、名簿を基に
した安全確認をはじめとした支援体制を整備します。
＊登録は任意のため、避難にあたり支援を要しない方、身近に避難の手助けをしてくれる

方がいる方、登録を希望されない方等は、登録する必要はありません。

〈その他〉
登録申請には、「氏名」「住所」「生年月日」などの個人情報を、消防、警察
など地域の関係機関等に提供することに同意していただきます。
＊名簿は、災害対応や訓練以外の目的には使用されません。

担当窓口　障害福祉課
　　　　　危機管理課

〈問合せ〉
障害福祉課　（内線：12346）　直通電話　（042）420–2805
危機管理課　（内線：22242）　直通電話　（042）438–4010

 広域避難場所・避難広場・避難所・自主避難所・福祉避難所
避難所等は、それぞれ目的などが異なります。内容や場所などを確認してください。

 広域避難場所
広域避難場所とは、大地震時に発生する延焼火災やその他の危険から避難者の生命を保護
するために必要な面積を有する大規模公園、緑地等のオープンスペースです。

広域避難場所

  避難所等一覧 身 精知 難 担当窓口　危機管理課

項番 施設名 所在地
１  東京大学大学院農学生命科学研究科附属生態調和農学機構 西東京市緑町 1-1-1
２  東京大学大学院農学生命科学研究科附属田無演習林 西東京市緑町 1-1-8
３  西東京いこいの森公園 西東京市緑町 3-2
４  都立小金井公園 西東京市向台町 6-4
５  文理台公園 西東京市東町 1-4
６  都立東伏見公園 西東京市東伏見 1
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つづき。
〈問合せ〉
障害福祉課、（内線： ）、直通電話、
危機管理課、（内線： ）、直通電話、

避難所とう一覧、担当窓口、危機管理課
広域避難場所、避難広場、避難所、自主避難所、福祉避難所
避難所とうは、それぞれ目的などが、ことなります。内容や場所などを確認してください。

広域避難場所
広域避難場所とは、大地震時に発生する延焼火災やその他の危険から避難者の生命を保護するために必要な面積
を有する大規模公園、緑地とうのオープンスペースです。

広域避難場所
施設名、所在地の順で紹介
東京大学大学院農学生命科学研究科附属生態調和農学機構、西東京市緑町
東京大学大学院農学生命科学研究科附属田無演習林、西東京市緑町
西東京いこいの森公園、西東京市緑町
都立小金井公園、西東京市むこう台ちょう
文理台公園、西東京市ひがしちょう
都立東伏見公園、西東京市東伏見
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 避難広場 

避難広場（44か所）は、広域避難場所へ避難する前に、近隣の避難者が一時的に集合し
て様子を見る場所、または避難者が避難のために一時的に集団を形成する場所で、集合し
た人々の安全が確保されるスペースを有する学校のグラウンド等を指定しています。

避難広場
項番 施設名 所在地 備考
1 田無小学校 田無町四丁目 5番 21号
2 南町調節池 南町一丁目 3番 ※洪水時使用不可
3 柳沢小学校 南町二丁目 12番 37号
4 田無第一中学校 南町六丁目 9番 37号
5 田無第三中学校 西原町三丁目 4番 1号
6 西原自然公園 西原町四丁目 5番 ※洪水時使用不可
7 日本文華学園 西原町四丁目 5番 85号 ※洪水時使用不可
8 谷戸小学校 緑町三丁目 1番 1号
9 谷戸第二小学校 谷戸町一丁目 17番 27号
10 谷戸せせらぎ公園 谷戸町一丁目 22番 ※洪水時使用不可
11 谷戸イチョウ公園 谷戸町二丁目 12番 ※洪水時使用不可
12 田無第二中学校 北原町二丁目 9番 1号
13 都立田無工業高等学校 向台町一丁目 9番 1号 ※洪水時使用不可
14 向台小学校 向台町二丁目 1番 1号
15 向台公園 向台町二丁目 5番 ※洪水時使用不可
16 田無第四中学校 向台町二丁目 14番 9号 ※洪水時使用不可
17 向台調節池 向台町五丁目 4番 ※洪水時使用不可
18 都立田無高等学校 向台町五丁目 4番 34号 ※洪水時使用不可
19 上向台小学校 向台町六丁目 7番 28号
20 芝久保調節池 芝久保町一丁目 18番 ※洪水時使用不可
21 芝久保小学校 芝久保町三丁目 7番 1号
22 けやき小学校 芝久保町五丁目 7番 1号
23 武蔵野大学 新町一丁目 1番 20号 ※洪水時使用不可
24 岩倉高等学校総合運動場 新町二丁目 3番 27号 ※洪水時使用不可
25 柳沢中学校 柳沢三丁目 8番 22号
26 保谷第二小学校 柳沢四丁目 2番 11号

27 三菱東京UFJ 銀行健康保険
組合武蔵野運動場 柳沢四丁目 4番 ※洪水時使用不可

28 早稲田大学東伏見運動場 東伏見二丁目 7番 ※洪水時使用不可
29 東伏見小学校 東伏見六丁目 1番 28号 ※洪水時使用不可
30 保谷小学校 保谷町一丁目 3番 35号
31 本町小学校 保谷町一丁目 14番 23号
32 保谷中学校 保谷町一丁目 17番 4号
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 避難施設 

避難施設（32か所）は、地震による家屋の倒壊や焼失等によって被害を受けた方や現に被害を受ける
おそれのある方を一時的に受け入れ、保護するために開設します。市立学校等の建物を指定しています。
項番 施設名 所在地 備考
1 田無小学校 田無町四丁目 5番 21号
2 柳沢小学校 南町二丁目 12番 37号
3 田無第一中学校 南町六丁目 9番 37号
4 田無第三中学校 西原町三丁目 4番 1号
5 日本文華学園 西原町四丁目 5番 85号 ※洪水時使用不可
6 谷戸小学校 緑町三丁目 1番 1号
7 谷戸第二小学校 谷戸町一丁目 17番 27号
8 田無第二中学校 北原町二丁目 9番 1号
9 都立田無工業高等学校 向台町一丁目 9番 1号 ※洪水時使用不可
10 向台小学校 向台町二丁目 1番 1号
11 田無第四中学校 向台町二丁目 14番 9号 ※洪水時使用不可
12 都立田無高等学校 向台町五丁目 4番 34号 ※洪水時使用不可
13 上向台小学校 向台町六丁目 7番 28号
14 芝久保小学校 芝久保町三丁目 7番 1号
15 けやき小学校 芝久保町五丁目 7番 1号
16 武蔵野大学 新町一丁目 1番 20号 ※洪水時使用不可
17 柳沢中学校 柳沢三丁目 8番 22号
18 保谷第二小学校 柳沢四丁目 2番 11号
19 東伏見小学校 東伏見六丁目 1番 28号 ※洪水時使用不可
20 保谷小学校 保谷町一丁目 3番 35号
21 本町小学校 保谷町一丁目 14番 23号
22 保谷中学校 保谷町一丁目 17番 4号
23 碧山小学校 中町五丁目 11番 4号 ※洪水時使用不可

項番 施設名 所在地 備考
33 碧山小学校 中町五丁目 11番 4号 ※洪水時使用不可
34 明保中学校 東町一丁目 1番 24号
35 東小学校 東町六丁目 2番 33号
36 ひばりが丘中学校 住吉町一丁目 14番 28号
37 住吉小学校 住吉町五丁目 2番 1号
38 都立保谷高等学校 住吉町五丁目 8番 23号 ※洪水時使用不可
39 中原小学校 ひばりが丘三丁目 2番 42号
40 ひばりが丘総合運動場 ひばりが丘三丁目 1番 ※洪水時使用不可
41 栄小学校 栄町二丁目 10番 9号
42 青嵐中学校 北町二丁目 13番 17号
43 保谷第一小学校 下保谷一丁目 4番 4号
44 泉小わくわく公園 泉町三丁目 6番

 避難広場 

避難広場は、火災、建物の倒壊、落下物等の危険が少なく、安全と考えられる場所です。
避難者の安全が確保されるスペースを有する学校などのグラウンド等です。

避難広場

項番 施設名 所在地 備考
１  田無小学校 西東京市田無町 4-5-21
２  柳沢小学校 西東京市南町 2-12-37
３  田無第一中学校 西東京市南町 6-9-37
４  田無第三中学校 西東京市西原町 3-4-1
５  西原自然公園 西東京市西原町 4-5 ※風水害時使用不可
６  日本文華学園 西東京市西原町 4-5-85 ※風水害時使用不可
７  谷戸小学校 西東京市緑町 3-1-1
８  谷戸第二小学校 西東京市谷戸町 1-17-27
９  谷戸せせらぎ公園 西東京市谷戸町 1-22 ※風水害時使用不可
10  谷戸イチョウ公園 西東京市谷戸町 2-12 ※風水害時使用不可
11  田無第二中学校 西東京市北原町 2-9-1
12  都立田無工業高等学校 西東京市向台町 1-9-1
13  向台小学校 西東京市向台町 2-1-1
14  向台公園 西東京市向台町 2-5 ※風水害時使用不可
15  田無第四中学校 西東京市向台町 2-14-9
16  向台調節池 西東京市向台町 5-4 ※風水害時使用不可
17  都立田無高等学校 西東京市向台町 5-4-34
18  上向台小学校 西東京市向台町 6-7-28
19  芝久保調節池 西東京市芝久保町 1-18 ※風水害時使用不可
20  芝久保小学校 西東京市芝久保町 3-7-1
21  けやき小学校 西東京市芝久保町 5-7-1 ※風水害時使用不可
22  武蔵野大学 西東京市新町 1-1-20 ※風水害時使用不可
23  岩倉高等学校総合運動場 西東京市新町 2-3-27 ※風水害時使用不可
24  柳沢中学校 西東京市柳沢 3-8-22
25  保谷第二小学校 西東京市柳沢 4-2-11
26  MUFG PARK 西東京市柳沢 4-4-40 ※風水害時使用不可

27  早稲田大学東伏見キャンパス  
 東伏見総合グラウンド 西東京市東伏見 2-7 ※風水害時使用不可

28  東伏見小学校 西東京市東伏見 6-1-28 ※風水害時使用不可
29  保谷小学校 西東京市保谷町 1-3-35
30  本町小学校 西東京市保谷町 1-14-23
31  保谷中学校 西東京市保谷町 1-17-4
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避難広場
避難広場は、火災、建物の倒壊、落下物とうの危険が少なく、安全と考えられる場所です。避難者の安全が確保
されるスペースを有する学校などのグラウンドとうです。

避難広場
施設名、所在地、備考、の順です。
田無小学校、西東京市田無ちょう
やぎさわ小学校、西東京市みなみちょう
田無第一中学校、西東京市みなみちょう
田無第三中学校、西東京市西原町
にしはら自然公園、西東京市西原町 、※、風水害じ使用不可
日本ぶんか学園、西東京市西原町 、※、風水害じ使用不可
やと小学校、西東京市緑町
やと第二小学校、西東京市やとちょう
やとせせらぎ公園、西東京市やとちょう 、※、風水害じ使用不可
やとイチョウ公園、西東京市やとちょう 、※、風水害じ使用不可
田無第二中学校、西東京市北原ちょう の の
とりつ田無工業高等学校、西東京市むこうだいちょう の の 、
むこうだい小学校、西東京市むこうだいちょう の の
むこうだい公園、西東京市むこうだいちょう の 、※、風水害じ使用不可
田無第四中学校、西東京市むこうだいちょう の の 、
むこうだい調節池、西東京市むこうだいちょう の 、※、風水害じ使用不可
とりつ田無高等学校、西東京市むこうだいちょう の の 、
かみむこうだい小学校、西東京市むこうだいちょう の の
しばくぼ調節池、西東京市芝久保町 、※、風水害じ使用不可可
しばくぼ小学校、西東京市芝久保町
けやき小学校、西東京市芝久保町 、※、風水害じ使用不可
武蔵野大学、西東京市新町 、※、風水害じ使用不可
岩倉高等学校総合運動場、西東京市新町 、※、風水害じ使用不可
やぎさわ中学校、西東京市やぎさわ
保谷第二小学校、西東京市やぎさわ

、西東京市やぎさわ 、※、風水害じ使用不可
早稲田大学東伏見キャンパス東伏見総合グラウンド、西東京市東伏見 、※、風水害じ使用不可
東伏見小学校、西東京市東伏見 、※、風水害じ使用不可
保谷小学校、西東京市保谷町
ほんちょう小学校、西東京市保谷町
保谷ちゅう学校、西東京市保谷町
つづく。
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 避難広場 

避難広場（44か所）は、広域避難場所へ避難する前に、近隣の避難者が一時的に集合し
て様子を見る場所、または避難者が避難のために一時的に集団を形成する場所で、集合し
た人々の安全が確保されるスペースを有する学校のグラウンド等を指定しています。

避難広場
項番 施設名 所在地 備考
1 田無小学校 田無町四丁目 5番 21号
2 南町調節池 南町一丁目 3番 ※洪水時使用不可
3 柳沢小学校 南町二丁目 12番 37号
4 田無第一中学校 南町六丁目 9番 37号
5 田無第三中学校 西原町三丁目 4番 1号
6 西原自然公園 西原町四丁目 5番 ※洪水時使用不可
7 日本文華学園 西原町四丁目 5番 85号 ※洪水時使用不可
8 谷戸小学校 緑町三丁目 1番 1号
9 谷戸第二小学校 谷戸町一丁目 17番 27号
10 谷戸せせらぎ公園 谷戸町一丁目 22番 ※洪水時使用不可
11 谷戸イチョウ公園 谷戸町二丁目 12番 ※洪水時使用不可
12 田無第二中学校 北原町二丁目 9番 1号
13 都立田無工業高等学校 向台町一丁目 9番 1号 ※洪水時使用不可
14 向台小学校 向台町二丁目 1番 1号
15 向台公園 向台町二丁目 5番 ※洪水時使用不可
16 田無第四中学校 向台町二丁目 14番 9号 ※洪水時使用不可
17 向台調節池 向台町五丁目 4番 ※洪水時使用不可
18 都立田無高等学校 向台町五丁目 4番 34号 ※洪水時使用不可
19 上向台小学校 向台町六丁目 7番 28号
20 芝久保調節池 芝久保町一丁目 18番 ※洪水時使用不可
21 芝久保小学校 芝久保町三丁目 7番 1号
22 けやき小学校 芝久保町五丁目 7番 1号
23 武蔵野大学 新町一丁目 1番 20号 ※洪水時使用不可
24 岩倉高等学校総合運動場 新町二丁目 3番 27号 ※洪水時使用不可
25 柳沢中学校 柳沢三丁目 8番 22号
26 保谷第二小学校 柳沢四丁目 2番 11号

27 三菱東京UFJ 銀行健康保険
組合武蔵野運動場 柳沢四丁目 4番 ※洪水時使用不可

28 早稲田大学東伏見運動場 東伏見二丁目 7番 ※洪水時使用不可
29 東伏見小学校 東伏見六丁目 1番 28号 ※洪水時使用不可
30 保谷小学校 保谷町一丁目 3番 35号
31 本町小学校 保谷町一丁目 14番 23号
32 保谷中学校 保谷町一丁目 17番 4号
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 避難施設 

避難施設（32か所）は、地震による家屋の倒壊や焼失等によって被害を受けた方や現に被害を受ける
おそれのある方を一時的に受け入れ、保護するために開設します。市立学校等の建物を指定しています。
項番 施設名 所在地 備考
1 田無小学校 田無町四丁目 5番 21号
2 柳沢小学校 南町二丁目 12番 37号
3 田無第一中学校 南町六丁目 9番 37号
4 田無第三中学校 西原町三丁目 4番 1号
5 日本文華学園 西原町四丁目 5番 85号 ※洪水時使用不可
6 谷戸小学校 緑町三丁目 1番 1号
7 谷戸第二小学校 谷戸町一丁目 17番 27号
8 田無第二中学校 北原町二丁目 9番 1号
9 都立田無工業高等学校 向台町一丁目 9番 1号 ※洪水時使用不可
10 向台小学校 向台町二丁目 1番 1号
11 田無第四中学校 向台町二丁目 14番 9号 ※洪水時使用不可
12 都立田無高等学校 向台町五丁目 4番 34号 ※洪水時使用不可
13 上向台小学校 向台町六丁目 7番 28号
14 芝久保小学校 芝久保町三丁目 7番 1号
15 けやき小学校 芝久保町五丁目 7番 1号
16 武蔵野大学 新町一丁目 1番 20号 ※洪水時使用不可
17 柳沢中学校 柳沢三丁目 8番 22号
18 保谷第二小学校 柳沢四丁目 2番 11号
19 東伏見小学校 東伏見六丁目 1番 28号 ※洪水時使用不可
20 保谷小学校 保谷町一丁目 3番 35号
21 本町小学校 保谷町一丁目 14番 23号
22 保谷中学校 保谷町一丁目 17番 4号
23 碧山小学校 中町五丁目 11番 4号 ※洪水時使用不可

項番 施設名 所在地 備考
33 碧山小学校 中町五丁目 11番 4号 ※洪水時使用不可
34 明保中学校 東町一丁目 1番 24号
35 東小学校 東町六丁目 2番 33号
36 ひばりが丘中学校 住吉町一丁目 14番 28号
37 住吉小学校 住吉町五丁目 2番 1号
38 都立保谷高等学校 住吉町五丁目 8番 23号 ※洪水時使用不可
39 中原小学校 ひばりが丘三丁目 2番 42号
40 ひばりが丘総合運動場 ひばりが丘三丁目 1番 ※洪水時使用不可
41 栄小学校 栄町二丁目 10番 9号
42 青嵐中学校 北町二丁目 13番 17号
43 保谷第一小学校 下保谷一丁目 4番 4号
44 泉小わくわく公園 泉町三丁目 6番

避難所

避難所は、地震等による家屋の倒壊や焼失等によって被害を受けた方や被害を受けるおそ
れのある方を一時的に受け入れ、保護するための場所です。学校等の建物を指定しています。

32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43

西東京市中町 5-11-4
西東京市東町 1-1-24
西東京市東町 6-2-33
西東京市ひばりが丘 3-2-42
西東京市住吉町 5-2-1
西東京市住吉町 5-8-23
西東京市ひばりが丘 2-6-25
西東京市ひばりが丘 3-1
西東京市栄町 2-10-9
西東京市北町 2-13-17
西東京市下保谷 1-4-4
西東京市泉町 3-6

※風水害時使用不可

※風水害時使用不可

※風水害時使用不可

※風水害時使用不可

※風水害時使用不可

※風水害時使用不可
※風水害時使用不可

※風水害時使用不可

※風水害時使用不可

西東京市田無町 4-5-21
西東京市南町 2-12-37
西東京市南町 6-9-37
西東京市西原町 3-4-1
西東京市西原町 4-5-85
西東京市緑町 3-1-1
西東京市谷戸町 1-17-27
西東京市北原町 2-9-1
西東京市向台町 1-9-1
西東京市向台町 2-1-1
西東京市向台町 2-14-9
西東京市向台町 5-4-34
西東京市向台町 6-7-28
西東京市芝久保町 3-7-1
西東京市芝久保町 5-7-1
西東京市新町 1-1-20
西東京市柳沢 3-8-22
西東京市柳沢 4-2-11
西東京市東伏見 6-1-28
西東京市保谷町 1-3-35
西東京市保谷町 1-14-23
西東京市保谷町 1-17-4
西東京市中町 5-11-4
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つづき。
へきざん小学校、西東京市なかまち の の 、※、風水害じ使用不可
めいほう中学校、西東京市ひがしちょう の の
ひがし小学校、西東京市ひがしちょう の の
ひばりが丘中学校、西東京市ひばりが丘
住吉小学校、西東京市住吉町
都立保谷高等学校、西東京市住吉町 、※、風水害じ使用不可
なかはら小学校、西東京市ひばりが丘
ひばりが丘総合運動場、西東京市ひばりが丘 、※、風水害じ使用不可
栄小学校、西東京市さかえちょう の の
せいらんちゅう学校、西東京市北町
保谷第一小学校、西東京市下保谷
泉小わくわく公園、西東京市泉町 ※、風水害じ使用不可
避難所
避難所は、地震とうによる家屋の倒壊や焼失とうによって被害を受けたかたや被害を受けるおそれのあるかたを一時的に受け入れ、
保護するための場所です。学校とうの建物を指定しています。
施設名、所在地、備考、の順です。
田無小学校、西東京市田無ちょう
やぎさわ小学校、西東京市みなみちょう
田無第一中学校、西東京市みなみちょう
田無第三中学校、西東京市西原町
日本ぶんか学園、西東京市西原町 、※、風水害じ使用不可
やと小学校、西東京市緑町
やと第二小学校、西東京市やとちょう
田無第二中学校、西東京市北原ちょう の の
とりつ田無工業高等学校、西東京市むこうだいちょう の の
むこうだい小学校、西東京市むこうだいちょう の の
田無第四中学校、西東京市むこうだいちょう の の
とりつ田無高等学校、西東京市むこうだいちょう の の
かみむこうだい小学校、西東京市むこうだいちょう の の
芝くぼ小学校、西東京市芝久保町
けやき小学校、西東京市芝久保町 、※、風水害じ使用不可
武蔵野大学、西東京市新町 、※、風水害じ使用不可
やぎさわ中学校、西東京市やぎさわ
保谷第二小学校、西東京市やぎさわ
東伏見小学校、西東京市東伏見 、※、風水害じ使用不可
保谷小学校、西東京市保谷町
ほんちょう小学校、西東京市保谷町
保谷ちゅう学校、西東京市保谷町
へきざん小学校、西東京市なかまち の の 、※、風水害じ使用不可
つづく
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 福祉避難施設 

福祉避難施設（32か所）とは、一般の避難施設で生活することが困難な要配慮者に対し、
必要なサービスを提供するため、また、乳幼児や妊婦のいる世帯等のため、社会福祉施設
や保育園等を災害対策本部の要請に基づき開設する施設です。
※福祉避難施設は一般の避難施設での避難者の状況により、市の判断に基づき開設される
避難施設であり、発災後すぐに福祉避難施設に避難をすることは出来ませんのでご注意
ください。
※福祉避難施設は、一般の避難施設への避難者のうち、優先度の高い方から順に入所決定
します。直接避難されても受け入れできません。

福祉避難施設

項番 施設名 所在地 備考
24 明保中学校 東町一丁目 1番 24号
25 東小学校 東町六丁目 2番 33号
26 ひばりが丘中学校 住吉町一丁目 14番 28号
27 住吉小学校 住吉町五丁目 2番 1号
28 都立保谷高等学校 住吉町五丁目 8番 23号 ※洪水時使用不可
29 中原小学校 ひばりが丘三丁目 2番 42号
30 栄小学校 栄町二丁目 10番 9号
31 青嵐中学校 北町二丁目 13番 17号
32 保谷第一小学校 下保谷一丁目 4番 4号

項番 施設名 所在地
1 田無総合福祉センター 田無町五丁目 5番 12号
2 谷戸高齢者在宅サービスセンター 谷戸町三丁目 23番 8号
3 保谷障害者福祉センター 保谷町一丁目 6番 20号
4 老人憩いの家「おあしす」 南町三丁目 18番 40号
5 東京都立田無特別支援学校 南町五丁目 15番 5号
6 住吉会館（ルピナス） 住吉町六丁目 15番 6号
7 下保谷福祉会館 下保谷四丁目 3番 20号
8 新町福祉会館 新町五丁目 2番 7号
9 富士町福祉会館 富士町六丁目 6番 13号
10 ひばりが丘福祉会館 ひばりが丘二丁目 8番 27号
11 田無保育園 緑町一丁目 2番 26号
12 そよかぜ保育園 ひばりが丘三丁目 1番 25号
13 はこべら保育園 富士町一丁目 7番 2号
14 向台保育園 南町三丁目 23番 1号
15 西原保育園 芝久保町五丁目 4番 2号
16 みどり保育園 緑町二丁目 15番 12号
17 芝久保保育園 芝久保町一丁目 14番 32号
18 すみよし保育園 住吉町三丁目 14番 14号
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 福祉避難施設 

福祉避難施設（32か所）とは、一般の避難施設で生活することが困難な要配慮者に対し、
必要なサービスを提供するため、また、乳幼児や妊婦のいる世帯等のため、社会福祉施設
や保育園等を災害対策本部の要請に基づき開設する施設です。
※福祉避難施設は一般の避難施設での避難者の状況により、市の判断に基づき開設される
避難施設であり、発災後すぐに福祉避難施設に避難をすることは出来ませんのでご注意
ください。
※福祉避難施設は、一般の避難施設への避難者のうち、優先度の高い方から順に入所決定
します。直接避難されても受け入れできません。

福祉避難施設

項番 施設名 所在地 備考
24 明保中学校 東町一丁目 1番 24号
25 東小学校 東町六丁目 2番 33号
26 ひばりが丘中学校 住吉町一丁目 14番 28号
27 住吉小学校 住吉町五丁目 2番 1号
28 都立保谷高等学校 住吉町五丁目 8番 23号 ※洪水時使用不可
29 中原小学校 ひばりが丘三丁目 2番 42号
30 栄小学校 栄町二丁目 10番 9号
31 青嵐中学校 北町二丁目 13番 17号
32 保谷第一小学校 下保谷一丁目 4番 4号

項番 施設名 所在地
1 田無総合福祉センター 田無町五丁目 5番 12号
2 谷戸高齢者在宅サービスセンター 谷戸町三丁目 23番 8号
3 保谷障害者福祉センター 保谷町一丁目 6番 20号
4 老人憩いの家「おあしす」 南町三丁目 18番 40号
5 東京都立田無特別支援学校 南町五丁目 15番 5号
6 住吉会館（ルピナス） 住吉町六丁目 15番 6号
7 下保谷福祉会館 下保谷四丁目 3番 20号
8 新町福祉会館 新町五丁目 2番 7号
9 富士町福祉会館 富士町六丁目 6番 13号
10 ひばりが丘福祉会館 ひばりが丘二丁目 8番 27号
11 田無保育園 緑町一丁目 2番 26号
12 そよかぜ保育園 ひばりが丘三丁目 1番 25号
13 はこべら保育園 富士町一丁目 7番 2号
14 向台保育園 南町三丁目 23番 1号
15 西原保育園 芝久保町五丁目 4番 2号
16 みどり保育園 緑町二丁目 15番 12号
17 芝久保保育園 芝久保町一丁目 14番 32号
18 すみよし保育園 住吉町三丁目 14番 14号
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 一時滞在施設 

一時滞在施設（8か所）は、被災した外出者のうち、企業や学校などに所属していない行
き場のない帰宅困難な方を一時的に収容する施設として、公民館、図書館等を一時滞在施
設として指定しています。

一時滞在施設

〈問合せ〉
　危機管理課　（内線：22242）　直通電話　（042）438-4010

項番 施設名 所在地
1 コール田無 田無町三丁目 7番 2号

2 南町スポーツ・文化交流センター「きらっ
と」 南町五丁目 6番 5号

3 谷戸公民館・図書館 谷戸町一丁目 17番 2号
4 芝久保公民館・図書館 芝久保町五丁目 4番 48号
5 柳沢公民館・図書館 柳沢一丁目 15番 1号
6 保谷駅前公民館・図書館 東町三丁目 14番 30号　ステア 5階
7 ひばりが丘公民館 ひばりが丘二丁目 3番 4号
8 ひばりが丘図書館 ひばりが丘一丁目 2番 1号

項番 施設名 所在地
19 なかまち保育園 中町四丁目 4番 16号
20 ひがし保育園 東町二丁目 4番 13号
21 しもほうや保育園 下保谷三丁目 8番 15号
22 やぎさわ保育園 柳沢五丁目 8番 2号
23 けやき保育園 西原町四丁目 5番 96号
24 ほうやちょう保育園 保谷町三丁目 13番 1号
25 ひばりが丘保育園 ひばりが丘二丁目 3番 5号
26 ひがしふしみ保育園 東伏見二丁目 11番 11号
27 こまどり保育園 下保谷二丁目 4番 2号
28 障害者総合支援センター「フレンドリー」田無町四丁目 17番 14号
29 高齢者センター「きらら」 富士町一丁目 7番 69号
30 ハートフル田無 向台町二丁目 16番 22号
31 武蔵野徳洲苑 向台町三丁目 5番 57号
32 クリスト・ロア修道会 保谷町四丁目 10番 26号

自主避難所とは、大型台風の接近が予測される場合や長時間続く風雨の影響などで自宅で
は不安であるが、親戚・知人宅への避難が困難な方のために開設する一時的な施設です。
食料など生活物資の配給は基本的に行いません。

福祉避難所

自主避難所

福祉避難所とは、一般の避難所で生活することが困難な要配慮者に対し、必要なサービス
を提供するため、また、乳幼児や妊婦のための施設です。
※発災後すぐに福祉避難所に避難することはできません。
※一般の避難所に避難した者のうち、優先度の高い順に受け入れを決定します。直接避　　
　難されても受け入れできません。

福祉避難所

西東京市東町 1-1-24
西東京市東町 6-2-33
西東京市ひばりが丘 3-2-42
西東京市住吉町 5-2-1
西東京市住吉町 5-8-23
西東京市ひばりが丘 2-6-25
西東京市栄町 2-10-9
西東京市北町 2-13-17
西東京市下保谷 1-4-4

※風水害時使用不可

項番 施設名 所在地 備考
１  谷戸小学校 西東京市緑町 3-1-1
２  向台小学校 西東京市向台町 2-1-1
３  芝久保小学校 西東京市芝久保町 3-7-1
４  柳沢中学校 西東京市柳沢 3-8-22
５  保谷小学校 西東京市保谷町 1-3-35
６  保谷第一小学校 西東京市下保谷 1-4-4
７  エコプラザ西東京 西東京市泉町 3-12-35 ペット同伴の避難者のみ

項番 施設名 所在地
１  田無総合福祉センター 西東京市田無町 5-5-12
２  谷戸高齢者在宅サービスセンター 西東京市谷戸町 3-23-8
３  保谷障害者福祉センター 西東京市保谷町 1-6-20
４  老人憩いの家「おあしす」 西東京市南町 3-18-40
５  東京都立田無特別支援学校 西東京市南町 5-15-5
６  住吉会館（ルピナス） 西東京市住吉町 6-15-6
７  下保谷福祉会館 西東京市下保谷 4-3-20
８  新町福祉会館 西東京市新町 5-2-7
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 福祉避難施設 

福祉避難施設（32か所）とは、一般の避難施設で生活することが困難な要配慮者に対し、
必要なサービスを提供するため、また、乳幼児や妊婦のいる世帯等のため、社会福祉施設
や保育園等を災害対策本部の要請に基づき開設する施設です。
※福祉避難施設は一般の避難施設での避難者の状況により、市の判断に基づき開設される
避難施設であり、発災後すぐに福祉避難施設に避難をすることは出来ませんのでご注意
ください。
※福祉避難施設は、一般の避難施設への避難者のうち、優先度の高い方から順に入所決定
します。直接避難されても受け入れできません。

福祉避難施設

項番 施設名 所在地 備考
24 明保中学校 東町一丁目 1番 24号
25 東小学校 東町六丁目 2番 33号
26 ひばりが丘中学校 住吉町一丁目 14番 28号
27 住吉小学校 住吉町五丁目 2番 1号
28 都立保谷高等学校 住吉町五丁目 8番 23号 ※洪水時使用不可
29 中原小学校 ひばりが丘三丁目 2番 42号
30 栄小学校 栄町二丁目 10番 9号
31 青嵐中学校 北町二丁目 13番 17号
32 保谷第一小学校 下保谷一丁目 4番 4号

項番 施設名 所在地
1 田無総合福祉センター 田無町五丁目 5番 12号
2 谷戸高齢者在宅サービスセンター 谷戸町三丁目 23番 8号
3 保谷障害者福祉センター 保谷町一丁目 6番 20号
4 老人憩いの家「おあしす」 南町三丁目 18番 40号
5 東京都立田無特別支援学校 南町五丁目 15番 5号
6 住吉会館（ルピナス） 住吉町六丁目 15番 6号
7 下保谷福祉会館 下保谷四丁目 3番 20号
8 新町福祉会館 新町五丁目 2番 7号
9 富士町福祉会館 富士町六丁目 6番 13号
10 ひばりが丘福祉会館 ひばりが丘二丁目 8番 27号
11 田無保育園 緑町一丁目 2番 26号
12 そよかぜ保育園 ひばりが丘三丁目 1番 25号
13 はこべら保育園 富士町一丁目 7番 2号
14 向台保育園 南町三丁目 23番 1号
15 西原保育園 芝久保町五丁目 4番 2号
16 みどり保育園 緑町二丁目 15番 12号
17 芝久保保育園 芝久保町一丁目 14番 32号
18 すみよし保育園 住吉町三丁目 14番 14号
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 一時滞在施設 

一時滞在施設（8か所）は、被災した外出者のうち、企業や学校などに所属していない行
き場のない帰宅困難な方を一時的に収容する施設として、公民館、図書館等を一時滞在施
設として指定しています。

一時滞在施設

〈問合せ〉
　危機管理課　（内線：22242）　直通電話　（042）438-4010

項番 施設名 所在地
1 コール田無 田無町三丁目 7番 2号

2 南町スポーツ・文化交流センター「きらっ
と」 南町五丁目 6番 5号

3 谷戸公民館・図書館 谷戸町一丁目 17番 2号
4 芝久保公民館・図書館 芝久保町五丁目 4番 48号
5 柳沢公民館・図書館 柳沢一丁目 15番 1号
6 保谷駅前公民館・図書館 東町三丁目 14番 30号　ステア 5階
7 ひばりが丘公民館 ひばりが丘二丁目 3番 4号
8 ひばりが丘図書館 ひばりが丘一丁目 2番 1号

項番 施設名 所在地
19 なかまち保育園 中町四丁目 4番 16号
20 ひがし保育園 東町二丁目 4番 13号
21 しもほうや保育園 下保谷三丁目 8番 15号
22 やぎさわ保育園 柳沢五丁目 8番 2号
23 けやき保育園 西原町四丁目 5番 96号
24 ほうやちょう保育園 保谷町三丁目 13番 1号
25 ひばりが丘保育園 ひばりが丘二丁目 3番 5号
26 ひがしふしみ保育園 東伏見二丁目 11番 11号
27 こまどり保育園 下保谷二丁目 4番 2号
28 障害者総合支援センター「フレンドリー」田無町四丁目 17番 14号
29 高齢者センター「きらら」 富士町一丁目 7番 69号
30 ハートフル田無 向台町二丁目 16番 22号
31 武蔵野徳洲苑 向台町三丁目 5番 57号
32 クリスト・ロア修道会 保谷町四丁目 10番 26号
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ページ
めいほう中学校、西東京市ひがしちょう の の
ひがし小学校、西東京市ひがしちょう の の
ひばりが丘中学校、西東京市ひばりが丘
住吉小学校、西東京市住吉町
都立保谷高等学校、西東京市住吉町 、※、風水害じ使用不可
なかはら小学校、西東京市ひばりが丘
栄小学校、西東京市さかえちょう の の
せいらん中学校、西東京市北町
保谷第一小学校、西東京市下保谷

自主避難所
自主避難所とは、大型台風の接近が予測される場合や長時間続く風雨の影響などで自宅では不安であるが、親戚・知人宅への避難
が困難な方のために開設する一時的な施設です。食料など生活物資の配給は基本的に行いません。
自主避難所、施設名、所在地、の順です。
やと小学校、西東京市緑町
むこうだい小学校、西東京市むこうだいちょう の の
芝くぼ小学校、西東京市芝久保町
やぎさわ中学校、西東京市柳沢
保谷小学校、西東京市保谷町
保谷第一小学校、西東京市下保谷
エコプラザ西東京、西東京市泉町 、ペット同伴の避難者のみ
福祉避難所
福祉避難所とは、一般の避難所で生活することが困難なよう配慮者に対し、必要なサービスを提供するため、また、にゅうようじ
や妊婦のための施設です。
※、はっさいごすぐに福祉避難所に避難をすることは出来ません。
※、一般の避難所に避難した者のうち、優先度の高い順に受入れを決定します。直接避難されても受け入れできません。
福祉避難所、施設名、所在地、の順です。
田無総合福祉センター、西東京市田無ちょう
やと高齢者在宅サービスセンター、西東京市やとちょう
保谷障害者福祉センター、西東京市保谷町
老人憩いの家、「おあしす、西東京市みなみちょう
東京都立、田無特別支援学校、西東京市みなみちょう
住吉会館、（ルピナス、西東京市住吉町
しもほうや福祉会館、西東京市しもほうや
新町福祉会館、西東京市新町
つづく
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 福祉避難施設 

福祉避難施設（32か所）とは、一般の避難施設で生活することが困難な要配慮者に対し、
必要なサービスを提供するため、また、乳幼児や妊婦のいる世帯等のため、社会福祉施設
や保育園等を災害対策本部の要請に基づき開設する施設です。
※福祉避難施設は一般の避難施設での避難者の状況により、市の判断に基づき開設される
避難施設であり、発災後すぐに福祉避難施設に避難をすることは出来ませんのでご注意
ください。
※福祉避難施設は、一般の避難施設への避難者のうち、優先度の高い方から順に入所決定
します。直接避難されても受け入れできません。

福祉避難施設

項番 施設名 所在地 備考
24 明保中学校 東町一丁目 1番 24号
25 東小学校 東町六丁目 2番 33号
26 ひばりが丘中学校 住吉町一丁目 14番 28号
27 住吉小学校 住吉町五丁目 2番 1号
28 都立保谷高等学校 住吉町五丁目 8番 23号 ※洪水時使用不可
29 中原小学校 ひばりが丘三丁目 2番 42号
30 栄小学校 栄町二丁目 10番 9号
31 青嵐中学校 北町二丁目 13番 17号
32 保谷第一小学校 下保谷一丁目 4番 4号

項番 施設名 所在地
1 田無総合福祉センター 田無町五丁目 5番 12号
2 谷戸高齢者在宅サービスセンター 谷戸町三丁目 23番 8号
3 保谷障害者福祉センター 保谷町一丁目 6番 20号
4 老人憩いの家「おあしす」 南町三丁目 18番 40号
5 東京都立田無特別支援学校 南町五丁目 15番 5号
6 住吉会館（ルピナス） 住吉町六丁目 15番 6号
7 下保谷福祉会館 下保谷四丁目 3番 20号
8 新町福祉会館 新町五丁目 2番 7号
9 富士町福祉会館 富士町六丁目 6番 13号
10 ひばりが丘福祉会館 ひばりが丘二丁目 8番 27号
11 田無保育園 緑町一丁目 2番 26号
12 そよかぜ保育園 ひばりが丘三丁目 1番 25号
13 はこべら保育園 富士町一丁目 7番 2号
14 向台保育園 南町三丁目 23番 1号
15 西原保育園 芝久保町五丁目 4番 2号
16 みどり保育園 緑町二丁目 15番 12号
17 芝久保保育園 芝久保町一丁目 14番 32号
18 すみよし保育園 住吉町三丁目 14番 14号
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 福祉避難施設 

福祉避難施設（32か所）とは、一般の避難施設で生活することが困難な要配慮者に対し、
必要なサービスを提供するため、また、乳幼児や妊婦のいる世帯等のため、社会福祉施設
や保育園等を災害対策本部の要請に基づき開設する施設です。
※福祉避難施設は一般の避難施設での避難者の状況により、市の判断に基づき開設される
避難施設であり、発災後すぐに福祉避難施設に避難をすることは出来ませんのでご注意
ください。
※福祉避難施設は、一般の避難施設への避難者のうち、優先度の高い方から順に入所決定
します。直接避難されても受け入れできません。

福祉避難施設

項番 施設名 所在地 備考
24 明保中学校 東町一丁目 1番 24号
25 東小学校 東町六丁目 2番 33号
26 ひばりが丘中学校 住吉町一丁目 14番 28号
27 住吉小学校 住吉町五丁目 2番 1号
28 都立保谷高等学校 住吉町五丁目 8番 23号 ※洪水時使用不可
29 中原小学校 ひばりが丘三丁目 2番 42号
30 栄小学校 栄町二丁目 10番 9号
31 青嵐中学校 北町二丁目 13番 17号
32 保谷第一小学校 下保谷一丁目 4番 4号

項番 施設名 所在地
1 田無総合福祉センター 田無町五丁目 5番 12号
2 谷戸高齢者在宅サービスセンター 谷戸町三丁目 23番 8号
3 保谷障害者福祉センター 保谷町一丁目 6番 20号
4 老人憩いの家「おあしす」 南町三丁目 18番 40号
5 東京都立田無特別支援学校 南町五丁目 15番 5号
6 住吉会館（ルピナス） 住吉町六丁目 15番 6号
7 下保谷福祉会館 下保谷四丁目 3番 20号
8 新町福祉会館 新町五丁目 2番 7号
9 富士町福祉会館 富士町六丁目 6番 13号
10 ひばりが丘福祉会館 ひばりが丘二丁目 8番 27号
11 田無保育園 緑町一丁目 2番 26号
12 そよかぜ保育園 ひばりが丘三丁目 1番 25号
13 はこべら保育園 富士町一丁目 7番 2号
14 向台保育園 南町三丁目 23番 1号
15 西原保育園 芝久保町五丁目 4番 2号
16 みどり保育園 緑町二丁目 15番 12号
17 芝久保保育園 芝久保町一丁目 14番 32号
18 すみよし保育園 住吉町三丁目 14番 14号
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 一時滞在施設 

一時滞在施設（8か所）は、被災した外出者のうち、企業や学校などに所属していない行
き場のない帰宅困難な方を一時的に収容する施設として、公民館、図書館等を一時滞在施
設として指定しています。

一時滞在施設

〈問合せ〉
　危機管理課　（内線：22242）　直通電話　（042）438-4010

項番 施設名 所在地
1 コール田無 田無町三丁目 7番 2号

2 南町スポーツ・文化交流センター「きらっ
と」 南町五丁目 6番 5号

3 谷戸公民館・図書館 谷戸町一丁目 17番 2号
4 芝久保公民館・図書館 芝久保町五丁目 4番 48号
5 柳沢公民館・図書館 柳沢一丁目 15番 1号
6 保谷駅前公民館・図書館 東町三丁目 14番 30号　ステア 5階
7 ひばりが丘公民館 ひばりが丘二丁目 3番 4号
8 ひばりが丘図書館 ひばりが丘一丁目 2番 1号

項番 施設名 所在地
19 なかまち保育園 中町四丁目 4番 16号
20 ひがし保育園 東町二丁目 4番 13号
21 しもほうや保育園 下保谷三丁目 8番 15号
22 やぎさわ保育園 柳沢五丁目 8番 2号
23 けやき保育園 西原町四丁目 5番 96号
24 ほうやちょう保育園 保谷町三丁目 13番 1号
25 ひばりが丘保育園 ひばりが丘二丁目 3番 5号
26 ひがしふしみ保育園 東伏見二丁目 11番 11号
27 こまどり保育園 下保谷二丁目 4番 2号
28 障害者総合支援センター「フレンドリー」田無町四丁目 17番 14号
29 高齢者センター「きらら」 富士町一丁目 7番 69号
30 ハートフル田無 向台町二丁目 16番 22号
31 武蔵野徳洲苑 向台町三丁目 5番 57号
32 クリスト・ロア修道会 保谷町四丁目 10番 26号

一時滞在施設は、被災した外出者のうち、行き場のない帰宅困難者が一時的に滞在できる
施設です。
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 福祉避難施設 

福祉避難施設（32か所）とは、一般の避難施設で生活することが困難な要配慮者に対し、
必要なサービスを提供するため、また、乳幼児や妊婦のいる世帯等のため、社会福祉施設
や保育園等を災害対策本部の要請に基づき開設する施設です。
※福祉避難施設は一般の避難施設での避難者の状況により、市の判断に基づき開設される
避難施設であり、発災後すぐに福祉避難施設に避難をすることは出来ませんのでご注意
ください。
※福祉避難施設は、一般の避難施設への避難者のうち、優先度の高い方から順に入所決定
します。直接避難されても受け入れできません。

福祉避難施設

項番 施設名 所在地 備考
24 明保中学校 東町一丁目 1番 24号
25 東小学校 東町六丁目 2番 33号
26 ひばりが丘中学校 住吉町一丁目 14番 28号
27 住吉小学校 住吉町五丁目 2番 1号
28 都立保谷高等学校 住吉町五丁目 8番 23号 ※洪水時使用不可
29 中原小学校 ひばりが丘三丁目 2番 42号
30 栄小学校 栄町二丁目 10番 9号
31 青嵐中学校 北町二丁目 13番 17号
32 保谷第一小学校 下保谷一丁目 4番 4号

項番 施設名 所在地
1 田無総合福祉センター 田無町五丁目 5番 12号
2 谷戸高齢者在宅サービスセンター 谷戸町三丁目 23番 8号
3 保谷障害者福祉センター 保谷町一丁目 6番 20号
4 老人憩いの家「おあしす」 南町三丁目 18番 40号
5 東京都立田無特別支援学校 南町五丁目 15番 5号
6 住吉会館（ルピナス） 住吉町六丁目 15番 6号
7 下保谷福祉会館 下保谷四丁目 3番 20号
8 新町福祉会館 新町五丁目 2番 7号
9 富士町福祉会館 富士町六丁目 6番 13号
10 ひばりが丘福祉会館 ひばりが丘二丁目 8番 27号
11 田無保育園 緑町一丁目 2番 26号
12 そよかぜ保育園 ひばりが丘三丁目 1番 25号
13 はこべら保育園 富士町一丁目 7番 2号
14 向台保育園 南町三丁目 23番 1号
15 西原保育園 芝久保町五丁目 4番 2号
16 みどり保育園 緑町二丁目 15番 12号
17 芝久保保育園 芝久保町一丁目 14番 32号
18 すみよし保育園 住吉町三丁目 14番 14号
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 一時滞在施設 

一時滞在施設（8か所）は、被災した外出者のうち、企業や学校などに所属していない行
き場のない帰宅困難な方を一時的に収容する施設として、公民館、図書館等を一時滞在施
設として指定しています。

一時滞在施設

〈問合せ〉
　危機管理課　（内線：22242）　直通電話　（042）438-4010

項番 施設名 所在地
1 コール田無 田無町三丁目 7番 2号

2 南町スポーツ・文化交流センター「きらっ
と」 南町五丁目 6番 5号

3 谷戸公民館・図書館 谷戸町一丁目 17番 2号
4 芝久保公民館・図書館 芝久保町五丁目 4番 48号
5 柳沢公民館・図書館 柳沢一丁目 15番 1号
6 保谷駅前公民館・図書館 東町三丁目 14番 30号　ステア 5階
7 ひばりが丘公民館 ひばりが丘二丁目 3番 4号
8 ひばりが丘図書館 ひばりが丘一丁目 2番 1号

項番 施設名 所在地
19 なかまち保育園 中町四丁目 4番 16号
20 ひがし保育園 東町二丁目 4番 13号
21 しもほうや保育園 下保谷三丁目 8番 15号
22 やぎさわ保育園 柳沢五丁目 8番 2号
23 けやき保育園 西原町四丁目 5番 96号
24 ほうやちょう保育園 保谷町三丁目 13番 1号
25 ひばりが丘保育園 ひばりが丘二丁目 3番 5号
26 ひがしふしみ保育園 東伏見二丁目 11番 11号
27 こまどり保育園 下保谷二丁目 4番 2号
28 障害者総合支援センター「フレンドリー」田無町四丁目 17番 14号
29 高齢者センター「きらら」 富士町一丁目 7番 69号
30 ハートフル田無 向台町二丁目 16番 22号
31 武蔵野徳洲苑 向台町三丁目 5番 57号
32 クリスト・ロア修道会 保谷町四丁目 10番 26号

項番 施設名 所在地
９  富士町福祉会館 西東京市富士町 6-6-13
10  ひばりが丘福祉会館 西東京市ひばりが丘 2-8-27
11  田無保育園 西東京市緑町 1-2-26
12  そよかぜ保育園 西東京市ひばりが丘 3-1-25
13  はこべら保育園 西東京市富士町 1-7-2
14  向台保育園 西東京市南町 3-23-1
15  西原保育園 西東京市芝久保町 5-4-2
16  みどり保育園 西東京市緑町 2-15-12
17  芝久保保育園 西東京市芝久保町 1-14-32
18  すみよし保育園 西東京市住吉町 3-14-14
19  なかまち保育園 西東京市中町 4-4-16
20  ひがし保育園 西東京市東町 2-4-13
21  しもほうや保育園 西東京市下保谷 3-8-15
22  やぎさわ保育園 西東京市柳沢 5-8-2
23  けやき保育園 西東京市西原町 4-5-96
24  ほうやちょう保育園 西東京市保谷町 3-13-1
25  ひばりが丘保育園 西東京市ひばりが丘 2-3-5
26  ひがしふしみ保育園 西東京市東伏見 2-11-11
27  こまどり保育園 西東京市下保谷 2-4-2
28  障害者総合支援センター「フレンドリー」西東京市田無町 4-17-14
29  高齢者センター「きらら」 西東京市富士町 1-7-69
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 福祉避難施設 

福祉避難施設（32か所）とは、一般の避難施設で生活することが困難な要配慮者に対し、
必要なサービスを提供するため、また、乳幼児や妊婦のいる世帯等のため、社会福祉施設
や保育園等を災害対策本部の要請に基づき開設する施設です。
※福祉避難施設は一般の避難施設での避難者の状況により、市の判断に基づき開設される
避難施設であり、発災後すぐに福祉避難施設に避難をすることは出来ませんのでご注意
ください。
※福祉避難施設は、一般の避難施設への避難者のうち、優先度の高い方から順に入所決定
します。直接避難されても受け入れできません。

福祉避難施設

項番 施設名 所在地 備考
24 明保中学校 東町一丁目 1番 24号
25 東小学校 東町六丁目 2番 33号
26 ひばりが丘中学校 住吉町一丁目 14番 28号
27 住吉小学校 住吉町五丁目 2番 1号
28 都立保谷高等学校 住吉町五丁目 8番 23号 ※洪水時使用不可
29 中原小学校 ひばりが丘三丁目 2番 42号
30 栄小学校 栄町二丁目 10番 9号
31 青嵐中学校 北町二丁目 13番 17号
32 保谷第一小学校 下保谷一丁目 4番 4号

項番 施設名 所在地
1 田無総合福祉センター 田無町五丁目 5番 12号
2 谷戸高齢者在宅サービスセンター 谷戸町三丁目 23番 8号
3 保谷障害者福祉センター 保谷町一丁目 6番 20号
4 老人憩いの家「おあしす」 南町三丁目 18番 40号
5 東京都立田無特別支援学校 南町五丁目 15番 5号
6 住吉会館（ルピナス） 住吉町六丁目 15番 6号
7 下保谷福祉会館 下保谷四丁目 3番 20号
8 新町福祉会館 新町五丁目 2番 7号
9 富士町福祉会館 富士町六丁目 6番 13号
10 ひばりが丘福祉会館 ひばりが丘二丁目 8番 27号
11 田無保育園 緑町一丁目 2番 26号
12 そよかぜ保育園 ひばりが丘三丁目 1番 25号
13 はこべら保育園 富士町一丁目 7番 2号
14 向台保育園 南町三丁目 23番 1号
15 西原保育園 芝久保町五丁目 4番 2号
16 みどり保育園 緑町二丁目 15番 12号
17 芝久保保育園 芝久保町一丁目 14番 32号
18 すみよし保育園 住吉町三丁目 14番 14号
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 一時滞在施設 

一時滞在施設（8か所）は、被災した外出者のうち、企業や学校などに所属していない行
き場のない帰宅困難な方を一時的に収容する施設として、公民館、図書館等を一時滞在施
設として指定しています。

一時滞在施設

〈問合せ〉
　危機管理課　（内線：22242）　直通電話　（042）438-4010

項番 施設名 所在地
1 コール田無 田無町三丁目 7番 2号

2 南町スポーツ・文化交流センター「きらっ
と」 南町五丁目 6番 5号

3 谷戸公民館・図書館 谷戸町一丁目 17番 2号
4 芝久保公民館・図書館 芝久保町五丁目 4番 48号
5 柳沢公民館・図書館 柳沢一丁目 15番 1号
6 保谷駅前公民館・図書館 東町三丁目 14番 30号　ステア 5階
7 ひばりが丘公民館 ひばりが丘二丁目 3番 4号
8 ひばりが丘図書館 ひばりが丘一丁目 2番 1号

項番 施設名 所在地
19 なかまち保育園 中町四丁目 4番 16号
20 ひがし保育園 東町二丁目 4番 13号
21 しもほうや保育園 下保谷三丁目 8番 15号
22 やぎさわ保育園 柳沢五丁目 8番 2号
23 けやき保育園 西原町四丁目 5番 96号
24 ほうやちょう保育園 保谷町三丁目 13番 1号
25 ひばりが丘保育園 ひばりが丘二丁目 3番 5号
26 ひがしふしみ保育園 東伏見二丁目 11番 11号
27 こまどり保育園 下保谷二丁目 4番 2号
28 障害者総合支援センター「フレンドリー」田無町四丁目 17番 14号
29 高齢者センター「きらら」 富士町一丁目 7番 69号
30 ハートフル田無 向台町二丁目 16番 22号
31 武蔵野徳洲苑 向台町三丁目 5番 57号
32 クリスト・ロア修道会 保谷町四丁目 10番 26号

西東京市田無町 3-7-2

西東京市南町 5-6-5

西東京市谷戸町 1-17-2
西東京市芝久保町 5-4-48
西東京市柳沢 1-15-1
西東京市東町 3-14-30
西東京市ひばりが丘 2-3-4
西東京市ひばりが丘 1-2-1
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富士まち福祉会館、西東京市富士まち
ひばりが丘福祉会館、西東京市ひばりが丘
田無保育園、西東京市緑町
そよかぜ保育園、西東京市ひばりが丘
はこべら保育園、西東京市富士まち
むこうだい保育園、西東京市みなみちょう
にしはら保育園、西東京市芝久保町
みどり保育園、西東京市緑町
芝くぼ保育園、西東京市芝久保町
すみよし保育園、西東京市住吉町
なかまち保育園、西東京市なかまち の の
ひがし保育園、西東京市ひがしちょう の の
しもほうや保育園、西東京市しもほうや
やぎさわ保育園、西東京市やぎさわ
けやき保育園、西東京市西原町
ほうやちょう保育園、西東京市保谷町
ひばりが丘保育園、西東京市ひばりが丘
ひがしふしみ保育園、西東京市東伏見
こまどり保育園、西東京市しもほうや
障害者総合支援センター、「フレンドリー、西東京市田無ちょう
高齢者センターきらら、西東京市富士まち

一時滞在施設、
一時滞在施設は、被災した外出者のうち、行き場のない帰宅困難者が一時的に滞在できる施設です。
一時滞在施設、施設名、所在地、の順です。
コール田無、西東京市田無ちょう
みなみちょうスポーツ、文化交流センターきらっと、西東京市みなみちょう
やと公民館、図書館、西東京市やとちょう
芝くぼ公民館、図書館、西東京市芝久保町
やぎさわ公民館、図書館、西東京市やぎさわ
保谷駅まえ公民館、図書館、西東京市ひがしちょう の の
ひばりが丘公民館、西東京市ひばりが丘
ひばりが丘図書館、西東京市ひばりが丘

〈問合せ〉
危機管理課、（内線： 、直通電話、
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ごみの戸別訪問収集 身  知  精  難  担当窓口　ごみ減量推進課

ふれあい収集（ごみの戸別訪問収集）

〈対　象〉
（１）介護保険法に基づく要介護状態区分が「要介護 1 ～要介護 5」のいずれかの認定

を受けた 65 歳以上の方だけで構成されている世帯
（２）身体障害者手帳の障害の程度が肢体不自由の 1 級または 2 級の方だけで構成され

ている世帯
（３）その他ふれあい収集を市長が必要と認めた世帯

〈実施内容等〉
ごみ出しが困難な上記の基準に該当する高齢の方や障害のある方に、申込及び面談（訪問
による調査）により戸別訪問収集を実施します。

〈問合せ〉ごみ減量推進課
　直通電話　　（042）438-4043

生活福祉資金の貸与 
障害があるために長期にわたり日常生活に相当な制限を受けられている身体障害者手帳、
愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた方、あるいは障害者総合支援法による
障害福祉サービスの受給者の属する世帯が、その障害のために貸付が必要な場合に、該 
当する資金の貸付と民生委員による援助および指導を受けることにより、障害者自身の経
済的自立及び生活意欲の助長促進等を図ることを目的とした貸付を行っています。

〈対象者〉
身体障害者手帳・愛の手帳・精神障害者保健福祉手帳所持者の属する世帯で、その障害の
ために該当する資金の貸付が必要な世帯

〈共通する条件〉
・生計が維持できており、返済の見込みが立てられる状況であること。
・原則として連帯保証人が必要（審査あり）
・無利子（ただし連帯保証人がいない場合は年率 1.5％の有利子）
・申し込みから資金交付まで 1 ヶ月半から 4 ヶ月必要となります。
※貸付は他制度が優先となります。
※貸付にあたっては諸条件がありますので詳細はお問い合せください。

〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230
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ごみの戸別訪問収集 身  知  精  難  担当窓口　ごみ減量推進課

ふれあい収集（ごみの戸別訪問収集）

〈対　象〉
（１）介護保険法に基づく要介護状態区分が「要介護 1 ～要介護 5」のいずれかの認定

を受けた 65 歳以上の方だけで構成されている世帯
（２）身体障害者手帳の障害の程度が肢体不自由の 1 級または 2 級の方だけで構成され

ている世帯
（３）その他ふれあい収集を市長が必要と認めた世帯

〈実施内容等〉
ごみ出しが困難な上記の基準に該当する高齢の方や障害のある方に、申込及び面談（訪問
による調査）により戸別訪問収集を実施します。

〈問合せ〉ごみ減量推進課
　直通電話　　（042）438-4043

生活福祉資金の貸与 
障害があるために長期にわたり日常生活に相当な制限を受けられている身体障害者手帳、
愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた方、あるいは障害者総合支援法による
障害福祉サービスの受給者の属する世帯が、その障害のために貸付が必要な場合に、該 
当する資金の貸付と民生委員による援助および指導を受けることにより、障害者自身の経
済的自立及び生活意欲の助長促進等を図ることを目的とした貸付を行っています。

〈対象者〉
身体障害者手帳・愛の手帳・精神障害者保健福祉手帳所持者の属する世帯で、その障害の
ために該当する資金の貸付が必要な世帯

〈共通する条件〉
・生計が維持できており、返済の見込みが立てられる状況であること。
・原則として連帯保証人が必要（審査あり）
・無利子（ただし連帯保証人がいない場合は年率 1.5％の有利子）
・申し込みから資金交付まで 1 ヶ月半から 4 ヶ月必要となります。
※貸付は他制度が優先となります。
※貸付にあたっては諸条件がありますので詳細はお問い合せください。

〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230
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技能習得に必要な経費
就職するための知識、技能を習得するために必要な経費及び生計中心者の技能習得の場合
に、その習得期間中の生計を維持するために必要な経費。
社会人の方への貸付については、職場から求められている場合や、これまで計画的に入学
金程度の自己資金を準備してきた場合が対象。

〈貸付限度〉　技能習得期間によって貸付金額を設定　例）6 ヶ月 110 万円以内
〈償還期間〉　8 年以内
〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230

生業を営むために必要な経費
障害者が常時就労する目的の自営業に必要な経費
※中小企業診断士との面談・アドバイスを要す
※新規創業は全体経費の 1/3 の自己資金が必要

〈貸付限度〉　460 万円以内
〈償還期間〉　9 年以内
〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230

住居の移転等に必要な経費
住居の移転に際し必要な経費
※障害による療養等のために、現在の住居に住み続けられない等の条件あり

〈貸付限度〉　50 万円以内
〈償還期間〉　3 年以内
〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　 （042）497-5230

就職の支度に必要な経費
就職に際し必要な経費
※就職が内定し、就職に直接必要な最低限のもの

〈貸付限度〉　50 万円以内
〈償還期間〉　3 年以内
〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230

〈問合せ〉エコプラザ西東京
 ごみ減量推進課（内線：33203）　直通電話　（042）438-4043

ごみ出しが困難な上記の基準に該当する高齢の方や障害のある方に、申込及び調査により
戸別訪問収集を実施します。

貸付

当する資金の貸付と民生委員による援助および指導を受けることにより、障害のある方自
身の経済的自立及び生活意欲の助長促進等を図ることを目的とした貸付を行っています。

※未払い・未契約の費用が対象です。
※貸付にあたっては諸条件がありますので詳細はお問い合わせください。

〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
 電話　（042）497-5071　 　FAX　（042）497-5354
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74

ページ
ごみの戸別訪問収集、担当窓口、ごみ減量推進課
ふれあい収集（ごみの戸別訪問収集
〈対象〉
（１、介護保険法に基づくよう介護状態区分がよう介護 からよう介護５のいずれかの認定を受けた 歳以上
のかただけで構成されている世帯
（２、身体障害者手帳の障害の程度が肢体不自由の１級または２級のかただけで構成されている世帯
（３、その他ふれあい収集を市長が必要と認めた世帯
〈実施内容とう〉
ごみ出しが困難な上記の基準に該当する高齢のかたや障害のあるかたに、申込及び調査により戸別訪問収集を実
施します。
〈問合せ〉エコプラザ西東京ごみ減量推進課（内線、
直通電話、

生活福祉資金の貸付
障害があるために長期にわたり日常生活に相当な制限を受けられている身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者
保健福祉手帳の交付を受けたかた、あるいは障害者総合支援法による障害福祉サービスの受給者の属する世帯が、
その障害のために貸付が必要な場合に、該当する資金の貸付と民生委員による援助および指導を受けることによ
り、障害のある方自身の経済的自立及び生活意欲の助長促進とうを図ることを目的とした貸付を行っています。
〈対象者〉
身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳所持者の属する世帯で、その障害のために該当する資金の
貸付が必要な世帯
〈共通する条件〉
・生計が維持できており、返済の見込みが立てられる状況であること。
・原則として連帯保証人が必要（審査あり
・無利子（ただし連帯保証人がいない場合は年率いってんご％のゆう利子
・申し込みから資金交付までいっかげつはんから４ヶ月必要となります。
※、貸付は他制度が優先となります。
※未払い・未契約の費用が対象です。
※、貸付にあたっては諸条件がありますので詳細はお問合せください。
〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
電話、

、
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ごみの戸別訪問収集 身  知  精  難  担当窓口　ごみ減量推進課

ふれあい収集（ごみの戸別訪問収集）

〈対　象〉
（１）介護保険法に基づく要介護状態区分が「要介護 1 ～要介護 5」のいずれかの認定

を受けた 65 歳以上の方だけで構成されている世帯
（２）身体障害者手帳の障害の程度が肢体不自由の 1 級または 2 級の方だけで構成され

ている世帯
（３）その他ふれあい収集を市長が必要と認めた世帯

〈実施内容等〉
ごみ出しが困難な上記の基準に該当する高齢の方や障害のある方に、申込及び面談（訪問
による調査）により戸別訪問収集を実施します。

〈問合せ〉ごみ減量推進課
　直通電話　　（042）438-4043

生活福祉資金の貸与 
障害があるために長期にわたり日常生活に相当な制限を受けられている身体障害者手帳、
愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた方、あるいは障害者総合支援法による
障害福祉サービスの受給者の属する世帯が、その障害のために貸付が必要な場合に、該 
当する資金の貸付と民生委員による援助および指導を受けることにより、障害者自身の経
済的自立及び生活意欲の助長促進等を図ることを目的とした貸付を行っています。

〈対象者〉
身体障害者手帳・愛の手帳・精神障害者保健福祉手帳所持者の属する世帯で、その障害の
ために該当する資金の貸付が必要な世帯

〈共通する条件〉
・生計が維持できており、返済の見込みが立てられる状況であること。
・原則として連帯保証人が必要（審査あり）
・無利子（ただし連帯保証人がいない場合は年率 1.5％の有利子）
・申し込みから資金交付まで 1 ヶ月半から 4 ヶ月必要となります。
※貸付は他制度が優先となります。
※貸付にあたっては諸条件がありますので詳細はお問い合せください。

〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230
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ごみの戸別訪問収集 身  知  精  難  担当窓口　ごみ減量推進課

ふれあい収集（ごみの戸別訪問収集）

〈対　象〉
（１）介護保険法に基づく要介護状態区分が「要介護 1 ～要介護 5」のいずれかの認定

を受けた 65 歳以上の方だけで構成されている世帯
（２）身体障害者手帳の障害の程度が肢体不自由の 1 級または 2 級の方だけで構成され

ている世帯
（３）その他ふれあい収集を市長が必要と認めた世帯

〈実施内容等〉
ごみ出しが困難な上記の基準に該当する高齢の方や障害のある方に、申込及び面談（訪問
による調査）により戸別訪問収集を実施します。

〈問合せ〉ごみ減量推進課
　直通電話　　（042）438-4043

生活福祉資金の貸与 
障害があるために長期にわたり日常生活に相当な制限を受けられている身体障害者手帳、
愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた方、あるいは障害者総合支援法による
障害福祉サービスの受給者の属する世帯が、その障害のために貸付が必要な場合に、該 
当する資金の貸付と民生委員による援助および指導を受けることにより、障害者自身の経
済的自立及び生活意欲の助長促進等を図ることを目的とした貸付を行っています。

〈対象者〉
身体障害者手帳・愛の手帳・精神障害者保健福祉手帳所持者の属する世帯で、その障害の
ために該当する資金の貸付が必要な世帯

〈共通する条件〉
・生計が維持できており、返済の見込みが立てられる状況であること。
・原則として連帯保証人が必要（審査あり）
・無利子（ただし連帯保証人がいない場合は年率 1.5％の有利子）
・申し込みから資金交付まで 1 ヶ月半から 4 ヶ月必要となります。
※貸付は他制度が優先となります。
※貸付にあたっては諸条件がありますので詳細はお問い合せください。

〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230
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技能習得に必要な経費
就職するための知識、技能を習得するために必要な経費及び生計中心者の技能習得の場合
に、その習得期間中の生計を維持するために必要な経費。
社会人の方への貸付については、職場から求められている場合や、これまで計画的に入学
金程度の自己資金を準備してきた場合が対象。

〈貸付限度〉　技能習得期間によって貸付金額を設定　例）6 ヶ月 110 万円以内
〈償還期間〉　8 年以内
〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230

生業を営むために必要な経費
障害者が常時就労する目的の自営業に必要な経費
※中小企業診断士との面談・アドバイスを要す
※新規創業は全体経費の 1/3 の自己資金が必要

〈貸付限度〉　460 万円以内
〈償還期間〉　9 年以内
〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230

住居の移転等に必要な経費
住居の移転に際し必要な経費
※障害による療養等のために、現在の住居に住み続けられない等の条件あり

〈貸付限度〉　50 万円以内
〈償還期間〉　3 年以内
〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　 （042）497-5230

就職の支度に必要な経費
就職に際し必要な経費
※就職が内定し、就職に直接必要な最低限のもの

〈貸付限度〉　50 万円以内
〈償還期間〉　3 年以内
〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230
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障害のある方が常時就労する目的の自営業に必要な経費

※ただし、75 歳までに償還完了が可能であること

必要な賃貸契約の更新に伴う経費
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75

ページ
技能習得に必要な経費
就職するための知識、技能を習得するために必要な経費及び生計中心者の技能習得の場合に、その習得期間中の
生計を維持するために必要な経費。
社会人のかたへの貸付については、職場から求められている場合や、これまで計画的に入学金程度の自己資金を
準備してきた場合が対象。
〈貸付限度〉
技能習得期間によって貸付金額を設定、例、 ヶ月、 万円以内
〈償還期間〉、８年以内
〈問合せ〉、西東京市社会福祉協議会サービス提供係
電話、 、 、

なりわいを営むために必要な経費
障害のある方が常時就労する目的の自営業に必要な経費
※、中小企業診断士との面談、アドバイスを要す
※、新規創業は全体経費の ぶんの の自己資金が必要
〈貸付限度〉、 万円以内

〈問合せ〉、西東京市社会福祉協議会サービス提供係
電話、 、 、

住居の移転とうに必要な経費
住居の移転に際し必要な賃貸契約の更新に伴う経費
※、障害による療養とうのために、現在の住居に住み続けられないとうの条件あり
〈貸付限度〉、 万円以内
〈償還期間〉、３年以内
〈問合せ〉、西東京市社会福祉協議会サービス提供係
電話、 、 、

就職の支度に必要な経費
就職に際し必要な経費
※、就職が内定し、就職に直接必要な最低限のもの
〈貸付限度〉、 万円以内
〈償還期間〉、３年以内
〈問合せ〉、西東京市社会福祉協議会サービス提供係
電話、 、 、
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住宅増改築補修等に必要な経費
住宅の増築、改修、保全にかかる経費
※今、改修・整備する必要性があることが条件

〈貸付限度〉　250 万円以内

〈償還期間〉　7 年以内

〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230

福祉用具等の購入に必要な経費
機能回復訓練器具および日常生活の便宜を図るための福祉用具を購入するために必要な経費

〈貸付限度〉　170 万円以内

〈償還期間〉　8 年以内

〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230

障害者自動車の購入に必要な経費
障害者が自ら運転する自動車、又は同居の生計同一者が障害者の日常生活（通勤・通院・
通学など）の便宜を図るために自動車を購入するのに必要な経費
※ 2000㏄以下、車両本体価格 250 万円以内のもの、原則 5 ナンバーの車
※駐車場が確保でき、車検費用等の維持経費が負担できることが条件

〈貸付限度〉　250 万円以内

〈償還期間〉　８年以内

〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230
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住宅増改築補修等に必要な経費
住宅の増築、改修、保全にかかる経費
※今、改修・整備する必要性があることが条件

〈貸付限度〉　250 万円以内

〈償還期間〉　7 年以内

〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230

福祉用具等の購入に必要な経費
機能回復訓練器具および日常生活の便宜を図るための福祉用具を購入するために必要な経費

〈貸付限度〉　170 万円以内

〈償還期間〉　8 年以内

〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230

障害者自動車の購入に必要な経費
障害者が自ら運転する自動車、又は同居の生計同一者が障害者の日常生活（通勤・通院・
通学など）の便宜を図るために自動車を購入するのに必要な経費
※ 2000㏄以下、車両本体価格 250 万円以内のもの、原則 5 ナンバーの車
※駐車場が確保でき、車検費用等の維持経費が負担できることが条件

〈貸付限度〉　250 万円以内

〈償還期間〉　８年以内

〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230
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障害者サービス等を受けるために必要な経費
障害者総合支援法の対象となる障害福祉サービスもしくは自立支援医療を受けるため、ま
たは補装具を購入・修理するために必要な経費、及び生計中心者である方が、障害福祉
サービス等受給期間中に生計を維持するために必要な経費
※当該必要な経費を負担することが困難であると認められる期間が 1 年以内であること

が条件

〈貸付限度〉　170 万円以内

〈償還期間〉　5 年以内

〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230

5354

5354

障害のある方が自ら運転する自動車、又は同居の生計同一者が障害者の日常生活（通勤・
通院・通学など）の便宜を図るために自動車を購入するのに必要な経費
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ページ
住宅増改築補修とうに必要な経費
住宅の増築、改修、保全にかかる経費
※、今、改修・整備する必要性があることが条件
〈貸付限度〉、 万円以内
〈償還期間〉、７年以内
〈問合せ〉、西東京市社会福祉協議会サービス提供係
電話、 、 、

福祉用具とうの購入に必要な経費
機能回復訓練器具および日常生活の便宜を図るための福祉用具を購入するために必要な経費
〈貸付限度〉、 万円以内
〈償還期間〉、８年以内
〈問合せ〉、西東京市社会福祉協議会サービス提供係
電話、 、 、

障害者自動車の購入に必要な経費
障害のあるかたが自ら運転する自動車、または同居の生計同一者が障害者の日常生活、（通勤、通院、通学など
の便宜を図るために自動車を購入するのに必要な経費
※、にせんしーしー以下、車両本体価格 万円以内のもの、原則５ナンバーの車
※、駐車場が確保でき、車検費用とうの維持経費が負担できることが条件
〈貸付限度〉、 万円以内
〈償還期間〉、８年以内
〈問合せ〉、西東京市社会福祉協議会サービス提供係
電話、 、 、
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住宅増改築補修等に必要な経費
住宅の増築、改修、保全にかかる経費
※今、改修・整備する必要性があることが条件

〈貸付限度〉　250 万円以内

〈償還期間〉　7 年以内

〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230

福祉用具等の購入に必要な経費
機能回復訓練器具および日常生活の便宜を図るための福祉用具を購入するために必要な経費

〈貸付限度〉　170 万円以内

〈償還期間〉　8 年以内

〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230

障害者自動車の購入に必要な経費
障害者が自ら運転する自動車、又は同居の生計同一者が障害者の日常生活（通勤・通院・
通学など）の便宜を図るために自動車を購入するのに必要な経費
※ 2000㏄以下、車両本体価格 250 万円以内のもの、原則 5 ナンバーの車
※駐車場が確保でき、車検費用等の維持経費が負担できることが条件

〈貸付限度〉　250 万円以内

〈償還期間〉　８年以内

〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230
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住宅増改築補修等に必要な経費
住宅の増築、改修、保全にかかる経費
※今、改修・整備する必要性があることが条件

〈貸付限度〉　250 万円以内

〈償還期間〉　7 年以内

〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230

福祉用具等の購入に必要な経費
機能回復訓練器具および日常生活の便宜を図るための福祉用具を購入するために必要な経費

〈貸付限度〉　170 万円以内

〈償還期間〉　8 年以内

〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230

障害者自動車の購入に必要な経費
障害者が自ら運転する自動車、又は同居の生計同一者が障害者の日常生活（通勤・通院・
通学など）の便宜を図るために自動車を購入するのに必要な経費
※ 2000㏄以下、車両本体価格 250 万円以内のもの、原則 5 ナンバーの車
※駐車場が確保でき、車検費用等の維持経費が負担できることが条件

〈貸付限度〉　250 万円以内

〈償還期間〉　８年以内

〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-5230
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障害者サービス等を受けるために必要な経費
障害者総合支援法の対象となる障害福祉サービスもしくは自立支援医療を受けるため、ま
たは補装具を購入・修理するために必要な経費、及び生計中心者である方が、障害福祉
サービス等受給期間中に生計を維持するために必要な経費
※当該必要な経費を負担することが困難であると認められる期間が 1 年以内であること

が条件

〈貸付限度〉　170 万円以内

〈償還期間〉　5 年以内

〈問合せ〉西東京市社会福祉協議会サービス提供係
　電話　（042）497-5071　　FAX　（042）497-52305354
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ページ
障害者サービスとうを受けるために必要な経費
障害者総合支援法の対象となる障害福祉サービスもしくは自立支援医療を受けるため、または補装具を購入、修
理するために必要な経費、及び生計中心者であるかたが、障害福祉サービスとう受給期間中に生計を維持するた
めに必要な経費
※、当該必要な経費を負担することが困難であると認められる期間が１年以内であることが条件
〈貸付限度〉、 万円以内
〈償還期間〉、５年以内
〈問合せ〉、西東京市社会福祉協議会サービス提供係
電話、

、
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手当
障害児福祉手当（国の制度） 身  知  精  担当窓口　障害福祉課

〈支給対象者〉
20 歳未満で次のいずれかの障害があるため、日常生活において常に介護を必要とする状
態にある方
（１）身体障害者手帳 1、2 級程度
（２）愛の手帳 1、2 度程度
（３）身体の機能障害、病状又は精神の障害が 2 つ以上重複する場合で、その程度が上

記と同程度以上の状態
（４）疾病又は精神の障害が上記と同程度以上の状態
　・申請には所定の診断書等が必要です。

〈支給金額〉
月額　14,880 円

〈支給制限〉
次のいずれかに該当するときは支給されません。
（１）本人または扶養義務者の所得が所得制限基準額を超えているとき
（２）施設に入所しているとき
（３）障害を支給事由とする公的年金を受けているとき

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420-2806

特別障害者手当（国の制度） 身  知  精  担当窓口　障害福祉課

〈支給対象者〉
次のいずれかの障害のある 20 歳以上の方で、日常生活において常時特別の介護を必要と
する状態にある方
（１）身体障害者手帳 1・2 級、愛の手帳 1・2 度程度またはこれらと同程度の疾病や精

神の障害が 2 つ以上重複している方
（２）身体の機能障害が上記と同程度以上で日常生活が一人ではできない状態
（３）内部障害又はその他の疾患が上記と同程度以上の病状で絶対安静の状態
（４）精神の障害の程度が上記と同程度以上で日常生活が一人ではできない状態

・申請には所定の診断書等が必要です。

〈支給金額〉
月額　27,350 円

20 歳未満の方で、身体または精神に著しい重度の障害があり、日常生活において常に介
護を必要とする状態にある方（おおむね、身体障害者手帳１・２級程度、愛の手帳１・２
度程度の方。あるいは、これらと同等の疾病、精神障害の方。）
※障害者手帳を取得していなくても申請することはできます。
※受給するには、所定の診断書による審査で認定を受ける必要があります。

  〈支給金額〉
月額　15,220 円
※手当額については、国基準により改定されることがあります。

  〈支給制限〉
次のいずれかに該当する場合は支給されません。
 （１）本人または配偶者・扶養義務者の所得が所得制限基準額を超えているとき（申請す　
　　ることはできますが、支給停止となります。）
  （２）施設に入所しているとき（※）
  （３）障害を支給理由とする公的年金を受給しているとき
※施設とは、障害児入所施設、乳児院、児童養護施設、救護施設、のぞみの園などです。
　母子生活支援施設、児童自立支援施設、グループホームなどは含みません。

 〈問合せ〉
  障害福祉課（内線：12317 ～ 12319）
  直通電話　 （042）420-2806

 〈支給対象者〉
20 歳以上の方で、身体または精神に著しい重度の障害があり、日常生活において常時特
別な介護を必要とする方（おおむね、身体障害者手帳１・２級程度および愛の手帳１・２
度程度の方。あるいは、これらと同等の疾病、精神障害の方。）
※障害者手帳を取得していなくても申請することはできます。
※受給するには、所定の診断書による審査で認定を受ける必要があります。

　　　　　　 〈支給金額〉
　　　　　　月額　27,980 円
　　　　　　※手当額については、国基準により改定されることがあります。

  特別障害者手当（国の制度） 精身 知 担当窓口　障害福祉課
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手当
障害児福祉手当、（国の制度、担当窓口、障害福祉課
〈支給対象者〉

歳未満の方で、しんたいまたは精神に著しい重度の障害があり、日常生活において常に介護を必要とする状態
にあるかた（おおむね、身体障害者手帳１、２級程度、愛の手帳１、２度程度の方。あるいは、これらと同等の
疾病、精神障害の方。）
※障害者手帳を取得していなくても申請することはできます。
※受給するには、所定の診断書による審査で認定を受ける必要があります。
〈支給金額〉
月額 円
※手当額については、国基準により改定されることがあります。
〈支給制限〉
次のいずれかに該当する場合は支給されません。
（１）本人または配偶者・扶養義務者の所得が所得制限基準額を超えているとき（申請す

ることはできますが、支給停止となります。）
（２）施設に入所しているとき（※）
（３）障害を支給理由とする公的年金を受給しているとき

※施設とは、障害児入所施設、乳児院、児童養護施設、救護施設、のぞみの園などです。
母子生活支援施設、児童自立支援施設、グループホームなどは含みません。

〈問合せ〉
障害福祉課、（内線： から
直通電話、
特別障害者手当、（国の制度、担当窓口、障害福祉課
〈支給対象者〉

歳以上の方で、しんたいまたは精神に著しい重度の障害があり、日常生活において常時特別な介護を必要とす
るかた（おおむね、身体障害者手帳１、２級程度及び愛の手帳１、２度程度の方。あるいは、これらと同等の疾
病、精神障害の方。）
※障害者手帳を取得していなくても申請することはできます。
※受給するには、所定の診断書による審査で認定を受ける必要があります。

〈支給金額〉
月額 円
※手当額については、国基準により改定されることがあります。
つづく。
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手当
障害児福祉手当（国の制度） 身  知  精  担当窓口　障害福祉課

〈支給対象者〉
20 歳未満で次のいずれかの障害があるため、日常生活において常に介護を必要とする状
態にある方
（１）身体障害者手帳 1、2 級程度
（２）愛の手帳 1、2 度程度
（３）身体の機能障害、病状又は精神の障害が 2 つ以上重複する場合で、その程度が上

記と同程度以上の状態
（４）疾病又は精神の障害が上記と同程度以上の状態
　・申請には所定の診断書等が必要です。

〈支給金額〉
月額　14,880 円

〈支給制限〉
次のいずれかに該当するときは支給されません。
（１）本人または扶養義務者の所得が所得制限基準額を超えているとき
（２）施設に入所しているとき
（３）障害を支給事由とする公的年金を受けているとき

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420-2806

特別障害者手当（国の制度） 身  知  精  担当窓口　障害福祉課

〈支給対象者〉
次のいずれかの障害のある 20 歳以上の方で、日常生活において常時特別の介護を必要と
する状態にある方
（１）身体障害者手帳 1・2 級、愛の手帳 1・2 度程度またはこれらと同程度の疾病や精

神の障害が 2 つ以上重複している方
（２）身体の機能障害が上記と同程度以上で日常生活が一人ではできない状態
（３）内部障害又はその他の疾患が上記と同程度以上の病状で絶対安静の状態
（４）精神の障害の程度が上記と同程度以上で日常生活が一人ではできない状態

・申請には所定の診断書等が必要です。

〈支給金額〉
月額　27,350 円

  〈支給制限〉
次のいずれかに該当する場合は支給されません。
 （１）本人または配偶者・扶養義務者の所得が所得制限基準額を超えているとき（申請す　
　　ることはできますが、支給停止となります。）
  （２）施設に入所しているとき（※）
  （３）病院または診療所、介護老人保健施設に３か月を超えて入院、入所しているとき
  （４）原爆介護手当受給者（併給調整があります。）
※施設とは、障害者支援施設、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、救護施設、のぞみ　
　の園などです。
　有料老人ホーム、サービス付き高齢者住宅、グループホームなどは含みません。

 〈問合せ〉
  障害福祉課（内線：12317 ～ 12319）
  直通電話　 （042）420-2806

 〈支給対象者〉
次のいずれかの障害のある方
  （１）重度の知的障害で、常時複雑な配慮を必要とする著しい精神症状を有する方
  （２）重度の知的障害と 1・2 級程度の身体障害を重複している方
  （３）重度の肢体不自由であって両上肢および両下肢の機能が失われ、かつ、座っている　　　
　　ことが困難な程度以上の身体障害を有する方
　・申請後、東京都心身障害者福祉センターにおいて障害の判定が行われます。

  〈支給金額〉
月額　60,000 円

 〈支給制限〉
次のいずれかに該当する場合は支給されません。
  （１）65 歳以上の方（新規）
  （２）本人（20 歳未満の場合、扶養義務者）の所得が所得制限基準額を超えているとき
  （３）施設に入所しているとき（※）
  （４）病院または診療所等に 3 か月を超えて入院しているとき
※施設とは、障害児入所施設、障害者支援施設、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、　
　軽費老人ホーム、救護施設、のぞみの園などです。
　母子生活支援施設、有料老人ホーム、サービス付き高齢者住宅、グループホームなどは　
　含みません。

 〈問合せ〉
　障害福祉課（内線：12317 ～ 12319）
　直通電話　 （042）420-2806

  重度心身障害者手当（都の制度） 精身 知 担当窓口　障害福祉課
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〈支給制限〉

次のいずれかに該当する場合は支給されません。
（１）本人または配偶者・扶養義務者の所得が所得制限基準額を超えているとき（申請することはできますが、
支給停止となります。）
（２）施設に入所しているとき（※）
（３）病院又は診療所、介護老人保健施設に３か月を超えて入院、入所しているとき
（４）原爆介護手当受給者（併給調整があります。）

※施設とは、障害者支援施設、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、救護施設、のぞ

有料老人ホーム、サービス付き高齢者住宅、グループホームなどは含みません。
〈問合せ〉

（内線： から ）

直通電話、

重度心身障害者手当、（との制度、担当窓口、障害福祉課
〈支給対象者〉
次のいずれかの障害のある方
（１、重度の知的障害で、常時複雑な配慮を必要とする著しい精神症状を有するかた
（２、重度の知的障害と１、２級程度の身体障害を重複しているかた
（３、重度の肢体不自由であって両上肢及び両下肢の機能が失われ、かつ、座っていることが困難な程度以上の
身体障害を有するかた
申請後、東京都心身障害者福祉センターにおいて障害の判定が行われます。
〈支給金額〉
つき額、 えん
〈支給制限〉
次のいずれかに該当する場合は支給されません。
（１） 歳以上の方（新規
（２）本人（ 歳未満の場合、扶養義務者）の所得が所得制限基準額を超えているとき
（３）施設に入所しているとき（※）
（４）病院または診療所等に か月を超えて入院しているとき
※施設とは、障害児入所施設、障害者支援施設、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、軽費老人ホーム、救護
施設、のぞみの園などです。母子生活支援施設、有料老人ホーム、サービス付き高齢者住宅、グループホームな
どは含みません。
〈問合せ〉

（内線： から ）
（ ）

つづく。



 

〈支給対象者〉
20 歳以上の方で、次のいずれかの障害を有する方
  （１）身体障害者手帳１・２級
  （２）愛の手帳１～３度
  （３）脳性まひ・進行性筋萎縮症

  〈支給金額〉
月額　15,500 円

 〈支給制限〉
次のいずれかに該当する場合は支給されません。
  （１）65 歳以上で新規に対象級になったとき
  （２）本人の所得が所得制限基準額を超えているとき
  （３）施設に入所しているとき（※）
  （４）児童育成手当（障害手当）を受給しているとき
  （５）申請するときの年齢が 65 歳以上であるとき（都外から転入した場合など、対象に　
　　なる場合があります。）
※施設とは障害児入所施設、障害者支援施設、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、　　
　軽費老人ホーム、救護施設、のぞみの園などです。
　有料老人ホーム、サービス付き高齢者住宅、グループホームなどは含みません。

 〈問合せ〉
  障害福祉課（内線：12317 ～ 12319）
  直通電話　 （042）420-2806

〈支給対象者〉
次のいずれかの障害を有する方
  （１）身体障害者手帳１・２級
  （２）愛の手帳１～３度
  （３）脳性まひ・進行性筋萎縮症
  （４）身体障害者手帳３・４級
  （５）愛の手帳４度

 〈支給金額〉
 （１）～（３）月額　6,500 円
 （４）・（５）　  月額　5,500 円

　　　　　　  〈支給制限〉
　　　　　　次のいずれかに該当する場合は支給されません。
　　　　　  　（１）都制度心身障害福祉手当を受給しているとき  

  心身障害者福祉手当（都の制度）

  心身障害者福祉手当（市の制度）

身

身

知

知

担当窓口　障害福祉課

担当窓口　障害福祉課
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心身障害者福祉手当、（との制度、担当窓口、障害福祉課
〈支給対象者〉

歳以上の方で、次のいずれかの障害を有するかた
（１、身体障害者手帳、１、２級
（２、愛の手帳、１から３度
（３、脳性まひ、進行性きん萎縮症
〈支給金額〉
つき額、 えん
〈支給制限〉次のいずれかに該当する場合は支給されません。
（１） 歳以上で新規に対象級になったとき
（２）本人の所得が所得制限基準額を超えているとき
（３）施設に入所しているとき（※）
（４）児童育成手当（障害手当）を受給しているとき
（５）申請するときの年齢が 歳以上であるとき（とがい から転入した場合など、対象になる場合があり

ます。）
※施設とは障害児入所施設、障害者支援施設、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、軽費老人ホーム、救護施
設、のぞみの園などです。
有料老人ホーム、サービス付き高齢者住宅、グループホームなどは含みません。

〈問合せ〉
障害福祉課、（内線： から
直通電話、
心身障害者福祉手当、（市の制度、担当窓口、障害福祉課
〈支給対象者〉
次のいずれかの障害を有する方
（１、身体障害者手帳、１、２級
（２、愛の手帳、１から３度
（３、脳性まひ、進行性きん萎縮症
（４、身体障害者手帳、３、４級
（５、愛の手帳、４度
〈支給金額〉
（１から（３、つき額、 円、（４、 ５、つき額 円
〈支給制限〉
次のいずれかに該当する場合は支給されません。
（１）都制度心身障害福祉手当を受給しているとき
つづく。



  （２）65 歳以上で新規に対象級になったとき（ただし 65 歳未満で支給対象者（４）、（５）　
　　に該当していた方が、65 歳以上で支給対象者（１）～（３）の要件に該当した場合を
　　除く）
  （３）本人（20 歳未満の場合、扶養義務者）の所得が所得制限基準額を超えているとき
  （４）施設に入所しているとき（※）
  （５）申請するときの年齢が 65 歳以上であるとき（都外から転入した場合など、対象にな　
　　る場合があります。）
※施設とは障害児入所施設、障害者支援施設、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、軽費　
　老人ホーム、救護施設、のぞみの園などです。
　母子生活支援施設、有料老人ホーム、サービス付き高齢者住宅、グループホームなどは含
　みません。

 〈問合せ〉
  障害福祉課（内線：12317 ～ 12319）
  直通電話　 （042）420-2806

　〈支給対象者〉
　次のいずれかに該当する方
  （１）東京都難病等医療費助成制度による特定医療費受給者証またはマル都医療券（※）　
　　を所持しており、治療を継続中の方
  （２）点頭てんかんにり患している方
※特定医療費受給者証またはマル都医療券の対象となる疾病について
　・難病（国疾病・都疾病）　　・スモン、プリオン病　　・劇症肝炎、重症急性膵炎
　・人工透析を必要とする腎不全　　・先天性血液凝固因子欠乏症等

  〈支給金額〉
月額　5,500 円

 〈支給制限〉
次のいずれかに該当する場合は支給されません。
  （１）本人（20 歳未満の場合、扶養義務者）の所得が所得制限基準額を超えているとき
  （２）施設に入所しているとき（※）
  （３）心身障害者福祉手当を受給しているとき
  （４）生活保護を受給しているとき
※施設とは障害児入所施設、障害者支援施設、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、軽費
　老人ホーム、救護施設、のぞみの園などです。
　母子生活支援施設、有料老人ホーム、サービス付き高齢者住宅、グループホームなどは含　
　みません。

 〈問合せ〉
　障害福祉課（内線：12317 ～ 12319）
　直通電話　 （042）420-2806

  難病者福祉手当（市の制度）難 担当窓口　障害福祉課
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（２） 歳以上で新規に対象級になったとき（ただし 歳未満で支給対象者（４）、（５）に

該当していたかたが、 歳以上で支給対象者（１）から（３）の要件に該当した場合を除く）
（３）本人（ 歳未満の場合、扶養義務者）の所得が所得制限基準額を超えているとき
（４）施設に入所しているとき（※）
（５）申請するときの年齢が 歳以上であるとき（とがい から転入した場合など、対象になるばあいがあ

ります。）
※施設とは障害児入所施設、障害者支援施設、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、
軽費老人ホーム、救護施設、のぞみの園などです。
母子生活支援施設、有料老人ホーム、サービス付き高齢者住宅、グループホームなどは含みません。

〈問合せ〉 （内線： から ） （ ）

難病者福祉手当、（市の制度、担当窓口、障害福祉課
〈支給対象者〉
次のいずれかに該当するかた
（１、東京都難病とう医療費助成制度による特定医療費受給者しょう、またはマルと医療券を所持しており、治
療を継続中のかた
（２、点頭てんかんに、り患しているかた
※特定医療費受給者証またはマル都医療券の対象となる疾病について
・難病（国疾病・都疾病） ・スモン、プリオン病 ・劇症肝炎、重症急性膵炎
・人工透析を必要とする腎不全 ・先天性血液凝固因子欠乏症など

〈支給金額〉、つき額、 円
〈支給制限〉、
次のいずれかに該当する場合は支給されません。
（１）本人（ 歳未満の場合、扶養義務者）の所得が所得制限基準額を超えているとき
（２）施設に入所しているとき（※）
（３）心身障害者福祉手当を受給しているとき
（４）生活保護を受給しているとき

※施設とは障害児入所施設、障害者支援施設、養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、
軽費老人ホーム、救護施設、のぞみの園などです。
母子生活支援施設、有料老人ホーム、サービス付き高齢者住宅、グループホームなどは含みません。

〈問合せ〉 （内線： から ） （ ）
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児童育成手当（育成手当）（都の制度） 身  知  精  担当窓口　子育て支援課

〈支給対象者〉
父または母が、重度障害の状態（身体障害者手帳おおむね 1、2 級程度）である場合で、 
18 歳に達した日の属する年度の末日以前の児童を扶養している保護者

〈給付内容〉
1 人月額　13,500 円

〈制　限〉
次のいずれかに該当するときは支給されません。
（１）申請者または配偶者の前年の所得が基準額以上である
（２）児童が施設に入所している

〈問合せ〉
　子育て支援課手当助成係　（内線：11528）
　直通電話　　　　　　　　（042）460-9840

児童育成手当（障害手当）（都の制度） 身  知   担当窓口　子育て支援課

〈支給対象者〉
次のいずれかの障害を有する 20 歳未満の児童を扶養している保護者
（１）愛の手帳 1 ～ 3 度程度
（２）身体障害者手帳 1、2 級
（３）脳性まひ
（４）進行性筋萎縮症

〈給付内容〉
月額　15,500 円

〈制　限〉
次のいずれかに該当するときは支給されません。
（１）申請者または配偶者の前年の所得が基準額以上である
（２）児童が施設に入所している

〈問合せ〉
　子育て支援課手当助成係　（内線：11528）
　直通電話　　　　　　　　（042）460-9840
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特別児童扶養手当（国の制度） 身  知  精  担当窓口　子育て支援課

〈支給対象者〉
次のいずれかの障害のある 20 歳未満の児童を扶養している父・母または養育者
（１）1 級
　・身体障害者手帳おおむね 1、2 級程度
　・愛の手帳 1、2 度程度
（２）2 級
　・身体障害者手帳おおむね 3 級程度
　・愛の手帳おおむね 3 度程度
　（指定の診断書の提出が必要）
上記の（１）～（２）と同程度の疾病もしくは身体又は精神障害・発達障害のある方（指
定の診断書の提出が必要）

〈給付内容〉
１級月額　52,500 円
２級月額　34,970 円
※令和２年４月改定

〈制　限〉
次のいずれかに該当するときは支給されません。
（１）父母または養育者及び扶養義務者の前年の所得が基準額以上である
（２）児童が施設に入所している
（３）児童が障害を事由とする公的年金を受けている

〈問合せ〉
　子育て支援課手当助成係　（内線：11528）
　直通電話　　　　　　　　（042）460-9840

 〈支給対象者〉
父又は母が重度の障害のある方（障害基礎年金１級程度）で 18 歳に達した日の属する年
度末以前（身体障害者手帳１～３級、愛の手帳１～３度程度の障害児は 20 歳未満）の児
童を養育している父又は母もしくは養育者

  〈支給金額〉
全部支給
児童１人　　44,140 円
　　２人　　54,560 円
　　３人　　60,810 円
一部支給（所得に応じて決定）
　　１人　44,130 円～ 10,410 円
　　２人　54,540 円～ 15,620 円
　　３人　60,780 円～ 18,750 円
※第４子以降は児童１人につき 6,240 円～3,130 円のうち、所得に応じた額が加算されます。
※令和５年４月改定

 〈支給制限〉
次のいずれかに該当するときは支給されません。
  （１）児童が施設等に入所している
  （２）父又は母もしくは養育者及びその配偶者・扶養義務者の所得が基準額以上である
  （３）公的年金給付金等の月額が手当額以上である

 〈問合せ〉
  子育て支援課手当助成係（内線：11525）
  直通電話　　　　　　　 （042）460-9840

 〈支給対象者〉
父又は母が、重度障害の状態（身体障害者手帳おおむね１、２級程度）である場合で、
18 歳に達した日の属する年度の末日以前の児童を扶養している保護者

  〈支給金額〉
月額　13,500 円

  〈支給制限〉
次のいずれかに該当するときは支給されません。
 （１）申請者または配偶者の前年の所得が基準額以上である
 （２）児童が施設に入所している

　　　　　　 〈問合せ〉
　　　　　　　子育て支援課手当助成係（内線：11525）
　　　　　　　直通電話　　　　　　　 （042）460-9840

  児童扶養手当（国の制度）

  児童育成手当（育成手当）（都の制度）

身

身

知

知

精

精

担当窓口　子育て支援課

担当窓口　子育て支援課

5.
手
当
・
年
金

82

ページ
じどう扶養手当、（国の制度、担当窓口、子育て支援課
〈支給対象者〉、ちちまたは、ははが重度の障害のある方、（障害基礎年金 級程度で 歳に達した日の属する
年度末以前、（身体障害者手帳、１級から３級、愛の手帳、１度から３度程度の障害児は 歳未満のじどうを養
育しているちちまたは、 ハハもしくは養育者
〈支給金額〉
全部支給
じどう 人、 円
２人、 円
３人、 円
一部支給、（所得に応じて決定
１人、 円から 円
２人、 円から 円
３人、 円から 円
※、第４し以降は、じどう１人につき 円から 円のうち、所得に応じたがくが加算されます。
※、れいわ 年 月改定
〈支給制限〉次のいずれかに該当するときは支給されません。
（１、じどうが施設とうに入所している
（２、ちちまたは、ハハもしくは養育者及びその配偶者、扶養義務者の所得が基準がく以上である
（３、公的年金給付金とうのつき額が手当がく以上である
〈問合せ〉
子育て支援課手当助成係、（内線：
直通電話、
じどう育成手当、（育成手当（との制度、担当窓口、子育て支援課
〈支給対象者〉父または母が、重度障害の状態、（身体障害者手帳おおむね１、２級程度である場合で、 歳に
達した日の属する年度の末日以前のじどうを扶養している保護者
〈支給金額〉、つき額、 円
〈支給制限〉次のいずれかに該当するときは支給されません。
（１、申請者または配偶者の前年の所得が基準がく以上である
（２、じどうが施設に入所している
〈問合せ〉
子育て支援課手当助成係、（内線：
直通電話、
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児童育成手当（育成手当）（都の制度） 身  知  精  担当窓口　子育て支援課

〈支給対象者〉
父または母が、重度障害の状態（身体障害者手帳おおむね 1、2 級程度）である場合で、 
18 歳に達した日の属する年度の末日以前の児童を扶養している保護者

〈給付内容〉
1 人月額　13,500 円

〈制　限〉
次のいずれかに該当するときは支給されません。
（１）申請者または配偶者の前年の所得が基準額以上である
（２）児童が施設に入所している

〈問合せ〉
　子育て支援課手当助成係　（内線：11528）
　直通電話　　　　　　　　（042）460-9840

児童育成手当（障害手当）（都の制度） 身  知   担当窓口　子育て支援課

〈支給対象者〉
次のいずれかの障害を有する 20 歳未満の児童を扶養している保護者
（１）愛の手帳 1 ～ 3 度程度
（２）身体障害者手帳 1、2 級
（３）脳性まひ
（４）進行性筋萎縮症

〈給付内容〉
月額　15,500 円

〈制　限〉
次のいずれかに該当するときは支給されません。
（１）申請者または配偶者の前年の所得が基準額以上である
（２）児童が施設に入所している

〈問合せ〉
　子育て支援課手当助成係　（内線：11528）
　直通電話　　　　　　　　（042）460-9840

79

5. 
手
当
・
年
金

特別児童扶養手当（国の制度） 身  知  精  担当窓口　子育て支援課

〈支給対象者〉
次のいずれかの障害のある 20 歳未満の児童を扶養している父・母または養育者
（１）1 級
　・身体障害者手帳おおむね 1、2 級程度
　・愛の手帳 1、2 度程度
（２）2 級
　・身体障害者手帳おおむね 3 級程度
　・愛の手帳おおむね 3 度程度
　（指定の診断書の提出が必要）
上記の（１）～（２）と同程度の疾病もしくは身体又は精神障害・発達障害のある方（指
定の診断書の提出が必要）

〈給付内容〉
１級月額　52,500 円
２級月額　34,970 円
※令和２年４月改定

〈制　限〉
次のいずれかに該当するときは支給されません。
（１）父母または養育者及び扶養義務者の前年の所得が基準額以上である
（２）児童が施設に入所している
（３）児童が障害を事由とする公的年金を受けている

〈問合せ〉
　子育て支援課手当助成係　（内線：11528）
　直通電話　　　　　　　　（042）460-9840

 〈支給対象者〉
次のいずれかの障害がある 20 歳未満の児童を扶養している保護者
  （１）愛の手帳１～３度程度
  （２）身体障害者手帳１、２級程度
  （３）脳性まひ
  （４）進行性筋萎縮症

  〈支給金額〉
月額　15,500 円

 〈支給制限〉
次のいずれかに該当するときは支給されません。
  （１）申請者または配偶者の前年の所得が基準額以上である
  （２）児童が施設に入所している

 〈問合せ〉
　子育て支援課手当助成係（内線：11525）
　 直通電話　　　　　　　 （042）460-9840

 〈支給対象者〉
次のいずれかの障害がある 20 歳未満の児童を扶養している保護者
  （１）１級
　・身体障害者手帳おおむね１、２級程度
　・愛の手帳１、２度程度
  （２）２級
　・身体障害者手帳おおむね３級程度
　・愛の手帳おおむね３度程度（指定の診断書の提出が必要）
上記の（１）・（２）と同程度の疾病もしくは身体障害、精神障害又は発達障害のある方（指
定の診断書の提出が必要）

  〈支給金額〉
１級月額　53,700 円
２級月額　35,760 円
※令和 5 年４月改定

 〈支給制限〉
次のいずれかに該当するときは支給されません。
  （１）父母又は養育者及び扶養義務者の前年の所得が基準額以上である
  （２）児童が施設に入所している
　　　　　　  （３）児童が障害を事由とする公的年金を受けている
 〈問合せ〉
　子育て支援課手当助成係（内線：11525）
　直通電話　　　　　　　 （042）460-9840

  児童育成手当（障害手当）（都の制度）

  特別児童扶養手当（国の制度）

身

身

知

知

精

精

担当窓口　子育て支援課

担当窓口　子育て支援課
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じどう育成手当（障害手当、（との制度、担当窓口、子育て支援課
〈支給対象者〉次のいずれかの障害がある 歳未満のじどうを扶養している保護者
（１、愛の手帳、１度から３度程度
（２、身体障害者手帳、１、２級程度
（３、脳性まひ
（４、進行性きん萎縮症
〈支給金額〉、つき額、 円
〈支給制限〉、次のいずれかに該当するときは支給されません。
（１、申請者または配偶者の前年の所得が基準がく以上である
（２、じどうが施設に入所している
〈問合せ〉
子育て支援課手当助成係、（内線：
直通電話、
特別じどう扶養手当、（国の制度、担当窓口、子育て支援課
〈支給対象者〉次のいずれかの障害がある 歳未満のじどうを扶養している保護者
（１、１級
・身体障害者手帳おおむね１、２級程度
・愛の手帳、１、２度程度
（２、２級
・身体障害者手帳おおむね３級程度
・愛の手帳おおむね３度程度
（指定の診断書の提出が必要
上記の（１・（２と同程度の疾病もしくわしんたい障害、精神障害または発達障害のあるかた、（指定の診断書の
提出が必要
〈支給金額〉
１級つき額、 円
２級つき額、 円
※、れいわ 年４月改定
〈支給制限〉次のいずれかに該当するときは支給されません。
（１、父母または養育者及び扶養義務者の前年の所得が基準がく以上である
（２、じどうが施設に入所している
（３、じどうが障害を事由とする公的年金を受けている
〈問合せ〉
子育て支援課手当助成係、（内線：
直通電話、
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年金
障害基礎年金（国民年金） 身  知  精  担当窓口　保険年金課

〈支給要件〉
（（１）～（３）のすべての要件を満たすこと。）
（１）初診日（注 1）において、国民年金の被保険者であること。または、国民年金の被

保険者であった 60 歳以上 65 歳未満の人で、日本国内に住所を有していること。
（２）障害認定日（注 2）の障害の程度が政令で定められている障害等級の 1 級・2 級の

いずれかに該当していること。または、障害認定日に該当しなかった人が 65 歳に達
する日の前日までに該当するようになったこと。

（３）初診日の前日において保険料納付要件を満たしていること。（詳しくは、ご相談く
ださい。）

★ 20 歳前に初診日があるとき
20 歳前の病気やけがにより障害が残り、20 歳に達したとき（障害認定日が 20 歳以後の
場合は、その障害認定日）に、障害等級の 1 級・2 級のいずれかに該当していること。
※本人が他の年金を受給している場合や本人の所得によっては、支給が調整（または停

止）されることもあります。

〈支給額〉
（年額）
　○１級　977,125 円 （月額 81,427 円）
　○２級　781,700 円 （月額 65,141 円）
子の加算額
障害基礎年金の受給権者が受給権を得たときや受給権を得たあと、その人によって生計
を維持されている子（「18 歳到達年度末日までの子」または「20 歳未満で障害等級１級、
２級に該当する障害の状態にある子」）がいる場合、次の額が加算されます。
　○ 1 人目、2 人目　各 224,900 円
　○ 3 人目以降　　　各 75,000 円

〈問合せ〉
　保険年金課国民年金係　（内線：11493、11494）
　直通電話　　　　　　　（042）460-9825

※支給額は令和２年度の金額です。
※身体障害者手帳等（以下「手帳等」という。）の等級とは基準が違います。例えば手帳

等が 3 級でも国民年金等では 2 級と認定され、年金がもらえる場合があります。反対
に手帳等が 1 級でも国民年金等では不該当となる場合があります。

（注 1）障害の原因となった病気やけがについて、初めて医師の診療を受けた日
（注 2）初診日から 1 年 6 ヶ月を経過した日、または 1 年 6 ヶ月以内に症状が固定した日
　※保谷庁舎での担当は、市民課保谷庁舎総合窓口係です。
　　相談・手続きについては、事前の電話予約が必要です。
　　（市民課保谷庁舎総合窓口係　直通電話（042）438-4020）
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年金
障害基礎年金（国民年金） 身  知  精  担当窓口　保険年金課

〈支給要件〉
（（１）～（３）のすべての要件を満たすこと。）
（１）初診日（注 1）において、国民年金の被保険者であること。または、国民年金の被

保険者であった 60 歳以上 65 歳未満の人で、日本国内に住所を有していること。
（２）障害認定日（注 2）の障害の程度が政令で定められている障害等級の 1 級・2 級の

いずれかに該当していること。または、障害認定日に該当しなかった人が 65 歳に達
する日の前日までに該当するようになったこと。

（３）初診日の前日において保険料納付要件を満たしていること。（詳しくは、ご相談く
ださい。）

★ 20 歳前に初診日があるとき
20 歳前の病気やけがにより障害が残り、20 歳に達したとき（障害認定日が 20 歳以後の
場合は、その障害認定日）に、障害等級の 1 級・2 級のいずれかに該当していること。
※本人が他の年金を受給している場合や本人の所得によっては、支給が調整（または停

止）されることもあります。

〈支給額〉
（年額）
　○１級　977,125 円 （月額 81,427 円）
　○２級　781,700 円 （月額 65,141 円）
子の加算額
障害基礎年金の受給権者が受給権を得たときや受給権を得たあと、その人によって生計
を維持されている子（「18 歳到達年度末日までの子」または「20 歳未満で障害等級１級、
２級に該当する障害の状態にある子」）がいる場合、次の額が加算されます。
　○ 1 人目、2 人目　各 224,900 円
　○ 3 人目以降　　　各 75,000 円

〈問合せ〉
　保険年金課国民年金係　（内線：11493、11494）
　直通電話　　　　　　　（042）460-9825

※支給額は令和２年度の金額です。
※身体障害者手帳等（以下「手帳等」という。）の等級とは基準が違います。例えば手帳

等が 3 級でも国民年金等では 2 級と認定され、年金がもらえる場合があります。反対
に手帳等が 1 級でも国民年金等では不該当となる場合があります。

（注 1）障害の原因となった病気やけがについて、初めて医師の診療を受けた日
（注 2）初診日から 1 年 6 ヶ月を経過した日、または 1 年 6 ヶ月以内に症状が固定した日
　※保谷庁舎での担当は、市民課保谷庁舎総合窓口係です。
　　相談・手続きについては、事前の電話予約が必要です。
　　（市民課保谷庁舎総合窓口係　直通電話（042）438-4020）
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特別障害給付金 身  知  精  担当窓口　保険年金課

〈支給対象者〉
（１）平成 3 年 3 月以前に国民年金に任意加入対象であった学生
　（注）夜間部、定時制、通信制等を除きます。
（２）昭和 61 年 3 月以前に国民年金の任意加入対象であった、厚生年金等に加入してい

た人の配偶者
　○上記の（１）または（２）に該当し、国民年金に任意加入していなかった期間内に初

診日（注 1）があり、かつ、65 歳に達する日の前日までに障害基礎年金 1 級・2 級
の障害に該当された方

〈支給額〉
（月額）
　○障害基礎年金の 1 級に該当する方　52,450 円
　○障害基礎年金の 2 級に該当する方　41,960 円

〈制　限〉
•給付金は、請求月の翌月分から支給されます。
•本人が他の年金を受給している場合や本人の所得によっては、支給が調整（または停

止）されることもあります。
•障害基礎年金、障害厚生年金等を受給できる方は対象になりません。
•経過的福祉手当国制度を受給されている方は手当が受給資格喪失となります。
• 65 歳に達する日の前日までに申請する必要があります。

〈問合せ〉
　保険年金課国民年金係　（内線：11493、11494）
　直通電話　　　　　　　（042）460-9825

※支給額は令和２年度の金額です。
※身体障害者手帳等（以下「手帳等」という。）の等級とは基準が違います。例えば手帳
等が 3 級でも国民年金等では 2 級と認定され、年金がもらえる場合があります。反対に
手帳等が 1 級でも国民年金等では不該当となる場合があります。
（注 1）障害の原因となった病気やけがについて、初めて医師の診療を受けた日
（注 2）初診日から 1 年 6 ヶ月を経過した日、または 1 年 6 ヶ月以内に症状が固定した日
　※保谷庁舎での担当は、市民課保谷庁舎総合窓口係です。
　相談・手続きについては、事前の電話予約が必要です。
　（市民課保谷庁舎総合窓口係　直通電話（042）438-4020）

993,750
795,000

各 228,700 円
各 76,200 円

（注 1）障害の原因となった病気やけがについて、初めて医師の診療を受けた日
（注 2）初診日から 1 年 6ヶ月を経過した日、または 1 年 6ヶ月以内に症状が固定した日
　　　　　　※保谷庁舎での担当は、市民課保谷庁舎総合窓口係です。
　　　　　　　相談・手続きについては、事前の電話予約が必要です。
　　　　　　　（市民課保谷庁舎総合窓口係　直通電話（042）438-4020）

5

82,812
66,250

障害基礎年金が受けられるようになったとき、生計を維持している子（「18 歳到達年度末日
までの子」または「20 歳未満で障害等級１級、２級に該当する障害の状態にある子」）がい
る場合、次の額が加算されます。
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年金
障害基礎年金、（国民年金、担当窓口、保険年金課

〈支給要件〉、（１から（３のすべての要件をみたすこと。
（１、初診び、（注１において、国民年金の被保険者であること。または、国民年金の被保険者であった 歳以
上 歳未満の人で、日本国内に住所を有していること。
（２、障害認定び、（注２の障害の程度が政令で定められている障害等級の１級、２級のいずれかに該当してい
ること。または、障害認定びに該当しなかった人が 歳に達する日の前日までに該当するようになったこと。
（３、初診びの前日において保険料納付要件をみたしていること。（詳しくは、ご相談ください。

・ 歳前に初診びがあるとき
歳前の病気やけがにより障害が残り、 歳に達したとき（障害認定びが 歳以後の場合は、その障害認定び

に、障害等級の１級、２級のいずれかに該当していること。
※、本人が他の年金を受給している場合や本人の所得によっては、支給が調整（または停止）されることもあり
ます。

〈支給額〉
（年額
・１級、 円、（つき額 円
・２級、 円、（つき額 円
子の加算がく
障害基礎年金が受けられるようになったとき、生計を維持している子（ 歳到達年度まつじつまでの、子、また
は 歳未満で障害等級 級、 級に該当する障害の状態にある子がいる場合、次のがくが加算されます。
・ひとり目、ふたり目、各 円
・３にん目以降、各 円

〈問合せ〉
保険年金課国民年金係、（内線 、
直通電話、

※、支給額は令和 年度の金額です。
※、身体障害者手帳とう（以下「手帳とう」という。）の等級とは基準が違います。例えば手帳とうが３級でも
国民年金とうでは２級と認定され、年金がもらえる場合があります。反対に手帳とうが１級でも国民年金とうで
は不該当となる場合があります。
（注１、障害の原因となった病気やけがについて、初めて医師の診療を受けた日
（注２、初診びから１年６ヶ月を経過した日、または１年６ヶ月以内に症状が固定した日
※、保谷庁舎での担当は、市民課保谷庁舎総合窓口係です。相談、手続きについては、事前の電話予約が必要で
す。市民課保谷庁舎総合窓口係、直通電話、
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年金
障害基礎年金（国民年金） 身  知  精  担当窓口　保険年金課

〈支給要件〉
（（１）～（３）のすべての要件を満たすこと。）
（１）初診日（注 1）において、国民年金の被保険者であること。または、国民年金の被

保険者であった 60 歳以上 65 歳未満の人で、日本国内に住所を有していること。
（２）障害認定日（注 2）の障害の程度が政令で定められている障害等級の 1 級・2 級の

いずれかに該当していること。または、障害認定日に該当しなかった人が 65 歳に達
する日の前日までに該当するようになったこと。

（３）初診日の前日において保険料納付要件を満たしていること。（詳しくは、ご相談く
ださい。）

★ 20 歳前に初診日があるとき
20 歳前の病気やけがにより障害が残り、20 歳に達したとき（障害認定日が 20 歳以後の
場合は、その障害認定日）に、障害等級の 1 級・2 級のいずれかに該当していること。
※本人が他の年金を受給している場合や本人の所得によっては、支給が調整（または停

止）されることもあります。

〈支給額〉
（年額）
　○１級　977,125 円 （月額 81,427 円）
　○２級　781,700 円 （月額 65,141 円）
子の加算額
障害基礎年金の受給権者が受給権を得たときや受給権を得たあと、その人によって生計
を維持されている子（「18 歳到達年度末日までの子」または「20 歳未満で障害等級１級、
２級に該当する障害の状態にある子」）がいる場合、次の額が加算されます。
　○ 1 人目、2 人目　各 224,900 円
　○ 3 人目以降　　　各 75,000 円

〈問合せ〉
　保険年金課国民年金係　（内線：11493、11494）
　直通電話　　　　　　　（042）460-9825

※支給額は令和２年度の金額です。
※身体障害者手帳等（以下「手帳等」という。）の等級とは基準が違います。例えば手帳

等が 3 級でも国民年金等では 2 級と認定され、年金がもらえる場合があります。反対
に手帳等が 1 級でも国民年金等では不該当となる場合があります。

（注 1）障害の原因となった病気やけがについて、初めて医師の診療を受けた日
（注 2）初診日から 1 年 6 ヶ月を経過した日、または 1 年 6 ヶ月以内に症状が固定した日
　※保谷庁舎での担当は、市民課保谷庁舎総合窓口係です。
　　相談・手続きについては、事前の電話予約が必要です。
　　（市民課保谷庁舎総合窓口係　直通電話（042）438-4020）
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障害基礎年金（国民年金） 身  知  精  担当窓口　保険年金課

〈支給要件〉
（（１）～（３）のすべての要件を満たすこと。）
（１）初診日（注 1）において、国民年金の被保険者であること。または、国民年金の被

保険者であった 60 歳以上 65 歳未満の人で、日本国内に住所を有していること。
（２）障害認定日（注 2）の障害の程度が政令で定められている障害等級の 1 級・2 級の

いずれかに該当していること。または、障害認定日に該当しなかった人が 65 歳に達
する日の前日までに該当するようになったこと。

（３）初診日の前日において保険料納付要件を満たしていること。（詳しくは、ご相談く
ださい。）

★ 20 歳前に初診日があるとき
20 歳前の病気やけがにより障害が残り、20 歳に達したとき（障害認定日が 20 歳以後の
場合は、その障害認定日）に、障害等級の 1 級・2 級のいずれかに該当していること。
※本人が他の年金を受給している場合や本人の所得によっては、支給が調整（または停

止）されることもあります。

〈支給額〉
（年額）
　○１級　977,125 円 （月額 81,427 円）
　○２級　781,700 円 （月額 65,141 円）
子の加算額
障害基礎年金の受給権者が受給権を得たときや受給権を得たあと、その人によって生計
を維持されている子（「18 歳到達年度末日までの子」または「20 歳未満で障害等級１級、
２級に該当する障害の状態にある子」）がいる場合、次の額が加算されます。
　○ 1 人目、2 人目　各 224,900 円
　○ 3 人目以降　　　各 75,000 円

〈問合せ〉
　保険年金課国民年金係　（内線：11493、11494）
　直通電話　　　　　　　（042）460-9825

※支給額は令和２年度の金額です。
※身体障害者手帳等（以下「手帳等」という。）の等級とは基準が違います。例えば手帳

等が 3 級でも国民年金等では 2 級と認定され、年金がもらえる場合があります。反対
に手帳等が 1 級でも国民年金等では不該当となる場合があります。

（注 1）障害の原因となった病気やけがについて、初めて医師の診療を受けた日
（注 2）初診日から 1 年 6 ヶ月を経過した日、または 1 年 6 ヶ月以内に症状が固定した日
　※保谷庁舎での担当は、市民課保谷庁舎総合窓口係です。
　　相談・手続きについては、事前の電話予約が必要です。
　　（市民課保谷庁舎総合窓口係　直通電話（042）438-4020）
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特別障害給付金 身  知  精  担当窓口　保険年金課

〈支給対象者〉
（１）平成 3 年 3 月以前に国民年金に任意加入対象であった学生
　（注）夜間部、定時制、通信制等を除きます。
（２）昭和 61 年 3 月以前に国民年金の任意加入対象であった、厚生年金等に加入してい

た人の配偶者
　○上記の（１）または（２）に該当し、国民年金に任意加入していなかった期間内に初

診日（注 1）があり、かつ、65 歳に達する日の前日までに障害基礎年金 1 級・2 級
の障害に該当された方

〈支給額〉
（月額）
　○障害基礎年金の 1 級に該当する方　52,450 円
　○障害基礎年金の 2 級に該当する方　41,960 円

〈制　限〉
•給付金は、請求月の翌月分から支給されます。
•本人が他の年金を受給している場合や本人の所得によっては、支給が調整（または停

止）されることもあります。
•障害基礎年金、障害厚生年金等を受給できる方は対象になりません。
•経過的福祉手当国制度を受給されている方は手当が受給資格喪失となります。
• 65 歳に達する日の前日までに申請する必要があります。

〈問合せ〉
　保険年金課国民年金係　（内線：11493、11494）
　直通電話　　　　　　　（042）460-9825

※支給額は令和２年度の金額です。
※身体障害者手帳等（以下「手帳等」という。）の等級とは基準が違います。例えば手帳
等が 3 級でも国民年金等では 2 級と認定され、年金がもらえる場合があります。反対に
手帳等が 1 級でも国民年金等では不該当となる場合があります。
（注 1）障害の原因となった病気やけがについて、初めて医師の診療を受けた日
（注 2）初診日から 1 年 6 ヶ月を経過した日、または 1 年 6 ヶ月以内に症状が固定した日
　※保谷庁舎での担当は、市民課保谷庁舎総合窓口係です。
　相談・手続きについては、事前の電話予約が必要です。
　（市民課保谷庁舎総合窓口係　直通電話（042）438-4020）

5

経過的福祉手当（国の制度）の受給資格は喪失となります。

等が 3 級でも国民年金等では 2 級と認定され、年金がもらえる場合があります。反対
に手帳等が 1 級でも国民年金等では不該当となる場合があります。
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ページ
特別障害給付金、担当窓口、保険年金課
〈支給対象者〉
（１、平成３年３月以前に国民年金に任意加入対象であった学生
（注、夜間部、定時制、通信制とうを除きます。
（２、昭和 年３月以前に国民年金の任意加入対象であった、厚生年金とうに加入していた人の配偶者
上記の（１または（２に該当し、国民年金に任意加入していなかった期間内に初診び（注１、があり、かつ、
歳に達する日の前日までに障害基礎年金１級、２級の障害に該当されたかた
〈支給額〉
（つき額
障害基礎年金の 級に該当するかた、 円
障害基礎年金の 級に該当するかた、 円
〈制限〉
・給付金は、請求つきの翌月分から支給されます。
・本人が他の年金を受給している場合や本人の所得によっては、支給が調整（または停止）されることもありま
す。
・障害基礎年金、障害厚生年金とうを受給できるかたは対象になりません。
・経過的福祉手当（くにの制度）の受給資格は喪失となります。
・ 歳に達する日の前日までに申請する必要があります。
〈問合せ〉
保険年金課国民年金係、（内線 、
直通電話、
※、支給額は令和 年度の金額です。
※、身体障害者手帳とう（以下「手帳とう」という。）の等級とは基準が違います。例えば手帳とうが３級でも
国民年金とうでは２級と認定され、年金がもらえる場合があります。反対に手帳とうが１級でも国民年金とうで
は不該当となる場合があります。
（注１、障害の原因となった病気やけがについて、初めて医師の診療を受けた日
（注２、初診びから１年６ヶ月を経過した日、または１年６ヶ月以内に症状が固定した日
※、保谷庁舎での担当は、市民課保谷庁舎総合窓口係です。
相談、手続きについては、事前の電話予約が必要です。
（市民課保谷庁舎総合窓口係、直通電話、 ）
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その他の障害年金 身  知  精  
〈支給対象者〉
厚生年金等に加入中に初診日（注 1）のある傷病により、政令で定める程度の障害の状態
にある方は、年金事務所、または各共済組合でご相談ください。

〈問合せ〉
　◇日本年金機構　武蔵野年金事務所
　　電話　（0422）56-1411（ナビダイヤル）

　◇各共済組合

※身体障害者手帳等の等級とは基準が違います。例えば身体障害者手帳等が 4 級でも厚
生年金等では 3 級と認定され、年金がもらえる場合があります。反対に身体障害者手
帳等が 1 級でも厚生年金等では不該当となる場合があります。

　（注 1）障害の原因となった病気やけがについて、初めて医師の診療を受けた日

国民年金・厚生年金の相談
国民年金や厚生年金に関する相談を行っています。
■武蔵野年金事務所　〒180-8621　東京都武蔵野市吉祥寺北町４-12-18
電話　（0422）56-1411　　FAX　（0422）56-2449
日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/
【電話による年金相談】
■ねんきんダイヤル　電話　（0570）05-1165（ナビダイヤル）
　　　　　　　　　　電話　（03）6700-1165（一般電話）

心身障害者扶養共済制度 身  知  精   担当窓口　障害福祉課

心身障害者を扶養する保護者が毎月一定の掛金を納めることにより、保護者が死亡または
重度障害になった場合、残された心身障害者に終身一定額の年金が給付されます。

〈対　象〉
市内に住所を有し、次のすべてに該当する方
（１）心身障害者（「心身障害者の範囲」に該当する方）の保護者である方
（２）4 月 1 日現在の年齢が 65 歳未満である方
（３）特別な疾病や障害がなく、生命保険契約の対象となる健康状態である方
　※心身障害者本人の所得の制限があります。
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その他の障害年金 身  知  精  
〈支給対象者〉
厚生年金等に加入中に初診日（注 1）のある傷病により、政令で定める程度の障害の状態
にある方は、年金事務所、または各共済組合でご相談ください。

〈問合せ〉
　◇日本年金機構　武蔵野年金事務所
　　電話　（0422）56-1411（ナビダイヤル）

　◇各共済組合

※身体障害者手帳等の等級とは基準が違います。例えば身体障害者手帳等が 4 級でも厚
生年金等では 3 級と認定され、年金がもらえる場合があります。反対に身体障害者手
帳等が 1 級でも厚生年金等では不該当となる場合があります。

　（注 1）障害の原因となった病気やけがについて、初めて医師の診療を受けた日

国民年金・厚生年金の相談
国民年金や厚生年金に関する相談を行っています。
■武蔵野年金事務所　〒180-8621　東京都武蔵野市吉祥寺北町４-12-18
電話　（0422）56-1411　　FAX　（0422）56-2449
日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/
【電話による年金相談】
■ねんきんダイヤル　電話　（0570）05-1165（ナビダイヤル）
　　　　　　　　　　電話　（03）6700-1165（一般電話）

心身障害者扶養共済制度 身  知  精   担当窓口　障害福祉課

心身障害者を扶養する保護者が毎月一定の掛金を納めることにより、保護者が死亡または
重度障害になった場合、残された心身障害者に終身一定額の年金が給付されます。

〈対　象〉
市内に住所を有し、次のすべてに該当する方
（１）心身障害者（「心身障害者の範囲」に該当する方）の保護者である方
（２）4 月 1 日現在の年齢が 65 歳未満である方
（３）特別な疾病や障害がなく、生命保険契約の対象となる健康状態である方
　※心身障害者本人の所得の制限があります。
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「心身障害者の範囲」
（１）愛の手帳 1 度～ 4 度
（２）身体障害者手帳 1 級～ 3 級
（３）精神または身体に永続的な障害があり、その程度が上記（１）又は（２）と同程度

と認められる方（精神疾患、脳性まひ、進行性筋萎縮症、自閉症、血友病など）

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318、12319）
　直通電話　　（042）420-2806

その他
産科医療補償制度 身

お産に関連して重度脳性まひとなり、所定の要件を満たした場合に、お子様とご家族の経
済的負担を速やかに補償するとともに、脳性まひ発症の原因分析を行い、同じような事例
の再発防止に役立つ情報を提供することなどにより、産科医療の質の向上などを図ること
を目的とした制度です。

補償の対象
（（１）～（３）の基準をすべて満たす場合、補償対象となります） 補償内容

2015 年 1 月 1 日以降に出生したお子様の場合

総額 3,000 万円（１） 在胎週数 32 週以上で出生体重 1,400 ｇ以上、または在
胎週数 28 週以上で所定の要件

（２） 先天性や新生児期の要因によらない脳性まひ
（３） 身体障害者手帳 1・2 級相当の脳性まひ

※ 2014 年 12 月 31 日までに出生したお子様の補償申請受付は終了しております。
※補償申請期間は、お子様の満 5 歳の誕生日までです。
※詳細は以下窓口にご照会いただくか、もしくは産科医療補償制度ホームページ
　（http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/）をご参照ください。

〈問合せ〉公益財団法人日本医療機能評価機構
　産科医療補償制度専用コールセンター
　電話　　　（0120）330-637
　受付時間　午前 9 時～午後 5 時
　　　　　　（土日祝日・年末年始を除く）

82

5. 
手
当
・
年
金
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〈支給対象者〉
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　◇日本年金機構　武蔵野年金事務所
　　電話　（0422）56-1411（ナビダイヤル）

　◇各共済組合

※身体障害者手帳等の等級とは基準が違います。例えば身体障害者手帳等が 4 級でも厚
生年金等では 3 級と認定され、年金がもらえる場合があります。反対に身体障害者手
帳等が 1 級でも厚生年金等では不該当となる場合があります。

　（注 1）障害の原因となった病気やけがについて、初めて医師の診療を受けた日

国民年金・厚生年金の相談
国民年金や厚生年金に関する相談を行っています。
■武蔵野年金事務所　〒180-8621　東京都武蔵野市吉祥寺北町４-12-18
電話　（0422）56-1411　　FAX　（0422）56-2449
日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/
【電話による年金相談】
■ねんきんダイヤル　電話　（0570）05-1165（ナビダイヤル）
　　　　　　　　　　電話　（03）6700-1165（一般電話）

心身障害者扶養共済制度 身  知  精   担当窓口　障害福祉課

心身障害者を扶養する保護者が毎月一定の掛金を納めることにより、保護者が死亡または
重度障害になった場合、残された心身障害者に終身一定額の年金が給付されます。

〈対　象〉
市内に住所を有し、次のすべてに該当する方
（１）心身障害者（「心身障害者の範囲」に該当する方）の保護者である方
（２）4 月 1 日現在の年齢が 65 歳未満である方
（３）特別な疾病や障害がなく、生命保険契約の対象となる健康状態である方
　※心身障害者本人の所得の制限があります。
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「心身障害者の範囲」
（１）愛の手帳 1 度～ 4 度
（２）身体障害者手帳 1 級～ 3 級
（３）精神または身体に永続的な障害があり、その程度が上記（１）又は（２）と同程度

と認められる方（精神疾患、脳性まひ、進行性筋萎縮症、自閉症、血友病など）

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318、12319）
　直通電話　　（042）420-2806

その他
産科医療補償制度 身

お産に関連して重度脳性まひとなり、所定の要件を満たした場合に、お子様とご家族の経
済的負担を速やかに補償するとともに、脳性まひ発症の原因分析を行い、同じような事例
の再発防止に役立つ情報を提供することなどにより、産科医療の質の向上などを図ること
を目的とした制度です。

補償の対象
（（１）～（３）の基準をすべて満たす場合、補償対象となります） 補償内容

2015 年 1 月 1 日以降に出生したお子様の場合

総額 3,000 万円（１） 在胎週数 32 週以上で出生体重 1,400 ｇ以上、または在
胎週数 28 週以上で所定の要件

（２） 先天性や新生児期の要因によらない脳性まひ
（３） 身体障害者手帳 1・2 級相当の脳性まひ

※ 2014 年 12 月 31 日までに出生したお子様の補償申請受付は終了しております。
※補償申請期間は、お子様の満 5 歳の誕生日までです。
※詳細は以下窓口にご照会いただくか、もしくは産科医療補償制度ホームページ
　（http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/）をご参照ください。

〈問合せ〉公益財団法人日本医療機能評価機構
　産科医療補償制度専用コールセンター
　電話　　　（0120）330-637
　受付時間　午前 9 時～午後 5 時
　　　　　　（土日祝日・年末年始を除く）
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ページ
その他の障害年金
支給対象者
厚生年金とうに加入中に、しょしんび、（注１、のある傷病により、政令で定める程度の障害の状態にあるかた
は、年金事務所、または各共済組合でご相談ください。
問合せ
日本年金機構、武蔵野年金事務所
電話、 （ナビダイヤル
各共済組合
※しんたい障害者手帳とうの等級とは基準が違います。例えば身体障害者手帳とうが 級でも厚生年金とうでは
級と認定され、年金がもらえる場合があります。反対にしんたい障害者手帳とうが１級でも厚生年金とうでは

不該当となる場合があります。
（注１、障害の原因となった病気やけがについて、初めて医師の診療を受けた日
国民年金、厚生年金の相談
国民年金や厚生年金に関する相談を行っています。
武蔵野年金事務所、〒 、東京都武蔵野市吉祥寺きたまち
電話 、
電話による年金相談
ねんきんダイヤル、電話 （ナビダイヤル
電話 、 （一般電話
心身障害者扶養共済制度、担当窓口、障害福祉課
心身障害者を扶養する保護者が毎月一定の掛金を納めることにより、保護者が死亡または重度障害になった場合、
残された心身障害者に終身一定がくの年金が給付されます。
対象
市内に住所を有し、次のすべてに該当する方
（１、心身障害者（心身障害者の範囲に該当するかたの保護者であるかた
（２、しがつついたち現在の年齢が 歳未まんであるかた
（３、特別な疾病や障害がなく生命保険契約の対象となる健康状態であるかた
※心身障害者本人の所得の制限があります。
つづく
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その他の障害年金 身  知  精  
〈支給対象者〉
厚生年金等に加入中に初診日（注 1）のある傷病により、政令で定める程度の障害の状態
にある方は、年金事務所、または各共済組合でご相談ください。

〈問合せ〉
　◇日本年金機構　武蔵野年金事務所
　　電話　（0422）56-1411（ナビダイヤル）

　◇各共済組合

※身体障害者手帳等の等級とは基準が違います。例えば身体障害者手帳等が 4 級でも厚
生年金等では 3 級と認定され、年金がもらえる場合があります。反対に身体障害者手
帳等が 1 級でも厚生年金等では不該当となる場合があります。

　（注 1）障害の原因となった病気やけがについて、初めて医師の診療を受けた日

国民年金・厚生年金の相談
国民年金や厚生年金に関する相談を行っています。
■武蔵野年金事務所　〒180-8621　東京都武蔵野市吉祥寺北町４-12-18
電話　（0422）56-1411　　FAX　（0422）56-2449
日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/
【電話による年金相談】
■ねんきんダイヤル　電話　（0570）05-1165（ナビダイヤル）
　　　　　　　　　　電話　（03）6700-1165（一般電話）

心身障害者扶養共済制度 身  知  精   担当窓口　障害福祉課

心身障害者を扶養する保護者が毎月一定の掛金を納めることにより、保護者が死亡または
重度障害になった場合、残された心身障害者に終身一定額の年金が給付されます。

〈対　象〉
市内に住所を有し、次のすべてに該当する方
（１）心身障害者（「心身障害者の範囲」に該当する方）の保護者である方
（２）4 月 1 日現在の年齢が 65 歳未満である方
（３）特別な疾病や障害がなく、生命保険契約の対象となる健康状態である方
　※心身障害者本人の所得の制限があります。
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その他の障害年金 身  知  精  
〈支給対象者〉
厚生年金等に加入中に初診日（注 1）のある傷病により、政令で定める程度の障害の状態
にある方は、年金事務所、または各共済組合でご相談ください。

〈問合せ〉
　◇日本年金機構　武蔵野年金事務所
　　電話　（0422）56-1411（ナビダイヤル）

　◇各共済組合

※身体障害者手帳等の等級とは基準が違います。例えば身体障害者手帳等が 4 級でも厚
生年金等では 3 級と認定され、年金がもらえる場合があります。反対に身体障害者手
帳等が 1 級でも厚生年金等では不該当となる場合があります。

　（注 1）障害の原因となった病気やけがについて、初めて医師の診療を受けた日

国民年金・厚生年金の相談
国民年金や厚生年金に関する相談を行っています。
■武蔵野年金事務所　〒180-8621　東京都武蔵野市吉祥寺北町４-12-18
電話　（0422）56-1411　　FAX　（0422）56-2449
日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/
【電話による年金相談】
■ねんきんダイヤル　電話　（0570）05-1165（ナビダイヤル）
　　　　　　　　　　電話　（03）6700-1165（一般電話）

心身障害者扶養共済制度 身  知  精   担当窓口　障害福祉課

心身障害者を扶養する保護者が毎月一定の掛金を納めることにより、保護者が死亡または
重度障害になった場合、残された心身障害者に終身一定額の年金が給付されます。

〈対　象〉
市内に住所を有し、次のすべてに該当する方
（１）心身障害者（「心身障害者の範囲」に該当する方）の保護者である方
（２）4 月 1 日現在の年齢が 65 歳未満である方
（３）特別な疾病や障害がなく、生命保険契約の対象となる健康状態である方
　※心身障害者本人の所得の制限があります。
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「心身障害者の範囲」
（１）愛の手帳 1 度～ 4 度
（２）身体障害者手帳 1 級～ 3 級
（３）精神または身体に永続的な障害があり、その程度が上記（１）又は（２）と同程度

と認められる方（精神疾患、脳性まひ、進行性筋萎縮症、自閉症、血友病など）

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318、12319）
　直通電話　　（042）420-2806

その他
産科医療補償制度 身

お産に関連して重度脳性まひとなり、所定の要件を満たした場合に、お子様とご家族の経
済的負担を速やかに補償するとともに、脳性まひ発症の原因分析を行い、同じような事例
の再発防止に役立つ情報を提供することなどにより、産科医療の質の向上などを図ること
を目的とした制度です。

補償の対象
（（１）～（３）の基準をすべて満たす場合、補償対象となります） 補償内容

2015 年 1 月 1 日以降に出生したお子様の場合

総額 3,000 万円（１） 在胎週数 32 週以上で出生体重 1,400 ｇ以上、または在
胎週数 28 週以上で所定の要件

（２） 先天性や新生児期の要因によらない脳性まひ
（３） 身体障害者手帳 1・2 級相当の脳性まひ

※ 2014 年 12 月 31 日までに出生したお子様の補償申請受付は終了しております。
※補償申請期間は、お子様の満 5 歳の誕生日までです。
※詳細は以下窓口にご照会いただくか、もしくは産科医療補償制度ホームページ
　（http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/）をご参照ください。

〈問合せ〉公益財団法人日本医療機能評価機構
　産科医療補償制度専用コールセンター
　電話　　　（0120）330-637
　受付時間　午前 9 時～午後 5 時
　　　　　　（土日祝日・年末年始を除く）

　 補償の対象
（①～③の基準をすべて満たす場合、補償対象となります） 補償内容

①

2015 年 1月1日から2021 年 12 月 31日
までに出生したお子様の場合

2022 年１月１日以降に出生し
たお子様の場合

総額
3,000 万円

在 胎 週 数 が 32 週 以 上 で 出 生 体 重 が
1,400g 以上または在胎週数が 28 週以上
で所定の要件を満たすこと

在胎週数が 28 週以上であるこ
と

② 先天性や新生児期の要因によらない脳性まひであること
③ 身体障害者障害程度等級１または２級相当の脳性まひであること
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その他の障害年金 身  知  精  
〈支給対象者〉
厚生年金等に加入中に初診日（注 1）のある傷病により、政令で定める程度の障害の状態
にある方は、年金事務所、または各共済組合でご相談ください。

〈問合せ〉
　◇日本年金機構　武蔵野年金事務所
　　電話　（0422）56-1411（ナビダイヤル）

　◇各共済組合

※身体障害者手帳等の等級とは基準が違います。例えば身体障害者手帳等が 4 級でも厚
生年金等では 3 級と認定され、年金がもらえる場合があります。反対に身体障害者手
帳等が 1 級でも厚生年金等では不該当となる場合があります。

　（注 1）障害の原因となった病気やけがについて、初めて医師の診療を受けた日

国民年金・厚生年金の相談
国民年金や厚生年金に関する相談を行っています。
■武蔵野年金事務所　〒180-8621　東京都武蔵野市吉祥寺北町４-12-18
電話　（0422）56-1411　　FAX　（0422）56-2449
日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/
【電話による年金相談】
■ねんきんダイヤル　電話　（0570）05-1165（ナビダイヤル）
　　　　　　　　　　電話　（03）6700-1165（一般電話）

心身障害者扶養共済制度 身  知  精   担当窓口　障害福祉課

心身障害者を扶養する保護者が毎月一定の掛金を納めることにより、保護者が死亡または
重度障害になった場合、残された心身障害者に終身一定額の年金が給付されます。

〈対　象〉
市内に住所を有し、次のすべてに該当する方
（１）心身障害者（「心身障害者の範囲」に該当する方）の保護者である方
（２）4 月 1 日現在の年齢が 65 歳未満である方
（３）特別な疾病や障害がなく、生命保険契約の対象となる健康状態である方
　※心身障害者本人の所得の制限があります。
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「心身障害者の範囲」
（１）愛の手帳 1 度～ 4 度
（２）身体障害者手帳 1 級～ 3 級
（３）精神または身体に永続的な障害があり、その程度が上記（１）又は（２）と同程度

と認められる方（精神疾患、脳性まひ、進行性筋萎縮症、自閉症、血友病など）

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318、12319）
　直通電話　　（042）420-2806

その他
産科医療補償制度 身

お産に関連して重度脳性まひとなり、所定の要件を満たした場合に、お子様とご家族の経
済的負担を速やかに補償するとともに、脳性まひ発症の原因分析を行い、同じような事例
の再発防止に役立つ情報を提供することなどにより、産科医療の質の向上などを図ること
を目的とした制度です。

補償の対象
（（１）～（３）の基準をすべて満たす場合、補償対象となります） 補償内容

2015 年 1 月 1 日以降に出生したお子様の場合

総額 3,000 万円（１） 在胎週数 32 週以上で出生体重 1,400 ｇ以上、または在
胎週数 28 週以上で所定の要件

（２） 先天性や新生児期の要因によらない脳性まひ
（３） 身体障害者手帳 1・2 級相当の脳性まひ

※ 2014 年 12 月 31 日までに出生したお子様の補償申請受付は終了しております。
※補償申請期間は、お子様の満 5 歳の誕生日までです。
※詳細は以下窓口にご照会いただくか、もしくは産科医療補償制度ホームページ
　（http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/）をご参照ください。

〈問合せ〉公益財団法人日本医療機能評価機構
　産科医療補償制度専用コールセンター
　電話　　　（0120）330-637
　受付時間　午前 9 時～午後 5 時
　　　　　　（土日祝日・年末年始を除く）

　精神または身体に永続的な障害があり、その程度が上記（１）または（２）と同程度と
認められる方（精神疾患、脳性まひ、進行性筋委縮症、自閉症、血友病など）

12317 ～ 12319）

補償申請期間は、お子様の満１歳の誕生日から満５歳の誕生日までです。
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ページ
つづき。
〈心身障害者の範囲〉
（１、愛の手帳 から 度
（２、身体障害者手帳１から３級
（３、精神またはしんたいに永続的な障害があり、その程度が上記（１または（２と同程度と認められるかた（精
神疾患、脳性まひ、進行性きん萎縮症、自閉症、血友病など
〈問合せ〉
障害福祉課、（内線 から
直通電話、
その他
産科医療補償制度
お産に関連して重度脳性まひとなり、所定のよう件をみたした場合に、お子様とご家族の経済的負担を速やかに
補償するとともに、脳性まひ発症の原因分析を行い、同じような事例の再発防止に役立つ情報を提供することな
どにより、産科医療の質の向上などを図ることを目的とした制度です。
図表あり
※、 年 月 日までに出生したお子様の補償申請受付は終了しております。
※、補償申請期間は、お子様のまん１歳の誕生日からまん 歳の誕生日までです。
※、詳細は以下窓口にご照会いただくか、もしくは産科医療補償制度ホームページをご参照ください。
〈問合せ〉公益財団法人日本医療機能評価機構
産科医療補償制度専用コールセンター
電話、
受付時間、午前９時から午後５時
（土日祝日、年末年始を除く

１～ 4 度
１～ 3 級



84

6. 
医
療

6. 医療

保険・助成・給付
心身障害者医療費助成（マル障） 身  知  精  担当窓口　障害福祉課

医療費のうち、健康保険の自己負担の一部を助成する制度です。申請により「心身障害者
医療費助成受給者証」（マル障）を発行します。

〈対　象〉
次の要件を満たしている方
（１）身体障害者手帳 1 級・2 級（内部障害者については 1 級～ 3 級）の方
（２）愛の手帳 1 度・2 度の方
（３）精神障害者保健福祉手帳 1 級の方

〈制　限〉
次の方は対象外となります。
（１）本人（20 歳未満の場合は健康保険等の被保険者または国民健康保険の世帯主）の

所得が基準額を超える方
（２）医療保険未加入の方
（３）生活保護を受けている方
（４）公費により医療費が支給される施設に入所している方
（５）65 歳以上になってから手帳を取得された方
（６）申請するときの年齢が 65 歳以上である方（都外からの転入者等、対象になる場合

があります）
（７）後期高齢者医療の被保険者で住民税が課税されている方

〈助成範囲〉
医療保険の自己負担額から一部負担金（医療保険対象総医療費の 1 割）を控除した額（た
だし、住民税非課税の方は一部負担金はありません）を助成します。
※食事療養標準負担額及び生活療養標準負担額を除く

受診の際に、保険を扱う医療機関で保険証とマル障受給者証を提示してください。ただし、
都外の医療機関で診療を受ける場合、都と契約している医療機関以外では、マル障受給者
証を使用できないので、医療保険の自己負担分を医療機関等の窓口でお支払いいただいた
うえで領収書を受け取った後、担当窓口へご申請ください。
なお、医療保険で現物給付対象となるものについては、医療機関等の窓口でお支払い後、
担当窓口へご申請ください。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12317）
　直通電話　　（042）420-2806
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保険・助成・給付
心身障害者医療費助成（マル障） 身  知  精  担当窓口　障害福祉課

医療費のうち、健康保険の自己負担の一部を助成する制度です。申請により「心身障害者
医療費助成受給者証」（マル障）を発行します。

〈対　象〉
次の要件を満たしている方
（１）身体障害者手帳 1 級・2 級（内部障害者については 1 級～ 3 級）の方
（２）愛の手帳 1 度・2 度の方
（３）精神障害者保健福祉手帳 1 級の方

〈制　限〉
次の方は対象外となります。
（１）本人（20 歳未満の場合は健康保険等の被保険者または国民健康保険の世帯主）の

所得が基準額を超える方
（２）医療保険未加入の方
（３）生活保護を受けている方
（４）公費により医療費が支給される施設に入所している方
（５）65 歳以上になってから手帳を取得された方
（６）申請するときの年齢が 65 歳以上である方（都外からの転入者等、対象になる場合

があります）
（７）後期高齢者医療の被保険者で住民税が課税されている方

〈助成範囲〉
医療保険の自己負担額から一部負担金（医療保険対象総医療費の 1 割）を控除した額（た
だし、住民税非課税の方は一部負担金はありません）を助成します。
※食事療養標準負担額及び生活療養標準負担額を除く

受診の際に、保険を扱う医療機関で保険証とマル障受給者証を提示してください。ただし、
都外の医療機関で診療を受ける場合、都と契約している医療機関以外では、マル障受給者
証を使用できないので、医療保険の自己負担分を医療機関等の窓口でお支払いいただいた
うえで領収書を受け取った後、担当窓口へご申請ください。
なお、医療保険で現物給付対象となるものについては、医療機関等の窓口でお支払い後、
担当窓口へご申請ください。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12317）
　直通電話　　（042）420-2806
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後期高齢者医療保険（障害認定） 身  知  精  � 担当窓口　保険年金課

〈対　象〉
医療保険の加入者で次のいずれかに該当する 65 歳以上 75 歳未満の方
（１）身体障害者手帳 1 ～ 3 級と 4 級の一部
　４級の一部は次のとおりです。
　　下肢障害 4 級 1 号
　　下肢障害 4 級 3 号
　　下肢障害 4 級 4 号
　　音声・言語機能障害
（２）東京都愛の手帳 1・2 度
（３）障害年金 1・2 級程度
（４）精神障害者保健福祉手帳 1・2 級

〈給付内容等〉
医療機関等にかかるときは、東京都後期高齢者医療広域連合が交付した保険証を提示し、
かかった医療費のうち、自己負担金を本人が支払います。
　・自己負担金の割合は、所得に応じ 1 割または 3 割
　・自己負担金（月額）の上限制度あり

〈問合せ〉
　保険年金課後期高齢者医療係�（内線：11477、11478、11479）
　直通電話　　　　　　　　　�（042）460�9823

次の方は対象外となります。
 （１）本人（20 歳未満の者にあっては、国民健康保険法による世帯主または社会保険に
　　よる被保険者）の所得が所得制限基準額を超える方
 （２）医療保険未加入の方
 （３）生活保護を受けている方
 （４）公費により医療費が支給される施設に入所している方
 （５）65 歳以上になってから手帳を取得された方
 （６）申請するときの年齢が 65 歳以上である方（都外からの転入者など、対象になる場　
　　合があります）
 （７）後期高齢者医療の被保険者で住民税が課税されている方

 〈助成範囲〉
医療保険の自己負担額から一部負担金（医療保険対象総医療費の１割）を控除した額（た
だし、住民税非課税の方は一部負担金はありません）を助成します。
※食事療養標準負担額および生活療養標準負担額を除く

受診の際に、保険を扱う医療機関で保険証とマル障受給証を提示してください。ただし、
都外の医療機関で診療を受ける場合や、マル障を取り扱わない医療機関などで診療を受け
る場合や、都外国保・都外後期高齢者医療の加入者は、マル障受給者証を使用できないので、
医療保険の自己負担分を医療機関等の窓口でお支払いただいたうえで領収書を受け取った
後、障害福祉課へご申請ください。
なお、医療保険で現物給付対象となるものについては、医療機関等の窓口でお支払の後、
障害福祉課へご申請ください。

　　　　　　 〈問合せ〉
　　　　　　　障害福祉課　（内線：12317 ～ 12319）
　　　　　　　直通電話　　（042）420-2806

身体障害者手帳 1・2 級（内部障害者については 1 ～ 3 級）の方
愛の手帳 1・2 度の方
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保険、助成、給付
心身障害者医療費助成、（マルしょう、担当窓口、障害福祉課
医療費のうち、健康保険の自己負担の一部を助成する制度です。申請により心身障害者医療費助成受給者しょう
（マルしょうを発行します。
〈対象〉
次の要件をみたしているかた
（１、身体障害者手帳１、２級、（内部障害者については１から３級のかた
（２、愛の手帳、１、２度の方
（３、精神障害者保健福祉手帳、１級のかた
〈制限〉
次の方は対象外となります。

がくを超えるかた
（２、医療保険未加入のかた
（３、生活保護を受けているかた
（４、公費により医療費が支給される施設に入所しているかた
（５、 歳以上になってから手帳を取得されたかた
（６、申請するときの年齢が 歳以上であるかた（とがいからの転入者など、対象になる場合があります
（７、後期高齢者医療の被保険者で住民税が課税されているかた
〈助成範囲〉
医療保険の自己負担額から一部負担金（医療保険対象総医療費の１割）を控除したがく（ただし、住民税非課税
のかたは、一部負担金はありません、を助成します。
※、食事療養標準負担額及び生活療養標準負担額を除く

受診の際に、保険を扱う医療機関で保険証とマルしょう受給者しょうを提示してください。ただし、とがいの医
療機関で診療を受ける場合や、マルしょうを取り扱わない医療機関などで診療を受ける場合や、都外国保・都が
い後期高齢者医療の加入者は、マルしょう受給者しょうを使用できないので、医療保険の自己負担分を医療機関
とうの窓口でお支払いいただいたうえで領収書を受け取った後、障害福祉課へご申請ください。
なお、医療保険で現物給付対象となるものについては、医療機関とうの窓口でお支払いのあと、障害福祉課へご
申請ください。

〈問合せ〉
障害福祉課、（内線： ～ ）
直通電話、
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保険・助成・給付
心身障害者医療費助成（マル障） 身  知  精  担当窓口　障害福祉課

医療費のうち、健康保険の自己負担の一部を助成する制度です。申請により「心身障害者
医療費助成受給者証」（マル障）を発行します。

〈対　象〉
次の要件を満たしている方
（１）身体障害者手帳 1 級・2 級（内部障害者については 1 級～ 3 級）の方
（２）愛の手帳 1 度・2 度の方
（３）精神障害者保健福祉手帳 1 級の方

〈制　限〉
次の方は対象外となります。
（１）本人（20 歳未満の場合は健康保険等の被保険者または国民健康保険の世帯主）の

所得が基準額を超える方
（２）医療保険未加入の方
（３）生活保護を受けている方
（４）公費により医療費が支給される施設に入所している方
（５）65 歳以上になってから手帳を取得された方
（６）申請するときの年齢が 65 歳以上である方（都外からの転入者等、対象になる場合

があります）
（７）後期高齢者医療の被保険者で住民税が課税されている方

〈助成範囲〉
医療保険の自己負担額から一部負担金（医療保険対象総医療費の 1 割）を控除した額（た
だし、住民税非課税の方は一部負担金はありません）を助成します。
※食事療養標準負担額及び生活療養標準負担額を除く

受診の際に、保険を扱う医療機関で保険証とマル障受給者証を提示してください。ただし、
都外の医療機関で診療を受ける場合、都と契約している医療機関以外では、マル障受給者
証を使用できないので、医療保険の自己負担分を医療機関等の窓口でお支払いいただいた
うえで領収書を受け取った後、担当窓口へご申請ください。
なお、医療保険で現物給付対象となるものについては、医療機関等の窓口でお支払い後、
担当窓口へご申請ください。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12317）
　直通電話　　（042）420-2806
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保険・助成・給付
心身障害者医療費助成（マル障） 身  知  精  担当窓口　障害福祉課

医療費のうち、健康保険の自己負担の一部を助成する制度です。申請により「心身障害者
医療費助成受給者証」（マル障）を発行します。

〈対　象〉
次の要件を満たしている方
（１）身体障害者手帳 1 級・2 級（内部障害者については 1 級～ 3 級）の方
（２）愛の手帳 1 度・2 度の方
（３）精神障害者保健福祉手帳 1 級の方

〈制　限〉
次の方は対象外となります。
（１）本人（20 歳未満の場合は健康保険等の被保険者または国民健康保険の世帯主）の

所得が基準額を超える方
（２）医療保険未加入の方
（３）生活保護を受けている方
（４）公費により医療費が支給される施設に入所している方
（５）65 歳以上になってから手帳を取得された方
（６）申請するときの年齢が 65 歳以上である方（都外からの転入者等、対象になる場合

があります）
（７）後期高齢者医療の被保険者で住民税が課税されている方

〈助成範囲〉
医療保険の自己負担額から一部負担金（医療保険対象総医療費の 1 割）を控除した額（た
だし、住民税非課税の方は一部負担金はありません）を助成します。
※食事療養標準負担額及び生活療養標準負担額を除く

受診の際に、保険を扱う医療機関で保険証とマル障受給者証を提示してください。ただし、
都外の医療機関で診療を受ける場合、都と契約している医療機関以外では、マル障受給者
証を使用できないので、医療保険の自己負担分を医療機関等の窓口でお支払いいただいた
うえで領収書を受け取った後、担当窓口へご申請ください。
なお、医療保険で現物給付対象となるものについては、医療機関等の窓口でお支払い後、
担当窓口へご申請ください。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12317）
　直通電話　　（042）420-2806

85

6. 
医
療

後期高齢者医療保険（障害認定） 身  知  精  � 担当窓口　保険年金課

〈対　象〉
医療保険の加入者で次のいずれかに該当する 65 歳以上 75 歳未満の方
（１）身体障害者手帳 1 ～ 3 級と 4 級の一部
　４級の一部は次のとおりです。
　　下肢障害 4 級 1 号
　　下肢障害 4 級 3 号
　　下肢障害 4 級 4 号
　　音声・言語機能障害
（２）東京都愛の手帳 1・2 度
（３）障害年金 1・2 級程度
（４）精神障害者保健福祉手帳 1・2 級

〈給付内容等〉
医療機関等にかかるときは、東京都後期高齢者医療広域連合が交付した保険証を提示し、
かかった医療費のうち、自己負担金を本人が支払います。
　・自己負担金の割合は、所得に応じ 1 割または 3 割
　・自己負担金（月額）の上限制度あり

〈問合せ〉
　保険年金課後期高齢者医療係�（内線：11477、11478、11479）
　直通電話　　　　　　　　　�（042）460�9823
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後期高齢者医療保険、（障害認定、担当窓口、保険年金課
〈対象〉
医療保険の加入者で次のいずれかに該当する 歳以上 歳未満の方
（１、身体障害者手帳 から 級と 級の一部

級の一部は次のとおりです。
下肢障害 級 号
下肢障害 級 号
下肢障害 級 号
音声、言語機能障害

（２、東京都、愛の手帳、１、２度
（３、障害年金、１、２級程度
（４、精神障害者保健福祉手帳、１、２級
〈給付内容とう〉
医療機関とうにかかるときは、東京都後期高齢者医療広域連合が交付した保険証を提示し、かかった医療費のう
ち、自己負担金を本人が支払います。
・自己負担金の割合は、所得に応じ１割から３割
・自己負担金（つき額の上限制度あり
〈問合せ〉
保険年金課後期高齢者医療係、（内線： 、 、
直通電話、
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自立支援医療（精神通院医療） 精 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
精神疾患を理由として、通院による精神医療を継続的に要する者。（てんかんも含む）

〈給付内容等〉
�精神通院に必要な医療費（デイケア・訪問看護を含む）・調剤費の 100分の 90に相当す
る額の給付を行う。
　※申請には所定の診断書等が必要です。

〈制　限〉
　・原則医療費の 1割を自己負担
　・低所得世帯や疾病等が「重度かつ継続」該当の場合は、負担上限月額を設定
　・生活保護世帯は自己負担なし
　・一定所得以上で「重度かつ継続」に該当しない場合は、公費負担の対象外

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12319）
　直通電話　　（042）420�2806

自己負担（原則 1割）について
自己負担は原則 1割ですが、利用者本人の収入や世帯（※ (1)、(2) を参照）の所得、疾患等に応じ
て月額自己負担上限額（表参照）が設定されています。

※（１）「��世帯」の単位は、住民票上の家族ではなく、同じ医療保険に加入している家族を、同一世
帯とします。異なる医療保険に加入している家族は別世帯となります。

※（２）「世帯」の所得は、社会保険の方の場合、被保険者本人の所得により区別されます。
※（３）「�支援給付世帯」とは、中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立支援に

関する法律による支援給付受給世帯です。
※（４）「�一定所得以上」で、高額治療継続者（「重度かつ継続」）に該当する場合は、経過措置と

して令和3年 3月 31日までは公費負担医療の対象になります。

所得区分 所得の条件 負担上限月額
生活保護 生活保護世帯又は支援給付世帯 (※ (3) を参照 ) 0 円

低所得 1 区市町村民税非課税世帯�
本人収入 80万円以下の方 (公的年金収入等含む )

2,500 円

低所得 2 区市町村民税非課税世帯�
本人収入 80万円超える方 (公的年金収入等含む )

5,000 円

中間所得層 1
区市町村民税 (所得割 ) 額が合計 3万 3千円未満の世帯高額治
療継続者 (重度かつ継続 )に該当する方 5,000 円

( 重度かつ継続 )に非該当の方は、負担上限月額は無く、自己負担は医療費の 1割

中間所得層 2
区市町村民税 (所得割 ) 額が合計 3万 3千円～ 23万 5千円未
満の世帯高額治療継続者 (重度かつ継続 )に該当する方 10,000 円

( 重度かつ継続 )に非該当の方は、負担上限月額は無く、自己負担は医療費の 1割

一定所得以上※ (4)
区市町村民税 (所得税 ) 額が合計 23万 5千円の世帯高額治療
継続者 (重度かつ継続 )に該当する方 20,000 円

( 重度かつ継続 )に非該当の方は、この制度は受けられません。
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自立支援医療（精神通院医療） 精 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
精神疾患を理由として、通院による精神医療を継続的に要する者。（てんかんも含む）

〈給付内容等〉
�精神通院に必要な医療費（デイケア・訪問看護を含む）・調剤費の 100分の 90に相当す
る額の給付を行う。
　※申請には所定の診断書等が必要です。

〈制　限〉
　・原則医療費の 1割を自己負担
　・低所得世帯や疾病等が「重度かつ継続」該当の場合は、負担上限月額を設定
　・生活保護世帯は自己負担なし
　・一定所得以上で「重度かつ継続」に該当しない場合は、公費負担の対象外

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12319）
　直通電話　　（042）420�2806

自己負担（原則 1割）について
自己負担は原則 1割ですが、利用者本人の収入や世帯（※ (1)、(2) を参照）の所得、疾患等に応じ
て月額自己負担上限額（表参照）が設定されています。

※（１）「��世帯」の単位は、住民票上の家族ではなく、同じ医療保険に加入している家族を、同一世
帯とします。異なる医療保険に加入している家族は別世帯となります。

※（２）「世帯」の所得は、社会保険の方の場合、被保険者本人の所得により区別されます。
※（３）「�支援給付世帯」とは、中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立支援に

関する法律による支援給付受給世帯です。
※（４）「�一定所得以上」で、高額治療継続者（「重度かつ継続」）に該当する場合は、経過措置と

して令和3年 3月 31日までは公費負担医療の対象になります。

所得区分 所得の条件 負担上限月額
生活保護 生活保護世帯又は支援給付世帯 (※ (3) を参照 ) 0 円

低所得 1 区市町村民税非課税世帯�
本人収入 80万円以下の方 (公的年金収入等含む )

2,500 円

低所得 2 区市町村民税非課税世帯�
本人収入 80万円超える方 (公的年金収入等含む )

5,000 円

中間所得層 1
区市町村民税 (所得割 ) 額が合計 3万 3千円未満の世帯高額治
療継続者 (重度かつ継続 )に該当する方 5,000 円

( 重度かつ継続 )に非該当の方は、負担上限月額は無く、自己負担は医療費の 1割

中間所得層 2
区市町村民税 (所得割 ) 額が合計 3万 3千円～ 23万 5千円未
満の世帯高額治療継続者 (重度かつ継続 )に該当する方 10,000 円

( 重度かつ継続 )に非該当の方は、負担上限月額は無く、自己負担は医療費の 1割

一定所得以上※ (4)
区市町村民税 (所得税 ) 額が合計 23万 5千円の世帯高額治療
継続者 (重度かつ継続 )に該当する方 20,000 円

( 重度かつ継続 )に非該当の方は、この制度は受けられません。
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自立支援医療（更生医療） 身  � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
18 歳以上の身体障害者手帳所持者で、東京都心身障害者福祉センターの判定により医療
の給付が必要と認められた方
（じん臓・小腸・免疫機能障害に関する医療については、指定医の記入した要否意見書で
区市町村が決定します）

〈給付内容等〉
障害者の方の障害の程度を軽減し、または障害を除去するために医療が必要な場合に、そ
の医療費を公費で負担します。

〈給付の範囲〉
（１）診療、看護、移送
（２）薬剤または治療材料の支給
（３）医学的処置、手術、その他の治療及び施術
（４）病院または診療所への入院

〈制　限〉
　・原則として総医療費の 1割が自己負担となります。
　・世帯の所得に応じて自己負担の軽減措置があります。
　・更生医療は手帳に記載されている障害についてのみ医療給付が認められています。
　・一定以上の所得がある方は給付対象とならない場合があります。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12317）
　直通電話　　（042）420�2806

自立支援医療（育成医療） 身  � 担当窓口　健康課

〈対　象〉
18 歳未満の児童で、以下の疾病が手術等の治療によって改善が見込まれ、世帯の住民税
額（所得割）が 23万５千円未満である方（ただし「重度かつ継続」の障害に該当する場
合は、世帯の住民税額（所得割）が 23万５千円以上でも対象となります。）
〔（１）肢体不自由�（２）視覚障害�（３）聴覚・平衡機能障害�（４）音声・言語・そしゃく
機能障害�（５）心臓機能障害�（６）腎臓機能障害�（７）小腸機能障害�（８）肝臓機能障害�
（９）その他の内臓障害�（10）免疫機能障害〕

〈給付内容等〉
指定医療機関においてかかる手術等の治療費の一部が助成されます。

〈制　限〉
所得により対象とならない場合や所得に応じた一部自己負担があります。

所得区分 所得の条件 負担上限月額
生活保護 生活保護世帯または支援給付世帯 0 円
低所得 1 区市町村民税非課税世帯で本人収入 80 万円以下の方

( 公的年金収入等含む ) 2,500 円

低所得２ 区市町村民税非課税世帯で本人収入 80 万円超える方
( 公的年金収入等含む ) 5,000 円

中間所得層 1 高額治療継続者（重度かつ継続）に該当する方で区市町村民税（所
得割）額が合計３万３千円未満の世帯 5,000 円

中間所得層２ 高額治療継続者（重度かつ継続）に該当する方で区市町村民税（所
得割）額が合計３万３千円～ 23 万５千円未満の世帯 10,000 円

一定所得以上 高額治療継続者（重度かつ継続）に該当する方で区市町村民税（所
得割）額が合計 23 万５千円以上の世帯（経過的特例、下記参照） 20,000 円

精神疾患のため、継続的な通院を必要とする方。

 〈問合せ〉
　 障害福祉課　（内線：12317 ～ 12319）
　 直通電話　   （042）420-2806

 〈助成内容〉
自己負担は医療費（デイケア・訪問看護を含む）や調剤費の原則１割ですが、利用者本人
の収入や世帯の所得・疾患などに応じて月額自己負担上限額（下表参照）が設定されます。

・非課税世帯（低所得１または低所得２）に該当する方には、自己負担額を助成する制度があります。
・中間所得層で「重度かつ継続」に非該当の方は、負担上限月額がなく、医療費の１割が自己負担になります。
・一定所得以上で「重度かつ継続」に非該当の方は、この制度を受けられません。
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ページ
自立支援医療、（精神通院医療、担当窓口、障害福祉課
〈対象〉
精神疾患のため、継続的な通院を必要とするかた。
〈助成内容〉
自己負担は医療費（デイケア・訪問看護を含む）や調剤費の原則１割ですが、利用者本人の収入や世帯の所得・
疾患などに応じて月額自己負担上限額（下表参照）が設定されます。
以下、ひょうあり。

〈問合せ〉
障害福祉課、（内線： から
直通電話、
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自立支援医療（精神通院医療） 精 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
精神疾患を理由として、通院による精神医療を継続的に要する者。（てんかんも含む）

〈給付内容等〉
�精神通院に必要な医療費（デイケア・訪問看護を含む）・調剤費の 100分の 90に相当す
る額の給付を行う。
　※申請には所定の診断書等が必要です。

〈制　限〉
　・原則医療費の 1割を自己負担
　・低所得世帯や疾病等が「重度かつ継続」該当の場合は、負担上限月額を設定
　・生活保護世帯は自己負担なし
　・一定所得以上で「重度かつ継続」に該当しない場合は、公費負担の対象外

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12319）
　直通電話　　（042）420�2806

自己負担（原則 1割）について
自己負担は原則 1割ですが、利用者本人の収入や世帯（※ (1)、(2) を参照）の所得、疾患等に応じ
て月額自己負担上限額（表参照）が設定されています。

※（１）「��世帯」の単位は、住民票上の家族ではなく、同じ医療保険に加入している家族を、同一世
帯とします。異なる医療保険に加入している家族は別世帯となります。

※（２）「世帯」の所得は、社会保険の方の場合、被保険者本人の所得により区別されます。
※（３）「�支援給付世帯」とは、中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立支援に

関する法律による支援給付受給世帯です。
※（４）「�一定所得以上」で、高額治療継続者（「重度かつ継続」）に該当する場合は、経過措置と

して令和3年 3月 31日までは公費負担医療の対象になります。

所得区分 所得の条件 負担上限月額
生活保護 生活保護世帯又は支援給付世帯 (※ (3) を参照 ) 0 円

低所得 1 区市町村民税非課税世帯�
本人収入 80万円以下の方 (公的年金収入等含む )

2,500 円

低所得 2 区市町村民税非課税世帯�
本人収入 80万円超える方 (公的年金収入等含む )

5,000 円

中間所得層 1
区市町村民税 (所得割 ) 額が合計 3万 3千円未満の世帯高額治
療継続者 (重度かつ継続 )に該当する方 5,000 円

( 重度かつ継続 )に非該当の方は、負担上限月額は無く、自己負担は医療費の 1割

中間所得層 2
区市町村民税 (所得割 ) 額が合計 3万 3千円～ 23万 5千円未
満の世帯高額治療継続者 (重度かつ継続 )に該当する方 10,000 円

( 重度かつ継続 )に非該当の方は、負担上限月額は無く、自己負担は医療費の 1割

一定所得以上※ (4)
区市町村民税 (所得税 ) 額が合計 23万 5千円の世帯高額治療
継続者 (重度かつ継続 )に該当する方 20,000 円

( 重度かつ継続 )に非該当の方は、この制度は受けられません。
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自立支援医療（精神通院医療） 精 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
精神疾患を理由として、通院による精神医療を継続的に要する者。（てんかんも含む）

〈給付内容等〉
�精神通院に必要な医療費（デイケア・訪問看護を含む）・調剤費の 100分の 90に相当す
る額の給付を行う。
　※申請には所定の診断書等が必要です。

〈制　限〉
　・原則医療費の 1割を自己負担
　・低所得世帯や疾病等が「重度かつ継続」該当の場合は、負担上限月額を設定
　・生活保護世帯は自己負担なし
　・一定所得以上で「重度かつ継続」に該当しない場合は、公費負担の対象外

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12319）
　直通電話　　（042）420�2806

自己負担（原則 1割）について
自己負担は原則 1割ですが、利用者本人の収入や世帯（※ (1)、(2) を参照）の所得、疾患等に応じ
て月額自己負担上限額（表参照）が設定されています。

※（１）「��世帯」の単位は、住民票上の家族ではなく、同じ医療保険に加入している家族を、同一世
帯とします。異なる医療保険に加入している家族は別世帯となります。

※（２）「世帯」の所得は、社会保険の方の場合、被保険者本人の所得により区別されます。
※（３）「�支援給付世帯」とは、中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立支援に

関する法律による支援給付受給世帯です。
※（４）「�一定所得以上」で、高額治療継続者（「重度かつ継続」）に該当する場合は、経過措置と

して令和3年 3月 31日までは公費負担医療の対象になります。

所得区分 所得の条件 負担上限月額
生活保護 生活保護世帯又は支援給付世帯 (※ (3) を参照 ) 0 円

低所得 1 区市町村民税非課税世帯�
本人収入 80万円以下の方 (公的年金収入等含む )

2,500 円

低所得 2 区市町村民税非課税世帯�
本人収入 80万円超える方 (公的年金収入等含む )

5,000 円

中間所得層 1
区市町村民税 (所得割 ) 額が合計 3万 3千円未満の世帯高額治
療継続者 (重度かつ継続 )に該当する方 5,000 円

( 重度かつ継続 )に非該当の方は、負担上限月額は無く、自己負担は医療費の 1割

中間所得層 2
区市町村民税 (所得割 ) 額が合計 3万 3千円～ 23万 5千円未
満の世帯高額治療継続者 (重度かつ継続 )に該当する方 10,000 円

( 重度かつ継続 )に非該当の方は、負担上限月額は無く、自己負担は医療費の 1割

一定所得以上※ (4)
区市町村民税 (所得税 ) 額が合計 23万 5千円の世帯高額治療
継続者 (重度かつ継続 )に該当する方 20,000 円

( 重度かつ継続 )に非該当の方は、この制度は受けられません。
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自立支援医療（更生医療） 身  � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
18 歳以上の身体障害者手帳所持者で、東京都心身障害者福祉センターの判定により医療
の給付が必要と認められた方
（じん臓・小腸・免疫機能障害に関する医療については、指定医の記入した要否意見書で
区市町村が決定します）

〈給付内容等〉
障害者の方の障害の程度を軽減し、または障害を除去するために医療が必要な場合に、そ
の医療費を公費で負担します。

〈給付の範囲〉
（１）診療、看護、移送
（２）薬剤または治療材料の支給
（３）医学的処置、手術、その他の治療及び施術
（４）病院または診療所への入院

〈制　限〉
　・原則として総医療費の 1割が自己負担となります。
　・世帯の所得に応じて自己負担の軽減措置があります。
　・更生医療は手帳に記載されている障害についてのみ医療給付が認められています。
　・一定以上の所得がある方は給付対象とならない場合があります。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12317）
　直通電話　　（042）420�2806

自立支援医療（育成医療） 身  � 担当窓口　健康課

〈対　象〉
18 歳未満の児童で、以下の疾病が手術等の治療によって改善が見込まれ、世帯の住民税
額（所得割）が 23万５千円未満である方（ただし「重度かつ継続」の障害に該当する場
合は、世帯の住民税額（所得割）が 23万５千円以上でも対象となります。）
〔（１）肢体不自由�（２）視覚障害�（３）聴覚・平衡機能障害�（４）音声・言語・そしゃく
機能障害�（５）心臓機能障害�（６）腎臓機能障害�（７）小腸機能障害�（８）肝臓機能障害�
（９）その他の内臓障害�（10）免疫機能障害〕

〈給付内容等〉
指定医療機関においてかかる手術等の治療費の一部が助成されます。

〈制　限〉
所得により対象とならない場合や所得に応じた一部自己負担があります。

 〈制　限〉
一定以上の所得がある場合、対象とならない場合があります。

 〈助成内容〉
医療費の自己負担が、原則１割になります。また、「世帯」の所得や疾病などに応じて、
自己負担上限月額が設定されます。
※入院時の食事療養・生活療養に係る標準負担額は自己負担です。障害者手帳に記載され　
　ている障害についてのみ医療給付が認められます。

 〈助成の範囲〉
  （１）診療、看護、移送
  （２）薬剤または治療材料の支給
  （３）医学的処置、手術、その他の治療および施術
  （４）病院または診療所への入院

18 歳以上の身体障害者手帳をお持ちの方で、東京都心身障害者福祉センターの判定によ
り医療の給付が必要と認められた方

（じん臓・小腸・免疫機能障害に関する医療については、指定医の記入した要否意見書で
区市町村が決定します。）

～ 12319）
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ページ
自立支援医療、（更生医療、担当窓口、障害福祉課
〈対象〉

歳以上の身体障害者手帳をお持ちの方で、東京都心身障害者福祉センターの判定により、医療の給付が必要と
認められたかた
（じん臓、小腸、免疫機能障害に関する医療については、指定医の記入したようひ意見書で区市町村が決定しま
す
〈制限〉
一定以上の所得がある場合、対象とならない場合があります。
〈助成内容〉
医療費の自己負担が、原則１割になります。また、「世帯」の所得や疾病などに応じて、自己負担上限月額が設
定されます。
※入院時の食事療養・生活療養に係る標準負担額は自己負担です。障害者手帳に記載されている障害についての
み医療給付が認められます。
〈助成の範囲〉
（１）診療、看護、移送
（２）薬剤または治療材料の支給
（３）医学的処置、手術、その他の治療および施術
（４）病院または診療所への入院
〈問合せ〉
障害福祉課、（内線： から
直通電話、
自立支援医療、（育成医療、担当窓口、健康課
〈対象〉

歳未満のじどうで、以下の疾病が手術とうの治療によって改善が見込まれ、世帯の住民税額
（所得わりが 万５千円未満であるかた（ただし「重度かつ継続」の障害に該当する場合は、世帯の住民税額
（所得わりが 万５千円以上でも対象となります。
（１、肢体不自由、（２、視覚障害、（３、聴覚、平衡機能障害、（４、音声、言語、そしゃく機能障害、（５、心
臓機能障害、（６、腎臓機能障害、（７、小腸機能障害、（８、肝臓機能障害、（９、そのたの内臓障害、（ 、免
疫機能障害
〈給付内容とう〉
指定医療機関においてかかる手術とうの治療費の一部が助成されます。
〈制限〉
所得により対象とならない場合や所得に応じた一部自己負担があります。
つづく。
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〈問合せ〉
　健康課事業調整係（�保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター4階
　　　　　　　　　��（内線：22362）
　直通電話　　　�� �（042）438�4021

難病医療費等助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
国又は都の指定する難病にり患しており、次の（１）又は（２）のいずれかに該当する方
（１）その症状が厚生労働大臣または知事が定める程度の方
（２）（１）に該当しないが、当該疾病の治療に要した医療費が一定期間に一定額以上生
じている方

〈給付内容等〉
医療費の自己負担（外来・入院）が原則 2割になり、月額自己負担上限額（利用者本人
や世帯の所得に応じて）が設定されます。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

特殊医療費助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、人工透析を必要とする慢性腎不全の方または先天性血液凝固因子欠乏症の方

〈給付内容等〉
人工透析を必要とする腎不全の方は、医療保険による特定疾病療養受療証が適用された後
の患者自己負担額のうち、1医療機関等につき、人工透析に係る診療（入院・外来ごと）・
調剤費ごとに月額 1万円を限度に助成します。
�先天性血液凝固因子欠乏症等の方は、医療保険等を適用された後の患者自己負担のうち、
対象疾病に係る診療・調剤費を全額助成します。
生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806
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〈問合せ〉
　健康課事業調整係（�保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター4階
　　　　　　　　　��（内線：22362）
　直通電話　　　�� �（042）438�4021

難病医療費等助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
国又は都の指定する難病にり患しており、次の（１）又は（２）のいずれかに該当する方
（１）その症状が厚生労働大臣または知事が定める程度の方
（２）（１）に該当しないが、当該疾病の治療に要した医療費が一定期間に一定額以上生
じている方

〈給付内容等〉
医療費の自己負担（外来・入院）が原則 2割になり、月額自己負担上限額（利用者本人
や世帯の所得に応じて）が設定されます。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

特殊医療費助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、人工透析を必要とする慢性腎不全の方または先天性血液凝固因子欠乏症の方

〈給付内容等〉
人工透析を必要とする腎不全の方は、医療保険による特定疾病療養受療証が適用された後
の患者自己負担額のうち、1医療機関等につき、人工透析に係る診療（入院・外来ごと）・
調剤費ごとに月額 1万円を限度に助成します。
�先天性血液凝固因子欠乏症等の方は、医療保険等を適用された後の患者自己負担のうち、
対象疾病に係る診療・調剤費を全額助成します。
生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806
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B 型・C 型ウイルス肝炎治療医療費助成制度 難 �担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、都が指定する肝臓専門医療機関でB型・C型ウイルス肝炎のインターフェ
ロン治療・インターフェロンフリー治療、またはB型ウイルス肝炎核酸アナログ製剤治
療が必要と診断された方

〈給付内容等〉
�インターフェロン治療・インターフェロンフリー治療、核酸アナログ製剤治療にかかる保
険診療の患者負担額の合計額から患者一部負担（なし・1万円・2万円）を除いた額を助
成します。負担額は、所得によって決まります。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は、自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。
　・生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

肝がん・重度肝硬変医療費助成制度 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、次の（１）から（４）のすべてに該当する方
（１）B型・C型肝炎ウイルス重度肝硬変により医療機関で入院治療を受けている方
（２）世帯収入が概ね 370万円未満の方（ただし、生活保護受給者を除く）
（３）申請月の前の 11か月以内に高額療養費算定基準額を超えた月が３か月以上ある方
（４）肝がん・重度肝硬変の治療の研究への協力に同意している方

〈給付内容等〉
�入院時自己負担額が高額療養費の算定基準額を超えた月が過去 12か月以内に 4 か月目以
上にあたるとき一部負担額を除いた額を助成します。
所得に応じて自己負担（なし・1万円の 2区分）があります。

〈窓口〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

国または都の指定する難病にり患しており、次の（１）または（２）のいずれかに該当する方

・申請には所定の診断書などが必要です。
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〈問合せ〉
　健康課事業調整係（�保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター4階
　　　　　　　　　��（内線：22362）
　直通電話　　　�� �（042）438�4021

難病医療費等助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
国又は都の指定する難病にり患しており、次の（１）又は（２）のいずれかに該当する方
（１）その症状が厚生労働大臣または知事が定める程度の方
（２）（１）に該当しないが、当該疾病の治療に要した医療費が一定期間に一定額以上生
じている方

〈給付内容等〉
医療費の自己負担（外来・入院）が原則 2割になり、月額自己負担上限額（利用者本人
や世帯の所得に応じて）が設定されます。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

特殊医療費助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、人工透析を必要とする慢性腎不全の方または先天性血液凝固因子欠乏症の方

〈給付内容等〉
人工透析を必要とする腎不全の方は、医療保険による特定疾病療養受療証が適用された後
の患者自己負担額のうち、1医療機関等につき、人工透析に係る診療（入院・外来ごと）・
調剤費ごとに月額 1万円を限度に助成します。
�先天性血液凝固因子欠乏症等の方は、医療保険等を適用された後の患者自己負担のうち、
対象疾病に係る診療・調剤費を全額助成します。
生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

12317 ～ 12319）
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〈問合せ〉
　健康課事業調整係（�保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター4階
　　　　　　　　　��（内線：22362）
　直通電話　　　�� �（042）438�4021

難病医療費等助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
国又は都の指定する難病にり患しており、次の（１）又は（２）のいずれかに該当する方
（１）その症状が厚生労働大臣または知事が定める程度の方
（２）（１）に該当しないが、当該疾病の治療に要した医療費が一定期間に一定額以上生
じている方

〈給付内容等〉
医療費の自己負担（外来・入院）が原則 2割になり、月額自己負担上限額（利用者本人
や世帯の所得に応じて）が設定されます。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

特殊医療費助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、人工透析を必要とする慢性腎不全の方または先天性血液凝固因子欠乏症の方

〈給付内容等〉
人工透析を必要とする腎不全の方は、医療保険による特定疾病療養受療証が適用された後
の患者自己負担額のうち、1医療機関等につき、人工透析に係る診療（入院・外来ごと）・
調剤費ごとに月額 1万円を限度に助成します。
�先天性血液凝固因子欠乏症等の方は、医療保険等を適用された後の患者自己負担のうち、
対象疾病に係る診療・調剤費を全額助成します。
生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

直通電話

 〈助成内容等〉

 〈助成内容等〉

  〈対　象〉
都内在住で、人工透析を必要とする腎不全の方または先天性血液凝固因子欠乏症等の方

  〈制　限〉
生活保護を受けている方は対象外です。

 〈問合せ〉
　障害福祉課（内線：12317 ～ 12319）
　直通電話　 （042）420-2806

  特殊医療費等助成制度 難

先天性血液凝固因子欠乏症等の方は、医療保険などを適用された後の患者自己負担のうち、
対象疾病に係る診療・調剤費を全額助成します。
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〈問合せ〉
　健康課事業調整係（�保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター4階
　　　　　　　　　��（内線：22362）
　直通電話　　　�� �（042）438�4021

難病医療費等助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
国又は都の指定する難病にり患しており、次の（１）又は（２）のいずれかに該当する方
（１）その症状が厚生労働大臣または知事が定める程度の方
（２）（１）に該当しないが、当該疾病の治療に要した医療費が一定期間に一定額以上生
じている方

〈給付内容等〉
医療費の自己負担（外来・入院）が原則 2割になり、月額自己負担上限額（利用者本人
や世帯の所得に応じて）が設定されます。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

特殊医療費助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、人工透析を必要とする慢性腎不全の方または先天性血液凝固因子欠乏症の方

〈給付内容等〉
人工透析を必要とする腎不全の方は、医療保険による特定疾病療養受療証が適用された後
の患者自己負担額のうち、1医療機関等につき、人工透析に係る診療（入院・外来ごと）・
調剤費ごとに月額 1万円を限度に助成します。
�先天性血液凝固因子欠乏症等の方は、医療保険等を適用された後の患者自己負担のうち、
対象疾病に係る診療・調剤費を全額助成します。
生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

89

6. 
医
療

B 型・C 型ウイルス肝炎治療医療費助成制度 難 �担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、都が指定する肝臓専門医療機関でB型・C型ウイルス肝炎のインターフェ
ロン治療・インターフェロンフリー治療、またはB型ウイルス肝炎核酸アナログ製剤治
療が必要と診断された方

〈給付内容等〉
�インターフェロン治療・インターフェロンフリー治療、核酸アナログ製剤治療にかかる保
険診療の患者負担額の合計額から患者一部負担（なし・1万円・2万円）を除いた額を助
成します。負担額は、所得によって決まります。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は、自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。
　・生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

肝がん・重度肝硬変医療費助成制度 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、次の（１）から（４）のすべてに該当する方
（１）B型・C型肝炎ウイルス重度肝硬変により医療機関で入院治療を受けている方
（２）世帯収入が概ね 370万円未満の方（ただし、生活保護受給者を除く）
（３）申請月の前の 11か月以内に高額療養費算定基準額を超えた月が３か月以上ある方
（４）肝がん・重度肝硬変の治療の研究への協力に同意している方

〈給付内容等〉
�入院時自己負担額が高額療養費の算定基準額を超えた月が過去 12か月以内に 4 か月目以
上にあたるとき一部負担額を除いた額を助成します。
所得に応じて自己負担（なし・1万円の 2区分）があります。

〈窓口〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806
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〈問合せ〉
　健康課事業調整係（�保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター4階
　　　　　　　　　��（内線：22362）
　直通電話　　　�� �（042）438�4021

難病医療費等助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
国又は都の指定する難病にり患しており、次の（１）又は（２）のいずれかに該当する方
（１）その症状が厚生労働大臣または知事が定める程度の方
（２）（１）に該当しないが、当該疾病の治療に要した医療費が一定期間に一定額以上生
じている方

〈給付内容等〉
医療費の自己負担（外来・入院）が原則 2割になり、月額自己負担上限額（利用者本人
や世帯の所得に応じて）が設定されます。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

特殊医療費助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、人工透析を必要とする慢性腎不全の方または先天性血液凝固因子欠乏症の方

〈給付内容等〉
人工透析を必要とする腎不全の方は、医療保険による特定疾病療養受療証が適用された後
の患者自己負担額のうち、1医療機関等につき、人工透析に係る診療（入院・外来ごと）・
調剤費ごとに月額 1万円を限度に助成します。
�先天性血液凝固因子欠乏症等の方は、医療保険等を適用された後の患者自己負担のうち、
対象疾病に係る診療・調剤費を全額助成します。
生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806
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B 型・C 型ウイルス肝炎治療医療費助成制度 難 �担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、都が指定する肝臓専門医療機関でB型・C型ウイルス肝炎のインターフェ
ロン治療・インターフェロンフリー治療、またはB型ウイルス肝炎核酸アナログ製剤治
療が必要と診断された方

〈給付内容等〉
�インターフェロン治療・インターフェロンフリー治療、核酸アナログ製剤治療にかかる保
険診療の患者負担額の合計額から患者一部負担（なし・1万円・2万円）を除いた額を助
成します。負担額は、所得によって決まります。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は、自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。
　・生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

肝がん・重度肝硬変医療費助成制度 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、次の（１）から（４）のすべてに該当する方
（１）B型・C型肝炎ウイルス重度肝硬変により医療機関で入院治療を受けている方
（２）世帯収入が概ね 370万円未満の方（ただし、生活保護受給者を除く）
（３）申請月の前の 11か月以内に高額療養費算定基準額を超えた月が３か月以上ある方
（４）肝がん・重度肝硬変の治療の研究への協力に同意している方

〈給付内容等〉
�入院時自己負担額が高額療養費の算定基準額を超えた月が過去 12か月以内に 4 か月目以
上にあたるとき一部負担額を除いた額を助成します。
所得に応じて自己負担（なし・1万円の 2区分）があります。

〈窓口〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806
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〈問合せ〉
　健康課事業調整係（�保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター4階
　　　　　　　　　��（内線：22362）
　直通電話　　　�� �（042）438�4021

難病医療費等助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
国又は都の指定する難病にり患しており、次の（１）又は（２）のいずれかに該当する方
（１）その症状が厚生労働大臣または知事が定める程度の方
（２）（１）に該当しないが、当該疾病の治療に要した医療費が一定期間に一定額以上生
じている方

〈給付内容等〉
医療費の自己負担（外来・入院）が原則 2割になり、月額自己負担上限額（利用者本人
や世帯の所得に応じて）が設定されます。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

特殊医療費助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、人工透析を必要とする慢性腎不全の方または先天性血液凝固因子欠乏症の方

〈給付内容等〉
人工透析を必要とする腎不全の方は、医療保険による特定疾病療養受療証が適用された後
の患者自己負担額のうち、1医療機関等につき、人工透析に係る診療（入院・外来ごと）・
調剤費ごとに月額 1万円を限度に助成します。
�先天性血液凝固因子欠乏症等の方は、医療保険等を適用された後の患者自己負担のうち、
対象疾病に係る診療・調剤費を全額助成します。
生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806
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B 型・C 型ウイルス肝炎治療医療費助成制度 難 �担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、都が指定する肝臓専門医療機関でB型・C型ウイルス肝炎のインターフェ
ロン治療・インターフェロンフリー治療、またはB型ウイルス肝炎核酸アナログ製剤治
療が必要と診断された方

〈給付内容等〉
�インターフェロン治療・インターフェロンフリー治療、核酸アナログ製剤治療にかかる保
険診療の患者負担額の合計額から患者一部負担（なし・1万円・2万円）を除いた額を助
成します。負担額は、所得によって決まります。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は、自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。
　・生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

肝がん・重度肝硬変医療費助成制度 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、次の（１）から（４）のすべてに該当する方
（１）B型・C型肝炎ウイルス重度肝硬変により医療機関で入院治療を受けている方
（２）世帯収入が概ね 370万円未満の方（ただし、生活保護受給者を除く）
（３）申請月の前の 11か月以内に高額療養費算定基準額を超えた月が３か月以上ある方
（４）肝がん・重度肝硬変の治療の研究への協力に同意している方

〈給付内容等〉
�入院時自己負担額が高額療養費の算定基準額を超えた月が過去 12か月以内に 4 か月目以
上にあたるとき一部負担額を除いた額を助成します。
所得に応じて自己負担（なし・1万円の 2区分）があります。

〈窓口〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806
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〈問合せ〉
　健康課事業調整係（�保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター4階
　　　　　　　　　��（内線：22362）
　直通電話　　　�� �（042）438�4021

難病医療費等助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
国又は都の指定する難病にり患しており、次の（１）又は（２）のいずれかに該当する方
（１）その症状が厚生労働大臣または知事が定める程度の方
（２）（１）に該当しないが、当該疾病の治療に要した医療費が一定期間に一定額以上生
じている方

〈給付内容等〉
医療費の自己負担（外来・入院）が原則 2割になり、月額自己負担上限額（利用者本人
や世帯の所得に応じて）が設定されます。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

特殊医療費助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、人工透析を必要とする慢性腎不全の方または先天性血液凝固因子欠乏症の方

〈給付内容等〉
人工透析を必要とする腎不全の方は、医療保険による特定疾病療養受療証が適用された後
の患者自己負担額のうち、1医療機関等につき、人工透析に係る診療（入院・外来ごと）・
調剤費ごとに月額 1万円を限度に助成します。
�先天性血液凝固因子欠乏症等の方は、医療保険等を適用された後の患者自己負担のうち、
対象疾病に係る診療・調剤費を全額助成します。
生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806
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B 型・C 型ウイルス肝炎治療医療費助成制度 難 �担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、都が指定する肝臓専門医療機関でB型・C型ウイルス肝炎のインターフェ
ロン治療・インターフェロンフリー治療、またはB型ウイルス肝炎核酸アナログ製剤治
療が必要と診断された方

〈給付内容等〉
�インターフェロン治療・インターフェロンフリー治療、核酸アナログ製剤治療にかかる保
険診療の患者負担額の合計額から患者一部負担（なし・1万円・2万円）を除いた額を助
成します。負担額は、所得によって決まります。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は、自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。
　・生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

肝がん・重度肝硬変医療費助成制度 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、次の（１）から（４）のすべてに該当する方
（１）B型・C型肝炎ウイルス重度肝硬変により医療機関で入院治療を受けている方
（２）世帯収入が概ね 370万円未満の方（ただし、生活保護受給者を除く）
（３）申請月の前の 11か月以内に高額療養費算定基準額を超えた月が３か月以上ある方
（４）肝がん・重度肝硬変の治療の研究への協力に同意している方

〈給付内容等〉
�入院時自己負担額が高額療養費の算定基準額を超えた月が過去 12か月以内に 4 か月目以
上にあたるとき一部負担額を除いた額を助成します。
所得に応じて自己負担（なし・1万円の 2区分）があります。

〈窓口〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

〈問合せ〉
 （保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター４階　健康課事業調整係
　　　　　 （内線：22362）
 直通電話　（042）438-4021
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〈問合せ〉
（保谷庁舎）、防災センター、保谷保健福祉総合センター４階 健康課事業調整係

（内線：
直通電話、
難病医療費とう助成制度、担当窓口、障害福祉課
〈対象〉
国、または、との指定する難病にり患しており、次の（１または（２のいずれかに該当するかた
（１、その症状が厚生労働大臣または知事が定める程度のかた
（２、（１に該当しないが、当該疾病の治療に要した医療費が一定期間に一定額以上生じているかた
〈助成内容とう〉
医療費の自己負担、（外来、入院が原則、２割になり、つき額自己負担上限額（利用者本人や世帯の所得に応じ
て、が設定されます。
※、入院時の食事療養、生活療養標準負担額は自己負担になります。
・申請には所定の診断書などが必要です。
〈問合せ〉
障害福祉課、（内線： ～
直通電話、
特殊医療費等助成制度、担当窓口、障害福祉課
〈対象〉
とない在住で、人工透析を必要とする腎不全のかたまたは先天性血液凝固因子欠乏症等のかた
〈制限〉

生活保護を受けている方は対象外です。
〈助成内容とう〉
人工透析を必要とする腎不全のかたは、医療保険による特定疾病療養受療しょうが適用された後の患者自己負担
額のうち、１医療機関とうにつき、人工透析にかかる診療（入院、外来ごと）、調剤費ごとにつき額１万円を限
度に助成します。
先天性血液凝固因子欠乏症とうのかたは、医療保険などを適用された後の患者自己負担のうち、対象疾病にかか
る診療、調剤費を全額助成します。
〈問合せ〉
障害福祉課、（内線： ～
直通電話、
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〈問合せ〉
　健康課事業調整係（�保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター4階
　　　　　　　　　��（内線：22362）
　直通電話　　　�� �（042）438�4021

難病医療費等助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
国又は都の指定する難病にり患しており、次の（１）又は（２）のいずれかに該当する方
（１）その症状が厚生労働大臣または知事が定める程度の方
（２）（１）に該当しないが、当該疾病の治療に要した医療費が一定期間に一定額以上生
じている方

〈給付内容等〉
医療費の自己負担（外来・入院）が原則 2割になり、月額自己負担上限額（利用者本人
や世帯の所得に応じて）が設定されます。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

特殊医療費助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、人工透析を必要とする慢性腎不全の方または先天性血液凝固因子欠乏症の方

〈給付内容等〉
人工透析を必要とする腎不全の方は、医療保険による特定疾病療養受療証が適用された後
の患者自己負担額のうち、1医療機関等につき、人工透析に係る診療（入院・外来ごと）・
調剤費ごとに月額 1万円を限度に助成します。
�先天性血液凝固因子欠乏症等の方は、医療保険等を適用された後の患者自己負担のうち、
対象疾病に係る診療・調剤費を全額助成します。
生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806
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〈問合せ〉
　健康課事業調整係（�保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター4階
　　　　　　　　　��（内線：22362）
　直通電話　　　�� �（042）438�4021

難病医療費等助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
国又は都の指定する難病にり患しており、次の（１）又は（２）のいずれかに該当する方
（１）その症状が厚生労働大臣または知事が定める程度の方
（２）（１）に該当しないが、当該疾病の治療に要した医療費が一定期間に一定額以上生
じている方

〈給付内容等〉
医療費の自己負担（外来・入院）が原則 2割になり、月額自己負担上限額（利用者本人
や世帯の所得に応じて）が設定されます。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

特殊医療費助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、人工透析を必要とする慢性腎不全の方または先天性血液凝固因子欠乏症の方

〈給付内容等〉
人工透析を必要とする腎不全の方は、医療保険による特定疾病療養受療証が適用された後
の患者自己負担額のうち、1医療機関等につき、人工透析に係る診療（入院・外来ごと）・
調剤費ごとに月額 1万円を限度に助成します。
�先天性血液凝固因子欠乏症等の方は、医療保険等を適用された後の患者自己負担のうち、
対象疾病に係る診療・調剤費を全額助成します。
生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806
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B 型・C 型ウイルス肝炎治療医療費助成制度 難 �担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、都が指定する肝臓専門医療機関でB型・C型ウイルス肝炎のインターフェ
ロン治療・インターフェロンフリー治療、またはB型ウイルス肝炎核酸アナログ製剤治
療が必要と診断された方

〈給付内容等〉
�インターフェロン治療・インターフェロンフリー治療、核酸アナログ製剤治療にかかる保
険診療の患者負担額の合計額から患者一部負担（なし・1万円・2万円）を除いた額を助
成します。負担額は、所得によって決まります。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は、自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。
　・生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

肝がん・重度肝硬変医療費助成制度 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、次の（１）から（４）のすべてに該当する方
（１）B型・C型肝炎ウイルス重度肝硬変により医療機関で入院治療を受けている方
（２）世帯収入が概ね 370万円未満の方（ただし、生活保護受給者を除く）
（３）申請月の前の 11か月以内に高額療養費算定基準額を超えた月が３か月以上ある方
（４）肝がん・重度肝硬変の治療の研究への協力に同意している方

〈給付内容等〉
�入院時自己負担額が高額療養費の算定基準額を超えた月が過去 12か月以内に 4か月目以
上にあたるとき一部負担額を除いた額を助成します。
所得に応じて自己負担（なし・1万円の 2区分）があります。

〈窓口〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806
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〈問合せ〉
　健康課事業調整係（�保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター4階
　　　　　　　　　��（内線：22362）
　直通電話　　　�� �（042）438�4021

難病医療費等助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
国又は都の指定する難病にり患しており、次の（１）又は（２）のいずれかに該当する方
（１）その症状が厚生労働大臣または知事が定める程度の方
（２）（１）に該当しないが、当該疾病の治療に要した医療費が一定期間に一定額以上生
じている方

〈給付内容等〉
医療費の自己負担（外来・入院）が原則 2割になり、月額自己負担上限額（利用者本人
や世帯の所得に応じて）が設定されます。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

特殊医療費助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、人工透析を必要とする慢性腎不全の方または先天性血液凝固因子欠乏症の方

〈給付内容等〉
人工透析を必要とする腎不全の方は、医療保険による特定疾病療養受療証が適用された後
の患者自己負担額のうち、1医療機関等につき、人工透析に係る診療（入院・外来ごと）・
調剤費ごとに月額 1万円を限度に助成します。
�先天性血液凝固因子欠乏症等の方は、医療保険等を適用された後の患者自己負担のうち、
対象疾病に係る診療・調剤費を全額助成します。
生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

 〈問合せ〉
　障害福祉課（内線：12317 ～ 12319）
　直通電話　 （042）420-2806

都内に住所があり、Ｂ型・Ｃ型肝炎のインターフェロン治療・Ｃ型肝炎インターフェロン
フリー治療、またはＢ型肝炎核酸アナログ製剤治療が必要と診断された方

・申請には所定の診断書などが必要です。
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〈問合せ〉
　健康課事業調整係（�保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター4階
　　　　　　　　　��（内線：22362）
　直通電話　　　�� �（042）438�4021

難病医療費等助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
国又は都の指定する難病にり患しており、次の（１）又は（２）のいずれかに該当する方
（１）その症状が厚生労働大臣または知事が定める程度の方
（２）（１）に該当しないが、当該疾病の治療に要した医療費が一定期間に一定額以上生
じている方

〈給付内容等〉
医療費の自己負担（外来・入院）が原則 2割になり、月額自己負担上限額（利用者本人
や世帯の所得に応じて）が設定されます。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

特殊医療費助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、人工透析を必要とする慢性腎不全の方または先天性血液凝固因子欠乏症の方

〈給付内容等〉
人工透析を必要とする腎不全の方は、医療保険による特定疾病療養受療証が適用された後
の患者自己負担額のうち、1医療機関等につき、人工透析に係る診療（入院・外来ごと）・
調剤費ごとに月額 1万円を限度に助成します。
�先天性血液凝固因子欠乏症等の方は、医療保険等を適用された後の患者自己負担のうち、
対象疾病に係る診療・調剤費を全額助成します。
生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806
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B 型・C 型ウイルス肝炎治療医療費助成制度 難 �担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、都が指定する肝臓専門医療機関でB型・C型ウイルス肝炎のインターフェ
ロン治療・インターフェロンフリー治療、またはB型ウイルス肝炎核酸アナログ製剤治
療が必要と診断された方

〈給付内容等〉
�インターフェロン治療・インターフェロンフリー治療、核酸アナログ製剤治療にかかる保
険診療の患者負担額の合計額から患者一部負担（なし・1万円・2万円）を除いた額を助
成します。負担額は、所得によって決まります。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は、自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。
　・生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

肝がん・重度肝硬変医療費助成制度 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、次の（１）から（４）のすべてに該当する方
（１）B型・C型肝炎ウイルス重度肝硬変により医療機関で入院治療を受けている方
（２）世帯収入が概ね 370万円未満の方（ただし、生活保護受給者を除く）
（３）申請月の前の 11か月以内に高額療養費算定基準額を超えた月が３か月以上ある方
（４）肝がん・重度肝硬変の治療の研究への協力に同意している方

〈給付内容等〉
�入院時自己負担額が高額療養費の算定基準額を超えた月が過去 12か月以内に 4か月目以
上にあたるとき一部負担額を除いた額を助成します。
所得に応じて自己負担（なし・1万円の 2区分）があります。

〈窓口〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806
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〈問合せ〉
　健康課事業調整係（�保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター4階
　　　　　　　　　��（内線：22362）
　直通電話　　　�� �（042）438�4021

難病医療費等助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
国又は都の指定する難病にり患しており、次の（１）又は（２）のいずれかに該当する方
（１）その症状が厚生労働大臣または知事が定める程度の方
（２）（１）に該当しないが、当該疾病の治療に要した医療費が一定期間に一定額以上生
じている方

〈給付内容等〉
医療費の自己負担（外来・入院）が原則 2割になり、月額自己負担上限額（利用者本人
や世帯の所得に応じて）が設定されます。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

特殊医療費助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、人工透析を必要とする慢性腎不全の方または先天性血液凝固因子欠乏症の方

〈給付内容等〉
人工透析を必要とする腎不全の方は、医療保険による特定疾病療養受療証が適用された後
の患者自己負担額のうち、1医療機関等につき、人工透析に係る診療（入院・外来ごと）・
調剤費ごとに月額 1万円を限度に助成します。
�先天性血液凝固因子欠乏症等の方は、医療保険等を適用された後の患者自己負担のうち、
対象疾病に係る診療・調剤費を全額助成します。
生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806
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B 型・C 型ウイルス肝炎治療医療費助成制度 難 �担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、都が指定する肝臓専門医療機関でB型・C型ウイルス肝炎のインターフェ
ロン治療・インターフェロンフリー治療、またはB型ウイルス肝炎核酸アナログ製剤治
療が必要と診断された方

〈給付内容等〉
�インターフェロン治療・インターフェロンフリー治療、核酸アナログ製剤治療にかかる保
険診療の患者負担額の合計額から患者一部負担（なし・1万円・2万円）を除いた額を助
成します。負担額は、所得によって決まります。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は、自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。
　・生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

肝がん・重度肝硬変医療費助成制度 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、次の（１）から（４）のすべてに該当する方
（１）B型・C型肝炎ウイルス重度肝硬変により医療機関で入院治療を受けている方
（２）世帯収入が概ね 370万円未満の方（ただし、生活保護受給者を除く）
（３）申請月の前の 11か月以内に高額療養費算定基準額を超えた月が３か月以上ある方
（４）肝がん・重度肝硬変の治療の研究への協力に同意している方

〈給付内容等〉
�入院時自己負担額が高額療養費の算定基準額を超えた月が過去 12か月以内に 4か月目以
上にあたるとき一部負担額を除いた額を助成します。
所得に応じて自己負担（なし・1万円の 2区分）があります。

〈窓口〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

  〈制　限〉
生活保護を受けている方は対象外です。

  〈助成内容等〉

  〈制　限〉
生活保護を受けている方は対象外です。

  〈助成内容等〉
入院・通院時自己負担額が高額療養費の算定基準額を超えた月が過去 12 か月以内に３か月
目以上にあたるとき一部負担額を除いた額を助成します。
所得に応じて自己負担（なし・１万円の２区分）があります。

　　　　　 〈問合せ〉
　　　　　　障害福祉課（内線：12317 ～ 12319）
　　　　　　直通電話　 （042）420-2806
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〈問合せ〉
　健康課事業調整係（�保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター4階
　　　　　　　　　��（内線：22362）
　直通電話　　　�� �（042）438�4021

難病医療費等助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
国又は都の指定する難病にり患しており、次の（１）又は（２）のいずれかに該当する方
（１）その症状が厚生労働大臣または知事が定める程度の方
（２）（１）に該当しないが、当該疾病の治療に要した医療費が一定期間に一定額以上生
じている方

〈給付内容等〉
医療費の自己負担（外来・入院）が原則 2割になり、月額自己負担上限額（利用者本人
や世帯の所得に応じて）が設定されます。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

特殊医療費助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、人工透析を必要とする慢性腎不全の方または先天性血液凝固因子欠乏症の方

〈給付内容等〉
人工透析を必要とする腎不全の方は、医療保険による特定疾病療養受療証が適用された後
の患者自己負担額のうち、1医療機関等につき、人工透析に係る診療（入院・外来ごと）・
調剤費ごとに月額 1万円を限度に助成します。
�先天性血液凝固因子欠乏症等の方は、医療保険等を適用された後の患者自己負担のうち、
対象疾病に係る診療・調剤費を全額助成します。
生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806
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B 型・C 型ウイルス肝炎治療医療費助成制度 難 �担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、都が指定する肝臓専門医療機関でB型・C型ウイルス肝炎のインターフェ
ロン治療・インターフェロンフリー治療、またはB型ウイルス肝炎核酸アナログ製剤治
療が必要と診断された方

〈給付内容等〉
�インターフェロン治療・インターフェロンフリー治療、核酸アナログ製剤治療にかかる保
険診療の患者負担額の合計額から患者一部負担（なし・1万円・2万円）を除いた額を助
成します。負担額は、所得によって決まります。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は、自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。
　・生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

肝がん・重度肝硬変医療費助成制度 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、次の（１）から（４）のすべてに該当する方
（１）B型・C型肝炎ウイルス重度肝硬変により医療機関で入院治療を受けている方
（２）世帯収入が概ね 370万円未満の方（ただし、生活保護受給者を除く）
（３）申請月の前の 11か月以内に高額療養費算定基準額を超えた月が３か月以上ある方
（４）肝がん・重度肝硬変の治療の研究への協力に同意している方

〈給付内容等〉
�入院時自己負担額が高額療養費の算定基準額を超えた月が過去 12か月以内に 4か月目以
上にあたるとき一部負担額を除いた額を助成します。
所得に応じて自己負担（なし・1万円の 2区分）があります。

〈窓口〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806
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〈問合せ〉
　健康課事業調整係（�保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター4階
　　　　　　　　　��（内線：22362）
　直通電話　　　�� �（042）438�4021

難病医療費等助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
国又は都の指定する難病にり患しており、次の（１）又は（２）のいずれかに該当する方
（１）その症状が厚生労働大臣または知事が定める程度の方
（２）（１）に該当しないが、当該疾病の治療に要した医療費が一定期間に一定額以上生
じている方

〈給付内容等〉
医療費の自己負担（外来・入院）が原則 2割になり、月額自己負担上限額（利用者本人
や世帯の所得に応じて）が設定されます。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

特殊医療費助成制度 難 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、人工透析を必要とする慢性腎不全の方または先天性血液凝固因子欠乏症の方

〈給付内容等〉
人工透析を必要とする腎不全の方は、医療保険による特定疾病療養受療証が適用された後
の患者自己負担額のうち、1医療機関等につき、人工透析に係る診療（入院・外来ごと）・
調剤費ごとに月額 1万円を限度に助成します。
�先天性血液凝固因子欠乏症等の方は、医療保険等を適用された後の患者自己負担のうち、
対象疾病に係る診療・調剤費を全額助成します。
生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806
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B 型・C 型ウイルス肝炎治療医療費助成制度 難 �担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、都が指定する肝臓専門医療機関でB型・C型ウイルス肝炎のインターフェ
ロン治療・インターフェロンフリー治療、またはB型ウイルス肝炎核酸アナログ製剤治
療が必要と診断された方

〈給付内容等〉
�インターフェロン治療・インターフェロンフリー治療、核酸アナログ製剤治療にかかる保
険診療の患者負担額の合計額から患者一部負担（なし・1万円・2万円）を除いた額を助
成します。負担額は、所得によって決まります。
　※入院時の食事療養・生活療養標準負担額は、自己負担になります。
　・申請には所定の診断書等が必要です。
　・生活保護を受けている方は対象外です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

肝がん・重度肝硬変医療費助成制度 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
都内在住で、次の（１）から（４）のすべてに該当する方
（１）B型・C型肝炎ウイルス重度肝硬変により医療機関で入院治療を受けている方
（２）世帯収入が概ね 370万円未満の方（ただし、生活保護受給者を除く）
（３）申請月の前の 11か月以内に高額療養費算定基準額を超えた月が３か月以上ある方
（４）肝がん・重度肝硬変の治療の研究への協力に同意している方

〈給付内容等〉
�入院時自己負担額が高額療養費の算定基準額を超えた月が過去 12か月以内に 4か月目以
上にあたるとき一部負担額を除いた額を助成します。
所得に応じて自己負担（なし・1万円の 2区分）があります。

〈窓口〉
　障害福祉課　（内線：12318）
　直通電話　　（042）420�2806

都内に住所があり、　次の（１）～（４）のすべてに該当する方
Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスが原因の肝がん・重度肝硬変と診断され、入院または通院
治療を受けている方

インターフェロン治療・インターフェロンフリー治療、核酸アナログ製剤治療にかかる保
険診療の患者負担の合計額から患者一部負担（なし・１万円・２万円）を除いた額を助成
します。負担額は世帯の所得によって決まります。

12317 ～ 12319）

２

6.
医
療

93

ページ
がた、 がたウイルスかんえん治療医療費助成制度、担当窓口、障害福祉課

〈対象〉
都ないに住所があり、 がた、 がたかんえんのインターフェロン治療、Ｃ型肝炎、インターフェロンフリー治
療、または がたかんえん核酸アナログ製剤治療が必要と診断されたかた
〈制限〉
・生活保護を受けているかたは対象がいです。
〈助成内容とう〉
インターフェロン治療、インターフェロンフリー治療、核酸アナログ製剤治療にかかる保険診療の患者負担の合
計額から患者一部負担、（なし、 万円、 万円を除いたがくを助成します。負担額は、世帯の所得によって決ま
ります。
※、入院時の食事療養、生活療養標準負担額は、自己負担になります。
・申請には所定の診断書などが必要です。
〈問合せ〉
障害福祉課、（内線： ～
直通電話、
かんがん、重度肝硬変医療費助成制度、担当窓口、障害福祉課
〈対象〉
都ないに住所があり、、次の（１から（４のすべてに該当するかた
（１、 がた、 がたかんえんウイルスが原因のかんがん、重度肝硬変と診断され、入院または通院治療を受け
ているかた
（２、世帯収入が概ね 万円未満のかた
（３、申請月の前の か月以内に高額療養費算定基準がくを超えた月が２か月以上あるかた
（４、かんがん、重度肝硬変の治療の研究への協力に同意しているかた
〈制限〉
・生活保護を受けているかたは対象がいです。
〈助成内容とう〉
入院・通院時自己負担額が高額療養費の算定基準がくを超えた月が過去 か月以内に か月目以上にあたると
き、一部負担額を除いたがくを助成します。
所得に応じて自己負担、（なし、 円の２区分があります。
〈問合せ〉
障害福祉課、（内線： ～
直通電話、
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小児精神病入院医療費助成制度 精  � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
�都内に住所を有し、精神疾患のため精神科病床で入院治療を必要とする 18歳未満の方�

（ただし、継続入院の場合には満 20歳になる誕生月の末日まで延長が可能です。）

〈給付内容等〉
健康保険適用（高額療養費等を含む）後の自己負担額の全額を助成します。
ただし、食事療養標準負担額は患者負担となります。
　※申請には所定の診断書等が必要です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12319）
　直通電話　　（042）420�2806

小児慢性疾患の医療費助成 � 担当窓口　健康課

〈対　象〉
18 歳未満の児童で、以下の病気にかかっており、病状が認定基準を満たす方（ただし、
18歳未満で認定を受け、引き続き有効な医療券を交付されている方に限り満 20 歳未満
まで延長可能です。）
（１）悪性新生物�（２）慢性腎疾患�（３）慢性呼吸器疾患�（４）慢性心疾患（手術は、原
則として育成医療の給付対象）�（５）内分泌疾患�（６）膠原病�（７）糖尿病�（８）先天性代
謝異常�（９）血液疾患�（10）免疫疾患�（11）神経・筋疾患�（12）慢性消化器疾患�（13）
染色体又は遺伝子に変化を伴う症候群�（14）皮膚疾患�（15）骨系統疾患�（16）�脈管系疾患

〈給付内容等〉
指定疾患にかかる治療費（保険適用分）の一部が助成されます。

〈制　限〉
所得に応じた一部自己負担があります。

〈問合せ〉
　○申請に関する問合せ
　　健康課事業調整係（�保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター 4階
　　　　　　　　　　�（内線：22362）
　　直通電話　　　　 （042）438�4021

　○制度に関する問合せ
　　東京都少子社会対策部家庭支援課母子医療助成担当
　　　　　�電話　（03）5320�4375
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小児精神病入院医療費助成制度 精  � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
�都内に住所を有し、精神疾患のため精神科病床で入院治療を必要とする 18歳未満の方�

（ただし、継続入院の場合には満 20歳になる誕生月の末日まで延長が可能です。）

〈給付内容等〉
健康保険適用（高額療養費等を含む）後の自己負担額の全額を助成します。
ただし、食事療養標準負担額は患者負担となります。
　※申請には所定の診断書等が必要です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12319）
　直通電話　　（042）420�2806

小児慢性疾患の医療費助成 � 担当窓口　健康課

〈対　象〉
18 歳未満の児童で、以下の病気にかかっており、病状が認定基準を満たす方（ただし、
18歳未満で認定を受け、引き続き有効な医療券を交付されている方に限り満 20 歳未満
まで延長可能です。）
（１）悪性新生物�（２）慢性腎疾患�（３）慢性呼吸器疾患�（４）慢性心疾患（手術は、原
則として育成医療の給付対象）�（５）内分泌疾患�（６）膠原病�（７）糖尿病�（８）先天性代
謝異常�（９）血液疾患�（10）免疫疾患�（11）神経・筋疾患�（12）慢性消化器疾患�（13）
染色体又は遺伝子に変化を伴う症候群�（14）皮膚疾患�（15）骨系統疾患�（16）�脈管系疾患

〈給付内容等〉
指定疾患にかかる治療費（保険適用分）の一部が助成されます。

〈制　限〉
所得に応じた一部自己負担があります。

〈問合せ〉
　○申請に関する問合せ
　　健康課事業調整係（�保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター 4階
　　　　　　　　　　�（内線：22362）
　　直通電話　　　　 （042）438�4021

　○制度に関する問合せ
　　東京都少子社会対策部家庭支援課母子医療助成担当
　　　　　�電話　（03）5320�4375
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小児精神病入院医療費助成制度 精  � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
�都内に住所を有し、精神疾患のため精神科病床で入院治療を必要とする 18歳未満の方�

（ただし、継続入院の場合には満 20歳になる誕生月の末日まで延長が可能です。）

〈給付内容等〉
健康保険適用（高額療養費等を含む）後の自己負担額の全額を助成します。
ただし、食事療養標準負担額は患者負担となります。
　※申請には所定の診断書等が必要です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12319）
　直通電話　　（042）420�2806

小児慢性疾患の医療費助成 � 担当窓口　健康課

〈対　象〉
18 歳未満の児童で、以下の病気にかかっており、病状が認定基準を満たす方（ただし、
18歳未満で認定を受け、引き続き有効な医療券を交付されている方に限り満 20 歳未満
まで延長可能です。）
（１）悪性新生物�（２）慢性腎疾患�（３）慢性呼吸器疾患�（４）慢性心疾患（手術は、原
則として育成医療の給付対象）�（５）内分泌疾患�（６）膠原病�（７）糖尿病�（８）先天性代
謝異常�（９）血液疾患�（10）免疫疾患�（11）神経・筋疾患�（12）慢性消化器疾患�（13）
染色体又は遺伝子に変化を伴う症候群�（14）皮膚疾患�（15）骨系統疾患�（16）�脈管系疾患

〈給付内容等〉
指定疾患にかかる治療費（保険適用分）の一部が助成されます。

〈制　限〉
所得に応じた一部自己負担があります。

〈問合せ〉
　○申請に関する問合せ
　　健康課事業調整係（�保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター 4階
　　　　　　　　　　�（内線：22362）
　　直通電話　　　　 （042）438�4021

　○制度に関する問合せ
　　東京都少子社会対策部家庭支援課母子医療助成担当
　　　　　�電話　（03）5320�4375
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ひとり親家庭等医療費補助制度（都の制度） 身  知  精  �担当窓口　子育て支援課
〈対　象〉
父または母が重度の障害者で、18歳に達した日の属する年度末以前（身体障害者手帳 1
～ 3級、愛の手帳 1 ～ 3度程度の障害児は 20歳未満）の児童とその児童を養育してい
る保護者

〈給付内容等〉
医療保険の自己負担額から一部負担金（医療保険対象総医療費の 1割）及び食事療養標
準負担額又は生活療養標準負担額を控除した額（ただし住民税非課税世帯の方の一部負担
金はありません）を助成

〈制　限〉
次の方は対象外となります。
　・医療保険未加入の方
　・申請者または配偶者・扶養義務者の所得（養育費含む）が制限額以上の方
　・生活保護を受けている方
　・医療費の自己負担分のない施設に入所している方
　・マル障、マル乳、マル子対象の方

〈問合せ〉
　子育て支援課手当助成係（内線：11526）
　直通電話　　　　　　　 （042）460�9840

診療など
障害者の方の歯科医療機関 身  知  精  難

公益社団法人西東京市歯科医師会
　西東京市田無町 5-5-12　田無総合福祉センター内
　電話　（042）466�2033　　FAX���（042）463�6621
　　　　（042）468�8744

〈内容等〉
市内にお住まいの方で、何らかの障害によって、ご自分でかかりつけ歯科医院を探すこと
が困難な方、かかりつけ歯科医がいなくて困っている方に対して、訪問歯科診療、訪問歯
科健診、専門医療機関の紹介等を行っています。
まずは、電話・FAXでご相談ください。

都内に住所があり、精神疾患のため精神科病床で入院治療を必要とする 18 歳未満の方
（ただし、継続入院の場合には満 20 歳になる誕生月の末日まで延長が可能です。）

 〈助成範囲〉
健康保険が適用される入院医療費について、高額療養費の支給を受けた上での自己負担額
のうち食事療養標準負担額を除いた額を助成します。
自費扱いとなる費用（差額ベット代など）は対象外です。
※申請には所定の診断書などが必要です。

〈問合せ〉
 障害福祉課　（内線：12317 ～ 12319）
 直通電話　　（042）420-2806

謝異常症（９）血液疾患（10）免疫疾患（11）神経・筋疾患（12）慢性消化器疾患（13）

〇制度に関する問合せ
　東京都少子社会対策部家庭支援課母子医療助成担当　
　電話（03）5320-4375　　

  小児精神病医療費助成制度 精
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小児精神病入院医療費助成制度 精  � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
�都内に住所を有し、精神疾患のため精神科病床で入院治療を必要とする 18歳未満の方�

（ただし、継続入院の場合には満 20歳になる誕生月の末日まで延長が可能です。）

〈給付内容等〉
健康保険適用（高額療養費等を含む）後の自己負担額の全額を助成します。
ただし、食事療養標準負担額は患者負担となります。
　※申請には所定の診断書等が必要です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12319）
　直通電話　　（042）420�2806

小児慢性疾患の医療費助成 � 担当窓口　健康課

〈対　象〉
18 歳未満の児童で、以下の病気にかかっており、病状が認定基準を満たす方（ただし、
18歳未満で認定を受け、引き続き有効な医療券を交付されている方に限り満 20 歳未満
まで延長可能です。）
（１）悪性新生物�（２）慢性腎疾患�（３）慢性呼吸器疾患�（４）慢性心疾患（手術は、原
則として育成医療の給付対象）�（５）内分泌疾患�（６）膠原病�（７）糖尿病�（８）先天性代
謝異常�（９）血液疾患�（10）免疫疾患�（11）神経・筋疾患�（12）慢性消化器疾患�（13）
染色体又は遺伝子に変化を伴う症候群�（14）皮膚疾患�（15）骨系統疾患�（16）�脈管系疾患

〈給付内容等〉
指定疾患にかかる治療費（保険適用分）の一部が助成されます。

〈制　限〉
所得に応じた一部自己負担があります。

〈問合せ〉
　○申請に関する問合せ
　　健康課事業調整係（�保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター 4階
　　　　　　　　　　�（内線：22362）
　　直通電話　　　　 （042）438�4021

　○制度に関する問合せ
　　東京都少子社会対策部家庭支援課母子医療助成担当
　　　　　�電話　（03）5320�4375
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ひとり親家庭等医療費補助制度（都の制度） 身  知  精  �担当窓口　子育て支援課
〈対　象〉
父または母が重度の障害者で、18歳に達した日の属する年度末以前（身体障害者手帳 1
～ 3級、愛の手帳 1 ～ 3度程度の障害児は 20歳未満）の児童とその児童を養育してい
る保護者

〈給付内容等〉
医療保険の自己負担額から一部負担金（医療保険対象総医療費の 1割）及び食事療養標
準負担額又は生活療養標準負担額を控除した額（ただし住民税非課税世帯の方の一部負担
金はありません）を助成

〈制　限〉
次の方は対象外となります。
　・医療保険未加入の方
　・申請者または配偶者・扶養義務者の所得（養育費含む）が制限額以上の方
　・生活保護を受けている方
　・医療費の自己負担分のない施設に入所している方
　・マル障、マル乳、マル子対象の方

〈問合せ〉
　子育て支援課手当助成係（内線：11526）
　直通電話　　　　　　　 （042）460�9840

診療など
障害者の方の歯科医療機関 身  知  精  難

公益社団法人西東京市歯科医師会
　西東京市田無町 5-5-12　田無総合福祉センター内
　電話　（042）466�2033　　FAX���（042）463�6621
　　　　（042）468�8744

〈内容等〉
市内にお住まいの方で、何らかの障害によって、ご自分でかかりつけ歯科医院を探すこと
が困難な方、かかりつけ歯科医がいなくて困っている方に対して、訪問歯科診療、訪問歯
科健診、専門医療機関の紹介等を行っています。
まずは、電話・FAXでご相談ください。

 （保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター４階　健康課事業調整係
　　　　　 （内線：22361）
 直通電話　（042）438-4021
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ページ
しょうに精神病医療費助成制度、担当窓口、障害福祉課
〈対象〉
とないに住所があり、精神疾患のため精神科病床で入院治療を必要とする 歳未満のかた
（ただし、継続入院の場合にわ、まん 歳になる誕生づきの末日まで延長が可能です。
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健康保険が適用される入院医療費について、高額療養費の支給を受けた上での自己負担額のうち食事療養標準負
担額を除いた額を助成します。
自費扱いとなる費用（差額ベット代など）は対象外です。
・申請には所定の診断書などが必要です。
〈問合せ〉
障害福祉課、（内線： から
直通電話、
しょうに慢性疾患の医療費助成、担当窓口、健康課
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〈制度に関する問合せ〉
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電話、
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小児精神病入院医療費助成制度 精  � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
�都内に住所を有し、精神疾患のため精神科病床で入院治療を必要とする 18歳未満の方�

（ただし、継続入院の場合には満 20歳になる誕生月の末日まで延長が可能です。）

〈給付内容等〉
健康保険適用（高額療養費等を含む）後の自己負担額の全額を助成します。
ただし、食事療養標準負担額は患者負担となります。
　※申請には所定の診断書等が必要です。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12319）
　直通電話　　（042）420�2806

小児慢性疾患の医療費助成 � 担当窓口　健康課

〈対　象〉
18 歳未満の児童で、以下の病気にかかっており、病状が認定基準を満たす方（ただし、
18歳未満で認定を受け、引き続き有効な医療券を交付されている方に限り満 20 歳未満
まで延長可能です。）
（１）悪性新生物�（２）慢性腎疾患�（３）慢性呼吸器疾患�（４）慢性心疾患（手術は、原
則として育成医療の給付対象）�（５）内分泌疾患�（６）膠原病�（７）糖尿病�（８）先天性代
謝異常�（９）血液疾患�（10）免疫疾患�（11）神経・筋疾患�（12）慢性消化器疾患�（13）
染色体又は遺伝子に変化を伴う症候群�（14）皮膚疾患�（15）骨系統疾患�（16）�脈管系疾患

〈給付内容等〉
指定疾患にかかる治療費（保険適用分）の一部が助成されます。

〈制　限〉
所得に応じた一部自己負担があります。

〈問合せ〉
　○申請に関する問合せ
　　健康課事業調整係（�保谷庁舎）防災センター・保谷保健福祉総合センター 4階
　　　　　　　　　　�（内線：22362）
　　直通電話　　　　 （042）438�4021

　○制度に関する問合せ
　　東京都少子社会対策部家庭支援課母子医療助成担当
　　　　　�電話　（03）5320�4375
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ひとり親家庭等医療費補助制度（都の制度） 身  知  精  �担当窓口　子育て支援課
〈対　象〉
父または母が重度の障害者で、18歳に達した日の属する年度末以前（身体障害者手帳 1
～ 3級、愛の手帳 1 ～ 3度程度の障害児は 20歳未満）の児童とその児童を養育してい
る保護者

〈給付内容等〉
医療保険の自己負担額から一部負担金（医療保険対象総医療費の 1割）及び食事療養標
準負担額又は生活療養標準負担額を控除した額（ただし住民税非課税世帯の方の一部負担
金はありません）を助成

〈制　限〉
次の方は対象外となります。
　・医療保険未加入の方
　・申請者または配偶者・扶養義務者の所得（養育費含む）が制限額以上の方
　・生活保護を受けている方
　・医療費の自己負担分のない施設に入所している方
　・マル障、マル乳、マル子対象の方

〈問合せ〉
　子育て支援課手当助成係（内線：11526）
　直通電話　　　　　　　 （042）460�9840

診療など
障害者の方の歯科医療機関 身  知  精  難

公益社団法人西東京市歯科医師会
　西東京市田無町 5-5-12　田無総合福祉センター内
　電話　（042）466�2033　　FAX���（042）463�6621
　　　　（042）468�8744

〈内容等〉
市内にお住まいの方で、何らかの障害によって、ご自分でかかりつけ歯科医院を探すこと
が困難な方、かかりつけ歯科医がいなくて困っている方に対して、訪問歯科診療、訪問歯
科健診、専門医療機関の紹介等を行っています。
まずは、電話・FAXでご相談ください。

申請者又は配偶者・扶養義務者の所得（養育費含む）が制限額以上の方
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　西東京市田無町 5-5-12　田無総合福祉センター内
　電話　（042）466�2033　　FAX���（042）463�6621
　　　　（042）468�8744

〈内容等〉
市内にお住まいの方で、何らかの障害によって、ご自分でかかりつけ歯科医院を探すこと
が困難な方、かかりつけ歯科医がいなくて困っている方に対して、訪問歯科診療、訪問歯
科健診、専門医療機関の紹介等を行っています。
まずは、電話・FAXでご相談ください。

父又は母が重度の障害者で、18 歳に達した日の属する年度末以前（身体障害者手帳１～
３級、愛の手帳１～３度程度の障害児は 20 歳未満）の児童とその児童を養育している保
護者

  障害のある方の歯科医療機関 身 知 精 難

6.
医
療
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ひとり親家庭とう医療費補助制度、（との制度、担当窓口、子育て支援課
〈対象〉
父または母が重度の障害者で、 歳に達した日の属する年度末以前、（身体障害者手帳、１から３級、愛の手帳、
１から３度程度の障害児は 歳未満 のじどうとそのじどうを養育している保護者
〈給付内容とう〉
医療保険の自己負担がくから一部負担金（医療保険対象総医療費の１割及び食事療養標準負担額または生活療養
標準負担額を控除したがく（ただし住民税非課税世帯の方の一部負担金はありません、を助成
〈制限〉
次の方は対象外となります。
・医療保険未加入のかた
・申請者または配偶者、扶養義務者の所得、（養育費含む、が制限がく以上のかた
・生活保護を受けているかた
・医療費の自己負担分のない施設に入所しているかた
・マルしょう、まるにゅう、マル子対象のかた
〈問合せ〉
子育て支援課手当助成係、（内線：
直通電話、
診療など
障害のあるかたの歯科医療機関
公益社団法人西東京市歯科医師会
西東京市田無ちょう 、田無総合福祉センター内
電話、

、
〈内容とう〉
市内にお住まいのかたで、何らかの障害によって、ご自分でかかりつけ歯科医院を探すことが困難なかた、かか
りつけ歯科医がいなくて困っているかたに対して、訪問歯科診療、訪問歯科健診、専門医療機関の紹介とうを行
っています。
まずは、電話、 でご相談ください。
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東京都立心身障害者口腔保健センター
　新宿区神楽河岸１�１　セントラルプラザ９F
　電話　（03）3267�6480　　FAX　�（03）3269�1213
　ホームページ　https://tokyo-ohc.org/

〈内容等〉
一般の歯科診療機関では治療が困難な心身障害のある方に対して、歯科診療・予防・相
談・食べる機能や話す機能の訓練を行っています。（要予約）
月～金曜日　午前 9時～ 12時　午後 1時～ 4時 30分
土曜日（治療のみ）　午前 9時～ 12時

その他
都立病院、都立療育センター（北・多摩・東大和）、国立国際医療研究センター（新宿区
戸山１�21� １）、各区市町村が運営する口腔保健センターや歯科診療所でも障害者の方
を対象とした歯科医療を提供しています。
公立昭和病院でも実施しています。

公立昭和病院
　小平市花小金井８�１�１
　電話　（042）461�0052　　FAX　（042）464�7912
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交通
JR 線の割引 身  知

JR 以外の民営鉄道も JRに準じた割引を実施しています。
自動券売機等で所要区間の小児乗車券を購入し、乗車改札の際、乗車券とあわせて手帳を
提示するか、または、手帳を発売窓口に提示し、行先・乗車券の種類等を口頭またはメモ
の提示により購入を申し込んでください。
なお、乗車中は必ず手帳を携帯してください。

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳所持者
（２）愛の手帳所持者
（３）介護者

区分 乗車券の種類 割引率 取扱区間
第１種手帳所持者が介護者
と一緒に乗車する場合

普通乗車券
定期乗車券
回数乗車券
普通急行券

５割引
（介護者１名も同率）

全線

第１種手帳所持者及び第２
種手帳所持者が単独で乗車
する場合

普通乗車券 ５割引 JR線、連絡社線及び航路の
片道100㎞を超える区間
＊ JR線以外の民営鉄道につい
ては取扱区間が各社違いま
す。

12歳未満の第２種手帳所持
者が介護者と一緒に乗車す
る場合

定期乗車券 5割引
（介護者１名のみ）

全線
＊小児定期乗車券（12歳未
満）に対する旅客運賃の割
引はありません。

１）グリーン車は除かれます。
２）12歳未満の障害児については、小児運賃の5割引となります。
３）JRバスの定期乗車券は3割引となります。

〈問合せ〉
各社により若干内容が違いますので、直接各社にお問い合わせください。

7. 社会参加

6.
医
療
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東京都立心身障害者こうくう保健センター
新宿区神楽がし１の１、セントラルプラザ９階
電話、 、 、
〈内容とう〉
一般の歯科診療機関では治療が困難な心身障害のあるかたに対して、歯科診療、予防、相談、食べる機能や話す
機能の訓練を行っています。（よう予約
月曜日から金曜日、午前 時からしょうご、午後 時から午後 時 分
土曜日（治療のみ）午前 時からしょうご
その他
都立病院、都立療育センター（北、多摩、東大和、国立国際医療研究センター、（新宿区戸山 、各区市町
村が運営するこうくう保健センターや歯科診療所でも障害者のかたを対象とした歯科医療を提供しています。
公立昭和病院でも実施しています。

公立昭和病院
小平市花小金井 －１－１
電話、 、 、
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交通
JR 線の割引 身  知

JR 以外の民営鉄道も JRに準じた割引を実施しています。
自動券売機等で所要区間の小児乗車券を購入し、乗車改札の際、乗車券とあわせて手帳を
提示するか、または、手帳を発売窓口に提示し、行先・乗車券の種類等を口頭またはメモ
の提示により購入を申し込んでください。
なお、乗車中は必ず手帳を携帯してください。

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳所持者
（２）愛の手帳所持者
（３）介護者

区分 乗車券の種類 割引率 取扱区間
第１種手帳所持者が介護者
と一緒に乗車する場合

普通乗車券
定期乗車券
回数乗車券
普通急行券

５割引
（介護者１名も同率）

全線

第１種手帳所持者及び第２
種手帳所持者が単独で乗車
する場合

普通乗車券 ５割引 JR線、連絡社線及び航路の
片道100㎞を超える区間
＊ JR線以外の民営鉄道につい
ては取扱区間が各社違いま
す。

12歳未満の第２種手帳所持
者が介護者と一緒に乗車す
る場合

定期乗車券 5割引
（介護者１名のみ）

全線
＊小児定期乗車券（12歳未
満）に対する旅客運賃の割
引はありません。

１）グリーン車は除かれます。
２）12歳未満の障害児については、小児運賃の5割引となります。
３）JRバスの定期乗車券は3割引となります。

〈問合せ〉
各社により若干内容が違いますので、直接各社にお問い合わせください。

7. 社会参加

JR 以外の民営鉄道も JR に準じた割引を実施しています。
自動券売機などで所要区間の小児乗車券を購入し、乗車改札の際、乗車券とあわせて手帳
を提示するか、または、手帳を発売窓口に提示し、行先・乗車券の種類などを口頭または
メモの提示により購入を申し込んでください。
なお、乗車中は必ず手帳を携帯してください。

身体障害者手帳をお持ちの方
愛の手帳をお持ちの方
身体障害者手帳・愛の手帳をお持ちの方の介護者

第 1 種手帳をお持ちの方が
介護者と一緒に乗車する場
合

12 歳未満の第２種手帳をお
持ちの方が介護者と一緒に
乗車する場合

第１種手帳をお持ちの方お
よび第２種手帳をお持ちの
方が単独で乗車する場合

グリーン車は除かれます。
12 歳未満の障害のあるお子さんについては、小児運賃の５割引となります。
JR バスの定期乗車券は３割引となります。

JR 線、連絡社線および航路
の片道 100ｋｍを超える区間
※ JR 線以外の民営鉄道につい 
　 ては取扱区間が各社違いま　
　 す。

7.
社
会
参
加
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ページ
社会参加

交通
ＪＲ線の割引
ＪＲ以外の民営鉄道もＪＲに準じた割引を実施しています。
自動券売機などでしょようくかんの小児乗車券を購入し、乗車改札の際、乗車券とあわせて手帳を提示するか、
または、手帳を発売窓口に提示し、行先、乗車券の種類とうを口頭またはメモの提示により購入を申し込んでく
ださい。
なお、乗車中は必ず手帳を携帯してください。
〈対象〉
（１、身体障害者手帳をお持ちの方
（２、愛の手帳をお持ちの方
（３、身体障害者手帳・愛の手帳をお持ちの方の介護者
〈問合せ〉
各社により、若干内容が違いますので、直接各社にお問い合わせください。
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都営交通の割引 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

都営電車、都営バス、都営地下鉄

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳所持者
（２）愛の手帳所持者（療育手帳）
（３）介護者
（４）精神障害者保健福祉手帳所持者
　※こちらは都営交通乗車証提示で無料
（５）戦傷病者手帳所持者
（６）被爆者健康手帳所持者で厚生労働大臣の認定書または健康管理手当証書の所持者
（７）生活保護受給世帯
（８）中国残留邦人等支援給付を受けている者又はその特定配偶者
（９）児童扶養手当受給世帯
（10）被救護者（児童養護施設・児童自立支援施設入居者）

無料・割引の内容 窓口・手続
都バス、都電、日暮里舎人ライナー

無料乗車券・都営交通乗車
証（紙券）は障害福祉課で
申請を（手帳持参）
※シルバーパス所持者は対
象外

※定期券について詳細は窓
口でお尋ねください。

都営交通お客様センター
電話番号　03-3816-5700
FAX　03-3812-7640
都営交通乗車証については
東京都福祉保健局障害者施
策推進部精神保健医療課
電話番号　03-5320-4464

本
人

無料乗車券・都営交通乗車証提示で無料
＊身体障害者手帳・愛の手帳のみ提示は半額
（都バスのみ）精神障害者保健福祉手帳の提示で半額
＊都バスの定期券は３割引

介
護
者

身体障害者手帳・愛の手帳提示で半額
（都バスのみ）精神障害者保健福祉手帳の提示で半額
＊都バスの定期券は３割引

都営地下鉄
本
人
無料乗車券・都営交通乗車証提示で無料
＊愛の手帳のみ提示は半額、介護者同伴時第１種身体障害者手帳提示のみは半額

介
護
者

身体障害者手帳の場合
＊普通券・回数券：第１種手帳所持者の介護者手帳提示で半額
＊定期券：第１種手帳所持者及び12歳未満の第２種手帳所持者の介護者
愛の手帳の場合
愛の手帳提示で半額（第１種・第２種とも）

磁気式の都営交通の無料乗車券と都営交通乗車証（紙券・磁気券）を ICカード式
（PASMO）に変更することができます。ICカード式（PASMO）への変更は、都営
地下鉄・日暮里・舎人ライナーの定期券発売所で行うことができます。
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民営バスの割引 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

（東京都内の停留所相互間）
西武バス、関東バス、東急バス、京王バス、東武バス、京成バス、立川バス、西東京バス、
小田急バス、国際興業バス、京浜急行バス、神奈川中央交通バスなど
※ 70歳以上でシルバーパスを受けている方は対象外

〈対象者及び利用方法等〉

対象者 利用方法 割引率 手続き
身体障害者手帳所持者、愛
の手帳所持者、精神障害者
保健福祉手帳所持者が利用
する場合

本人が乗車時に手帳を提示 ５割引 販売窓口での手続き
不要

６歳以上の愛の手帳所持者、
６歳以上の第１種身体障害
者手帳（第２種身体障害者
手帳は対象外）所持者と同
乗する介護人１名�

あらかじめ手続きをして交付
された「（介護人付）民営バ
ス乗車割引証」を乗車時に提
示

５割引

手帳と印鑑を持参
し、市の障害福祉課
で「（介護人付）�民営
バス乗車割引証」の
交付を受けてくださ
い。

定期券を購入する場合
身体障害者手帳所持者、愛
の手帳所持者
＊小児定期券の割引はあり
ません。

あらかじめ手続きをして交付
された「定期券割引購入申込
書」を購入時に提示

３割引

手帳と印鑑を持参
し、�市の障害福祉課
で「定期券割引購入
申込書」の交付を受
けてください。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：21561、12317）
　直通電話　　（042）420-2806
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都営電車、都営バス、都営地下鉄

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳所持者
（２）愛の手帳所持者（療育手帳）
（３）介護者
（４）精神障害者保健福祉手帳所持者
　※こちらは都営交通乗車証提示で無料
（５）戦傷病者手帳所持者
（６）被爆者健康手帳所持者で厚生労働大臣の認定書または健康管理手当証書の所持者
（７）生活保護受給世帯
（８）中国残留邦人等支援給付を受けている者又はその特定配偶者
（９）児童扶養手当受給世帯
（10）被救護者（児童養護施設・児童自立支援施設入居者）

無料・割引の内容 窓口・手続
都バス、都電、日暮里舎人ライナー

無料乗車券・都営交通乗車
証（紙券）は障害福祉課で
申請を（手帳持参）
※シルバーパス所持者は対
象外

※定期券について詳細は窓
口でお尋ねください。

都営交通お客様センター
電話番号　03-3816-5700
FAX　03-3812-7640
都営交通乗車証については
東京都福祉保健局障害者施
策推進部精神保健医療課
電話番号　03-5320-4464

本
人

無料乗車券・都営交通乗車証提示で無料
＊身体障害者手帳・愛の手帳のみ提示は半額
（都バスのみ）精神障害者保健福祉手帳の提示で半額
＊都バスの定期券は３割引

介
護
者

身体障害者手帳・愛の手帳提示で半額
（都バスのみ）精神障害者保健福祉手帳の提示で半額
＊都バスの定期券は３割引

都営地下鉄
本
人
無料乗車券・都営交通乗車証提示で無料
＊愛の手帳のみ提示は半額、介護者同伴時第１種身体障害者手帳提示のみは半額

介
護
者

身体障害者手帳の場合
＊普通券・回数券：第１種手帳所持者の介護者手帳提示で半額
＊定期券：第１種手帳所持者及び12歳未満の第２種手帳所持者の介護者
愛の手帳の場合
愛の手帳提示で半額（第１種・第２種とも）

磁気式の都営交通の無料乗車券と都営交通乗車証（紙券・磁気券）を ICカード式
（PASMO）に変更することができます。ICカード式（PASMO）への変更は、都営
地下鉄・日暮里・舎人ライナーの定期券発売所で行うことができます。
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民営バスの割引 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

（東京都内の停留所相互間）
西武バス、関東バス、東急バス、京王バス、東武バス、京成バス、立川バス、西東京バス、
小田急バス、国際興業バス、京浜急行バス、神奈川中央交通バスなど
※ 70歳以上でシルバーパスを受けている方は対象外

〈対象者及び利用方法等〉

対象者 利用方法 割引率 手続き
身体障害者手帳所持者、愛
の手帳所持者、精神障害者
保健福祉手帳所持者が利用
する場合

本人が乗車時に手帳を提示 ５割引 販売窓口での手続き
不要

６歳以上の愛の手帳所持者、
６歳以上の第１種身体障害
者手帳（第２種身体障害者
手帳は対象外）所持者と同
乗する介護人１名�

あらかじめ手続きをして交付
された「（介護人付）民営バ
ス乗車割引証」を乗車時に提
示

５割引

手帳と印鑑を持参
し、市の障害福祉課
で「（介護人付）�民営
バス乗車割引証」の
交付を受けてくださ
い。

定期券を購入する場合
身体障害者手帳所持者、愛
の手帳所持者
＊小児定期券の割引はあり
ません。

あらかじめ手続きをして交付
された「定期券割引購入申込
書」を購入時に提示

３割引

手帳と印鑑を持参
し、�市の障害福祉課
で「定期券割引購入
申込書」の交付を受
けてください。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：21561、12317）
　直通電話　　（042）420-2806

被爆者健康手帳をお持ちの方で厚生労働大臣の認定書、医療特別手当証書、特別
手当証書、健康管理手当証書のいずれかの書類をお持ちの方
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都営交通の割引 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

都営電車、都営バス、都営地下鉄

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳所持者
（２）愛の手帳所持者（療育手帳）
（３）介護者
（４）精神障害者保健福祉手帳所持者
　※こちらは都営交通乗車証提示で無料
（５）戦傷病者手帳所持者
（６）被爆者健康手帳所持者で厚生労働大臣の認定書または健康管理手当証書の所持者
（７）生活保護受給世帯
（８）中国残留邦人等支援給付を受けている者又はその特定配偶者
（９）児童扶養手当受給世帯
（10）被救護者（児童養護施設・児童自立支援施設入居者）

無料・割引の内容 窓口・手続
都バス、都電、日暮里舎人ライナー

無料乗車券・都営交通乗車
証（紙券）は障害福祉課で
申請を（手帳持参）
※シルバーパス所持者は対
象外

※定期券について詳細は窓
口でお尋ねください。

都営交通お客様センター
電話番号　03-3816-5700
FAX　03-3812-7640
都営交通乗車証については
東京都福祉保健局障害者施
策推進部精神保健医療課
電話番号　03-5320-4464

本
人

無料乗車券・都営交通乗車証提示で無料
＊身体障害者手帳・愛の手帳のみ提示は半額
（都バスのみ）精神障害者保健福祉手帳の提示で半額
＊都バスの定期券は３割引

介
護
者

身体障害者手帳・愛の手帳提示で半額
（都バスのみ）精神障害者保健福祉手帳の提示で半額
＊都バスの定期券は３割引

都営地下鉄
本
人
無料乗車券・都営交通乗車証提示で無料
＊愛の手帳のみ提示は半額、介護者同伴時第１種身体障害者手帳提示のみは半額

介
護
者

身体障害者手帳の場合
＊普通券・回数券：第１種手帳所持者の介護者手帳提示で半額
＊定期券：第１種手帳所持者及び12歳未満の第２種手帳所持者の介護者
愛の手帳の場合
愛の手帳提示で半額（第１種・第２種とも）

磁気式の都営交通の無料乗車券と都営交通乗車証（紙券・磁気券）を ICカード式
（PASMO）に変更することができます。ICカード式（PASMO）への変更は、都営
地下鉄・日暮里・舎人ライナーの定期券発売所で行うことができます。

身体障害者手帳をお持ちの方
愛の手帳（東京都療育手帳）をお持ちの方
身体障害者手帳・愛の手帳をお持ちの方の介護者
精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方　※こちらは都営交通乗車証提示で無料

、

無料・割引の内容 窓口・手続
都バス、都電、日暮里・舎人ライナー 無料乗車券・都営交通乗車

証（紙券）は障害福祉課で
申請を（手帳持参）
※シルバーパスをお持ちの　
　方は対象外
※定期券について詳細は窓　
　口でお尋ねください。

都営交通お客様センター
電話　03-3816-5700
FAX　03-3812-7640
都営交通乗車証については
東京都福祉局障害者施策推
進部精神保健医療課
電話　03-5320-4464

本
人

無料乗車券・都営交通乗車証提示で無料
＊身体障害者手帳・愛の手帳のみ提示は半額
  （都バスのみ）精神障害者保健福祉手帳の提示で半額
＊都バスの定期券は３割引

介
護
者

身体障害者手帳・愛の手帳提示で半額
  （都バスのみ）精神障害者保健福祉手帳の提示で半額
＊都バスの定期券は３割引

都営地下鉄
本
人

無料乗車券・都営交通乗車証提示で無料
＊愛の手帳のみ提示は半額、介護者同伴時第１種身体障害者手帳提示のみは半額

介
護
者

身体障害者手帳の場合
＊第１種身体障害者手帳および定期券を使用する 12 歳未満の第 2　
　種身体障害者手帳提示で半額
愛の手帳の場合
愛の手帳提示で半額（第１種・第２種とも）
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都営交通の割引 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

都営電車、都営バス、都営地下鉄

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳所持者
（２）愛の手帳所持者（療育手帳）
（３）介護者
（４）精神障害者保健福祉手帳所持者
　※こちらは都営交通乗車証提示で無料
（５）戦傷病者手帳所持者
（６）被爆者健康手帳所持者で厚生労働大臣の認定書または健康管理手当証書の所持者
（７）生活保護受給世帯
（８）中国残留邦人等支援給付を受けている者又はその特定配偶者
（９）児童扶養手当受給世帯
（10）被救護者（児童養護施設・児童自立支援施設入居者）

無料・割引の内容 窓口・手続
都バス、都電、日暮里舎人ライナー

無料乗車券・都営交通乗車
証（紙券）は障害福祉課で
申請を（手帳持参）
※シルバーパス所持者は対
象外

※定期券について詳細は窓
口でお尋ねください。

都営交通お客様センター
電話番号　03-3816-5700
FAX　03-3812-7640
都営交通乗車証については
東京都福祉保健局障害者施
策推進部精神保健医療課
電話番号　03-5320-4464

本
人

無料乗車券・都営交通乗車証提示で無料
＊身体障害者手帳・愛の手帳のみ提示は半額
（都バスのみ）精神障害者保健福祉手帳の提示で半額
＊都バスの定期券は３割引

介
護
者

身体障害者手帳・愛の手帳提示で半額
（都バスのみ）精神障害者保健福祉手帳の提示で半額
＊都バスの定期券は３割引

都営地下鉄
本
人
無料乗車券・都営交通乗車証提示で無料
＊愛の手帳のみ提示は半額、介護者同伴時第１種身体障害者手帳提示のみは半額

介
護
者

身体障害者手帳の場合
＊普通券・回数券：第１種手帳所持者の介護者手帳提示で半額
＊定期券：第１種手帳所持者及び12歳未満の第２種手帳所持者の介護者
愛の手帳の場合
愛の手帳提示で半額（第１種・第２種とも）

磁気式の都営交通の無料乗車券と都営交通乗車証（紙券・磁気券）を ICカード式
（PASMO）に変更することができます。ICカード式（PASMO）への変更は、都営
地下鉄・日暮里・舎人ライナーの定期券発売所で行うことができます。

をお持ちの方

都営交通無料乗車券（磁気券）と都営交通乗車証（紙券・磁気券）を IC カード式（PASMO) 
に変更することができます。IC カード式（PASMO) への変更は、都営地下鉄、日暮里・
舎人ライナーの定期券発売所で行うことができます。 
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ページ
都営交通の割引、担当窓口、障害福祉課
都営電車、都営バス、都営地下鉄
〈対象〉
（１、身体障害者手帳をお持ちの方
（２、愛の手帳（東京都療育手帳、をお持ちの方
（３、身体障害者手帳・愛の手帳をお持ちの方の介護者
（４、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
※、こちらは都営交通乗車しょう提示で無料
（５、戦傷病者手帳をお持ちの方
（６、被爆者健康手帳をお持ちの方で厚生労働大臣の認定書、医療特別手当証書、特別手
当証書、健康管理手当証書のいずれかの書類をお持ちの方

無料・割引の内容についてはひょうあり。
窓口、手続
無料乗車券、都営交通乗車しょう、（紙券は障害福祉課で申請を、（手帳持参
※シルバーパスをお持ちの方は対象外
※定期券について詳細は窓口でお尋ねください。
都営交通お客様センター
電話、

、
都営交通乗車しょうについては東京都、福祉局、障害者施策推進部、精神保健医療課
電話、

都営交通無料乗車券（磁気券）と都営交通乗車しょう、（紙券、磁気券を カード式（パ
スモに変更することができます。 カード式（パスモへの変更は、都営地下鉄、日暮里、
舎人ライナーの定期券発売所で行うことができます。



94

7. 
社
会
参
加

都営交通の割引 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

都営電車、都営バス、都営地下鉄

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳所持者
（２）愛の手帳所持者（療育手帳）
（３）介護者
（４）精神障害者保健福祉手帳所持者
　※こちらは都営交通乗車証提示で無料
（５）戦傷病者手帳所持者
（６）被爆者健康手帳所持者で厚生労働大臣の認定書または健康管理手当証書の所持者
（７）生活保護受給世帯
（８）中国残留邦人等支援給付を受けている者又はその特定配偶者
（９）児童扶養手当受給世帯
（10）被救護者（児童養護施設・児童自立支援施設入居者）

無料・割引の内容 窓口・手続
都バス、都電、日暮里舎人ライナー

無料乗車券・都営交通乗車
証（紙券）は障害福祉課で
申請を（手帳持参）
※シルバーパス所持者は対
象外

※定期券について詳細は窓
口でお尋ねください。

都営交通お客様センター
電話番号　03-3816-5700
FAX　03-3812-7640
都営交通乗車証については
東京都福祉保健局障害者施
策推進部精神保健医療課
電話番号　03-5320-4464

本
人

無料乗車券・都営交通乗車証提示で無料
＊身体障害者手帳・愛の手帳のみ提示は半額
（都バスのみ）精神障害者保健福祉手帳の提示で半額
＊都バスの定期券は３割引

介
護
者

身体障害者手帳・愛の手帳提示で半額
（都バスのみ）精神障害者保健福祉手帳の提示で半額
＊都バスの定期券は３割引

都営地下鉄
本
人
無料乗車券・都営交通乗車証提示で無料
＊愛の手帳のみ提示は半額、介護者同伴時第１種身体障害者手帳提示のみは半額

介
護
者

身体障害者手帳の場合
＊普通券・回数券：第１種手帳所持者の介護者手帳提示で半額
＊定期券：第１種手帳所持者及び12歳未満の第２種手帳所持者の介護者
愛の手帳の場合
愛の手帳提示で半額（第１種・第２種とも）

磁気式の都営交通の無料乗車券と都営交通乗車証（紙券・磁気券）を ICカード式
（PASMO）に変更することができます。ICカード式（PASMO）への変更は、都営
地下鉄・日暮里・舎人ライナーの定期券発売所で行うことができます。
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民営バスの割引 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

（東京都内の停留所相互間）
西武バス、関東バス、東急バス、京王バス、東武バス、京成バス、立川バス、西東京バス、
小田急バス、国際興業バス、京浜急行バス、神奈川中央交通バスなど
※ 70歳以上でシルバーパスを受けている方は対象外

〈対象者及び利用方法等〉

対象者 利用方法 割引率 手続き
身体障害者手帳所持者、愛
の手帳所持者、精神障害者
保健福祉手帳所持者が利用
する場合

本人が乗車時に手帳を提示 ５割引 販売窓口での手続き
不要

６歳以上の愛の手帳所持者、
６歳以上の第１種身体障害
者手帳（第２種身体障害者
手帳は対象外）所持者と同
乗する介護人１名�

あらかじめ手続きをして交付
された「（介護人付）民営バ
ス乗車割引証」を乗車時に提
示

５割引

手帳と印鑑を持参
し、市の障害福祉課
で「（介護人付）�民営
バス乗車割引証」の
交付を受けてくださ
い。

定期券を購入する場合
身体障害者手帳所持者、愛
の手帳所持者
＊小児定期券の割引はあり
ません。

あらかじめ手続きをして交付
された「定期券割引購入申込
書」を購入時に提示

３割引

手帳と印鑑を持参
し、�市の障害福祉課
で「定期券割引購入
申込書」の交付を受
けてください。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：21561、12317）
　直通電話　　（042）420-2806
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都営交通の割引 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

都営電車、都営バス、都営地下鉄

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳所持者
（２）愛の手帳所持者（療育手帳）
（３）介護者
（４）精神障害者保健福祉手帳所持者
　※こちらは都営交通乗車証提示で無料
（５）戦傷病者手帳所持者
（６）被爆者健康手帳所持者で厚生労働大臣の認定書または健康管理手当証書の所持者
（７）生活保護受給世帯
（８）中国残留邦人等支援給付を受けている者又はその特定配偶者
（９）児童扶養手当受給世帯
（10）被救護者（児童養護施設・児童自立支援施設入居者）

無料・割引の内容 窓口・手続
都バス、都電、日暮里舎人ライナー

無料乗車券・都営交通乗車
証（紙券）は障害福祉課で
申請を（手帳持参）
※シルバーパス所持者は対
象外

※定期券について詳細は窓
口でお尋ねください。

都営交通お客様センター
電話番号　03-3816-5700
FAX　03-3812-7640
都営交通乗車証については
東京都福祉保健局障害者施
策推進部精神保健医療課
電話番号　03-5320-4464

本
人

無料乗車券・都営交通乗車証提示で無料
＊身体障害者手帳・愛の手帳のみ提示は半額
（都バスのみ）精神障害者保健福祉手帳の提示で半額
＊都バスの定期券は３割引

介
護
者

身体障害者手帳・愛の手帳提示で半額
（都バスのみ）精神障害者保健福祉手帳の提示で半額
＊都バスの定期券は３割引

都営地下鉄
本
人
無料乗車券・都営交通乗車証提示で無料
＊愛の手帳のみ提示は半額、介護者同伴時第１種身体障害者手帳提示のみは半額

介
護
者

身体障害者手帳の場合
＊普通券・回数券：第１種手帳所持者の介護者手帳提示で半額
＊定期券：第１種手帳所持者及び12歳未満の第２種手帳所持者の介護者
愛の手帳の場合
愛の手帳提示で半額（第１種・第２種とも）

磁気式の都営交通の無料乗車券と都営交通乗車証（紙券・磁気券）を ICカード式
（PASMO）に変更することができます。ICカード式（PASMO）への変更は、都営
地下鉄・日暮里・舎人ライナーの定期券発売所で行うことができます。
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民営バスの割引 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

（東京都内の停留所相互間）
西武バス、関東バス、東急バス、京王バス、東武バス、京成バス、立川バス、西東京バス、
小田急バス、国際興業バス、京浜急行バス、神奈川中央交通バスなど
※ 70歳以上でシルバーパスを受けている方は対象外

〈対象者及び利用方法等〉

対象者 利用方法 割引率 手続き
身体障害者手帳所持者、愛
の手帳所持者、精神障害者
保健福祉手帳所持者が利用
する場合

本人が乗車時に手帳を提示 ５割引 販売窓口での手続き
不要

６歳以上の愛の手帳所持者、
６歳以上の第１種身体障害
者手帳（第２種身体障害者
手帳は対象外）所持者と同
乗する介護人１名�

あらかじめ手続きをして交付
された「（介護人付）民営バ
ス乗車割引証」を乗車時に提
示

５割引

手帳と印鑑を持参
し、市の障害福祉課
で「（介護人付）�民営
バス乗車割引証」の
交付を受けてくださ
い。

定期券を購入する場合
身体障害者手帳所持者、愛
の手帳所持者
＊小児定期券の割引はあり
ません。

あらかじめ手続きをして交付
された「定期券割引購入申込
書」を購入時に提示

３割引

手帳と印鑑を持参
し、�市の障害福祉課
で「定期券割引購入
申込書」の交付を受
けてください。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：21561、12317）
　直通電話　　（042）420-2806
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都営交通の割引 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

都営電車、都営バス、都営地下鉄

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳所持者
（２）愛の手帳所持者（療育手帳）
（３）介護者
（４）精神障害者保健福祉手帳所持者
　※こちらは都営交通乗車証提示で無料
（５）戦傷病者手帳所持者
（６）被爆者健康手帳所持者で厚生労働大臣の認定書または健康管理手当証書の所持者
（７）生活保護受給世帯
（８）中国残留邦人等支援給付を受けている者又はその特定配偶者
（９）児童扶養手当受給世帯
（10）被救護者（児童養護施設・児童自立支援施設入居者）

無料・割引の内容 窓口・手続
都バス、都電、日暮里舎人ライナー

無料乗車券・都営交通乗車
証（紙券）は障害福祉課で
申請を（手帳持参）
※シルバーパス所持者は対
象外

※定期券について詳細は窓
口でお尋ねください。

都営交通お客様センター
電話番号　03-3816-5700
FAX　03-3812-7640
都営交通乗車証については
東京都福祉保健局障害者施
策推進部精神保健医療課
電話番号　03-5320-4464

本
人

無料乗車券・都営交通乗車証提示で無料
＊身体障害者手帳・愛の手帳のみ提示は半額
（都バスのみ）精神障害者保健福祉手帳の提示で半額
＊都バスの定期券は３割引

介
護
者

身体障害者手帳・愛の手帳提示で半額
（都バスのみ）精神障害者保健福祉手帳の提示で半額
＊都バスの定期券は３割引

都営地下鉄
本
人
無料乗車券・都営交通乗車証提示で無料
＊愛の手帳のみ提示は半額、介護者同伴時第１種身体障害者手帳提示のみは半額

介
護
者

身体障害者手帳の場合
＊普通券・回数券：第１種手帳所持者の介護者手帳提示で半額
＊定期券：第１種手帳所持者及び12歳未満の第２種手帳所持者の介護者
愛の手帳の場合
愛の手帳提示で半額（第１種・第２種とも）

磁気式の都営交通の無料乗車券と都営交通乗車証（紙券・磁気券）を ICカード式
（PASMO）に変更することができます。ICカード式（PASMO）への変更は、都営
地下鉄・日暮里・舎人ライナーの定期券発売所で行うことができます。

12317 ～ 12319）

対象者 利用方法 手続き

身体障害者手帳、愛の手帳、
精神障害者保健福祉手帳を
お持ちの方

本人が乗車時に手帳を提示で
5 割引 販売窓口での手続きは不要です。

６歳以上の愛の手帳、６歳
以上の第１種身体障害者手
帳（第２種身体障害者手帳
は対象外）をお持ちの方と
同乗する介護人１名

あらかじめ手続きをして交付
された「（介護人付）民営バ
ス乗車割引証」を乗車時に提
示で５割引

手帳を持って下記窓口でお手続きく
ださい。

〇身体障害者手帳をお持ちの方
　→市の障害福祉課

〇愛の手帳をお持ちの方
　（18 歳未満）
　東京都小平児童相談所
　電話（042）467-3711

　（18 歳以上）
　東京都心身障害者福祉センター
　電話（03）3235-2961

　東京都心身障害者福祉
　　　　　　　　センター多摩支所
　電話（042）573-3311

定期券を購入する場合
身体障害者手帳、愛の手帳
をお持ちの方
＊小児定期券の割引はあり 
　ません。

あらかじめ手続きをして交付
された「定期券割引購入申込
書」を購入時に提示で 3 割
引
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都営交通の割引 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

都営電車、都営バス、都営地下鉄

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳所持者
（２）愛の手帳所持者（療育手帳）
（３）介護者
（４）精神障害者保健福祉手帳所持者
　※こちらは都営交通乗車証提示で無料
（５）戦傷病者手帳所持者
（６）被爆者健康手帳所持者で厚生労働大臣の認定書または健康管理手当証書の所持者
（７）生活保護受給世帯
（８）中国残留邦人等支援給付を受けている者又はその特定配偶者
（９）児童扶養手当受給世帯
（10）被救護者（児童養護施設・児童自立支援施設入居者）

無料・割引の内容 窓口・手続
都バス、都電、日暮里舎人ライナー

無料乗車券・都営交通乗車
証（紙券）は障害福祉課で
申請を（手帳持参）
※シルバーパス所持者は対
象外

※定期券について詳細は窓
口でお尋ねください。

都営交通お客様センター
電話番号　03-3816-5700
FAX　03-3812-7640
都営交通乗車証については
東京都福祉保健局障害者施
策推進部精神保健医療課
電話番号　03-5320-4464

本
人

無料乗車券・都営交通乗車証提示で無料
＊身体障害者手帳・愛の手帳のみ提示は半額
（都バスのみ）精神障害者保健福祉手帳の提示で半額
＊都バスの定期券は３割引

介
護
者

身体障害者手帳・愛の手帳提示で半額
（都バスのみ）精神障害者保健福祉手帳の提示で半額
＊都バスの定期券は３割引

都営地下鉄
本
人
無料乗車券・都営交通乗車証提示で無料
＊愛の手帳のみ提示は半額、介護者同伴時第１種身体障害者手帳提示のみは半額

介
護
者

身体障害者手帳の場合
＊普通券・回数券：第１種手帳所持者の介護者手帳提示で半額
＊定期券：第１種手帳所持者及び12歳未満の第２種手帳所持者の介護者
愛の手帳の場合
愛の手帳提示で半額（第１種・第２種とも）

磁気式の都営交通の無料乗車券と都営交通乗車証（紙券・磁気券）を ICカード式
（PASMO）に変更することができます。ICカード式（PASMO）への変更は、都営
地下鉄・日暮里・舎人ライナーの定期券発売所で行うことができます。

7.
社
会
参
加

99

ページ
民営バスの割引、担当窓口、障害福祉課
（東京とないの停留所相互間
西武バス、関東バス、東急バス、京王バス、東武バス、京成バス、立川バス、西東京バス、
小田急バス、国際興業バス、京浜急行バス、神奈川中央交通バスなど
※、 歳以上でシルバーパスを受けているかたは対象外
〈対象者及び利用ほうほうとう〉
対象者、利用ほう法、割びき率、手続きの順
身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
本人が乗車時に手帳を提示で 割引、販売窓口での手続きは不要です。

６歳以上の愛の手帳、６歳以上の第１種身体障害者手帳（第２種身体障害者手帳は対象外、
をお持ちの方と同乗する介護にん 名
あらかじめ手続きをして交付された介護にんつき民営バス乗車割引しょうを乗車時に提示
で 割引
手帳を持って下記窓口でお手続きください。
身体障害者手帳をお持ちの方→市の障害福祉課。
愛の手帳をお持ちの方（ 歳未満）→東京都小平児童相談所、電話、 。
（ 歳以上）→東京都心身障害者福祉センター、電話、 。
→東京都心身障害者福祉センター多摩支所、電話、

定期券を購入する場合、身体障害者手帳、愛の手帳をお持ちの方。小児定期券の割引はあ
りません。
あらかじめ手続きをして交付された定期券割引購入申込書を購入時に提示
で 割引
手帳を持って下記窓口でお手続きください。
身体障害者手帳をお持ちの方→市の障害福祉課。
愛の手帳をお持ちの方（ 歳未満）→東京都小平児童相談所、電話、 。
（ 歳以上）→東京都心身障害者福祉センター、電話、 。
→東京都心身障害者福祉センター多摩支所、電話、
〈問合せ〉
障害福祉課、（内線： から
直通電話、
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西東京市コミュニティバス　はなバス 身  知  精 � 担当窓口　交通課

対象者　①（利用者本人）
身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳の所持者、介助を必要とする車いす
利用者

〈割引の内容〉
利用方法　　手帳の写真が貼られているページを乗車時に提示
割引後運賃　100円

対象者　②（介助者）
車いす利用者の介助者、民営バス乗車割引証及び精神障害者保健福祉手帳のいずれかを所
持している方の介助者

〈割引の内容〉
割引後運賃　介助者１名まで 100円

〈問合せ〉
○第１・２・３ルート
　西武バス株式会社滝山営業所�　（042）474-2525
○第４北・南ルート
　関東バス株式会社武蔵野営業所�（0422）51-2191
○交通課
　直通電話　　（042）439-4435
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西東京市コミュニティバス　はなバス 身  知  精 � 担当窓口　交通課

対象者　①（利用者本人）
身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳の所持者、介助を必要とする車いす
利用者

〈割引の内容〉
利用方法　　手帳の写真が貼られているページを乗車時に提示
割引後運賃　100円

対象者　②（介助者）
車いす利用者の介助者、民営バス乗車割引証及び精神障害者保健福祉手帳のいずれかを所
持している方の介助者

〈割引の内容〉
割引後運賃　介助者１名まで 100円

〈問合せ〉
○第１・２・３ルート
　西武バス株式会社滝山営業所�　（042）474-2525
○第４北・南ルート
　関東バス株式会社武蔵野営業所�（0422）51-2191
○交通課
　直通電話　　（042）439-4435
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旅客船・フェリーの割引 身  知  精

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳所持者
（２）愛の手帳所持者
（３）精神障害者保健福祉手帳所持者
（４）介護者

〈利用方法〉
障害者及びその介護者が、旅客船、フェリーを利用する場合、運賃が割引になります。
発売窓口で手帳を提示し、乗船券を割引価格で購入してください。

〈問合せ〉
対象となる障害の種別や割引率等は、航路や運航会社によって異なりますので、旅客船等
の各会社にあらかじめお問い合わせください。

オーシャン東九フェリー 電話（03）5148-0109
川崎近海汽船 電話（0120）539-468
東海汽船 電話（03）5472-9999
小笠原海運 電話（03）3451-5171
東京都観光汽船 電話（0120）977-311
東京水辺ライン 電話（03）5608-8869�他

国内航空券の割引 身  知  精

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳所持者
（２）愛の手帳所持者
（３）戦傷病者手帳所持者
（４）精神障害者保健福祉手帳所持者
（５）介護者

〈利用方法〉
身体障害者、知的障害者、精神障害者等及びその介護者が国内航空を利用する場合、手帳
を提示して国内航空券を割引価格で購入できます（航空会社や路線によって異なります）。

〈問合せ〉
対象となる障害の種別や割引率等は、航空会社によって異なりますので、各航空会社にあ
らかじめお問い合わせください。

手帳もしくは、スマートフォンアプリ「ミライロＩＤ」の写真のページを乗車時に提示

身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれかをお持ちの方、介助を必
要とする車いす利用者

車いす利用者の介助者、民営バス乗車割引証又は精神障害者保健福祉手帳のいずれかをお
持ちの方の介助者

 〈問合せ〉
〇第１・２・３ルート
　西武バス株式会社滝山営業所　　電話（042）474-2525
〇第４北・南ルート
　関東バス株式会社武蔵野営業所　電話（0422）51-2191
〇交通課　　（内線：22492、22494）
　通直電話　（042）439-4435
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ページ
西東京市コミュニティバス、はなバス、担当窓口、交通課

対象者①、（利用しゃ本人
身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれかをお持ちのかた、介助を
必要とする、車いす利用者
〈割引の内容〉
利用ほう法、手帳もしくは、スマートフォンアプリ「ミライロ アイディー」の写真のペ
ージを乗車時に提示
割引後運賃、 円

対象者②、（介助者
車いす利用者の介助者、民営バス乗車割引しょう、または精神障害者保健福祉手帳のいず
れかをお持ちのかたの介助者
〈割引の内容〉
割引後運賃、介助者１名まで えん
〈問合せ〉
第１、２、３ルート
西武バス株式会社、滝山営業所、電話
第 、北、南ルート
関東バス株式会社、武蔵野営業所、電話
交通課 （内線： 、
直通電話、
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西東京市コミュニティバス　はなバス 身  知  精 � 担当窓口　交通課

対象者　①（利用者本人）
身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳の所持者、介助を必要とする車いす
利用者

〈割引の内容〉
利用方法　　手帳の写真が貼られているページを乗車時に提示
割引後運賃　100円

対象者　②（介助者）
車いす利用者の介助者、民営バス乗車割引証及び精神障害者保健福祉手帳のいずれかを所
持している方の介助者

〈割引の内容〉
割引後運賃　介助者１名まで 100円

〈問合せ〉
○第１・２・３ルート
　西武バス株式会社滝山営業所�　（042）474-2525
○第４北・南ルート
　関東バス株式会社武蔵野営業所�（0422）51-2191
○交通課
　直通電話　　（042）439-4435
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西東京市コミュニティバス　はなバス 身  知  精 � 担当窓口　交通課

対象者　①（利用者本人）
身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳の所持者、介助を必要とする車いす
利用者

〈割引の内容〉
利用方法　　手帳の写真が貼られているページを乗車時に提示
割引後運賃　100円

対象者　②（介助者）
車いす利用者の介助者、民営バス乗車割引証及び精神障害者保健福祉手帳のいずれかを所
持している方の介助者

〈割引の内容〉
割引後運賃　介助者１名まで 100円

〈問合せ〉
○第１・２・３ルート
　西武バス株式会社滝山営業所�　（042）474-2525
○第４北・南ルート
　関東バス株式会社武蔵野営業所�（0422）51-2191
○交通課
　直通電話　　（042）439-4435
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旅客船・フェリーの割引 身  知  精

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳所持者
（２）愛の手帳所持者
（３）精神障害者保健福祉手帳所持者
（４）介護者

〈利用方法〉
障害者及びその介護者が、旅客船、フェリーを利用する場合、運賃が割引になります。
発売窓口で手帳を提示し、乗船券を割引価格で購入してください。

〈問合せ〉
対象となる障害の種別や割引率等は、航路や運航会社によって異なりますので、旅客船等
の各会社にあらかじめお問い合わせください。

オーシャン東九フェリー 電話（03）5148-0109
川崎近海汽船 電話（0120）539-468
東海汽船 電話（03）5472-9999
小笠原海運 電話（03）3451-5171
東京都観光汽船 電話（0120）977-311
東京水辺ライン 電話（03）5608-8869�他

国内航空券の割引 身  知  精

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳所持者
（２）愛の手帳所持者
（３）戦傷病者手帳所持者
（４）精神障害者保健福祉手帳所持者
（５）介護者

〈利用方法〉
身体障害者、知的障害者、精神障害者等及びその介護者が国内航空を利用する場合、手帳
を提示して国内航空券を割引価格で購入できます（航空会社や路線によって異なります）。

〈問合せ〉
対象となる障害の種別や割引率等は、航空会社によって異なりますので、各航空会社にあ
らかじめお問い合わせください。

  〈対　象〉
次のいずれかの手帳をお持ちの方およびその介護者
  （１）身体障害者手帳
  （２）愛の手帳
  （３）精神障害保健福祉手帳

  〈利用方法〉
障害のある方およびその介護者が、旅客船、フェリーを利用する場合、運賃が割引になり
ます。

 〈問合せ〉
対象となる障害の種別、割引率、乗船券の購入方法などは、航路や運航会社によって異な
りますので、旅客船等の各会社にあらかじめお問い合わせください。

  〈対　象〉
次のいずれかの手帳をお持ちの方およびその介護者
  （１）身体障害者手帳
  （２）愛の手帳
  （３）戦傷病者手帳
  （４）精神障害保健福祉手帳

  〈利用方法〉
国内航空を利用する場合、運賃が割引になります。

 〈問合せ〉
対象となる障害の種別、割引率、国内航空券の購入方法などは航空会社によって異なりま
すので、各航空会社にあらかじめお問い合わせください。

オーシャン東九フェリー 電話（03）5148-0109
川崎近海汽船 電話（0120）539-468
東海汽船 電話（03）5472-9999
小笠原海運　 電話（03）3451-5171　
東京水辺ライン 電話（03）5608-8869
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ページ
旅客船、フェリーの割引
〈対象〉
次のいずれかの手帳をお持ちの方およびその介護者
（１、身体障害者手帳
（２、愛の手帳
（３、精神障害保健福祉手帳
〈利用ほう法〉
障害のある方およびその介護者が、旅客船、フェリーを利用する場合、運賃が割引になり
ます。
〈問合せ〉
対象となる障害の種別、割びき率、乗船券の購入ほうほうなどは、航路や運航会社によっ
て異なりますので、旅客船とうの各かいしゃにあらかじめお問い合わせください。

オーシャンとうきゅうフェリー、電話
川崎近海汽船、電話
東海汽船、電話
小笠原海運、電話
東京みずべライン、電話

国内航空券の割引
〈対象〉
次のいずれかの手帳をお持ちの方およびその介護者
（１、身体障害者手帳
（２、愛の手帳
（３、戦傷病者手帳
（４、精神障害保健福祉手帳
〈利用ほう法〉
国内航空を利用する場合、運賃が割引になります。
〈問合せ〉
対象となる障害の種別、割びき率、国内航空券の購入方法などは、航空会社によって異な
りますので、各航空会社にあらかじめお問い合わせください。
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有料道路の割引 身  知 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳所持者本人が自動車を運転する場合
（２）第１種身体障害者手帳所持者または第１種愛の手帳所持者のために、介護人が自動

車を運転する場合

〈割引の内容等〉

割引率 ５割引
対象区間 道路整備特別措置法に基づく有料道路

割引有効期限 申請した日から、その後の対象障害者の２回目
の誕生日まで（更新申請は２年ごと）

〈対象となる自動車〉
本人または本人と生計を一にする方が所有するもの、介護者が運転する場合で生計を一に
する方が所有していない場合は、日常的に介護している方が所有するもの
＊障害者１人につき１台まで
＊営業用の自動車を除く
＊ＥＴＣ方式による利用も可能
＊法人名義の車は不可（ローン、リースを除く）
＊ＥＴＣカードの名義は障害者本人に限る（未成年の場合は保護者）

手続きには手帳、車検証、運転免許証が必要
ＥＴＣ方式の場合、障害者本人名義のＥＴＣカード、ＥＴＣ車載器セットアップ証明書も
必要

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12317、21561）
　直通電話　　（042）420-2806

自動車燃料費の助成（市の制度） 身  知 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
市内に住所を有し、次のいずれかに該当する方
（１）身体障害者手帳１級～４級で、自ら自動車もしくは二輪車を運転している方
（２）身体障害者手帳１級～３級・愛の手帳１度～３度・脳性まひ者（児）・進行性筋萎
縮症の方のために自動車を運転する同居家族のいる方

　身体障害者手帳をお持ちの方が自動車を運転する場合
　第１種身体障害者手帳または第１種愛の手帳をお持ちの方のために、介護人が自動
車を運転する場合

  自動車燃料費の助成（市の制度） 身 知 担当窓口　障害福祉課

〈対象となる自動車〉
本人または本人と生計を一にする方が所有するもの、介護者が運転する場合で生計を一に
する方が所有していない場合は、日常的に介護している方が所有するもの
※親族や知人等が所有するもの、レンタカー、車検・修理時の代車、タクシー（要介護者　
　のみ）、福祉有償運送車両（要介護者のみ）等が新たに対象となります。
＊事前に登録できる自動車は、障害者１人につき１台まで
＊タクシー、福祉有償運送車両、レンタカー、代車なども割引の対象になります。なお、　
　タクシー、福祉有償運送車両でのご利用がいただけるのは、第１種の手帳をお持ちの方　
　になります。
＊営業用の自動車を除く
＊ＥＴＣ方式による利用も可能
＊法人名義の車は不可（ローン、リースを除く）
＊ＥＴＣカードの名義は障害者本人に限る（未成年の場合は保護者）
　※成人年齢は 18 歳

手続きには、手帳、車検証、運転免許証、自動車検査記録事項（電子車検証の方のみ）が必要
ＥＴＣ方式の場合、障害者本人名義のＥＴＣカード、ＥＴＣ車載器セットアップ証明書も必要

〈問合せ〉
 障害福祉課　（内線：12317 ～ 12319）
 直通電話　　（042）420-2806

　　　　　　〈対　象〉
　　　　　市内に住所を有し、次のいずれかに該当する方
　　　　　　（１）身体障害者手帳１～４級で、自ら自動車もしくは二輪車を運転して
　　　　　　　　 いる方
　　　　　　（２）身体障害者手帳１～３級・愛の手帳１～３度・脳性まひのある方
　　　　　　　　・進行性筋萎縮症の方のために自動車を運転する同居家族のいる方
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ページ
有料道路の割引、担当窓口、障害福祉課
〈対象〉
（１、身体障害者手帳をお持ちのかたが自動車を運転する場合
（２、第 種身体障害者手帳または第 種愛の手帳をお持ちの方のために、介護にんが自動車を運転する場合
〈割引の内容とう〉
わりびき率、５割引
対象区間、道路整備特別措置法に基づく有料道路
割引有効期限、申請した日から、その後の対象障害者の２回目の誕生日まで（更新申請は２年ごと
〈対象となる自動車〉
本人または本人と生計をいつにするかたが所有するもの、介護者が運転する場合で生計をいつにするかたが所有
していない場合は、日常的に介護しているかたが所有するもの
親族や知人等が所有するもの、レンタカー、車検、修理時の代車、タクシー（要介護者のみ）、福祉有償運送車
両（要介護者のみ）等が新たに対象となります。
事前に登録できる自動車は、障害者１人につき１台まで
タクシー、福祉有償運送車両、レンタカー、代車なども割引の対象になります。なお、タクシー、福祉有償運送
車両でのご利用がいただけるのは、第１種の手帳をお持ちの方になります。
営業用の自動車を除く
ＥＴＣほう式による、利用も可能
法人名義の車は不可（ローン、リースを除く
ＥＴＣカードの名義は障害者本人に限る（未成年の場合は保護者
※成人年齢は 歳

手続きには手帳、しゃけんしょう、運転免許証、自動車検査記録事項（電子車検証の方のみ）が必要
ほう式の場合、障害者本人名義の カード、 車載きセットアップしょうめいしょも必要。

〈問合せ〉
障害福祉課、（内線： ～
直通電話、
自動車燃料費の助成（市の制度、担当窓口、障害福祉課
〈対象〉
市内に住所を有し、次のいずれかに該当するかた
（１、身体障害者手帳、１から４級で、自ら自動車もしくは二輪車を運転しているかた
（２、身体障害者手帳、１から３級、愛の手帳、１から３度、脳性まひのある方。進行性きん萎縮症のかたのた
めに自動車を運転する同居家族のいるかた

つづく。
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〈対　象〉
（１）身体障害者手帳所持者本人が自動車を運転する場合
（２）第１種身体障害者手帳所持者または第１種愛の手帳所持者のために、介護人が自動

車を運転する場合

〈割引の内容等〉

割引率 ５割引
対象区間 道路整備特別措置法に基づく有料道路

割引有効期限 申請した日から、その後の対象障害者の２回目
の誕生日まで（更新申請は２年ごと）

〈対象となる自動車〉
本人または本人と生計を一にする方が所有するもの、介護者が運転する場合で生計を一に
する方が所有していない場合は、日常的に介護している方が所有するもの
＊障害者１人につき１台まで
＊営業用の自動車を除く
＊ＥＴＣ方式による利用も可能
＊法人名義の車は不可（ローン、リースを除く）
＊ＥＴＣカードの名義は障害者本人に限る（未成年の場合は保護者）

手続きには手帳、車検証、運転免許証が必要
ＥＴＣ方式の場合、障害者本人名義のＥＴＣカード、ＥＴＣ車載器セットアップ証明書も
必要

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12317、21561）
　直通電話　　（042）420-2806

自動車燃料費の助成（市の制度） 身  知 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
市内に住所を有し、次のいずれかに該当する方
（１）身体障害者手帳１級～４級で、自ら自動車もしくは二輪車を運転している方
（２）身体障害者手帳１級～３級・愛の手帳１度～３度・脳性まひ者（児）・進行性筋萎
縮症の方のために自動車を運転する同居家族のいる方

  〈助成内容等〉
心身障害のある方が使用した自動車燃料費の実費の一部を助成します。
  （１）自動車　月額　3,000 円相当を上限
  （２）二輪車　月額　1,500 円相当を上限
※本人または同居する家族の所有する自家用車が助成対象となります。

  〈制　限〉
次のいずれかに該当する場合は対象となりません。
  （１）施設に入所している方（※）
  （２）タクシー料金助成を受けている方
  （３）本人（20 歳未満の場合、扶養義務者）の所得が所得制限基準額を超えているとき
※施設とは障害者支援施設、養護老人ホーム、軽費老人ホーム、特別養護老人ホーム、　
　救護施設、のぞみの園などです。
　母子生活支援施設、有料老人ホーム、サービス付き高齢者住宅、グループホームなど　
　は含みません。

  〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12317 ～ 12319）
　直通電話　　（042）420-2806

乗車時に、障害者手帳の写真貼付ページを提示して、本人確認を受けてください。

  〈対　象〉
身体障害者手帳、愛の手帳、また、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方も、
一部のタクシーを除き運賃が１割引となりますので、ご利用の際にお確かめください。

 〈割引の内容〉
１割引（割引後 10 円未満に端数が生じた場合切捨）

  〈問合せ〉東京ハイヤー・タクシー協会
　電話　（03）3264-8080
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有料道路の割引 身  知 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳所持者本人が自動車を運転する場合
（２）第１種身体障害者手帳所持者または第１種愛の手帳所持者のために、介護人が自動

車を運転する場合

〈割引の内容等〉

割引率 ５割引
対象区間 道路整備特別措置法に基づく有料道路

割引有効期限 申請した日から、その後の対象障害者の２回目
の誕生日まで（更新申請は２年ごと）

〈対象となる自動車〉
本人または本人と生計を一にする方が所有するもの、介護者が運転する場合で生計を一に
する方が所有していない場合は、日常的に介護している方が所有するもの
＊障害者１人につき１台まで
＊営業用の自動車を除く
＊ＥＴＣ方式による利用も可能
＊法人名義の車は不可（ローン、リースを除く）
＊ＥＴＣカードの名義は障害者本人に限る（未成年の場合は保護者）

手続きには手帳、車検証、運転免許証が必要
ＥＴＣ方式の場合、障害者本人名義のＥＴＣカード、ＥＴＣ車載器セットアップ証明書も
必要

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12317、21561）
　直通電話　　（042）420-2806

自動車燃料費の助成（市の制度） 身  知 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
市内に住所を有し、次のいずれかに該当する方
（１）身体障害者手帳１級～４級で、自ら自動車もしくは二輪車を運転している方
（２）身体障害者手帳１級～３級・愛の手帳１度～３度・脳性まひ者（児）・進行性筋萎
縮症の方のために自動車を運転する同居家族のいる方
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〈助成内容等〉
心身障害者が使用した自動車燃料費の実費の一部を助成します。ただし、所得制限があり
ます。
（１）自動車　月額　3,000 円相当を上限
（２）二輪車　月額　1,500 円相当を上限
※施設入所者、タクシー料金助成を受けられている方は、対象になりません。
※本人または同居する家族の所有する自家用車が助成対象となります。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12319）
　直通電話　　（042）420-2806

タクシー運賃の割引 身  知  精

乗車時に、身体障害者手帳または愛の手帳の写真貼付ページを提示して、本人確認を受け
てください。

〈対　象〉
身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、また、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けて
いる方も、一部のタクシーを除き運賃が１割引となりますので、ご利用の際にお確かめく
ださい。

〈割引の内容〉
１割引（割引後 10円未満に端数が生じた場合切捨）

〈問合せ〉東京ハイヤー・タクシー協会
　電話　（03）3264-8080

タクシー料金の助成（市の制度） 身  知 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
市内に住所を有し、次のいずれかに該当する方
（１）身体障害者手帳　１級～３級
（２）愛の手帳　１度～３度

〈助成内容等〉
市と契約しているタクシー業者で利用できるタクシー利用券を交付します。ただし、所得
制限があります。
月額　3,000 円相当分
※施設入所者、自動車燃料費助成を受けられている方は対象になりません。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12319）
　直通電話　　（042）420-2806

  タクシー運賃の割引  タクシー運賃の割引 身 知 精

1 ～ 3 級
1 ～ 3 度

7.
社
会
参
加
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〈助成内容とう〉
心身障害のあるかたが使用した自動車燃料費の実費の一部を助成します。
（１、自動車、つき額、さんぜんえん相当を上限
（２、二輪車、つき額、せんごひゃくえん相当を上限
※、本人または同居する家族の所有する自家用車が助成対象となります。

〈制 限〉
次のいずれかに該当する場合は対象となりません。
（１ 施設に入所している方（※）
（２ タクシー料金助成を受けている方
（３ 本人（ 歳未満の場合、扶養義務者）の所得が所得制限基準額を超えているとき
※施設とは障害者支援施設、養護老人ホーム、軽費老人ホーム、特別養護老人ホーム、

救護施設、のぞみの園などです。
母子生活支援施設、有料老人ホーム、サービス付き高齢者住宅、グループホームなどは含みません。

〈問合せ〉
障害福祉課、（内線： ～
直通電話、
タクシー運賃の割引
乗車時に、障害者手帳の写真貼付ページを提示して、本人確認を受けてください。
〈対象〉
身体障害者手帳、愛の手帳、また、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けているかたも、一部のタクシーを除き
運賃が１割引となりますので、ご利用の際にお確かめください。
〈割引の内容〉
１割引（割引後、１０えん未まんに端数が生じた場合きりすて
〈問合せ〉東京ハイヤー、タクシー協会
電話
タクシー料金の助成（市の制度、担当窓口、障害福祉課
〈対象〉
市内に住所を有し、次のいずれかに該当する方
（１、しんたい障害者手帳、１から３級
（２、愛の手帳、１から３度

つづく
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自動車
自動車運転免許の無料教習 身

厚生労働省から認定された「身体障害者運転能力開発訓練センター」で所定の教習料金無
料で運転教習が受けられます。（検定料など 76,550 円は自己負担）
なお、入所日は４、７、10月各月の月初めで、教習期間は３か月です。申込みは、前月
の 15日まで。

〈対　象〉
18 歳以上の身体障害者の方で次のいずれにも該当する方
（１）公共職業安定所に求職登録してある方
（２）運転免許試験場での運転適性検査に合格した方
（３）身体障害者運転能力開発訓練センターが入所を認めた方

〈問合せ〉身体障害者運転能力開発訓練センター（通称・あずまえん自動車教習所）
　〒 352-0023　埼玉県新座市堀ノ内２-１-46
　電話（048）481-2711　　FAX（048）481-6578
　E メール　info@azumaen.or.jp

自動車運転教習費用の補助 身  知 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
運転免許適性試験に合格した
・身体障害者手帳１級～３級の方
・内部障害４級の方
・下肢または体幹機能障害４級・５級の方
・愛の手帳１度～４度の方
※いずれの方も市内に引き続き３か月以上住所を有すること

〈給付の内容等〉
心身障害者の方に対して、運転免許を取得するための費用の一部を補助します。
※事前に申請が必要です。

〈補助内容〉
・教習所などの入所料、学科技能教習料、教材費に該当する額の一部
・運転免許の取得
警視庁ホームページをご覧になるか、都内各試験場にお問い合わせください。

  〈給付の内容等〉
　  ● 運転免許を取得するための費用（自動車運転教習所等の入所料、技能及び学科教習料、　
　教材費）の一部を補助します。補助金額は、所得によって異なります。（下表参照）
　  ● 排気量等の限定解除の場合、20,600 円まで補助します。（排気量の限定及び身体障害
　により付けられた免許の条件（限定条件）が対象となります。）
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自動車
自動車運転免許の無料教習 身

厚生労働省から認定された「身体障害者運転能力開発訓練センター」で所定の教習料金無
料で運転教習が受けられます。（検定料など 76,550 円は自己負担）
なお、入所日は４、７、10月各月の月初めで、教習期間は３か月です。申込みは、前月
の 15日まで。

〈対　象〉
18 歳以上の身体障害者の方で次のいずれにも該当する方
（１）公共職業安定所に求職登録してある方
（２）運転免許試験場での運転適性検査に合格した方
（３）身体障害者運転能力開発訓練センターが入所を認めた方

〈問合せ〉身体障害者運転能力開発訓練センター（通称・あずまえん自動車教習所）
　〒 352-0023　埼玉県新座市堀ノ内２-１-46
　電話（048）481-2711　　FAX（048）481-6578
　E メール　info@azumaen.or.jp

自動車運転教習費用の補助 身  知 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
運転免許適性試験に合格した
・身体障害者手帳１級～３級の方
・内部障害４級の方
・下肢または体幹機能障害４級・５級の方
・愛の手帳１度～４度の方
※いずれの方も市内に引き続き３か月以上住所を有すること

〈給付の内容等〉
心身障害者の方に対して、運転免許を取得するための費用の一部を補助します。
※事前に申請が必要です。

〈補助内容〉
・教習所などの入所料、学科技能教習料、教材費に該当する額の一部
・運転免許の取得
警視庁ホームページをご覧になるか、都内各試験場にお問い合わせください。
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〈制　限〉
所得制限があります。
第一種普通自動車免許の取得の場合
・前年の所得税額が 0円の場合　164,800 円まで補助
・前年の所得税額が１円～ 42,000 円の場合　144,200 円まで補助
・前年の所得税額が 42,001 円～ 400,000 円の場合　123,600 円まで補助
排気量等の限定解除の場合　20,600 円まで補助

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12317、21561）
　直通電話　　（042）420-2806

自動車改造費の助成 身 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
18 歳以上の身体障害者手帳所持者で、次のいずれにも該当する方
（１）身体障害者手帳上肢・下肢・体幹１級・２級の方
（２）自らが所有し運転する自動車の一部を改造する必要がある方

〈給付の内容等〉
操向装置及び駆動装置の改造に要する費用を一部補助します。
133,900 円まで補助
＊事前に申請が必要です。

〈制　限〉
本人または扶養義務者の前年所得が、特別障害者手当の所得制限限度額以下であること

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12317、21561）
　直通電話　　（042）420-2806

所得税額 補助限度額

０円 164,800 円

１円～ 42,000 円 144,200 円

42,001 円～ 400,000 円 123,600 円

自動車

  〈助成内容等〉
市と契約しているタクシー業者、NPO 法人等で利用できるタクシー利用券を交付します。
月額　3,000 円相当分

  〈制　限〉
次のいずれかに該当する場合は対象となりません。
  （１）施設に入所している方（※）
  （２）自動車燃料費助成を受けている方
  （３）本人（20 歳未満の場合、扶養義務者）の所得が所得制限基準額を超えているとき
※施設とは障害者支援施設、養護老人ホーム、軽費老人ホーム、特別養護老人ホーム、　
　救護施設、のぞみの園などです。
　母子生活支援施設、有料老人ホーム、サービス付き高齢者住宅、グループホームなどは
　含みません。

  〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12317 ～ 12319）
　直通電話　　（042）420-2806

自動車

4・5 級の方

所得税額によって異なります。（下表参照）

※運転免許証を取得する前に申請が必要です。
※申請は先着順です。予算がなくなり次第申請の受付を終了します。

1 ～ 3 級の方

1 ～ 4 度の方
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自動車
自動車運転免許の無料教習 身

厚生労働省から認定された「身体障害者運転能力開発訓練センター」で所定の教習料金無
料で運転教習が受けられます。（検定料など 76,550 円は自己負担）
なお、入所日は４、７、10月各月の月初めで、教習期間は３か月です。申込みは、前月
の 15日まで。

〈対　象〉
18 歳以上の身体障害者の方で次のいずれにも該当する方
（１）公共職業安定所に求職登録してある方
（２）運転免許試験場での運転適性検査に合格した方
（３）身体障害者運転能力開発訓練センターが入所を認めた方

〈問合せ〉身体障害者運転能力開発訓練センター（通称・あずまえん自動車教習所）
　〒 352-0023　埼玉県新座市堀ノ内２-１-46
　電話（048）481-2711　　FAX（048）481-6578
　E メール　info@azumaen.or.jp

自動車運転教習費用の補助 身  知 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
運転免許適性試験に合格した
・身体障害者手帳１級～３級の方
・内部障害４級の方
・下肢または体幹機能障害４級・５級の方
・愛の手帳１度～４度の方
※いずれの方も市内に引き続き３か月以上住所を有すること

〈給付の内容等〉
心身障害者の方に対して、運転免許を取得するための費用の一部を補助します。
※事前に申請が必要です。

〈補助内容〉
・教習所などの入所料、学科技能教習料、教材費に該当する額の一部
・運転免許の取得
警視庁ホームページをご覧になるか、都内各試験場にお問い合わせください。
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〈制　限〉
所得制限があります。
第一種普通自動車免許の取得の場合
・前年の所得税額が 0円の場合　164,800 円まで補助
・前年の所得税額が１円～ 42,000 円の場合　144,200 円まで補助
・前年の所得税額が 42,001 円～ 400,000 円の場合　123,600 円まで補助
排気量等の限定解除の場合　20,600 円まで補助

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12317、21561）
　直通電話　　（042）420-2806

自動車改造費の助成 身 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
18 歳以上の身体障害者手帳所持者で、次のいずれにも該当する方
（１）身体障害者手帳上肢・下肢・体幹１級・２級の方
（２）自らが所有し運転する自動車の一部を改造する必要がある方

〈給付の内容等〉
操向装置及び駆動装置の改造に要する費用を一部補助します。
133,900 円まで補助
＊事前に申請が必要です。

〈制　限〉
本人または扶養義務者の前年所得が、特別障害者手当の所得制限限度額以下であること

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12317、21561）
　直通電話　　（042）420-2806

～12319）
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〈助成内容とう〉
市と契約しているタクシー業者、 法人とうで利用できるタクシー利用券を交付します。
つき額、さんぜんえん相当分
〈制 限〉
次のいずれかに該当する場合は対象となりません。
（１ 施設に入所しているかた（※）
（２ 自動車燃料費助成を受けている方
（３ 本人（ 歳未満の場合、扶養義務者）の所得が所得制限基準額を超えているとき
※施設とは障害者支援施設、養護老人ホーム、軽費老人ホーム、特別養護老人ホーム、
救護施設、のぞみの園などです。
母子生活支援施設、有料老人ホーム、サービス付き高齢者住宅、グループホームなどは含みません。

〈問合せ〉
障害福祉課、（内線： ～
直通電話、

自動車
自動車運転教習費用の補助、担当窓口、障害福祉課
〈対象〉
運転免許適性試験に合格した
・身体障害者手帳、１から３級のかた
・内部障害４級のかた
・下肢またわ、たいかん機能障害４、５級のかた
・愛の手帳、１から４度のかた
※、いずれのかたも市内に引き続き３カ月以上住所を有すること
〈給付の内容とう〉
運転免許を取得するための費用（自動車運転教習所等の入所料、技能及び学科教習料、
教材費）の一部を補助します。補助金額は、所得税額によって異なります。

排気量等の限定解除の場合、、 円まで補助します。（排気量の限定及び身体障害
により付けられた免許の条件（限定条件）が対象となります。）

運転免許証を取得する前に申請が必要です
申請は先着順です。予算がなくなり次第申請の受付を終了します
所得税額、 円、 補助限度額、 円
所得税額、 円から 円、 補助限度額、 円
所得税額、 円から 円、 補助限度額、 円
〈問合せ〉
障害福祉課、（内線： から
直通電話、
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自動車
自動車運転免許の無料教習 身

厚生労働省から認定された「身体障害者運転能力開発訓練センター」で所定の教習料金無
料で運転教習が受けられます。（検定料など 76,550 円は自己負担）
なお、入所日は４、７、10月各月の月初めで、教習期間は３か月です。申込みは、前月
の 15日まで。

〈対　象〉
18 歳以上の身体障害者の方で次のいずれにも該当する方
（１）公共職業安定所に求職登録してある方
（２）運転免許試験場での運転適性検査に合格した方
（３）身体障害者運転能力開発訓練センターが入所を認めた方

〈問合せ〉身体障害者運転能力開発訓練センター（通称・あずまえん自動車教習所）
　〒 352-0023　埼玉県新座市堀ノ内２-１-46
　電話（048）481-2711　　FAX（048）481-6578
　E メール　info@azumaen.or.jp

自動車運転教習費用の補助 身  知 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
運転免許適性試験に合格した
・身体障害者手帳１級～３級の方
・内部障害４級の方
・下肢または体幹機能障害４級・５級の方
・愛の手帳１度～４度の方
※いずれの方も市内に引き続き３か月以上住所を有すること

〈給付の内容等〉
心身障害者の方に対して、運転免許を取得するための費用の一部を補助します。
※事前に申請が必要です。

〈補助内容〉
・教習所などの入所料、学科技能教習料、教材費に該当する額の一部
・運転免許の取得
警視庁ホームページをご覧になるか、都内各試験場にお問い合わせください。
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自動車
自動車運転免許の無料教習 身

厚生労働省から認定された「身体障害者運転能力開発訓練センター」で所定の教習料金無
料で運転教習が受けられます。（検定料など 76,550 円は自己負担）
なお、入所日は４、７、10月各月の月初めで、教習期間は３か月です。申込みは、前月
の 15日まで。

〈対　象〉
18 歳以上の身体障害者の方で次のいずれにも該当する方
（１）公共職業安定所に求職登録してある方
（２）運転免許試験場での運転適性検査に合格した方
（３）身体障害者運転能力開発訓練センターが入所を認めた方

〈問合せ〉身体障害者運転能力開発訓練センター（通称・あずまえん自動車教習所）
　〒 352-0023　埼玉県新座市堀ノ内２-１-46
　電話（048）481-2711　　FAX（048）481-6578
　E メール　info@azumaen.or.jp

自動車運転教習費用の補助 身  知 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
運転免許適性試験に合格した
・身体障害者手帳１級～３級の方
・内部障害４級の方
・下肢または体幹機能障害４級・５級の方
・愛の手帳１度～４度の方
※いずれの方も市内に引き続き３か月以上住所を有すること

〈給付の内容等〉
心身障害者の方に対して、運転免許を取得するための費用の一部を補助します。
※事前に申請が必要です。

〈補助内容〉
・教習所などの入所料、学科技能教習料、教材費に該当する額の一部
・運転免許の取得
警視庁ホームページをご覧になるか、都内各試験場にお問い合わせください。
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〈制　限〉
所得制限があります。
第一種普通自動車免許の取得の場合
・前年の所得税額が 0円の場合　164,800 円まで補助
・前年の所得税額が１円～ 42,000 円の場合　144,200 円まで補助
・前年の所得税額が 42,001 円～ 400,000 円の場合　123,600 円まで補助
排気量等の限定解除の場合　20,600 円まで補助

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12317、21561）
　直通電話　　（042）420-2806

自動車改造費の助成 身 � 担当窓口　障害福祉課

〈対　象〉
18 歳以上の身体障害者手帳所持者で、次のいずれにも該当する方
（１）身体障害者手帳上肢・下肢・体幹１級・２級の方
（２）自らが所有し運転する自動車の一部を改造する必要がある方

〈給付の内容等〉
操向装置及び駆動装置の改造に要する費用を一部補助します。
133,900 円まで補助
＊事前に申請が必要です。

〈制　限〉
本人または扶養義務者の前年所得が、特別障害者手当の所得制限限度額以下であること

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12317、21561）
　直通電話　　（042）420-2806

12317～12319）

18 歳以上の方で、次のいずれにも該当する方

本人または扶養義務者の所得が、所得制限基準額を超えているとき

身体障害者手帳（上肢・下肢・体幹）1・2 級の方

＊自動車改造を行う前に申請が必要です。
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ページ
自動車改造費の助成、担当窓口、障害福祉課
〈対象〉

歳以上の方で、次のいずれにも該当する方
（１、身体障害者手帳、上肢、下肢、たいかん、１、２級のかた
（２、自らが所有し運転する自動車の一部を改造する必要があるかた
〈給付の内容とう〉
操向装置及び駆動装置の改造に要する費用を一部補助します。

円まで補助
自動車改造を行う前に申請が必要です。
〈制限〉
本人または扶養義務者の所得が、所得制限基準額を超えているとき
〈問合せ〉
障害福祉課、（内線： ～
直通電話、
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駐車禁止規制の除外 身  知  精

公安委員会による駐車禁止規制が行われている道路に駐車する場合、駐車禁止の対象から
除外されます。駐車に際しては、東京都公安委員会が発行し警察署で交付した「駐車禁止
等除外標章」および「運転者の連絡先または用務先を記載した書面」を車の前面窓ガラス
の見やすい箇所に掲示する必要があります。
なお、次のような駐車はできません。
（１）駐停車禁止場所の駐車　　（２）法定駐車禁止場所の駐車
（３）駐車方法に従わない駐車　（４）車庫代わりの駐車・長時間駐車

〈対　象〉都内に住所を有し、以下の障害の区分・級別に該当する手帳の交付を受けている方

手帳の種別 障害の区分 障害の級別

身体障害者手帳

視覚障害 １級から３級までの各級または４級の
１

聴覚障害 ２級または３級

平衡機能障害 ３級

肢
体
不
自
由

上肢機能障害 １級、２級の１または２級の２
（両上肢に著しい障害がある方）

下肢機能障害 １級から４級までの各級

体幹機能障害 １級から３級までの各級

運動機能障害
上肢機能 １級または２級（一上肢のみに運動機

能障害がある場合を除く）

移動機能 １級から４級までの各級

心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう又は
直腸、小腸機能障害 １級または３級

免疫機能障害、肝臓機能障害 １級から３級までの各級

（再認定審査が指定されている方は、再認定審査が終了している方）

戦傷病者手帳

上肢、下肢機能障害、心臓、じん臓、
呼吸器、ぼうこう又は直腸、小腸機
能障害、肝臓機能障害

特別項症から第３項症までの各項症

視覚、聴覚、平衡、体幹機能障害 特別項症から第４項症までの各項症

愛の手帳
（療育手帳） ―――――

１度または２度
（３・６・12・18歳に達したときの
更新申請が終了している方）

精神障害者
保健福祉手帳 １級（精神通院医療に係る自立支援医療費の支給を受けている方）

小児慢性特定疾患児童手帳 色素性乾皮症の認定を受けている方

※肢体不自由の欄の上肢機能障害「１級、２級の１または２級の２」に該
当する方とは、両上肢に著しい障害がある方です。
　一上肢のみに障害のある方は対象となりません。
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体幹機能障害 １級から３級までの各級

運動機能障害
上肢機能 １級または２級（一上肢のみに運動機

能障害がある場合を除く）

移動機能 １級から４級までの各級

心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう又は
直腸、小腸機能障害 １級または３級

免疫機能障害、肝臓機能障害 １級から３級までの各級

（再認定審査が指定されている方は、再認定審査が終了している方）

戦傷病者手帳

上肢、下肢機能障害、心臓、じん臓、
呼吸器、ぼうこう又は直腸、小腸機
能障害、肝臓機能障害

特別項症から第３項症までの各項症

視覚、聴覚、平衡、体幹機能障害 特別項症から第４項症までの各項症

愛の手帳
（療育手帳） ―――――

１度または２度
（３・６・12・18歳に達したときの
更新申請が終了している方）

精神障害者
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　一上肢のみに障害のある方は対象となりません。

１度または２度

色素性乾皮症に係るもの小児慢性特定疾病
医療受給者証
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ページ
駐車禁止規制の除外
公安委員会による駐車禁止規制が行われている道路に駐車する場合、駐車禁止の対象から除外されます。駐車に際しては、東京都
公安委員会が発行し警察署で交付した駐車禁止とう除外ひょうしょうおよび運転者の連絡先または用務先を記載した書面を車の前
面窓ガラスの見やすい箇所に掲示する必要があります。なお、次のような駐車はできません。
（１、駐停車禁止場所の駐車、（２、法定駐車禁止場所の駐車、（３、駐車ほう法に従わない駐車
（４、車庫がわりの駐車、長時間駐車
〈対象〉とないに住所を有し、以下の障害の区分、級別に該当する手帳の交付を受けているかた
手帳の種別、身体障害者手帳
障害の区分、視覚障害
障害の級別、１級から３級までの各級または４級の１
障害の区分、聴覚障害
障害の級別、２級または３級
障害の区分、平衡機能障害
障害の級別、３級
障害の区分、肢体不自由、上肢機能障害
障害の級別、１級、２級の１または２級の２ （両上肢に著しい障害があるかた
障害の区分、肢体不自由、下肢機能障害
障害の級別、１級から４級までの各級
障害の区分、肢体不自由、たいかん機能障害
障害の級別、１級から３級までの各級
障害の区分、肢体不自由、運動機能障害、上肢機能
障害の級別、１級または２級、（いち上肢のみに運動機能障害がある場合を除く
障害の区分、肢体不自由、運動機能障害、移動機能
障害の級別、１級から４級までの各級
障害の区分、心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこうまたは直腸、小腸機能障害
障害の級別、１級または３級
障害の区分、免疫機能障害、肝臓機能障害
障害の級別、１級から３級までの各級、（再認定審査が指定されているかたは、再認定審査が終了しているかた
手帳の種別、戦傷病者手帳
障害の区分、上肢、下肢機能障害、心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこうまたは直腸、小腸機能障害、肝臓機能障害
障害の級別、特別項症から第３項症までの各項症
障害の区分、視覚、聴覚、平衡、たいかん機能障害
障害の級別、特別項症から第４項症までの各項症
手帳の種別、愛の手帳、（療育手帳
障害の級別、１度または２度
手帳の種別、精神障害者、保健福祉手帳
１級
手帳の種別、小児慢性特定疾病医療受給者証
色素性かんぴ症にかかわるもの
※、肢体不自由の欄の上肢機能障害「１級、２級の１または２級の２」に該当するかたとは、両上肢に著しい障害があるかたです。
いち上肢のみに障害のあるかたは対象になりません。 つづく。
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駐車禁止規制の除外 身  知  精
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（１）駐停車禁止場所の駐車　　（２）法定駐車禁止場所の駐車
（３）駐車方法に従わない駐車　（４）車庫代わりの駐車・長時間駐車

〈対　象〉都内に住所を有し、以下の障害の区分・級別に該当する手帳の交付を受けている方

手帳の種別 障害の区分 障害の級別

身体障害者手帳

視覚障害 １級から３級までの各級または４級の
１

聴覚障害 ２級または３級

平衡機能障害 ３級

肢
体
不
自
由

上肢機能障害 １級、２級の１または２級の２
（両上肢に著しい障害がある方）

下肢機能障害 １級から４級までの各級

体幹機能障害 １級から３級までの各級

運動機能障害
上肢機能 １級または２級（一上肢のみに運動機

能障害がある場合を除く）

移動機能 １級から４級までの各級

心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう又は
直腸、小腸機能障害 １級または３級
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視覚、聴覚、平衡、体幹機能障害 特別項症から第４項症までの各項症

愛の手帳
（療育手帳） ―――――

１度または２度
（３・６・12・18歳に達したときの
更新申請が終了している方）

精神障害者
保健福祉手帳 １級（精神通院医療に係る自立支援医療費の支給を受けている方）

小児慢性特定疾患児童手帳 色素性乾皮症の認定を受けている方

※肢体不自由の欄の上肢機能障害「１級、２級の１または２級の２」に該
当する方とは、両上肢に著しい障害がある方です。
　一上肢のみに障害のある方は対象となりません。
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運動機能障害
上肢機能 １級または２級（一上肢のみに運動機

能障害がある場合を除く）

移動機能 １級から４級までの各級

心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう又は
直腸、小腸機能障害 １級または３級

免疫機能障害、肝臓機能障害 １級から３級までの各級

（再認定審査が指定されている方は、再認定審査が終了している方）

戦傷病者手帳

上肢、下肢機能障害、心臓、じん臓、
呼吸器、ぼうこう又は直腸、小腸機
能障害、肝臓機能障害

特別項症から第３項症までの各項症

視覚、聴覚、平衡、体幹機能障害 特別項症から第４項症までの各項症

愛の手帳
（療育手帳） ―――――

１度または２度
（３・６・12・18歳に達したときの
更新申請が終了している方）

精神障害者
保健福祉手帳 １級（精神通院医療に係る自立支援医療費の支給を受けている方）

小児慢性特定疾患児童手帳 色素性乾皮症の認定を受けている方

※肢体不自由の欄の上肢機能障害「１級、２級の１または２級の２」に該
当する方とは、両上肢に著しい障害がある方です。
　一上肢のみに障害のある方は対象となりません。

 〈申請窓口〉
都内いずれかの警察署（交通課）で申請してください。

 〈受付時間〉
月～金曜日の午前８時 30 分～午後４時 30 分（土曜日、日曜日、休日、年末年始の 12 月
29 日から１月３日を除く）

 〈申請者〉
原則として本人が申請してください。
※ただし、申請者が未成年者、知的障害または精神障害のある方の場合は、申請者の親権者、
配偶者または三親等以内の血族、姻族または東京都パートナーシップ宣言制度による証明
を受けた相手方を申請代理人とすることができます。
申請代理人による申請の場合は、以下〈申請に必要な書類〉に記載の書類以外にも必要と
なります。

 〈申請に必要な書類〉
申請の種類に応じて必要な書類が異なります。
詳しくは警視庁または都内の警察署にお問い合わせください。
 （１）申請書（警察署窓口で受領または警視庁ホームページよりダウンロード）
 （２）身体障害者手帳、愛の手帳等
 （３）住民票（発行日から３か月以内のもの）
　※申請代理人の場合は、申請者との関係を証明できる書面（続柄が記載された住民票の
写し、戸籍謄本等）、申請代理人本人の確認ができる身分証明書（運転免許証、健康保険証等）
を持参してください。

 〈問合せ〉警視庁駐車対策課　駐車対策第１係
　電話　（03）3581-4321（内線：54706）
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〈申請窓口〉
とない、いずれかの警察署（交通課で申請してください。
〈受付時間〉げつから金曜日の午前８時 分から午後４時 分、（土曜日、日曜日、休日、年末年始の 月
日から 月 日を除く）
〈申請者〉
原則として本人が申請してください。
※、ただし、申請者が未成年者、知的障害または精神障害のある方の場合は、申請者の親権者、配偶者または三
しんとう以内の血族、姻族または東京都パートナーシップ宣言制度による証明を受けた相手方を申請代理人とす
ることができます。
申請代理人による申請の場合は、以下〈申請に必要な書類〉に記載の書類以外にも必要となります。
〈申請に必要な書類〉
申請の種類に応じて必要な書類が異なります。詳しくは警視庁または都内の警察署にお問い合わせください。
（１、申請書（警察署窓口でじゅりょうまたは警視庁ホームページよりダウンロード、
（２、身体障害者手帳、愛の手帳とう
（３、住民票（発行日から３か月以内のもの
※、申請代理人の場合は、申請者との関係をしょうめいできる書面（ぞくがらが記載された住民票の写し、戸籍
謄本とう、申請代理人本人の確認ができる身分証明書、（運転免許証、健康保険証とう）を持参してください。
〈問合せ〉警視庁駐車対策課、駐車対策第１係
電話、 、 内線、
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外出支援
移動支援事業 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

障害のある方が、社会生活上外出が必要なとき又は余暇活動もしくは社会参加の促進から
外出する希望があり、宿泊を伴わず１日の範囲で用務を終えることが出来るものに対し、
その際の移動の介護を行います。

〈対　象〉
１　愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
２　就学児以上の障害児
３　身体障害者手帳を所持する以下の者
（１）視覚障害者
（２）脳性麻痺者であり、次の基準のいずれにも該当する者

（ア）脳性麻痺による下肢又は体幹機能障害の程度が１級又は２級の手帳の交付を受
けた者

（イ）身体状況が重度訪問介護の対象要件に該当する者
（ウ）単独での外出が困難な者

（３）身体障害者で上肢かつ下肢かつ体幹の障害が２級以上であり、65歳未満に手帳の
交付を受けた者

４　精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者
※詳しくは 34ページを参照してください。

外出を援助する自動車での移動サービス 
 ハンディキャブ・けやき号の運行　　

〈対　象〉
市内に住所を有し、障害のため車いすを使用しなければ外出が困難な方及び重度の視覚障害者

〈内容等〉
車いすのまま乗車できる自動車けやき号を運行し、日常生活の利便等を図ります。（無料。
ただし有料道路料金等は利用者負担）

〈制　限〉
市役所田無庁舎を中心として半径 30㎞の範囲を運行。利用時間等の制限があります。
必ず付き添い者が同乗すること。

〈問合せ〉
　予約受付電話　（042）425-3153（令和３年３月 31日まで）
　NPO法人�移動サポートひらけごま
　※令和３年４月１日から運営事業者及び予約受付番号が変更になります。
　
障害福祉課（内線：12342、12345）　　直通電話（042）420-2804

身
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外出支援
移動支援事業 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課
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（２）脳性麻痺者であり、次の基準のいずれにも該当する者

（ア）脳性麻痺による下肢又は体幹機能障害の程度が１級又は２級の手帳の交付を受
けた者

（イ）身体状況が重度訪問介護の対象要件に該当する者
（ウ）単独での外出が困難な者

（３）身体障害者で上肢かつ下肢かつ体幹の障害が２級以上であり、65歳未満に手帳の
交付を受けた者

４　精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者
※詳しくは 34ページを参照してください。

外出を援助する自動車での移動サービス 
 ハンディキャブ・けやき号の運行　　

〈対　象〉
市内に住所を有し、障害のため車いすを使用しなければ外出が困難な方及び重度の視覚障害者

〈内容等〉
車いすのまま乗車できる自動車けやき号を運行し、日常生活の利便等を図ります。（無料。
ただし有料道路料金等は利用者負担）

〈制　限〉
市役所田無庁舎を中心として半径 30㎞の範囲を運行。利用時間等の制限があります。
必ず付き添い者が同乗すること。

〈問合せ〉
　予約受付電話　（042）425-3153（令和３年３月 31日まで）
　NPO法人�移動サポートひらけごま
　※令和３年４月１日から運営事業者及び予約受付番号が変更になります。
　
障害福祉課（内線：12342、12345）　　直通電話（042）420-2804
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障害のある方が、社会生活上外出が必要なとき又は余暇活動もしくは社会参加の促進から
外出する希望があり、宿泊を伴わず１日の範囲で用務を終えることが出来るものに対し、
その際の移動の介護を行います。

〈対　象〉
１　愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
２　就学児以上の障害児
３　身体障害者手帳を所持する以下の者
（１）視覚障害者
（２）脳性麻痺者であり、次の基準のいずれにも該当する者

（ア）脳性麻痺による下肢又は体幹機能障害の程度が１級又は２級の手帳の交付を受
けた者

（イ）身体状況が重度訪問介護の対象要件に該当する者
（ウ）単独での外出が困難な者

（３）身体障害者で上肢かつ下肢かつ体幹の障害が２級以上であり、65歳未満に手帳の
交付を受けた者

４　精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者
※詳しくは 34ページを参照してください。

外出を援助する自動車での移動サービス 
 ハンディキャブ・けやき号の運行　　

〈対　象〉
市内に住所を有し、障害のため車いすを使用しなければ外出が困難な方及び重度の視覚障害者

〈内容等〉
車いすのまま乗車できる自動車けやき号を運行し、日常生活の利便等を図ります。（無料。
ただし有料道路料金等は利用者負担）

〈制　限〉
市役所田無庁舎を中心として半径 30㎞の範囲を運行。利用時間等の制限があります。
必ず付き添い者が同乗すること。

〈問合せ〉
　予約受付電話　（042）425-3153（令和３年３月 31日まで）
　NPO法人�移動サポートひらけごま
　※令和３年４月１日から運営事業者及び予約受付番号が変更になります。
　
障害福祉課（内線：12342、12345）　　直通電話（042）420-2804
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NPO 法人等による自動車での移動サービス
〈対　象〉
外出が困難な方

〈内容等〉
利用目的などに違いがありますので、各団体に直接ご相談ください。

〈制　限〉
年会費や利用料金等の負担があります。団体によって異なりますので、詳細は直接各団体
にお問い合わせください。

〈問合せ〉
「西東京市移動サービス連絡会」
　福祉有償運送を実施している市内活動団体等で連絡会を開催し、運転者講習会等を実施。
　事務局　西東京市社会福祉協議会
　電話　（042）497-5180

市内等で活動している団体

NPO法人　移動サポートひらけごま 泉町２-17-18　NKビル B101
電話　（042）425-3152

NPO法人　自立生活企画
田無町５-６-20
第 2和光ビル 202
電話　（042）462-5999

NPO法人
ハンディキャップサポート　ウーノの会

住吉町３-12-19
電話　（042）424-7775

盲ろう者への通訳・介助者の派遣、支援 身

〈対　象〉
都内に住所を有する盲ろう者（視覚障害と聴覚障害を重複して持つ身体障害者（児）

〈内容等〉
・盲ろう者のコミュニケーション手段及び移動の自由を確保し、その社会参加を促進する
ため盲ろう者に対して通訳・介助者を派遣します。
・無料（ただし、外出に必要な交通費は、通訳・介助者の分も含めて利用者の負担となり
ます。）
・盲ろう者が自立した生活を送るために必要なリハビリテーション訓練を提供するととも
に、閉じこもりがちな盲ろう者の社会参加を促進するために、交流会や各種サークルを
開催。また盲ろう者の家族や支援者、関係機関からの相談も常時受け付けます。

〈問合せ〉東京都盲ろう者支援センター
　電話　 （03）3864-7003　　　FAX　（03）3864-7004
　E メール　tokyo-db@tokyo-db.or.jp

  外出を援助する自動車での移動サービス 身
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移動支援事業 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

障害のある方が、社会生活上外出が必要なとき又は余暇活動もしくは社会参加の促進から
外出する希望があり、宿泊を伴わず１日の範囲で用務を終えることが出来るものに対し、
その際の移動の介護を行います。

〈対　象〉
１　愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
２　就学児以上の障害児
３　身体障害者手帳を所持する以下の者
（１）視覚障害者
（２）脳性麻痺者であり、次の基準のいずれにも該当する者

（ア）脳性麻痺による下肢又は体幹機能障害の程度が１級又は２級の手帳の交付を受
けた者

（イ）身体状況が重度訪問介護の対象要件に該当する者
（ウ）単独での外出が困難な者

（３）身体障害者で上肢かつ下肢かつ体幹の障害が２級以上であり、65歳未満に手帳の
交付を受けた者

４　精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者
※詳しくは 34ページを参照してください。

外出を援助する自動車での移動サービス 
 ハンディキャブ・けやき号の運行　　

〈対　象〉
市内に住所を有し、障害のため車いすを使用しなければ外出が困難な方及び重度の視覚障害者

〈内容等〉
車いすのまま乗車できる自動車けやき号を運行し、日常生活の利便等を図ります。（無料。
ただし有料道路料金等は利用者負担）

〈制　限〉
市役所田無庁舎を中心として半径 30㎞の範囲を運行。利用時間等の制限があります。
必ず付き添い者が同乗すること。

〈問合せ〉
　予約受付電話　（042）425-3153（令和３年３月 31日まで）
　NPO法人�移動サポートひらけごま
　※令和３年４月１日から運営事業者及び予約受付番号が変更になります。
　
障害福祉課（内線：12342、12345）　　直通電話（042）420-2804
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NPO 法人等による自動車での移動サービス
〈対　象〉
外出が困難な方

〈内容等〉
利用目的などに違いがありますので、各団体に直接ご相談ください。

〈制　限〉
年会費や利用料金等の負担があります。団体によって異なりますので、詳細は直接各団体
にお問い合わせください。

〈問合せ〉
「西東京市移動サービス連絡会」
　福祉有償運送を実施している市内活動団体等で連絡会を開催し、運転者講習会等を実施。
　事務局　西東京市社会福祉協議会
　電話　（042）497-5180

市内等で活動している団体

NPO法人　移動サポートひらけごま 泉町２-17-18　NKビル B101
電話　（042）425-3152

NPO法人　自立生活企画
田無町５-６-20
第 2和光ビル 202
電話　（042）462-5999

NPO法人
ハンディキャップサポート　ウーノの会

住吉町３-12-19
電話　（042）424-7775

盲ろう者への通訳・介助者の派遣、支援 身

〈対　象〉
都内に住所を有する盲ろう者（視覚障害と聴覚障害を重複して持つ身体障害者（児）

〈内容等〉
・盲ろう者のコミュニケーション手段及び移動の自由を確保し、その社会参加を促進する
ため盲ろう者に対して通訳・介助者を派遣します。
・無料（ただし、外出に必要な交通費は、通訳・介助者の分も含めて利用者の負担となり
ます。）
・盲ろう者が自立した生活を送るために必要なリハビリテーション訓練を提供するととも
に、閉じこもりがちな盲ろう者の社会参加を促進するために、交流会や各種サークルを
開催。また盲ろう者の家族や支援者、関係機関からの相談も常時受け付けます。

〈問合せ〉東京都盲ろう者支援センター
　電話　 （03）3864-7003　　　FAX　（03）3864-7004
　E メール　tokyo-db@tokyo-db.or.jp

障害のある方が、社会生活上外出が必要なときまたは余暇活動もしくは社会参加の促進か
ら外出する希望があり、宿泊を伴わず１日の範囲で用務を終えることが出来るものに対し、
その際の移動の介護を行います。

〈対　象〉
１　愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害のある方
２　就学児以上の障害のあるお子さん
３　身体障害者手帳を所持する以下の方
 （１）視覚障害のある方
 （２）脳性麻痺のある方であり、次の基準のいずれにも該当する方
 　　（ア）脳性麻痺による下肢または体幹機能障害の程度が１級または２級の手帳の交付
　　　　を受けた方
 　　（イ）身体状況が重度訪問介護の対象要件に該当する方
 　　（ウ）単独で外出が困難な方
 （３）身体障害のある方で上肢かつ下肢かつ体幹の障害が２級以上であり、65 歳未満に　
　　手帳の交付を受けた方
４　精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害のある方
※詳しくは 36 ページを参照してください。

 〈対　象〉
市内に住所を有し、障害のため車いすなどを使用しなければ外出が困難な方または重度の
視覚障害のある方

 〈内容等〉
車いすのまま乗車できる自動車けやき号を運行し、日常生活の利便などを図ります。（無料。
ただし有料道路料金などは利用者負担）

 〈制　限〉
市役所田無庁舎を中心として半径３０ｋｍの範囲を運行。利用時間などの制限があります。
必ず付き添い者が同乗すること。
※原則１名

 　　　　　　〈問合せ〉
　　　　　　予約受付電話　（050）5812-0678
　　　　　　つくば観光交通株式会社

　　　　　　障害福祉課（内線：12273）　　直通電話（042）420-2804
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ページ
外出支援
移動支援事業、担当窓口、障害福祉課
障害のあるかたが、社会生活上、外出が必要なときまたは余暇活動もしくは社会参加の促進から外出する希望が
あり、宿泊を伴わずいちにちの範囲で用務を終えることが出来るものに対し、その際の移動の介護を行います。
〈対象〉
１、愛の手帳、（療育手帳を所持する知的障害のあるかた
２、就学じ以上の障害のあるお子さん
３、身体障害者手帳を所持する以下のかた
（１、視覚障害のあるかた
（２、脳性麻痺のあるかたであり、次の基準のいずれにも該当するかた
（ア、脳性麻痺による下肢またわ、たいかん機能障害の程度が１級または２級の手帳の交付を受けたかた
（イ、しんたい状況が重度訪問介護の対象要件に該当するかた
（ウ、単独で外出が困難なかた

（３、身体障害のある方で上肢かつ下肢かつ、たいかんの障害が２級以上であり、 歳未満に手帳の交付を受け
たかた
４、精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害のあるかた
※、詳しくは ページを参照してください。

外出を援助する自動車での移動サービス
ハンディキャブ、けやき号の運行
〈対象〉
市内に住所を有し、障害のため、車いすなどを使用しなければ外出が困難な方、または、重度の視覚障害のある
かた
〈内容とう〉
車いすのまま乗車できる自動車、けやき号を運行し、日常生活の利便などを図ります。（無料。
ただし有料道路料金などは利用者負担
〈制限〉
市役所田無庁舎を中心として半径 キロメートルの範囲を運行。利用時間などの制限があります。必ず付き添
いしゃが同乗すること。
※原則１名
〈問合せ〉
予約受付電話、
つくば観光交通株式会社

障害福祉課、（内線：
直通電話、
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外出支援
移動支援事業 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

障害のある方が、社会生活上外出が必要なとき又は余暇活動もしくは社会参加の促進から
外出する希望があり、宿泊を伴わず１日の範囲で用務を終えることが出来るものに対し、
その際の移動の介護を行います。

〈対　象〉
１　愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
２　就学児以上の障害児
３　身体障害者手帳を所持する以下の者
（１）視覚障害者
（２）脳性麻痺者であり、次の基準のいずれにも該当する者

（ア）脳性麻痺による下肢又は体幹機能障害の程度が１級又は２級の手帳の交付を受
けた者

（イ）身体状況が重度訪問介護の対象要件に該当する者
（ウ）単独での外出が困難な者

（３）身体障害者で上肢かつ下肢かつ体幹の障害が２級以上であり、65歳未満に手帳の
交付を受けた者

４　精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者
※詳しくは 34ページを参照してください。

外出を援助する自動車での移動サービス 
 ハンディキャブ・けやき号の運行　　

〈対　象〉
市内に住所を有し、障害のため車いすを使用しなければ外出が困難な方及び重度の視覚障害者

〈内容等〉
車いすのまま乗車できる自動車けやき号を運行し、日常生活の利便等を図ります。（無料。
ただし有料道路料金等は利用者負担）

〈制　限〉
市役所田無庁舎を中心として半径 30㎞の範囲を運行。利用時間等の制限があります。
必ず付き添い者が同乗すること。

〈問合せ〉
　予約受付電話　（042）425-3153（令和３年３月 31日まで）
　NPO法人�移動サポートひらけごま
　※令和３年４月１日から運営事業者及び予約受付番号が変更になります。
　
障害福祉課（内線：12342、12345）　　直通電話（042）420-2804

身
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外出支援
移動支援事業 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

障害のある方が、社会生活上外出が必要なとき又は余暇活動もしくは社会参加の促進から
外出する希望があり、宿泊を伴わず１日の範囲で用務を終えることが出来るものに対し、
その際の移動の介護を行います。

〈対　象〉
１　愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
２　就学児以上の障害児
３　身体障害者手帳を所持する以下の者
（１）視覚障害者
（２）脳性麻痺者であり、次の基準のいずれにも該当する者

（ア）脳性麻痺による下肢又は体幹機能障害の程度が１級又は２級の手帳の交付を受
けた者

（イ）身体状況が重度訪問介護の対象要件に該当する者
（ウ）単独での外出が困難な者

（３）身体障害者で上肢かつ下肢かつ体幹の障害が２級以上であり、65歳未満に手帳の
交付を受けた者

４　精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者
※詳しくは 34ページを参照してください。

外出を援助する自動車での移動サービス 
 ハンディキャブ・けやき号の運行　　

〈対　象〉
市内に住所を有し、障害のため車いすを使用しなければ外出が困難な方及び重度の視覚障害者

〈内容等〉
車いすのまま乗車できる自動車けやき号を運行し、日常生活の利便等を図ります。（無料。
ただし有料道路料金等は利用者負担）

〈制　限〉
市役所田無庁舎を中心として半径 30㎞の範囲を運行。利用時間等の制限があります。
必ず付き添い者が同乗すること。

〈問合せ〉
　予約受付電話　（042）425-3153（令和３年３月 31日まで）
　NPO法人�移動サポートひらけごま
　※令和３年４月１日から運営事業者及び予約受付番号が変更になります。
　
障害福祉課（内線：12342、12345）　　直通電話（042）420-2804
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外出支援
移動支援事業 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

障害のある方が、社会生活上外出が必要なとき又は余暇活動もしくは社会参加の促進から
外出する希望があり、宿泊を伴わず１日の範囲で用務を終えることが出来るものに対し、
その際の移動の介護を行います。

〈対　象〉
１　愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
２　就学児以上の障害児
３　身体障害者手帳を所持する以下の者
（１）視覚障害者
（２）脳性麻痺者であり、次の基準のいずれにも該当する者

（ア）脳性麻痺による下肢又は体幹機能障害の程度が１級又は２級の手帳の交付を受
けた者

（イ）身体状況が重度訪問介護の対象要件に該当する者
（ウ）単独での外出が困難な者

（３）身体障害者で上肢かつ下肢かつ体幹の障害が２級以上であり、65歳未満に手帳の
交付を受けた者

４　精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者
※詳しくは 34ページを参照してください。

外出を援助する自動車での移動サービス 
 ハンディキャブ・けやき号の運行　　

〈対　象〉
市内に住所を有し、障害のため車いすを使用しなければ外出が困難な方及び重度の視覚障害者

〈内容等〉
車いすのまま乗車できる自動車けやき号を運行し、日常生活の利便等を図ります。（無料。
ただし有料道路料金等は利用者負担）

〈制　限〉
市役所田無庁舎を中心として半径 30㎞の範囲を運行。利用時間等の制限があります。
必ず付き添い者が同乗すること。

〈問合せ〉
　予約受付電話　（042）425-3153（令和３年３月 31日まで）
　NPO法人�移動サポートひらけごま
　※令和３年４月１日から運営事業者及び予約受付番号が変更になります。
　
障害福祉課（内線：12342、12345）　　直通電話（042）420-2804
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NPO 法人等による自動車での移動サービス
〈対　象〉
外出が困難な方

〈内容等〉
利用目的などに違いがありますので、各団体に直接ご相談ください。

〈制　限〉
年会費や利用料金等の負担があります。団体によって異なりますので、詳細は直接各団体
にお問い合わせください。

〈問合せ〉
「西東京市移動サービス連絡会」
　福祉有償運送を実施している市内活動団体等で連絡会を開催し、運転者講習会等を実施。
　事務局　西東京市社会福祉協議会
　電話　（042）497-5180

市内等で活動している団体

NPO法人　移動サポートひらけごま 泉町２-17-18　NKビル B101
電話　（042）425-3152

NPO法人　自立生活企画
田無町５-６-20
第 2和光ビル 202
電話　（042）462-5999

NPO法人
ハンディキャップサポート　ウーノの会

住吉町３-12-19
電話　（042）424-7775

盲ろう者への通訳・介助者の派遣、支援 身

〈対　象〉
都内に住所を有する盲ろう者（視覚障害と聴覚障害を重複して持つ身体障害者（児）

〈内容等〉
・盲ろう者のコミュニケーション手段及び移動の自由を確保し、その社会参加を促進する
ため盲ろう者に対して通訳・介助者を派遣します。
・無料（ただし、外出に必要な交通費は、通訳・介助者の分も含めて利用者の負担となり
ます。）
・盲ろう者が自立した生活を送るために必要なリハビリテーション訓練を提供するととも
に、閉じこもりがちな盲ろう者の社会参加を促進するために、交流会や各種サークルを
開催。また盲ろう者の家族や支援者、関係機関からの相談も常時受け付けます。

〈問合せ〉東京都盲ろう者支援センター
　電話　 （03）3864-7003　　　FAX　（03）3864-7004
　E メール　tokyo-db@tokyo-db.or.jp

下記、団体に直接お問い合わせください。

市内で活動している団体
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外出支援
移動支援事業 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

障害のある方が、社会生活上外出が必要なとき又は余暇活動もしくは社会参加の促進から
外出する希望があり、宿泊を伴わず１日の範囲で用務を終えることが出来るものに対し、
その際の移動の介護を行います。

〈対　象〉
１　愛の手帳（療育手帳）を所持する知的障害者
２　就学児以上の障害児
３　身体障害者手帳を所持する以下の者
（１）視覚障害者
（２）脳性麻痺者であり、次の基準のいずれにも該当する者

（ア）脳性麻痺による下肢又は体幹機能障害の程度が１級又は２級の手帳の交付を受
けた者

（イ）身体状況が重度訪問介護の対象要件に該当する者
（ウ）単独での外出が困難な者

（３）身体障害者で上肢かつ下肢かつ体幹の障害が２級以上であり、65歳未満に手帳の
交付を受けた者

４　精神障害者保健福祉手帳を所持する精神障害者
※詳しくは 34ページを参照してください。

外出を援助する自動車での移動サービス 
 ハンディキャブ・けやき号の運行　　

〈対　象〉
市内に住所を有し、障害のため車いすを使用しなければ外出が困難な方及び重度の視覚障害者

〈内容等〉
車いすのまま乗車できる自動車けやき号を運行し、日常生活の利便等を図ります。（無料。
ただし有料道路料金等は利用者負担）

〈制　限〉
市役所田無庁舎を中心として半径 30㎞の範囲を運行。利用時間等の制限があります。
必ず付き添い者が同乗すること。

〈問合せ〉
　予約受付電話　（042）425-3153（令和３年３月 31日まで）
　NPO法人�移動サポートひらけごま
　※令和３年４月１日から運営事業者及び予約受付番号が変更になります。
　
障害福祉課（内線：12342、12345）　　直通電話（042）420-2804
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NPO 法人等による自動車での移動サービス
〈対　象〉
外出が困難な方

〈内容等〉
利用目的などに違いがありますので、各団体に直接ご相談ください。

〈制　限〉
年会費や利用料金等の負担があります。団体によって異なりますので、詳細は直接各団体
にお問い合わせください。

〈問合せ〉
「西東京市移動サービス連絡会」
　福祉有償運送を実施している市内活動団体等で連絡会を開催し、運転者講習会等を実施。
　事務局　西東京市社会福祉協議会
　電話　（042）497-5180

市内等で活動している団体

NPO法人　移動サポートひらけごま 泉町２-17-18　NKビル B101
電話　（042）425-3152

NPO法人　自立生活企画
田無町５-６-20
第 2和光ビル 202
電話　（042）462-5999

NPO法人
ハンディキャップサポート　ウーノの会

住吉町３-12-19
電話　（042）424-7775

盲ろう者への通訳・介助者の派遣、支援 身

〈対　象〉
都内に住所を有する盲ろう者（視覚障害と聴覚障害を重複して持つ身体障害者（児）

〈内容等〉
・盲ろう者のコミュニケーション手段及び移動の自由を確保し、その社会参加を促進する
ため盲ろう者に対して通訳・介助者を派遣します。
・無料（ただし、外出に必要な交通費は、通訳・介助者の分も含めて利用者の負担となり
ます。）
・盲ろう者が自立した生活を送るために必要なリハビリテーション訓練を提供するととも
に、閉じこもりがちな盲ろう者の社会参加を促進するために、交流会や各種サークルを
開催。また盲ろう者の家族や支援者、関係機関からの相談も常時受け付けます。

〈問合せ〉東京都盲ろう者支援センター
　電話　 （03）3864-7003　　　FAX　（03）3864-7004
　E メール　tokyo-db@tokyo-db.or.jp

 NPO 法人　自立生活企画
 田無町 5-6-20
 第 2 和光ビル 202
 電話（042）462-5999

 社会福祉法人ウーノ
 ピックアップウーノ

 住吉町 3-12-19
 電話（070）8689-3589
 https://uuno.org

法人による自動車での移動サービス

都内に住所を有する盲ろう者（視覚障害と聴覚障害を重複して持つ身体障害のある方（お子さん））

年会費や利用料金などの負担があります。団体によって異なりますので、詳細は直接各団体に
お問い合わせください。

7.
社
会
参
加

109

ページ
ＮＰＯ法人による自動車での移動サービス
〈対象〉
外出が困難な方
〈内容とう〉
利用目的などに違いがありますので、各団体に直接ご相談ください。
〈制限〉
ねん会費や利用料金などの負担があります。団体によって異なりますので、詳細は直接各団体にお問い合わせく
ださい。
〈問合せ〉
下記、団体に直接お問い合わせください。
市内で活動している団体
ＮＰＯ法人、自立生活企画
田無町
第２和光ビル、に、ぜろ、に
電話、
社会福祉法人、ウーノ ピックアップ ウーノ
住吉町
電話、
盲ろう者への通訳、介助者の派遣、支援
〈対象〉
とないに住所を有する盲ろう者（視覚障害と聴覚障害を重複して持つ身体障害のあるかた（お子さん
〈内容とう〉
・盲ろう者のコミュニケーション手段及び移動の自由を確保し、その社会参加を促進するため、盲ろう者に対し
て通訳、介助者を派遣します。
・無料（ただし、外出に必要な交通費は、通訳、介助者のぶんも含めて利用者の負担となります
・盲ろう者が自立した生活を送るために必要なリハビリテーション訓練を提供するとともに、閉じこもりがちな
盲ろう者の社会参加を促進するために、交流会や各種サークルを開催。また盲ろう者の家族や支援者、関係機関
からの相談も常時受け付けます。
〈問合せ〉東京都盲ろう者支援センター
電話、

、
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身体障害者補助犬の給付 身 � 担当窓口　障害福祉課

身体障害者の自立と社会参加を推進することを目的とした制度です。東京都が、盲導犬訓
練育成団体に訓練を委託した身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬及び聴導犬）を給付しま
す。公共施設、交通機関、デパート等の一般的な施設でも補助犬を同伴できます。
対象・給付の内容、制限については 48ページをご参照ください。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

スポーツ・学習
西東京市障害者スポーツ支援事業 

〈対　象〉
障害者の方で、市内在住もしくは市内の障害者支援施設に通所している方

〈内容等〉
障害者スポーツ指導員・補助員と一緒に、スポーツレクリエーション活動を行っています。
（毎月１回・第３土曜日　午前９時 30分～ 11時 30分）

〈注意事項・制限等〉
事前の申し込みとスポーツ傷害保険料が必要です。
（保険料は年間 12回分 500円または１回 50円）

〈問合せ〉特定非営利活動法人　ハンディキャップサポート　ウーノの会
　電話　（042）424-7775　　FAX　（042）439-4487
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す。公共施設、交通機関、デパート等の一般的な施設でも補助犬を同伴できます。
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かわうそ水泳教室 
〈対　象〉
障害者の方で、市内在住もしくは市内の障害者支援施設に通所している方

〈内容等〉
指導員、補助員と一緒に水慣れから始め、水中での感覚を体感するなど水泳を通じたレク
リエーション活動を行っています。
（７月・８月を除く毎月１回・第４土曜日　午後２時～午後３時 30分）
※内容や開催日程に関しては、変更になる場合がございますので、ご参加を希望される方
はスポーツセンターまでお問い合わせください。

〈問合せ〉西東京市スポーツセンター
　電話　（042）425-0505　　FAX　（042）425-0606

西東京市のスポーツ施設等の利用の減免 身  知  精

障害がある方は個人利用料金が減免となります。利用の際は各施設にてご確認ください。

個人利用料金
施設名称 所在地 電話 利用料金

スポーツセンター 中町１-５-１ （042）425-0505
障害のある方は、
個人利用料金が免
除となります。

総合体育館 向台町５-４-20 （042）467-3411
南町スポーツ・文化交流セン
ターきらっと 南町５-６-５ （042）451-0555

東京都障害者スポーツセンター 
〈対　象〉
障害者手帳をお持ちの方とその介護者
障害者手帳交付者と同程度の障害を有する方
障害者の福祉増進を目的とする団体
その他、特に都知事が認める方

〈内容等〉
スポーツ・レクリエーションを通じ、健康増進と社会参加を促進するため
の障害者専用のスポーツ施設です。
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※内容や開催日程に関しては、変更になる場合がございますので、ご参加を希望される方
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除となります。
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東京都障害者スポーツセンター 
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障害者手帳をお持ちの方とその介護者
障害者手帳交付者と同程度の障害を有する方
障害者の福祉増進を目的とする団体
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〈内容等〉
スポーツ・レクリエーションを通じ、健康増進と社会参加を促進するため
の障害者専用のスポーツ施設です。

12345)
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身体障害のある方の自立と社会参加を推進することを目的とした制度です。東京都が、盲
導犬訓練育成団体に訓練を委託した身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬および聴導犬）を
給付します。公共施設、交通機関、デパートなど一般的な施設でも補助犬を同伴できます。

障害のある方で、市内在住もしくは市内の障害福祉サービス事業所などに通所している方

事前の申込みとスポーツ傷害保険料が必要です。

社会福祉法人ウーノ

ホームページ　https://uuno.org
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ページ
身体障害者補助けんの給付、担当窓口、障害福祉課
身体障害のあるかたの自立と社会参加を推進することを目的とした制度です。東京都が、盲どうけん訓練育成団
体に訓練を委託した身体障害者補助けん（盲どうけん、介助けんおよびちょうどうけんを給付します。
公共施設、交通機関、デパートなどの一般的な施設でも補助けんを同伴できます。
対象、給付の内容、制限については ページをご参照ください。
〈問合せ〉
障害福祉課、（内線：
直通電話、
スポーツ、芸術、学習
西東京市障害者スポーツ支援事業
〈対象〉
障害のあるかたで、市内在住もしくは市内の障害福祉サービス事業所などにつうしょしているかた
〈内容とう〉
障害者スポーツ指導員、補助員と一緒に、スポーツレクリエーション活動を行っています。
（毎月１回、第 、土曜日、午前 時 分から 時 分
〈注意事項、制限とう〉
事前の申込みとスポーツ傷害保険料が必要です。
（保険料は年間 回分、 円または１回 円
〈問合せ〉、社会福祉法人、ウーノ
電話、 、 、
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身体障害者補助犬の給付 身 � 担当窓口　障害福祉課

身体障害者の自立と社会参加を推進することを目的とした制度です。東京都が、盲導犬訓
練育成団体に訓練を委託した身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬及び聴導犬）を給付しま
す。公共施設、交通機関、デパート等の一般的な施設でも補助犬を同伴できます。
対象・給付の内容、制限については 48ページをご参照ください。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

スポーツ・学習
西東京市障害者スポーツ支援事業 

〈対　象〉
障害者の方で、市内在住もしくは市内の障害者支援施設に通所している方

〈内容等〉
障害者スポーツ指導員・補助員と一緒に、スポーツレクリエーション活動を行っています。
（毎月１回・第３土曜日　午前９時 30分～ 11時 30分）

〈注意事項・制限等〉
事前の申し込みとスポーツ傷害保険料が必要です。
（保険料は年間 12回分 500円または１回 50円）

〈問合せ〉特定非営利活動法人　ハンディキャップサポート　ウーノの会
　電話　（042）424-7775　　FAX　（042）439-4487
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す。公共施設、交通機関、デパート等の一般的な施設でも補助犬を同伴できます。
対象・給付の内容、制限については 48ページをご参照ください。

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：12271、12345）
　直通電話　　（042）420-2804

スポーツ・学習
西東京市障害者スポーツ支援事業 

〈対　象〉
障害者の方で、市内在住もしくは市内の障害者支援施設に通所している方

〈内容等〉
障害者スポーツ指導員・補助員と一緒に、スポーツレクリエーション活動を行っています。
（毎月１回・第３土曜日　午前９時 30分～ 11時 30分）

〈注意事項・制限等〉
事前の申し込みとスポーツ傷害保険料が必要です。
（保険料は年間 12回分 500円または１回 50円）

〈問合せ〉特定非営利活動法人　ハンディキャップサポート　ウーノの会
　電話　（042）424-7775　　FAX　（042）439-4487
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かわうそ水泳教室 
〈対　象〉
障害者の方で、市内在住もしくは市内の障害者支援施設に通所している方

〈内容等〉
指導員、補助員と一緒に水慣れから始め、水中での感覚を体感するなど水泳を通じたレク
リエーション活動を行っています。
（７月・８月を除く毎月１回・第４土曜日　午後２時～午後３時 30分）
※内容や開催日程に関しては、変更になる場合がございますので、ご参加を希望される方
はスポーツセンターまでお問い合わせください。

〈問合せ〉西東京市スポーツセンター
　電話　（042）425-0505　　FAX　（042）425-0606

西東京市のスポーツ施設等の利用の減免 身  知  精

障害がある方は個人利用料金が減免となります。利用の際は各施設にてご確認ください。

個人利用料金
施設名称 所在地 電話 利用料金

スポーツセンター 中町１-５-１ （042）425-0505
障害のある方は、
個人利用料金が免
除となります。

総合体育館 向台町５-４-20 （042）467-3411
南町スポーツ・文化交流セン
ターきらっと 南町５-６-５ （042）451-0555

東京都障害者スポーツセンター 
〈対　象〉
障害者手帳をお持ちの方とその介護者
障害者手帳交付者と同程度の障害を有する方
障害者の福祉増進を目的とする団体
その他、特に都知事が認める方

〈内容等〉
スポーツ・レクリエーションを通じ、健康増進と社会参加を促進するため
の障害者専用のスポーツ施設です。
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西東京市障害者スポーツ支援事業 

〈対　象〉
障害者の方で、市内在住もしくは市内の障害者支援施設に通所している方

〈内容等〉
障害者スポーツ指導員・補助員と一緒に、スポーツレクリエーション活動を行っています。
（毎月１回・第３土曜日　午前９時 30分～ 11時 30分）

〈注意事項・制限等〉
事前の申し込みとスポーツ傷害保険料が必要です。
（保険料は年間 12回分 500円または１回 50円）

〈問合せ〉特定非営利活動法人　ハンディキャップサポート　ウーノの会
　電話　（042）424-7775　　FAX　（042）439-4487
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かわうそ水泳教室 
〈対　象〉
障害者の方で、市内在住もしくは市内の障害者支援施設に通所している方

〈内容等〉
指導員、補助員と一緒に水慣れから始め、水中での感覚を体感するなど水泳を通じたレク
リエーション活動を行っています。
（７月・８月を除く毎月１回・第４土曜日　午後２時～午後３時 30分）
※内容や開催日程に関しては、変更になる場合がございますので、ご参加を希望される方
はスポーツセンターまでお問い合わせください。

〈問合せ〉西東京市スポーツセンター
　電話　（042）425-0505　　FAX　（042）425-0606

西東京市のスポーツ施設等の利用の減免 身  知  精

障害がある方は個人利用料金が減免となります。利用の際は各施設にてご確認ください。

個人利用料金
施設名称 所在地 電話 利用料金

スポーツセンター 中町１-５-１ （042）425-0505
障害のある方は、
個人利用料金が免
除となります。

総合体育館 向台町５-４-20 （042）467-3411
南町スポーツ・文化交流セン
ターきらっと 南町５-６-５ （042）451-0555

東京都障害者スポーツセンター 
〈対　象〉
障害者手帳をお持ちの方とその介護者
障害者手帳交付者と同程度の障害を有する方
障害者の福祉増進を目的とする団体
その他、特に都知事が認める方

〈内容等〉
スポーツ・レクリエーションを通じ、健康増進と社会参加を促進するため
の障害者専用のスポーツ施設です。

障害のある方で、市内在住もしくは市内の障害福祉サービス事業所などに通所している方（高校生以上）

指導員、補助員と一緒に水慣れから始め、水中での感覚を体感するなど水中運動や水泳を
通じた活動を行っています。
 （7 月・8 月を除く毎月 1 回・第 4 土曜日　午後 2 時～午後 3 時 30 分）
※ご参加を希望される方は事前にお申込みが必要となります。お申込みはスポーツセン　
　タ―窓口またはお電話にてお受けいたします。
※内容や開催日程に関しては、変更になる場合がございますので、スポーツセンターまで
　お問い合わせください。

障害のある方

西東京市中町 1-5-1

西東京市向台町 5-4-20

西東京市南町 5-6-5

障害のある方は、
個人利用料金が減
免となります。
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かわうそ水泳教室
〈対象〉
障害のあるかたで、市内在住もしくは市内の障害福祉サービス事業所などにつうしょしているかた（高校生以上
〈内容とう〉
指導員、補助員と一緒に水慣れから始め、水中での感覚を体感するなど水中運動や水泳を通じた活動を行ってい
ます。
（７月、８月を除く毎月１回、第４土曜日、午後 時から午後 時 分
※ご参加を希望される方は事前にお申し込みが必要となります。お申込みはスポーツセン
タ―窓口またはお電話にてお受けいたします。

※内容や開催日程に関しては、変更になる場合がございますので、スポーツセンターまで
お問い合わせください。

〈問合せ〉、西東京市スポーツセンター
電話、

、

西東京市のスポーツ施設とうの利用の減免
障害があるかたは個人利用料金が減免となります。利用の際は各施設にてご確認ください。
個人利用料金
施設名称、所在地、電話の順
スポーツセンター、西東京市なかまち の の 、
総合体育館、西東京市むこう台町 の の 、
みなみちょうスポーツ、文化交流センターきらっと、西東京市みなみちょう の の 、
利用料金 障害のあるかたは、個人利用料金が減免となります。

東京都障害者スポーツセンター
〈対象〉
障害者手帳をお持ちのかたとその介護者
障害者手帳交付者と同程度の障害のあるかた
障害者の福祉増進を目的とする団体
その他、とくに都知事が認めるかた
〈内容とう〉
スポーツ、レクリエーションを通じ、健康増進と社会参加を促進するための障害者専用のスポーツ施設です。
つづく
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〇東京都障害者総合スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT室・トレーニング室・多目的室・洋弓場・運動場・庭球
場などスポーツ施設のほか、集会室・研修室・印刷室・図書コーナー、宿泊施設も併設し
ています。
※宿泊施設は有料です。

〇東京都多摩障害者スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT室・トレーニング室などスポーツ施設のほか、集会室・
印刷室・録音室、宿泊施設も併設しています。
※宿泊施設は有料です。
詳しくは各センターまでお問い合わせください。

〈注意事項・制限等〉
新型コロナウイルス感染症対策に伴い、施設の利用方法を変更して運営しております。ご
来館前に必ずセンターにお問い合わせください。当センターのホームページでも最新の情
報を随時掲載しています。

　利用時間　午前９時～午後９時
　（ただし、スポーツ施設によって利用時間は異なります）

　利用手続
　個人利用は事前に登録する必要があります。
団体利用、宿泊施設利用は３ヶ月前から来館または電話・FAXにより予約受付いたし
ます。

　休館日　毎週水曜日、祝日の翌日、年末年始

〈問合せ〉
〇東京都障害者総合スポーツセンター
　電話　（03）3907-5631　　FAX　（03）3907-5613
　ホームページ　https://tsad-portal.com/mscd
〇東京都多摩障害者スポーツセンター
　電話　（042）573-3811　　FAX　（042）574-8579
　ホームページ　https://tsad-portal.com/tamaspo

東京都障害者スポーツ大会 身  知  精

スポーツを通じて、障害者が自らの体力の維持増進及び社会への参加と相互の交流を促進
させるとともに、都民の障害者に対する理解の増進を図るため、東京都障害者スポーツ大
会を開催しています。

〈対　象〉
開催年の４月１日現在、中学生以上の身体障害者及び精神障害者、小学生
以上の知的障害者で、都内在住、在学、在勤の方
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〇東京都障害者総合スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT室・トレーニング室・多目的室・洋弓場・運動場・庭球
場などスポーツ施設のほか、集会室・研修室・印刷室・図書コーナー、宿泊施設も併設し
ています。
※宿泊施設は有料です。

〇東京都多摩障害者スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT室・トレーニング室などスポーツ施設のほか、集会室・
印刷室・録音室、宿泊施設も併設しています。
※宿泊施設は有料です。
詳しくは各センターまでお問い合わせください。

〈注意事項・制限等〉
新型コロナウイルス感染症対策に伴い、施設の利用方法を変更して運営しております。ご
来館前に必ずセンターにお問い合わせください。当センターのホームページでも最新の情
報を随時掲載しています。

　利用時間　午前９時～午後９時
　（ただし、スポーツ施設によって利用時間は異なります）

　利用手続
　個人利用は事前に登録する必要があります。
団体利用、宿泊施設利用は３ヶ月前から来館または電話・FAXにより予約受付いたし
ます。

　休館日　毎週水曜日、祝日の翌日、年末年始

〈問合せ〉
〇東京都障害者総合スポーツセンター
　電話　（03）3907-5631　　FAX　（03）3907-5613
　ホームページ　https://tsad-portal.com/mscd
〇東京都多摩障害者スポーツセンター
　電話　（042）573-3811　　FAX　（042）574-8579
　ホームページ　https://tsad-portal.com/tamaspo

東京都障害者スポーツ大会 身  知  精

スポーツを通じて、障害者が自らの体力の維持増進及び社会への参加と相互の交流を促進
させるとともに、都民の障害者に対する理解の増進を図るため、東京都障害者スポーツ大
会を開催しています。

〈対　象〉
開催年の４月１日現在、中学生以上の身体障害者及び精神障害者、小学生
以上の知的障害者で、都内在住、在学、在勤の方
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〈内容等〉
陸上競技、フライングディスク、サウンドテーブルテニス、水泳、卓球、アーチェリー、
ボウリング、サッカー、バスケットボール、ボッチャ、ソフトボール、バレーボール、
フットベースボール、グランドソフトボール等を実施しています。
※競技により実施日、申込期間等が異なりますのでご注意ください。
※障害区分によって参加できる競技が異なります。

〈注意事項・制限等〉
事前に申し込みが必要です。
（毎年５月開催競技は２月中旬～３月中旬頃が申し込み期間です。）
令和２年度の５月開催競技は新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から中止となり
ました。

〈問合せ〉公益社団法人東京都障害者スポーツ協会
（分室）電話　�（03）6265-6001　　FAX　�（03）6265-6077

ENJOY ニュースポーツ 身  知  精  難 � 担当窓口　スポーツ振興課

〈対　象〉
市内在住・在勤・在学の小学生以上（小学３年生以下は保護者同伴）

〈内容等〉
「ENJOYニュースポーツ」は、西東京市のスポーツ推進委員が中心となって実施してい
るスポーツ・レクリエーション事業です。
障害のある方、ない方だれでも気軽に参加できる催しです。
誰でもすぐにゲームが楽しめるニュースポーツです。パラリンピックの種目である「ボッ
チャ」、カーリングから生まれた「ユニカール」などを行います。

〈注意事項・制限等〉
原則最終日曜日（事前申し込みが必要です）
４月～９月（西東京市スポーツセンター）
10月～３月（南町スポーツ・文化交流センター「きらっと」）
午前９時 30分～ 11時 00分（午前９時 20分受付）
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加条件があります。

〈問合せ〉
　スポーツ振興課　（内線：12714）
　直通電話　　　　（042）420-2818
※参加を希望される場合は、事前に障害の種別等をお知らせいただきますようお願いし
ます。
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〇東京都障害者総合スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT室・トレーニング室・多目的室・洋弓場・運動場・庭球
場などスポーツ施設のほか、集会室・研修室・印刷室・図書コーナー、宿泊施設も併設し
ています。
※宿泊施設は有料です。

〇東京都多摩障害者スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT室・トレーニング室などスポーツ施設のほか、集会室・
印刷室・録音室、宿泊施設も併設しています。
※宿泊施設は有料です。
詳しくは各センターまでお問い合わせください。

〈注意事項・制限等〉
新型コロナウイルス感染症対策に伴い、施設の利用方法を変更して運営しております。ご
来館前に必ずセンターにお問い合わせください。当センターのホームページでも最新の情
報を随時掲載しています。

　利用時間　午前９時～午後９時
　（ただし、スポーツ施設によって利用時間は異なります）

　利用手続
　個人利用は事前に登録する必要があります。
団体利用、宿泊施設利用は３ヶ月前から来館または電話・FAXにより予約受付いたし
ます。

　休館日　毎週水曜日、祝日の翌日、年末年始

〈問合せ〉
〇東京都障害者総合スポーツセンター
　電話　（03）3907-5631　　FAX　（03）3907-5613
　ホームページ　https://tsad-portal.com/mscd
〇東京都多摩障害者スポーツセンター
　電話　（042）573-3811　　FAX　（042）574-8579
　ホームページ　https://tsad-portal.com/tamaspo

東京都障害者スポーツ大会 身  知  精

スポーツを通じて、障害者が自らの体力の維持増進及び社会への参加と相互の交流を促進
させるとともに、都民の障害者に対する理解の増進を図るため、東京都障害者スポーツ大
会を開催しています。

〈対　象〉
開催年の４月１日現在、中学生以上の身体障害者及び精神障害者、小学生
以上の知的障害者で、都内在住、在学、在勤の方

団体利用、宿泊施設利用は 3 ヶ月前から来館または電話・FAX により予約が必要です。
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〇東京都障害者総合スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT室・トレーニング室・多目的室・洋弓場・運動場・庭球
場などスポーツ施設のほか、集会室・研修室・印刷室・図書コーナー、宿泊施設も併設し
ています。
※宿泊施設は有料です。

〇東京都多摩障害者スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT室・トレーニング室などスポーツ施設のほか、集会室・
印刷室・録音室、宿泊施設も併設しています。
※宿泊施設は有料です。
詳しくは各センターまでお問い合わせください。

〈注意事項・制限等〉
新型コロナウイルス感染症対策に伴い、施設の利用方法を変更して運営しております。ご
来館前に必ずセンターにお問い合わせください。当センターのホームページでも最新の情
報を随時掲載しています。

　利用時間　午前９時～午後９時
　（ただし、スポーツ施設によって利用時間は異なります）

　利用手続
　個人利用は事前に登録する必要があります。
団体利用、宿泊施設利用は３ヶ月前から来館または電話・FAXにより予約受付いたし
ます。

　休館日　毎週水曜日、祝日の翌日、年末年始

〈問合せ〉
〇東京都障害者総合スポーツセンター
　電話　（03）3907-5631　　FAX　（03）3907-5613
　ホームページ　https://tsad-portal.com/mscd
〇東京都多摩障害者スポーツセンター
　電話　（042）573-3811　　FAX　（042）574-8579
　ホームページ　https://tsad-portal.com/tamaspo

東京都障害者スポーツ大会 身  知  精

スポーツを通じて、障害者が自らの体力の維持増進及び社会への参加と相互の交流を促進
させるとともに、都民の障害者に対する理解の増進を図るため、東京都障害者スポーツ大
会を開催しています。

〈対　象〉
開催年の４月１日現在、中学生以上の身体障害者及び精神障害者、小学生
以上の知的障害者で、都内在住、在学、在勤の方108
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〇東京都障害者総合スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT室・トレーニング室・多目的室・洋弓場・運動場・庭球
場などスポーツ施設のほか、集会室・研修室・印刷室・図書コーナー、宿泊施設も併設し
ています。
※宿泊施設は有料です。

〇東京都多摩障害者スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT室・トレーニング室などスポーツ施設のほか、集会室・
印刷室・録音室、宿泊施設も併設しています。
※宿泊施設は有料です。
詳しくは各センターまでお問い合わせください。

〈注意事項・制限等〉
新型コロナウイルス感染症対策に伴い、施設の利用方法を変更して運営しております。ご
来館前に必ずセンターにお問い合わせください。当センターのホームページでも最新の情
報を随時掲載しています。

　利用時間　午前９時～午後９時
　（ただし、スポーツ施設によって利用時間は異なります）

　利用手続
　個人利用は事前に登録する必要があります。
団体利用、宿泊施設利用は３ヶ月前から来館または電話・FAXにより予約受付いたし
ます。

　休館日　毎週水曜日、祝日の翌日、年末年始

〈問合せ〉
〇東京都障害者総合スポーツセンター
　電話　（03）3907-5631　　FAX　（03）3907-5613
　ホームページ　https://tsad-portal.com/mscd
〇東京都多摩障害者スポーツセンター
　電話　（042）573-3811　　FAX　（042）574-8579
　ホームページ　https://tsad-portal.com/tamaspo

東京都障害者スポーツ大会 身  知  精

スポーツを通じて、障害者が自らの体力の維持増進及び社会への参加と相互の交流を促進
させるとともに、都民の障害者に対する理解の増進を図るため、東京都障害者スポーツ大
会を開催しています。

〈対　象〉
開催年の４月１日現在、中学生以上の身体障害者及び精神障害者、小学生
以上の知的障害者で、都内在住、在学、在勤の方
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〈内容等〉
陸上競技、フライングディスク、サウンドテーブルテニス、水泳、卓球、アーチェリー、
ボウリング、サッカー、バスケットボール、ボッチャ、ソフトボール、バレーボール、
フットベースボール、グランドソフトボール等を実施しています。
※競技により実施日、申込期間等が異なりますのでご注意ください。
※障害区分によって参加できる競技が異なります。

〈注意事項・制限等〉
事前に申し込みが必要です。
（毎年５月開催競技は２月中旬～３月中旬頃が申し込み期間です。）
令和２年度の５月開催競技は新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から中止となり
ました。

〈問合せ〉公益社団法人東京都障害者スポーツ協会
（分室）電話　�（03）6265-6001　　FAX　�（03）6265-6077

ENJOY ニュースポーツ 身  知  精  難 � 担当窓口　スポーツ振興課

〈対　象〉
市内在住・在勤・在学の小学生以上（小学３年生以下は保護者同伴）

〈内容等〉
「ENJOYニュースポーツ」は、西東京市のスポーツ推進委員が中心となって実施してい
るスポーツ・レクリエーション事業です。
障害のある方、ない方だれでも気軽に参加できる催しです。
誰でもすぐにゲームが楽しめるニュースポーツです。パラリンピックの種目である「ボッ
チャ」、カーリングから生まれた「ユニカール」などを行います。

〈注意事項・制限等〉
原則最終日曜日（事前申し込みが必要です）
４月～９月（西東京市スポーツセンター）
10月～３月（南町スポーツ・文化交流センター「きらっと」）
午前９時 30分～ 11時 00分（午前９時 20分受付）
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加条件があります。

〈問合せ〉
　スポーツ振興課　（内線：12714）
　直通電話　　　　（042）420-2818
※参加を希望される場合は、事前に障害の種別等をお知らせいただきますようお願いし
ます。

スポーツを通じて、障害のある方が自らの体力の維持増進及び社会への参加と相互の交流
を促進させるとともに、都民の障害者に対する理解の増進を図るため、東京都障害者スポー
ツ大会を開催しています。

  〈対　象〉
開催年の４月１日現在、中学生以上の身体障害及び精神障害のある方、 小学生以上の知的
障害のある方で、都内在住、在学の方

 〈内容等〉
陸上競技、フライングディスク、サウンドテーブルテニス、水泳、卓球、アーチェリー、　　　
　　　　　　ボウリング、サッカー、バスケットボール、ボッチャ、ソフトボール、バレー　　
　　　　　　ボール、フットソフトボール、グランドソフトボール等を実施しています。
　　　　　　※競技により実施日、申込期間等が異なりますのでご注意ください。
　　　　　　※障害区分によって参加できる競技が異なります。
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東京都障害者総合スポーツセンター
体育館、プール、卓球室、ＳＴＴしつ、トレーニング室、多目的室、洋弓場、運動場、庭球場などスポーツ施設
のほか、集会室、研修室、印刷室、図書コーナー、宿泊施設も併設しています。
※、宿泊施設は有料です。

東京都多摩障害者スポーツセンター
体育館、プール、卓球室、ＳＴＴしつ、トレーニング室などスポーツ施設のほか、集会室、印刷室、録音室、宿
泊施設も併設しています。
※、宿泊施設は有料です。詳しくは各センターまでお問い合わせください。
利用時間、午前９時から午後 時

（ただし、スポーツ施設によって利用時間は異なります
利用手続

個人利用は、事前に登録する必要があります。
団体利用、宿泊施設利用は３か月前から来館または電話・ により予約が必要です。
休館び、毎週水曜日、祝日の翌日、年末年始

〈問合せ〉
東京都障害者総合スポーツセンター
電話、 、 、
東京都多摩障害者スポーツセンター
電話、 、 、
東京都障害者スポーツ大会
スポーツを通じて、障害のあるかたが自らの体力の維持増進及び社会への参加と相互の交流を促進させるととも
に、とみんの障害者に対する理解の増進を図るため、東京都障害者スポーツ大会を開催しています。
〈対象〉
開催年の４月１日現在、中学生以上の身体障害及び精神障害のあるかた、小学生以上の知的障害のあるかたで、
とない在住、在学、のかた
〈内容とう〉
陸上競技、フライングディスク、サウンドテーブルテニス、水泳、卓球、アーチェリー、ボウリング、サッカー、
バスケットボール、ボッチャ、ソフトボール、バレーボール、フットソフトボール、グランドソフトボールとう
を実施しています。
※、競技により実施び、申込期間とうが異なりますのでご注意ください。
※、障害区分によって参加できる競技が異なります。

つづく。
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〇東京都障害者総合スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT室・トレーニング室・多目的室・洋弓場・運動場・庭球
場などスポーツ施設のほか、集会室・研修室・印刷室・図書コーナー、宿泊施設も併設し
ています。
※宿泊施設は有料です。

〇東京都多摩障害者スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT室・トレーニング室などスポーツ施設のほか、集会室・
印刷室・録音室、宿泊施設も併設しています。
※宿泊施設は有料です。
詳しくは各センターまでお問い合わせください。

〈注意事項・制限等〉
新型コロナウイルス感染症対策に伴い、施設の利用方法を変更して運営しております。ご
来館前に必ずセンターにお問い合わせください。当センターのホームページでも最新の情
報を随時掲載しています。

　利用時間　午前９時～午後９時
　（ただし、スポーツ施設によって利用時間は異なります）

　利用手続
　個人利用は事前に登録する必要があります。
団体利用、宿泊施設利用は３ヶ月前から来館または電話・FAXにより予約受付いたし
ます。

　休館日　毎週水曜日、祝日の翌日、年末年始

〈問合せ〉
〇東京都障害者総合スポーツセンター
　電話　（03）3907-5631　　FAX　（03）3907-5613
　ホームページ　https://tsad-portal.com/mscd
〇東京都多摩障害者スポーツセンター
　電話　（042）573-3811　　FAX　（042）574-8579
　ホームページ　https://tsad-portal.com/tamaspo

東京都障害者スポーツ大会 身  知  精

スポーツを通じて、障害者が自らの体力の維持増進及び社会への参加と相互の交流を促進
させるとともに、都民の障害者に対する理解の増進を図るため、東京都障害者スポーツ大
会を開催しています。

〈対　象〉
開催年の４月１日現在、中学生以上の身体障害者及び精神障害者、小学生
以上の知的障害者で、都内在住、在学、在勤の方
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〇東京都障害者総合スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT室・トレーニング室・多目的室・洋弓場・運動場・庭球
場などスポーツ施設のほか、集会室・研修室・印刷室・図書コーナー、宿泊施設も併設し
ています。
※宿泊施設は有料です。

〇東京都多摩障害者スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT室・トレーニング室などスポーツ施設のほか、集会室・
印刷室・録音室、宿泊施設も併設しています。
※宿泊施設は有料です。
詳しくは各センターまでお問い合わせください。

〈注意事項・制限等〉
新型コロナウイルス感染症対策に伴い、施設の利用方法を変更して運営しております。ご
来館前に必ずセンターにお問い合わせください。当センターのホームページでも最新の情
報を随時掲載しています。

　利用時間　午前９時～午後９時
　（ただし、スポーツ施設によって利用時間は異なります）

　利用手続
　個人利用は事前に登録する必要があります。
団体利用、宿泊施設利用は３ヶ月前から来館または電話・FAXにより予約受付いたし
ます。

　休館日　毎週水曜日、祝日の翌日、年末年始

〈問合せ〉
〇東京都障害者総合スポーツセンター
　電話　（03）3907-5631　　FAX　（03）3907-5613
　ホームページ　https://tsad-portal.com/mscd
〇東京都多摩障害者スポーツセンター
　電話　（042）573-3811　　FAX　（042）574-8579
　ホームページ　https://tsad-portal.com/tamaspo

東京都障害者スポーツ大会 身  知  精

スポーツを通じて、障害者が自らの体力の維持増進及び社会への参加と相互の交流を促進
させるとともに、都民の障害者に対する理解の増進を図るため、東京都障害者スポーツ大
会を開催しています。

〈対　象〉
開催年の４月１日現在、中学生以上の身体障害者及び精神障害者、小学生
以上の知的障害者で、都内在住、在学、在勤の方
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〈内容等〉
陸上競技、フライングディスク、サウンドテーブルテニス、水泳、卓球、アーチェリー、
ボウリング、サッカー、バスケットボール、ボッチャ、ソフトボール、バレーボール、
フットベースボール、グランドソフトボール等を実施しています。
※競技により実施日、申込期間等が異なりますのでご注意ください。
※障害区分によって参加できる競技が異なります。

〈注意事項・制限等〉
事前に申し込みが必要です。
（毎年５月開催競技は２月中旬～３月中旬頃が申し込み期間です。）
令和２年度の５月開催競技は新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から中止となり
ました。

〈問合せ〉公益社団法人東京都障害者スポーツ協会
（分室）電話　�（03）6265-6001　　FAX　�（03）6265-6077

ENJOY ニュースポーツ 身  知  精  難 � 担当窓口　スポーツ振興課

〈対　象〉
市内在住・在勤・在学の小学生以上（小学３年生以下は保護者同伴）

〈内容等〉
「ENJOYニュースポーツ」は、西東京市のスポーツ推進委員が中心となって実施してい
るスポーツ・レクリエーション事業です。
障害のある方、ない方だれでも気軽に参加できる催しです。
誰でもすぐにゲームが楽しめるニュースポーツです。パラリンピックの種目である「ボッ
チャ」、カーリングから生まれた「ユニカール」などを行います。

〈注意事項・制限等〉
原則最終日曜日（事前申し込みが必要です）
４月～９月（西東京市スポーツセンター）
10月～３月（南町スポーツ・文化交流センター「きらっと」）
午前９時 30分～ 11時 00分（午前９時 20分受付）
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加条件があります。

〈問合せ〉
　スポーツ振興課　（内線：12714）
　直通電話　　　　（042）420-2818
※参加を希望される場合は、事前に障害の種別等をお知らせいただきますようお願いし
ます。
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〇東京都障害者総合スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT室・トレーニング室・多目的室・洋弓場・運動場・庭球
場などスポーツ施設のほか、集会室・研修室・印刷室・図書コーナー、宿泊施設も併設し
ています。
※宿泊施設は有料です。

〇東京都多摩障害者スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT室・トレーニング室などスポーツ施設のほか、集会室・
印刷室・録音室、宿泊施設も併設しています。
※宿泊施設は有料です。
詳しくは各センターまでお問い合わせください。

〈注意事項・制限等〉
新型コロナウイルス感染症対策に伴い、施設の利用方法を変更して運営しております。ご
来館前に必ずセンターにお問い合わせください。当センターのホームページでも最新の情
報を随時掲載しています。

　利用時間　午前９時～午後９時
　（ただし、スポーツ施設によって利用時間は異なります）

　利用手続
　個人利用は事前に登録する必要があります。
団体利用、宿泊施設利用は３ヶ月前から来館または電話・FAXにより予約受付いたし
ます。

　休館日　毎週水曜日、祝日の翌日、年末年始

〈問合せ〉
〇東京都障害者総合スポーツセンター
　電話　（03）3907-5631　　FAX　（03）3907-5613
　ホームページ　https://tsad-portal.com/mscd
〇東京都多摩障害者スポーツセンター
　電話　（042）573-3811　　FAX　（042）574-8579
　ホームページ　https://tsad-portal.com/tamaspo

東京都障害者スポーツ大会 身  知  精

スポーツを通じて、障害者が自らの体力の維持増進及び社会への参加と相互の交流を促進
させるとともに、都民の障害者に対する理解の増進を図るため、東京都障害者スポーツ大
会を開催しています。

〈対　象〉
開催年の４月１日現在、中学生以上の身体障害者及び精神障害者、小学生
以上の知的障害者で、都内在住、在学、在勤の方
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〇東京都障害者総合スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT室・トレーニング室・多目的室・洋弓場・運動場・庭球
場などスポーツ施設のほか、集会室・研修室・印刷室・図書コーナー、宿泊施設も併設し
ています。
※宿泊施設は有料です。

〇東京都多摩障害者スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT室・トレーニング室などスポーツ施設のほか、集会室・
印刷室・録音室、宿泊施設も併設しています。
※宿泊施設は有料です。
詳しくは各センターまでお問い合わせください。

〈注意事項・制限等〉
新型コロナウイルス感染症対策に伴い、施設の利用方法を変更して運営しております。ご
来館前に必ずセンターにお問い合わせください。当センターのホームページでも最新の情
報を随時掲載しています。

　利用時間　午前９時～午後９時
　（ただし、スポーツ施設によって利用時間は異なります）

　利用手続
　個人利用は事前に登録する必要があります。
団体利用、宿泊施設利用は３ヶ月前から来館または電話・FAXにより予約受付いたし
ます。

　休館日　毎週水曜日、祝日の翌日、年末年始

〈問合せ〉
〇東京都障害者総合スポーツセンター
　電話　（03）3907-5631　　FAX　（03）3907-5613
　ホームページ　https://tsad-portal.com/mscd
〇東京都多摩障害者スポーツセンター
　電話　（042）573-3811　　FAX　（042）574-8579
　ホームページ　https://tsad-portal.com/tamaspo

東京都障害者スポーツ大会 身  知  精

スポーツを通じて、障害者が自らの体力の維持増進及び社会への参加と相互の交流を促進
させるとともに、都民の障害者に対する理解の増進を図るため、東京都障害者スポーツ大
会を開催しています。

〈対　象〉
開催年の４月１日現在、中学生以上の身体障害者及び精神障害者、小学生
以上の知的障害者で、都内在住、在学、在勤の方108
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〇東京都障害者総合スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT室・トレーニング室・多目的室・洋弓場・運動場・庭球
場などスポーツ施設のほか、集会室・研修室・印刷室・図書コーナー、宿泊施設も併設し
ています。
※宿泊施設は有料です。

〇東京都多摩障害者スポーツセンター
体育館・プール・卓球室・STT室・トレーニング室などスポーツ施設のほか、集会室・
印刷室・録音室、宿泊施設も併設しています。
※宿泊施設は有料です。
詳しくは各センターまでお問い合わせください。

〈注意事項・制限等〉
新型コロナウイルス感染症対策に伴い、施設の利用方法を変更して運営しております。ご
来館前に必ずセンターにお問い合わせください。当センターのホームページでも最新の情
報を随時掲載しています。

　利用時間　午前９時～午後９時
　（ただし、スポーツ施設によって利用時間は異なります）

　利用手続
　個人利用は事前に登録する必要があります。
団体利用、宿泊施設利用は３ヶ月前から来館または電話・FAXにより予約受付いたし
ます。

　休館日　毎週水曜日、祝日の翌日、年末年始

〈問合せ〉
〇東京都障害者総合スポーツセンター
　電話　（03）3907-5631　　FAX　（03）3907-5613
　ホームページ　https://tsad-portal.com/mscd
〇東京都多摩障害者スポーツセンター
　電話　（042）573-3811　　FAX　（042）574-8579
　ホームページ　https://tsad-portal.com/tamaspo

東京都障害者スポーツ大会 身  知  精

スポーツを通じて、障害者が自らの体力の維持増進及び社会への参加と相互の交流を促進
させるとともに、都民の障害者に対する理解の増進を図るため、東京都障害者スポーツ大
会を開催しています。

〈対　象〉
開催年の４月１日現在、中学生以上の身体障害者及び精神障害者、小学生
以上の知的障害者で、都内在住、在学、在勤の方
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〈内容等〉
陸上競技、フライングディスク、サウンドテーブルテニス、水泳、卓球、アーチェリー、
ボウリング、サッカー、バスケットボール、ボッチャ、ソフトボール、バレーボール、
フットベースボール、グランドソフトボール等を実施しています。
※競技により実施日、申込期間等が異なりますのでご注意ください。
※障害区分によって参加できる競技が異なります。

〈注意事項・制限等〉
事前に申し込みが必要です。
（毎年５月開催競技は２月中旬～３月中旬頃が申し込み期間です。）
令和２年度の５月開催競技は新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から中止となり
ました。

〈問合せ〉公益社団法人東京都障害者スポーツ協会
（分室）電話　�（03）6265-6001　　FAX　�（03）6265-6077

ENJOY ニュースポーツ 身  知  精  難 � 担当窓口　スポーツ振興課

〈対　象〉
市内在住・在勤・在学の小学生以上（小学３年生以下は保護者同伴）

〈内容等〉
「ENJOYニュースポーツ」は、西東京市のスポーツ推進委員が中心となって実施してい
るスポーツ・レクリエーション事業です。
障害のある方、ない方だれでも気軽に参加できる催しです。
誰でもすぐにゲームが楽しめるニュースポーツです。パラリンピックの種目である「ボッ
チャ」、カーリングから生まれた「ユニカール」などを行います。

〈注意事項・制限等〉
原則最終日曜日（事前申し込みが必要です）
４月～９月（西東京市スポーツセンター）
10月～３月（南町スポーツ・文化交流センター「きらっと」）
午前９時 30分～ 11時 00分（午前９時 20分受付）
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加条件があります。

〈問合せ〉
　スポーツ振興課　（内線：12714）
　直通電話　　　　（042）420-2818
※参加を希望される場合は、事前に障害の種別等をお知らせいただきますようお願いし
ます。

  スポーツ相談窓口

   〈対　象〉
年齢や障害の有無にかかわらず誰でも利用可

  〈内容等〉
市民の皆さんのスポーツ・運動、健康づくりのきっかけをお手伝いします。
主な相談内容は、体力向上や健康増進に繋がるイベント・教室情報の提供、
スポーツ団体やサークルの紹介、活動場所の紹介、人材登録・紹介、
スポーツに関する体の悩み等

障害のある方、ない方も、年齢に関係なく誰でも気軽に参加でき、すぐに楽しめるスポー
ツが揃っています。パラリンピックの種目である「ボッチャ」、カーリングから生まれた「ユ
ニカール」などを行います。

原則、毎月最終日曜日・定員あり（事前申し込みが必要です）
4 月～ 9 月（スポーツセンター）
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〈注意事項、制限とう〉
事前に申し込みが必要です。
（毎年５月開催競技は２月中旬から３月中旬頃が申し込み期間です。
〈問合せ〉公益社団法人東京都障害者スポーツ協会
（分室、電話、

、

ＥＮＪＯＹニュースポーツ、担当窓口、スポーツ振興課
〈対象〉
市内在住、在勤、在学の小学生以上（小学 年生以下は保護者同伴）
〈内容とう〉
ＥＮＪＯＹニュースポーツ」は、西東京市のスポーツ推進委員が中心となって実施しているスポーツ、レクリエ
ーション事業です。
障害のある方、ない方も、年齢に関係なく誰でも気軽に参加でき、すぐに楽しめるスポーツが揃っています。パ
ラリンピックの種目である「ボッチャ」、カーリングから生まれた「ユニカール」などを行います。
〈注意事項、制限とう〉
原則、毎月最終日曜日・定員あり（事前申し込みが必要です
月から 月、（スポーツセンター
月から 月、（みなみちょうスポーツ、文化交流センターきらっと

午前９時 分から 時 分、（午前９時 分受付）
〈問合せ〉
スポーツ振興課、（内線：

直通電話、
※、参加を希望される場合は、事前に障害の種別とうをお知らせいただきますようお願いします。

スポーツ相談窓口
〈対象〉

年齢や障害の有無にかかわらず誰でも利用可
〈内容等〉
市民の皆さんのスポーツ・運動、健康づくりのきっかけをお手伝いします。
主な相談内容は、体力向上や健康増進に繋がるイベント・教室情報の提供、スポーツ団体やサークルの紹介、活
動場所の紹介、人材登録・紹介、スポーツに関する体の悩み等
つづく



 〈注意事項・制限等〉
《窓口》南町スポーツ・文化交流センター「きらっと」２階
《受付時間》平日　午前９時～午後４時　※第 1 火曜日を除く
※メールでの相談や事前予約で休日・夜間の相談も可

 〈問合せ〉
  特定非営利活動法人西東京市体育協会
  電話　 （042）452-7155

   〈内容等〉
　（１）都内における芸術文化活動をおこなう障害のある方本人やその家族、障害福祉サー　
　　 ビス事業所などに対する相談支援
　（２）芸術文化活動を支援する人材の育成など
　（３）関係者のネットワーク作り
　（４）発表等の機会の創出
　（５）情報収集・発信
　※作品の出展や商品化のための契約など、障害のある方々の創作活動にまつわる法的な　
　　事柄について、著作権などの権利保護に詳しい弁護士に直接ご相談いただける「無料
　　法律相談」も開催しています。

  〈相談窓口〉
　東京アートサポートセンター Rights（ライツ）
　電話（03）5942-7251　　FAX（03）5942-7252
　メール　rights@aisei.or.jp
　web　rights-tokyo.com

障害のある方の保養などを目的として、東京都指定の宿泊施設の宿泊料の一部を東京都が
助成しています。

   〈対　象〉
都内に在住する身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳の交付を受けて
いる方および、その付添者（助成を受けられるのは障害者１人につき付添者１人まで）
※「付添者」とは、障害のある方が宿泊施設を利用するにあたり、介助を必要とする場合に、　
　必要な介助を行える中学生以上の方であって、都内在住の方に限りません。

 　　　　　　 〈内容等〉
　　　　　　東京都指定の宿泊施設の利用の際、１泊につき次の額を限度として宿泊料の一　　
　　　　　　部を助成します。
　　　　　　障害者　大人　6,490 円　　子供　5,770 円
　　　　　　付添者　大人　3,250 円

  障害者芸術文化活動支援センター

  東京都障害者休養ホーム 身 知 精
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〈注意事項・制限等〉
《窓口》南町スポーツ・文化交流センター「きらっと」２階
《受付時間》平日 午前９時から午後４時 第１火曜日を除く
※メールでの相談や事前予約で休日・夜間の相談も可
〈問合せ〉
特定非営利活動法人西東京市体育協会
電話 （ ）

障害者芸術文化活動支援センター
〈内容等〉

（１）とない、における芸術文化活動をおこなう障害のある方本人やその家族、障害福祉サービス事業所など
に対する相談支援
（２）芸術文化活動を支援する人材の育成など
（３）関係者のネットワーク作り
（４）発表等の機会の創出
（５）情報収集・発信
※作品の出展や商品化のための契約など、障害のある方々の創作活動にまつわる法的な
事柄について、著作権などの権利保護に詳しい弁護士に直接ご相談いただける「無料
法律相談」も開催しています。

〈相談窓口〉
東京アートサポートセンター （ライツ）
電話（ ） （ ）

東京都障害者休養ホーム
障害のある方の保養などを目的として、東京都指定の宿泊施設の宿泊料の一部を東京都が助成しています。
〈対象〉
とない に在住する身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方および、そ
の付添者（助成を受けられるのは障害者１人につき付添者１人まで）
※「付添者」とは、障害のある方が宿泊施設を利用するにあたり、介助を必要とする場合に、
必要な介助を行える中学生以上の方であって、都内在住の方に限りません。

〈内容等〉
東京都指定の宿泊施設の利用の際、１泊につき次のがくを限度として宿泊料の一部を助成します。
障害者 大人 円 子供 円
付添者 大人 円
つづく



  〈注意事項〉
宿泊施設への予約および日本チャリティ協会への宿泊予約連絡、利用申込書の送付を
　団体利用の場合は、利用日の３週間前まで
　個人利用の場合は　利用日の２週間前まで
に行う必要があります。

  〈制限等〉
年間２泊まで（４月１日から翌年３月 31日までの年度内）を助成することとし、
利用の状況によって利用助成を制限させて頂くことがあります。

 〈問合せ〉
  公益財団法人日本チャリティ協会
  休養ホーム専用電話　 （03）3353-5942　　FAX （03）3359-7964
パンフレットは障害福祉課にあります。
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東京都障害者休養ホーム 身  知  精

障害のある方が家族などとくつろげる保養施設を指定し、宿泊料の一部を東京都が助成し
ています。

〈対　象〉
都内に在住する身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所持者及びその
付き添い者
※助成を受けられるのは障害者１人につき付き添い者は１人まで

〈内容等〉
都指定保養施設の利用の際、
１泊につき次の額を限度として宿泊利用料の一部を助成します
大人　6,490 円　子供　5,770 円
※付き添い者助成額は上記の約半分
大人　3,250 円まで

〈注意事項・制限等〉
１人年２泊まで。ただし本事業は予算の範囲内で助成することとし、利用の状況によって
利用助成を制限させていただくことがあります。
個人利用の場合は、利用日の２週間前までに申し込み
団体利用の場合は、３週間前までに申し込む必要あり

〈問合せ〉日本チャリティ協会
　直通電話　（03）3353-5942　　FAX　（03）3359-7964
　パンフレットは障害福祉課にあります。

保谷こもれびホール施設使用料　障害者減免について 身  知  精

〈減免条件〉
　◆登録・利用が個人の場合：障害者手帳の提示
　◆登録・利用が団体の場合：所属の方の半数以上の障害者手帳の提示（コピー可）
　◆登録・利用が障害者施設の場合：施設案内のパンフレット等の提示

〈減免対象〉
　全ての施設使用料・全ての備品使用料

〈減免率〉
　基本料金の 50％
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東京都障害者休養ホーム 身  知  精

障害のある方が家族などとくつろげる保養施設を指定し、宿泊料の一部を東京都が助成し
ています。

〈対　象〉
都内に在住する身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所持者及びその
付き添い者
※助成を受けられるのは障害者１人につき付き添い者は１人まで

〈内容等〉
都指定保養施設の利用の際、
１泊につき次の額を限度として宿泊利用料の一部を助成します
大人　6,490 円　子供　5,770 円
※付き添い者助成額は上記の約半分
大人　3,250 円まで

〈注意事項・制限等〉
１人年２泊まで。ただし本事業は予算の範囲内で助成することとし、利用の状況によって
利用助成を制限させていただくことがあります。
個人利用の場合は、利用日の２週間前までに申し込み
団体利用の場合は、３週間前までに申し込む必要あり

〈問合せ〉日本チャリティ協会
　直通電話　（03）3353-5942　　FAX　（03）3359-7964
　パンフレットは障害福祉課にあります。

保谷こもれびホール施設使用料　障害者減免について 身  知  精

〈減免条件〉
　◆登録・利用が個人の場合：障害者手帳の提示
　◆登録・利用が団体の場合：所属の方の半数以上の障害者手帳の提示（コピー可）
　◆登録・利用が障害者施設の場合：施設案内のパンフレット等の提示

〈減免対象〉
　全ての施設使用料・全ての備品使用料

〈減免率〉
　基本料金の 50％

111

7. 
社
会
参
加

当館を初めてご利用の場合は、登録手続きが必須です。

制度は上記の通りですが、ご登録の際に別途書類をご用意していただく事があります。
詳細は保谷こもれびホール管理事務室にお問い合わせください。

〈問合せ〉保谷こもれびホール
　代表電話番号　（042）421-1919

多摩六都科学館施設利用料　障害者減免について 身  知  精

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方ご本人と、介助の方１
名分の入館料・観覧料・駐車場利用料が免除（全額）となりますので、入館の際にご提示
ください。
（受給者証は対象外）

〈問合せ〉多摩六都科学館
　電話番号　（042）469-6100

都立公園等の無料入場 身  知  精

身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者の方は、各
都立公園等に無料入場できます。窓口で手帳を提示してください。

〈対　象〉
身体障害者手帳、愛の手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳所持者、及び付添の
方（必要な範囲に限る）

〈割引の内容等〉
無料　旧岩崎邸庭園、旧芝離宮恩賜庭園、旧古河庭園、清澄庭園、小石川後楽園、殿ヶ谷
戸庭園、浜離宮恩賜庭園、向島百花園、六義園、井の頭自然文化園、恩賜上野動物園、葛
西臨海水族園、神代植物公園、多摩動物公園、夢の島熱帯植物館

都立公園等駐車場の無料利用 身  知  精

身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者の方は、各
都立公園等の駐車場を無料利用できます。窓口で手帳を提示してください。

〈対　象〉
身体障害者手帳、愛の手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳所持
者、及び付添の方（必要な範囲に限る）

  身 知 精タクトホームこもれび GRAFARE ホール（保谷こもれびホール）
施設使用料　障害者減免について

制度は上記の通りですが、ご登録の際に別途書類をご用意していただく事があります。
詳細はタクトホームこもれび GRAFARE ホール（保谷こもれびホール）管理事務室にお
問い合わせください。

 〈問合せ〉タクトホームこもれび GRAFARE ホール（保谷こもれびホール）
　代表電話番号（042）421-1919
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〈注意事項〉

施設への予約および日本チャリティ協会への宿泊予約連絡、利用申込書の送付を
団体利用の場合は、利用日の３週かん前まで
個人利用の場合は 利用日の２週かん前まで

に行う必要があります。
〈制限等〉
年間２泊まで（４月１日から翌年３月 日までの年度内）を助成すること
とし、利用の状況によって利用助成を制限させて頂くことがあります。
〈問合せ〉
公益財団法人日本チャリティ協会
休養ホーム専用電話 （ ） （ ）

パンフレットは障害福祉課にあります。

タクトホームこもれび ホール（保谷こもれびホール）施設使用料、障害者減免について
〈減免条件〉
登録、利用が個人の場合 ： 障害者手帳の提示
登録、利用が団体の場合 ： 所属の方の半数以上の障害者手帳の提示（コピー可
登録、利用が障害者施設の場合 ： 施設案内のパンフレットとうの提示
〈減免対象〉
全ての施設使用料、全ての備品使用料
〈減免率〉
基本料金の ％
当館を初めてご利用の場合は、登録手続きが必須です。
制度は上記の通りですが、ご登録の際に別途書類をご用意していただく事があります。
詳細はタクトホームこもれび ホール（保谷こもれびホール）管理事務しつにお問い合わせください。
〈問合せ〉タクトホームこもれび ホール（保谷こもれびホール）
代表電話番号、
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東京都障害者休養ホーム 身  知  精

障害のある方が家族などとくつろげる保養施設を指定し、宿泊料の一部を東京都が助成し
ています。

〈対　象〉
都内に在住する身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所持者及びその
付き添い者
※助成を受けられるのは障害者１人につき付き添い者は１人まで

〈内容等〉
都指定保養施設の利用の際、
１泊につき次の額を限度として宿泊利用料の一部を助成します
大人　6,490 円　子供　5,770 円
※付き添い者助成額は上記の約半分
大人　3,250 円まで

〈注意事項・制限等〉
１人年２泊まで。ただし本事業は予算の範囲内で助成することとし、利用の状況によって
利用助成を制限させていただくことがあります。
個人利用の場合は、利用日の２週間前までに申し込み
団体利用の場合は、３週間前までに申し込む必要あり

〈問合せ〉日本チャリティ協会
　直通電話　（03）3353-5942　　FAX　（03）3359-7964
　パンフレットは障害福祉課にあります。

保谷こもれびホール施設使用料　障害者減免について 身  知  精

〈減免条件〉
　◆登録・利用が個人の場合：障害者手帳の提示
　◆登録・利用が団体の場合：所属の方の半数以上の障害者手帳の提示（コピー可）
　◆登録・利用が障害者施設の場合：施設案内のパンフレット等の提示

〈減免対象〉
　全ての施設使用料・全ての備品使用料

〈減免率〉
　基本料金の 50％
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当館を初めてご利用の場合は、登録手続きが必須です。

制度は上記の通りですが、ご登録の際に別途書類をご用意していただく事があります。
詳細は保谷こもれびホール管理事務室にお問い合わせください。

〈問合せ〉保谷こもれびホール
　代表電話番号　（042）421-1919

多摩六都科学館施設利用料　障害者減免について 身  知  精

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方ご本人と、介助の方１
名分の入館料・観覧料・駐車場利用料が免除（全額）となりますので、入館の際にご提示
ください。
（受給者証は対象外）

〈問合せ〉多摩六都科学館
　電話番号　（042）469-6100

都立公園等の無料入場 身  知  精

身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者の方は、各
都立公園等に無料入場できます。窓口で手帳を提示してください。

〈対　象〉
身体障害者手帳、愛の手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳所持者、及び付添の
方（必要な範囲に限る）

〈割引の内容等〉
無料　旧岩崎邸庭園、旧芝離宮恩賜庭園、旧古河庭園、清澄庭園、小石川後楽園、殿ヶ谷
戸庭園、浜離宮恩賜庭園、向島百花園、六義園、井の頭自然文化園、恩賜上野動物園、葛
西臨海水族園、神代植物公園、多摩動物公園、夢の島熱帯植物館

都立公園等駐車場の無料利用 身  知  精

身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者の方は、各
都立公園等の駐車場を無料利用できます。窓口で手帳を提示してください。

〈対　象〉
身体障害者手帳、愛の手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳所持
者、及び付添の方（必要な範囲に限る）
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〈割引の内容等〉無料
赤塚公園、井の頭恩賜公園、上野恩賜公園、宇喜田公園、浮間公園、大泉中央公園、大島
小松川公園、葛西臨海公園、砧公園、木場公園、小金井公園、駒沢オリンピック公園、汐
入公園、潮風公園、篠崎公園、石神井公園、城北中央公園、神代植物公園、舎人公園、中
川公園、野川公園、東綾瀬公園、光が丘公園、府中の森公園、水元公園、武蔵国分寺公園、
武蔵野公園、武蔵野中央公園、武蔵野の森公園、夢の島公園、代々木公園、蘆花恒春園、
和田堀公園

都立文化施設、体育施設等の無料利用等 身  知  精

身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者の方は、各
都立有料施設等の個人利用する場合、無料（一部割引）で利用できます。窓口で手帳を提
示してください。

〈対　象〉（一部は有料割引）
身体障害者手帳所持者
都が発行する愛の手帳若しくは道府県が発行する療育手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者
上記の者の付添者・介護者等

〈割引の内容等〉
○東京都庭園美術館、東京都江戸東京博物館、江戸東京たてもの園、東京都写真美術館、
東京都現代美術館、東京都美術館
※常設展・収蔵展は無料、特別展・企画展は展覧会によって無料とならない場合もありま
すので、詳細は各施設へお問い合わせください。
○東京都体育施設（東京体育館、駒沢オリンピック公園総合運動場、東京武道館、東京辰
巳国際水泳場、有明テニスの森公園テニス施設、武蔵野の森総合スポーツプラザ（専用
使用をしない場合に限る。））
○東京都障害者スポーツセンター（東京都障害者総合スポーツセンター、東京都多摩障害
者スポーツセンター）

〈窓口・手続〉
受付窓口で手帳を提示してください。
※事前連絡が必要な場合がありますので、詳細は各施設へお問い合わせください。

海上公園等の無料利用 身  知  精

〈対　象〉
身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、付き添い者
（必要な範囲に限る）
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〈割引の内容等〉無料
東京港野鳥公園

〈窓口・手続〉
公園窓口で手帳を提示してください。

海上公園駐車場の無料利用 身  知  精

〈対　象〉
身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、療育手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持
者、付き添い者（必要な範囲に限る）

〈割引の内容等〉無料
お台場海浜公園（中央・北口）、大井ふ頭中央海浜公園（１号）、辰巳の森海浜公園（１
号）、シンボルプロムナード公園（Ａ棟・Ｂ棟）、城南島海浜公園（第１・第２）、若洲海
浜公園、暁ふ頭公園
※大井ふ頭中央海浜公園（２号）、辰巳の森海浜公園（２号）、有明テニスの森公園の駐車
場は閉鎖中

〈窓口・手続〉
駐車場・公園窓口で、手帳を提示してください。

郵便等による不在者投票（郵便等投票） 
自宅などで投票（郵便等による不在者投票）ができます。
事前に「郵便等投票証明書」の交付を選挙管理委員会で受けておいてください。

〈対　象〉
障害の部位 等級 証明書の有効期限

身体障害者手帳を
お持ちの方

両下肢、体幹、移動機能 １級または２級

発行の日から７年間
満了後は改めて申請

内部機能障害（心臓、腎臓、呼
吸器、ぼうこう、直腸、小腸） １級または３級

免疫、肝臓 １級～３級

戦傷病者手帳を
お持ちの方

両下肢、体幹 特別項症～第２項
症

心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸、肝臓

特別項症～第３項
症

介護保険の
被保険者証を
お持ちの方

要介護状態区分が『要介護５』
介護保険の被保険者
証の有効期限まで。
満了後は改めて申請

担当窓口
選挙管理委員会事務局
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〈割引の内容等〉無料
赤塚公園、井の頭恩賜公園、上野恩賜公園、宇喜田公園、浮間公園、大泉中央公園、大島
小松川公園、葛西臨海公園、砧公園、木場公園、小金井公園、駒沢オリンピック公園、汐
入公園、潮風公園、篠崎公園、石神井公園、城北中央公園、神代植物公園、舎人公園、中
川公園、野川公園、東綾瀬公園、光が丘公園、府中の森公園、水元公園、武蔵国分寺公園、
武蔵野公園、武蔵野中央公園、武蔵野の森公園、夢の島公園、代々木公園、蘆花恒春園、
和田堀公園

都立文化施設、体育施設等の無料利用等 身  知  精

身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者の方は、各
都立有料施設等の個人利用する場合、無料（一部割引）で利用できます。窓口で手帳を提
示してください。

〈対　象〉（一部は有料割引）
身体障害者手帳所持者
都が発行する愛の手帳若しくは道府県が発行する療育手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者
上記の者の付添者・介護者等

〈割引の内容等〉
○東京都庭園美術館、東京都江戸東京博物館、江戸東京たてもの園、東京都写真美術館、
東京都現代美術館、東京都美術館
※常設展・収蔵展は無料、特別展・企画展は展覧会によって無料とならない場合もありま
すので、詳細は各施設へお問い合わせください。
○東京都体育施設（東京体育館、駒沢オリンピック公園総合運動場、東京武道館、東京辰
巳国際水泳場、有明テニスの森公園テニス施設、武蔵野の森総合スポーツプラザ（専用
使用をしない場合に限る。））
○東京都障害者スポーツセンター（東京都障害者総合スポーツセンター、東京都多摩障害
者スポーツセンター）

〈窓口・手続〉
受付窓口で手帳を提示してください。
※事前連絡が必要な場合がありますので、詳細は各施設へお問い合わせください。

海上公園等の無料利用 身  知  精

〈対　象〉
身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、付き添い者
（必要な範囲に限る）

  〈対　象〉
身体障害者手帳、愛の手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳所持者、及び付添の
方（必要な範囲に限る）　

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方ご本人と、介助の方 1
名分の入館料・観覧料・駐車場利用料が免除（全額）となります。発券窓口で手帳をご提
示ください。障害者手帳アプリ「ミライロ ID」も使用可能です。

入公園、潮風公園、篠崎公園、石神井公園、城北中央公園、神代植物公園、高井戸公園、
舎人公園、中川公園、野川公園、東綾瀬公園、光が丘公園、府中の森公園、水元公園、武
蔵国分寺公園、武蔵野公園、武蔵野中央公園、武蔵野の森公園、夢の島公園、代々木公園、　　
　　　　　　蘆花恒春園、六仙公園、和田堀公園
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東京都障害者休養ホーム 身  知  精

障害のある方が家族などとくつろげる保養施設を指定し、宿泊料の一部を東京都が助成し
ています。

〈対　象〉
都内に在住する身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所持者及びその
付き添い者
※助成を受けられるのは障害者１人につき付き添い者は１人まで

〈内容等〉
都指定保養施設の利用の際、
１泊につき次の額を限度として宿泊利用料の一部を助成します
大人　6,490 円　子供　5,770 円
※付き添い者助成額は上記の約半分
大人　3,250 円まで

〈注意事項・制限等〉
１人年２泊まで。ただし本事業は予算の範囲内で助成することとし、利用の状況によって
利用助成を制限させていただくことがあります。
個人利用の場合は、利用日の２週間前までに申し込み
団体利用の場合は、３週間前までに申し込む必要あり

〈問合せ〉日本チャリティ協会
　直通電話　（03）3353-5942　　FAX　（03）3359-7964
　パンフレットは障害福祉課にあります。

保谷こもれびホール施設使用料　障害者減免について 身  知  精

〈減免条件〉
　◆登録・利用が個人の場合：障害者手帳の提示
　◆登録・利用が団体の場合：所属の方の半数以上の障害者手帳の提示（コピー可）
　◆登録・利用が障害者施設の場合：施設案内のパンフレット等の提示

〈減免対象〉
　全ての施設使用料・全ての備品使用料

〈減免率〉
　基本料金の 50％
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当館を初めてご利用の場合は、登録手続きが必須です。

制度は上記の通りですが、ご登録の際に別途書類をご用意していただく事があります。
詳細は保谷こもれびホール管理事務室にお問い合わせください。

〈問合せ〉保谷こもれびホール
　代表電話番号　（042）421-1919

多摩六都科学館施設利用料　障害者減免について 身  知  精

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方ご本人と、介助の方１
名分の入館料・観覧料・駐車場利用料が免除（全額）となりますので、入館の際にご提示
ください。
（受給者証は対象外）

〈問合せ〉多摩六都科学館
　電話番号　（042）469-6100

都立公園等の無料入場 身  知  精

身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者の方は、各
都立公園等に無料入場できます。窓口で手帳を提示してください。

〈対　象〉
身体障害者手帳、愛の手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳所持者、及び付添の
方（必要な範囲に限る）

〈割引の内容等〉
無料　旧岩崎邸庭園、旧芝離宮恩賜庭園、旧古河庭園、清澄庭園、小石川後楽園、殿ヶ谷
戸庭園、浜離宮恩賜庭園、向島百花園、六義園、井の頭自然文化園、恩賜上野動物園、葛
西臨海水族園、神代植物公園、多摩動物公園、夢の島熱帯植物館

都立公園等駐車場の無料利用 身  知  精

身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者の方は、各
都立公園等の駐車場を無料利用できます。窓口で手帳を提示してください。

〈対　象〉
身体障害者手帳、愛の手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳所持
者、及び付添の方（必要な範囲に限る）

電話　（042）469-6100
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ページ
多摩六と科学館施設利用料、障害者減免について
身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちのかたご本人と、介助のかた１名ぶんの入館
料、観覧料、駐車場利用料が免除、（全がくとなります。発券窓口で手帳をご提示ください。障害者手帳アプ
リ「ミライロ 」も使用可能です。
（受給者しょうは対象がい
〈問合せ〉多摩六と科学館
電話、
とりつ公園とうの無料入場
身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者のかたは、かく、とりつ公園と
うに無料入場できます。窓口で手帳を提示してください。
〈対象〉
しんたい障害者手帳、愛の手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳所持者、及び付添のかた（必要な範
囲に限る）
〈割引の内容とう〉
無料、旧岩崎てい庭園、旧芝離宮おんし庭園、旧古河庭園、きよすみ庭園、小石川後楽園、とのがやと庭園、
浜離宮おんし庭園、むこうじま百花園、六義園、井の頭自然文化園、おんし上野動物園、かさいりんかいすい
ぞくえん、じんだいしょくぶつこうえん、多摩動物公園、夢の島熱帯植物館
とりつ公園とう駐車場の無料利用
身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者のかたは、かくとりつ公園とう
の駐車場を無料利用できます。窓口で手帳を提示してください。
〈対象〉
身体障害者手帳、愛の手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳所持者、及びつきそいのかた、（必要な
範囲に限る
〈割引の内容とう〉
無料、赤塚公園、井の頭恩賜公園、上野恩賜公園、うきた公園、浮間公園、おおいずみ中央公園、大島小松川
公園、葛西臨海公園、砧公園、 木場公園、小金井公園、駒沢オリンピック公園、汐入公園、潮風公園、篠崎公
園、石神井公園、城北中央公園、じんだい植物公園、高井戸公園、舎人公園、中川公園、野川公園、東綾瀬公
園、光が丘公園、府中の森公園、水元公園、武蔵こくぶんじ公園、武蔵野公園、武蔵野中央公園、武蔵野の森
公園、夢の島公園、代々木公園、蘆花こうしゅんえん、六仙公園、和田堀公園
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〈割引の内容等〉無料
赤塚公園、井の頭恩賜公園、上野恩賜公園、宇喜田公園、浮間公園、大泉中央公園、大島
小松川公園、葛西臨海公園、砧公園、木場公園、小金井公園、駒沢オリンピック公園、汐
入公園、潮風公園、篠崎公園、石神井公園、城北中央公園、神代植物公園、舎人公園、中
川公園、野川公園、東綾瀬公園、光が丘公園、府中の森公園、水元公園、武蔵国分寺公園、
武蔵野公園、武蔵野中央公園、武蔵野の森公園、夢の島公園、代々木公園、蘆花恒春園、
和田堀公園

都立文化施設、体育施設等の無料利用等 身  知  精

身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者の方は、各
都立有料施設等の個人利用する場合、無料（一部割引）で利用できます。窓口で手帳を提
示してください。

〈対　象〉（一部は有料割引）
身体障害者手帳所持者
都が発行する愛の手帳若しくは道府県が発行する療育手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者
上記の者の付添者・介護者等

〈割引の内容等〉
○東京都庭園美術館、東京都江戸東京博物館、江戸東京たてもの園、東京都写真美術館、
東京都現代美術館、東京都美術館
※常設展・収蔵展は無料、特別展・企画展は展覧会によって無料とならない場合もありま
すので、詳細は各施設へお問い合わせください。
○東京都体育施設（東京体育館、駒沢オリンピック公園総合運動場、東京武道館、東京辰
巳国際水泳場、有明テニスの森公園テニス施設、武蔵野の森総合スポーツプラザ（専用
使用をしない場合に限る。））
○東京都障害者スポーツセンター（東京都障害者総合スポーツセンター、東京都多摩障害
者スポーツセンター）

〈窓口・手続〉
受付窓口で手帳を提示してください。
※事前連絡が必要な場合がありますので、詳細は各施設へお問い合わせください。

海上公園等の無料利用 身  知  精

〈対　象〉
身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、付き添い者
（必要な範囲に限る）
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〈割引の内容等〉無料
赤塚公園、井の頭恩賜公園、上野恩賜公園、宇喜田公園、浮間公園、大泉中央公園、大島
小松川公園、葛西臨海公園、砧公園、木場公園、小金井公園、駒沢オリンピック公園、汐
入公園、潮風公園、篠崎公園、石神井公園、城北中央公園、神代植物公園、舎人公園、中
川公園、野川公園、東綾瀬公園、光が丘公園、府中の森公園、水元公園、武蔵国分寺公園、
武蔵野公園、武蔵野中央公園、武蔵野の森公園、夢の島公園、代々木公園、蘆花恒春園、
和田堀公園

都立文化施設、体育施設等の無料利用等 身  知  精

身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者の方は、各
都立有料施設等の個人利用する場合、無料（一部割引）で利用できます。窓口で手帳を提
示してください。

〈対　象〉（一部は有料割引）
身体障害者手帳所持者
都が発行する愛の手帳若しくは道府県が発行する療育手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者
上記の者の付添者・介護者等

〈割引の内容等〉
○東京都庭園美術館、東京都江戸東京博物館、江戸東京たてもの園、東京都写真美術館、
東京都現代美術館、東京都美術館
※常設展・収蔵展は無料、特別展・企画展は展覧会によって無料とならない場合もありま
すので、詳細は各施設へお問い合わせください。
○東京都体育施設（東京体育館、駒沢オリンピック公園総合運動場、東京武道館、東京辰
巳国際水泳場、有明テニスの森公園テニス施設、武蔵野の森総合スポーツプラザ（専用
使用をしない場合に限る。））
○東京都障害者スポーツセンター（東京都障害者総合スポーツセンター、東京都多摩障害
者スポーツセンター）

〈窓口・手続〉
受付窓口で手帳を提示してください。
※事前連絡が必要な場合がありますので、詳細は各施設へお問い合わせください。

海上公園等の無料利用 身  知  精

〈対　象〉
身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、付き添い者
（必要な範囲に限る）
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〈割引の内容等〉無料
赤塚公園、井の頭恩賜公園、上野恩賜公園、宇喜田公園、浮間公園、大泉中央公園、大島
小松川公園、葛西臨海公園、砧公園、木場公園、小金井公園、駒沢オリンピック公園、汐
入公園、潮風公園、篠崎公園、石神井公園、城北中央公園、神代植物公園、舎人公園、中
川公園、野川公園、東綾瀬公園、光が丘公園、府中の森公園、水元公園、武蔵国分寺公園、
武蔵野公園、武蔵野中央公園、武蔵野の森公園、夢の島公園、代々木公園、蘆花恒春園、
和田堀公園

都立文化施設、体育施設等の無料利用等 身  知  精

身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者の方は、各
都立有料施設等の個人利用する場合、無料（一部割引）で利用できます。窓口で手帳を提
示してください。

〈対　象〉（一部は有料割引）
身体障害者手帳所持者
都が発行する愛の手帳若しくは道府県が発行する療育手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者
上記の者の付添者・介護者等

〈割引の内容等〉
○東京都庭園美術館、東京都江戸東京博物館、江戸東京たてもの園、東京都写真美術館、
東京都現代美術館、東京都美術館
※常設展・収蔵展は無料、特別展・企画展は展覧会によって無料とならない場合もありま
すので、詳細は各施設へお問い合わせください。
○東京都体育施設（東京体育館、駒沢オリンピック公園総合運動場、東京武道館、東京辰
巳国際水泳場、有明テニスの森公園テニス施設、武蔵野の森総合スポーツプラザ（専用
使用をしない場合に限る。））
○東京都障害者スポーツセンター（東京都障害者総合スポーツセンター、東京都多摩障害
者スポーツセンター）

〈窓口・手続〉
受付窓口で手帳を提示してください。
※事前連絡が必要な場合がありますので、詳細は各施設へお問い合わせください。

海上公園等の無料利用 身  知  精

〈対　象〉
身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、付き添い者
（必要な範囲に限る）
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〈割引の内容等〉無料
東京港野鳥公園

〈窓口・手続〉
公園窓口で手帳を提示してください。

海上公園駐車場の無料利用 身  知  精

〈対　象〉
身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、療育手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持
者、付き添い者（必要な範囲に限る）

〈割引の内容等〉無料
お台場海浜公園（中央・北口）、大井ふ頭中央海浜公園（１号）、辰巳の森海浜公園（１
号）、シンボルプロムナード公園（Ａ棟・Ｂ棟）、城南島海浜公園（第１・第２）、若洲海
浜公園、暁ふ頭公園
※大井ふ頭中央海浜公園（２号）、辰巳の森海浜公園（２号）、有明テニスの森公園の駐車
場は閉鎖中

〈窓口・手続〉
駐車場・公園窓口で、手帳を提示してください。

郵便等による不在者投票（郵便等投票） 
自宅などで投票（郵便等による不在者投票）ができます。
事前に「郵便等投票証明書」の交付を選挙管理委員会で受けておいてください。

〈対　象〉
障害の部位 等級 証明書の有効期限

身体障害者手帳を
お持ちの方

両下肢、体幹、移動機能 １級または２級

発行の日から７年間
満了後は改めて申請

内部機能障害（心臓、腎臓、呼
吸器、ぼうこう、直腸、小腸） １級または３級

免疫、肝臓 １級～３級

戦傷病者手帳を
お持ちの方

両下肢、体幹 特別項症～第２項
症

心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸、肝臓

特別項症～第３項
症

介護保険の
被保険者証を
お持ちの方

要介護状態区分が『要介護５』
介護保険の被保険者
証の有効期限まで。
満了後は改めて申請

担当窓口
選挙管理委員会事務局
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〈割引の内容等〉無料
赤塚公園、井の頭恩賜公園、上野恩賜公園、宇喜田公園、浮間公園、大泉中央公園、大島
小松川公園、葛西臨海公園、砧公園、木場公園、小金井公園、駒沢オリンピック公園、汐
入公園、潮風公園、篠崎公園、石神井公園、城北中央公園、神代植物公園、舎人公園、中
川公園、野川公園、東綾瀬公園、光が丘公園、府中の森公園、水元公園、武蔵国分寺公園、
武蔵野公園、武蔵野中央公園、武蔵野の森公園、夢の島公園、代々木公園、蘆花恒春園、
和田堀公園

都立文化施設、体育施設等の無料利用等 身  知  精

身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者の方は、各
都立有料施設等の個人利用する場合、無料（一部割引）で利用できます。窓口で手帳を提
示してください。

〈対　象〉（一部は有料割引）
身体障害者手帳所持者
都が発行する愛の手帳若しくは道府県が発行する療育手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者
上記の者の付添者・介護者等

〈割引の内容等〉
○東京都庭園美術館、東京都江戸東京博物館、江戸東京たてもの園、東京都写真美術館、
東京都現代美術館、東京都美術館
※常設展・収蔵展は無料、特別展・企画展は展覧会によって無料とならない場合もありま
すので、詳細は各施設へお問い合わせください。
○東京都体育施設（東京体育館、駒沢オリンピック公園総合運動場、東京武道館、東京辰
巳国際水泳場、有明テニスの森公園テニス施設、武蔵野の森総合スポーツプラザ（専用
使用をしない場合に限る。））
○東京都障害者スポーツセンター（東京都障害者総合スポーツセンター、東京都多摩障害
者スポーツセンター）

〈窓口・手続〉
受付窓口で手帳を提示してください。
※事前連絡が必要な場合がありますので、詳細は各施設へお問い合わせください。

海上公園等の無料利用 身  知  精

〈対　象〉
身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、付き添い者
（必要な範囲に限る）

身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方とその介護者の方
は、各都立有料施設等の個人利用する場合、無料（一部割引）で利用できます。窓口で手
帳を提示してください。

〈対　象〉（一部は有料割引）
身体障害者手帳所持者
都が発行する愛の手帳若しくは道府県が発行する療育手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者
上記の者の付添者・介護者等

〈割引の内容等〉
〇東京都庭園美術館、東京都江戸東京博物館（令和 7 年度中（予定）まで改修工事のため
　休館）、江戸東京たてもの園、東京都写真美術館、東京都現代美術館、東京都美術館
※常設展・収蔵展は無料、特別展・企画展は展覧会によって無料とならない場合もありま
　すので、詳細は各施設へお問い合わせください。
〇東京都体育施設（東京体育館、駒沢オリンピック公園総合運動場、東京武道館、武蔵野　　
　の森総合スポーツプラザ、海の森水上競技場、カヌー・スラロームセンター、東京アク
　アティクスセンター（専用使用をしない場合に限る。））
○東京都障害者スポーツセンター（東京都障害者総合スポーツセンター、東京都多摩障害
　者スポーツセンター）、東京都パラスポーツトレーニングセンター
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東京都障害者休養ホーム 身  知  精

障害のある方が家族などとくつろげる保養施設を指定し、宿泊料の一部を東京都が助成し
ています。

〈対　象〉
都内に在住する身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所持者及びその
付き添い者
※助成を受けられるのは障害者１人につき付き添い者は１人まで

〈内容等〉
都指定保養施設の利用の際、
１泊につき次の額を限度として宿泊利用料の一部を助成します
大人　6,490 円　子供　5,770 円
※付き添い者助成額は上記の約半分
大人　3,250 円まで

〈注意事項・制限等〉
１人年２泊まで。ただし本事業は予算の範囲内で助成することとし、利用の状況によって
利用助成を制限させていただくことがあります。
個人利用の場合は、利用日の２週間前までに申し込み
団体利用の場合は、３週間前までに申し込む必要あり

〈問合せ〉日本チャリティ協会
　直通電話　（03）3353-5942　　FAX　（03）3359-7964
　パンフレットは障害福祉課にあります。

保谷こもれびホール施設使用料　障害者減免について 身  知  精

〈減免条件〉
　◆登録・利用が個人の場合：障害者手帳の提示
　◆登録・利用が団体の場合：所属の方の半数以上の障害者手帳の提示（コピー可）
　◆登録・利用が障害者施設の場合：施設案内のパンフレット等の提示

〈減免対象〉
　全ての施設使用料・全ての備品使用料

〈減免率〉
　基本料金の 50％
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当館を初めてご利用の場合は、登録手続きが必須です。

制度は上記の通りですが、ご登録の際に別途書類をご用意していただく事があります。
詳細は保谷こもれびホール管理事務室にお問い合わせください。

〈問合せ〉保谷こもれびホール
　代表電話番号　（042）421-1919

多摩六都科学館施設利用料　障害者減免について 身  知  精

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方ご本人と、介助の方１
名分の入館料・観覧料・駐車場利用料が免除（全額）となりますので、入館の際にご提示
ください。
（受給者証は対象外）

〈問合せ〉多摩六都科学館
　電話番号　（042）469-6100

都立公園等の無料入場 身  知  精

身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者の方は、各
都立公園等に無料入場できます。窓口で手帳を提示してください。

〈対　象〉
身体障害者手帳、愛の手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳所持者、及び付添の
方（必要な範囲に限る）

〈割引の内容等〉
無料　旧岩崎邸庭園、旧芝離宮恩賜庭園、旧古河庭園、清澄庭園、小石川後楽園、殿ヶ谷
戸庭園、浜離宮恩賜庭園、向島百花園、六義園、井の頭自然文化園、恩賜上野動物園、葛
西臨海水族園、神代植物公園、多摩動物公園、夢の島熱帯植物館

都立公園等駐車場の無料利用 身  知  精

身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者の方は、各
都立公園等の駐車場を無料利用できます。窓口で手帳を提示してください。

〈対　象〉
身体障害者手帳、愛の手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳所持
者、及び付添の方（必要な範囲に限る）
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都立文化施設、体育施設とうの無料利用とう
身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方とその介護者の方は、各都立有料施設等
の個人利用する場合、無料（一部割引）で利用できます。窓口で手帳を提示してください。
〈対象〉（一部は有料割引
身体障害者手帳所持者
とが発行する愛の手帳若しくはどうふけんが発行する療育手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者
上記の者の付添者、介護者とう
〈割引の内容とう〉
東京都庭園美術館、東京都江戸東京博物館（令和 年度中（予定）まで改修工事のため

休館）、江戸東京たてもの園、東京都写真美術館、東京都現代美術館、東京都美術館
※常設展・収蔵展は無料、特別展・企画展は展覧会によって無料とならない場合もありま

すので、詳細は各施設へお問い合わせください。
東京都体育施設（東京体育館、駒沢オリンピック公園総合運動場、東京武道館、武蔵野

の森総合スポーツプラザ、海の森水上競技場、カヌー・スラロームセン
ター、東京アクアティクスセンター（専用使用をしない場合に限る。））

東京都障害者スポーツセンター（東京都障害者総合スポーツセンター、東京
都多摩障害者スポーツセンター）、東京都パラスポーツトレーニングセンター

〈窓口、手続〉
受付窓口で手帳を提示してください。
※、事前連絡が必要な場合がありますので、詳細は各施設へお問い合わせください。
海上公園とうの無料利用
〈対象〉
身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、付き添いしゃ（必要な範囲に限る
〈割引の内容とう〉
無料、東京港 やちょう公園
〈窓口、手続〉
公園窓口で手帳を提示してください。
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〈割引の内容等〉無料
赤塚公園、井の頭恩賜公園、上野恩賜公園、宇喜田公園、浮間公園、大泉中央公園、大島
小松川公園、葛西臨海公園、砧公園、木場公園、小金井公園、駒沢オリンピック公園、汐
入公園、潮風公園、篠崎公園、石神井公園、城北中央公園、神代植物公園、舎人公園、中
川公園、野川公園、東綾瀬公園、光が丘公園、府中の森公園、水元公園、武蔵国分寺公園、
武蔵野公園、武蔵野中央公園、武蔵野の森公園、夢の島公園、代々木公園、蘆花恒春園、
和田堀公園

都立文化施設、体育施設等の無料利用等 身  知  精

身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者の方は、各
都立有料施設等の個人利用する場合、無料（一部割引）で利用できます。窓口で手帳を提
示してください。

〈対　象〉（一部は有料割引）
身体障害者手帳所持者
都が発行する愛の手帳若しくは道府県が発行する療育手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者
上記の者の付添者・介護者等

〈割引の内容等〉
○東京都庭園美術館、東京都江戸東京博物館、江戸東京たてもの園、東京都写真美術館、
東京都現代美術館、東京都美術館
※常設展・収蔵展は無料、特別展・企画展は展覧会によって無料とならない場合もありま
すので、詳細は各施設へお問い合わせください。
○東京都体育施設（東京体育館、駒沢オリンピック公園総合運動場、東京武道館、東京辰
巳国際水泳場、有明テニスの森公園テニス施設、武蔵野の森総合スポーツプラザ（専用
使用をしない場合に限る。））
○東京都障害者スポーツセンター（東京都障害者総合スポーツセンター、東京都多摩障害
者スポーツセンター）

〈窓口・手続〉
受付窓口で手帳を提示してください。
※事前連絡が必要な場合がありますので、詳細は各施設へお問い合わせください。

海上公園等の無料利用 身  知  精

〈対　象〉
身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、付き添い者
（必要な範囲に限る）
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〈割引の内容等〉無料
東京港野鳥公園

〈窓口・手続〉
公園窓口で手帳を提示してください。

海上公園駐車場の無料利用 身  知  精

〈対　象〉
身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、療育手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持
者、付き添い者（必要な範囲に限る）

〈割引の内容等〉無料
お台場海浜公園（中央・北口）、大井ふ頭中央海浜公園（１号）、辰巳の森海浜公園（１
号）、シンボルプロムナード公園（Ａ棟・Ｂ棟）、城南島海浜公園（第１・第２）、若洲海
浜公園、暁ふ頭公園
※大井ふ頭中央海浜公園（２号）、辰巳の森海浜公園（２号）、有明テニスの森公園の駐車
場は閉鎖中

〈窓口・手続〉
駐車場・公園窓口で、手帳を提示してください。

郵便等による不在者投票（郵便等投票） 
自宅などで投票（郵便等による不在者投票）ができます。
事前に「郵便等投票証明書」の交付を選挙管理委員会で受けておいてください。

〈対　象〉
障害の部位 等級 証明書の有効期限

身体障害者手帳を
お持ちの方

両下肢、体幹、移動機能 １級または２級

発行の日から７年間
満了後は改めて申請

内部機能障害（心臓、腎臓、呼
吸器、ぼうこう、直腸、小腸） １級または３級

免疫、肝臓 １級～３級

戦傷病者手帳を
お持ちの方

両下肢、体幹 特別項症～第２項
症

心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸、肝臓

特別項症～第３項
症

介護保険の
被保険者証を
お持ちの方

要介護状態区分が『要介護５』
介護保険の被保険者
証の有効期限まで。
満了後は改めて申請

担当窓口
選挙管理委員会事務局
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〈割引の内容等〉無料
赤塚公園、井の頭恩賜公園、上野恩賜公園、宇喜田公園、浮間公園、大泉中央公園、大島
小松川公園、葛西臨海公園、砧公園、木場公園、小金井公園、駒沢オリンピック公園、汐
入公園、潮風公園、篠崎公園、石神井公園、城北中央公園、神代植物公園、舎人公園、中
川公園、野川公園、東綾瀬公園、光が丘公園、府中の森公園、水元公園、武蔵国分寺公園、
武蔵野公園、武蔵野中央公園、武蔵野の森公園、夢の島公園、代々木公園、蘆花恒春園、
和田堀公園

都立文化施設、体育施設等の無料利用等 身  知  精

身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者の方は、各
都立有料施設等の個人利用する場合、無料（一部割引）で利用できます。窓口で手帳を提
示してください。

〈対　象〉（一部は有料割引）
身体障害者手帳所持者
都が発行する愛の手帳若しくは道府県が発行する療育手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者
上記の者の付添者・介護者等

〈割引の内容等〉
○東京都庭園美術館、東京都江戸東京博物館、江戸東京たてもの園、東京都写真美術館、
東京都現代美術館、東京都美術館
※常設展・収蔵展は無料、特別展・企画展は展覧会によって無料とならない場合もありま
すので、詳細は各施設へお問い合わせください。
○東京都体育施設（東京体育館、駒沢オリンピック公園総合運動場、東京武道館、東京辰
巳国際水泳場、有明テニスの森公園テニス施設、武蔵野の森総合スポーツプラザ（専用
使用をしない場合に限る。））
○東京都障害者スポーツセンター（東京都障害者総合スポーツセンター、東京都多摩障害
者スポーツセンター）

〈窓口・手続〉
受付窓口で手帳を提示してください。
※事前連絡が必要な場合がありますので、詳細は各施設へお問い合わせください。

海上公園等の無料利用 身  知  精

〈対　象〉
身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、付き添い者
（必要な範囲に限る）
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〈割引の内容等〉無料
東京港野鳥公園

〈窓口・手続〉
公園窓口で手帳を提示してください。

海上公園駐車場の無料利用 身  知  精

〈対　象〉
身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、療育手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持
者、付き添い者（必要な範囲に限る）

〈割引の内容等〉無料
お台場海浜公園（中央・北口）、大井ふ頭中央海浜公園（１号）、辰巳の森海浜公園（１
号）、シンボルプロムナード公園（Ａ棟・Ｂ棟）、城南島海浜公園（第１・第２）、若洲海
浜公園、暁ふ頭公園
※大井ふ頭中央海浜公園（２号）、辰巳の森海浜公園（２号）、有明テニスの森公園の駐車
場は閉鎖中

〈窓口・手続〉
駐車場・公園窓口で、手帳を提示してください。

郵便等による不在者投票（郵便等投票） 
自宅などで投票（郵便等による不在者投票）ができます。
事前に「郵便等投票証明書」の交付を選挙管理委員会で受けておいてください。

〈対　象〉
障害の部位 等級 証明書の有効期限

身体障害者手帳を
お持ちの方

両下肢、体幹、移動機能 １級または２級

発行の日から７年間
満了後は改めて申請

内部機能障害（心臓、腎臓、呼
吸器、ぼうこう、直腸、小腸） １級または３級

免疫、肝臓 １級～３級

戦傷病者手帳を
お持ちの方

両下肢、体幹 特別項症～第２項
症

心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸、肝臓

特別項症～第３項
症

介護保険の
被保険者証を
お持ちの方

要介護状態区分が『要介護５』
介護保険の被保険者
証の有効期限まで。
満了後は改めて申請

担当窓口
選挙管理委員会事務局
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〈割引の内容等〉無料
赤塚公園、井の頭恩賜公園、上野恩賜公園、宇喜田公園、浮間公園、大泉中央公園、大島
小松川公園、葛西臨海公園、砧公園、木場公園、小金井公園、駒沢オリンピック公園、汐
入公園、潮風公園、篠崎公園、石神井公園、城北中央公園、神代植物公園、舎人公園、中
川公園、野川公園、東綾瀬公園、光が丘公園、府中の森公園、水元公園、武蔵国分寺公園、
武蔵野公園、武蔵野中央公園、武蔵野の森公園、夢の島公園、代々木公園、蘆花恒春園、
和田堀公園

都立文化施設、体育施設等の無料利用等 身  知  精

身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者の方は、各
都立有料施設等の個人利用する場合、無料（一部割引）で利用できます。窓口で手帳を提
示してください。

〈対　象〉（一部は有料割引）
身体障害者手帳所持者
都が発行する愛の手帳若しくは道府県が発行する療育手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者
上記の者の付添者・介護者等

〈割引の内容等〉
○東京都庭園美術館、東京都江戸東京博物館、江戸東京たてもの園、東京都写真美術館、
東京都現代美術館、東京都美術館
※常設展・収蔵展は無料、特別展・企画展は展覧会によって無料とならない場合もありま
すので、詳細は各施設へお問い合わせください。
○東京都体育施設（東京体育館、駒沢オリンピック公園総合運動場、東京武道館、東京辰
巳国際水泳場、有明テニスの森公園テニス施設、武蔵野の森総合スポーツプラザ（専用
使用をしない場合に限る。））
○東京都障害者スポーツセンター（東京都障害者総合スポーツセンター、東京都多摩障害
者スポーツセンター）

〈窓口・手続〉
受付窓口で手帳を提示してください。
※事前連絡が必要な場合がありますので、詳細は各施設へお問い合わせください。

海上公園等の無料利用 身  知  精

〈対　象〉
身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、付き添い者
（必要な範囲に限る）
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〈窓口・手続〉
公園窓口で手帳を提示してください。
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号）、シンボルプロムナード公園（Ａ棟・Ｂ棟）、城南島海浜公園（第１・第２）、若洲海
浜公園、暁ふ頭公園
※大井ふ頭中央海浜公園（２号）、辰巳の森海浜公園（２号）、有明テニスの森公園の駐車
場は閉鎖中

〈窓口・手続〉
駐車場・公園窓口で、手帳を提示してください。

郵便等による不在者投票（郵便等投票） 
自宅などで投票（郵便等による不在者投票）ができます。
事前に「郵便等投票証明書」の交付を選挙管理委員会で受けておいてください。

〈対　象〉
障害の部位 等級 証明書の有効期限
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お持ちの方

両下肢、体幹、移動機能 １級または２級
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満了後は改めて申請

内部機能障害（心臓、腎臓、呼
吸器、ぼうこう、直腸、小腸） １級または３級

免疫、肝臓 １級～３級

戦傷病者手帳を
お持ちの方

両下肢、体幹 特別項症～第２項
症

心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸、肝臓

特別項症～第３項
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介護保険の
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介護保険の被保険者
証の有効期限まで。
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小松川公園、葛西臨海公園、砧公園、木場公園、小金井公園、駒沢オリンピック公園、汐
入公園、潮風公園、篠崎公園、石神井公園、城北中央公園、神代植物公園、舎人公園、中
川公園、野川公園、東綾瀬公園、光が丘公園、府中の森公園、水元公園、武蔵国分寺公園、
武蔵野公園、武蔵野中央公園、武蔵野の森公園、夢の島公園、代々木公園、蘆花恒春園、
和田堀公園

都立文化施設、体育施設等の無料利用等 身  知  精

身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者の方は、各
都立有料施設等の個人利用する場合、無料（一部割引）で利用できます。窓口で手帳を提
示してください。

〈対　象〉（一部は有料割引）
身体障害者手帳所持者
都が発行する愛の手帳若しくは道府県が発行する療育手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者
上記の者の付添者・介護者等

〈割引の内容等〉
○東京都庭園美術館、東京都江戸東京博物館、江戸東京たてもの園、東京都写真美術館、
東京都現代美術館、東京都美術館
※常設展・収蔵展は無料、特別展・企画展は展覧会によって無料とならない場合もありま
すので、詳細は各施設へお問い合わせください。
○東京都体育施設（東京体育館、駒沢オリンピック公園総合運動場、東京武道館、東京辰
巳国際水泳場、有明テニスの森公園テニス施設、武蔵野の森総合スポーツプラザ（専用
使用をしない場合に限る。））
○東京都障害者スポーツセンター（東京都障害者総合スポーツセンター、東京都多摩障害
者スポーツセンター）

〈窓口・手続〉
受付窓口で手帳を提示してください。
※事前連絡が必要な場合がありますので、詳細は各施設へお問い合わせください。

海上公園等の無料利用 身  知  精

〈対　象〉
身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、付き添い者
（必要な範囲に限る）
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〈割引の内容等〉無料
東京港野鳥公園

〈窓口・手続〉
公園窓口で手帳を提示してください。

海上公園駐車場の無料利用 身  知  精

〈対　象〉
身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、療育手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持
者、付き添い者（必要な範囲に限る）

〈割引の内容等〉無料
お台場海浜公園（中央・北口）、大井ふ頭中央海浜公園（１号）、辰巳の森海浜公園（１
号）、シンボルプロムナード公園（Ａ棟・Ｂ棟）、城南島海浜公園（第１・第２）、若洲海
浜公園、暁ふ頭公園
※大井ふ頭中央海浜公園（２号）、辰巳の森海浜公園（２号）、有明テニスの森公園の駐車
場は閉鎖中

〈窓口・手続〉
駐車場・公園窓口で、手帳を提示してください。

郵便等による不在者投票（郵便等投票） 
自宅などで投票（郵便等による不在者投票）ができます。
事前に「郵便等投票証明書」の交付を選挙管理委員会で受けておいてください。

〈対　象〉
障害の部位 等級 証明書の有効期限

身体障害者手帳を
お持ちの方

両下肢、体幹、移動機能 １級または２級

発行の日から７年間
満了後は改めて申請

内部機能障害（心臓、腎臓、呼
吸器、ぼうこう、直腸、小腸） １級または３級

免疫、肝臓 １級～３級

戦傷病者手帳を
お持ちの方

両下肢、体幹 特別項症～第２項
症

心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸、肝臓

特別項症～第３項
症

介護保険の
被保険者証を
お持ちの方

要介護状態区分が『要介護５』
介護保険の被保険者
証の有効期限まで。
満了後は改めて申請

担当窓口
選挙管理委員会事務局

号・２号）、シンボルプロムナード公園（Ａ棟・Ｂ棟）、城南島海浜公園（第１・第２）、
若洲海浜公園、暁ふ頭公園、東海ふ頭公園、みなとが丘ふ頭公園、京浜島つばさ公園、晴
海ふ頭公園、有明テニスの森公園

投 票

心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸
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海上公園駐車場の無料利用
〈対象〉
身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、療育手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、付き添いしゃ
（必要な範囲に限る
〈割引の内容とう〉
無料、お台場海浜公園、（中央、北口、大井ふ頭中央海浜公園、（１号、辰巳の森海浜公園、（１号、 号、シ
ンボルプロムナード公園、（Ａとう、Ｂとう、城南島海浜公園、（第１、第２、若洲海浜公園、暁ふ頭公園、
東海ふ頭公園、みなとが丘ふ頭公園、京浜島つばさ公園、晴海ふ頭公園、有明テニスの森公園
〈窓口、手続〉
駐車場、公園窓口で、手帳を提示してください。

投票
郵便とうによる不在者投票、（郵便とう投票、担当窓口、選挙管理委員会事務局
自宅などで投票、（郵便とうによる不在者投票ができます。
事前に郵便とう投票しょうめいしょの交付を選挙管理委員会で受けておいてください。
〈対象〉
身体障害者手帳をお持ちのかた、障害の部位、等級
両下肢、たいかん、移動機能、１級または２級
心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、１級または３級
免疫、肝臓、１級から３級
戦傷病者手帳をお持ちのかた、障害の部位、等級
両下肢、たいかん、特別項症から第２項症
心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓、特別項症から第３項症
しょうめいしょの有効期限、発行の日から７年間、満了後は改めて申請
介護保険の被保険者しょうをお持ちのかた、よう介護状態区分がよう介護５、しょうめいしょの有効期限、介
護保険の被保険者しょうの有効期限まで。満了後は改めて申請

つづく。
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〈割引の内容等〉無料
赤塚公園、井の頭恩賜公園、上野恩賜公園、宇喜田公園、浮間公園、大泉中央公園、大島
小松川公園、葛西臨海公園、砧公園、木場公園、小金井公園、駒沢オリンピック公園、汐
入公園、潮風公園、篠崎公園、石神井公園、城北中央公園、神代植物公園、舎人公園、中
川公園、野川公園、東綾瀬公園、光が丘公園、府中の森公園、水元公園、武蔵国分寺公園、
武蔵野公園、武蔵野中央公園、武蔵野の森公園、夢の島公園、代々木公園、蘆花恒春園、
和田堀公園

都立文化施設、体育施設等の無料利用等 身  知  精

身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳所有者とその介護者の方は、各
都立有料施設等の個人利用する場合、無料（一部割引）で利用できます。窓口で手帳を提
示してください。

〈対　象〉（一部は有料割引）
身体障害者手帳所持者
都が発行する愛の手帳若しくは道府県が発行する療育手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者
上記の者の付添者・介護者等

〈割引の内容等〉
○東京都庭園美術館、東京都江戸東京博物館、江戸東京たてもの園、東京都写真美術館、
東京都現代美術館、東京都美術館

※常設展・収蔵展は無料、特別展・企画展は展覧会によって無料とならない場合もありま
すので、詳細は各施設へお問い合わせください。

○東京都体育施設（東京体育館、駒沢オリンピック公園総合運動場、東京武道館、東京辰
巳国際水泳場、有明テニスの森公園テニス施設、武蔵野の森総合スポーツプラザ（専用
使用をしない場合に限る。））

○東京都障害者スポーツセンター（東京都障害者総合スポーツセンター、東京都多摩障害
者スポーツセンター）

〈窓口・手続〉
受付窓口で手帳を提示してください。
※事前連絡が必要な場合がありますので、詳細は各施設へお問い合わせください。

海上公園等の無料利用 身  知  精

〈対　象〉
身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、付き添い者
（必要な範囲に限る）

113

7. 
社
会
参
加

〈割引の内容等〉無料
東京港野鳥公園

〈窓口・手続〉
公園窓口で手帳を提示してください。

海上公園駐車場の無料利用 身  知  精

〈対　象〉
身体障害者手帳所持者、愛の手帳所持者、療育手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持
者、付き添い者（必要な範囲に限る）

〈割引の内容等〉無料
お台場海浜公園（中央・北口）、大井ふ頭中央海浜公園（１号）、辰巳の森海浜公園（１
号）、シンボルプロムナード公園（Ａ棟・Ｂ棟）、城南島海浜公園（第１・第２）、若洲海
浜公園、暁ふ頭公園
※大井ふ頭中央海浜公園（２号）、辰巳の森海浜公園（２号）、有明テニスの森公園の駐車
場は閉鎖中

〈窓口・手続〉
駐車場・公園窓口で、手帳を提示してください。

郵便等による不在者投票（郵便等投票） 
自宅などで投票（郵便等による不在者投票）ができます。
事前に「郵便等投票証明書」の交付を選挙管理委員会で受けておいてください。

〈対　象〉
障害の部位 等級 証明書の有効期限

身体障害者手帳を
お持ちの方

両下肢、体幹、移動機能 １級または２級

発行の日から７年間
満了後は改めて申請

内部機能障害（心臓、腎臓、呼
吸器、ぼうこう、直腸、小腸） １級または３級

免疫、肝臓 １級～３級

戦傷病者手帳を
お持ちの方

両下肢、体幹 特別項症～第２項
症

心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸、肝臓

特別項症～第３項
症

介護保険の
被保険者証を
お持ちの方

要介護状態区分が『要介護５』
介護保険の被保険者
証の有効期限まで。
満了後は改めて申請

担当窓口
選挙管理委員会事務局
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〈制　限〉
投票用紙等は、投票日の４日前までに請求してください。

〈代理記載制度〉
郵便等投票ができる方で自ら記載をすることができない方のうち、次の表に該当する方は、
投票の代理記載をしてもらうことができます。代理記載できる方は、選挙権を有する方で、
選挙管理委員会への事前の申請が必要です。

（代理記載投票ができる方）
障害の部位 等級

身体障害者手帳をお持ちの方 上肢または視覚 １級

戦傷病者手帳をお持ちの方 上肢または視覚 特別項症～第２項症

〈問合せ〉
　田無庁舎　３階　選挙管理委員会事務局（内線：12811、12812）
　直通電話　　（042）420-2801

代理投票・点字投票 � 担当窓口　選挙管理委員会事務局

各投票所では本人の意思を確認の上、字を書くことが困難な方や目の不自由な方のために
「代理投票」や「点字投票」の制度があります。

〈内　容〉
（１）代理投票：体が不自由で自書できない方は、本人が投票所で申し出れば本人の意思

を確認の上、投票用紙に代筆をいたします。意思確認がご不安な場合は、ご相談くだ
さい。

（２）点字投票：視覚に障害のある方は、本人が投票所で申し出れば点字で投票ができま
す。

〈問合せ〉
　田無庁舎　３階　選挙管理委員会事務局（内線：12811、12812）
　直通電話　　（042）420-2801

　代理投票：体が不自由で自書できない方は、本人が投票所で申し出れば本人の意思
を確認の上、投票用紙に代筆をいたします。意思確認がご不安な場合は、ご相談ください。

（２）点字投票：視覚に障害のある方は、本人が投票所で申し出れば点字で
　 投票ができます。
 〈問合せ〉
　田無庁舎　選挙管理委員会事務局（内線：12811、12812）
　直通電話　 （042）420-2801

田無庁舎　選挙管理委員会事務局（内線：12811、12812）
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〈制限〉
投票用紙とうは、投票日の４日前までに請求してください。
〈代理記載制度〉
郵便とう投票ができるかたで自ら記載をすることができないかたのうち、次のひょうに該当するかたは、投票
の代理記載をしてもらうことができます。代理記載できるかたは、選挙権を有するかたで、選挙管理委員会へ
の事前の申請が必要です。
（代理記載投票ができるかた
身体障害者手帳をお持ちのかた、障害の部位、上肢または視覚、等級、一級
戦傷病者手帳をお持ちのかた、障害の部位、上肢または視覚、等級、特別項症から第 項症
〈問合せ〉
田無庁舎、選挙管理委員会事務局、（内線： 、
直通電話、

代理投票、点字投票、担当窓口、選挙管理委員会事務局
各投票所では本人の意思を確認の上、字を書くことが困難な方や目の不自由なかたのために代理投票や点字投
票の制度があります。

〈内容〉
（１、代理投票：からだが不自由で自書できないかたは、本人が投票所で申し出れば本人の意思を確認の上、
投票用紙に代筆をいたします。意思確認がご不安な場合は、ご相談ください。
（２、点字投票：視覚に障害のあるかたは、本人が投票所で申し出れば点字で投票ができます。

〈問合せ〉田無庁舎、選挙管理委員会事務局、（内線： 、
直通電話、
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〈制　限〉
投票用紙等は、投票日の４日前までに請求してください。

〈代理記載制度〉
郵便等投票ができる方で自ら記載をすることができない方のうち、次の表に該当する方は、
投票の代理記載をしてもらうことができます。代理記載できる方は、選挙権を有する方で、
選挙管理委員会への事前の申請が必要です。

（代理記載投票ができる方）
障害の部位 等級

身体障害者手帳をお持ちの方 上肢または視覚 １級

戦傷病者手帳をお持ちの方 上肢または視覚 特別項症～第２項症

〈問合せ〉
　田無庁舎　３階　選挙管理委員会事務局（内線：12811、12812）
　直通電話　　（042）420-2801

代理投票・点字投票 � 担当窓口　選挙管理委員会事務局

各投票所では本人の意思を確認の上、字を書くことが困難な方や目の不自由な方のために
「代理投票」や「点字投票」の制度があります。

〈内　容〉
（１）代理投票：体が不自由で自書できない方は、本人が投票所で申し出れば本人の意思

を確認の上、投票用紙に代筆をいたします。意思確認がご不安な場合は、ご相談くだ
さい。

（２）点字投票：視覚に障害のある方は、本人が投票所で申し出れば点字で投票ができま
す。

〈問合せ〉
　田無庁舎　３階　選挙管理委員会事務局（内線：12811、12812）
　直通電話　　（042）420-2801
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聴覚障害者対象
読話講習会 身

中途失聴者や難聴者の方が、コミュニケーション手段としての読話技術を学んでいただく
ための講習会です。

〈対　象〉
都内在住、18歳以上の中途失聴・難聴者で身体障害者手帳を所持する方（ただし、ろう
学校在学中の方および卒業生の方は除きます。）

〈内容等〉
口唇読み取り、会話や類似語の練習などを行い、コミュニケーション技術の習得を図りま
す。

〈費　用〉
無料（ただし、教材費は自己負担となります。）

〈問合せ〉東京手話通訳等派遣センター　養成課
　電話　（03）3352-3359　　FAX　（03）3354-6868

中途失聴者・難聴者手話講習会 身

〈対　象〉
都内在住・在勤の中途失聴者・難聴者

〈内容等〉
簡単な意思交流が可能な程度の手話技術についての講習を実施しています。入門クラスは
要約筆記があります。

〈費　用〉
無料（ただし、テキスト代は自己負担となります。）

〈問合せ〉東京都福祉保健局障害者施策推進部計画課
　電話　（03）5320-4147　　FAX　（03）5388-1413

8. 講習

中途失聴者や難聴者の方が、コミュニケーション手段としての読話技術を学ぶための講
習会です。

コミュニケーション支援課 要約筆記事業グループ

東京都福祉局障害者施策推進部企画課

聴覚に障害のある方対象
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聴覚に障害のあるかた対象
どくわ講習会
中途しっちょうしゃや難聴者のかたが、コミュニケーション手段としてのどくわ技術を学ぶための講習会で
す。

〈対象〉
とない在住、 歳以上の中途しっちょう、難聴者で身体障害者手帳を所持する方（ただし、ろう学校在学中の
方および卒業生の方は除きます。

〈内容とう〉
こうしん読み取り、会話や類似語の練習などを行い、コミュニケーション技術の習得を図ります。
費用、
無料（ただし、教材費は自己負担となります。

〈問合せ〉、東京手話通訳とう派遣センター、コミュニケーション支援課 要約筆記事業グループ
電話、 、 、

中途しっちょうしゃ、難聴者手話講習会
〈対象〉
とない在住、在勤の中途しっちょうしゃ、難聴者

〈内容とう〉
簡単な意思交流が可能な程度の手話技術についての講習を実施しています。入門クラスは要約筆記がありま
す。
費用、
無料（ただし、テキスト代は自己負担となります。

〈問合せ〉、東京都福祉局障害者施策推進部企画課
電話、 、 、
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〈制　限〉
投票用紙等は、投票日の４日前までに請求してください。

〈代理記載制度〉
郵便等投票ができる方で自ら記載をすることができない方のうち、次の表に該当する方は、
投票の代理記載をしてもらうことができます。代理記載できる方は、選挙権を有する方で、
選挙管理委員会への事前の申請が必要です。

（代理記載投票ができる方）
障害の部位 等級

身体障害者手帳をお持ちの方 上肢または視覚 １級

戦傷病者手帳をお持ちの方 上肢または視覚 特別項症～第２項症

〈問合せ〉
　田無庁舎　３階　選挙管理委員会事務局（内線：12811、12812）
　直通電話　　（042）420-2801

代理投票・点字投票 � 担当窓口　選挙管理委員会事務局

各投票所では本人の意思を確認の上、字を書くことが困難な方や目の不自由な方のために
「代理投票」や「点字投票」の制度があります。

〈内　容〉
（１）代理投票：体が不自由で自書できない方は、本人が投票所で申し出れば本人の意思

を確認の上、投票用紙に代筆をいたします。意思確認がご不安な場合は、ご相談くだ
さい。

（２）点字投票：視覚に障害のある方は、本人が投票所で申し出れば点字で投票ができま
す。

〈問合せ〉
　田無庁舎　３階　選挙管理委員会事務局（内線：12811、12812）
　直通電話　　（042）420-2801
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聴覚障害者対象
読話講習会 身

中途失聴者や難聴者の方が、コミュニケーション手段としての読話技術を学んでいただく
ための講習会です。

〈対　象〉
都内在住、18歳以上の中途失聴・難聴者で身体障害者手帳を所持する方（ただし、ろう
学校在学中の方および卒業生の方は除きます。）

〈内容等〉
口唇読み取り、会話や類似語の練習などを行い、コミュニケーション技術の習得を図りま
す。

〈費　用〉
無料（ただし、教材費は自己負担となります。）

〈問合せ〉東京手話通訳等派遣センター　養成課
　電話　（03）3352-3359　　FAX　（03）3354-6868

中途失聴者・難聴者手話講習会 身

〈対　象〉
都内在住・在勤の中途失聴者・難聴者

〈内容等〉
簡単な意思交流が可能な程度の手話技術についての講習を実施しています。入門クラスは
要約筆記があります。

〈費　用〉
無料（ただし、テキスト代は自己負担となります。）

〈問合せ〉東京都福祉保健局障害者施策推進部計画課
　電話　（03）5320-4147　　FAX　（03）5388-1413

8. 講習
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文化教養講座 身

〈対　象〉
都内在住・在勤・在学の聴覚に障害のある方（身体障害者手帳の有無問わず）
※一部のプログラムはどなたでもご利用できます。

〈内　容〉
生け花、絵画、英語、書道、ヨガ、日本語字幕付映画上映、教養講座や、交流サロンなど。
開催時期や回数などは講座により異なります。詳細はお問い合わせください。また、当セ
ンターのホームページでもご覧いただけます。原則無料（内容により、材料費等必要な場
合あり）
※講座によって（１）一括申込（２）開催ごと申込（３）申込不要があります。

〈問合せ〉（社福）聴力障害者情報文化センター
　開館：火・水・木・土曜日　午前 10時～午後５時
　　　　金曜日　　　　　　　午前 10時～午後７時
　閉館：日・月曜日、祝日、年末年始

　〒 153-0053　目黒区五本木１-８-３
　電話　（03）6833-5004　　FAX　（03）6833-5005
　E メール　soudan@jyoubun-center.or.jp
　ホームページ　http://www.jyoubun-center.or.jp/

視覚障害者対象
あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師（養成事業） 身

〈対　象〉
都内に原則として１年以上居住する方で次のいずれにも該当する方（盲学校在学生を除く）
（１）身体障害者手帳を所持する視覚障害者、または入学までに取得見込みの方
（２）修了後取得技術を活用して自立できる方
（３）義務教育を修了した 15歳以上の方（専門課程は高等学校を卒業した 18歳以上の方）

〈内　容〉
（１）高等課程（５年）
　あん摩マッサージ指圧・はり・きゅう科
（２）専門課程（３年）
　あん摩マッサージ指圧・はり・きゅう科
　高等課程のみ東京都委託生制度あり
　（委託生に選ばれた場合は、授業料無料。ただし教材費は自己負担）

〈問合せ〉ヘレン ･ ケラー学院
　電話　（03）3200-0525
　＊毎年 10月～１月にお申し込みください。

〈問合せ〉社会福祉法人　聴力障害者情報文化センター
  開館：火・水・木・土曜日　午前 10 時～午後 5 時
　　　  金曜日　　　　　　　午前 10 時～午後 7 時
  閉館：日・月曜日、祝日、年末年始　

  〒 153-0053　目黒区五本木１－８－３
  電話  （03）6833-5004　　 FAX  （03）6833-5005
  Ｅメール　soudan@jyoubun-center.or.jp
  ホームページ　http://www.jyoubun-center.or.jp
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文化教養講座 身
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〈内　容〉
（１）高等課程（５年）
　あん摩マッサージ指圧・はり・きゅう科
（２）専門課程（３年）
　あん摩マッサージ指圧・はり・きゅう科
　高等課程のみ東京都委託生制度あり
　（委託生に選ばれた場合は、授業料無料。ただし教材費は自己負担）
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　＊毎年 10月～１月にお申し込みください。
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家庭生活訓練事業 身

〈対　象〉
家庭内における日常生活活動に著しい制限を受けている都内在住の在宅視覚障害者

〈内容等〉
調理 ･�生け花・手芸裁縫・リズム体操等の講習

〈費　用〉
無料（テキスト代、教材費は原則受講者負担）

〈問合せ〉公益社団法人　東京都盲人福祉協会
　電話　（03）3208-9001　　FAX　（03）3208-9005
　E メール　info@tomoukyo.or.jp

盲青年等社会生活教室開催事業 身

〈対　象〉
都内在住の視覚障害をもつ青年及び高齢者で身体障害者手帳を所持する方

〈内容等〉
社会生活に必要な知識の習得や体験交流

〈費　用〉
無料（教材費等は受講者負担）

〈問合せ〉公益社団法人　東京都盲人福祉協会
　電話　（03）3208-9001　　FAX　（03）3208-9005
　E メール　info@tomoukyo.or.jp

中途失明者緊急生活訓練事業 身

〈対　象〉
原則 18歳以上で都内在住の視覚障害者（身体障害者手帳所持者）

〈内容等〉
点字・日常生活訓練及び歩行訓練、スマートフォン等についての訪問指導
パソコン指導（通所）

〈問合せ〉公益社団法人　東京都盲人福祉協会
　電話　（03）3208-9001　　FAX　（03）3208-9005
　E メール　info@tomoukyo.or.jp
　パソコン教室直通　（03）3208-9070

視覚に障害のある方対象

生け花、絵画、英語、ヨガ、日本語字幕付映画上映、教養講座や、交流サロンなど。開
催時期や回数などは講座により異なります。詳細はお問い合わせください。また、当セ
ンターのホームページでもご覧いただけます。原則無料（内容により、材料費等必要な
場合あり）

在宅の視覚障害のある方

8.
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ページ
文化教養講座
〈対象〉
とない在住、在勤、在学の聴覚に障害のあるかた、 身体障害者手帳の有無問わず
※、一部のプログラムはどなたでもご利用できます。

〈内容〉
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す。原則無料（内容により、材料費とう必要な場合あり、

〈問合せ〉（社会福祉法人、聴力障害者情報文化センター
開館：か、すい、もく、土曜日、午前 時から午後 時

金曜日 午前 時から午後 時
閉館：にち、月曜日、祝日、年末年始
〒 、目黒区五本木
電話、 、 、

視覚に障害のあるかた対象
家庭生活訓練事業
〈対象〉
家庭内における日常生活活動に著しい制限を受けているとない在宅の視覚障害のあるかた

〈内容とう〉
調理、いけばな、手芸裁縫、リズム体操とうの講習
費用、
無料（テキスト代、教材費は原則受講者負担）

〈問合せ〉公益社団法人、東京都 もうじん福祉協会
電話、 、 、
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〈対　象〉
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〈内容等〉
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視覚障害者のための講座 身

〈対　象〉
都内在住、在勤、在学の視覚障害者

〈内　容〉
（１）視覚障害者教養講座　（２）音楽教室

〈費　用〉　無料

〈問合せ〉東京都教育庁地域教育支援部　生涯学習課
　電話　（03）5320-6864　　FAX　（03）5388-1734

音声・言語障害者対象
喉頭摘出者発声訓練  身

食道発声法、シャント発声法又は電気式人工喉頭による発声訓練など

〈対　象〉
疾病等で喉頭を摘出し、音声機能を喪失した方を対象に発声訓練を行います。

〈内容等〉
（１）食道発声訓練
（２）電気式人工喉頭による発声訓練
（３）シャント式発声訓練

〈問合せ〉公益社団法人　銀鈴会
　電話　（03）3436-1820　　FAX　（03）3436-3497
　E メール　office@ginreikai.net
　ホームページ　https://www.ginreikai.net/
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食道発声法、シャント発声法又は電気式人工喉頭による発声訓練など

〈対　象〉
疾病等で喉頭を摘出し、音声機能を喪失した方を対象に発声訓練を行います。

〈内容等〉
（１）食道発声訓練
（２）電気式人工喉頭による発声訓練
（３）シャント式発声訓練

〈問合せ〉公益社団法人　銀鈴会
　電話　（03）3436-1820　　FAX　（03）3436-3497
　E メール　office@ginreikai.net
　ホームページ　https://www.ginreikai.net/
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8. 
講
習

吃音者の講座 �
〈対　象〉
都内に居住、通勤または通学する 15歳以上の吃音者

〈給付の内容等〉
吃音者に対し、吃音の理解と表現練習を実施しています。

〈内　容〉
（１）吃音の理解
（２）話し方研究
（３）グループワーク
（４）よりよい人間関係のための研究と就労支援の相談
（５）その他必要な学習

〈問合せ〉（一社）東京言友会
　電話　（03）3942-9436　　FAX　（03）3942-9438
　ホームページ　https://tokyo-gennyukai.jimdofree.com/

その他
オストメイト社会適応訓練 身

ストマの衛生管理、装具の装着訓練等を講習会形式で実施しています。

〈対　象〉
人工肛門または人工膀胱を造設した人

〈給付の内容等〉
皮膚管理、ストマ管理、社会復帰にかかる諸問題についての講習

〈費　用〉
無料

〈問合せ〉公益社団法人　日本オストミー協会（東京支部）
　電話　（03）5272-3550（月・水・金曜日）
　ホームページ　http://www.ostomy.jp/tokyo/

6857

のある

障害のある方（身体障害者手帳所持者）

（１）都内在住、在勤、在学の視覚障害のある方、その他関心のある方
（２）都内在住、在勤、在学の視覚障害のある方

パソコン教室直通電話　（03）3208-9070

8.
講
習
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盲青年とう社会生活教室開催事業
〈対象〉
とない在住の視覚障害のある青年及び高齢者で身体障害者手帳を所持するかた

〈内容とう〉
社会生活に必要な知識の習得や体験交流
費用、
無料（教材費とうは受講者負担）

〈問合せ〉公益社団法人、東京都盲じん福祉協会
電話、 、 、

中途失明者緊急生活訓練事業
〈対象〉
原則 歳以上でとない在住の視覚障害のあるかた、（身体障害者手帳所持者）

〈内容とう〉
点字、日常生活訓練及び歩行訓練、スマートフォンとうについての訪問指導
パソコン指導（つうしょ
〈問合せ〉公益社団法人、東京都盲じん福祉協会
電話、 、 、
パソコン教室直通電話、

視覚障害者のための講座
〈対象〉
（１）都内在住、在勤、在学の視覚障害のあるかた、その他関心のある方
（２）都内在住、在勤、在学の視覚障害のある方
〈内容〉
（１、視覚障害者教養講座、（２、音楽教室

〈費用〉、無料

〈問合せ〉東京都教育庁地域教育支援部、生涯学習課
電話、 、 、
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8. 
講
習

視覚障害者のための講座 身

〈対　象〉
都内在住、在勤、在学の視覚障害者

〈内　容〉
（１）視覚障害者教養講座　（２）音楽教室

〈費　用〉　無料

〈問合せ〉東京都教育庁地域教育支援部　生涯学習課
　電話　（03）5320-6864　　FAX　（03）5388-1734

音声・言語障害者対象
喉頭摘出者発声訓練  身

食道発声法、シャント発声法又は電気式人工喉頭による発声訓練など

〈対　象〉
疾病等で喉頭を摘出し、音声機能を喪失した方を対象に発声訓練を行います。

〈内容等〉
（１）食道発声訓練
（２）電気式人工喉頭による発声訓練
（３）シャント式発声訓練

〈問合せ〉公益社団法人　銀鈴会
　電話　（03）3436-1820　　FAX　（03）3436-3497
　E メール　office@ginreikai.net
　ホームページ　https://www.ginreikai.net/
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視覚障害者のための講座 身

〈対　象〉
都内在住、在勤、在学の視覚障害者

〈内　容〉
（１）視覚障害者教養講座　（２）音楽教室

〈費　用〉　無料

〈問合せ〉東京都教育庁地域教育支援部　生涯学習課
　電話　（03）5320-6864　　FAX　（03）5388-1734

音声・言語障害者対象
喉頭摘出者発声訓練  身

食道発声法、シャント発声法又は電気式人工喉頭による発声訓練など

〈対　象〉
疾病等で喉頭を摘出し、音声機能を喪失した方を対象に発声訓練を行います。

〈内容等〉
（１）食道発声訓練
（２）電気式人工喉頭による発声訓練
（３）シャント式発声訓練

〈問合せ〉公益社団法人　銀鈴会
　電話　（03）3436-1820　　FAX　（03）3436-3497
　E メール　office@ginreikai.net
　ホームページ　https://www.ginreikai.net/
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8. 
講
習

視覚障害者のための講座 身

〈対　象〉
都内在住、在勤、在学の視覚障害者

〈内　容〉
（１）視覚障害者教養講座　（２）音楽教室

〈費　用〉　無料

〈問合せ〉東京都教育庁地域教育支援部　生涯学習課
　電話　（03）5320-6864　　FAX　（03）5388-1734

音声・言語障害者対象
喉頭摘出者発声訓練  身

食道発声法、シャント発声法又は電気式人工喉頭による発声訓練など

〈対　象〉
疾病等で喉頭を摘出し、音声機能を喪失した方を対象に発声訓練を行います。

〈内容等〉
（１）食道発声訓練
（２）電気式人工喉頭による発声訓練
（３）シャント式発声訓練

〈問合せ〉公益社団法人　銀鈴会
　電話　（03）3436-1820　　FAX　（03）3436-3497
　E メール　office@ginreikai.net
　ホームページ　https://www.ginreikai.net/
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8. 
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視覚障害者のための講座 身

〈対　象〉
都内在住、在勤、在学の視覚障害者

〈内　容〉
（１）視覚障害者教養講座　（２）音楽教室

〈費　用〉　無料

〈問合せ〉東京都教育庁地域教育支援部　生涯学習課
　電話　（03）5320-6864　　FAX　（03）5388-1734

音声・言語障害者対象
喉頭摘出者発声訓練  身

食道発声法、シャント発声法又は電気式人工喉頭による発声訓練など

〈対　象〉
疾病等で喉頭を摘出し、音声機能を喪失した方を対象に発声訓練を行います。

〈内容等〉
（１）食道発声訓練
（２）電気式人工喉頭による発声訓練
（３）シャント式発声訓練

〈問合せ〉公益社団法人　銀鈴会
　電話　（03）3436-1820　　FAX　（03）3436-3497
　E メール　office@ginreikai.net
　ホームページ　https://www.ginreikai.net/
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吃音者の講座 �
〈対　象〉
都内に居住、通勤または通学する 15歳以上の吃音者

〈給付の内容等〉
吃音者に対し、吃音の理解と表現練習を実施しています。

〈内　容〉
（１）吃音の理解
（２）話し方研究
（３）グループワーク
（４）よりよい人間関係のための研究と就労支援の相談
（５）その他必要な学習

〈問合せ〉（一社）東京言友会
　電話　（03）3942-9436　　FAX　（03）3942-9438
　ホームページ　https://tokyo-gennyukai.jimdofree.com/

その他
オストメイト社会適応訓練 身

ストマの衛生管理、装具の装着訓練等を講習会形式で実施しています。

〈対　象〉
人工肛門または人工膀胱を造設した人

〈給付の内容等〉
皮膚管理、ストマ管理、社会復帰にかかる諸問題についての講習

〈費　用〉
無料

〈問合せ〉公益社団法人　日本オストミー協会（東京支部）
　電話　（03）5272-3550（月・水・金曜日）
　ホームページ　http://www.ostomy.jp/tokyo/

一般社団法人　東京言友会

発

のある方

音声・言語に障害のある方対象

8.
講
習
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音声、言語に障害のあるかた対象
喉頭摘出者発声訓練
食道発声法、シャント発声法または電気式人工喉頭による発声訓練など

〈対象〉
疾病とうで喉頭を摘出し、発声機能を喪失したかたを対象に発声訓練を行います。

〈内容とう〉
（１、食道発声訓練
（２、電気式人工喉頭による発声訓練
（３、シャント式発声訓練

〈問合せ〉公益社団法人、ぎんれい会
電話、 、 、

吃音者の講座
〈対象〉
とないに居住、通勤または通学する 歳以上の吃音のあるかた
〈給付の内容とう〉
吃音者に対し、吃音の理解と表現練習を実施しています。
〈内容〉
（１、吃音の理解
（２、話し方研究
（３、グループワーク
（４、よりよい人間関係のための研究と就労支援の相談
（５、その他必要な学習
〈問合せ〉（一般社団法人、東京げんゆう会
電話、
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8. 
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重度身体障害者パソコン講習事業（IT 技術者在宅養成講座） 身

外出が困難な重度身体障害者の方を対象として、在宅でコンピュータのプログラミング技
術およびコミュニケーションや在宅就労に必要な技術を学ぶための講習を行っています。
（講習期間：2年間）

〈対　象〉
外出が困難で一般の教育・就労の機会が得られない身体障害者手帳１級～３級の方で、高
校卒業程度の学力があり、週４日以上、１日４～６時間の学習が可能な方

〈内　容〉
インターネットを利用して、コンピュータのプログラミング技術やアプリケーションソフ
トの操作技術を習得することにより、在宅での就労を目指します。費用年間 60,000 円。
詳細はホームページにて。

〈問合せ〉社会福祉法人東京コロニー職能開発室
　電話　（03）6914-0859　　FAX　（03）6914-0869
　ホームページ　https://www.tocolo.or.jp/syokunou/

支援者の方へ
障害者サポーター養成講座 � 担当窓口　障害福祉課

障害のある方が困っている時にちょっとした手助けをする障害者サポーター養成講座を開
催しています。
初級編では障害の理解や支援方法を学ぶことができます。中級編では障害の種別によって
異なる特性や必要な支援についてより深く学ぶことができます。
また、参加者にはサポーターの証であるサポートキーホルダー（初級編）、サポートバン
ド（中級編）を差し上げます。

〈対　象〉
初級編：障害者の福祉に理解と熱意のある方
中級編：初級編を受けられた方が対象。障害者サポーターとして住所など登録いただき、

情報の発信やサポーター同士のつながりなどにより受講された方の障害者支援の
活躍の場を広げていきます。

〈問合せ〉
　障害福祉課（内線：12341～ 12345）
　直通電話　（042）420-2804
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8. 
講
習

視覚障害者のための講座 身

〈対　象〉
都内在住、在勤、在学の視覚障害者

〈内　容〉
（１）視覚障害者教養講座　（２）音楽教室

〈費　用〉　無料

〈問合せ〉東京都教育庁地域教育支援部　生涯学習課
　電話　（03）5320-6864　　FAX　（03）5388-1734

音声・言語障害者対象
喉頭摘出者発声訓練  身

食道発声法、シャント発声法又は電気式人工喉頭による発声訓練など

〈対　象〉
疾病等で喉頭を摘出し、音声機能を喪失した方を対象に発声訓練を行います。

〈内容等〉
（１）食道発声訓練
（２）電気式人工喉頭による発声訓練
（３）シャント式発声訓練

〈問合せ〉公益社団法人　銀鈴会
　電話　（03）3436-1820　　FAX　（03）3436-3497
　E メール　office@ginreikai.net
　ホームページ　https://www.ginreikai.net/
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8. 
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吃音者の講座 �
〈対　象〉
都内に居住、通勤または通学する 15歳以上の吃音者

〈給付の内容等〉
吃音者に対し、吃音の理解と表現練習を実施しています。

〈内　容〉
（１）吃音の理解
（２）話し方研究
（３）グループワーク
（４）よりよい人間関係のための研究と就労支援の相談
（５）その他必要な学習

〈問合せ〉（一社）東京言友会
　電話　（03）3942-9436　　FAX　（03）3942-9438
　ホームページ　https://tokyo-gennyukai.jimdofree.com/

その他
オストメイト社会適応訓練 身

ストマの衛生管理、装具の装着訓練等を講習会形式で実施しています。

〈対　象〉
人工肛門または人工膀胱を造設した人

〈給付の内容等〉
皮膚管理、ストマ管理、社会復帰にかかる諸問題についての講習

〈費　用〉
無料

〈問合せ〉公益社団法人　日本オストミー協会（東京支部）
　電話　（03）5272-3550（月・水・金曜日）
　ホームページ　http://www.ostomy.jp/tokyo/

（火・金曜日　午前 10 時～午後３時）

外出が困難な重度の身体障害のある方を対象として、在宅でコンピュータのプログラミン
グ技術およびコミュニケーションや在宅就労に必要な技術を学ぶための講習を行っていま
す。（講習期間：２年間）

外出が困難で一般の教育・就労の機会が得にくい身体障害者手帳１級～３級の方で、高校
卒業程度の学力を持ち、週４日以上、１日４～６時間程度の学習が可能な方
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その他
オストメイト社会適応訓練
ストマの衛生管理、装具の装着訓練とうを講習会形式で実施しています。
〈対象〉
人工肛門または人工膀胱を造設した人
〈給付の内容とう〉
皮膚管理、ストマ管理、社会復帰にかかる諸問題についての講習
〈費用〉
無料
〈問合せ〉公益社団法人、日本オストミー協会、（東京支部
電話 、 、（火曜、金曜日 午前 時から午後 時

重度身体障害者パソコン講習事業、Ｉ Ｔ技術者在宅養成講座
外出が困難な重度の身体障害のあるかたを対象として、在宅でコンピュータのプログラミング技術およびコミュ
ニケーションや在宅就労に必要な技術を学ぶための講習を行っています。
（講習期間：２年間
〈対象〉
外出が困難で一般の教育、就労の機会が得にくい身体障害者手帳１級から３級のかたで、高校卒業程度の学力を
持ち、週４日以上、いちにち４から６時間程度の学習が可能なかた
〈内容〉
インターネットを利用して、コンピュータのプログラミング技術やアプリケーションソフトの操作技術を習得す
ることにより、在宅での就労を目指します。費用、年間ろくまんえん。
詳細はホームページにて。
〈問合せ〉社会福祉法人東京コロニー職能開発室
電話、 、 、
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8. 
講
習

重度身体障害者パソコン講習事業（IT 技術者在宅養成講座） 身

外出が困難な重度身体障害者の方を対象として、在宅でコンピュータのプログラミング技
術およびコミュニケーションや在宅就労に必要な技術を学ぶための講習を行っています。
（講習期間：2年間）

〈対　象〉
外出が困難で一般の教育・就労の機会が得られない身体障害者手帳１級～３級の方で、高
校卒業程度の学力があり、週４日以上、１日４～６時間の学習が可能な方

〈内　容〉
インターネットを利用して、コンピュータのプログラミング技術やアプリケーションソフ
トの操作技術を習得することにより、在宅での就労を目指します。費用年間 60,000 円。
詳細はホームページにて。

〈問合せ〉社会福祉法人東京コロニー職能開発室
　電話　（03）6914-0859　　FAX　（03）6914-0869
　ホームページ　https://www.tocolo.or.jp/syokunou/

支援者の方へ
障害者サポーター養成講座 � 担当窓口　障害福祉課

障害のある方が困っている時にちょっとした手助けをする障害者サポーター養成講座を開
催しています。
初級編では障害の理解や支援方法を学ぶことができます。中級編では障害の種別によって
異なる特性や必要な支援についてより深く学ぶことができます。
また、参加者にはサポーターの証であるサポートキーホルダー（初級編）、サポートバン
ド（中級編）を差し上げます。

〈対　象〉
初級編：障害者の福祉に理解と熱意のある方
中級編：初級編を受けられた方が対象。障害者サポーターとして住所など登録いただき、

情報の発信やサポーター同士のつながりなどにより受講された方の障害者支援の
活躍の場を広げていきます。

〈問合せ〉
　障害福祉課（内線：12341～ 12345）
　直通電話　（042）420-2804

  東京都盲ろう者支援センター
 〈事業内容〉
視覚と聴覚又は言語の両方に障害のある「盲ろう者」が地域で自立した生活を送り、社会
参加を促進するために総合的なサービスを提供しています。
　（１）訓練事業
　　　ア　コミュニケーション訓練
　　　イ　生活訓練
　　　ウ　パソコン等電子機器活用訓練
　（２）総合相談支援事業
　　盲ろう者および家族、支援関係者への総合的な相談支援
　（３）社会参加促進事業
　　　ア　集団学習会・交流会
　　　イ　盲ろう者関係情報の提供など
　　　ウ　盲ろう者に関する普及啓発
　（４）専門人材養成事業
　　　ア　相談・訓練などの支援・指導員の育成
　　　イ　訓練・研修などプログラムの開発・普及
　（５）その他盲ろう者支援のために必要な事業

 〈相談窓口〉特定非営利活動法人東京盲ろう者友の会
　電話（03）3864-7003　　FAX（03）3864-7004

8.
講
習

125

ページ
東京都盲ろう者支援センター
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電話（ ） （ ）
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重度身体障害者パソコン講習事業（IT 技術者在宅養成講座） 身

外出が困難な重度身体障害者の方を対象として、在宅でコンピュータのプログラミング技
術およびコミュニケーションや在宅就労に必要な技術を学ぶための講習を行っています。
（講習期間：2年間）

〈対　象〉
外出が困難で一般の教育・就労の機会が得られない身体障害者手帳１級～３級の方で、高
校卒業程度の学力があり、週４日以上、１日４～６時間の学習が可能な方

〈内　容〉
インターネットを利用して、コンピュータのプログラミング技術やアプリケーションソフ
トの操作技術を習得することにより、在宅での就労を目指します。費用年間 60,000 円。
詳細はホームページにて。

〈問合せ〉社会福祉法人東京コロニー職能開発室
　電話　（03）6914-0859　　FAX　（03）6914-0869
　ホームページ　https://www.tocolo.or.jp/syokunou/

支援者の方へ
障害者サポーター養成講座 � 担当窓口　障害福祉課

障害のある方が困っている時にちょっとした手助けをする障害者サポーター養成講座を開
催しています。
初級編では障害の理解や支援方法を学ぶことができます。中級編では障害の種別によって
異なる特性や必要な支援についてより深く学ぶことができます。
また、参加者にはサポーターの証であるサポートキーホルダー（初級編）、サポートバン
ド（中級編）を差し上げます。

〈対　象〉
初級編：障害者の福祉に理解と熱意のある方
中級編：初級編を受けられた方が対象。障害者サポーターとして住所など登録いただき、

情報の発信やサポーター同士のつながりなどにより受講された方の障害者支援の
活躍の場を広げていきます。

〈問合せ〉
　障害福祉課（内線：12341～ 12345）
　直通電話　（042）420-2804
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西東京市手話通訳者養成講習会 � 担当窓口　障害福祉課

市では一般市民の手話に関する理解を深め、意思疎通に手話を必要とする聴覚障害者及び
言語障害者の福祉の増進を図ることを目的とし、将来手話通訳者になるための講習会を開
催しています。

〈対　象〉
（１）市内在住で聴覚障害者の福祉に理解と熱意がある方
（２）初級：手話未経験者　
　　　中級：初級クラス修了者
　　　上級：中級クラス修了者
　　　登録試験対策講座：手話講習会通訳養成クラス修了者

〈問合せ〉障害福祉課
　直通電話　（042）420-2804

東京都手話通訳者等養成講習会 
〈対　象〉
（１）東京都内在住、在勤、在学の方
（２）満 18歳以上の方（当該年度の４月１日現在）
（３）手話学習経験３年以上
（４）修了後、居住地域等で手話通訳等の活動ができる方

〈講習内容〉
（１）聴覚障害者に接する心構え� （２）聴覚障害者に関する諸問題
（３）ことばの仕組み（手話）� （４）手話通訳論
（５）手話指導法� （６）実習など

〈費　用〉無料（テキスト代実費）

〈問合せ〉東京手話通訳等派遣センター　養成課
　電話　（03）3352-3359　　FAX　（03）3354-6868
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通訳養成：上級クラス修了者ほか
登録試験対策講座：手話講習会通訳養成クラス修了者ほか

〈問合せ〉障害福祉課（内線：12273）
  直通電話（042）420-2804

サポートリス
トバンド（中級編）を差し上げます。

障害のある方の福祉に理解と熱意のある方

12273）

障害のある方の福祉に理解と熱意がある方

市では一般市民の手話に関する理解を深め、意思疎通に手話を必要とする聴覚障害のある
方および言語障害のある方の福祉の増進を図ることを目的とし、将来手話通訳者になるた
めの講習会を開催しています。

支援する方対象
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支援するかた対象

障害者サポーター養成講座、 担当窓口、 障害福祉課
障害のあるかたが困っている時にちょっとした手助けをする障害者サポーター養成講座を開催しています。
初級編では障害の理解や支援ほう法を学ぶことができます。中級編では障害の種別によって異なる特性や必要な
支援についてより深く学ぶことができます。
また、参加者にはサポーターのあかしであるサポートキーホルダー（初級編）、サポートリストバンド（中級編）
を差し上げます。
〈対象〉
初級編：障害のあるかたの福祉に理解と熱意のあるかた
中級編：初級編を受けられたかたが対象。障害者サポーターとして住所など登録いただき、情報の発信やサポー
ター同士のつながりなどにより、受講されたかたの障害者支援の活躍の場を広げていきます。
〈問合せ〉
障害福祉課、 （内線：
直通電話、

西東京市手話通訳者養成講習会、担当窓口、障害福祉課
市では一般市民の手話に関する理解を深め、意思疎通に手話を必要とする聴覚障害のある方および言語障害のあ
る方の福祉の増進を図ることを目的とし、将来手話通訳者になるための講習会を開催しています。
〈対象〉
（１、市内在住で聴覚障害のあるかたの福祉に理解と熱意があるかた
（２、初級：手話未経験者

中級：初級クラス修了者
上級：中級クラス修了者
通訳養成：上級クラス修了者、ほか

登録試験対策講座：手話講習会通訳養成クラス修了者、ほか
〈問合せ〉障害福祉課（内線：
直通電話、
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東京都要約筆記者養成講習会 
中途失聴者、難聴者のコミュニケーション支援としての要約筆記技術の講習を行い、要約
筆記者を養成します。

〈対　象〉
（１）東京都内在住、在勤、在学の方
（２）満 18歳以上の方（当該年度の４月１日現在）
（３）要約筆記経験のない方
（４）修了後、都内で要約筆記の活動ができる方

〈講習内容〉
（１）聴覚障害の基礎知識
（２）日本語の基礎知識
（３）社会福祉等の知識
（４）要約筆記の方法と技術など

〈費　用〉無料　（ただし、テキスト代・教材費は実費）

〈問合せ〉東京手話通訳等派遣センター　養成課
　電話　（03）3352-3359　　FAX　（03）3354-6868
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　電話　（03）6914-0859　　FAX　（03）6914-0869
　ホームページ　https://www.tocolo.or.jp/syokunou/

支援者の方へ
障害者サポーター養成講座 � 担当窓口　障害福祉課

障害のある方が困っている時にちょっとした手助けをする障害者サポーター養成講座を開
催しています。
初級編では障害の理解や支援方法を学ぶことができます。中級編では障害の種別によって
異なる特性や必要な支援についてより深く学ぶことができます。
また、参加者にはサポーターの証であるサポートキーホルダー（初級編）、サポートバン
ド（中級編）を差し上げます。

〈対　象〉
初級編：障害者の福祉に理解と熱意のある方
中級編：初級編を受けられた方が対象。障害者サポーターとして住所など登録いただき、

情報の発信やサポーター同士のつながりなどにより受講された方の障害者支援の
活躍の場を広げていきます。

〈問合せ〉
　障害福祉課（内線：12341～ 12345）
　直通電話　（042）420-2804
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西東京市手話通訳者養成講習会 � 担当窓口　障害福祉課

市では一般市民の手話に関する理解を深め、意思疎通に手話を必要とする聴覚障害者及び
言語障害者の福祉の増進を図ることを目的とし、将来手話通訳者になるための講習会を開
催しています。

〈対　象〉
（１）市内在住で聴覚障害者の福祉に理解と熱意がある方
（２）初級：手話未経験者　
　　　中級：初級クラス修了者
　　　上級：中級クラス修了者
　　　登録試験対策講座：手話講習会通訳養成クラス修了者

〈問合せ〉障害福祉課
　直通電話　（042）420-2804

東京都手話通訳者等養成講習会 
〈対　象〉
（１）東京都内在住、在勤、在学の方
（２）満 18歳以上の方（当該年度の４月１日現在）
（３）手話学習経験３年以上
（４）修了後、居住地域等で手話通訳等の活動ができる方

〈講習内容〉
（１）聴覚障害者に接する心構え� （２）聴覚障害者に関する諸問題
（３）ことばの仕組み（手話）� （４）手話通訳論
（５）手話指導法� （６）実習など

〈費　用〉無料（テキスト代実費）

〈問合せ〉東京手話通訳等派遣センター　養成課
　電話　（03）3352-3359　　FAX　（03）3354-6868
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重度身体障害者パソコン講習事業（IT 技術者在宅養成講座） 身

外出が困難な重度身体障害者の方を対象として、在宅でコンピュータのプログラミング技
術およびコミュニケーションや在宅就労に必要な技術を学ぶための講習を行っています。
（講習期間：2年間）

〈対　象〉
外出が困難で一般の教育・就労の機会が得られない身体障害者手帳１級～３級の方で、高
校卒業程度の学力があり、週４日以上、１日４～６時間の学習が可能な方

〈内　容〉
インターネットを利用して、コンピュータのプログラミング技術やアプリケーションソフ
トの操作技術を習得することにより、在宅での就労を目指します。費用年間 60,000 円。
詳細はホームページにて。

〈問合せ〉社会福祉法人東京コロニー職能開発室
　電話　（03）6914-0859　　FAX　（03）6914-0869
　ホームページ　https://www.tocolo.or.jp/syokunou/

支援者の方へ
障害者サポーター養成講座 � 担当窓口　障害福祉課

障害のある方が困っている時にちょっとした手助けをする障害者サポーター養成講座を開
催しています。
初級編では障害の理解や支援方法を学ぶことができます。中級編では障害の種別によって
異なる特性や必要な支援についてより深く学ぶことができます。
また、参加者にはサポーターの証であるサポートキーホルダー（初級編）、サポートバン
ド（中級編）を差し上げます。

〈対　象〉
初級編：障害者の福祉に理解と熱意のある方
中級編：初級編を受けられた方が対象。障害者サポーターとして住所など登録いただき、

情報の発信やサポーター同士のつながりなどにより受講された方の障害者支援の
活躍の場を広げていきます。

〈問合せ〉
　障害福祉課（内線：12341～ 12345）
　直通電話　（042）420-2804
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西東京市手話通訳者養成講習会 � 担当窓口　障害福祉課

市では一般市民の手話に関する理解を深め、意思疎通に手話を必要とする聴覚障害者及び
言語障害者の福祉の増進を図ることを目的とし、将来手話通訳者になるための講習会を開
催しています。

〈対　象〉
（１）市内在住で聴覚障害者の福祉に理解と熱意がある方
（２）初級：手話未経験者　
　　　中級：初級クラス修了者
　　　上級：中級クラス修了者
　　　登録試験対策講座：手話講習会通訳養成クラス修了者

〈問合せ〉障害福祉課
　直通電話　（042）420-2804

東京都手話通訳者等養成講習会 
〈対　象〉
（１）東京都内在住、在勤、在学の方
（２）満 18歳以上の方（当該年度の４月１日現在）
（３）手話学習経験３年以上
（４）修了後、居住地域等で手話通訳等の活動ができる方

〈講習内容〉
（１）聴覚障害者に接する心構え� （２）聴覚障害者に関する諸問題
（３）ことばの仕組み（手話）� （４）手話通訳論
（５）手話指導法� （６）実習など

〈費　用〉無料（テキスト代実費）

〈問合せ〉東京手話通訳等派遣センター　養成課
　電話　（03）3352-3359　　FAX　（03）3354-6868
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東京都要約筆記者養成講習会 
中途失聴者、難聴者のコミュニケーション支援としての要約筆記技術の講習を行い、要約
筆記者を養成します。

〈対　象〉
（１）東京都内在住、在勤、在学の方
（２）満 18歳以上の方（当該年度の４月１日現在）
（３）要約筆記経験のない方
（４）修了後、都内で要約筆記の活動ができる方

〈講習内容〉
（１）聴覚障害の基礎知識
（２）日本語の基礎知識
（３）社会福祉等の知識
（４）要約筆記の方法と技術など

〈費　用〉無料　（ただし、テキスト代・教材費は実費）

〈問合せ〉東京手話通訳等派遣センター　養成課
　電話　（03）3352-3359　　FAX　（03）3354-6868

養成・研修課

コミュニケーション支援課　要約筆記事業グループ

修了後、登録試験に合格し、都内で要約筆記の活動ができる方

3335
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東京都手話通訳者とう養成講習会
〈対象〉
（１、東京とない在住、在勤、在学のかた
（２、まん、 歳以上のかた（当該年度の 月 日現在
（３、手話学習経験３年以上
（４、修了後、居住地域とうで手話通訳とうの活動ができるかた
〈講習内容〉
（１、聴覚障害者に接する心構え
（２、聴覚障害者に関する諸問題
（３、ことばの仕組み（手話）
（４、手話通訳論
（５、手話指導法
（６、実習など
〈費用〉無料（テキスト代実費
〈問合せ〉東京手話通訳とう派遣センター、養成・研修課
電話、 、 、

東京都要約筆記者養成講習会
中途しっちょうしゃ、難聴者のコミュニケーション支援としての要約筆記技術の講習を行い、要約筆記者を養成
します。
〈対象〉
（１、東京とない在住、在勤、在学のかた
（２、まん、 歳以上のかた（当該年度の 月 日現在
（３、修了後、登録試験に合格し、とないで要約筆記の活動ができるかた
〈講習内容〉
（１、聴覚障害の基礎知識
（２、日本語の基礎知識
（３、社会福祉とうの知識
（４、要約筆記のほうほうと技術など
〈費用〉無料（ただし、テキスト代、教材費は実費
〈問合せ〉東京手話通訳とう派遣センター、コミュニケーション支援課 要約筆記事業グループ
電話、 、 、
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東京都要約筆記者養成講習会 
中途失聴者、難聴者のコミュニケーション支援としての要約筆記技術の講習を行い、要約
筆記者を養成します。

〈対　象〉
（１）東京都内在住、在勤、在学の方
（２）満 18歳以上の方（当該年度の４月１日現在）
（３）要約筆記経験のない方
（４）修了後、都内で要約筆記の活動ができる方

〈講習内容〉
（１）聴覚障害の基礎知識
（２）日本語の基礎知識
（３）社会福祉等の知識
（４）要約筆記の方法と技術など

〈費　用〉無料　（ただし、テキスト代・教材費は実費）

〈問合せ〉東京手話通訳等派遣センター　養成課
　電話　（03）3352-3359　　FAX　（03）3354-6868
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税金
税の控除など 身  知  精 � 担当窓口　市民税課

以下のような税の控除、非課税制度があります。詳しくは各窓口にお問い合わせください。

住民税の非課税・障害者控除
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈非課税基準・控除〉
令和２年12月31日まで：前年中の合計所得金額が1,250,000円以下の方は住民税（市
民税・都民税）が課税されません。
令和３年１月１日から：前年中の合計所得金額が 1,350,000 円以下の方は住民税（市民
税・都民税）が課税されません。

控除名 控除内容 控除額

障害者控除
（注記）

本人や生計を一にする控除対象配偶者や扶養親族が
障害者である場合
（「障害者」とは知的、身体、精神、戦傷病等の障害
の認定を受けている方です。）

26万円

障害者控除【特別障害者】
（注記）

上記の方のうち、身体障害１、２級、精神障害１級、
重度の知的障害者等の場合

30万円
同居特別障害者
に該当する場合
は 23万円が加
算されます。

（注記）
障害者控除に該当するかどうかは、前年 12月 31日の状況で判断されます。

〈問合せ〉
　市民税課　（内線：11321～ 11328）
　直通電話　（042）460-9827

9. 税金の軽減・各種割引
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所得税等の障害者控除
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
納税者自身が障害者である場合、または同一生計配偶者及び扶養親族が障害者である場合
には、障害者控除が受けられます。
なお、身体障害者手帳１、２級、愛の手帳１、２度または精神障害者保健福祉手帳１級所
持者は、特別障害者としてさらに控除を多く受けられます。（源泉徴収の場合、勤務先給
与担当者に手帳の写しの提出が必要です。）

〈問合せ〉東村山税務署
　電話　（042）394-6811

相続税の障害者控除
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
相続人が障害者であるときは、85歳になるまでの年数１年につき 10万円、特別障害者
の場合は 20万円が障害者控除として相続税額から差し引かれます。

〈問合せ〉東村山税務署
　電話　（042）394-6811

 〈非課税基準〉
前年中の合計所得金額が 1,350,000 円以下の方は住民税（市民税・都民税）が課税され
ません。

 〈控　除〉
障害者控除については以下のとおりとなります。

　（注記）
障害者控除に該当するかどうかは、前年 12 月 31 日の状況で判断されます。

 〈問合せ〉
　市民税課（内線：11321 ～ 11328）
　直通電話（042）460-9827・9828

身体障害者手帳をお持ちの方
愛の手帳をお持ちの方
精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

 控除名  控除内容

 障害者控除
 （注記）

本人や生計を一にする控除対象配偶者や扶養親族が障害のある方であ
る場合、その方の前年の所得金額から障害者一人につき 26 万円を控
除するものです。

 障害者控除【特別障害者】
 （注記）

上記の方のうち、身体障害１・２級、精神障害１級、重度の知的障害の
ある方等の場合、その方の前年の所得金額から障害者一人につき 30 万
円を控除するものです。
同居特別障害者に該当する場合は、23 万円が加算されます。
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ページ
、税金の軽減、各種割引

税金
税の控除など、担当窓口、市民税課
以下のような税の控除、非課税制度があります。詳しくは各窓口にお問い合わせください。
住民税の非課税、障害者控除
〈対象〉
身体障害者手帳をお持ちの方
愛の手帳をお持ちの方
精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
〈非課税基準〉
前年中の合計所得金額がひゃくさんじゅうごまんえん以下のかたは住民税（市民税、都民税）が課税されません。
〈控除〉
障害者控除については以下のとおりとなります
控除名、
障害者控除、（注記）、控除内容、
本人や生計をいつにする控除対象配偶者や扶養親族が障害のある方である場合、その方の前年の所得金額から障
害者ひとりにつき 万円を控除するものです
障控除名、障害者控除、【特別障害者】（注記）、控除内容、
上記のかたのうち、身体障害１、２級、精神障害１級、重度の知的障害のあるかたとうの場合、その方の前年の
所得金額から障害者一人につき 万円を控除するものです。同居特別障害者に該当する場合は、 万円が加算さ
れます。
（注記）
障害者控除に該当するかどうかは、前年 月 日の状況で判断されます。
〈問合せ〉
市民税課、（内線： から
直通電話、 の の ・
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東京都要約筆記者養成講習会 
中途失聴者、難聴者のコミュニケーション支援としての要約筆記技術の講習を行い、要約
筆記者を養成します。

〈対　象〉
（１）東京都内在住、在勤、在学の方
（２）満 18歳以上の方（当該年度の４月１日現在）
（３）要約筆記経験のない方
（４）修了後、都内で要約筆記の活動ができる方

〈講習内容〉
（１）聴覚障害の基礎知識
（２）日本語の基礎知識
（３）社会福祉等の知識
（４）要約筆記の方法と技術など

〈費　用〉無料　（ただし、テキスト代・教材費は実費）

〈問合せ〉東京手話通訳等派遣センター　養成課
　電話　（03）3352-3359　　FAX　（03）3354-6868
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税金
税の控除など 身  知  精 � 担当窓口　市民税課

以下のような税の控除、非課税制度があります。詳しくは各窓口にお問い合わせください。

住民税の非課税・障害者控除
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈非課税基準・控除〉
令和２年12月31日まで：前年中の合計所得金額が1,250,000円以下の方は住民税（市
民税・都民税）が課税されません。
令和３年１月１日から：前年中の合計所得金額が 1,350,000 円以下の方は住民税（市民
税・都民税）が課税されません。

控除名 控除内容 控除額

障害者控除
（注記）

本人や生計を一にする控除対象配偶者や扶養親族が
障害者である場合
（「障害者」とは知的、身体、精神、戦傷病等の障害
の認定を受けている方です。）

26万円

障害者控除【特別障害者】
（注記）

上記の方のうち、身体障害１、２級、精神障害１級、
重度の知的障害者等の場合

30万円
同居特別障害者
に該当する場合
は 23万円が加
算されます。

（注記）
障害者控除に該当するかどうかは、前年 12月 31日の状況で判断されます。

〈問合せ〉
　市民税課　（内線：11321～ 11328）
　直通電話　（042）460-9827

9. 税金の軽減・各種割引
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所得税等の障害者控除
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
納税者自身が障害者である場合、または同一生計配偶者及び扶養親族が障害者である場合
には、障害者控除が受けられます。
なお、身体障害者手帳１、２級、愛の手帳１、２度または精神障害者保健福祉手帳１級所
持者は、特別障害者としてさらに控除を多く受けられます。（源泉徴収の場合、勤務先給
与担当者に手帳の写しの提出が必要です。）

〈問合せ〉東村山税務署
　電話　（042）394-6811

相続税の障害者控除
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
相続人が障害者であるときは、85歳になるまでの年数１年につき 10万円、特別障害者
の場合は 20万円が障害者控除として相続税額から差し引かれます。

〈問合せ〉東村山税務署
　電話　（042）394-6811
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所得税等の障害者控除
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
納税者自身が障害者である場合、または同一生計配偶者及び扶養親族が障害者である場合
には、障害者控除が受けられます。
なお、身体障害者手帳１、２級、愛の手帳１、２度または精神障害者保健福祉手帳１級所
持者は、特別障害者としてさらに控除を多く受けられます。（源泉徴収の場合、勤務先給
与担当者に手帳の写しの提出が必要です。）

〈問合せ〉東村山税務署
　電話　（042）394-6811

相続税の障害者控除
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
相続人が障害者であるときは、85歳になるまでの年数１年につき 10万円、特別障害者
の場合は 20万円が障害者控除として相続税額から差し引かれます。

〈問合せ〉東村山税務署
　電話　（042）394-6811

納税者自身が障害のある方である場合、または同一生計配偶者及び扶養親族が障害のある
方である場合には、障害者控除が受けられます。
なお、身体障害者手帳 1・2 級、愛の手帳 1・2 度または精神障害者保健福祉手帳 1 級所
持者は、特別障害者としてさらに控除を多く受けられます。

相続人が障害のある方であるときは、85 歳になるまでの年数１年につき 10 万円、特別
障害者の場合は 20 万円が障害者控除として相続税額から差し引かれます。

身体障害者手帳をお持ちの方
愛の手帳をお持ちの方
精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

身体障害者手帳をお持ちの方
愛の手帳をお持ちの方
精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
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所得税とうの障害者控除
〈対象〉
身体障害者手帳をお持ちの方
愛の手帳をお持ちの方
精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
〈控除、免除の内容〉
納税者自身が障害のあるかたである場合、またはどういつせいけい配偶者及び扶養親族が障害のあるかたである
場合には、障害者控除が受けられます。
なお、身体障害者手帳、１、２級、愛の手帳、１、２度または精神障害者保健福祉手帳、１級所持者は、特別障
害者としてさらに控除を多く受けられます。
〈問合せ〉東村山税務署
電話、

相続税の障害者控除
〈対象〉
身体障害者手帳をお持ちの方
愛の手帳をお持ちの方
精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
〈控除、免除の内容〉
相続人が障害のあるかたであるときは、 歳になるまでの年数 年につき 万円、特別障害者の場合は 万円が
障害者控除として相続税額から差し引かれます。
〈問合せ〉東村山税務署
電話 、
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所得税等の障害者控除
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
納税者自身が障害者である場合、または同一生計配偶者及び扶養親族が障害者である場合
には、障害者控除が受けられます。
なお、身体障害者手帳１、２級、愛の手帳１、２度または精神障害者保健福祉手帳１級所
持者は、特別障害者としてさらに控除を多く受けられます。（源泉徴収の場合、勤務先給
与担当者に手帳の写しの提出が必要です。）

〈問合せ〉東村山税務署
　電話　（042）394-6811

相続税の障害者控除
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
相続人が障害者であるときは、85歳になるまでの年数１年につき 10万円、特別障害者
の場合は 20万円が障害者控除として相続税額から差し引かれます。

〈問合せ〉東村山税務署
　電話　（042）394-6811
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贈与税の非課税
〈対　象〉
身体障害者手帳１、２級所持者
愛の手帳１、２度所持者
精神障害者保健福祉手帳１級所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
特定障害者特別障害者及び障害者のうち精神に障害のある方の生活費などに充てるために、
一定の信託契約に基づいて特定障害者の方を受益者とする財産の信託があった時は、そ
の信託受益権の価格のうち、特別障害者である特定障害者の方については 6,000 万円ま
で、特別障害者以外の特定障害者の方については 3,000 万円まで贈与税がかかりません。�
この非課税の適用を受けるためには、財産を信託する際に「障害者非課税信託申告書」を、
信託会社などの営業所を通じて所轄税務署長に提出しなければなりません。

〈問合せ〉各信託会社などの営業所

利子等の非課税
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
預貯金等の利子等（マル優）及び国債・地方債の利子（特別マル優）が非課税になります。
（マル優・特別マル優各元本 350万円まで）

〈問合せ〉預入等をする金融機関の営業所等
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〈控除 ･ 免除の内容〉
納税者自身が障害者である場合、または同一生計配偶者及び扶養親族が障害者である場合
には、障害者控除が受けられます。
なお、身体障害者手帳１、２級、愛の手帳１、２度または精神障害者保健福祉手帳１級所
持者は、特別障害者としてさらに控除を多く受けられます。（源泉徴収の場合、勤務先給
与担当者に手帳の写しの提出が必要です。）
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相続人が障害者であるときは、85歳になるまでの年数１年につき 10万円、特別障害者
の場合は 20万円が障害者控除として相続税額から差し引かれます。

〈問合せ〉東村山税務署
　電話　（042）394-6811
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贈与税の非課税
〈対　象〉
身体障害者手帳１、２級所持者
愛の手帳１、２度所持者
精神障害者保健福祉手帳１級所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
特定障害者特別障害者及び障害者のうち精神に障害のある方の生活費などに充てるために、
一定の信託契約に基づいて特定障害者の方を受益者とする財産の信託があった時は、そ
の信託受益権の価格のうち、特別障害者である特定障害者の方については 6,000 万円ま
で、特別障害者以外の特定障害者の方については 3,000 万円まで贈与税がかかりません。�
この非課税の適用を受けるためには、財産を信託する際に「障害者非課税信託申告書」を、
信託会社などの営業所を通じて所轄税務署長に提出しなければなりません。

〈問合せ〉各信託会社などの営業所

利子等の非課税
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
預貯金等の利子等（マル優）及び国債・地方債の利子（特別マル優）が非課税になります。
（マル優・特別マル優各元本 350万円まで）

〈問合せ〉預入等をする金融機関の営業所等
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個人事業税の減免
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
・前年中における合計所得金額が、370万円以下であって本人または扶養親族等が障害
を有している場合、税額が障害者１人につき 5,000 円（特別障害者は 10,000 円）減
免されます。
・個人事業税の各納期限までに申請してください。

〈問合せ〉
　立川都税事務所
　電話　（042）523-3171
　小平都税支所
　電話　（042）464-0070

東部市民センター

いなげや

東京都小平都税支所
（東京都小平合同庁舎内）

西武新宿線

（北口）至所沢

道
街
井
金
小

至新宿

青梅街道

花小金井駅

 〈対　象〉
身体障害者手帳１・２級をお持ちの方
愛の手帳１・２度をお持ちの方
精神障害者保健福祉手帳１級をお持ちの方

 〈控除・免除の内容〉
特定障害者（特別障害者及び特別障害者以外の障害者のうち精神に障害がある方）の生活
費などに充てるために、一定の信託契約に基づいて特定障害者の方を受益者とする財産の信
託があった時は、その信託受益権の価格のうち、特別障害者である特定障害者の方につい
ては 6,000 万円まで、特別障害者以外の特定障害者の方については 3,000 万円まで贈与税
がかかりません。この非課税の適用を受けるためには、財産を信託する際に、「障害者非課税
信託申告書」を、信託会社などの営業所等を通じて所轄税務署長に提出しなければなりません。

 〈問合せ〉　各信託会社などの営業所

 〈対　象〉
身体障害者手帳をお持ちの方
愛の手帳をお持ちの方
精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

 〈控除・免除の内容〉
預貯金等の利子等（マル優）及び国債・地方債の利子（特別マル優）が非課税になります。

（マル優・特別マル優各元本 350 万円まで）

 〈問合せ〉　預入等をする金融機関の営業所等9.
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贈与税の非課税
〈対象〉
身体障害者手帳、１・２級をお持ちの方
愛の手帳、１・２度をお持ちの方
精神障害者保健福祉手帳、１級をお持ちの方
〈控除、免除の内容〉
特定障害者（特別障害者及び特別障害者以外の障害者のうち精神に障害がある方）の生活費などに充てるために、
一定の信託契約に基づいて特定障害者のかたを受益者とする財産の信託があった時は、その信託受益権の価格の
うち、特別障害者である特定障害者のかたについてはろくせん万円まで、特別障害者以外の特定障害者のかたに
ついてはさんぜん万円まで贈与税がかかりません。
この非課税の適用を受けるためには、財産を信託する際に障害者非課税信託申告書を、信託会社などの営業所等
を通じて所轄税務署長に提出しなければなりません。
〈問合せ〉各信託会社などの営業所
利子とうの非課税
〈対象〉
身体障害者手帳をお持ちの方
愛の手帳をお持ちの方
精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
〈控除、免除の内容〉
預貯金とうの利子とう（マル優及び国債、地ほう債の利子、（特別マル優が非課税になります。
（マル優、特別マル優各元本 万円まで
〈問合せ〉あずけいれとうをする金融機関の営業所とう
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所得税等の障害者控除
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
納税者自身が障害者である場合、または同一生計配偶者及び扶養親族が障害者である場合
には、障害者控除が受けられます。
なお、身体障害者手帳１、２級、愛の手帳１、２度または精神障害者保健福祉手帳１級所
持者は、特別障害者としてさらに控除を多く受けられます。（源泉徴収の場合、勤務先給
与担当者に手帳の写しの提出が必要です。）

〈問合せ〉東村山税務署
　電話　（042）394-6811

相続税の障害者控除
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
相続人が障害者であるときは、85歳になるまでの年数１年につき 10万円、特別障害者
の場合は 20万円が障害者控除として相続税額から差し引かれます。

〈問合せ〉東村山税務署
　電話　（042）394-6811
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贈与税の非課税
〈対　象〉
身体障害者手帳１、２級所持者
愛の手帳１、２度所持者
精神障害者保健福祉手帳１級所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
特定障害者特別障害者及び障害者のうち精神に障害のある方の生活費などに充てるために、
一定の信託契約に基づいて特定障害者の方を受益者とする財産の信託があった時は、そ
の信託受益権の価格のうち、特別障害者である特定障害者の方については 6,000 万円ま
で、特別障害者以外の特定障害者の方については 3,000 万円まで贈与税がかかりません。�
この非課税の適用を受けるためには、財産を信託する際に「障害者非課税信託申告書」を、
信託会社などの営業所を通じて所轄税務署長に提出しなければなりません。

〈問合せ〉各信託会社などの営業所

利子等の非課税
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
預貯金等の利子等（マル優）及び国債・地方債の利子（特別マル優）が非課税になります。
（マル優・特別マル優各元本 350万円まで）

〈問合せ〉預入等をする金融機関の営業所等
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所得税等の障害者控除
〈対　象〉
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納税者自身が障害者である場合、または同一生計配偶者及び扶養親族が障害者である場合
には、障害者控除が受けられます。
なお、身体障害者手帳１、２級、愛の手帳１、２度または精神障害者保健福祉手帳１級所
持者は、特別障害者としてさらに控除を多く受けられます。（源泉徴収の場合、勤務先給
与担当者に手帳の写しの提出が必要です。）

〈問合せ〉東村山税務署
　電話　（042）394-6811

相続税の障害者控除
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
相続人が障害者であるときは、85歳になるまでの年数１年につき 10万円、特別障害者
の場合は 20万円が障害者控除として相続税額から差し引かれます。

〈問合せ〉東村山税務署
　電話　（042）394-6811
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贈与税の非課税
〈対　象〉
身体障害者手帳１、２級所持者
愛の手帳１、２度所持者
精神障害者保健福祉手帳１級所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
特定障害者特別障害者及び障害者のうち精神に障害のある方の生活費などに充てるために、
一定の信託契約に基づいて特定障害者の方を受益者とする財産の信託があった時は、そ
の信託受益権の価格のうち、特別障害者である特定障害者の方については 6,000 万円ま
で、特別障害者以外の特定障害者の方については 3,000 万円まで贈与税がかかりません。�
この非課税の適用を受けるためには、財産を信託する際に「障害者非課税信託申告書」を、
信託会社などの営業所を通じて所轄税務署長に提出しなければなりません。

〈問合せ〉各信託会社などの営業所

利子等の非課税
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
預貯金等の利子等（マル優）及び国債・地方債の利子（特別マル優）が非課税になります。
（マル優・特別マル優各元本 350万円まで）

〈問合せ〉預入等をする金融機関の営業所等
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個人事業税の減免
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
・前年中における合計所得金額が、370万円以下であって本人または扶養親族等が障害
を有している場合、税額が障害者１人につき 5,000 円（特別障害者は 10,000 円）減
免されます。
・個人事業税の各納期限までに申請してください。

〈問合せ〉
　立川都税事務所
　電話　（042）523-3171
　小平都税支所
　電話　（042）464-0070

東部市民センター

いなげや

東京都小平都税支所
（東京都小平合同庁舎内）

西武新宿線

（北口）至所沢

道
街
井
金
小

至新宿

青梅街道

花小金井駅

前年中における合計所得金額が 370 万円以下であり、障害者または障害者である
扶養親族などを有する方の場合、税額が障害者１人につき 5,000 円（特別障害者は
10,000 円）減免されます。

身体障害者手帳をお持ちの方
愛の手帳をお持ちの方
精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

9.
税
金
の
軽
減
・
各
種
割
引

131

ページ
個人事業税の減免
〈対象〉
身体障害者手帳をお持ちの方
愛の手帳をお持ちの方
精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
〈控除、免除の内容〉
・前年中における合計所得金額が、 万円以下であり、障害者または障害者である扶養親族などを有するかた
の場合、税額が障害者１人につきごせんえん（特別障害者はいちまんえん減免されます。
・個人事業税の各納期限までに申請してください。
〈問合せ〉
立川都税事務所
電話、
こだいら都税支所
電話、
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個人事業税の減免
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
・前年中における合計所得金額が、370万円以下であって本人または扶養親族等が障害
を有している場合、税額が障害者１人につき 5,000 円（特別障害者は 10,000 円）減
免されます。
・個人事業税の各納期限までに申請してください。

〈問合せ〉
　立川都税事務所
　電話　（042）523-3171
　小平都税支所
　電話　（042）464-0070

東部市民センター

いなげや

東京都小平都税支所
（東京都小平合同庁舎内）

西武新宿線

（北口）至所沢

道
街
井
金
小

至新宿

青梅街道

花小金井駅
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自動車税／軽自動車税環境性能割・自動車税種別割の減免 身  知  精

〈対　象〉
•身体障害者手帳下肢１～６級、体幹１～３，５級、上肢１，２級、乳幼児期以前の非進行
性の脳病変による運動機能障害のうち上肢機能１，２級、移動機能１～６級、視覚１～
３級、４級の１、聴覚２，３級、平衡３，５級、音声 ･言語３級（喉頭摘出に係るものに
限る）、心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう又は直腸、小腸機能障害１，３，４級、ヒト免
疫不全ウイルスによる免疫機能障害１～３級、肝臓機能障害１～４級
•愛の手帳１～３度
•精神障害者保健福祉手帳１級
　（精神通院医療に係る自立支援医療受給者に限る）
•戦傷病者手帳
該当する障害の程度は東京都自動車税コールセンター（03）3525-4066 へお問合わ
せください。

〈控除 ･ 免除の内容〉
（１）障害者の方又はその方と生計を一にする方が自動車を所有し、専ら障害者の方のた

めに使用する場合、各要件に該当すれば申請により減免を受けることができます。
　　減免額は、自動車税種別割については年額 45,000 円まで（新規登録の場合は

45,000 円の月割）、自動車税／軽自動車税環境性能割については課税標準額 300万
円相当分までがそれぞれ上限になります。

（２）構造上専ら障害者の方に供するため、車椅子の昇降装置・固定装置又は浴槽を装着
する等特別仕様の自動車（車体の形状が「車いす移動車」「身体障害者輸送車」「入浴
車」である８ナンバーの特種用途自動車）で現に当該自動車の使用の目的のために供
されているものは申請により減免（全額）を受けることができます。

〈問合せ〉
新たに自動車を取得したときは、登録の日から１ヵ月以内、すでに自動車を所有してい
るときは、自動車税種別割の納期限（通常は５月 31日）までに申請してください。

都税総合事務センター（自動車税コールセンター）
電話　（03）3525-4066
立川都税事務所
電話�（042）523-3171
小平都税支所
電話�（042）464-0070
６月１日～３月 31日まで翌年度の自動車税種別割について事前申請を受付しています。

証をお持ちの方に限る）

該当する障害の程度は東京都自動車税コールセンター　電話（03）3525-4066 へお
問合わせください。

・ ・
・

・・

車いす

　障害のある方又はその方と生計を同一にする方が自動車を所有し、専ら障害のある
方のために使用する場合、各要件に該当すれば申請により減免を受けることができます。

〈減免の内容〉
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ページ
自動車税、軽自動車税環境性能割、自動車税種別割の減免
対象
身体障害者手帳下肢、１から６級、たいかん１から３、５級、上肢１、２級、乳幼児期以前の非進行性の脳病変
による運動機能障害のうち上肢機能１、２級、移動機能１から６級、視覚１から３級、４級の１、聴覚２、３級、
平衡３、５級、音声、言語３級、 喉頭摘出にかかるものに限る 、心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこうまたは直腸、
小腸機能障害１、３、４級、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害１から３級、肝臓機能障害１から４級
・愛の手帳１から３度
・精神障害者保健福祉手帳 級
（精神通院医療にかかる自立支援医療受給者証をお持ちのかたに限る
・戦傷病者手帳

該当する障害の程度は東京都自動車税コールセンター、電話 へお問合わせください。

〈減免の内容〉
（１、障害のあるかたまたはそのかたとせいけいを どういつにするかたが自動車を所有し、専ら障害のあるか
たのために使用する場合、各要件に該当すれば申請により減免を受けることができます。
減免がくは、自動車税種別割については年額よんまんごせんえんまで、（新規登録の場合はよんまんごせんえん
の月割、自動車税、軽自動車税環境性能割については課税標準額 万円相当分までがそれぞれ上限になります。
（２、構造上専ら障害者のかたに供するため、車椅子の昇降装置、固定装置または浴槽を装着するとう特別仕様
の自動車、（車体の形状が、くるまいすいどうしゃ、身体障害者輸送車、にゅうよくしゃである８ナンバーの特
種用途自動車でげんに当該自動車の使用の目的のために供されているものは申請により減免、（全額を受けるこ
とができます。
〈問合せ〉

新たに自動車を取得したときは、登録の日から１ヵ月以内、すでに自動車を所有しているときは、自動車税種
別割の納期限、（通常は 月 日までに申請してください。

都税総合事務センター（自動車税コールセンター
電話、
立川都税事務所、電話
こだいら都税支所、電話
月 日から 月 日まで翌年度の自動車税種別わりについて事前申請を受付しています。
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個人事業税の減免
〈対　象〉
身体障害者手帳所持者
愛の手帳所持者
精神障害者保健福祉手帳所持者

〈控除 ･ 免除の内容〉
・前年中における合計所得金額が、370万円以下であって本人または扶養親族等が障害
を有している場合、税額が障害者１人につき 5,000 円（特別障害者は 10,000 円）減
免されます。

・個人事業税の各納期限までに申請してください。

〈問合せ〉
　立川都税事務所
　電話　（042）523-3171
　小平都税支所
　電話　（042）464-0070

東部市民センター

いなげや

東京都小平都税支所
（東京都小平合同庁舎内）

西武新宿線

（北口）至所沢

道
街
井
金
小

至新宿

青梅街道

花小金井駅
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自動車税／軽自動車税環境性能割・自動車税種別割の減免 身  知  精

〈対　象〉
•身体障害者手帳下肢１～６級、体幹１～３，５級、上肢１，２級、乳幼児期以前の非進行
性の脳病変による運動機能障害のうち上肢機能１，２級、移動機能１～６級、視覚１～
３級、４級の１、聴覚２，３級、平衡３，５級、音声 ･言語３級（喉頭摘出に係るものに
限る）、心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう又は直腸、小腸機能障害１，３，４級、ヒト免
疫不全ウイルスによる免疫機能障害１～３級、肝臓機能障害１～４級
•愛の手帳１～３度
•精神障害者保健福祉手帳１級
　（精神通院医療に係る自立支援医療受給者に限る）
•戦傷病者手帳
該当する障害の程度は東京都自動車税コールセンター（03）3525-4066 へお問合わ
せください。

〈控除 ･ 免除の内容〉
（１）障害者の方又はその方と生計を一にする方が自動車を所有し、専ら障害者の方のた

めに使用する場合、各要件に該当すれば申請により減免を受けることができます。
　　減免額は、自動車税種別割については年額 45,000 円まで（新規登録の場合は

45,000 円の月割）、自動車税／軽自動車税環境性能割については課税標準額 300万
円相当分までがそれぞれ上限になります。

（２）構造上専ら障害者の方に供するため、車椅子の昇降装置・固定装置又は浴槽を装着
する等特別仕様の自動車（車体の形状が「車いす移動車」「身体障害者輸送車」「入浴
車」である８ナンバーの特種用途自動車）で現に当該自動車の使用の目的のために供
されているものは申請により減免（全額）を受けることができます。

〈問合せ〉
新たに自動車を取得したときは、登録の日から１ヵ月以内、すでに自動車を所有してい
るときは、自動車税種別割の納期限（通常は５月 31日）までに申請してください。

都税総合事務センター（自動車税コールセンター）
電話　（03）3525-4066
立川都税事務所
電話�（042）523-3171
小平都税支所
電話�（042）464-0070
６月１日～３月 31日まで翌年度の自動車税種別割について事前申請を受付しています。
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軽自動車税（種別割）の減免  身  知  精 � 担当窓口　市民税課

〈対　象〉
•身体障害者手帳所持者で、視覚 1～ 3級、4級の 1、聴覚 2級，3級、平衡 3級，5級、
音声 ･言語 3級（喉頭摘出に係るものに限る。）、上肢 1級，2級、下肢 1～ 6級、体
幹 1～ 3級，5級、乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機能障害のうち上肢
機能 1級，2級、移動機能 1～ 6級、心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう又は直腸、小
腸機能障害 1級，3級，4級、肝臓機能障害 1～ 4級、ヒト免疫不全ウイルスによる
免疫機能障害 1～ 3級
•愛の手帳 1～ 3度所持者
•精神障害者保健福祉手帳 1級

〈控除 ･ 免除の内容〉
以下の①－A・①－ Bのどちらにも該当する場合か、②に該当する場合に減免が受けら
れます。
①－A�減免の申請をする軽自動車の所有者が、
（１）身体の障害により歩行が困難な者
（２）精神の障害により歩行が困難な者
（３）身体障害者等と生計を一にする者のいずれかであること
①－ B�減免の申請をする軽自動車の運転者が、
（１）上記①－A（１）～（３）の者
（２）身体障害者等（身体障害者等のみで構成される世帯の者に限る）を常時介護する

者（市長が必要と認めた場合に限る）
のいずれかであること
②減免の申請をする軽自動車が専ら身体障害者等の利用に供する構造であること

〈問合せ〉
減免申請の申込期限は納期限日（５月末日）です。申請期限を過ぎますと、申請が受けら
れなくなりますので充分余裕を持って手続きをしてください。必要書類等、詳しくは担当
窓口にご連絡ください。

田無庁舎　４階
市民税課　（内線：11311、11312）
直通電話　（042）460-9826

  〈対象者〉
下記の①、②の両方を満たす方が申請できます。
　①身体または精神に障害を有し歩行が困難な方
　②下記の「障害等の区分・程度」に該当する身体障害者手帳等をお持ちの方
 【障害等の区分・程度】
・身体障害者手帳をお持ちの方で視覚１～３級・４級の１、聴覚２・３級、平衡３・５級、 
　音声・言語３級（喉頭摘出に係るものに限る。）、上肢１・２級、下肢１～６級、体幹　
　１～３級・５級、乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機能障害のうち上肢機
　能１・２級、移動機能１～６級、心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこうまたは直腸・小腸
　機能障害１・３・４級、肝臓機能障害１～４級、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機
　能障害１～３級
・愛の手帳１～３度をお持ちの方
・精神障害者保健福祉手帳１級をお持ちの方

  〈対象車両〉
上記対象者で下記の①、②の車両について申請できます。
①身体障害者手帳等をお持ちの方が所有等する軽自動車等

②構造が専ら障害のある方の利用に供するためのものである軽自動車等

  〈申請期限等〉
　申請は納付期限（５月 31 日（土・日曜日にあたる場合は、翌開庁日））までとなります。
申請期限を経過すると申請の受付ができなくなりますので、時間に余裕をもって申請し
てください。
　また、減免の対象となる方であっても、当該年度の軽自動車税を納付された場合は、
減免を受けることができませんので、減免を希望される方は、軽自動車税の納付前に申
請してください。

  〈問合せ〉
　必要書類等につきまして、詳しくは担当窓口までご連絡ください。

田無庁舎　４階
市民税課（内線：11311、11312）
直通電話（042）460 － 9826

 減免対象者 車両の所有者 運転者  要件

 身体障害者手帳をお持ちの方

障害のある方本
人、障害のある
方と生計を一に
する方

障害のある方本人、
障害のある方と
生計を一にする
方、障害のある
方のみで構成さ
れる世帯を常時
介護する方

障害のある方等のた
めに使用する軽自動
車等であること

 愛の手帳をお持ちの方

 精神障害者保健福祉手帳を
 お持ちの方
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ページ
軽自動車税、（種別割）の減免、担当窓口、市民税課
〈対象者〉
下記の①、②の両方を満たすかたが申請できます。
①身体または精神に障害を有し歩行が困難な方
②下記の「障害等の区分・程度」に該当する身体障害者手帳等をお持ちの方
【障害等の区分・程度】
・身体障害者手帳をお持ちの方で視覚１～３級・４級の１、聴覚２・３級、平衡３・５級、音声・言語３級（喉
頭摘出に係るものに限る。）、上肢１・２級、下肢１～６級、体幹１～３級・５級、乳幼児期以前の非進行性の脳
病変による運動機能障害のうち上肢機能１・２級、移動機能１～６級、心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこうまたは
直腸・小腸機能障害１・３・４級、肝臓機能障害１～４級、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害１～３級
・愛の手帳１～３度をお持ちの方
・精神障害者保健福祉手帳１級をお持ちの方
＜対象車両＞
上記対象者で下記の①、②の車両について申請できます。
１、 身体障害者手帳等をお持ちのかたが所有等する軽自動車等
減免対象者
身体障害者手帳をお持ちの方
愛の手帳をお持ちの方
精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
車両の所有者
障害のある方本人、障害のある方と生計を一にするかた
運転者
障害のある方本人、障害のある方と生計を一にするかた、障害のある方のみで構成される世帯を常時介護する方
要件
障害のあるかた等のために使用する軽自動車等であること
２、 構造が専ら障害のある方の利用に供するためのものである軽自動車等
＜申請期限等＞

申請は納付期限（５月３１日（ど・日曜日にあたる場合は、翌開庁日））までとなります。申請期限を経過す
ると申請の受付ができなくなりますので、時間に余裕をもって申請してください。

また、減免の対象となる方であっても、当該年度の軽自動車税を納付された場合は、減免を受けることができ
ませんので、減免を希望される方は、軽自動車税の納付前に申請してください。
＜問合せ＞

必要書類等につきまして、詳しくは担当窓口までご連絡ください。
田無庁舎、 ４階
市民税課、 （内線： 、
直通電話、
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軽自動車税（種別割）の減免  身  知  精 � 担当窓口　市民税課

〈対　象〉
•身体障害者手帳所持者で、視覚 1～ 3級、4級の 1、聴覚 2級，3級、平衡 3級，5級、
音声 ･言語 3級（喉頭摘出に係るものに限る。）、上肢 1級，2級、下肢 1～ 6級、体
幹 1～ 3級，5級、乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機能障害のうち上肢
機能 1級，2級、移動機能 1～ 6級、心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう又は直腸、小
腸機能障害 1級，3級，4級、肝臓機能障害 1～ 4級、ヒト免疫不全ウイルスによる
免疫機能障害 1～ 3級
•愛の手帳 1～ 3度所持者
•精神障害者保健福祉手帳 1級

〈控除 ･ 免除の内容〉
以下の①－A・①－ Bのどちらにも該当する場合か、②に該当する場合に減免が受けら
れます。
①－A�減免の申請をする軽自動車の所有者が、
（１）身体の障害により歩行が困難な者
（２）精神の障害により歩行が困難な者
（３）身体障害者等と生計を一にする者のいずれかであること
①－ B�減免の申請をする軽自動車の運転者が、
（１）上記①－A（１）～（３）の者
（２）身体障害者等（身体障害者等のみで構成される世帯の者に限る）を常時介護する

者（市長が必要と認めた場合に限る）
のいずれかであること
②減免の申請をする軽自動車が専ら身体障害者等の利用に供する構造であること

〈問合せ〉
減免申請の申込期限は納期限日（５月末日）です。申請期限を過ぎますと、申請が受けら
れなくなりますので充分余裕を持って手続きをしてください。必要書類等、詳しくは担当
窓口にご連絡ください。

田無庁舎　４階
市民税課　（内線：11311、11312）
直通電話　（042）460-9826
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各種割引
市庁舎等駐車場の割引 � 担当窓口　総務課

庁舎及び市内公共施設の駐車場をご利用の際は、障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳、
精神障害者保健福祉手帳）を窓口でご提示すると、免除の対象となります。
免除を受ける場合は、各施設にてご確認のうえ、ご利用ください。
また、障害者用駐車場（無料）は、庁舎敷地に別途設けてありますので、警備員にお申し
出ください。

〈問合せ〉
総務課田無庁舎管理係　（内線：11212、11213）
直通電話　（042）460-9812
総務課保谷庁舎管理係　（内線：22109、22110）
直通電話　（042）438-4001

ごみ手数料の減免（ごみ指定収集袋の配布）  身  知  精

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳（障害の程度が１級または２級）の所持者で市民税非課税世帯
（２）愛の手帳（障害の程度が１度または２度）の所持者で市民税非課税世帯
（３）精神障害者保健福祉手帳（障害の程度が１級または２級）の所持者で市民税非課税

世帯

〈実施内容等〉
可燃・不燃ごみ兼用袋、プラスチック容器包装類専用袋の配布

〈申請に必要なもの〉
印鑑、各障害者手帳（身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳）
※代理人が申請する場合は、委任状と、代理人の本人確認ができるものが必要です。

〈問合せ〉ごみ減量推進課
　直通電話　（042）438-4043

担当窓口
ごみ減量推進課

  廃棄物処理手数料の減免（市指定収集袋（ごみ袋）の配布）　　身 知 精

担当窓口　ごみ減量推進課
 〈対　象〉
 （１）身体障害者手帳（障害の程度が１級または２級）をお持ちの方で市民税非課税世帯
 （２）愛の手帳（障害の程度が１度または２度）をお持ちの方で市民税非課税世帯
 （３）精神障害者保健福祉手帳（障害の程度が１級または２級）をお持ちの方で市民税非　
　　課税世帯　　

 〈実施内容等〉
可燃・不燃ごみ兼用袋、プラスチック容器包装類専用袋の配布

 〈申請に必要なもの〉
各障害者手帳（身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳）
※代理人が申請する場合は、委任状と、代理人の本人確認ができるものが必要です。

 〈問合せ〉
エコプラザ西東京ごみ減量推進課（内線：33201、33202、33203、33208、33209）
直通電話（042）438-4043

庁舎及び市内公共施設の有料駐車場をご利用の際は、障害者手帳（身体障害者手帳、療育
手帳、精神障害者保健福祉手帳）を窓口でご提示すると、免除の対象となります。
免除を受ける場合は、各施設にてご確認のうえ、ご利用ください。
また、障害者用駐車場（無料）は、庁舎敷地に別途設けてありますので、警備員にお申し
出ください。

 〈問い合わせ〉
田無庁舎の駐車場について
総務課田無庁舎管理係（内線：11212、11213）
直通電話（042）460-9812

保谷庁舎（防災・保谷保健福祉総合センター、保谷東分庁舎）の駐車場について
危機管理課安全対策係（内線：22109、22110）
直通電話（042）438-4001
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ページ
各種割引
市庁舎とう駐車場の割引、担当窓口、総務課
庁舎及び市内公共施設の有料駐車場をご利用の際は、障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健
福祉手帳）を窓口でご提示すると、免除の対象となります。
免除を受ける場合は、各施設にてご確認のうえ、ご利用ください。
また、障害者用駐車場 無料 は、庁舎敷地に別途設けてありますので、警備員にお申し出ください。
〈問合せ〉
田無庁舎の駐車場について
総務課田無庁舎管理係、（内線： 、
直通電話、
保谷庁舎（防災・保谷保健福祉総合センター、保谷東分庁舎）の駐車場について
危機管理課 安全対策係、（内線： 、
直通電話、

廃棄物処理手数料の減免、（市指定収集袋（ごみ袋）の配布、担当窓口、ごみ減量推進課
〈対象〉
（１、 身体障害者手帳（障害の程度が１級または２級をお持ちの方で市民税非課税世帯
（２、 愛の手帳（障害の程度が１度または２度をお持ちの方で市民税非課税世帯
（３、 精神障害者保健福祉手帳（障害の程度が１級または２級をお持ちの方で市民税非課税世帯
〈実施内容とう〉
可燃、不燃ごみ兼用袋、プラスチック容器包装類専用袋の配布
〈申請に必要なもの〉
各障害者手帳、（身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳
※、代理人が申請する場合は、委任状と、代理人の本人確認ができるものが必要です。
〈問合せ〉エコプラザ西東京 ごみ減量推進課（内線： 、 、 、 、
直通電話、
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軽自動車税（種別割）の減免  身  知  精 � 担当窓口　市民税課

〈対　象〉
•身体障害者手帳所持者で、視覚 1～ 3級、4級の 1、聴覚 2級，3級、平衡 3級，5級、
音声 ･言語 3級（喉頭摘出に係るものに限る。）、上肢 1級，2級、下肢 1～ 6級、体
幹 1～ 3級，5級、乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機能障害のうち上肢
機能 1級，2級、移動機能 1～ 6級、心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう又は直腸、小
腸機能障害 1級，3級，4級、肝臓機能障害 1～ 4級、ヒト免疫不全ウイルスによる
免疫機能障害 1～ 3級

•愛の手帳 1～ 3度所持者
•精神障害者保健福祉手帳 1級

〈控除 ･ 免除の内容〉
以下の①－A・①－ Bのどちらにも該当する場合か、②に該当する場合に減免が受けら
れます。
①－A�減免の申請をする軽自動車の所有者が、
（１）身体の障害により歩行が困難な者
（２）精神の障害により歩行が困難な者
（３）身体障害者等と生計を一にする者のいずれかであること

①－ B�減免の申請をする軽自動車の運転者が、
（１）上記①－A（１）～（３）の者
（２）身体障害者等（身体障害者等のみで構成される世帯の者に限る）を常時介護する

者（市長が必要と認めた場合に限る）
のいずれかであること

②減免の申請をする軽自動車が専ら身体障害者等の利用に供する構造であること

〈問合せ〉
減免申請の申込期限は納期限日（５月末日）です。申請期限を過ぎますと、申請が受けら
れなくなりますので充分余裕を持って手続きをしてください。必要書類等、詳しくは担当
窓口にご連絡ください。

田無庁舎　４階
市民税課　（内線：11311、11312）
直通電話　（042）460-9826
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各種割引
市庁舎等駐車場の割引 � 担当窓口　総務課

庁舎及び市内公共施設の駐車場をご利用の際は、障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳、
精神障害者保健福祉手帳）を窓口でご提示すると、免除の対象となります。
免除を受ける場合は、各施設にてご確認のうえ、ご利用ください。
また、障害者用駐車場（無料）は、庁舎敷地に別途設けてありますので、警備員にお申し
出ください。

〈問合せ〉
総務課田無庁舎管理係　（内線：11212、11213）
直通電話　（042）460-9812
総務課保谷庁舎管理係　（内線：22109、22110）
直通電話　（042）438-4001

ごみ手数料の減免（ごみ指定収集袋の配布）  身  知  精

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳（障害の程度が１級または２級）の所持者で市民税非課税世帯
（２）愛の手帳（障害の程度が１度または２度）の所持者で市民税非課税世帯
（３）精神障害者保健福祉手帳（障害の程度が１級または２級）の所持者で市民税非課税

世帯

〈実施内容等〉
可燃・不燃ごみ兼用袋、プラスチック容器包装類専用袋の配布

〈申請に必要なもの〉
印鑑、各障害者手帳（身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳）
※代理人が申請する場合は、委任状と、代理人の本人確認ができるものが必要です。

〈問合せ〉ごみ減量推進課
　直通電話　（042）438-4043

担当窓口
ごみ減量推進課
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NHK 受信料の免除 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

次の場合、NHK放送受信料が免除されます。

〈全額免除〉
身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれかをお持ちの方がいる世帯
で、その世帯全員が市民税非課税である場合。

〈半額免除〉
次の場合は半額免除となります（NHKの放送受信契約者が世帯主の場合）。
（１）世帯主が身体障害者手帳を持っている視覚障害者または、聴覚障害者である場合
（２）世帯主の身体障害者手帳の障害等級が１・２級である場合
（３）世帯主の愛の手帳が１・２度である場合
（４）世帯主の精神障害者保健福祉手帳の等級が１級である場合

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：21561、12317）
　直通電話　　（042）420-2806
※市役所障害福祉課で免除事由の証明を受け、NHKに提出してください。
　NHKが免除の決定をし、通知します。

水道・下水道使用料の減免 身  知  精

水道料金・下水道料金の減免
〈対　象〉
児童扶養手当・特別児童扶養手当・生活保護等を受けている方

〈減免の内容等〉
申請により水道料金は基本料金と１ヵ月あたり 10㎥まで、下水道料金は基本料金が免除
されます。

〈問合せ〉東京都水道局多摩お客さまセンター
　固定電話からは（0570）091-101（ナビダイヤル）
　携帯電話からは（042）548-5110�または上記番号
　FAX　（042）548-5115
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下水道料金の減免（市の制度）� 担当窓口　下水道課

〈対　象〉
市民税が非課税の世帯で以下のいずれかの手帳を持つ方が同居している世帯
（１）身体障害者手帳１・２級
（２）愛の手帳１・２度
（３）精神障害者保健福祉手帳１級

〈減免の内容等〉
申請により基本料金が免除されます。

〈問合せ〉
　保谷東分庁舎　１階
　下水道課　（内線：22481、22482）
　直通電話　（042）438-4058

自転車駐車場利用料の助成 身  知  精 � 担当窓口　交通課

〈対　象〉
市内に住所を有し、以下のいずれかに該当する方
（１）身体障害者手帳の交付を受けている方
（２）愛の手帳の交付を受けている方
（３）精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方
（４）生活保護を受けている世帯に属する方

〈減免の内容等〉
通勤・通学のため、公益財団法人自転車駐車場整備センターが管理運営する市内の自転車
駐車場を月ぎめにより賃借する方に利用料の全部を助成します。

〈問合せ〉
　交通課　　　（内線：22453、22455）
　直通電話　　（042）438-4057
　市民相談室　（内線：11181、11182）
　直通電話　　（042）460-9805
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NHK 受信料の免除 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

次の場合、NHK放送受信料が免除されます。

〈全額免除〉
身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれかをお持ちの方がいる世帯
で、その世帯全員が市民税非課税である場合。

〈半額免除〉
次の場合は半額免除となります（NHKの放送受信契約者が世帯主の場合）。
（１）世帯主が身体障害者手帳を持っている視覚障害者または、聴覚障害者である場合
（２）世帯主の身体障害者手帳の障害等級が１・２級である場合
（３）世帯主の愛の手帳が１・２度である場合
（４）世帯主の精神障害者保健福祉手帳の等級が１級である場合

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：21561、12317）
　直通電話　　（042）420-2806
※市役所障害福祉課で免除事由の証明を受け、NHKに提出してください。
　NHKが免除の決定をし、通知します。

水道・下水道使用料の減免 身  知  精

水道料金・下水道料金の減免
〈対　象〉
児童扶養手当・特別児童扶養手当・生活保護等を受けている方

〈減免の内容等〉
申請により水道料金は基本料金と１ヵ月あたり 10㎥まで、下水道料金は基本料金が免除
されます。

〈問合せ〉東京都水道局多摩お客さまセンター
　固定電話からは（0570）091-101（ナビダイヤル）
　携帯電話からは（042）548-5110�または上記番号
　FAX　（042）548-5115

申請により水道料金は基本料金と１ヵ月あたり 10㎥まで、下水道料金は基本料金（１ヵ
月あたり８㎥まで）が免除されます。

東京都水道局お客さまセンター
100

申請により基本料金（１ヵ月あたり 8㎥まで）が免除されます。

担当窓口　下水道課
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水道、下水道使用料の減免 担当窓口、下水道課
水道料金、下水道料金の減免
〈対象〉
じどう扶養手当、特別じどう扶養手当、生活保護とうを受けているかた
〈減免の内容とう〉
申請により水道料金は基本料金と１ヵ月あたり りっぽうメートル まで、下水道料金は基本料金（１か月あた
り りっぽうメートルまで、が免除されます。
〈問合せ〉東京都水道局お客さまセンター
固定電話からは、 （ナビダイヤル
携帯電話からは、 または上記番号

、

下水道料金の減免（市の制度、
〈対象〉
市民税が非課税の世帯で以下のいずれかの手帳を持つかたが同居している世帯
（１、 身体障害者手帳、１級・２級
（２、 愛の手帳、１度・２度
（３、 精神障害者保健福祉手帳、１級
〈減免の内容とう〉
申請により基本料金（１か月あたり８りっぽうメートルまで、が免除されます。
〈問合せ〉
保谷ひがしぶんちょうしゃ
下水道課（内線： 、
直通電話、
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NHK 受信料の免除 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

次の場合、NHK放送受信料が免除されます。

〈全額免除〉
身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれかをお持ちの方がいる世帯
で、その世帯全員が市民税非課税である場合。

〈半額免除〉
次の場合は半額免除となります（NHKの放送受信契約者が世帯主の場合）。
（１）世帯主が身体障害者手帳を持っている視覚障害者または、聴覚障害者である場合
（２）世帯主の身体障害者手帳の障害等級が１・２級である場合
（３）世帯主の愛の手帳が１・２度である場合
（４）世帯主の精神障害者保健福祉手帳の等級が１級である場合

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：21561、12317）
　直通電話　　（042）420-2806
※市役所障害福祉課で免除事由の証明を受け、NHKに提出してください。
　NHKが免除の決定をし、通知します。

水道・下水道使用料の減免 身  知  精

水道料金・下水道料金の減免
〈対　象〉
児童扶養手当・特別児童扶養手当・生活保護等を受けている方

〈減免の内容等〉
申請により水道料金は基本料金と１ヵ月あたり 10㎥まで、下水道料金は基本料金が免除
されます。

〈問合せ〉東京都水道局多摩お客さまセンター
　固定電話からは（0570）091-101（ナビダイヤル）
　携帯電話からは（042）548-5110�または上記番号
　FAX　（042）548-5115
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下水道料金の減免（市の制度）� 担当窓口　下水道課

〈対　象〉
市民税が非課税の世帯で以下のいずれかの手帳を持つ方が同居している世帯
（１）身体障害者手帳１・２級
（２）愛の手帳１・２度
（３）精神障害者保健福祉手帳１級

〈減免の内容等〉
申請により基本料金が免除されます。

〈問合せ〉
　保谷東分庁舎　１階
　下水道課　（内線：22481、22482）
　直通電話　（042）438-4058

自転車駐車場利用料の助成 身  知  精 � 担当窓口　交通課

〈対　象〉
市内に住所を有し、以下のいずれかに該当する方
（１）身体障害者手帳の交付を受けている方
（２）愛の手帳の交付を受けている方
（３）精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方
（４）生活保護を受けている世帯に属する方

〈減免の内容等〉
通勤・通学のため、公益財団法人自転車駐車場整備センターが管理運営する市内の自転車
駐車場を月ぎめにより賃借する方に利用料の全部を助成します。

〈問合せ〉
　交通課　　　（内線：22453、22455）
　直通電話　　（042）438-4057
　市民相談室　（内線：11181、11182）
　直通電話　　（042）460-9805
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NHK 受信料の免除 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

次の場合、NHK放送受信料が免除されます。

〈全額免除〉
身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれかをお持ちの方がいる世帯
で、その世帯全員が市民税非課税である場合。

〈半額免除〉
次の場合は半額免除となります（NHKの放送受信契約者が世帯主の場合）。
（１）世帯主が身体障害者手帳を持っている視覚障害者または、聴覚障害者である場合
（２）世帯主の身体障害者手帳の障害等級が１・２級である場合
（３）世帯主の愛の手帳が１・２度である場合
（４）世帯主の精神障害者保健福祉手帳の等級が１級である場合

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：21561、12317）
　直通電話　　（042）420-2806
※市役所障害福祉課で免除事由の証明を受け、NHKに提出してください。
　NHKが免除の決定をし、通知します。

水道・下水道使用料の減免 身  知  精

水道料金・下水道料金の減免
〈対　象〉
児童扶養手当・特別児童扶養手当・生活保護等を受けている方

〈減免の内容等〉
申請により水道料金は基本料金と１ヵ月あたり 10㎥まで、下水道料金は基本料金が免除
されます。

〈問合せ〉東京都水道局多摩お客さまセンター
　固定電話からは（0570）091-101（ナビダイヤル）
　携帯電話からは（042）548-5110�または上記番号
　FAX　（042）548-5115
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NHK 受信料の免除 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

次の場合、NHK放送受信料が免除されます。

〈全額免除〉
身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれかをお持ちの方がいる世帯
で、その世帯全員が市民税非課税である場合。

〈半額免除〉
次の場合は半額免除となります（NHKの放送受信契約者が世帯主の場合）。
（１）世帯主が身体障害者手帳を持っている視覚障害者または、聴覚障害者である場合
（２）世帯主の身体障害者手帳の障害等級が１・２級である場合
（３）世帯主の愛の手帳が１・２度である場合
（４）世帯主の精神障害者保健福祉手帳の等級が１級である場合

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：21561、12317）
　直通電話　　（042）420-2806
※市役所障害福祉課で免除事由の証明を受け、NHKに提出してください。
　NHKが免除の決定をし、通知します。

水道・下水道使用料の減免 身  知  精

水道料金・下水道料金の減免
〈対　象〉
児童扶養手当・特別児童扶養手当・生活保護等を受けている方

〈減免の内容等〉
申請により水道料金は基本料金と１ヵ月あたり 10㎥まで、下水道料金は基本料金が免除
されます。

〈問合せ〉東京都水道局多摩お客さまセンター
　固定電話からは（0570）091-101（ナビダイヤル）
　携帯電話からは（042）548-5110�または上記番号
　FAX　（042）548-5115

 〈対　象〉
市内に住所を有し、通勤・通学のため月ぎめにより自転車駐車場を賃借する方のうち、以
下のいずれかに該当する方（自転車の定期利用のみ・原付バイクは除く）
 （１）身体障害者手帳をお持ちの方
 （２）愛の手帳（療育手帳）をお持ちの方
 （３）精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

 〈割引の内容等〉
公益財団法人自転車駐車場整備センターが管理運営する市内の有料自転車駐車場の利用料
の全額を割引します。手続きは利用を希望する各自転車駐車場の管理室で行います。上記
の各種手帳またはミライロＩＤのいずれかをお持ちください。

 〈問合せ〉　保谷東分庁舎
　交通課（内線：22453、22455）
　直通電話（042）438-4057

21562

（３）世帯主の愛の手帳の障害等級が 1・2 度である場合
（４）世帯主の精神障害者保健福祉手帳の障害等級が 1 級である場合
（５）世帯主の戦傷病者手帳の障害程度が特別項症から第 1 款症に相当する場合

  自転車駐車場利用料の割引  身 知 精
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ページ
ＮＨＫ受信料の免除、担当窓口、障害福祉課
次の場合、ＮＨＫ 放送受信料が免除されます。
〈全額免除〉
身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれかをお持ちのかたがいる世帯で、その世帯全員が
市民税非課税である場合。
〈半額免除〉
次の場合は半額免除となります、（ＮＨＫの放送受信契約者が世帯主の場合。
（１、 世帯主が身体障害者手帳を持っている視覚障害者または、聴覚障害者である場合
（２、 世帯主の身体障害者手帳の障害等級が１級、２級である場合
（３、 世帯主の愛の手帳の障害等級が１度、２度である場合
（４、 世帯主の精神障害者保健福祉手帳の障害等級が１級である場合
（５、 世帯主の戦傷病者手帳の障害程度が特別項症から第 款症に相当する場合

〈問合せ〉
障害福祉課 、（内線： 、
直通電話 、
※市役所障害福祉課で免除事由の証明を受け、ＮＨＫに提出してください。
ＮＨＫが免除の決定をし、通知します。

自転車駐車場利用料の割引、担当窓口、交通課
〈対象〉
市内に住所を有し、通勤・通学のため月ぎめにより自転車駐車場を賃借するかたのうち、以下のいずれかに該当
するかた（自転車の定期利用のみ・原付バイクは除く）
（１、 身体障害者手帳をお持ちの方
（２、 愛の手帳（療育手帳）をお持ちの方
（３、 精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

〈割引の内容とう〉
公益財団法人自転車駐車場整備センターが管理運営する市内の有料自転車駐車場の利用料
の全額を割引します。手続きは利用を希望する各自転車駐車場の管理室で行います。上記の
各種手帳またはミライロＩＤのいずれかをお持ちください。
〈問合せ〉
保谷東分庁舎
交通課、（内線： 、
直通電話、
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NHK 受信料の免除 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

次の場合、NHK放送受信料が免除されます。

〈全額免除〉
身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれかをお持ちの方がいる世帯
で、その世帯全員が市民税非課税である場合。

〈半額免除〉
次の場合は半額免除となります（NHKの放送受信契約者が世帯主の場合）。
（１）世帯主が身体障害者手帳を持っている視覚障害者または、聴覚障害者である場合
（２）世帯主の身体障害者手帳の障害等級が１・２級である場合
（３）世帯主の愛の手帳が１・２度である場合
（４）世帯主の精神障害者保健福祉手帳の等級が１級である場合

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：21561、12317）
　直通電話　　（042）420-2806
※市役所障害福祉課で免除事由の証明を受け、NHKに提出してください。
　NHKが免除の決定をし、通知します。

水道・下水道使用料の減免 身  知  精

水道料金・下水道料金の減免
〈対　象〉
児童扶養手当・特別児童扶養手当・生活保護等を受けている方

〈減免の内容等〉
申請により水道料金は基本料金と１ヵ月あたり 10㎥まで、下水道料金は基本料金が免除
されます。

〈問合せ〉東京都水道局多摩お客さまセンター
　固定電話からは（0570）091-101（ナビダイヤル）
　携帯電話からは（042）548-5110�または上記番号
　FAX　（042）548-5115
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NHK 受信料の免除 身  知  精 � 担当窓口　障害福祉課

次の場合、NHK放送受信料が免除されます。

〈全額免除〉
身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれかをお持ちの方がいる世帯
で、その世帯全員が市民税非課税である場合。

〈半額免除〉
次の場合は半額免除となります（NHKの放送受信契約者が世帯主の場合）。
（１）世帯主が身体障害者手帳を持っている視覚障害者または、聴覚障害者である場合
（２）世帯主の身体障害者手帳の障害等級が１・２級である場合
（３）世帯主の愛の手帳が１・２度である場合
（４）世帯主の精神障害者保健福祉手帳の等級が１級である場合

〈問合せ〉
　障害福祉課　（内線：21561、12317）
　直通電話　　（042）420-2806
※市役所障害福祉課で免除事由の証明を受け、NHKに提出してください。
　NHKが免除の決定をし、通知します。

水道・下水道使用料の減免 身  知  精

水道料金・下水道料金の減免
〈対　象〉
児童扶養手当・特別児童扶養手当・生活保護等を受けている方

〈減免の内容等〉
申請により水道料金は基本料金と１ヵ月あたり 10㎥まで、下水道料金は基本料金が免除
されます。

〈問合せ〉東京都水道局多摩お客さまセンター
　固定電話からは（0570）091-101（ナビダイヤル）
　携帯電話からは（042）548-5110�または上記番号
　FAX　（042）548-5115

 〈対　象〉
身体障害者手帳、愛の手帳（療育手帳）、精神障害者保健福祉手帳のいずれかをお持ちの方

 〈免除の内容等〉
駐車場使用料のうち、最大２時間分を免除します。手続きについては、アスタ市営駐車場
内の事務所にて行います。上記の各種手帳またはミライロ ID のいずれかをお持ちくだ
さい。

  〈問合せ〉
アスタ市営駐車場
電話（042）460-2117
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郵便料金の免除・特例 身  知

郵便物
次の郵便物で開封のものは無料になります。
（１）点字郵便物
　（点字のみを掲げたものを内容とするもの）
（２）特定録音物等郵便物
　（盲人用の録音物又は点字用紙を内容とする郵便物）
点字図書館、点字出版施設等の日本郵便株式会社の指定を受けた施設から差し出し、また
はこれらの施設にあてて差し出されるもの。
なお、当該施設からの発送は原則としてその施設の配達を受け持つ郵便局とします。

ゆうパック
（１）点字ゆうパック
　（点字のみを掲げたものを内容とするもの）
（２）聴覚障害者用ゆうパック
（ビデオテープその他の録画物を内容とする郵便物で、日本郵便株式会社の指定を受け
た施設から差し出し、またはこれらの施設にあてて差し出されるもの）
なお、当該施設からの差出は原則としてその施設の配達を受け持つ郵便局とします。

重量 30㎏以下
注）2019年 10月１日現在

心身障害者用ゆうメール
身体に重度の障害がある方又は知的障害の程度が重い方と図書館（日本郵便株式会社が定
める条件を満たした図書館）との間で発受されるものです。
重量については以下の表を参考にしてください。

　　　重量 150ｇまで 250ｇまで 500ｇまで １㎏まで ２㎏まで ２㎏超

運賃額 92円 110円 150円 180円 230円 310円

※運賃は全国均一です。

サイズ
60
サイズ

80
サイズ

100
サイズ

120
サイズ

運賃額 100円 210円 320円 420円

サイズ
140
サイズ

160
サイズ

170
サイズ

運賃額 520円 630円 730円
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郵便料金の免除・特例 身  知

郵便物
次の郵便物で開封のものは無料になります。
（１）点字郵便物
　（点字のみを掲げたものを内容とするもの）
（２）特定録音物等郵便物
　（盲人用の録音物又は点字用紙を内容とする郵便物）
点字図書館、点字出版施設等の日本郵便株式会社の指定を受けた施設から差し出し、また
はこれらの施設にあてて差し出されるもの。
なお、当該施設からの発送は原則としてその施設の配達を受け持つ郵便局とします。

ゆうパック
（１）点字ゆうパック
　（点字のみを掲げたものを内容とするもの）
（２）聴覚障害者用ゆうパック
（ビデオテープその他の録画物を内容とする郵便物で、日本郵便株式会社の指定を受け
た施設から差し出し、またはこれらの施設にあてて差し出されるもの）
なお、当該施設からの差出は原則としてその施設の配達を受け持つ郵便局とします。

重量 30㎏以下
注）2019年 10月１日現在

心身障害者用ゆうメール
身体に重度の障害がある方又は知的障害の程度が重い方と図書館（日本郵便株式会社が定
める条件を満たした図書館）との間で発受されるものです。
重量については以下の表を参考にしてください。

　　　重量 150ｇまで 250ｇまで 500ｇまで １㎏まで ２㎏まで ２㎏超

運賃額 92円 110円 150円 180円 230円 310円

※運賃は全国均一です。

サイズ
60
サイズ

80
サイズ

100
サイズ

120
サイズ

運賃額 100円 210円 320円 420円

サイズ
140
サイズ

160
サイズ

170
サイズ

運賃額 520円 630円 730円
重量 30kg 以下

  市営駐車場使用料の免除 身 知 精
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ページ
市営駐車場使用料の免除
対象
身体障害者手帳、愛の手帳（療育手帳）、精神障害者保健福祉手帳のいずれかをお持ちのかた
免除の内容とう
駐車場使用料のうち、最大２時間分を免除します。手続きについては、アスタ市営駐車場内の事務所にて行いま
す。上記の各種手帳またはミライロ のいずれかをお持ちください。
問合せ
アスタ市営駐車場 電話

郵便料金の免除・特例
郵便物
次の郵便物で開封のものは無料になります。
（１、 点字郵便物
（点字のみを掲げたものを内容とするもの
（２、 特定録音ぶつとう郵便物
（盲じん用の録音ぶつまたは点字用紙を内容とする郵便物
点字図書館、点字出版施設とうの日本郵便株式会社の指定を受けた施設から差し出し、またはこれらの施設にあ
てて差し出されるもの。
なお、当該施設からの発送は原則としてその施設の配達を受け持つ郵便局とします。

ゆうパック
（１、 点字ゆうパック
（点字のみを掲げたものを内容とするもの
（２、 聴覚障害者用ゆうパック
（ビデオテープその他の録画ぶつを内容とする郵便物で、日本郵便株式会社の指定を受けた施設から差し出し、
またはこれらの施設にあてて差し出されるもの
なお、当該施設からの差し出しは原則としてその施設の配達を受け持つ郵便局とします。

サイズ、 運賃がく、 重量 キログラム以下
サイズ、 円
サイズ、 円
サイズ、 円
サイズ、 円
サイズ、 円
サイズ、 円
サイズ、 円
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郵便料金の免除・特例 身  知

郵便物
次の郵便物で開封のものは無料になります。
（１）点字郵便物
　（点字のみを掲げたものを内容とするもの）
（２）特定録音物等郵便物
　（盲人用の録音物又は点字用紙を内容とする郵便物）
点字図書館、点字出版施設等の日本郵便株式会社の指定を受けた施設から差し出し、また
はこれらの施設にあてて差し出されるもの。
なお、当該施設からの発送は原則としてその施設の配達を受け持つ郵便局とします。

ゆうパック
（１）点字ゆうパック
　（点字のみを掲げたものを内容とするもの）
（２）聴覚障害者用ゆうパック
（ビデオテープその他の録画物を内容とする郵便物で、日本郵便株式会社の指定を受け
た施設から差し出し、またはこれらの施設にあてて差し出されるもの）
なお、当該施設からの差出は原則としてその施設の配達を受け持つ郵便局とします。

重量 30㎏以下
注）2019年 10月１日現在

心身障害者用ゆうメール
身体に重度の障害がある方又は知的障害の程度が重い方と図書館（日本郵便株式会社が定
める条件を満たした図書館）との間で発受されるものです。
重量については以下の表を参考にしてください。

　　　重量 150ｇまで 250ｇまで 500ｇまで １㎏まで ２㎏まで ２㎏超

運賃額 92円 110円 150円 180円 230円 310円

※運賃は全国均一です。

サイズ
60
サイズ

80
サイズ

100
サイズ

120
サイズ

運賃額 100円 210円 320円 420円

サイズ
140
サイズ

160
サイズ

170
サイズ

運賃額 520円 630円 730円
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郵便料金の免除・特例 身  知

郵便物
次の郵便物で開封のものは無料になります。
（１）点字郵便物
　（点字のみを掲げたものを内容とするもの）
（２）特定録音物等郵便物
　（盲人用の録音物又は点字用紙を内容とする郵便物）
点字図書館、点字出版施設等の日本郵便株式会社の指定を受けた施設から差し出し、また
はこれらの施設にあてて差し出されるもの。
なお、当該施設からの発送は原則としてその施設の配達を受け持つ郵便局とします。

ゆうパック
（１）点字ゆうパック
　（点字のみを掲げたものを内容とするもの）
（２）聴覚障害者用ゆうパック
（ビデオテープその他の録画物を内容とする郵便物で、日本郵便株式会社の指定を受け
た施設から差し出し、またはこれらの施設にあてて差し出されるもの）
なお、当該施設からの差出は原則としてその施設の配達を受け持つ郵便局とします。

重量 30㎏以下
注）2019年 10月１日現在

心身障害者用ゆうメール
身体に重度の障害がある方又は知的障害の程度が重い方と図書館（日本郵便株式会社が定
める条件を満たした図書館）との間で発受されるものです。
重量については以下の表を参考にしてください。

　　　重量 150ｇまで 250ｇまで 500ｇまで １㎏まで ２㎏まで ２㎏超

運賃額 92円 110円 150円 180円 230円 310円

※運賃は全国均一です。

サイズ
60
サイズ

80
サイズ

100
サイズ

120
サイズ

運賃額 100円 210円 320円 420円

サイズ
140
サイズ

160
サイズ

170
サイズ

運賃額 520円 630円 730円
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心身障害者団体の発行する定期刊行物
１回の発行部数が 500部以上等の諸条件を満たす第三種郵便物で、心身障害者の福祉を
図ることを目的とした定期刊行物（日本郵便株式会社が承認した場合に限る）は、低料第
三種郵便物の料金が適用されます。

青い鳥郵便葉書
〈対　象〉
重度の身体障がい者（１級又は２級の方）
重度の知的障がい者（療育手帳に「Ａ」（又は１度、２度）の表記がある方）

〈減免の内容等〉
年１回、お一人につき 20枚の通常郵便葉書を無料で配付します。

身体障害者手帳または療育手帳をご持参いただき、お近くの郵便局にお申込みください。
郵送によるお申込の場合は、葉書の配達時に手帳の確認を行います。

〈受付期間〉
４月１日～５月 31日まで
ただし、年度によって日程等が変更する可能性があります。お渡しは、４月下旬以降、郵
送でお届けします。令和３年から窓口での直接のお渡しは廃止されますのでご注意くださ
い。

〈問合せ〉日本郵便株式会社　西東京郵便局
　電話　（0570）943-745（ガイダンスに従い③を選択してください）
　FAX　（042）461-7505
　※差出条件の詳細は、直接窓口にお問い合わせください。
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郵便料金の免除・特例 身  知

郵便物
次の郵便物で開封のものは無料になります。
（１）点字郵便物
　（点字のみを掲げたものを内容とするもの）
（２）特定録音物等郵便物
　（盲人用の録音物又は点字用紙を内容とする郵便物）
点字図書館、点字出版施設等の日本郵便株式会社の指定を受けた施設から差し出し、また
はこれらの施設にあてて差し出されるもの。
なお、当該施設からの発送は原則としてその施設の配達を受け持つ郵便局とします。

ゆうパック
（１）点字ゆうパック
　（点字のみを掲げたものを内容とするもの）
（２）聴覚障害者用ゆうパック
（ビデオテープその他の録画物を内容とする郵便物で、日本郵便株式会社の指定を受け
た施設から差し出し、またはこれらの施設にあてて差し出されるもの）
なお、当該施設からの差出は原則としてその施設の配達を受け持つ郵便局とします。

重量 30㎏以下
注）2019年 10月１日現在

心身障害者用ゆうメール
身体に重度の障害がある方又は知的障害の程度が重い方と図書館（日本郵便株式会社が定
める条件を満たした図書館）との間で発受されるものです。
重量については以下の表を参考にしてください。

　　　重量 150ｇまで 250ｇまで 500ｇまで １㎏まで ２㎏まで ２㎏超

運賃額 92円 110円 150円 180円 230円 310円

※運賃は全国均一です。

サイズ
60
サイズ

80
サイズ

100
サイズ

120
サイズ

運賃額 100円 210円 320円 420円

サイズ
140
サイズ

160
サイズ

170
サイズ

運賃額 520円 630円 730円

133

9. 
税
金
の
軽
減
・
各
種
割
引

心身障害者団体の発行する定期刊行物
１回の発行部数が 500部以上等の諸条件を満たす第三種郵便物で、心身障害者の福祉を
図ることを目的とした定期刊行物（日本郵便株式会社が承認した場合に限る）は、低料第
三種郵便物の料金が適用されます。

青い鳥郵便葉書
〈対　象〉
重度の身体障がい者（１級又は２級の方）
重度の知的障がい者（療育手帳に「Ａ」（又は１度、２度）の表記がある方）

〈減免の内容等〉
年１回、お一人につき 20枚の通常郵便葉書を無料で配付します。

身体障害者手帳または療育手帳をご持参いただき、お近くの郵便局にお申込みください。
郵送によるお申込の場合は、葉書の配達時に手帳の確認を行います。

〈受付期間〉
４月１日～５月 31日まで
ただし、年度によって日程等が変更する可能性があります。お渡しは、４月下旬以降、郵
送でお届けします。令和３年から窓口での直接のお渡しは廃止されますのでご注意くださ
い。

〈問合せ〉日本郵便株式会社　西東京郵便局
　電話　（0570）943-745（ガイダンスに従い③を選択してください）
　FAX　（042）461-7505
　※差出条件の詳細は、直接窓口にお問い合わせください。
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ページ
心身障害者用ゆうメール
しんたいに重度の障害があるかた、または知的障害の程度が重いかたと図書館（日本郵便株式会社が定める条件
をみたした図書館）との間で発受されるものです。
重量については以下のひょうを参考にしてください。

重量、 運賃がく
グラムまで 円、 グラムまで 円、 グラムまで 円、いちキログラムまで 円、 キログラムま

で 円、 キログラム超 円
※、運賃は全国均一です。

心身障害者団体の発行する定期刊行物
１回の発行部数が 部以上とうの諸条件をみたす第三種郵便物で、心身障害者の福祉を図ることを目的とした
定期刊行物、（日本郵便株式会社が承認した場合に限る、わ、ていりょう第三種郵便物の料金が適用されます。
青い鳥郵便葉書
〈対象〉
重度のしんたいしょうがいしゃ、（１級または２級のかた）
重度の知的しょうがいしゃ、（療育手帳に「Ａ」（または１度、２度）の表記があるかた）
〈減免の内容とう〉
ねんいっかい、お一人につき 枚の通常郵便葉書を無料で配付します。
身体障害者手帳または療育手帳をご持参いただき、お近くの郵便局にお申込みください。
郵送によるお申込の場合は、葉書の配達時に手帳の確認を行います。
〈受付期間〉
月ついたちからごがつさんじゅういちにちまで

ただし、年度によって日程とうが変更する可能性があります。お渡しわ、４月下旬以降、郵送でお届けします。
〈問合せ〉日本郵便株式会社、 西東京郵便局
電話、 、（ガイダンスに従い 番を選択してください）

、
※、差し出し条件の詳細は、直接窓口にお問い合わせください。
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郵便料金の免除・特例 身  知

郵便物
次の郵便物で開封のものは無料になります。
（１）点字郵便物
　（点字のみを掲げたものを内容とするもの）
（２）特定録音物等郵便物
　（盲人用の録音物又は点字用紙を内容とする郵便物）
点字図書館、点字出版施設等の日本郵便株式会社の指定を受けた施設から差し出し、また
はこれらの施設にあてて差し出されるもの。
なお、当該施設からの発送は原則としてその施設の配達を受け持つ郵便局とします。

ゆうパック
（１）点字ゆうパック
　（点字のみを掲げたものを内容とするもの）
（２）聴覚障害者用ゆうパック
（ビデオテープその他の録画物を内容とする郵便物で、日本郵便株式会社の指定を受け
た施設から差し出し、またはこれらの施設にあてて差し出されるもの）
なお、当該施設からの差出は原則としてその施設の配達を受け持つ郵便局とします。

重量 30㎏以下
注）2019年 10月１日現在

心身障害者用ゆうメール
身体に重度の障害がある方又は知的障害の程度が重い方と図書館（日本郵便株式会社が定
める条件を満たした図書館）との間で発受されるものです。
重量については以下の表を参考にしてください。

　　　重量 150ｇまで 250ｇまで 500ｇまで １㎏まで ２㎏まで ２㎏超

運賃額 92円 110円 150円 180円 230円 310円

※運賃は全国均一です。

サイズ
60
サイズ

80
サイズ

100
サイズ

120
サイズ

運賃額 100円 210円 320円 420円

サイズ
140
サイズ

160
サイズ

170
サイズ

運賃額 520円 630円 730円
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電話番号案内の無料利用（NTT ふれあい案内） 身  知  精

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳をお持ちで、次のいずれかの障がいがある方
•視覚障がい　１級～６級
•肢体不自由
　上肢　１級・２級
　体幹機能障がい　１級・２級
　乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機能障がい　１級・２級
•聴覚障がい　２級・３級・４級・６級
•音声機能、言語機能又は、そしゃく機能の障がい　３級・４級
（２）愛の手帳、または療育手帳をお持ちの方
（３）精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
（４）戦傷病者手帳をお持ちの方で、次のいずれかの障がいがある方
•視覚障がい　特別項症～第６項症
•肢体不自由（上肢）　特別項症～第２項症
•聴覚障がい　第２項症、第４項症
•音声機能、言語機能又は、そしゃく機能の障がい第１項症、第２項症、第４項症

〈減免の内容等〉
事前に申請すると、NTT104番の番号案内を利用する際、あらかじめ登録した登録番号
（電話番号等）と暗証番号を申し出ることにより、番号案内利用料金が無料となります。

〈問合せ〉
　NTT 東日本ふれあい案内事務局
　お電話によるお問い合わせ先：フリーダイヤル　0120-104174（全国共通）
　FAX によるお問合せ先　　  ：フリーダイヤル　0120-104134（全国共通）
　受付時間：平日午前９時～午後５時
　　　　　　※土曜・日曜・祝日及び年末年始（12/29 ～ 1/3）を除く

※ FAXによるお問合せ注意事項
•お問合せ内容・お客様のお名前・折り返しのファックス番号をお手持ちの用紙に記載し
て送信してください。
•お申込書、障害者手帳等は送付いただいても受付られません。誤って送付された場合は
破棄させていただきます。
•返信はFAXで行いますので、FAXを受信できる方のみのお問合せとさせていただきます。
•お客様が送信してから、３営業日以上折り返しがない場合は通信機器のトラブルが考え
られますので再度送信をお願いします。
•050から始まる電話番号、ならびに携帯電話、衛星電話、公衆電話からの FAXは受付
ておりません。
•申込書は郵送でお送りします。
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郵便料金の免除・特例 身  知

郵便物
次の郵便物で開封のものは無料になります。
（１）点字郵便物
　（点字のみを掲げたものを内容とするもの）
（２）特定録音物等郵便物
　（盲人用の録音物又は点字用紙を内容とする郵便物）
点字図書館、点字出版施設等の日本郵便株式会社の指定を受けた施設から差し出し、また
はこれらの施設にあてて差し出されるもの。
なお、当該施設からの発送は原則としてその施設の配達を受け持つ郵便局とします。

ゆうパック
（１）点字ゆうパック
　（点字のみを掲げたものを内容とするもの）
（２）聴覚障害者用ゆうパック
（ビデオテープその他の録画物を内容とする郵便物で、日本郵便株式会社の指定を受け
た施設から差し出し、またはこれらの施設にあてて差し出されるもの）
なお、当該施設からの差出は原則としてその施設の配達を受け持つ郵便局とします。

重量 30㎏以下
注）2019年 10月１日現在

心身障害者用ゆうメール
身体に重度の障害がある方又は知的障害の程度が重い方と図書館（日本郵便株式会社が定
める条件を満たした図書館）との間で発受されるものです。
重量については以下の表を参考にしてください。

　　　重量 150ｇまで 250ｇまで 500ｇまで １㎏まで ２㎏まで ２㎏超

運賃額 92円 110円 150円 180円 230円 310円

※運賃は全国均一です。

サイズ
60
サイズ

80
サイズ

100
サイズ

120
サイズ

運賃額 100円 210円 320円 420円

サイズ
140
サイズ

160
サイズ

170
サイズ

運賃額 520円 630円 730円
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心身障害者団体の発行する定期刊行物
１回の発行部数が 500部以上等の諸条件を満たす第三種郵便物で、心身障害者の福祉を
図ることを目的とした定期刊行物（日本郵便株式会社が承認した場合に限る）は、低料第
三種郵便物の料金が適用されます。

青い鳥郵便葉書
〈対　象〉
重度の身体障がい者（１級又は２級の方）
重度の知的障がい者（療育手帳に「Ａ」（又は１度、２度）の表記がある方）

〈減免の内容等〉
年１回、お一人につき 20枚の通常郵便葉書を無料で配付します。

身体障害者手帳または療育手帳をご持参いただき、お近くの郵便局にお申込みください。
郵送によるお申込の場合は、葉書の配達時に手帳の確認を行います。

〈受付期間〉
４月１日～５月 31日まで
ただし、年度によって日程等が変更する可能性があります。お渡しは、４月下旬以降、郵
送でお届けします。令和３年から窓口での直接のお渡しは廃止されますのでご注意くださ
い。

〈問合せ〉日本郵便株式会社　西東京郵便局
　電話　（0570）943-745（ガイダンスに従い③を選択してください）
　FAX　（042）461-7505
　※差出条件の詳細は、直接窓口にお問い合わせください。
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心身障害者団体の発行する定期刊行物
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ページ
電話番号案内の無料利用、（ ふれあい案内
〈対象〉
（１）身体障害者手帳をお持ちで、次のいずれかのしょうがいがあるかた
・視覚しょうがい、 １級から６級
・肢体不自由
上肢、 １級、２級
たいかん機能しょうがい １級・２級
乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機能しょうがい、 １級、２級
・聴覚しょうがい、 ２級、３級、４級、６級
・音声機能、言語機能または、そしゃく機能のしょうがい、３級、４級
（２）愛の手帳、または療育手帳をお持ちのかた
（３）精神障害者保健福祉手帳をお持ちのかた
（４）戦傷病者手帳をお持ちのかたで、次のいずれかの障害があるかた
・視覚しょうがい、特別項症から第６項症
・肢体不自由、（上肢）、特別項症から第２項症
・聴覚しょうがい、第２項症、第４項症
・音声機能、言語機能または、そしゃく機能のしょうがい、第１項症、第２項症、第４項症
〈減免の内容とう〉
事前に申請すると、ＮＴＴいち、ぜろ、よん番の番号案内を利用する際、あらかじめ登録した登録番号（電話番
号とう）と暗証番号を申し出ることにより、番号案内利用料金が無料となります。
〈問合せ〉
ＮＴＴ東日本ふれあい案内事務局
お電話によるお問い合わせ先：フリーダイヤル、 ー （全国共通）

によるお問い合わせ先：フリーダイヤル、 ー （全国共通）
受付時間：平日午前 時から午後 時、※、土曜、日曜、祝日及び年末年始（ がつ、にじゅうくにち、から が
つ、みっか）を除く
※、 によるお問合せ注意事項
・お問い合わせ内容、お客様のお名前、折り返しのファクス番号をおてもちの用紙に記載して送信してください。
・お申込しょ、障害者手帳とうは送付いただいても受付られません。誤って送付された場合は破棄させていただ
きます。
・返信は で行いますので、 を受信できるかたのみのお問合せとさせていただきます。
・お客様が送信してから、３営業日以上折り返しがない場合は通信機器のトラブルが考えられますので再度送信
をお願いします。
・ から始まる電話番号、ならびに携帯電話、衛星電話、公衆電話からの は受け付けておりません。
・申込しょは郵送でお送りします。
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電話番号案内の無料利用（NTT ふれあい案内） 身  知  精

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳をお持ちで、次のいずれかの障がいがある方
•視覚障がい　１級～６級
•肢体不自由
　上肢　１級・２級
　体幹機能障がい　１級・２級
　乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機能障がい　１級・２級
•聴覚障がい　２級・３級・４級・６級
•音声機能、言語機能又は、そしゃく機能の障がい　３級・４級
（２）愛の手帳、または療育手帳をお持ちの方
（３）精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
（４）戦傷病者手帳をお持ちの方で、次のいずれかの障がいがある方
•視覚障がい　特別項症～第６項症
•肢体不自由（上肢）　特別項症～第２項症
•聴覚障がい　第２項症、第４項症
•音声機能、言語機能又は、そしゃく機能の障がい第１項症、第２項症、第４項症

〈減免の内容等〉
事前に申請すると、NTT104番の番号案内を利用する際、あらかじめ登録した登録番号
（電話番号等）と暗証番号を申し出ることにより、番号案内利用料金が無料となります。

〈問合せ〉
　NTT 東日本ふれあい案内事務局
　お電話によるお問い合わせ先：フリーダイヤル　0120-104174（全国共通）
　FAX によるお問合せ先　　  ：フリーダイヤル　0120-104134（全国共通）
　受付時間：平日午前９時～午後５時
　　　　　　※土曜・日曜・祝日及び年末年始（12/29 ～ 1/3）を除く

※ FAXによるお問合せ注意事項
•お問合せ内容・お客様のお名前・折り返しのファックス番号をお手持ちの用紙に記載し
て送信してください。
•お申込書、障害者手帳等は送付いただいても受付られません。誤って送付された場合は
破棄させていただきます。
•返信はFAXで行いますので、FAXを受信できる方のみのお問合せとさせていただきます。
•お客様が送信してから、３営業日以上折り返しがない場合は通信機器のトラブルが考え
られますので再度送信をお願いします。
•050から始まる電話番号、ならびに携帯電話、衛星電話、公衆電話からの FAXは受付
ておりません。
•申込書は郵送でお送りします。
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職業相談・仕事
西東京市障害者就労支援センター　一歩 身  知  精  難 �

障害の種別にかかわらず、「企業就職」について、必要な情報提供をしながら相談・支援
を行っています。
※求人紹介はしておりません。

〈相談時間〉
月曜日から金曜日、第一土曜日（午前９時から午後５時まで）

〈相談方法〉
事前に電話で相談日時の予約をしてからとなります。
※なお、費用は無料となります。

〈問合せ〉
　西東京市障害者就労支援センター　一歩
　西東京市田無町４-17-14　フレンドリー 1階
　電話　（042）452-0095　　FAX　（042）452-0096

ハローワーク（公共職業安定所） 身  知  精  難 �

〈対象者（１）〉
身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳等をお持ちで、求職活動を行っ
ている方

〈内　容〉
障害者等専門窓口
専門的な知識を持った職員が配置され、障害の特性や適性等に応じた就職支援を行ってい
ます。
障害者専門窓口は、都内 17か所の全てのハローワークにあります。
※出先機関には障害者等専門相談窓口はありません。

〈問合せ〉
　ハローワーク三鷹・専門援助部門
　電話　（0422）47-8618　　FAX　（0422）76-3490（障害者窓口専用）
　ホームページ
　https://jsite.mhlw.go.jp/tokyo-hellowork/list/mitaka.html

10. 就労
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〈対象者（２）〉
就労を希望する難病の方

〈内　容〉
難病患者就職サポーター
症状の特性を踏まえた就労に向けた準備や、在職中に難病を発症した社員の雇用継続等の
総合的な就労支援を行います。
※都内のハローワークでは、飯田橋及び立川に配置
※どちらも予約担当制につき、まずは電話等によりご連絡をお願いします。

〈問合せ〉
　ハローワーク飯田橋・専門援助第二部門
　電話　（03）3812-8609（部門コード�44#）　　FAX　（03）3813-5620
　ハローワーク立川・専門援助部門
　電話　（042）525-8624　　FAX　（042）521-4367

製造たばこ小売販売業の許可 身 �

〈対　象〉
身体障害者福祉法第 4条に該当し、身体障害者手帳を所持する方

〈内　容〉
小売販売業の許可を受けようとするときは特例措置を受けることができます。詳細は以下
問合せ電話番号へご連絡ください。

〈問合せ〉
　〈許可に関するご相談先〉
　関東財務局理財部　理財第三課
　電話　（048）600-1121　　FAX　（048）600-1227

就労

※土、日、祝日、年末年始休み

  〈相談方法〉
事前に相談日時の予約が必要です。詳しくは、お問い合わせください。
※なお、費用は無料となります。
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電話番号案内の無料利用（NTT ふれあい案内） 身  知  精

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳をお持ちで、次のいずれかの障がいがある方
•視覚障がい　１級～６級
•肢体不自由
　上肢　１級・２級
　体幹機能障がい　１級・２級
　乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機能障がい　１級・２級
•聴覚障がい　２級・３級・４級・６級
•音声機能、言語機能又は、そしゃく機能の障がい　３級・４級
（２）愛の手帳、または療育手帳をお持ちの方
（３）精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
（４）戦傷病者手帳をお持ちの方で、次のいずれかの障がいがある方
•視覚障がい　特別項症～第６項症
•肢体不自由（上肢）　特別項症～第２項症
•聴覚障がい　第２項症、第４項症
•音声機能、言語機能又は、そしゃく機能の障がい第１項症、第２項症、第４項症

〈減免の内容等〉
事前に申請すると、NTT104番の番号案内を利用する際、あらかじめ登録した登録番号
（電話番号等）と暗証番号を申し出ることにより、番号案内利用料金が無料となります。

〈問合せ〉
　NTT 東日本ふれあい案内事務局
　お電話によるお問い合わせ先：フリーダイヤル　0120-104174（全国共通）
　FAX によるお問合せ先　　  ：フリーダイヤル　0120-104134（全国共通）
　受付時間：平日午前９時～午後５時
　　　　　　※土曜・日曜・祝日及び年末年始（12/29 ～ 1/3）を除く

※ FAXによるお問合せ注意事項
•お問合せ内容・お客様のお名前・折り返しのファックス番号をお手持ちの用紙に記載し
て送信してください。
•お申込書、障害者手帳等は送付いただいても受付られません。誤って送付された場合は
破棄させていただきます。
•返信はFAXで行いますので、FAXを受信できる方のみのお問合せとさせていただきます。
•お客様が送信してから、３営業日以上折り返しがない場合は通信機器のトラブルが考え
られますので再度送信をお願いします。
•050から始まる電話番号、ならびに携帯電話、衛星電話、公衆電話からの FAXは受付
ておりません。
•申込書は郵送でお送りします。

135

10. 
就
労

職業相談・仕事
西東京市障害者就労支援センター　一歩 身  知  精  難 �

障害の種別にかかわらず、「企業就職」について、必要な情報提供をしながら相談・支援
を行っています。
※求人紹介はしておりません。

〈相談時間〉
月曜日から金曜日、第一土曜日（午前９時から午後５時まで）

〈相談方法〉
事前に電話で相談日時の予約をしてからとなります。
※なお、費用は無料となります。

〈問合せ〉
　西東京市障害者就労支援センター　一歩
　西東京市田無町４-17-14　フレンドリー 1階
　電話　（042）452-0095　　FAX　（042）452-0096

ハローワーク（公共職業安定所） 身  知  精  難 �

〈対象者（１）〉
身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳等をお持ちで、求職活動を行っ
ている方

〈内　容〉
障害者等専門窓口
専門的な知識を持った職員が配置され、障害の特性や適性等に応じた就職支援を行ってい
ます。
障害者専門窓口は、都内 17か所の全てのハローワークにあります。
※出先機関には障害者等専門相談窓口はありません。

〈問合せ〉
　ハローワーク三鷹・専門援助部門
　電話　（0422）47-8618　　FAX　（0422）76-3490（障害者窓口専用）
　ホームページ
　https://jsite.mhlw.go.jp/tokyo-hellowork/list/mitaka.html
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電話番号案内の無料利用（NTT ふれあい案内） 身  知  精

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳をお持ちで、次のいずれかの障がいがある方
•視覚障がい　１級～６級
•肢体不自由
　上肢　１級・２級
　体幹機能障がい　１級・２級
　乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機能障がい　１級・２級
•聴覚障がい　２級・３級・４級・６級
•音声機能、言語機能又は、そしゃく機能の障がい　３級・４級
（２）愛の手帳、または療育手帳をお持ちの方
（３）精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
（４）戦傷病者手帳をお持ちの方で、次のいずれかの障がいがある方
•視覚障がい　特別項症～第６項症
•肢体不自由（上肢）　特別項症～第２項症
•聴覚障がい　第２項症、第４項症
•音声機能、言語機能又は、そしゃく機能の障がい第１項症、第２項症、第４項症

〈減免の内容等〉
事前に申請すると、NTT104番の番号案内を利用する際、あらかじめ登録した登録番号
（電話番号等）と暗証番号を申し出ることにより、番号案内利用料金が無料となります。

〈問合せ〉
　NTT 東日本ふれあい案内事務局
　お電話によるお問い合わせ先：フリーダイヤル　0120-104174（全国共通）
　FAX によるお問合せ先　　  ：フリーダイヤル　0120-104134（全国共通）
　受付時間：平日午前９時～午後５時
　　　　　　※土曜・日曜・祝日及び年末年始（12/29 ～ 1/3）を除く

※ FAXによるお問合せ注意事項
•お問合せ内容・お客様のお名前・折り返しのファックス番号をお手持ちの用紙に記載し
て送信してください。
•お申込書、障害者手帳等は送付いただいても受付られません。誤って送付された場合は
破棄させていただきます。
•返信はFAXで行いますので、FAXを受信できる方のみのお問合せとさせていただきます。
•お客様が送信してから、３営業日以上折り返しがない場合は通信機器のトラブルが考え
られますので再度送信をお願いします。
•050から始まる電話番号、ならびに携帯電話、衛星電話、公衆電話からの FAXは受付
ておりません。
•申込書は郵送でお送りします。
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職業相談・仕事
西東京市障害者就労支援センター　一歩 身  知  精  難 �

障害の種別にかかわらず、「企業就職」について、必要な情報提供をしながら相談・支援
を行っています。
※求人紹介はしておりません。

〈相談時間〉
月曜日から金曜日、第一土曜日（午前９時から午後５時まで）

〈相談方法〉
事前に電話で相談日時の予約をしてからとなります。
※なお、費用は無料となります。

〈問合せ〉
　西東京市障害者就労支援センター　一歩
　西東京市田無町４-17-14　フレンドリー 1階
　電話　（042）452-0095　　FAX　（042）452-0096

ハローワーク（公共職業安定所） 身  知  精  難 �

〈対象者（１）〉
身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳等をお持ちで、求職活動を行っ
ている方

〈内　容〉
障害者等専門窓口
専門的な知識を持った職員が配置され、障害の特性や適性等に応じた就職支援を行ってい
ます。
障害者専門窓口は、都内 17か所の全てのハローワークにあります。
※出先機関には障害者等専門相談窓口はありません。

〈問合せ〉
　ハローワーク三鷹・専門援助部門
　電話　（0422）47-8618　　FAX　（0422）76-3490（障害者窓口専用）
　ホームページ
　https://jsite.mhlw.go.jp/tokyo-hellowork/list/mitaka.html
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職業相談、仕事
西東京市障害者就労支援センター、一歩
障害の種別にかかわらず、「企業就労」について、必要な情報提供をしながら相談、支援を行っています。
※、求人紹介はしておりません。
〈相談時間〉
月曜日から金曜日、第一土曜日、（午前９時から午後５時
※土、にち、祝日、年末年始休み
〈相談ほう法〉
事前に相談日時の予約が必要です。詳しくはお問い合わせください。
※、なお、費用は無料となります。
〈問合せ〉
西東京市障害者就労支援センター、 一歩
西東京市田無ちょう の の 、 フレンドリー１階
電話、

、
ハローワーク（公共職業安定所
〈対象者（１〉
身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳とうをお持ちで、求職活動を行っているかた
〈内容〉
障害者とう専門窓口
・専門的な知識を持った職員が配置され、障害の特性や適正などに応じた就職支援を行っています。
障害者専門窓口は、とない か所の全てのハローワークにあります。
※、出先機関には障害者とう専門相談窓口はありません。
〈問合せ〉
ハローワーク三鷹、専門援助部門
電話、

、 、（障害者窓口専用

つづく。
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電話番号案内の無料利用（NTT ふれあい案内） 身  知  精

〈対　象〉
（１）身体障害者手帳をお持ちで、次のいずれかの障がいがある方
•視覚障がい　１級～６級
•肢体不自由
　上肢　１級・２級
　体幹機能障がい　１級・２級
　乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機能障がい　１級・２級
•聴覚障がい　２級・３級・４級・６級
•音声機能、言語機能又は、そしゃく機能の障がい　３級・４級

（２）愛の手帳、または療育手帳をお持ちの方
（３）精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
（４）戦傷病者手帳をお持ちの方で、次のいずれかの障がいがある方
•視覚障がい　特別項症～第６項症
•肢体不自由（上肢）　特別項症～第２項症
•聴覚障がい　第２項症、第４項症
•音声機能、言語機能又は、そしゃく機能の障がい第１項症、第２項症、第４項症

〈減免の内容等〉
事前に申請すると、NTT104番の番号案内を利用する際、あらかじめ登録した登録番号
（電話番号等）と暗証番号を申し出ることにより、番号案内利用料金が無料となります。

〈問合せ〉
　NTT 東日本ふれあい案内事務局
　お電話によるお問い合わせ先：フリーダイヤル　0120-104174（全国共通）
　FAX によるお問合せ先　　  ：フリーダイヤル　0120-104134（全国共通）
　受付時間：平日午前９時～午後５時
　　　　　　※土曜・日曜・祝日及び年末年始（12/29 ～ 1/3）を除く

※ FAXによるお問合せ注意事項
•お問合せ内容・お客様のお名前・折り返しのファックス番号をお手持ちの用紙に記載し
て送信してください。

•お申込書、障害者手帳等は送付いただいても受付られません。誤って送付された場合は
破棄させていただきます。

•返信はFAXで行いますので、FAXを受信できる方のみのお問合せとさせていただきます。
•お客様が送信してから、３営業日以上折り返しがない場合は通信機器のトラブルが考え
られますので再度送信をお願いします。

•050から始まる電話番号、ならびに携帯電話、衛星電話、公衆電話からの FAXは受付
ておりません。

•申込書は郵送でお送りします。
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職業相談・仕事
西東京市障害者就労支援センター　一歩 身  知  精  難 �

障害の種別にかかわらず、「企業就職」について、必要な情報提供をしながら相談・支援
を行っています。
※求人紹介はしておりません。

〈相談時間〉
月曜日から金曜日、第一土曜日（午前９時から午後５時まで）

〈相談方法〉
事前に電話で相談日時の予約をしてからとなります。
※なお、費用は無料となります。

〈問合せ〉
　西東京市障害者就労支援センター　一歩
　西東京市田無町４-17-14　フレンドリー 1階
　電話　（042）452-0095　　FAX　（042）452-0096

ハローワーク（公共職業安定所） 身  知  精  難 �

〈対象者（１）〉
身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳等をお持ちで、求職活動を行っ
ている方

〈内　容〉
障害者等専門窓口
専門的な知識を持った職員が配置され、障害の特性や適性等に応じた就職支援を行ってい
ます。
障害者専門窓口は、都内 17か所の全てのハローワークにあります。
※出先機関には障害者等専門相談窓口はありません。

〈問合せ〉
　ハローワーク三鷹・専門援助部門
　電話　（0422）47-8618　　FAX　（0422）76-3490（障害者窓口専用）
　ホームページ
　https://jsite.mhlw.go.jp/tokyo-hellowork/list/mitaka.html
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〈対象者（２）〉
就労を希望する難病の方

〈内　容〉
難病患者就職サポーター
症状の特性を踏まえた就労に向けた準備や、在職中に難病を発症した社員の雇用継続等の
総合的な就労支援を行います。
※都内のハローワークでは、飯田橋及び立川に配置
※どちらも予約担当制につき、まずは電話等によりご連絡をお願いします。

〈問合せ〉
　ハローワーク飯田橋・専門援助第二部門
　電話　（03）3812-8609（部門コード�44#）　　FAX　（03）3813-5620
　ハローワーク立川・専門援助部門
　電話　（042）525-8624　　FAX　（042）521-4367

製造たばこ小売販売業の許可 身 �

〈対　象〉
身体障害者福祉法第 4条に該当し、身体障害者手帳を所持する方

〈内　容〉
小売販売業の許可を受けようとするときは特例措置を受けることができます。詳細は以下
問合せ電話番号へご連絡ください。

〈問合せ〉
　〈許可に関するご相談先〉
　関東財務局理財部　理財第三課
　電話　（048）600-1121　　FAX　（048）600-1227

10.
就
労

141

ページ
つづき
〈対象者（２〉
就労を希望する難病のかた
〈内容〉
難病患者就職サポーター
症状の特性を踏まえた就労に向けた準備や、在職中に難病を発症した社員の雇用継続とうの総合的な就労支援を
行います。
※、とないの、ハローワークでは、飯田橋及び立川に配置
※、どちらも予約担当制につき、まずは電話とうによりご連絡をお願いします。
〈問合せ〉
ハローワーク飯田橋、専門援助第二部門
電話、 、（部門コード シャープ

、
ハローワーク立川、専門援助部門
電話、

、

製造たばこ小売販売業の許可
〈対象〉
身体障害者福祉法第４条に該当し、身体障害者手帳を所持するかた
〈内容〉
小売販売業の許可を受けようとするときは特例措置を受けることができます。詳細は以下問合せ電話番号へご連
絡ください。
〈問合せ〉
（許可に関するご相談先
関東財務局理財部、理財第三課
電話、

、
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〈対象者（２）〉
就労を希望する難病の方

〈内　容〉
難病患者就職サポーター
症状の特性を踏まえた就労に向けた準備や、在職中に難病を発症した社員の雇用継続等の
総合的な就労支援を行います。
※都内のハローワークでは、飯田橋及び立川に配置
※どちらも予約担当制につき、まずは電話等によりご連絡をお願いします。

〈問合せ〉
　ハローワーク飯田橋・専門援助第二部門
　電話　（03）3812-8609（部門コード�44#）　　FAX　（03）3813-5620
　ハローワーク立川・専門援助部門
　電話　（042）525-8624　　FAX　（042）521-4367

製造たばこ小売販売業の許可 身 �

〈対　象〉
身体障害者福祉法第 4条に該当し、身体障害者手帳を所持する方

〈内　容〉
小売販売業の許可を受けようとするときは特例措置を受けることができます。詳細は以下
問合せ電話番号へご連絡ください。

〈問合せ〉
　〈許可に関するご相談先〉
　関東財務局理財部　理財第三課
　電話　（048）600-1121　　FAX　（048）600-1227
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東京障害者職業センター 身  知  精 �

〈内　容〉
障害者に対して職業相談、職業評価、職業準備支援、ジョブコーチによる支援、うつ病等
による精神障害者の職場復帰支援（リワーク支援）等を行っています。また、事業主に対
して雇用管理に関する相談・援助、関係機関に対して就業支援に関する助言･�援助を行っ
ています。

〈問合せ〉
　東京障害者職業センター多摩支所
　立川市曙町２-38- ５　立川ビジネスセンタービル５階
　電話　（042）529-3341　　FAX　（042）529-3356

　東京障害者職業センター（上野本所）
　台東区東上野４-27- ３　上野トーセイビル３階
　電話　（03）6673-3938　　FAX　（03）6673-3948

職業訓練
東京障害者職業能力開発校 身  知  精 �

障害者の自立及び就職に必要な知識と技能を身につけ、社会で活躍できるよう、その能力
に適応した知識・技能の習得を行います。

〈対　象〉
身体障害者、精神障害者、発達障害者および知的障害者の方で、次の要件すべてに該当し
ている方
（１）ハローワークに求職登録をしている方
（２）障害もしくは症状が安定している方
（３）職業訓練の受講意欲と就職への意欲がある方
（４）職業訓練を受講することにより職業的自立が見込まれる方
（５）各科が設定した１日６～８時間の訓練を継続して受講できる方
※身体障害 7級の方や、肝臓病、膠原病等のいわゆる難病、高次脳機能障害などで手
帳をお持ちでない場合はお問い合せ先までご相談ください。
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〈訓練科目〉
ビジネスアプリ開発科、ビジネス総合事務科、グラフィック DTP科、ものづくり技術科、
建築CAD科、製パン科、調理・清掃サービス科、オフィスワーク科、職域開発科、就業
支援科、実務作業科、OA実務科

〈訓練期間〉
各科１年、ただし調理・清掃サービス科、オフィスワーク科、職域開発科は６か月、就業
支援科は３か月

〈費　用〉
授業料、教科書代は無料、ただし作業服、資格試験受験料（一部科目）は自己負担

〈問合せ〉東京障害者職業能力開発校
　〒 187-0035　小平市小川西町２-34- １
　電話　（042）341-1427　　FAX　（042）341-1451
　ホームページ　https://www.hataraku.metro.tokyo.lg.jp/school/handi/

国立職業リハビリテーションセンター 身  知  精 �

障害のある方々の自立に必要な職業指導や職業訓練などを、一人ひとりの特性に合わせた
個別カリキュラムにより体系的に提供しています。

〈対　象〉
ハローワークに求職登録をしている方で、次のいずれかに該当する方
（１）身体障害、高次脳機能障害又は難病のある方（通所が困難な方は、隣接する国立障

害者リハビリテーションセンターの寮が利用できます。）
（２）通所が可能な、精神障害、発達障害又は知的障害のある方

〈訓練科目〉
機械製図科、電子機器科、テクニカルオペレーション科、建築設計科、OAシステム科、
DTP・Web技術科、経理事務科、OA事務科、職域開発科、職業実務科

〈訓練期間〉
１年間（ただし、就職内定等により早期修了する場合もあります）

〈費　用〉
無料（参考書・作業衣等を必要とする科は自己負担があります）

〈問合せ〉
　国立職業リハビリテーションセンター
　（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構）
　〒 359-0042　埼玉県所沢市並木４-２
　電話　（04）2995-1201　　FAX　（04）2995-1277
　ホームページ　http://www.nvrcd.ac.jp/

 〈募集についての共通事項〉
身体障害、精神障害、発達障害および知的障害のある方で、次の要件すべてに該当してい
る方
 （１）ハローワークに求職登録をしている方
 （２）障害もしくは症状が安定している方
 （３）集団生活に適応できる方
 （４）職業訓練の受講意欲と就職への意欲がある方
 （５）職業訓練を受講することにより職業的自立が見込まれる方
 （６）各科が設定した１日６～８時間の訓練を継続して受講できる方
  ※訓練科目によって、応募要件が違いますので、お問合せ下さい。

障害のある方に対して職業相談、職業評価、職業準備支援、ジョブコーチによる支援、う
つ病などの精神疾患により休職している方の職場復帰支援（リワーク支援）等を行ってい
ます。また、事業主に対して雇用管理に関する相談・援助、関係機関に対して就業支援に
関する助言・援助を行っています。

障害のある方の自立及び就職に必要な知識と技能を身につけ、社会で活躍できるよう、そ
の能力に適応した知識・技能の習得を行います。
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東京障害者職業センター
〈内容〉
障害のあるかたに対して職業相談、職業評価、職業準備支援、ジョブコーチによる支援、うつ病などの精神疾患
により休職しているかたの職場復帰支援、（リワーク支援とうを行っています。また、事業主に対して雇用管理
に関する相談、援助、関係機関に対して就業支援に関する助言、援助を行っています。

〈問合せ〉
東京障害者職業センター多摩支所
立川市曙町 、立川ビジネスセンタービル５階
電話、 、 、

東京障害者職業センター（上野本所）
台東区東上野 、上野トーセイビル３階
電話、 、 、

職業訓練
東京障害者職業能力開発校
障害のあるかたの自立及び就職に必要な知識と技能を身につけ、社会で活躍できるよう、その能力に適応した知
識、技能の習得を行います。
〈募集について共通事項〉
身体障害、精神障害、発達障害および知的障害のあるかたで、次の要件すべてに該当しているかた
（１、 ハローワークに求職登録をしているかた
（２、 障害もしくは症状が安定しているかた
（３、集団生活に適応できるかた
（４、 職業訓練の受講意欲と就職への意欲があるかた
（５、 職業訓練を受講することにより職業的自立が見込まれるかた
（６、 各科が設定した、いちにち６時間から８時間の訓練を継続して受講できるかた
※、訓練科目によって、応募要件が違いますので、お問い合わせください。

つづく。
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〈対象者（２）〉
就労を希望する難病の方

〈内　容〉
難病患者就職サポーター
症状の特性を踏まえた就労に向けた準備や、在職中に難病を発症した社員の雇用継続等の
総合的な就労支援を行います。
※都内のハローワークでは、飯田橋及び立川に配置
※どちらも予約担当制につき、まずは電話等によりご連絡をお願いします。

〈問合せ〉
　ハローワーク飯田橋・専門援助第二部門
　電話　（03）3812-8609（部門コード�44#）　　FAX　（03）3813-5620
　ハローワーク立川・専門援助部門
　電話　（042）525-8624　　FAX　（042）521-4367

製造たばこ小売販売業の許可 身 �

〈対　象〉
身体障害者福祉法第 4条に該当し、身体障害者手帳を所持する方

〈内　容〉
小売販売業の許可を受けようとするときは特例措置を受けることができます。詳細は以下
問合せ電話番号へご連絡ください。

〈問合せ〉
　〈許可に関するご相談先〉
　関東財務局理財部　理財第三課
　電話　（048）600-1121　　FAX　（048）600-1227
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東京障害者職業センター 身  知  精 �

〈内　容〉
障害者に対して職業相談、職業評価、職業準備支援、ジョブコーチによる支援、うつ病等
による精神障害者の職場復帰支援（リワーク支援）等を行っています。また、事業主に対
して雇用管理に関する相談・援助、関係機関に対して就業支援に関する助言･�援助を行っ
ています。

〈問合せ〉
　東京障害者職業センター多摩支所
　立川市曙町２-38- ５　立川ビジネスセンタービル５階
　電話　（042）529-3341　　FAX　（042）529-3356

　東京障害者職業センター（上野本所）
　台東区東上野４-27- ３　上野トーセイビル３階
　電話　（03）6673-3938　　FAX　（03）6673-3948

職業訓練
東京障害者職業能力開発校 身  知  精 �

障害者の自立及び就職に必要な知識と技能を身につけ、社会で活躍できるよう、その能力
に適応した知識・技能の習得を行います。

〈対　象〉
身体障害者、精神障害者、発達障害者および知的障害者の方で、次の要件すべてに該当し
ている方
（１）ハローワークに求職登録をしている方
（２）障害もしくは症状が安定している方
（３）職業訓練の受講意欲と就職への意欲がある方
（４）職業訓練を受講することにより職業的自立が見込まれる方
（５）各科が設定した１日６～８時間の訓練を継続して受講できる方
※身体障害 7級の方や、肝臓病、膠原病等のいわゆる難病、高次脳機能障害などで手
帳をお持ちでない場合はお問い合せ先までご相談ください。
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〈訓練科目〉
ビジネスアプリ開発科、ビジネス総合事務科、グラフィックDTP科、ものづくり技術科、
建築CAD科、製パン科、調理・清掃サービス科、オフィスワーク科、職域開発科、就業
支援科、実務作業科、OA実務科

〈訓練期間〉
各科１年、ただし調理・清掃サービス科、オフィスワーク科、職域開発科は６か月、就業
支援科は３か月

〈費　用〉
授業料、教科書代は無料、ただし作業服、資格試験受験料（一部科目）は自己負担

〈問合せ〉東京障害者職業能力開発校
　〒 187-0035　小平市小川西町２-34- １
　電話　（042）341-1427　　FAX　（042）341-1451
　ホームページ　https://www.hataraku.metro.tokyo.lg.jp/school/handi/

国立職業リハビリテーションセンター 身  知  精 �

障害のある方々の自立に必要な職業指導や職業訓練などを、一人ひとりの特性に合わせた
個別カリキュラムにより体系的に提供しています。

〈対　象〉
ハローワークに求職登録をしている方で、次のいずれかに該当する方
（１）身体障害、高次脳機能障害又は難病のある方（通所が困難な方は、隣接する国立障

害者リハビリテーションセンターの寮が利用できます。）
（２）通所が可能な、精神障害、発達障害又は知的障害のある方

〈訓練科目〉
機械製図科、電子機器科、テクニカルオペレーション科、建築設計科、OAシステム科、
DTP・Web技術科、経理事務科、OA事務科、職域開発科、職業実務科

〈訓練期間〉
１年間（ただし、就職内定等により早期修了する場合もあります）

〈費　用〉
無料（参考書・作業衣等を必要とする科は自己負担があります）

〈問合せ〉
　国立職業リハビリテーションセンター
　（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構）
　〒 359-0042　埼玉県所沢市並木４-２
　電話　（04）2995-1201　　FAX　（04）2995-1277
　ホームページ　http://www.nvrcd.ac.jp/
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〈訓練科目〉
ビジネスアプリ開発科、ビジネス総合事務科、グラフィックDTP科、ものづくり技術科、
建築CAD科、製パン科、調理・清掃サービス科、オフィスワーク科、職域開発科、就業
支援科、実務作業科、OA実務科

〈訓練期間〉
各科１年、ただし調理・清掃サービス科、オフィスワーク科、職域開発科は６か月、就業
支援科は３か月

〈費　用〉
授業料、教科書代は無料、ただし作業服、資格試験受験料（一部科目）は自己負担

〈問合せ〉東京障害者職業能力開発校
　〒 187-0035　小平市小川西町２-34- １
　電話　（042）341-1427　　FAX　（042）341-1451
　ホームページ　https://www.hataraku.metro.tokyo.lg.jp/school/handi/

国立職業リハビリテーションセンター 身  知  精 �

障害のある方々の自立に必要な職業指導や職業訓練などを、一人ひとりの特性に合わせた
個別カリキュラムにより体系的に提供しています。

〈対　象〉
ハローワークに求職登録をしている方で、次のいずれかに該当する方
（１）身体障害、高次脳機能障害又は難病のある方（通所が困難な方は、隣接する国立障

害者リハビリテーションセンターの寮が利用できます。）
（２）通所が可能な、精神障害、発達障害又は知的障害のある方

〈訓練科目〉
機械製図科、電子機器科、テクニカルオペレーション科、建築設計科、OAシステム科、
DTP・Web技術科、経理事務科、OA事務科、職域開発科、職業実務科

〈訓練期間〉
１年間（ただし、就職内定等により早期修了する場合もあります）

〈費　用〉
無料（参考書・作業衣等を必要とする科は自己負担があります）

〈問合せ〉
　国立職業リハビリテーションセンター
　（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構）
　〒 359-0042　埼玉県所沢市並木４-２
　電話　（04）2995-1201　　FAX　（04）2995-1277
　ホームページ　http://www.nvrcd.ac.jp/
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〈訓練科目〉
ビジネスアプリ開発科、ビジネス総合事務科、グラフィックDTP科、ものづくり技術科、
建築CAD科、製パン科、調理・清掃サービス科、オフィスワーク科、職域開発科、就業
支援科、実務作業科、OA実務科

〈訓練期間〉
各科１年、ただし調理・清掃サービス科、オフィスワーク科、職域開発科は６か月、就業
支援科は３か月

〈費　用〉
授業料、教科書代は無料、ただし作業服、資格試験受験料（一部科目）は自己負担

〈問合せ〉東京障害者職業能力開発校
　〒 187-0035　小平市小川西町２-34- １
　電話　（042）341-1427　　FAX　（042）341-1451
　ホームページ　https://www.hataraku.metro.tokyo.lg.jp/school/handi/

国立職業リハビリテーションセンター 身  知  精 �

障害のある方々の自立に必要な職業指導や職業訓練などを、一人ひとりの特性に合わせた
個別カリキュラムにより体系的に提供しています。

〈対　象〉
ハローワークに求職登録をしている方で、次のいずれかに該当する方
（１）身体障害、高次脳機能障害又は難病のある方（通所が困難な方は、隣接する国立障

害者リハビリテーションセンターの寮が利用できます。）
（２）通所が可能な、精神障害、発達障害又は知的障害のある方

〈訓練科目〉
機械製図科、電子機器科、テクニカルオペレーション科、建築設計科、OAシステム科、
DTP・Web技術科、経理事務科、OA事務科、職域開発科、職業実務科

〈訓練期間〉
１年間（ただし、就職内定等により早期修了する場合もあります）

〈費　用〉
無料（参考書・作業衣等を必要とする科は自己負担があります）

〈問合せ〉
　国立職業リハビリテーションセンター
　（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構）
　〒 359-0042　埼玉県所沢市並木４-２
　電話　（04）2995-1201　　FAX　（04）2995-1277
　ホームページ　http://www.nvrcd.ac.jp/

障害のある方々の就職に必要な職業訓練や職業指導などを、一人ひとりの特性に合わせた
個別カリキュラムにより体系的に提供しています。

機械製図科、電子機器科、テクニカルオペレーション科、建築設計科、OA システム科、
DTP・Web 技術科、経理事務科、OA 事務科、オフィスワーク科、物流・資材管理科、
アシスタントワーク科

https://www.nvrcd.jeed.go.jp/
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〈訓練科目〉
ビジネスアプリ開発科、ビジネス総合事務科、グラフィックＤＴＰ科、ものづくり技術科、建築キャド科、製パ
ン科、調理・清掃サービス科、オフィスワーク科、職域開発科、就業支援科、実務作業科、ＯＡ実務科
〈訓練期間〉
各科 年、ただし調理、清掃サービス科、オフィスワーク科、職域開発科は か月、就業支援科は か月
〈費用〉
授業料、教科書代は無料、ただし、作業服、資格試験受験料、（一部科目）は自己負担
〈問合せ〉東京障害者職業能力開発校
〒 、 小平市小川西町
電話、 、 、

国立職業リハビリテーションセンター
障害のある方々の就職に必要な職業訓練や職業指導などを一人ひとりの特性に合わせた個別カリキュラムによ
り体系的に提供しています。
〈対象〉
ハローワークに求職登録をしているかたで、次のいずれかに該当するかた。
１、 身体障害、高次脳機能障害または難病のあるかた、（つうしょが困難なかたわ、隣接する国立障害者リハ
ビリテーションセンターの寮が利用できます。
２、 つうしょが可能な精神障害、発達障害またわ、知的障害のあるかた
訓練科目
機械製図科、電子機器科、テクニカルオペレーション科、建築設計科、ＯＡシステム科、ＤＴＰ・ウェブ技術科、
経理事務科、ＯＡ事務科、オフィスワーク科、物流・資材管理科、アシスタントワーク科
訓練期間
年間（ただし、就職内定とうにより早期修了する場合もあります

〈費用〉
無料、（参考書、さぎょうい、とうを必要とするかは、自己負担があります
〈問合せ〉
国立職業リハビリテーションセンター、（独立行政法人高齢、障害、求職者雇用支援機構
〒 、 埼玉県所沢市並木 の
電話、 、 、



140

11. 
子
ど
も

140

11. 

11. 子ども

保育
保育園入所および一時保育の利用に関すること 

  西東京市保育課  
　（田無庁舎）田無第二庁舎２階
　直通電話 （042）460�9842　　（内線：11533、11534、11535、11536）

学童クラブ入所に関すること 
  西東京市児童青少年課  
　（田無庁舎）田無第二庁舎２階
　直通電話 （042）460�9843　　（内線：11541、11542、11543、11544、11545、11546）

教育
通級・特別支援学級・特別支援学校等  担当窓口　学務課

西東京市立の小中学校には、支援が必要なお子さんについて、通常の学級に在籍し週１回
１単位時間から週１回半日程度通って支援を受ける特別支援教室・通級指導学級と、毎日
通学し、少人数体制で指導を受ける特別支援学級（固定制）とがあります。
また、都が設置している学校として、都立特別支援学校があります。
都立特別支援学校や固定制特別支援学級への就学・転学、特別支援教室や通級指導学級の
利用などについて相談されたい方は、学務課学務係にお問合せください。
西東京市における学級・学校等につきましては、【障害のある児童・生徒のための学校一
覧表】をご覧ください。

〈問合せ〉
　学務課学務係（内線：12621～ 12623）
　直通電話　　　（042）420�2824

  公益財団法人東京しごと財団障害者就業支援課 身 知 精

　障害のある方の就業促進を図るため、地域の障害者就労支援機関等と連携し、セミナー
や職場体験実習面談会、定着支援等の様々な事業をおこなっています。

・障害者雇用就業サポートデスク
　　就職を希望する障害のある方と障害者雇用を検討している企業の皆様の無料の相談窓　
　口です。また、障害年金についての相談、障害者のテレワーク導入に関する専門相談を
　行っています（飯田橋のみ）。その他障害者雇用に関する資料もご覧いただけます。（職
　業紹介はしていません。事前予約制です）。
　　飯田橋　月～金　午前９時～午後５時（東京しごとセンター４階）
　　多　摩　月・水・金曜日　午前９時～午後５時
　　（東京しごとセンター多摩と同じ建物内）
　　【電話】（03）5211-5462（飯田橋・多摩共通）
・就活セミナー
　　就職活動に役立つビジネスマナーや自己理解・企業理解等をテーマにした４日間のセ　
　ミナーです。障害のある方と就労支援機関職員にペアで参加していただき、就職活動に
　不慣れな方、社会経験の短い方にも分かりやすく就職活動のポイントをお伝えし、応募　
　書類作成や面接ロールプレイング等の演習を行います。
・企業見学
　　障害者雇用のイメージや障害者が職場で働くイメージを構築できるように、障害者雇　
　用に先進的に取り組む企業等の企業見学会を行っています。少人数制で随時開催してお
　り障害者が活躍している現場を見学できます。
・職場体験実習
　　企業で働いた経験がない（少ない）、適正が分からないなど、企業で働くことへの不
　安がある方は、仕事を「体験」することができます。障害者を受け入れたいと希望する
　企業等とのマッチングを図る場として、面談会を年８回、ミニ面談会を年４回行ってい
　ます。
・障害者委託訓練事業
　　ハローワークと連携し、障害のある方が仕事をする上で必要な知識や技能を身につけ
　るため、企業をはじめ社会福祉法人、ＮＰＯ法人、民間教育機関等、地域の様々な機関
　で短期の職業訓練を実施します。

　各事業の詳細につきましては、ホームページをご覧下さい。

〈問合せ〉
公益財団法人東京しごと財団　総合支援部　障害者就業支援課
電話　（03）5211-2681
〒 102-0072　東京都千代田区飯田橋 3-10-3　東京しごとセンター４階
ホームページ　https://www.shigotozaidan.or.jp/shkn/
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公益財団法人、東京しごと財団障害者就業支援課
障害のある方の就業促進を図るため、地域の障害者就労支援機関などと連携し、セミナーや職場体験実習面談会、
定着支援などの様々な事業をおこなっています。

●障害者雇用就業サポートデスク
就職を希望する障害のある方と障害者雇用を検討している企業の皆様の無料の相談窓口です。また、障害年

金についての相談、障害者のテレワーク導入に関する専門相談を行っています（飯田橋のみ）。その他障害者雇
用に関する資料もご覧いただけます。（職業紹介はしていません。事前予約制です）。

飯田橋 げつ～金 午前９時～午後５時（東京しごとセンター４階）
多 摩 げつ・すい・金曜日 午前９時～午後５時

（東京しごとセンター多摩と同じ建物内）
【電話】 （飯田橋・多摩共通）
●就活セミナー

就職活動に役立つビジネスマナーや自己理解・企業理解等をテーマにした４日間のセミナーです。障害のある
方と就労支援機関職員にペアで参加していただき、就職活動に不慣れな方、社会経験の短いかたにも分かりやす
く就職活動のポイントをお伝えし、応募書類作成や面接ロールプレイング等の演習を行います。
●企業見学

障害者雇用のイメージや障害者が職場で働くイメージを構築できるように、障害者雇用に先進的に取り組む企
業等の企業見学会を行っています。少人数制で随時開催しており障害者が活躍している現場を見学できます。
●職場体験実習

企業で働いた経験がない（少ない）、適正が分からないなど、企業で働くことへの不安がある方は、仕事を「体
験」することができます。障害者を受け入れたいと希望する企業等とのマッチングを図る場として、面談会を年
８回、ミニ面談会を年４回行っています。
●障害者委託訓練事業

ハローワークと連携し、障害のある方が仕事をする上で必要な知識や技能を身につけるため、企業をはじめ社
会福祉法人、ＮＰＯ法人、民間教育機関等、地域の様々な機関で短期の職業訓練を実施します。

各事業の詳細につきましては、ホームページをご覧下さい。

問合せ 公益財団法人東京しごと財団 総合支援部 障害者就業支援課
電話 （０３）５２１１－２６８１
〒１０２－００７２ 東京都千代田区飯田橋３－１０－３ 東京しごとセンター４階
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保育
保育園入所および一時保育の利用に関すること 

  西東京市保育課  
　（田無庁舎）田無第二庁舎２階
　直通電話 （042）460�9842　　（内線：11533、11534、11535、11536）

学童クラブ入所に関すること 
  西東京市児童青少年課  
　（田無庁舎）田無第二庁舎２階
　直通電話 （042）460�9843　　（内線：11541、11542、11543、11544、11545、11546）

教育
通級・特別支援学級・特別支援学校等  担当窓口　学務課

西東京市立の小中学校には、支援が必要なお子さんについて、通常の学級に在籍し週１回
１単位時間から週１回半日程度通って支援を受ける特別支援教室・通級指導学級と、毎日
通学し、少人数体制で指導を受ける特別支援学級（固定制）とがあります。
また、都が設置している学校として、都立特別支援学校があります。
都立特別支援学校や固定制特別支援学級への就学・転学、特別支援教室や通級指導学級の
利用などについて相談されたい方は、学務課学務係にお問合せください。
西東京市における学級・学校等につきましては、【障害のある児童・生徒のための学校一
覧表】をご覧ください。

〈問合せ〉
　学務課学務係（内線：12621～ 12623）
　直通電話　　　（042）420�2824

  特別支援教室・特別支援学級・特別支援学校等

）

幼児教育・保育課

児童青少年課

市立の小中学校には、支援が必要なお子さんについて、通常の学級に在籍し週１回程度通っ
て支援を受ける特別支援教室・通級指導学級と、毎日通学し、少人数体制で指導を受ける
特別支援学級（固定制）とがあります。
また、都が設置している学校として、都立特別支援学校があります。
都立特別支援学校や固定制特別支援学級への就学・転学、特別支援教室や通級指導学級の
利用などについて相談されたい方は、学務課就学相談にお問い合わせください。
市における学級・学校等につきましては、【障害のある児童・生徒のための学校一覧表】
をご覧ください。

田無第二庁舎３階　学務課就学相談（内線：12654、12655）
直通電話　　　 （042）420-2837

（内線：11541、11542、11543）
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ページ
、子ども

保育
保育園入所および一時保育の利用に関すること、 幼児教育・保育課
（田無庁舎）田無第二庁舎２階
直通電話、 （内線： 、 、
学童クラブ入所に関すること、じどう青少年課
（田無庁舎）田無第二庁舎２階
直通電話、 、（内線： 、 、

教育
特別支援教室、特別支援学級、特別支援学校とう、担当窓口、学務課
市立の小中学校には、支援が必要なお子さんについて、通常の学級に在籍し週１回程度かよって支援を受ける

特別支援教室、通級指導学級と、毎日通学し、少人数体制で指導を受ける特別支援学級、（固定制）とがありま
す。
また、とが設置している学校として、都立特別支援学校があります。
都立特別支援学校や固定制特別支援学級への就学、転学、特別支援教室や通級指導学級の利用などについて相

談されたいかたは、学務課就学相談にお問合せください。
市における学級、学校とうにつきましては、【障害のある児童・生徒のための学校いちらんひょう】をご覧く

ださい。
〈問合せ〉、田無第二庁舎３階 学務課就学相談、（内線： 、 ）
直通電話、
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保育
保育園入所および一時保育の利用に関すること 

  西東京市保育課  
　（田無庁舎）田無第二庁舎２階
　直通電話 （042）460�9842　　（内線：11533、11534、11535、11536）

学童クラブ入所に関すること 
  西東京市児童青少年課  
　（田無庁舎）田無第二庁舎２階
　直通電話 （042）460�9843　　（内線：11541、11542、11543、11544、11545、11546）

教育
通級・特別支援学級・特別支援学校等  担当窓口　学務課

西東京市立の小中学校には、支援が必要なお子さんについて、通常の学級に在籍し週１回
１単位時間から週１回半日程度通って支援を受ける特別支援教室・通級指導学級と、毎日
通学し、少人数体制で指導を受ける特別支援学級（固定制）とがあります。
また、都が設置している学校として、都立特別支援学校があります。
都立特別支援学校や固定制特別支援学級への就学・転学、特別支援教室や通級指導学級の
利用などについて相談されたい方は、学務課学務係にお問合せください。
西東京市における学級・学校等につきましては、【障害のある児童・生徒のための学校一
覧表】をご覧ください。

〈問合せ〉
　学務課学務係（内線：12621～ 12623）
　直通電話　　　（042）420�2824
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障害のある児童・生徒のための学校一覧表 身  知  精  
  特別支援学級（固定）  

種別 設置者 学校名 設置学部 所在地 電話

Ａ
学
級

市立

田無小学校

小

田無町４�５�21 （042）461�0046

中原小学校 ひばりが丘２�６�25 （042）424�0083

東小学校 東町６�２�33 （042）422�2202

柳沢小学校 南町２�12�37 （042）468�3676

Ｂ
学
級

田無小学校 田無町４�５�21 （042）461�0046

中原小学校 ひばりが丘２�６�25 （042）424�0083

東小学校 東町６�２�33 （042）422�2202

柳沢小学校 南町２�12�37 （042）468�3676

Ｉ
学
級

市立

田無第一中学校

中

南町６�９�37 （042）461�1131

保谷中学校 保谷町１�17�４ （042）463�2551

青嵐中学校 北町２�13�17 （042）425�2771

Ｊ
学
級

田無第一中学校 南町６�９�37 （042）461�1131

保谷中学校 保谷町１�17�４ （042）463�2551

青嵐中学校 北町２�13�17 （042）425�2771

※Ａ学級・Ｉ学級は、生活を題材に、生活の中で学び、その個々の力を伸ばしていく経験
を重視した教育を進める学級です。

　Ｂ学級・Ｊ学級は、人間関係や集団参加など社会性を学び、自分の力をきちんと発揮で
きる「生きる力」を伸ばす学級です。
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保育
保育園入所および一時保育の利用に関すること 
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通級・特別支援学級・特別支援学校等  担当窓口　学務課

西東京市立の小中学校には、支援が必要なお子さんについて、通常の学級に在籍し週１回
１単位時間から週１回半日程度通って支援を受ける特別支援教室・通級指導学級と、毎日
通学し、少人数体制で指導を受ける特別支援学級（固定制）とがあります。
また、都が設置している学校として、都立特別支援学校があります。
都立特別支援学校や固定制特別支援学級への就学・転学、特別支援教室や通級指導学級の
利用などについて相談されたい方は、学務課学務係にお問合せください。
西東京市における学級・学校等につきましては、【障害のある児童・生徒のための学校一
覧表】をご覧ください。

〈問合せ〉
　学務課学務係（内線：12621～ 12623）
　直通電話　　　（042）420�2824
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11. 

障害のある児童・生徒のための学校一覧表 身  知  精  
  特別支援学級（固定）  

種別 設置者 学校名 設置学部 所在地 電話

Ａ
学
級

市立

田無小学校

小

田無町４�５�21 （042）461�0046

中原小学校 ひばりが丘２�６�25 （042）424�0083

東小学校 東町６�２�33 （042）422�2202

柳沢小学校 南町２�12�37 （042）468�3676

Ｂ
学
級

田無小学校 田無町４�５�21 （042）461�0046

中原小学校 ひばりが丘２�６�25 （042）424�0083

東小学校 東町６�２�33 （042）422�2202

柳沢小学校 南町２�12�37 （042）468�3676

Ｉ
学
級

市立

田無第一中学校

中

南町６�９�37 （042）461�1131

保谷中学校 保谷町１�17�４ （042）463�2551

青嵐中学校 北町２�13�17 （042）425�2771

Ｊ
学
級

田無第一中学校 南町６�９�37 （042）461�1131

保谷中学校 保谷町１�17�４ （042）463�2551

青嵐中学校 北町２�13�17 （042）425�2771

※Ａ学級・Ｉ学級は、生活を題材に、生活の中で学び、その個々の力を伸ばしていく経験
を重視した教育を進める学級です。

　Ｂ学級・Ｊ学級は、人間関係や集団参加など社会性を学び、自分の力をきちんと発揮で
きる「生きる力」を伸ばす学級です。

種  別 設置者 学校名 所在地 電  話

Ａ
学
級
・
Ｂ
学
級

市立

田無小学校 西東京市田無町 4-5-21 （042）461-0046

中原小学校 西東京市ひばりが丘 2-6-25 （042）424-0083

東小学校 西東京市東町 6-2-33 （042）422-2202

柳沢小学校 西東京市南町 2-12-37 （042）468-3676

Ｉ
学
級
・
Ｊ
学
級

田無第一中学校 西東京市南町 6-9-37 （042）461-1131

保谷中学校 西東京市保谷町 1-17-4 （042）463-2551

ひばりが丘中学校 西東京市ひばりが丘 3-2-42 （042）439-5546

青嵐中学校 西東京市北町 2-13-17 （042）425-2771

A 学級・I 学級は、生活を題材に、生活の中で学び、個々の力を伸ばしていく経験を重
視した教育を進める学級です。
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障害のあるじどう、生徒のための学校一覧表
特別支援学級（固定）
種別、 設置者、 学校名、 所在地、 電話
Ａ学級、Ｂ学級 市立、 田無小学校、 西東京市田無ちょう の の 、
市立、 なかはら小学校、 西東京市ひばりが丘 の の 、
市立、 ひがし小学校、 西東京市ひがしちょう の の 、
市立、 やぎさわ小学校、 西東京市みなみちょう の の 、

Ｉ学級、Ｊ学級、 市立、 田無第一中学校、 西東京市みなみちょう の の 、
市立、 保谷ちゅう学校、 西東京市保谷町 の の 、
市立、 ひばりが丘中学校、 西東京市ひばりが丘 の の 、
市立、 せいらん中学校、 西東京市北町 の の 、

※、Ａ学級、Ｉ学級は、生活を題材に、生活の中で学び、個々の力を伸ばしていく経験を重視した教育を進める
学級です。Ｂ学級、Ｊ学級は、人間関係や集団参加など社会性を学び、自分の力をきちんと発揮できる「生きる
力」を伸ばす学級です。
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覧表】をご覧ください。

〈問合せ〉
　学務課学務係（内線：12621～ 12623）
　直通電話　　　（042）420�2824

141

11. 
子
ど
も

141

11. 

障害のある児童・生徒のための学校一覧表 身  知  精  
  特別支援学級（固定）  

種別 設置者 学校名 設置学部 所在地 電話

Ａ
学
級

市立

田無小学校

小

田無町４�５�21 （042）461�0046

中原小学校 ひばりが丘２�６�25 （042）424�0083

東小学校 東町６�２�33 （042）422�2202

柳沢小学校 南町２�12�37 （042）468�3676

Ｂ
学
級

田無小学校 田無町４�５�21 （042）461�0046

中原小学校 ひばりが丘２�６�25 （042）424�0083

東小学校 東町６�２�33 （042）422�2202

柳沢小学校 南町２�12�37 （042）468�3676

Ｉ
学
級

市立

田無第一中学校

中

南町６�９�37 （042）461�1131

保谷中学校 保谷町１�17�４ （042）463�2551

青嵐中学校 北町２�13�17 （042）425�2771

Ｊ
学
級

田無第一中学校 南町６�９�37 （042）461�1131

保谷中学校 保谷町１�17�４ （042）463�2551

青嵐中学校 北町２�13�17 （042）425�2771

※Ａ学級・Ｉ学級は、生活を題材に、生活の中で学び、その個々の力を伸ばしていく経験
を重視した教育を進める学級です。

　Ｂ学級・Ｊ学級は、人間関係や集団参加など社会性を学び、自分の力をきちんと発揮で
きる「生きる力」を伸ばす学級です。
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11. 子ども

保育
保育園入所および一時保育の利用に関すること 

  西東京市保育課  
　（田無庁舎）田無第二庁舎２階
　直通電話 （042）460�9842　　（内線：11533、11534、11535、11536）

学童クラブ入所に関すること 
  西東京市児童青少年課  
　（田無庁舎）田無第二庁舎２階
　直通電話 （042）460�9843　　（内線：11541、11542、11543、11544、11545、11546）

教育
通級・特別支援学級・特別支援学校等  担当窓口　学務課

西東京市立の小中学校には、支援が必要なお子さんについて、通常の学級に在籍し週１回
１単位時間から週１回半日程度通って支援を受ける特別支援教室・通級指導学級と、毎日
通学し、少人数体制で指導を受ける特別支援学級（固定制）とがあります。
また、都が設置している学校として、都立特別支援学校があります。
都立特別支援学校や固定制特別支援学級への就学・転学、特別支援教室や通級指導学級の
利用などについて相談されたい方は、学務課学務係にお問合せください。
西東京市における学級・学校等につきましては、【障害のある児童・生徒のための学校一
覧表】をご覧ください。

〈問合せ〉
　学務課学務係（内線：12621～ 12623）
　直通電話　　　（042）420�2824
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11. 

障害のある児童・生徒のための学校一覧表 身  知  精  
  特別支援学級（固定）  

種別 設置者 学校名 設置学部 所在地 電話

Ａ
学
級

市立

田無小学校

小

田無町４�５�21 （042）461�0046

中原小学校 ひばりが丘２�６�25 （042）424�0083

東小学校 東町６�２�33 （042）422�2202

柳沢小学校 南町２�12�37 （042）468�3676

Ｂ
学
級

田無小学校 田無町４�５�21 （042）461�0046

中原小学校 ひばりが丘２�６�25 （042）424�0083

東小学校 東町６�２�33 （042）422�2202

柳沢小学校 南町２�12�37 （042）468�3676

Ｉ
学
級

市立

田無第一中学校

中

南町６�９�37 （042）461�1131

保谷中学校 保谷町１�17�４ （042）463�2551

青嵐中学校 北町２�13�17 （042）425�2771

Ｊ
学
級

田無第一中学校 南町６�９�37 （042）461�1131

保谷中学校 保谷町１�17�４ （042）463�2551

青嵐中学校 北町２�13�17 （042）425�2771

※Ａ学級・Ｉ学級は、生活を題材に、生活の中で学び、その個々の力を伸ばしていく経験
を重視した教育を進める学級です。

　Ｂ学級・Ｊ学級は、人間関係や集団参加など社会性を学び、自分の力をきちんと発揮で
きる「生きる力」を伸ばす学級です。

設置者 学校名 所在地 電  話

市立

田無小学校 西東京市田無町 4-5-21 （042）464-2111
保谷小学校 西東京市保谷町 1-3-35 （042）463-4511

保谷第一小学校　★ 西東京市下保谷 1-4-4 （042）422-4513
保谷第二小学校 西東京市柳沢 4-2-11 （042）463-4515
谷戸小学校　★ 西東京市緑町 3-1-1 （042）463-2661

東伏見小学校　★ 西東京市東伏見 6-1-28 （042）463-4517
中原小学校 西東京市ひばりが丘 2-6-25 （042）422-4518
向台小学校 西東京市向台町 2-1-1 （042）464-2112
碧山小学校 西東京市中町 5-11-4 （042）422-4521

芝久保小学校 西東京市芝久保町 3-7-1 （042）463-2869
栄小学校 西東京市栄町 2-10-9 （042）423-0276

谷戸第二小学校 西東京市谷戸町 1-17-27 （042）421-5051
東小学校 西東京市東町 6-2-33 （042）421-6009

柳沢小学校 西東京市南町 2-12-37 （042）465-2903
上向台小学校 西東京市向台町 6-7-28 （042）467-1151
本町小学校 西東京市保谷町 1-14-23 （042）467-5956
住吉小学校 西東京市住吉町 5-2-1 （042）423-4187

けやき小学校　★ 西東京市芝久保町 5-7-1 （042）464-2525
田無第一中学校 西東京市南町 6-9-37 （042）462-2811

保谷中学校 西東京市保谷町 1-17-4 （042）463-2551
田無第二中学校　★ 西東京市北原町 2-9-1 （042）462-2812
ひばりが丘中学校 西東京市ひばりが丘 3-2-42 （042）439-5550
田無第三中学校 西東京市西原町 3-4-1 （042）462-2814

青嵐中学校 西東京市北町 2-13-17 （042）422-3615
柳沢中学校 西東京市柳沢 3-8-22 （042）463-5014

田無第四中学校 西東京市向台町 2-14-9 （042）465-6113
明保中学校　★ 西東京市東町 1-1-24 （042）421-3611

設置者 学校名 所在地 電  話

市立
保谷小学校 西東京市保谷町 1-3-35 （042）463-1282

芝久保小学校 西東京市芝久保町 3-7-1 （042）451-3030

特別支援教室

通級指導学級（ことばの教室）

★は特別支援教室拠点校
※特別支援教室の指導形態には、一人ひとりの個別課題に取り組む個別指導と、コミュニ
ケーションや対人関係などの社会性を高める小集団指導があります。
※小集団指導について、児童・生徒が拠点校に通い指導を受ける形から、市立全小・中学
校（児童・生徒が在籍する学校）で指導を受ける形となる予定です（令和６年度から）。

※ことばの教室は、主に発音や吃音の改善を目指す指導を行っています。
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ページ
特別支援教室
設置者、 学校名、 所在地、 電話
市立小学校、
田無小学校、 西東京市田無町 の の 、
保谷小学校、 西東京市保谷町 の の 、
保谷第一小学校、ほしじるし、 西東京市 下保谷 の の 、
保谷第二小学校、 西東京市やぎさわ の の 、
やと小学校、ホシじるし、 西東京市緑町 の の 、
東伏見小学校、ホシじるし、 西東京市東伏見 の の 、
なかはら小学校、 西東京市ひばりが丘 の の
むこうだい小学校、 西東京市むこうだいちょう の の 、
へきざん小学校、 西東京市なかまち の の 、
芝くぼ小学校、 西東京市しばくぼちょう の の 、
栄小学校、 西東京市さかえちょう の の 、
やと第二小学校、 西東京市やと町 の の 、
ひがし小学校、 西東京市ひがしちょう の の 、
やぎさわ小学校、 西東京市南ちょう の の 、
かみむこうだい小学校、西東京市むこうだいちょう の の 、
ほんちょう小学校、 西東京市保谷町 の の 、
住吉小学校、 西東京市住吉町 の の 、
けやき小学校、ホシじるし、 西東京市芝久保町 の の 、
市立中学校
田無第一中学校 、西東京市南ちょう 6 の 9 の 37 042-462-2811 

保谷ちゅう学校 、西東京市保谷町一-17 の 4 042-463-2551 

田無第二中学校、 ほしじるし、 西東京市北原ちょう 2 の 9 の 1 042-462-2812 

ひばりが丘中学校 、西東京市ひばりが丘三-2-42 042-439-5550 

田無第三中学校 、西東京市西原町三-4-1 042-462-2814 

青嵐中学校 、西東京市北町二の 13-17 042-422-3615 

柳沢中学校 、西東京市柳沢三の 8の 22 042-463-5014 

田無第四中学校 、西東京市むこうだいちょう 2 の 14 の 9 042-465-6113 

めいほう中学校、 ほしじるし、 西東京市ひがしちょう 1 の 1の 24 042-421-3611 

 

ほしじるし は特別支援教室拠点校
※特別支援教室の指導形態には、一人ひとりの個別課題に取り組む個別指導と、コミュニケーションや対人関係
などの社会性を高める小集団指導があります。
※小集団指導について、児童・生徒が拠点校に通い指導を受ける形から、市立全小・中学校（児童・生徒が在籍
する学校）で指導を受ける形となる予定です。（令和６年度から）。

通級指導学級（ことばの教室
設置者、 学校名、 所在地、 電話
市立、 保谷小学校、 西東京市保谷町 の の 、
芝くぼ小学校、 西東京市芝久保町 の の 、
※、ことばの教室は、主に発音や吃音の改善を目指す指導を行っています。
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  特別支援教室  

種別 設置者 学校名 設置学部 所在地 電話

特
別
支
援
教
室
Ｌ
教
室・Ｓ
教
室

市立

田無小学校

小

田無町４�５�21 （042）464�2111
保谷小学校 保谷町１�３�35 （042）463�4511

保谷第一小学校　★ 下保谷１�４�４ （042）422�4513
保谷第二小学校 柳沢４�２�11 （042）463�4515
谷戸小学校　★ 緑町３�１�１ （042）463�2661
東伏見小学校　★ 東伏見６�１�28 （042）463�4517
中原小学校 ひばりが丘２�６�25 （042）422�4518
向台小学校 向台町２�１�１ （042）464�2112
碧山小学校 中町５�11�４ （042）422�4521
芝久保小学校 芝久保町３�７�１ （042）463�2869
栄小学校 栄町２�10�９ （042）423�0276

谷戸第二小学校 谷戸町１�17�27 （042）421�5051
東小学校 東町６�２�33 （042）421�6009
柳沢小学校 南町２�12�37 （042）465�2903
上向台小学校 向台町６�７�28 （042）467�1151
本町小学校 保谷町１�14�23 （042）467�5956
住吉小学校 住吉町５�２�１ （042）423�4187
けやき小学校 芝久保町５�７�１ （042）464�2525

※Ｌ教室は、週１回、１単位時間程度の授業を基本とし、学習上の困難の背景に焦点をあ
て、一人ひとりの個別課題に取り組む教室です。
　Ｓ教室は、週１回、半日程度の授業で、小集団指導により、コミュニケーションや対人
関係などの社会性を高める教室です。
　Ｌ教室は全校に、Ｓ教室は★の付いた学校に設置されており保護者等の送迎により通い
ます。

  通級指導学級  

種別 設置者 学校名 設置学部 所在地 電話
こ
と
ば

の
教
室

市立
保谷小学校

小
保谷町１�３�35 （042）463�1282

芝久保小学校 芝久保町３�７�１ （042）451�3030

Ｋ
組 市立

田無第二中学校
中

北原町２�９�１ （042）464�7447
明保中学校 東町１�１�24 （042）439�6780

※ことばの教室は、主に発音や吃音の改善を目指す指導を行っています。
Ｋ組は、個別指導や小集団指導を通して、社会性を高めるとともに、自己理解や進路選
択など、自分のことについて考える力をつけていきます。
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  特別支援学校  

種別 設置者 学校名 設置学部 所在地 電話

視
覚
障
害
児
の

た
め
の
学
校

都立

葛飾盲学校 幼・小・中 〒124�0006
葛飾区堀切７�31�５ （03）3604�6435

八王子盲学校 幼・小・中・高・専 〒193�0931
八王子市台町３�19�22 （042）623�3278

久我山青光学園 幼・小・中 〒157�0061
世田谷区北烏山４�37�１ （03）3300�6235

聴
覚
障
害
児
の
た
め
の
学
校

都立

大塚ろう学校 幼・小 〒170�0002
豊島区巣鴨４�20�８ （03）3918�3347

大塚ろう学校
城東分教室 幼・小 〒136�0072

江東区大島６�７�３ （03）3682�9100

大塚ろう学校
永福分教室 幼・小 〒168�0064

杉並区永福１�７�28 （03）3323�8376

立川ろう学校 幼・小・中・高・専 〒190�0003
立川市栄町１�15�７ （042）523�1358

葛飾ろう学校 幼・小・中・高・専 〒124�0002
葛飾区西亀有２�58�１ （03）3606�0121

中央ろう学校 中・高 〒168�0073
杉並区下高井戸２�22�10 （03）5301�3031

肢
体
不
自
由
児

の
た
め
の
学
校

都立
小平特別支援学校 小・中・高 〒187�0035

小平市小川西町２�33�１ （042）342�1671

大泉特別支援学校 小・中・高 〒178�0061
練馬区大泉学園町９�３�１ （03）3921�1381

知
的
障
害

児
の
た
め

の
学
校

都立 石神井特別支援学校 小・中 〒177�0045
練馬区石神井台８�20�35 （03）3929�0012

病
弱
特
別
支
援
学
校

都立

武蔵台学園
府中分教室 小・中 〒183�8561

府中市武蔵台２�８�29 （042）312�8115

光明学園 小・中・高 〒156�0043
世田谷区松原６�38�27 （03）3323�8421

光明学園
そよ風分教室 小・中・高 〒157�8535

世田谷区大蔵２�10�１ （03）5494�1238

小平特別支援学校
武蔵分教室 小・中・高 〒187�0031

小平市小川東町４�１�１ （042）344�4537

北特別支援学校
東大こだま分教室 小・中・高 〒113�0033

文京区本郷７�３�１ （03）3818�9939

墨東特別支援学校
いるか分教室 小・中・高 〒104�0045

中央区築地５�１�１ （03）3547�5226

※西東京市の通学区域の学校のみ記載しています。
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11. 

発達支援
こどもの発達センターひいらぎ 
就学前の発達に遅れや心配のある子などが家庭や地域で健やかに育つよう応援します。

●相談事業
相談の種類 ことばの相談 からだの相談 発達全般の子育て相談

内容 ・ことばの遅れ
・発音、吃音　など

・歩けない、ハイハイしない
・ころびやすい
・手足や体の動きが気になる
　など

・目が合わない
・呼んでも振り向かない
・行動に落ち着きがない
・おもちゃや友達に関心を示さない
・集団に入れない　など

日時 火・水・木・金曜日 水・木曜日 随時
担当 言語聴覚士 理学療法士または作業療法士 ひいらぎ職員
その他 要電話予約（受付時間／月～金曜日　午前９時～午後４時）

●通所事業
事業の種類 めだか（親子参加）

グループ
くじら（単独療育）
グループ

並行（単独療育）
グループ

まんぼう（課題別学習）
グループ

対象年齢 ０～２歳児 ３～５歳児 保育園や幼稚園に通園
している３～５歳児

保育園や幼稚園に通園
している３～５歳児

日時 水曜日
午前９時30分～11時30分

週４日（月・火・木・金曜日）
午前９時30分～午後１時30分

週１日（水曜日）※半年間
午前９時30分～午後０時30分

月２回（月・水曜日）のいずれか
午後２時30分～午後４時

内容

・親子で様々な遊びや集団
活動を行う中で、ことば
や体の発達を促す

・必要に応じ、機能訓練・
摂食指導・言語指導など
専門療育指導を実施

・子育て相談全般

〈ねらい〉
○基本的生活習慣を身につ
ける

○丈夫な体を作り、体全体
の発達を促す

○人と関わる力やコミュニ
ケーション能力を育てる

・保護者と離れての活動
・親子参加プログラム・学
習会など

・必要に応じ、機能訓練・
摂食指導・言語指導・療
育相談など専門療育指導
を実施

〈ねらい〉
○基本的生活習慣を身につ
ける

○丈夫な体を作り、体全体
の発達を促す

○人と関わる力やコミュニ
ケーション能力を育てる

・保護者と離れての活動
・連絡ノートなどによる、
幼稚園・保育園と家庭と
の連携

〈ねらい〉
○子どもに合わせた課題、
やり方を通して「わかる
できる」経験を積み、自
信を育てる

○着席・注目して話を聴く
姿勢や周囲と協調して行
動するなどの社会性を育
てる

・運動・ことばや認知・手
指の課題などのグループ
活動

・連絡ノートなどによる、
幼稚園・保育園と家庭と
の連携

その他 ・送迎バスあり
・利用料は無料

・送迎バスあり
・児童発達支援事業による
利用者負担あり（無償化
のため実費負担なし）

・送迎バスなし
・児童発達支援事業による
利用者負担あり（無償化
のため実費負担なし）

・送迎バスなし
・児童発達支援事業による
利用者負担あり（無償化
のため実費負担なし）

●外来事業
療育の種類 外来機能訓練 外来言語指導

日時 水・木曜日
午前９時40分～午後３時

火～金曜日
午前９時15分～午後３時15分

内容 運動発達の遅れや身体障害のある子どもに対する、理学
療法士・作業療法士による療育指導・機能訓練

ことばの遅れや構音障害などの子どもに対する、言語聴覚
士による言語訓練

〈問合せ〉
住吉会館ルピナス１階
西東京市住吉町６�15� ６
電話（042）422�9897
窓口時間　月～金曜日の午前９時～午後５時

視
覚
障
害
者
の

た
め
の
学
校

肢
体
不
自
由
者

の
た
め
の
学
校

知
的
障
害

者
の
た
め

の
学
校

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
学
校

病
弱
者
の
た
め
の
学
校

3685

3034

立川学園
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ページ
特別支援学校
種別、 視覚障害者のための学校
設置者、 学校名、 設置学部、 所在地、 電話
都立、 葛飾盲学校、 よう、しょう、ちゅう、 〒 、葛飾区堀切 の の 、
都立、 八王子盲学校、 よう、しょう、ちゅう、こう、専、 〒 、八王子市台町 の の 、
都立、 久我山せいこう学園、 よう、しょう、ちゅう、 〒 、世田谷区北烏山 の の 、
種別、 聴覚障害者のための学校
設置者、 学校名、 設置学部、 所在地、 電話
都立、 大塚ろう学校、 よう、しょう、 〒 、豊島区巣鴨 の の 、
都立、 大塚ろう学校、城東分教室、 よう、しょう、 〒 、江東区大島 の の 、
都立、 大塚ろう学校、永福分教室、 よう、しょう、 〒 、杉並区永福 の の 、
都立、 立川学園、 よう、しょう、ちゅう、こう、専、 〒 、立川市栄町 の の 、
都立、 葛飾ろう学校、 よう、しょう、ちゅう、こう、専、 〒 、葛飾区西亀有 の の 、
都立、 中央ろう学校、 ちゅう、高、 〒 、杉並区しもたかいど の の 、
種別、 肢体不自由者のための学校
設置者、 学校名、 設置学部、 所在地、 電話
都立、 小平特別支援学校、 しょう、ちゅう、高、 〒 、小平市小川西町 の の 、
都立、 大泉特別支援学校、 しょう、ちゅう、高、 〒 、練馬区、おおいずみ学園町 の の 、

種別、 知的障害者のための学校
設置者、 学校名、 設置学部、 所在地、 電話、
都立、 石神井特別支援学校、 しょう、ちゅう、 〒 、練馬区石神井台 の の 、
種別、 病弱者のための学校
設置者、 学校名、 設置学部、 所在地、 電話、
都立、 武蔵台学園府中分教室、 しょう、ちゅう、 〒 、府中市武蔵台 の の 、
都立、 こうめい学園、 しょう、ちゅう、高、 〒 、世田谷区松原 の の 、
都立、 こうめい学園そよ風分教室、 しょう、ちゅう、高、 〒 、世田谷区大蔵 の の 、

都立、 小平特別支援学校武蔵分教室、 しょう、ちゅう、高、 〒 、小平市おがわ東町 の の 、

都立、 北特別支援学校東大こだま分教室、 しょう、ちゅう、高、 〒 、文京区本郷 の の 、

都立、 ぼくとう特別支援学校いるか分教室、 しょう、ちゅう、高、 〒 、中央区築地 の の 、

西東京市の通学区域の学校のみ記載しています
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  特別支援教室  

種別 設置者 学校名 設置学部 所在地 電話

特
別
支
援
教
室
Ｌ
教
室・Ｓ
教
室

市立

田無小学校

小

田無町４�５�21 （042）464�2111
保谷小学校 保谷町１�３�35 （042）463�4511

保谷第一小学校　★ 下保谷１�４�４ （042）422�4513
保谷第二小学校 柳沢４�２�11 （042）463�4515
谷戸小学校　★ 緑町３�１�１ （042）463�2661
東伏見小学校　★ 東伏見６�１�28 （042）463�4517
中原小学校 ひばりが丘２�６�25 （042）422�4518
向台小学校 向台町２�１�１ （042）464�2112
碧山小学校 中町５�11�４ （042）422�4521
芝久保小学校 芝久保町３�７�１ （042）463�2869
栄小学校 栄町２�10�９ （042）423�0276

谷戸第二小学校 谷戸町１�17�27 （042）421�5051
東小学校 東町６�２�33 （042）421�6009
柳沢小学校 南町２�12�37 （042）465�2903
上向台小学校 向台町６�７�28 （042）467�1151
本町小学校 保谷町１�14�23 （042）467�5956
住吉小学校 住吉町５�２�１ （042）423�4187
けやき小学校 芝久保町５�７�１ （042）464�2525

※Ｌ教室は、週１回、１単位時間程度の授業を基本とし、学習上の困難の背景に焦点をあ
て、一人ひとりの個別課題に取り組む教室です。

　Ｓ教室は、週１回、半日程度の授業で、小集団指導により、コミュニケーションや対人
関係などの社会性を高める教室です。

　Ｌ教室は全校に、Ｓ教室は★の付いた学校に設置されており保護者等の送迎により通い
ます。

  通級指導学級  

種別 設置者 学校名 設置学部 所在地 電話
こ
と
ば

の
教
室

市立
保谷小学校

小
保谷町１�３�35 （042）463�1282

芝久保小学校 芝久保町３�７�１ （042）451�3030

Ｋ
組 市立

田無第二中学校
中

北原町２�９�１ （042）464�7447
明保中学校 東町１�１�24 （042）439�6780

※ことばの教室は、主に発音や吃音の改善を目指す指導を行っています。
Ｋ組は、個別指導や小集団指導を通して、社会性を高めるとともに、自己理解や進路選
択など、自分のことについて考える力をつけていきます。

143

11. 
子
ど
も

143

11. 

  特別支援学校  

種別 設置者 学校名 設置学部 所在地 電話

視
覚
障
害
児
の

た
め
の
学
校

都立

葛飾盲学校 幼・小・中 〒124�0006
葛飾区堀切７�31�５ （03）3604�6435

八王子盲学校 幼・小・中・高・専 〒193�0931
八王子市台町３�19�22 （042）623�3278

久我山青光学園 幼・小・中 〒157�0061
世田谷区北烏山４�37�１ （03）3300�6235

聴
覚
障
害
児
の
た
め
の
学
校

都立

大塚ろう学校 幼・小 〒170�0002
豊島区巣鴨４�20�８ （03）3918�3347

大塚ろう学校
城東分教室 幼・小 〒136�0072

江東区大島６�７�３ （03）3682�9100

大塚ろう学校
永福分教室 幼・小 〒168�0064

杉並区永福１�７�28 （03）3323�8376

立川ろう学校 幼・小・中・高・専 〒190�0003
立川市栄町１�15�７ （042）523�1358

葛飾ろう学校 幼・小・中・高・専 〒124�0002
葛飾区西亀有２�58�１ （03）3606�0121

中央ろう学校 中・高 〒168�0073
杉並区下高井戸２�22�10 （03）5301�3031

肢
体
不
自
由
児

の
た
め
の
学
校

都立
小平特別支援学校 小・中・高 〒187�0035

小平市小川西町２�33�１ （042）342�1671

大泉特別支援学校 小・中・高 〒178�0061
練馬区大泉学園町９�３�１ （03）3921�1381

知
的
障
害

児
の
た
め

の
学
校

都立 石神井特別支援学校 小・中 〒177�0045
練馬区石神井台８�20�35 （03）3929�0012

病
弱
特
別
支
援
学
校

都立

武蔵台学園
府中分教室 小・中 〒183�8561

府中市武蔵台２�８�29 （042）312�8115

光明学園 小・中・高 〒156�0043
世田谷区松原６�38�27 （03）3323�8421

光明学園
そよ風分教室 小・中・高 〒157�8535

世田谷区大蔵２�10�１ （03）5494�1238

小平特別支援学校
武蔵分教室 小・中・高 〒187�0031

小平市小川東町４�１�１ （042）344�4537

北特別支援学校
東大こだま分教室 小・中・高 〒113�0033

文京区本郷７�３�１ （03）3818�9939

墨東特別支援学校
いるか分教室 小・中・高 〒104�0045

中央区築地５�１�１ （03）3547�5226
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発達支援
こどもの発達センターひいらぎ 
就学前の発達に遅れや心配のある子などが家庭や地域で健やかに育つよう応援します。

●相談事業
相談の種類 ことばの相談 からだの相談 発達全般の子育て相談

内容 ・ことばの遅れ
・発音、吃音　など

・歩けない、ハイハイしない
・ころびやすい
・手足や体の動きが気になる
　など

・目が合わない
・呼んでも振り向かない
・行動に落ち着きがない
・おもちゃや友達に関心を示さない
・集団に入れない　など

日時 火・水・木・金曜日 水・木曜日 随時
担当 言語聴覚士 理学療法士または作業療法士 ひいらぎ職員
その他 要電話予約（受付時間／月～金曜日　午前９時～午後４時）

●通所事業
事業の種類 めだか（親子参加）

グループ
くじら（単独療育）
グループ

並行（単独療育）
グループ

まんぼう（課題別学習）
グループ

対象年齢 ０～２歳児 ３～５歳児 保育園や幼稚園に通園
している３～５歳児

保育園や幼稚園に通園
している３～５歳児

日時 水曜日
午前９時30分～11時30分

週４日（月・火・木・金曜日）
午前９時30分～午後１時30分

週１日（水曜日）※半年間
午前９時30分～午後０時30分

月２回（月・水曜日）のいずれか
午後２時30分～午後４時

内容

・親子で様々な遊びや集団
活動を行う中で、ことば
や体の発達を促す
・必要に応じ、機能訓練・
摂食指導・言語指導など
専門療育指導を実施
・子育て相談全般

〈ねらい〉
○基本的生活習慣を身につ
ける

○丈夫な体を作り、体全体
の発達を促す

○人と関わる力やコミュニ
ケーション能力を育てる

・保護者と離れての活動
・親子参加プログラム・学
習会など

・必要に応じ、機能訓練・
摂食指導・言語指導・療
育相談など専門療育指導
を実施

〈ねらい〉
○基本的生活習慣を身につ
ける

○丈夫な体を作り、体全体
の発達を促す

○人と関わる力やコミュニ
ケーション能力を育てる

・保護者と離れての活動
・連絡ノートなどによる、
幼稚園・保育園と家庭と
の連携

〈ねらい〉
○子どもに合わせた課題、
やり方を通して「わかる
できる」経験を積み、自
信を育てる

○着席・注目して話を聴く
姿勢や周囲と協調して行
動するなどの社会性を育
てる

・運動・ことばや認知・手
指の課題などのグループ
活動

・連絡ノートなどによる、
幼稚園・保育園と家庭と
の連携

その他 ・送迎バスあり
・利用料は無料

・送迎バスあり
・児童発達支援事業による
利用者負担あり（無償化
のため実費負担なし）

・送迎バスなし
・児童発達支援事業による
利用者負担あり（無償化
のため実費負担なし）

・送迎バスなし
・児童発達支援事業による
利用者負担あり（無償化
のため実費負担なし）

●外来事業
療育の種類 外来機能訓練 外来言語指導

日時 水・木曜日
午前９時40分～午後３時

火～金曜日
午前９時15分～午後３時15分

内容 運動発達の遅れや身体障害のある子どもに対する、理学
療法士・作業療法士による療育指導・機能訓練

ことばの遅れや構音障害などの子どもに対する、言語聴覚
士による言語訓練

〈問合せ〉
住吉会館ルピナス１階
西東京市住吉町６�15� ６
電話（042）422�9897
窓口時間　月～金曜日の午前９時～午後５時

受　　付 要電話予約（受付時間／月～金曜日　午前９時～午後４時）　電話（042）422-9897
相　　談 電話または来所等で、相談員がご相談をお受けします。
対　　象 未就学児（０歳～） 学齢児（～ 18 歳）

内　　容 お子さんの状態に合わせて、各種専門職員が評価を行い、
今後の方針を保護者様と一緒に考えます。

ご相談いただいた内容を丁寧に聞き取り、適切な支援先
へおつなぎします。

内　　容 発達に遅れや心配のあるお子さんに対して、言語発達・運動発達の評価、指導、経過観察を行います。

内　　容 相談後の年齢別グループ支援を行います。

内　　容 幼稚園・保育園に通っている、専門的且つ緊急的な支援を必要とするお子さんに対し、訪問支援員が所属園に訪問
し支援を行います。

内　　容 幼稚園や保育園その他子育て関係機関対象に巡回訪問や学習会等、市民の方を対象にした発達に関する講座等を行
います。

事業の種類 めだか（親子参加）
グループ

くじら（単独療育）
グループ

ぺんぎん（単独療育）
グループ

まんぼう（課題別学習）
グループ

対象年齢 ２歳児 ３～５歳児 保育園や幼稚園に
通園している３～５歳児

保育園や幼稚園に
通園している３～５歳児

日　　時
週１日
午前９時～午前 10 時 15 分
午前 10 時 30 分～
　　　　　午前 11 時 45 分

週４日
午前９時 30 分～
　　　　　 午後１時 30 分

週１日
午前９時 30 分～午後１時

月２回
午後２時 30 分～午後４時
午前 9 時 30 分～
　　　11 時（月のみ）

内　　容
親子で様々な集団活動をす
る中で、ことばや身体の発
達を促します。

ひとりひとりの発達を踏ま
え、集団活動や個別での指
導を行います。
保護者の方と協力し合い、
同じ視点をもってお子さん
の成長を促していくグルー
プです。

所属園と連携しながら、お
子さんの集団生活での育ち
を支えます。
基本的生活習慣と社会性の
指導を行うグループです。

所属園と連携しながら、お
子さんの集団生活での育ち
を支えます。
小集団で課題を行い、「わ
かって、やりきる」経験を
積む中で、自信を育て、発
達を促すグループです。

そ の 他
児童発達支援事業による利
用者負担あり

（第 2 子以降の児童は無償化
のため実費負担なし）

児童発達支援事業による利
用者負担あり（無償化のた
め実費負担なし）
給食費実費負担あり

児童発達支援事業による利
用者負担あり（無償化のた
め実費負担なし）
半期見直しあり

児童発達支援事業による利
用者負担あり（無償化のた
め実費負担なし）
半期見直しあり

●相談

●発達支援（０～５歳児）
　・児童発達支援事業

　・個別療育

　・フォローグループ

　・保育所等訪問支援事業

　・地域支援事業

  西東京市児童発達支援センターひいらぎ

西東京市児童発達支援センターひいらぎ　（月～金曜日　窓口時間　午前９時～午後５時）
住吉町６-15- ６《住吉会館１階》　電話　042-422-9897

発達に遅れや心配のあるお子さんが、家庭や地域で健やかに育つよう支援します。
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ページ
発達支援
西東京市児童発達支援センターひいらぎ
発達に遅れや心配のあるお子さんが、家庭や地域で健やかに育つよう支援します。
相談
受付 要電話予約（受付時間／げつから金曜日 午前９時から午後４時）電話
相談 電話または来所等で、相談員がご相談をお受けします。
対象 未就学児（０歳から、 学齢児（から１８歳まで
発達支援（０歳から５歳児
児童発達支援事業
事業の種類、めだか、（親子参加、グループ
対象年齢、 歳じ
日時、週いちにち、午前 時から午前 時 分、午前 時 分から午前 時 分
事業の種類、くじら（単独療育、グループ
対象年齢、 歳じから 歳じ
日時、週 日、午前 時 分から午後 時 分
事業の種類、ぺんぎん、（単独療育、 グループ
対象年齢、 保育園や幼稚園に通園している 歳じから 歳じ
日時、 週いちにち、午前 時 分から午後 時
事業の種類、まんぼう、（課題別学習、グループ
対象年齢、保育園や幼稚園に通園している 歳じから 歳じ
日時、つき 回、午後 時 分から午後 時 午前 時 分から 時（げつ、のみ）
個別療育
内容、 発達に遅れや心配のあるお子さんに対して、言語発達・運動発達の評価、指導、経過観察を行います。
フォローグループ
内容、 相談後の年齢別グループ支援を行います。
保育所等訪問支援事業
内容、 幼稚園・保育園に通っている、専門的且つ緊急的な支援を必要とするお子さんに対し、訪問支援員が所
属園に訪問し支援を行います。
地域支援事業
内容、 幼稚園や保育園その他子育て関係機関対象に巡回訪問や学習会等、市民のかたを対象にした発達に関す
る講座等を行います。
西東京市児童発達支援センターひいらぎ （月曜から金曜日 窓口時間 午前９時から午後５時）
住吉町６ ６《住吉会館１階》電話
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11. 

発達支援
こどもの発達センターひいらぎ 
就学前の発達に遅れや心配のある子などが家庭や地域で健やかに育つよう応援します。

●相談事業
相談の種類 ことばの相談 からだの相談 発達全般の子育て相談

内容 ・ことばの遅れ
・発音、吃音　など

・歩けない、ハイハイしない
・ころびやすい
・手足や体の動きが気になる
　など

・目が合わない
・呼んでも振り向かない
・行動に落ち着きがない
・おもちゃや友達に関心を示さない
・集団に入れない　など

日時 火・水・木・金曜日 水・木曜日 随時
担当 言語聴覚士 理学療法士または作業療法士 ひいらぎ職員
その他 要電話予約（受付時間／月～金曜日　午前９時～午後４時）

●通所事業
事業の種類 めだか（親子参加）

グループ
くじら（単独療育）
グループ

並行（単独療育）
グループ

まんぼう（課題別学習）
グループ

対象年齢 ０～２歳児 ３～５歳児 保育園や幼稚園に通園
している３～５歳児

保育園や幼稚園に通園
している３～５歳児

日時 水曜日
午前９時30分～11時30分

週４日（月・火・木・金曜日）
午前９時30分～午後１時30分

週１日（水曜日）※半年間
午前９時30分～午後０時30分

月２回（月・水曜日）のいずれか
午後２時30分～午後４時

内容

・親子で様々な遊びや集団
活動を行う中で、ことば
や体の発達を促す

・必要に応じ、機能訓練・
摂食指導・言語指導など
専門療育指導を実施

・子育て相談全般

〈ねらい〉
○基本的生活習慣を身につ
ける

○丈夫な体を作り、体全体
の発達を促す

○人と関わる力やコミュニ
ケーション能力を育てる

・保護者と離れての活動
・親子参加プログラム・学
習会など

・必要に応じ、機能訓練・
摂食指導・言語指導・療
育相談など専門療育指導
を実施

〈ねらい〉
○基本的生活習慣を身につ
ける

○丈夫な体を作り、体全体
の発達を促す

○人と関わる力やコミュニ
ケーション能力を育てる

・保護者と離れての活動
・連絡ノートなどによる、
幼稚園・保育園と家庭と
の連携

〈ねらい〉
○子どもに合わせた課題、
やり方を通して「わかる
できる」経験を積み、自
信を育てる

○着席・注目して話を聴く
姿勢や周囲と協調して行
動するなどの社会性を育
てる

・運動・ことばや認知・手
指の課題などのグループ
活動

・連絡ノートなどによる、
幼稚園・保育園と家庭と
の連携

その他 ・送迎バスあり
・利用料は無料

・送迎バスあり
・児童発達支援事業による
利用者負担あり（無償化
のため実費負担なし）

・送迎バスなし
・児童発達支援事業による
利用者負担あり（無償化
のため実費負担なし）

・送迎バスなし
・児童発達支援事業による
利用者負担あり（無償化
のため実費負担なし）

●外来事業
療育の種類 外来機能訓練 外来言語指導

日時 水・木曜日
午前９時40分～午後３時

火～金曜日
午前９時15分～午後３時15分

内容 運動発達の遅れや身体障害のある子どもに対する、理学
療法士・作業療法士による療育指導・機能訓練

ことばの遅れや構音障害などの子どもに対する、言語聴覚
士による言語訓練

〈問合せ〉
住吉会館ルピナス１階
西東京市住吉町６�15� ６
電話（042）422�9897
窓口時間　月～金曜日の午前９時～午後５時
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お子様のサービス
その他対象となる制度等 

章 事業名 掲載ページ
４章　日常生活の支援 中等度難聴児の補聴器購入費の補助 45ページ
４章　日常生活の支援 日常生活用具の中の「訓練いす」 46ページ
５章　手当・年金 障害児福祉手当（国の制度） 74ページ
５章　手当・年金 重度心身障害者手当（都の制度） 75ページ
５章　手当・年金 心身障害者福祉手当（市の制度） 76ページ
５章　手当・年金 難病者福祉手当（市の制度） 76ページ
５章　手当・年金 児童扶養手当（国の制度） 77ページ
５章　手当・年金 児童育成手当（育成手当）（都の制度） 78ページ
５章　手当・年金 児童育成手当（障害手当）（都の制度） 78ページ
５章　手当・年金 特別児童扶養手当（国の制度） 79ページ
５章　手当・年金 産科医療補償制度 83ページ
６章　医療 自立支援医療（育成医療） 87ページ
６章　医療 小児精神病入院医療費助成制度 90ページ
６章　医療 小児慢性疾患の医療費助成 90ページ
６章　医療 ひとり親家庭等医療費助成制度（都の制度） 91ページ

49 ページ
50 ページ
78 ページ
79 ページ
80 ページ
81ページ
82 ページ
82 ページ
83 ページ
83 ページ
87ページ
91ページ
94 ページ小児精神病医療費助成制度
94 ページ
95 ページ

助成４、日常生活支援
４、日常生活支援
５、手当・年金
５、手当・年金
５、手当・年金
５、手当・年金
５、手当・年金
５、手当・年金
５、手当・年金
５、手当・年金
５、手当・年金
６、医療
６、医療
６、医療
６、医療
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ページ
お子様のサービス、その他対象となる制度とう
章、事業名、掲載ページ
４、章 日常生活支援、ちゅうとうど難聴じの補聴器購入費の助成、 ページ
４、章 日常生活支援、日常生活用具の中の訓練いす、 ページ
５、章 手当、年金、障害児福祉手当、（国の制度、 ページ
５、章 手当、年金、重度心身障害者手当、（との制度、 ページ
５、章 手当、年金、心身障害者福祉手当、（しの制度、 ページ
５、章 手当、年金、難病者福祉手当、 （しの制度、 ページ
５、章 手当、年金、じどう扶養手当、（国の制度、 ページ
５、章 手当、年金、じどう育成手当、（育成手当、（との制度、 ページ
５、章 手当、年金、じどう育成手当、（障害手当、（との制度、 ページ
５、章 手当、年金、特別じどう扶養手当、（国の制度、 ページ
５、章 手当、年金、産科医療補償制度、 ページ
６、章 医療、自立支援医療、（育成医療、 ページ
６、章 医療、小児精神病医療費助成制度、 ページ
６、章 医療、しょうに慢性疾患の医療費助成、 ページ
６、章 医療、ひとり親家庭とう医療費助成制度、（との制度、 ページ
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発達支援
こどもの発達センターひいらぎ 
就学前の発達に遅れや心配のある子などが家庭や地域で健やかに育つよう応援します。

●相談事業
相談の種類 ことばの相談 からだの相談 発達全般の子育て相談

内容 ・ことばの遅れ
・発音、吃音　など

・歩けない、ハイハイしない
・ころびやすい
・手足や体の動きが気になる
　など

・目が合わない
・呼んでも振り向かない
・行動に落ち着きがない
・おもちゃや友達に関心を示さない
・集団に入れない　など

日時 火・水・木・金曜日 水・木曜日 随時
担当 言語聴覚士 理学療法士または作業療法士 ひいらぎ職員
その他 要電話予約（受付時間／月～金曜日　午前９時～午後４時）

●通所事業
事業の種類 めだか（親子参加）

グループ
くじら（単独療育）
グループ

並行（単独療育）
グループ

まんぼう（課題別学習）
グループ

対象年齢 ０～２歳児 ３～５歳児 保育園や幼稚園に通園
している３～５歳児

保育園や幼稚園に通園
している３～５歳児

日時 水曜日
午前９時30分～11時30分

週４日（月・火・木・金曜日）
午前９時30分～午後１時30分

週１日（水曜日）※半年間
午前９時30分～午後０時30分

月２回（月・水曜日）のいずれか
午後２時30分～午後４時

内容

・親子で様々な遊びや集団
活動を行う中で、ことば
や体の発達を促す

・必要に応じ、機能訓練・
摂食指導・言語指導など
専門療育指導を実施

・子育て相談全般

〈ねらい〉
○基本的生活習慣を身につ
ける

○丈夫な体を作り、体全体
の発達を促す

○人と関わる力やコミュニ
ケーション能力を育てる

・保護者と離れての活動
・親子参加プログラム・学
習会など

・必要に応じ、機能訓練・
摂食指導・言語指導・療
育相談など専門療育指導
を実施

〈ねらい〉
○基本的生活習慣を身につ
ける

○丈夫な体を作り、体全体
の発達を促す

○人と関わる力やコミュニ
ケーション能力を育てる

・保護者と離れての活動
・連絡ノートなどによる、
幼稚園・保育園と家庭と
の連携

〈ねらい〉
○子どもに合わせた課題、
やり方を通して「わかる
できる」経験を積み、自
信を育てる

○着席・注目して話を聴く
姿勢や周囲と協調して行
動するなどの社会性を育
てる

・運動・ことばや認知・手
指の課題などのグループ
活動

・連絡ノートなどによる、
幼稚園・保育園と家庭と
の連携

その他 ・送迎バスあり
・利用料は無料

・送迎バスあり
・児童発達支援事業による
利用者負担あり（無償化
のため実費負担なし）

・送迎バスなし
・児童発達支援事業による
利用者負担あり（無償化
のため実費負担なし）

・送迎バスなし
・児童発達支援事業による
利用者負担あり（無償化
のため実費負担なし）

●外来事業
療育の種類 外来機能訓練 外来言語指導

日時 水・木曜日
午前９時40分～午後３時

火～金曜日
午前９時15分～午後３時15分

内容 運動発達の遅れや身体障害のある子どもに対する、理学
療法士・作業療法士による療育指導・機能訓練

ことばの遅れや構音障害などの子どもに対する、言語聴覚
士による言語訓練

〈問合せ〉
住吉会館ルピナス１階
西東京市住吉町６�15� ６
電話（042）422�9897
窓口時間　月～金曜日の午前９時～午後５時

145

11. 
子
ど
も

145

11. 

お子様のサービス
その他対象となる制度等 

章 事業名 掲載ページ
４章　日常生活の支援 中等度難聴児の補聴器購入費の補助 45ページ
４章　日常生活の支援 日常生活用具の中の「訓練いす」 46ページ
５章　手当・年金 障害児福祉手当（国の制度） 74ページ
５章　手当・年金 重度心身障害者手当（都の制度） 75ページ
５章　手当・年金 心身障害者福祉手当（市の制度） 76ページ
５章　手当・年金 難病者福祉手当（市の制度） 76ページ
５章　手当・年金 児童扶養手当（国の制度） 77ページ
５章　手当・年金 児童育成手当（育成手当）（都の制度） 78ページ
５章　手当・年金 児童育成手当（障害手当）（都の制度） 78ページ
５章　手当・年金 特別児童扶養手当（国の制度） 79ページ
５章　手当・年金 産科医療補償制度 83ページ
６章　医療 自立支援医療（育成医療） 87ページ
６章　医療 小児精神病入院医療費助成制度 90ページ
６章　医療 小児慢性疾患の医療費助成 90ページ
６章　医療 ひとり親家庭等医療費助成制度（都の制度） 91ページ
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地域活動支援センター 
施設名 西東京市保谷障害者福祉センター

内容

【地域活動支援センター事業】
通所による日中活動と相談支援事業を実施しています。
理学療法士・作業療法士・言語聴覚士の指導のもと、機能訓練を行います。また講師
の指導のもと音楽療法や、創作的活動として陶芸教室・園芸教室等を行っています。
送迎・食事や入浴サービス、看護師による健康チェックも行っています。
対象者
身体障害者・高次脳機能障害者で申請により利用決定を受けた方
※18歳以上65歳未満
介護保険２号被保険者は要相談
※入浴は介護保険対象者は対象外
利用時間
毎週月曜日から金曜日
※土、日、祝日、年末年始休み
※利用の日程、利用時間は個別対応

【その他の事業】
・障害者の自主的活動等の支援
・施設貸し出し
対象者
西東京市民
利用時間
施設貸し出しについては、西東京市ホームページ「公共施設予約システム」をご覧く
ださい。

所在地 西東京市保谷町１�６�20

問合せ
地域活動支援センター通所は、申請が必要です。
電話（042）463�9861　FAX（042）463�9862
申請は障害福祉課へ
電話（042）420�2804　FAX（042）466�9666

施設名 地域活動支援センター　ハーモニー

内容

18歳以上の精神障害者保健福祉手帳（ない場合は自立支援医療受給者証や診察券所
持者）の交付を受けている精神障害者の地域社会における自立した日常生活及び社会
生活を営むために必要な支援を行っています。ご利用にはあらかじめ登録が必要で
す。
利用時間
月、火、木、金曜日　午前10時～午後７時 30 分
水曜日　　　　　　　正午～午後６時
土曜日　　　　　　　午前10時～午後６時
※日、祝日、年末年始休み

所在地 西東京市田無町４�17�14　西東京市障害者総合支援センター　フレンドリー２階

問合せ 電話（042）452�2773　FAX（042）452�2774
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地域活動支援センター 
施設名 西東京市保谷障害者福祉センター

内容

【地域活動支援センター事業】
通所による日中活動と相談支援事業を実施しています。
理学療法士・作業療法士・言語聴覚士の指導のもと、機能訓練を行います。また講師
の指導のもと音楽療法や、創作的活動として陶芸教室・園芸教室等を行っています。
送迎・食事や入浴サービス、看護師による健康チェックも行っています。
対象者
身体障害者・高次脳機能障害者で申請により利用決定を受けた方
※18歳以上65歳未満
介護保険２号被保険者は要相談
※入浴は介護保険対象者は対象外
利用時間
毎週月曜日から金曜日
※土、日、祝日、年末年始休み
※利用の日程、利用時間は個別対応

【その他の事業】
・障害者の自主的活動等の支援
・施設貸し出し
対象者
西東京市民
利用時間
施設貸し出しについては、西東京市ホームページ「公共施設予約システム」をご覧く
ださい。

所在地 西東京市保谷町１�６�20

問合せ
地域活動支援センター通所は、申請が必要です。
電話（042）463�9861　FAX（042）463�9862
申請は障害福祉課へ
電話（042）420�2804　FAX（042）466�9666

施設名 地域活動支援センター　ハーモニー

内容

18歳以上の精神障害者保健福祉手帳（ない場合は自立支援医療受給者証や診察券所
持者）の交付を受けている精神障害者の地域社会における自立した日常生活及び社会
生活を営むために必要な支援を行っています。ご利用にはあらかじめ登録が必要で
す。
利用時間
月、火、木、金曜日　午前10時～午後７時 30 分
水曜日　　　　　　　正午～午後６時
土曜日　　　　　　　午前10時～午後６時
※日、祝日、年末年始休み

所在地 西東京市田無町４�17�14　西東京市障害者総合支援センター　フレンドリー２階

問合せ 電話（042）452�2773　FAX（042）452�2774
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施設名 地域活動支援センター　ブルーム

内容

・相談支援
障害福祉サービスの利用についてや生活上の困り事など相談に応じます。必要に応じ
て関係各機関と連携します。
・自立生活支援
自立した生活を希望している方に対してSST（ソーシャルスキルトレーニング）を取
り入れて活動を行っています。
対象者
障害のある方（主に知的障害、発達障害の方）
利用時間
火、木、金曜日　午前10時30分～午後６時30分
水、土曜日　　　午前10時～午後５時30分
※日、月、祝日、年末年始休み

所在地 西東京市田無町５�５�12　田無総合福祉センター２階

問合せ 電話（042）452�3085　FAX（042）452�3086
メールアドレス　bloom@mutukikai.or.jp

基幹相談支援センター 
施設名 西東京市基幹相談支援センター（障害者虐待防止センター）

内容
障害福祉サービスに関することや、障害者虐待に関する相談、相談支援事業所への
バックアップ等を行っています。
平日　午前８時30分～午後５時15分　※土、日、祝日、年末年始休み

所在地 西東京市南町５�６�13　西東京市役所田無庁舎１階　障害福祉課内

問合せ 電話（042）420�2805　FAX（042）466�9666
メールアドレス　f-syougai@city.nishitokyo.lg.jp

施設名 基幹相談支援センター　えぽっく

内容

身体障害・知的障害・精神障害など、障害の種別にかかわらず、日常生活や、障害福
祉サービスの利用に関することなど、幅広くご相談に応じています。
利用時間
月～土曜日　午前９時～午後６時
※日、祝日、年末年始休み
※発達障害の専門相談も行っています。詳しくは、お問合せください。

所在地 西東京市田無町４�17�14　西東京市障害者総合支援センター　フレンドリー1階

問合せ 電話（042）452�0075　FAX（042）452�0076

施設名 西東京市保谷障害者福祉センター

内容

【地域活動支援センター事業】
通所による日中活動と相談支援事業を実施しています。
理学療法士・作業療法士・言語聴覚士の指導のもと、リハビリを行います。また講
師の指導のもと音楽療法や、創作的活動として陶芸教室・園芸教室等を行っています。
送迎・食事や入浴サービス、看護師による健康チェックも行っています。
対象者
身体障害者手帳・高次脳機能障害者で精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
※ 18 歳以上 65 歳未満
介護保険２号被保険者は要相談
※入浴は介護保険対象者は対象外
利用時間
毎週月曜日～金曜日　午前９時～午後５時
※土、日、祝日、年末年始休み
※利用の日程、利用時間は個別対応

【その他の事業】
・障害者の自主的活動等の支援
・施設貸し出し
対象者
西東京市民
利用時間
施設貸し出しについては、西東京市ホームページ「公共施設予約システム」をご覧く
ださい。

所在地 西東京市保谷町１- ６-20

問合せ
地域活動支援センター通所は、申請が必要です。
電話（042）463-9861　FAX（042）463-9862
申請は障害福祉課へ
電話（042）420-2805　FAX（042）466-9666

施設名 地域活動支援センター　ハーモニー

内容

活動内容
地域活動支援センターハーモニーでは障害者総合支援法に基づき、障害のある方、
そのご家族、関係機関等への相談支援を行っています。また、施設内にあるオープ
ンスペースでは、地域に暮らす障害のある方の相談・交流の場、創作活動の機会を
提供し、さまざまなプログラムや行事、レクリエーションなど活動支援を通して地
域交流や普及啓発活動を実施しています。
事業概要
・地域活動支援センター１型事業（障害者相談支援事業）
・指定特定相談支援事業
・指定一般相談支援事業（地域移行支援）
対象者
・18 歳以上の主に精神障害、発達障害のある西東京市内在住の方
・西東京市内の精神・神経・心療内科等への通院や障害福祉施設、サービス等を継続
して利用されている方
※オープンスペースを利用される方は登録の際、精神保健福祉手帳または自立支援医
療受給者証（精神通院）や通院先医療機関の診察券等のご提示をお願いしております。
利用時間
月、火、木、金曜日　午前 10 時～午後７時 30 分
水曜日　午後 12 時～午後６時
土曜日　午前 10 時～午後６時
※日、祝日、年末年始休み

所在地 西東京市田無町４-17-14　
西東京市障害者総合支援センター　フレンドリー２階

問合せ 電話（042）452-2773　FAX（042）452-2774
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ページ
地域活動支援センター
施設名、西東京市保谷障害者福祉センター
内容
【地域活動支援センター事業】
つうしょによる日中活動と相談支援事業を実施しています。
理学療法士、作業療法士、言語聴覚士の指導のもと、リハビリを行います。また講師の指導のもと音楽療法や、
創作的活動として陶芸教室、園芸教室とうを行っています。
送迎、食事や入浴サービス、看護師による健康チェックもおこなっています。
対象者
身体障害者手帳、高次脳機能障害者で精神障害者保健福祉手帳をお持ちのかた
※、 歳以上 歳未満、介護保険２号被保険者はよう相談、 ※、入浴は介護保険対象者は対象外
利用時間、 毎週月曜日から金曜日、午前 時から午後 時、※、土曜、日曜、祝日、年末年始休み、※、利用の
日程、利用時間は個別対応
【その他の事業】
・障害者の自主的活動とうの支援、施設貸し出し
対象者、 西東京市民
利用時間、 施設貸し出しについては、西東京市ホームページ、公共施設予約システムをご覧ください。
所在地、西東京市保谷町１ ６
問合せ、 地域活動支援センターつうしょは、申請が必要です。
電話、 、 、
申請は障害福祉課へ 電話、 、 、 施設名、 地域活動支援センター、ハーモ
ニー、
内容
活動内容 地域活動支援センターハーモニーでは障害者総合支援法に基づき、障害のある方、そのご家族、関係
機関等への相談支援を行っています。また、施設内にあるオープンスペースでは、地域に暮らす障害のある方の
相談・交流の場、創作活動の機会を提供し、さまざまなプログラムや行事、レクリエーションなど活動支援を通
して地域交流や普及啓発活動を実施しています。
事業概要 地域活動支援センター１型事業（障害者相談支援事業） 指定特定相談支援事業 指定一般相談
支援事業（地域移行支援）
対象者 歳以上の主に精神障害、発達障害のある西東京市内在住の方 西東京市内の精神・神経・心療内科
等への通院や障害福祉施設、サービス等を継続して利用されている方
※オープンスペースを利用される方は登録の際、精神保健福祉手帳または自立支援医療受給者証（精神通院）や
通院先医療機関の診察券等のご提示をお願いしております。
利用時間 げつ、か、もく、金曜日 午前 時から午後７時 分 水曜日 午後 時から午後６時 土曜
日 午前 時から午後６時 ※日、祝日、年末年始休み
所在地、西東京市田無ちょう４ 、西東京市障害者総合支援センターフレンドリー２階
問合せ、電話 、 、 、
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地域活動支援センター 
施設名 西東京市保谷障害者福祉センター

内容

【地域活動支援センター事業】
通所による日中活動と相談支援事業を実施しています。
理学療法士・作業療法士・言語聴覚士の指導のもと、機能訓練を行います。また講師
の指導のもと音楽療法や、創作的活動として陶芸教室・園芸教室等を行っています。
送迎・食事や入浴サービス、看護師による健康チェックも行っています。
対象者
身体障害者・高次脳機能障害者で申請により利用決定を受けた方
※18歳以上65歳未満
介護保険２号被保険者は要相談
※入浴は介護保険対象者は対象外
利用時間
毎週月曜日から金曜日
※土、日、祝日、年末年始休み
※利用の日程、利用時間は個別対応

【その他の事業】
・障害者の自主的活動等の支援
・施設貸し出し
対象者
西東京市民
利用時間
施設貸し出しについては、西東京市ホームページ「公共施設予約システム」をご覧く
ださい。

所在地 西東京市保谷町１�６�20

問合せ
地域活動支援センター通所は、申請が必要です。
電話（042）463�9861　FAX（042）463�9862
申請は障害福祉課へ
電話（042）420�2804　FAX（042）466�9666

施設名 地域活動支援センター　ハーモニー

内容

18歳以上の精神障害者保健福祉手帳（ない場合は自立支援医療受給者証や診察券所
持者）の交付を受けている精神障害者の地域社会における自立した日常生活及び社会
生活を営むために必要な支援を行っています。ご利用にはあらかじめ登録が必要で
す。
利用時間
月、火、木、金曜日　午前10時～午後７時 30 分
水曜日　　　　　　　正午～午後６時
土曜日　　　　　　　午前10時～午後６時
※日、祝日、年末年始休み

所在地 西東京市田無町４�17�14　西東京市障害者総合支援センター　フレンドリー２階

問合せ 電話（042）452�2773　FAX（042）452�2774
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地域活動支援センター 
施設名 西東京市保谷障害者福祉センター

内容

【地域活動支援センター事業】
通所による日中活動と相談支援事業を実施しています。
理学療法士・作業療法士・言語聴覚士の指導のもと、機能訓練を行います。また講師
の指導のもと音楽療法や、創作的活動として陶芸教室・園芸教室等を行っています。
送迎・食事や入浴サービス、看護師による健康チェックも行っています。
対象者
身体障害者・高次脳機能障害者で申請により利用決定を受けた方
※18歳以上65歳未満
介護保険２号被保険者は要相談
※入浴は介護保険対象者は対象外
利用時間
毎週月曜日から金曜日
※土、日、祝日、年末年始休み
※利用の日程、利用時間は個別対応

【その他の事業】
・障害者の自主的活動等の支援
・施設貸し出し
対象者
西東京市民
利用時間
施設貸し出しについては、西東京市ホームページ「公共施設予約システム」をご覧く
ださい。

所在地 西東京市保谷町１�６�20

問合せ
地域活動支援センター通所は、申請が必要です。
電話（042）463�9861　FAX（042）463�9862
申請は障害福祉課へ
電話（042）420�2804　FAX（042）466�9666

施設名 地域活動支援センター　ハーモニー

内容

18歳以上の精神障害者保健福祉手帳（ない場合は自立支援医療受給者証や診察券所
持者）の交付を受けている精神障害者の地域社会における自立した日常生活及び社会
生活を営むために必要な支援を行っています。ご利用にはあらかじめ登録が必要で
す。
利用時間
月、火、木、金曜日　午前10時～午後７時 30 分
水曜日　　　　　　　正午～午後６時
土曜日　　　　　　　午前10時～午後６時
※日、祝日、年末年始休み

所在地 西東京市田無町４�17�14　西東京市障害者総合支援センター　フレンドリー２階

問合せ 電話（042）452�2773　FAX（042）452�2774
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施設名 地域活動支援センター　ブルーム

内容

・相談支援
障害福祉サービスの利用についてや生活上の困り事など相談に応じます。必要に応じ
て関係各機関と連携します。
・自立生活支援
自立した生活を希望している方に対してSST（ソーシャルスキルトレーニング）を取
り入れて活動を行っています。
対象者
障害のある方（主に知的障害、発達障害の方）
利用時間
火、木、金曜日　午前10時30分～午後６時30分
水、土曜日　　　午前10時～午後５時30分
※日、月、祝日、年末年始休み

所在地 西東京市田無町５�５�12　田無総合福祉センター２階

問合せ 電話（042）452�3085　FAX（042）452�3086
メールアドレス　bloom@mutukikai.or.jp

基幹相談支援センター 
施設名 西東京市基幹相談支援センター（障害者虐待防止センター）

内容
障害福祉サービスに関することや、障害者虐待に関する相談、相談支援事業所への
バックアップ等を行っています。
平日　午前８時30分～午後５時15分　※土、日、祝日、年末年始休み

所在地 西東京市南町５�６�13　西東京市役所田無庁舎１階　障害福祉課内

問合せ 電話（042）420�2805　FAX（042）466�9666
メールアドレス　f-syougai@city.nishitokyo.lg.jp

施設名 基幹相談支援センター　えぽっく

内容

身体障害・知的障害・精神障害など、障害の種別にかかわらず、日常生活や、障害福
祉サービスの利用に関することなど、幅広くご相談に応じています。
利用時間
月～土曜日　午前９時～午後６時
※日、祝日、年末年始休み
※発達障害の専門相談も行っています。詳しくは、お問合せください。

所在地 西東京市田無町４�17�14　西東京市障害者総合支援センター　フレンドリー1階

問合せ 電話（042）452�0075　FAX（042）452�0076

３

電話（042）452-0075　FAX（042）452-0076
メールアドレス　epoch@friendly-nishitokyo.jp
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施設名、地域活動支援センター、ブルーム
内容
・相談支援
障害福祉サービスの利用についてや生活上の困りごとなど相談に応じます。必要に応じて関係各機関と連携しま
す。
・自立生活支援
自立した生活を希望しているかたに対してソーシャルスキルトレーニングを取り入れて活動を行っています。
対象者
障害のあるかた、（主に知的障害、発達障害のかた
利用時間
火曜日、木曜日、金曜日、午前 時 分から午後 時 分
水曜日、土曜日、 午前 時から午後 時 分
※、日曜日、月曜日、祝日、年末年始休み
所在地、 西東京市田無ちょう５ ５ 、 田無総合福祉センター３階
問合せ、 電話 、 、 、

基幹相談支援センター

施設名、 西東京市基幹相談支援センター、（障害者虐待防止センター）
内容
障害福祉サービスに関することや、障害者虐待に関する相談、相談支援事業所へのバックアップとうを行ってい
ます。
平日午前 時 分から午後 時、※、ど、にち、祝日、年末年始休み
所在地、 西東京市みなみちょう 、 西東京市役所 田無庁舎 階 障害福祉課内
問合せ、 電話、 、 、

施設名、 基幹相談支援センターえぽっく
内容、
身体障害、知的障害、精神障害など、障害の種別にかかわらず、日常生活や、障害福祉サービスの利用に関する
ことなど、幅広くご相談に応じています。
利用時間
月曜日から土曜日、 午前 時から午後 時
※、日曜、祝日、年末年始休み、※、発達障害の専門相談もおこなっています。詳しくは、お問合せください。
所在地、西東京市田無ちょう４ 西東京市障害者総合支援センター フレンドリー 階
問合せ、電話 、 、 、
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就労支援センター 
施設名 西東京市障害者就労支援センター　一歩

内容

障害の種別にかかわらず、「企業就職」について必要な情報提供をしながら相談・支
援を行っています。
※求人紹介はしておりません。
利用時間
月曜日～金曜日、第一土曜日　午前９時～午後５時
※事前に電話で相談日時の予約が必要です。

所在地 西東京市田無町４�17�14　障害者総合支援センター フレンドリー１階

問合せ 電話（042）452�0095　FAX（042）452�0096

生活介護 
事業所名 ION第１事業所	 	 （設置主体　一般社団法人ION）

提供するサービス 生活介護・就労継続支援B型・就労移行支援・就労定着支援

所在地 西東京市保谷町３�25�８

問合せ 電話（042）452�9420　FAX（042）452�9421
E�mail　mail@ion�aion.org

ホームページ https://ion�aion.org

事業所の特徴 アパート清掃、駐車場等の草むしり、事業所内での軽作業を行っています。
作業訓練や仕事を通してステップアップを目指しています。

事業所名 たんぽぽ	 	 	 （設置主体　社会福祉法人田無の会）

提供するサービス 施設入所支援・生活介護・短期入所

所在地 西東京市向台町３�１�11

問合せ 電話（042）461�7471　FAX（042）461�1660
E�mail　tanashinokai�1241@tea.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.tanashinokai.or.jp/

事業所の特徴 利用者さんが安心して豊かな生活ができる施設
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事業所名 ラシーネ西東京	 	 （設置主体　社会福祉法人靖和会）

提供するサービス 生活介護・就労継続支援B型

所在地 西東京市新町４�７�１

問合せ 電話（0422）56�8801　FAX（0422）56�8814
E�mail　racine@wing.ocn.ne.jp

事業所の特徴 自閉症スペクトラムの方を中心にDMの封入、箱折り等軽作業を中心に日中
活動を行っております。

事業所名 どろんこ作業所	 	 （設置主体　特定非営利活動法人どろんこ会）

提供するサービス 生活介護

所在地 西東京市東伏見６�１�36

問合せ 電話（042）461�8364　FAX（042）460�8889
E�mail　doronko@onyx.dti.ne.jp

ホームページ http://www.onyx.dti.ne.jp/~doronko/

事業所の特徴 園芸・陶芸・アクセサリー作り、パソコン作業、販売活動を通じて地域と交
流していけるよう支援を行っています。

事業所名 P・F・P・Cはたらきば		 （設置主体　特定非営利活動法人ピープル
	 	 	 	 ファースト東久留米）

提供するサービス 生活介護

所在地 西東京市田無町３�３�26　クレスト田無１階

問合せ 電話（042）451�1510　FAX（042）451�1510

事業所の特徴 知的障害者の日中活動支援、生活支援

事業所名 西東京市生活介護事業所
くろーばー	 	 	 （設置主体　社会福祉法人睦月会）

提供するサービス 生活介護

所在地 西東京市田無町４�17�14

問合せ 電話（042）452�2775　FAX（042）452�2776
E�mail　nishitokyo.clover@orion.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.mutsukikai.jp/

事業所の特徴 日常生活の支援、生産活動の機会、創作活動の提供・医療的ケアが必要な利
用者に看護師による医療的ケアを提供しています。

施設名 西東京市障害者就労支援センター　一歩

内容

障害の種別にかかわらず、「企業就労」について必要な情報提供をしながら相談・支
援を行っています。
※求人紹介はしておりません。
利用時間
月曜日～金曜日、第一土曜日　午前９時～午後５時　※土・日・祝日・年末年始休み
事前に相談日時の予約が必要です。詳しくは、お問い合わせください。
※なお、費用は無料となります。

所在地 西東京市田無町 4-17-14　西東京市障害者総合支援センター　フレンドリー１階

問合せ 電話（042）452-0095　FAX（042）452-0096

  就労支援センター
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就労支援センター 
施設名 西東京市障害者就労支援センター　一歩

内容

障害の種別にかかわらず、「企業就職」について必要な情報提供をしながら相談・支
援を行っています。
※求人紹介はしておりません。
利用時間
月曜日～金曜日、第一土曜日　午前９時～午後５時
※事前に電話で相談日時の予約が必要です。

所在地 西東京市田無町４�17�14　障害者総合支援センター フレンドリー１階

問合せ 電話（042）452�0095　FAX（042）452�0096

生活介護 
事業所名 ION第１事業所	 	 （設置主体　一般社団法人ION）

提供するサービス 生活介護・就労継続支援B型・就労移行支援・就労定着支援

所在地 西東京市保谷町３�25�８

問合せ 電話（042）452�9420　FAX（042）452�9421
E�mail　mail@ion�aion.org

ホームページ https://ion�aion.org

事業所の特徴 アパート清掃、駐車場等の草むしり、事業所内での軽作業を行っています。
作業訓練や仕事を通してステップアップを目指しています。

事業所名 たんぽぽ	 	 	 （設置主体　社会福祉法人田無の会）

提供するサービス 施設入所支援・生活介護・短期入所

所在地 西東京市向台町３�１�11

問合せ 電話（042）461�7471　FAX（042）461�1660
E�mail　tanashinokai�1241@tea.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.tanashinokai.or.jp/

事業所の特徴 利用者さんが安心して豊かな生活ができる施設

https://tanashinokai.or.jp
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就労支援センター
施設名、 西東京市障害者就労支援センター、 一歩
内容
障害の種別にかかわらず、「企業就労」について必要な情報提供をしながら相談、支援を行っています。
※、求人紹介はしておりません。
利用時間
月曜日から金曜日、第一土曜日、 午前 時から午後 時 ※土、にち、祝日、年末年始は休み
事前に相談日時の予約が必要です。詳しくは、お問い合わせください。※なお費用は無料となります。
所在地、 西東京市田無ちょう４ 、 西東京市障害者総合支援センター フレンドリー１階
問合せ、 電話、 、 、

生活介護
事業所名、あいおん第 事業所、 （設置主体、 一般社団法人、あいおん
提供するサービス、生活介護、就労継続支援Ｂがた、就労移行支援、就労定着支援
所在地、 西東京市保谷町
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 アパート清掃、駐車場とうの草むしり、事業所内での軽作業を行っています。作業訓練や仕
事を通してステップアップを目指しています。

事業所名、 たんぽぽ、 （設置主体、社会福祉法人田無の会
提供するサービス、 施設入所支援、生活介護、短期入所
所在地、 西東京市むこう台町
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 利用者さんが安心して豊かな生活ができる施設



150150

12. 12. 
施
設
・
団
体
等

就労支援センター 
施設名 西東京市障害者就労支援センター　一歩

内容

障害の種別にかかわらず、「企業就職」について必要な情報提供をしながら相談・支
援を行っています。
※求人紹介はしておりません。
利用時間
月曜日～金曜日、第一土曜日　午前９時～午後５時
※事前に電話で相談日時の予約が必要です。

所在地 西東京市田無町４�17�14　障害者総合支援センター フレンドリー１階

問合せ 電話（042）452�0095　FAX（042）452�0096

生活介護 
事業所名 ION第１事業所	 	 （設置主体　一般社団法人ION）

提供するサービス 生活介護・就労継続支援B型・就労移行支援・就労定着支援

所在地 西東京市保谷町３�25�８

問合せ 電話（042）452�9420　FAX（042）452�9421
E�mail　mail@ion�aion.org

ホームページ https://ion�aion.org

事業所の特徴 アパート清掃、駐車場等の草むしり、事業所内での軽作業を行っています。
作業訓練や仕事を通してステップアップを目指しています。

事業所名 たんぽぽ	 	 	 （設置主体　社会福祉法人田無の会）

提供するサービス 施設入所支援・生活介護・短期入所

所在地 西東京市向台町３�１�11

問合せ 電話（042）461�7471　FAX（042）461�1660
E�mail　tanashinokai�1241@tea.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.tanashinokai.or.jp/

事業所の特徴 利用者さんが安心して豊かな生活ができる施設
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事業所名 ラシーネ西東京	 	 （設置主体　社会福祉法人靖和会）

提供するサービス 生活介護・就労継続支援B型

所在地 西東京市新町４�７�１

問合せ 電話（0422）56�8801　FAX（0422）56�8814
E�mail　racine@wing.ocn.ne.jp

事業所の特徴 自閉症スペクトラムの方を中心にDMの封入、箱折り等軽作業を中心に日中
活動を行っております。

事業所名 どろんこ作業所	 	 （設置主体　特定非営利活動法人どろんこ会）

提供するサービス 生活介護

所在地 西東京市東伏見６�１�36

問合せ 電話（042）461�8364　FAX（042）460�8889
E�mail　doronko@onyx.dti.ne.jp

ホームページ http://www.onyx.dti.ne.jp/~doronko/

事業所の特徴 園芸・陶芸・アクセサリー作り、パソコン作業、販売活動を通じて地域と交
流していけるよう支援を行っています。

事業所名 P・F・P・Cはたらきば		 （設置主体　特定非営利活動法人ピープル
	 	 	 	 ファースト東久留米）

提供するサービス 生活介護

所在地 西東京市田無町３�３�26　クレスト田無１階

問合せ 電話（042）451�1510　FAX（042）451�1510

事業所の特徴 知的障害者の日中活動支援、生活支援

事業所名 西東京市生活介護事業所
くろーばー	 	 	 （設置主体　社会福祉法人睦月会）

提供するサービス 生活介護

所在地 西東京市田無町４�17�14

問合せ 電話（042）452�2775　FAX（042）452�2776
E�mail　nishitokyo.clover@orion.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.mutsukikai.jp/

事業所の特徴 日常生活の支援、生産活動の機会、創作活動の提供・医療的ケアが必要な利
用者に看護師による医療的ケアを提供しています。
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就労支援センター 
施設名 西東京市障害者就労支援センター　一歩

内容

障害の種別にかかわらず、「企業就職」について必要な情報提供をしながら相談・支
援を行っています。
※求人紹介はしておりません。
利用時間
月曜日～金曜日、第一土曜日　午前９時～午後５時
※事前に電話で相談日時の予約が必要です。

所在地 西東京市田無町４�17�14　障害者総合支援センター フレンドリー１階

問合せ 電話（042）452�0095　FAX（042）452�0096

生活介護 
事業所名 ION第１事業所	 	 （設置主体　一般社団法人ION）

提供するサービス 生活介護・就労継続支援B型・就労移行支援・就労定着支援

所在地 西東京市保谷町３�25�８

問合せ 電話（042）452�9420　FAX（042）452�9421
E�mail　mail@ion�aion.org

ホームページ https://ion�aion.org

事業所の特徴 アパート清掃、駐車場等の草むしり、事業所内での軽作業を行っています。
作業訓練や仕事を通してステップアップを目指しています。

事業所名 たんぽぽ	 	 	 （設置主体　社会福祉法人田無の会）

提供するサービス 施設入所支援・生活介護・短期入所

所在地 西東京市向台町３�１�11

問合せ 電話（042）461�7471　FAX（042）461�1660
E�mail　tanashinokai�1241@tea.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.tanashinokai.or.jp/

事業所の特徴 利用者さんが安心して豊かな生活ができる施設

自閉症スペクトラムの方を中心にＤＭの封入、箱折り、製作等軽作業を中心
に日中活動を行っております。月に１回余暇活動を行っています。

・重症心身障害児（者）通所事業

act@mutukikai.or.jp

Life Design あくと

8817
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事業所名、 ラシーネ西東京、（設置主体、 社会福祉法人せいわかい
提供するサービス、 生活介護、就労継続支援Ｂがた
所在地、 西東京市新町
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 自閉症スペクトラムのかたを中心に の封入、はこ折り、製作とう、軽作業を中心に日中活
動を行っております。月に一回、余暇活動を行っています

事業所名、 どろんこ作業所、（設置主体、 特定非営利活動法人どろんこ会
提供するサービス、 生活介護
所在地、 西東京市東伏見
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 園芸、陶芸、アクセサリー作り、パソコン作業、販売活動を通じて地域と交流していけるよ
う支援を行っています。

事業所名、 、 、 、 、はたらきば（設置主体、 特定非営利活動法人ピープルファースト東久留米
提供するサービス、 生活介護
所在地、 西東京市田無ちょう 、 クレスト田無 いっ階
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 知的障害者の日中活動支援、生活支援

事業所名、 ライフ デザイン あくと
、 （設置主体、 社会福祉法人睦月会
提供するサービス、 生活介護、重症心身障害児（者）通所事業
所在地、 西東京市田無ちょう
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 日常生活の支援、生産活動の機会、創作活動の提供、医療的ケアが必要な利用者に看護師に
よる医療的ケアを提供しています。



事業所名 Life Design らふ （設置主体　社会福祉法人睦月会）

提供するサービス 生活介護・重症心身障害児（者）通所事業

所在地 西東京市泉町 3-5-10

問合せ 電話（042）439-8318　FAX（042）439-8307
E-mail　laugh@mutukikai.or.jp

ホームページ http://www.mutsukikai.jp/

事業所の特徴 生産活動やレクリエーション活動をはじめとし、日常生活で必要な支援を提供
しています。

事業所名 みどり西東京   （設置主体　特定非営利活動法人
 ゆうあいセンター）

提供するサービス 生活介護

所在地 西東京市芝久保町 1-8-2

問合せ 電話（042）452-3413　FAX（042）452-3415
E-mail　midori24@yu-ai-center.jp 

ホームページ http://www.yu-ai-center.jp/

事業所の特徴
グループでのドライブ、ウォーキングなどの外出活動の他に、利用者さん個々のニー
ズや好み、ペースに合わせた運動や創作活動、受注生産を行っています。利用者
さんが毎日安心して楽しく過ごせるよう、あたたかい雰囲気で支援を行っています。

事業所名 生活介護ルーモ  （設置主体　社会福祉法人さくらの園）

提供するサービス 生活介護

所在地 西東京市西原町 4-5-6　西東京市西原総合教育施設内

問合せ 電話（042）464-7538　FAX（042）468-5673
E-mail　sun-sakura@tiara.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.sakura-no-sono.org/care/

事業所の特徴 袋の制作、古紙回収の仕事に加え、音楽療法等のプログラムを提供しています。

事業所名 うさぎのみみ （設置主体　一般社団法人うさぎのみみ）

提供するサービス 生活介護・重症心身障害児（者）通所事業

所在地 西東京市東町 1-6-3　中川ビル1F

問合せ 電話（042）439-9568　FAX（042）439-4807
E-mail　care@usagino-mimi.net

ホームページ http://usagino-mimi.net

事業所の特徴
医療的ケア児者や重症心身障害児者を主な対象とし、児童発達支援、生活介護の
２事業を運営しています。「だれも孤立させない」「みんなに居場所と出番を」を理
念に、地域とのつながりを大切にしています。
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事業所名、 ライフデザインらふ、（設置主体 社会福祉法人睦月会
提供するサービス、 生活介護、重症心身障害児（しゃ、通所事業
所在地、 西東京市泉ちょう
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 生産活動やレクリエーション活動をはじめとし、日常生活で必要な支援を提供しています。

事業所名、 みどり西東京、（設置主体、 特定非営利活動法人 ゆうあいセンター
提供するサービス 、生活介護
所在地 、西東京市芝久保町
問合せ 、電話、 、 、
事業所の特徴、 グループでのドライブ、ウォーキングなどの外出活動の他に、利用者さん個々のニーズや好み、
ペースに合わせた運動や創作活動、受注生産を行っています。利用者さんが毎日安心して楽しく過ごせるよう、
あたたかい雰囲気で支援を行っています。

事業所名 、生活介護、 ルーモ 、（設置主体、 社会福祉法人さくらのその
提供するサービス 、生活介護
所在地 、西東京市にしはらちょう の の 、西東京市にしはら総合教育施設内
問合せ 、電話、 、 、
事業所の特徴 、ふくろの制作、古紙回収の仕事に加え、音楽療法とうのプログラムを提供しています。

事業所名 、うさぎのみみ 、（設置主体、 一般社団法人うさぎのみみ
提供するサービス 、生活介護・重症心身障害児（者）通所事業
所在地 、西東京市東町 中川ビル
問合せ 、電話
事業所の特徴 、医療的ケア児者や重症心身障害児者を主な対象とし、児童発達支援、生活介護の２事業を運営
しています。「だれも孤立させない」「みんなに居場所と出番を」を理念に、地域とのつながりを大切にしていま
す。



事業所名 YL ひばりが丘工房  （設置主体　一般社団法人Your Lifestyle 研究所）

提供するサービス 就労継続支援 B 型

所在地 西東京市ひばりが丘北 3-6-26

問合せ 電話（042）439-9009
E-mail　yl.hibarigaoka.college@gmail.com

ホームページ http://ylhibarigaokacollege.localinfo.jp

事業所の特徴 古本の販売。古着・雑貨の販売。

事業所名 Life Design きゃりあ   （設置主体　社会福祉法人睦月会）

提供するサービス 就労継続支援 B 型

所在地 西東京市ひばりが丘 3-1-23

問合せ 電話（042）461-9816　FAX（042）469-3608
E-mail　job@mutukikai.or.jp 

ホームページ http://www.mutsukikai.jp/

事業所の特徴
①印刷物のセット・シール貼り・箱詰めなどの軽作業②カフェでの接客・食
器洗浄・調理補助③外部の建物清掃などを利用者個々の特性と可能性を尊重
し提供しています。

事業所名 コミュニティルーム友訪   （設置主体　特定非営利活動法人友訪）

提供するサービス 就労継続支援 B 型

所在地 西東京市住吉町 6-11-16

問合せ 電話（042）438-0091　FAX（042）438-0091
E-mail　c_room_yuuhou@yahoo.co.jp

ホームページ http://www.yuuhou.or.jp

事業所の特徴 施設内軽作業をはじめ清掃、洗い場作業などの外勤作業のほかレクリエーショ
ン、各種教室等の活動を通じた支援を行っています。

  就労継続支援Ｂ型
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就労継続支援Ｂがた
事業所名、 Ｙ Ｌひばりが丘工房 、（設置主体 、一般社団法人ユアライフスタイル研究所
提供するサービス、 就労継続支援Ｂがた
所在地、 西東京市ひばりが丘北
問合せ、 電話、
事業所の特徴、 古本の販売。古着、雑貨の販売。
事業所名、 きゃりあ、 （設置主体、 社会福祉法人睦月会
提供するサービス、 就労継続支援Ｂがた
所在地、 西東京市ひばりが丘
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴 、①、印刷物のセット、シールはり、箱詰めなどの軽作業、②、カフェでの接客、食器洗浄、
調理補助、③、外部の建物清掃などを利用者個々の特性と可能性を尊重し提供しています。
事業所名、 コミュニティルームユーフォー、 （設置主体、 特定非営利活動法人ユーフォー
提供するサービス、 就労継続支援Ｂがた
所在地、 西東京市住吉町
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 施設内軽作業をはじめ、清掃、洗い場作業などの外勤作業のほか、レクリエーション、各種
教室とうの活動を通じた支援を行っています。



事業所名 ION 第１事業所  （設置主体　一般社団法人 ION）

提供するサービス 生活介護・就労継続支援 B 型・就労移行支援・就労定着支援

所在地 西東京市保谷町 3-25-8

問合せ 電話（042）452-9420　FAX（042）452-9421
E-mail　mail@ion-aion.org

ホームページ https://ion-aion.org

事業所の特徴 アパート清掃、駐車場等の草むしり、事業所内での軽作業を行っています。
作業訓練や仕事を通してステップアップを目指しています。

事業所名 ワークステーションウーノ
手づくり工房めぇ （設置主体　社会福祉法人ウーノ）

提供するサービス 就労継続支援 B 型

所在地 西東京市富士町 4-14-12　ルミエール東伏見 203

問合せ 電話（042）452-6450　FAX（042）452-6450
E-mail　mee@uuno.org

ホームページ http://www.uuno.org/

事業所の特徴
ワークステーションウーノは手づくり工房めぇ・石窯パン工房ウーノ（電話
042-452-6565）・おかし工房マーブル（電話 042-469-7354）の三工房から
なる事業所です。

事業所名 パッソ西東京 （設置主体　特定非営利活動法人ミモザ）

提供するサービス 就労継続支援 B 型

所在地 西東京市柳沢 6-11-13

問合せ 電話（042）497-4841　FAX（042）497-4851
E-mail　passo@npomimoza.com

ホームページ https://www.npomimoza.com

事業所の特徴
高次脳機能障害のある方の就労支援を行っています。ペット用ジャーキーの製
造販売、軽作業請負をやっています。それぞれのニーズに合わせ、ステップアッ
プを目指す等の様々な取り組みも行っております。
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事業所名、あいおん第 事業所 、設置主体、 一般社団法人、あいおん
提供するサービス、 生活介護、就労継続支援Ｂがた、就労移行支援、就労定着支援
所在地、 西東京市保谷町
問合せ、 電話 、 、 、
事業所の特徴、 アパート清掃、駐車場とうの草むしり、事業所内での軽作業を行っています。作業訓練や仕事
を通してステップアップを目指しています。

事業所名、 ワークステーションウーノ、 手づくり工房めー、 （設置主体、 社会福祉法人、ウーノ
提供するサービス、 就労継続支援Ｂがた
所在地、 西東京市富士町 ルミエール東伏見
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 ワークステーションウーノは手づくり工房めぇ・石窯パン工房ウーノ（電話 ）・
おかし工房マーブル（電話 ）の三工房からなる事業所です。

事業所名、 パッソ西東京、 （設置主体、 特定非営利活動法人ミモザ
提供するサービス、 就労継続支援Ｂがた
所在地、 西東京市やぎさわ
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 高次脳機能障害のあるかたの就労支援を行っています。ペット用ジャーキー、の製造販売、軽
作業請負をやっています。それぞれのニーズに合わせ、ステップアップを目指すとうの様々な取り組みも行って
おります



事業所名 たなし工房 （設置主体　特定非営利活動法人ハートフィールド）

提供するサービス 就労継続支援 B 型

所在地 西東京市田無町 3-3-7-801

問合せ 電話（042）468-3061　FAX（042）452-8080
E-mail　info@hartfi eld.or.jp

ホームページ http://www.hartfi eld.or.jp/

事業所の特徴
主にゴルフボールの仕分け作業、自主製品などの内職作業、また、施設外での
作業として清掃作業、接客作業を行っています。スポーツやレクリエーション
活動を通じて社会性を身につけてもらっています。

事業所名 富士町作業所 （設置主体　特定非営利活動法人ミモザ）

提供するサービス 就労継続支援 B 型

所在地 西東京市田無町５-５-12

問合せ 電話（042）462-1093　FAX（042）497-4199
E-mail　fujimachi-sagyousyo@bz01.plala.or.jp

ホームページ http://www.npomimoza.com

事業所の特徴 ダイレクトメール封入、ギフト製品つめ合わせ、紙・ビニール一部加工、ポスティ
ングなどの軽作業を行っています。

事業所名 サンワーク田無 （設置主体　特定非営利活動法人燦燦会）

提供するサービス 就労継続支援 B 型

所在地 西東京市緑町 1-8-3-102

問合せ 電話（042）452-7401　FAX（042）452-7402
E-mail　sunwork.jimu@gmail.com

ホームページ http://sun-work.org/

事業所の特徴 軽作業を中心にした作業を行うほかにレクリエーションなどの余暇活動を通じ
て、社会活動へ参加を促す支援を行っています。
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事業所名、 たなし工房 、（設置主体 、特定非営利活動法人ハートフィールド
提供するサービス、 就労継続支援Ｂがた
所在地、 西東京市田無ちょう の の の
問合せ、 電話 、 、 、
事業所の特徴、 主にゴルフボールの仕分け作業、自主製品などの内職作業、また施設外での作業として清掃
作業、接客作業を行っています。スポーツやレクリェーション活動を通じて社会性を身につけてもらっていま
す。

事業所名、 ふじまち作業所、 （設置主体、 特定非営利活動法人ミモザ
提供するサービス、 就労継続支援Ｂがた
所在地、 西東京市田無ちょう
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 ダイレクトメール封入、ギフト製品つめ合わせ、紙、ビニール一部加工、ポスティングなど
の軽作業を行っています。

事業所名、 サンワーク田無、 （設置主体、 特定非営利活動法人燦燦会
提供するサービス、 就労継続支援Ｂがた
所在地、 西東京市緑町 の の の
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 軽作業を中心にした作業を行うほかにレクリエーションなどの余暇活動を通じて、社会活動
へ参加を促す支援を行っています。



事業所名 クルール （設置主体　社会福祉法人さくらの園）

提供するサービス 就労継続支援 B 型

所在地 西東京市西原町 4-5-6　西東京市西原総合教育施設内

問合せ 電話（042）467-1081　FAX（042）468-5673
E-mail　t2sakura@estate.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.sakura-no-sono.org/employment_b/

事業所の特徴
ダイレクトメールの封入・封緘、その他軽作業やリサイクル事業（小型家電の
解体）を行っています。また、共生社会実現のため、地域に貢献出来る仕事を
積極的に取り入れ、事業所の外でも、農業や清掃、企業内作業等を実施してい
ます。

事業所名 Life Design ゆにぞん （設置主体　社会福祉法人睦月会）

提供するサービス 就労継続支援 B 型

所在地 西東京市泉町 3-5-10

問合せ 電話（042）439-8325　FAX（042）439-8307

ホームページ https://www.mutsukikai.jp

事業所の特徴 箱詰めなどの軽作業、自主生産品の製作や地域での清掃作業を、利用者各々のペー
スを尊重し提供しています。

事業所名 就労支援つむぎ武蔵野ルーム （設置主体　社会福祉法人どろんこ会）

提供するサービス 就労継続支援 B 型

所在地 西東京市新町 5-17-20　2F

問合せ 電話（042）227-8377　FAX（042）227-7274

ホームページ http://www.dronko.jp/

事業所の特徴 カフェの運営、縫製業、農業、調理、コーヒー豆の焙煎など様々なお仕事の中か
らやりたいこと・得意なものを選んで挑戦いただきます。
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事業所名、 クルール、 （設置主体、 社会福祉法人さくらのその
提供するサービス、 就労継続支援Ｂがた
所在地、 西東京市西原町 、 西東京市にしはら総合教育施設内
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 ダイレクトメールの封入、封かん。その他軽作業やリサイクル事業（小型家電の解体）を行
っています。また、共生社会実現のため、地域に貢献出来る仕事を積極的に取り入れ、事業所の外でも、農業
や清掃、企業内作業等を実施しています。
事業所名、 ライフデザインゆにぞん、（設置主体、社会福祉法人睦月会）
提供するサービス、就労継続支援Ｂがた
所在地、 西東京市泉町
問合せ、 電話、 、 ＦＡＸ、
事業所の特徴、 箱詰めなどの軽作業、自主生産品の製作や地域での清掃作業を、利用者各々のペースを尊重し
提供しています。
事業所名、 就労支援つむぎ武蔵野ルーム、（設置主体、社会福祉法人どろんこ会）
提供するサービス、就労継続支援Ｂがた
所在地、 西東京市新町
問合せ、 電話、 、 ＦＡＸ、
事業所の特徴、 カフェの運営、縫製業、農業、調理、コーヒー豆の焙煎など様々なお仕事の中からやりたいこ
と、得意なものを選んで挑戦いただきます。
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就労移行支援 
事業所名 ピュルエルワーク西東京	 （設置主体　合同会社ピュルエル）

提供するサービス 就労移行支援

所在地 西東京市ひばりが丘北３�３�19　第５並木ビル３F

問合せ 電話（042）439�6660　FAX（042）439�6661
E�mail　mizokei@kojuken.com

ホームページ https://work.puraile.com

事業所の特徴 訓練に農作業やフリマアプリを使った古物売買を取り入れています。

事業所名 ION第１事業所	 	 （設置主体　一般社団法人ION）

提供するサービス 生活介護・就労継続支援B型・就労移行支援・就労定着支援

所在地 西東京市保谷町３�25�８

問合せ 電話（042）452�9420　FAX（042）452�9421
E�mail　mail@ion�aion.org

ホームページ https://ion�aion.org

事業所の特徴 アパート清掃、駐車場等の草むしり、事業所内での軽作業を行っています。
作業訓練や仕事を通してステップアップを目指しています。

事業所名 カノン		 	 	 （設置主体　社会福祉法人さくらの園）

提供するサービス 就労移行支援

所在地 西東京市西原町４�５�６　西東京市西原総合教育施設内

問合せ 電話（042）452�7062　FAX（042）452�3782
E�mail　kanon@sakura�no�sono.jp

ホームページ http://sakura�no�sono.org/

事業所の特徴 Cafeもぐもぐの森の運営と、小型家電解体を中心とした職業訓練を提供し、
一般企業への就労をサポートしています。
Cafe もぐもぐの森の運営と、清掃業務、ビジネスマナー講座を中心とした職
業訓練を提供し、一般企業への就労をサポートしています。

訓練に農作業や日替りの講座を取り入れています。

就労移行支援・就労定着支援

468-5673
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就労移行支援
事業所名、 ピュルエルワーク西東京、 （設置主体、 合同会社ピュルエル
提供するサービス、 就労移行支援
所在地、 西東京市ひばりが丘北 、 第 並木ビルさんかい
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 訓練に農作業や日替りの講座を取り入れています。
事業所名 、あいおん第 事業所、 （設置主体、 一般社団法人、あいおん
提供するサービス、 生活介護、就労継続支援Ｂがた、就労移行支援、就労定着支援
所在地、 西東京市保谷町
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 アパート清掃、駐車場とうの草むしり、事業所内での軽作業を行っています。作業訓練や仕
事を通してステップアップを目指しています。
事業所名、 カノン、 （設置主体、 社会福祉法人さくらのその
提供するサービス、 就労移行支援・就労定着支援
所在地、 西東京市西原町 、 西東京市にしはら総合教育施設内
問合せ、 電話 、 、 、
事業所の特徴、 カフェ もぐもぐの森の運営と、清掃業務、ビジネスマナー講座を中心とした職業訓練を提供
し、一般企業への就労をサポートしています。
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共同生活援助 
	知的障害者グループホーム	
施設名 第一田無寮（南町） 電話番号 （042）464�0244事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 第二田無寮（芝久保町） 電話番号 （042）464�2441事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 第三田無寮（向台町） 電話番号 （042）462�6990事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 第五田無寮（田無町） 電話番号 （042）461�2001事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 第六田無寮（芝久保町） 電話番号 （042）464�8866事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 第七田無寮（芝久保町） 電話番号 （042）464�8867事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 自立生活企画生活寮（田無町） 電話番号 （042）462�5999事業所名 特定非営利活動法人自立生活企画

施設名 グループホームわっはっは（栄町）
電話番号 （042）424�0354事業所名 特定非営利活動法人ハンディキャップサポート

ウーノの会
施設名 グループホームららら（住吉町）

電話番号 （042）439�6235事業所名 特定非営利活動法人ハンディキャップサポート
ウーノの会

施設名 緑町マリーナ（緑町） 電話番号 （042）453�2300事業所名 特定非営利活動法人地域福祉マリーナ

施設名 下保谷マリーナ（下保谷） 電話番号 （042）430�0675事業所名 特定非営利活動法人地域福祉マリーナ

施設名 田無町マリーナ（田無町） 電話番号 ―事業所名 特定非営利活動法人地域福祉マリーナ

施設名 北町マリーナ（北町） 電話番号 ―事業所名 特定非営利活動法人地域福祉マリーナ

施設名 ピッピ（保谷町） 電話番号 （042）450�1139事業所名 特定非営利活動法人 Pippi

（　　）内は町名

事業所名 YL ひばりが丘カレッジ （設置主体　一般社団法人
 Your Lifestyle 研究所）

提供するサービス 生活訓練

所在地 西東京市ひばりが丘北 3-6-3

問合せ 電話（042）448-1246　FAX（042）448-1246
E-mail　yl.hibarigaoka.college@gmail.com

ホームページ http://ylhibarigaokacollege.localinfo.jp

事業所の特徴 個々の必要性に応じて、様々なプログラムを実施しています。
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就労移行支援 
事業所名 ピュルエルワーク西東京	 （設置主体　合同会社ピュルエル）

提供するサービス 就労移行支援

所在地 西東京市ひばりが丘北３�３�19　第５並木ビル３F

問合せ 電話（042）439�6660　FAX（042）439�6661
E�mail　mizokei@kojuken.com

ホームページ https://work.puraile.com

事業所の特徴 訓練に農作業やフリマアプリを使った古物売買を取り入れています。

事業所名 ION第１事業所	 	 （設置主体　一般社団法人ION）

提供するサービス 生活介護・就労継続支援B型・就労移行支援・就労定着支援

所在地 西東京市保谷町３�25�８

問合せ 電話（042）452�9420　FAX（042）452�9421
E�mail　mail@ion�aion.org

ホームページ https://ion�aion.org

事業所の特徴 アパート清掃、駐車場等の草むしり、事業所内での軽作業を行っています。
作業訓練や仕事を通してステップアップを目指しています。

事業所名 カノン		 	 	 （設置主体　社会福祉法人さくらの園）

提供するサービス 就労移行支援

所在地 西東京市西原町４�５�６　西東京市西原総合教育施設内

問合せ 電話（042）452�7062　FAX（042）452�3782
E�mail　kanon@sakura�no�sono.jp

ホームページ http://sakura�no�sono.org/

事業所の特徴 Cafeもぐもぐの森の運営と、小型家電解体を中心とした職業訓練を提供し、
一般企業への就労をサポートしています。

157157

12. 
施
設
・
団
体
等

自立訓練（機能訓練・生活訓練） 
事業所名 YLひばりが丘カレッジ	 （設置主体　一般社団法人Your Lifestyle研究所）

提供するサービス 生活訓練

所在地 西東京市ひばりが丘北３�６�３

問合せ 電話（042）448�1246　FAX（042）448�1246
E�mail　yl.hibarigaoka.college@gmail.com

ホームページ http://ylhibarigaokacollege.localinfo.jp

事業所の特徴 個々の必要性に応じて、様々なプログラムを実施しています。
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ページ
自立訓練（機能訓練、生活訓練

事業所名、Ｙ Ｌ ひばりが丘カレッジ 、（設置主体、 一般社団法人ユアライフスタイル研究所
提供するサービス 、生活訓練
所在地 、西東京市ひばりが丘北
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴 、個々の必要性に応じて、様々なプログラムを実施しています。
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共同生活援助 
	知的障害者グループホーム	
施設名 第一田無寮（南町） 電話番号 （042）464�0244事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 第二田無寮（芝久保町） 電話番号 （042）464�2441事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 第三田無寮（向台町） 電話番号 （042）462�6990事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 第五田無寮（田無町） 電話番号 （042）461�2001事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 第六田無寮（芝久保町） 電話番号 （042）464�8866事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 第七田無寮（芝久保町） 電話番号 （042）464�8867事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 自立生活企画生活寮（田無町） 電話番号 （042）462�5999事業所名 特定非営利活動法人自立生活企画

施設名 グループホームわっはっは（栄町）
電話番号 （042）424�0354事業所名 特定非営利活動法人ハンディキャップサポート

ウーノの会
施設名 グループホームららら（住吉町）

電話番号 （042）439�6235事業所名 特定非営利活動法人ハンディキャップサポート
ウーノの会

施設名 緑町マリーナ（緑町） 電話番号 （042）453�2300事業所名 特定非営利活動法人地域福祉マリーナ

施設名 下保谷マリーナ（下保谷） 電話番号 （042）430�0675事業所名 特定非営利活動法人地域福祉マリーナ

施設名 田無町マリーナ（田無町） 電話番号 ―事業所名 特定非営利活動法人地域福祉マリーナ

施設名 北町マリーナ（北町） 電話番号 ―事業所名 特定非営利活動法人地域福祉マリーナ

施設名 ピッピ（保谷町） 電話番号 （042）450�1139事業所名 特定非営利活動法人 Pippi

（　　）内は町名
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就労移行支援 
事業所名 ピュルエルワーク西東京	 （設置主体　合同会社ピュルエル）

提供するサービス 就労移行支援

所在地 西東京市ひばりが丘北３�３�19　第５並木ビル３F

問合せ 電話（042）439�6660　FAX（042）439�6661
E�mail　mizokei@kojuken.com

ホームページ https://work.puraile.com

事業所の特徴 訓練に農作業やフリマアプリを使った古物売買を取り入れています。

事業所名 ION第１事業所	 	 （設置主体　一般社団法人ION）

提供するサービス 生活介護・就労継続支援B型・就労移行支援・就労定着支援

所在地 西東京市保谷町３�25�８

問合せ 電話（042）452�9420　FAX（042）452�9421
E�mail　mail@ion�aion.org

ホームページ https://ion�aion.org

事業所の特徴 アパート清掃、駐車場等の草むしり、事業所内での軽作業を行っています。
作業訓練や仕事を通してステップアップを目指しています。

事業所名 カノン		 	 	 （設置主体　社会福祉法人さくらの園）

提供するサービス 就労移行支援

所在地 西東京市西原町４�５�６　西東京市西原総合教育施設内

問合せ 電話（042）452�7062　FAX（042）452�3782
E�mail　kanon@sakura�no�sono.jp

ホームページ http://sakura�no�sono.org/

事業所の特徴 Cafeもぐもぐの森の運営と、小型家電解体を中心とした職業訓練を提供し、
一般企業への就労をサポートしています。
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自立訓練（機能訓練・生活訓練） 
事業所名 YLひばりが丘カレッジ	 （設置主体　一般社団法人Your Lifestyle研究所）

提供するサービス 生活訓練

所在地 西東京市ひばりが丘北３�６�３

問合せ 電話（042）448�1246　FAX（042）448�1246
E�mail　yl.hibarigaoka.college@gmail.com

ホームページ http://ylhibarigaokacollege.localinfo.jp

事業所の特徴 個々の必要性に応じて、様々なプログラムを実施しています。

施設名 田無寮 電話番号 （042）464-0244設置主体 社会福祉法人さくらの園

施設名 自立生活企画生活寮 電話番号 （042）462-5999設置主体 特定非営利活動法人自立生活企画

施設名 アットホームウーノ 電話番号 （042）424-0354設置主体 社会福祉法人ウーノ

施設名 グループホーム　マリーナ 電話番号 （042）453-2300設置主体 特定非営利活動法人地域福祉マリーナ

施設名 ピッピ 電話番号 （042）450-1139設置主体 特定非営利活動法人 Pippi

施設名 Life Design　ほとり 電話番号 （042）439-8375設置主体 社会福祉法人睦月会

施設名 グループホーム・しいの木 電話番号 （042）843-6662設置主体 株式会社ピュア・ハート

施設名 アイリス 電話番号 （042）439-9619設置主体 特定非営利活動法人夢スユア

施設名 Life Design　らいみ 電話番号 （042）452-7860設置主体 社会福祉法人睦月会

施設名 芝久保どろっぷす 電話番号 （042）349-6950設置主体 特定非営利活動法人こげら会

施設名 ION 第１事業所グループホーム 電話番号 （042）452-9420設置主体 一般社団法人 ION

施設名 憩いの家　えんじぇる 電話番号 （042）439-8847設置主体 株式会社アシスト

施設名 グループホームあいだっく 電話番号 （03）6276-3903設置主体 株式会社アイダックデザイン

施設名 ぽかぽかハウス 電話番号 （070）8974-0369設置主体 株式会社 new things

施設名 カラフル西東京（共同生活援助） 電話番号 （042）497-5601設置主体 一般社団法人カラフル NIPPON
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ページ165 
 
共同生活援助 
知的障害者グループホーム 
施設名、田無寮、設置主体、社会福祉法人 、さくらのその、 
電話番号、042-464-0244 
施設名、自立生活企画生活寮、設置主体、特定非営利活動法人、自立生活企画 
電話番号、042-462-5999 
施設名、アットホーム ウーノ、 設置主体、社会福祉法人、ウーノ 
電話番号、042-424-0354 
施設名、グループホーム マリーナ、 設置主体、特定非営利活動法人、地域福祉マリーナ 
電話番号、042-453-2300 
施設名、ピッピ、（設置主体、特定非営利活動法人、ピッピ 
電話番号、042-450-1139 
施設名、ライフデザイン ほとり、設置主体、社会福祉法人睦月会 
電話番号、042-439-8375 
施設名、グループホーム しいの木、設置主体、株式会社ピュア、ハート 
電話番号、042-843-6662 
施設名、アイリス、設置主体、特定非営利活動法人ゆめスユア 
電話番号、042-439-9619 
施設名、ライフデザイン らいみ、設置主体、社会福祉法人睦月会、 
電話番号、042-452-7860、 
施設名、しばくぼどろっぷす、設置主体、特定非営利活動法人こげら会、 
電話番号、042-349-6950、 
施設名、あいおん第１事業所グループホーム、設置主体、一般社団法人あいおん、 
電話番号、042-452-9420、 
施設名、憩いの家 えんじぇる、 設置主体、株式会社アシスト、 
電話番号、042-439-8847、 
施設名、グループホームあいだっく、 設置主体、株式会社アイダックデザイン、 
電話番号、03-6276-3903 
施設名、ぽかぽかハウス、 設置主体、株式会社new things、 
電話番号、070-8974-0369 
施設名、カラフル西東京（共同生活援助、 設置主体、一般社団法人 カラフル NIPPON、 
電話番号、042-497-5601 
 



158158

12. 12. 
施
設
・
団
体
等

共同生活援助 
	知的障害者グループホーム	
施設名 第一田無寮（南町） 電話番号 （042）464�0244事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 第二田無寮（芝久保町） 電話番号 （042）464�2441事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 第三田無寮（向台町） 電話番号 （042）462�6990事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 第五田無寮（田無町） 電話番号 （042）461�2001事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 第六田無寮（芝久保町） 電話番号 （042）464�8866事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 第七田無寮（芝久保町） 電話番号 （042）464�8867事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 自立生活企画生活寮（田無町） 電話番号 （042）462�5999事業所名 特定非営利活動法人自立生活企画

施設名 グループホームわっはっは（栄町）
電話番号 （042）424�0354事業所名 特定非営利活動法人ハンディキャップサポート

ウーノの会
施設名 グループホームららら（住吉町）

電話番号 （042）439�6235事業所名 特定非営利活動法人ハンディキャップサポート
ウーノの会

施設名 緑町マリーナ（緑町） 電話番号 （042）453�2300事業所名 特定非営利活動法人地域福祉マリーナ

施設名 下保谷マリーナ（下保谷） 電話番号 （042）430�0675事業所名 特定非営利活動法人地域福祉マリーナ

施設名 田無町マリーナ（田無町） 電話番号 ―事業所名 特定非営利活動法人地域福祉マリーナ

施設名 北町マリーナ（北町） 電話番号 ―事業所名 特定非営利活動法人地域福祉マリーナ

施設名 ピッピ（保谷町） 電話番号 （042）450�1139事業所名 特定非営利活動法人 Pippi

（　　）内は町名
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施設名 ケアホーム西東京 A・B・C ユニット（保谷町） 電話番号 （042）452�7860事業所名 社会福祉法人睦月会

施設名 芝久保どろっぷす（芝久保町） 電話番号 （042）349�6950事業所名 特定非営利活動法人こげら会

施設名 グループホームにこっ（住吉町） 電話番号 （042）439�4171事業所名 特定非営利活動法人スマイルほうや

施設名 こあらハイツ 電話番号 （042）439�8706事業所名 社会福祉法人東京コロニー

施設名 木の家・華の家（保谷町） 電話番号 （042）452�9420事業所名 一般社団法人 ION

施設名 グループホーム　たんぽぽ（住吉町） 電話番号 （042）439�8847事業所名 株式会社アシスト

施設名 グループホーム　つくし 電話番号 （042）439�8847事業所名 株式会社アシスト

	精神障害者グループホーム	
施設名 グループホームサンワーク 電話番号 （042）452�7401事業所名 特定非営利活動法人燦燦会

施設名 グループホームわんど 電話番号 （042）452�8181事業所名 特定非営利活動法人ハートフィールド

施設名 グループホームわんど２ 電話番号 （042）452�7778事業所名 特定非営利活動法人ハートフィールド

施設名
グループホーム住まいる（住吉・保谷・北原・滞
在型西原・滞在型富士・滞在型東伏見・滞在型柳
沢ユニット） 電話番号 （03）5935�9299

事業所名 特定非営利活動法人住まいる

施設名 グループホームもやい（もやい・向台・向台Ⅱ・
泉町・住吉町） 電話番号 （042）438�0091

事業所名 特定非営利活動法人友訪

施設名 ミモザハウス 電話番号 （042）497�5720事業所名 特定非営利活動法人ミモザ

施設名 コデマリハウス 電話番号 ―事業所名 特定非営利活動法人ミモザ

施設名
YL ひばりが丘事業所（第一ひばり寮・第二ひばり
寮・第三ひばり寮・第四ひばり寮・第五ひばり寮・
第六ひばり寮） 電話番号 （042）439�9871

事業所名 一般社団法人 Your Lifestyle 研究所

（　　）内は町名
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施設入所支援 
事業所名 たんぽぽ	 	 	 （設置主体　社会福祉法人田無の会）

提供するサービス 施設入所支援・生活介護・短期入所

所在地 西東京市向台町３�１�11

問合せ 電話（042）461�7471　FAX（042）461�1660
E�mail　tanashinokai�1241@tea.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.tanashinokai.or.jp/

事業所の特徴 利用者さんが安心して豊かな生活ができる施設

短期入所 
事業所名 たまみずきハウス	 	 （設置主体　株式会社たまみずき）

提供するサービス 短期入所

所在地 西東京市北原町１�38�２　２階

問合せ 電話（042）497�4899　FAX（042）497�4899
E�mail　house@tamamizuki�hibari.com

ホームページ http://tamamizuki�hibari.com

事業所の特徴 知的障害者の利用が主になります。

事業所名 たんぽぽ	 	 	 （設置主体　社会福祉法人田無の会）

提供するサービス 施設入所支援・生活介護・短期入所

所在地 西東京市向台町３�１�11

問合せ 電話（042）461�7471　FAX（042）461�1660
E�mail　tanashinokai�1241@tea.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.tanashinokai.or.jp/

事業所の特徴 利用者さんが安心して豊かな生活ができる施設

施設名 グループホームサンワーク 電話番号 （042）452-7401設置主体 特定非営利活動法人燦燦会

施設名 グループホームわんど 電話番号 （042）452-8181設置主体 特定非営利活動法人ハートフィールド

施設名 グループホームもやい 電話番号 （042）439-4343設置主体 特定非営利活動法人友訪

施設名 ミモザハウス 電話番号 （042）497-5720設置主体 特定非営利活動法人ミモザ

施設名 YL ひばりが丘事業所 電話番号 （042）448-1246設置主体 一般社団法人 Your Lifestyle 研究所

施設名 グループホーム　メトロノーム 電話番号 （042）452-3138設置主体 医療法人社団薫風会

施設名 グループホームこころゆたか 電話番号 （070）2029-0533設置主体 一般社団法人みらいと

施設名 憩いの家　えんじぇる 電話番号 （042）439-8847設置主体 株式会社アシスト

施設名 ぽかぽかハウス 電話番号 （070）8974-0369設置主体 株式会社 new things

12.
施
設
・
団
体
等

166

ページ
精神障害者グループホーム、
施設名、グループホームサンワーク、設置主体、特定非営利活動法人燦燦会、
電話番号、 、
施設名、グループホームわんど、設置主体、特定非営利活動法人ハートフィールド、
電話番号、 、
施設名、グループホームもやい、設置主体、特定非営利活動法人ユーフォー、
電話番号、
施設名、ミモザハウス、設置主体、特定非営利活動法人ミモザ、
電話番号、 、
施設名、ワイエルひばりが丘事業所、設置主体、一般社団法人 ユアライフスタイル研究所、
電話番号、 、
施設名、グループホーム メトロノーム、設置主体、医療法人社団 薫風会、
電話番号、
施設名、グループホーム こころゆたか、設置主体、一般社団法人 みらいと、
電話番号、
施設名、憩いの家 えんじぇる、設置主体、株式会社アシスト、
電話番号、 、
施設名、ぽかぽかハウス、設置主体、株式会社 、
電話番号、 、
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共同生活援助 
	知的障害者グループホーム	
施設名 第一田無寮（南町） 電話番号 （042）464�0244事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 第二田無寮（芝久保町） 電話番号 （042）464�2441事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 第三田無寮（向台町） 電話番号 （042）462�6990事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 第五田無寮（田無町） 電話番号 （042）461�2001事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 第六田無寮（芝久保町） 電話番号 （042）464�8866事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 第七田無寮（芝久保町） 電話番号 （042）464�8867事業所名 社会福祉法人　さくらの園

施設名 自立生活企画生活寮（田無町） 電話番号 （042）462�5999事業所名 特定非営利活動法人自立生活企画

施設名 グループホームわっはっは（栄町）
電話番号 （042）424�0354事業所名 特定非営利活動法人ハンディキャップサポート

ウーノの会
施設名 グループホームららら（住吉町）

電話番号 （042）439�6235事業所名 特定非営利活動法人ハンディキャップサポート
ウーノの会

施設名 緑町マリーナ（緑町） 電話番号 （042）453�2300事業所名 特定非営利活動法人地域福祉マリーナ

施設名 下保谷マリーナ（下保谷） 電話番号 （042）430�0675事業所名 特定非営利活動法人地域福祉マリーナ

施設名 田無町マリーナ（田無町） 電話番号 ―事業所名 特定非営利活動法人地域福祉マリーナ

施設名 北町マリーナ（北町） 電話番号 ―事業所名 特定非営利活動法人地域福祉マリーナ

施設名 ピッピ（保谷町） 電話番号 （042）450�1139事業所名 特定非営利活動法人 Pippi

（　　）内は町名
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施設名 ケアホーム西東京 A・B・C ユニット（保谷町） 電話番号 （042）452�7860事業所名 社会福祉法人睦月会

施設名 芝久保どろっぷす（芝久保町） 電話番号 （042）349�6950事業所名 特定非営利活動法人こげら会

施設名 グループホームにこっ（住吉町） 電話番号 （042）439�4171事業所名 特定非営利活動法人スマイルほうや

施設名 こあらハイツ 電話番号 （042）439�8706事業所名 社会福祉法人東京コロニー

施設名 木の家・華の家（保谷町） 電話番号 （042）452�9420事業所名 一般社団法人 ION

施設名 グループホーム　たんぽぽ（住吉町） 電話番号 （042）439�8847事業所名 株式会社アシスト

施設名 グループホーム　つくし 電話番号 （042）439�8847事業所名 株式会社アシスト

	精神障害者グループホーム	
施設名 グループホームサンワーク 電話番号 （042）452�7401事業所名 特定非営利活動法人燦燦会

施設名 グループホームわんど 電話番号 （042）452�8181事業所名 特定非営利活動法人ハートフィールド

施設名 グループホームわんど２ 電話番号 （042）452�7778事業所名 特定非営利活動法人ハートフィールド

施設名
グループホーム住まいる（住吉・保谷・北原・滞
在型西原・滞在型富士・滞在型東伏見・滞在型柳
沢ユニット） 電話番号 （03）5935�9299

事業所名 特定非営利活動法人住まいる

施設名 グループホームもやい（もやい・向台・向台Ⅱ・
泉町・住吉町） 電話番号 （042）438�0091

事業所名 特定非営利活動法人友訪

施設名 ミモザハウス 電話番号 （042）497�5720事業所名 特定非営利活動法人ミモザ

施設名 コデマリハウス 電話番号 ―事業所名 特定非営利活動法人ミモザ

施設名
YL ひばりが丘事業所（第一ひばり寮・第二ひばり
寮・第三ひばり寮・第四ひばり寮・第五ひばり寮・
第六ひばり寮） 電話番号 （042）439�9871

事業所名 一般社団法人 Your Lifestyle 研究所

（　　）内は町名
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施設入所支援 
事業所名 たんぽぽ	 	 	 （設置主体　社会福祉法人田無の会）

提供するサービス 施設入所支援・生活介護・短期入所

所在地 西東京市向台町３�１�11

問合せ 電話（042）461�7471　FAX（042）461�1660
E�mail　tanashinokai�1241@tea.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.tanashinokai.or.jp/

事業所の特徴 利用者さんが安心して豊かな生活ができる施設

短期入所 
事業所名 たまみずきハウス	 	 （設置主体　株式会社たまみずき）

提供するサービス 短期入所

所在地 西東京市北原町１�38�２　２階

問合せ 電話（042）497�4899　FAX（042）497�4899
E�mail　house@tamamizuki�hibari.com

ホームページ http://tamamizuki�hibari.com

事業所の特徴 知的障害者の利用が主になります。

事業所名 たんぽぽ	 	 	 （設置主体　社会福祉法人田無の会）

提供するサービス 施設入所支援・生活介護・短期入所

所在地 西東京市向台町３�１�11

問合せ 電話（042）461�7471　FAX（042）461�1660
E�mail　tanashinokai�1241@tea.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.tanashinokai.or.jp/

事業所の特徴 利用者さんが安心して豊かな生活ができる施設

https://tanashinokai.or.jp

https://tanashinokai.or.jp
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ページ
施設入所支援
事業所名、 たんぽぽ、 （設置主体、 社会福祉法人田無の会
提供するサービス、 施設入所支援、生活介護、短期入所
所在地、 西東京市むこう台ちょう
問合せ、 電話 、 、 、
事業所の特徴 、利用者さんが安心して豊かな生活ができる施設
短期入所
事業所名、 たまみずきハウス 、（設置主体、 株式会社たまみずき
提供するサービス、 短期入所
所在地、 西東京市北原ちょう の の 、 階
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴 、知的障害者の利用が おもになります。
事業所名、 たんぽぽ、 （設置主体、 社会福祉法人田無の会
提供するサービス、 施設入所支援、生活介護、短期入所
所在地、 西東京市むこう台ちょう
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 利用者さんが安心して豊かな生活ができる施設
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施設入所支援 
事業所名 たんぽぽ	 	 	 （設置主体　社会福祉法人田無の会）

提供するサービス 施設入所支援・生活介護・短期入所

所在地 西東京市向台町３�１�11

問合せ 電話（042）461�7471　FAX（042）461�1660
E�mail　tanashinokai�1241@tea.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.tanashinokai.or.jp/

事業所の特徴 利用者さんが安心して豊かな生活ができる施設

短期入所 
事業所名 たまみずきハウス	 	 （設置主体　株式会社たまみずき）

提供するサービス 短期入所

所在地 西東京市北原町１�38�２　２階

問合せ 電話（042）497�4899　FAX（042）497�4899
E�mail　house@tamamizuki�hibari.com

ホームページ http://tamamizuki�hibari.com

事業所の特徴 知的障害者の利用が主になります。

事業所名 たんぽぽ	 	 	 （設置主体　社会福祉法人田無の会）

提供するサービス 施設入所支援・生活介護・短期入所

所在地 西東京市向台町３�１�11

問合せ 電話（042）461�7471　FAX（042）461�1660
E�mail　tanashinokai�1241@tea.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.tanashinokai.or.jp/

事業所の特徴 利用者さんが安心して豊かな生活ができる施設
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事業所名 ケアこげら西東京事務所	 （設置主体　特定非営利活動法人　こげら会）

提供するサービス 短期入所

所在地 西東京市新町１�14�10

問合せ 電話（042）349�6950　FAX（042）349�6951
E�mail　nishitokyo1504@kogera.jp

ホームページ http://www.kogera.jp

事業所の特徴 知的障がい児・者を主な対象とする。

事業所名 夢スユア	 	 	 （設置主体　特定非営利活動法人　夢スユア）

提供するサービス 短期入所

所在地 西東京市泉町２�17�18　NKビル203

問合せ 電話（042）439�9619　FAX（042）439�9580

ホームページ http://yume�suyua.com

事業所の特徴 幅広い方を対象としております。

訪問系サービス 
事業所名 一般社団法人　ボランテ	

所在地 西東京市ひばりが丘北２�７�12　ラークヒルズ106

問合せ 電話（042）439�3035　FAX（042）439�3036
E�mail　volante@fuga.ocn.ne.jp

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇

事業所の特徴 同時に訪問介護も実施しております。
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事業所名 ニチイケアセンター
ひばりが丘	 	 	 （設置主体　株式会社ニチイ学館）

所在地 西東京市ひばりが丘北３�３�35　稲富ビル１F

問合せ 電話（042）438�9455　FAX（042）438�9457

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 ―

事業所名 ケアリッツ保谷	

所在地 西東京市下保谷３�16�13　メゾンマルベリー101

問合せ 電話（042）439�3516　FAX（042）439�3517

ホームページ http://careritz.co.jp

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 高齢者支援をメインとしております。介護保険との併用にも対応可能です。

事業所名 ヘルパーステーションウーノ	

所在地 西東京市住吉町３�12�19

問合せ 電話（042）424�7775　FAX（042）439�4487
E�mail　hsuuno@leaf.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.uuno.org/

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 緊急度の高い方を優先しております。

介護支援事業所　ボランテ （設置主体　一般社団法人　ボランテ）

知的障害のある方・障害のあるお子さんを主な対象とする
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ページ
事業所名 、ケアこげら西東京事務所、 （設置主体、 特定非営利活動法人 こげら会
提供するサービス、短期入所
所在地、 西東京市新町
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 知的しょうがいのある方、障がいのあるお子さんを主な対象とする。
事業所名、 夢スユア、 （設置主体、 特定非営利活動法人、 夢スユア
提供するサービス、 短期入所
所在地、 西東京市泉町 の の 、 ＮＫビルに、ぜろ、さん
問合せ 、電話、 、 、
事業所の特徴、 幅広いかたを対象としております。
訪問系サービス
事業所名、 介護支援事業所 ボランテ、 （設置主体、一般社団法人 ボランテ
所在地、 西東京市ひばりが丘北 、ラークヒルズいち、ぜろ、ろく
問合せ、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目、 身体介護、 家事援助、 重度訪問介護
事業所の特徴、 同時に訪問介護も実施しております。
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施設入所支援 
事業所名 たんぽぽ	 	 	 （設置主体　社会福祉法人田無の会）

提供するサービス 施設入所支援・生活介護・短期入所

所在地 西東京市向台町３�１�11

問合せ 電話（042）461�7471　FAX（042）461�1660
E�mail　tanashinokai�1241@tea.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.tanashinokai.or.jp/

事業所の特徴 利用者さんが安心して豊かな生活ができる施設

短期入所 
事業所名 たまみずきハウス	 	 （設置主体　株式会社たまみずき）

提供するサービス 短期入所

所在地 西東京市北原町１�38�２　２階

問合せ 電話（042）497�4899　FAX（042）497�4899
E�mail　house@tamamizuki�hibari.com

ホームページ http://tamamizuki�hibari.com

事業所の特徴 知的障害者の利用が主になります。

事業所名 たんぽぽ	 	 	 （設置主体　社会福祉法人田無の会）

提供するサービス 施設入所支援・生活介護・短期入所

所在地 西東京市向台町３�１�11

問合せ 電話（042）461�7471　FAX（042）461�1660
E�mail　tanashinokai�1241@tea.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.tanashinokai.or.jp/

事業所の特徴 利用者さんが安心して豊かな生活ができる施設

161161

12. 
施
設
・
団
体
等

事業所名 ケアこげら西東京事務所	 （設置主体　特定非営利活動法人　こげら会）

提供するサービス 短期入所

所在地 西東京市新町１�14�10

問合せ 電話（042）349�6950　FAX（042）349�6951
E�mail　nishitokyo1504@kogera.jp

ホームページ http://www.kogera.jp

事業所の特徴 知的障がい児・者を主な対象とする。

事業所名 夢スユア	 	 	 （設置主体　特定非営利活動法人　夢スユア）

提供するサービス 短期入所

所在地 西東京市泉町２�17�18　NKビル203

問合せ 電話（042）439�9619　FAX（042）439�9580

ホームページ http://yume�suyua.com

事業所の特徴 幅広い方を対象としております。

訪問系サービス 
事業所名 一般社団法人　ボランテ	

所在地 西東京市ひばりが丘北２�７�12　ラークヒルズ106

問合せ 電話（042）439�3035　FAX（042）439�3036
E�mail　volante@fuga.ocn.ne.jp

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇

事業所の特徴 同時に訪問介護も実施しております。
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事業所名 ニチイケアセンター
ひばりが丘	 	 	 （設置主体　株式会社ニチイ学館）

所在地 西東京市ひばりが丘北３�３�35　稲富ビル１F

問合せ 電話（042）438�9455　FAX（042）438�9457

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 ―

事業所名 ケアリッツ保谷	

所在地 西東京市下保谷３�16�13　メゾンマルベリー101

問合せ 電話（042）439�3516　FAX（042）439�3517

ホームページ http://careritz.co.jp

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 高齢者支援をメインとしております。介護保険との併用にも対応可能です。

事業所名 ヘルパーステーションウーノ	

所在地 西東京市住吉町３�12�19

問合せ 電話（042）424�7775　FAX（042）439�4487
E�mail　hsuuno@leaf.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.uuno.org/

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 緊急度の高い方を優先しております。

（設置主体　株式会社　ケアリッツ・アンド・
パートナーズ）

（設置主体　社会福祉法人ウーノ）

hs@uuno.org

https://uuno.org

知的障害の方の支援を得意としています。緊急度の高い方を優先しております。
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ページ
事業所名 、ニチイケアセンターひばりが丘、 （設置主体 、株式会社ニチイ学館
所在地、 西東京市ひばりが丘北 、 稲富ビル１階
問合せ、 電話 、 、 、
サービス種別
該当する項目
身体介護、 家事援助、 通院とう介助、 重度訪問介護
事業所名、 ケアリッツ保谷、 （設置主体 、株式会社 ケアリッツ アンド パートナーズ
所在地、 西東京市下保谷 、メゾンマルベリーいち、ぜろ、いち
問合せ、 電話 、 、 、
サービス種別
該当する項目
身体介護、 家事援助、 通院とう介助、 重度訪問介護
事業所の特徴 、高齢者支援をメインとしております。介護保険との併用にも対応可能です。
事業所名 、ヘルパーステーション、 ウーノ、 （設置主体 、社会福祉法人、ウーノ
所在地 、西東京市住吉町
問合せ、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目
身体介護、 家事援助 、通院とう介助、 重度訪問介護、 行動援護
事業所の特徴、 知的障害のかたの支援を得意としています。緊急度の高いかたを優先しております。
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事業所名 ニチイケアセンター
ひばりが丘	 	 	 （設置主体　株式会社ニチイ学館）

所在地 西東京市ひばりが丘北３�３�35　稲富ビル１F

問合せ 電話（042）438�9455　FAX（042）438�9457

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 ―

事業所名 ケアリッツ保谷	

所在地 西東京市下保谷３�16�13　メゾンマルベリー101

問合せ 電話（042）439�3516　FAX（042）439�3517

ホームページ http://careritz.co.jp

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 高齢者支援をメインとしております。介護保険との併用にも対応可能です。

事業所名 ヘルパーステーションウーノ	

所在地 西東京市住吉町３�12�19

問合せ 電話（042）424�7775　FAX（042）439�4487
E�mail　hsuuno@leaf.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.uuno.org/

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 緊急度の高い方を優先しております。
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事業所名 ラヴィータ柳沢	

所在地 西東京市保谷町３�25�12　KIKUYAビル１F

問合せ 電話（042）452�0151　FAX（042）452�0152

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇

事業所の特徴 ―

事業所名 ニチイケアセンター
田無みなみ	 	 	 （設置主体　株式会社ニチイ学館）

所在地 西東京市南町１�５�14　T's garden田無１階

問合せ 電話（042）460�4070　FAX（042）462�4900

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 ―

事業所名 合同会社徳有企画	

所在地 西東京市向台町６�14�16

問合せ 電話（042）497�6466　FAX（042）497�6467
E�mail　tokuyukikaku@basil.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.tokuyukikaku.jp/

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 ―

（設置主体　株式会社 La Vita）

（設置主体　合同会社徳有企画）
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ページ
事業所名、 ラヴィータやぎさわ、 （設置主体、 株式会社 ラヴィータ
所在地、 西東京市保谷町 の の 、 ビル 階
問合せ、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目
身体介護 、家事援助 、重度訪問介護
事業所名 、ニチイケアセンター、田無みなみ 、（設置主体 、株式会社ニチイ学館
所在地、 西東京市みなみちょう の の 、ティーズガーデン田無 階
問合せ 、 電話 、 、 、
サービス種別
該当する項目
身体介護 、家事援助 、通院とう介助 、重度訪問介護
事業所名、 合同会社、 徳有企画、 （設置主体、 合同会社徳有企画
所在地、 西東京市むこう台町
問合せ、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目
身体介護、 家事援助 、通院とう介助、 乗降介助
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事業所名 ニチイケアセンター
ひばりが丘	 	 	 （設置主体　株式会社ニチイ学館）

所在地 西東京市ひばりが丘北３�３�35　稲富ビル１F

問合せ 電話（042）438�9455　FAX（042）438�9457

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 ―

事業所名 ケアリッツ保谷	

所在地 西東京市下保谷３�16�13　メゾンマルベリー101

問合せ 電話（042）439�3516　FAX（042）439�3517

ホームページ http://careritz.co.jp

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 高齢者支援をメインとしております。介護保険との併用にも対応可能です。

事業所名 ヘルパーステーションウーノ	

所在地 西東京市住吉町３�12�19

問合せ 電話（042）424�7775　FAX（042）439�4487
E�mail　hsuuno@leaf.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.uuno.org/

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 緊急度の高い方を優先しております。
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事業所名 ラヴィータ柳沢	

所在地 西東京市保谷町３�25�12　KIKUYAビル１F

問合せ 電話（042）452�0151　FAX（042）452�0152

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇

事業所の特徴 ―

事業所名 ニチイケアセンター
田無みなみ	 	 	 （設置主体　株式会社ニチイ学館）

所在地 西東京市南町１�５�14　T's garden田無１階

問合せ 電話（042）460�4070　FAX（042）462�4900

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 ―

事業所名 合同会社徳有企画	

所在地 西東京市向台町６�14�16

問合せ 電話（042）497�6466　FAX（042）497�6467
E�mail　tokuyukikaku@basil.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.tokuyukikaku.jp/

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 ―
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事業所名 NPO法人
生活援助為センター	 	 （設置主体　NPO法人生活援助為センター）

所在地 西東京市東町２�１�４　芹澤ハイツ101号

問合せ 電話（042）425�5805　FAX（042）425�5806
E�mail　enjoy�nisitokyo@jade.dti.ne.jp

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇

事業所の特徴 重度障害者（児）を中心に派遣を行う自立生活センターです。

事業所名 夢スユア	 	 	 （設置主体　特定非営利活動法人　夢スユア）

所在地 西東京市泉町２�17�18　NKビル203

問合せ 電話（042）439�9619　FAX（042）439�9580
E�mail　yumesuyua.suisuikurabu@gmail.com

ホームページ http://yume�suyua.com

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇

事業所の特徴 幅広い方を対象としております。

事業所名 ハミング訪問介護事業所

所在地 西東京市泉町３�12�25　パスレル保谷２階

問合せ 電話（042）425�0383　FAX（042）425�5901
E�mail　acthamin@oak.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.haming.ico.bz

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇

事業所の特徴 ―

（設置主体　特定非営利活動法人
 生活援助為センター）

（設置主体　特定非営利活動法人 アビリティクラ
 ブたすけあい保谷たすけあいワーカーズハミング）

特定非営利活動法人
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ページ
事業所名 、特定非営利活動法人 生活えんじょいセンター、 （設置主体 、特定非営利活動法人 生活援助
いセンター
所在地 、西東京市東ちょう 、 芹澤ハイツいち、ぜろ、いち号
問合せ、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目
重度訪問介護
事業所の特徴 、重度障害者（じ、を中心に派遣を行う自立生活センターです。

事業所名、 夢スユア、 （設置主体、 特定非営利活動法人 、夢スユア
所在地、 西東京市泉町 の の 、ＮＫビルに、ぜろ、さん
問合せ、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目
家事援助 、通院とう介助 、行動援護
事業所の特徴、 幅広いかたを対象としております。
事業所名 、ハミング訪問介護事業所、 （設置主体 、特定非営利活動法人 アビリティクラブ たすけあい
保谷たすけあい ワーカーズ ハミング
所在地、 西東京市泉町 、パスレル保谷 階
問合せ、 電話 、 、 、
サービス種別
該当する項目、 身体介護、 家事援助、 通院とう介助
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事業所名 NPO法人
生活援助為センター	 	 （設置主体　NPO法人生活援助為センター）

所在地 西東京市東町２�１�４　芹澤ハイツ101号

問合せ 電話（042）425�5805　FAX（042）425�5806
E�mail　enjoy�nisitokyo@jade.dti.ne.jp

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇

事業所の特徴 重度障害者（児）を中心に派遣を行う自立生活センターです。

事業所名 夢スユア	 	 	 （設置主体　特定非営利活動法人　夢スユア）

所在地 西東京市泉町２�17�18　NKビル203

問合せ 電話（042）439�9619　FAX（042）439�9580
E�mail　yumesuyua.suisuikurabu@gmail.com

ホームページ http://yume�suyua.com

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇

事業所の特徴 幅広い方を対象としております。

事業所名 ハミング訪問介護事業所

所在地 西東京市泉町３�12�25　パスレル保谷２階

問合せ 電話（042）425�0383　FAX（042）425�5901
E�mail　acthamin@oak.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.haming.ico.bz

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇

事業所の特徴 ―
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事業所名 訪問サービスいずみ	 	

所在地 西東京市泉町３�15�28

問合せ 電話（042）424�7514　FAX（042）425�2662

ホームページ http://www.you�you123.com

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇

事業所の特徴 精神障がいの方の家事援助をしています。

事業所名 エルダリーケア24西東京	 （設置主体　	 	 	 	 株式会社日本エルダリーケアサービス）

所在地 西東京市田無町２�10�２　ルースター田無４F

問合せ 電話（042）451�7751　FAX（042）451�7752
E�mail　nishitokyo24@elderly.jp

ホームページ http://www.elderly.jp

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇

事業所の特徴 24時間訪問可能な事業所です。介護福祉士の資格を持った男性ヘルパーが中
心となって温かなケアにあたります。

事業所名 ライフサービス　ぱーとなー

所在地 西東京市田無町３�３�７　海老澤第一ビル303

問合せ 電話（042）452�9323　FAX（042）451�9140

ホームページ http://www.ls�partner.jp/

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 登録喀痰吸引等事業者、登録特定行為事業者の登録をしております。

介護保険を主体として行っており、障害サービスと併用してご利用できます。

介護福祉士の資格を持った男性ヘルパーが中心となって温かなケアにあたります。

（設置主体　社会福祉法人悠遊）

（設置主体　有限会社ユピテル）
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ページ
事業所名 訪問サービスいずみ 、（設置主体、 社会福祉法人 悠遊
所在地 、西東京市泉町
問合せ 、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目
身体介護、 家事援助、 同行援護
事業所の特徴 、介護保険を主体として行っており、障害サービスと併用してご利用できます。

事業所名、 エルダリーケア 西東京 、（設置主体、 株式会社 、日本エルダリーケアサービス
所在地、 西東京市田無ちょう 、 ルースター田無 階
問合せ、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目
身体介護
事業所の特徴、 介護福祉士の資格を持った男性ヘルパーが中心となって温かなケアにあたります。
事業所名 、ライフサービスぱーとなー、 （設置主体、 有限会社 ユピテル
所在地 、西東京市田無町 、 海老澤第一ビルさん、ぜろ、さん
問合せ 、 電話 、 、 、
サービス種別
該当する項目
身体介護 、家事援助 、同行援護 、重度訪問介護
事業所の特徴、 登録喀痰吸引とう事業者、登録特定行為事業者の登録をしております。
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事業所名 NPO法人
生活援助為センター	 	 （設置主体　NPO法人生活援助為センター）

所在地 西東京市東町２�１�４　芹澤ハイツ101号

問合せ 電話（042）425�5805　FAX（042）425�5806
E�mail　enjoy�nisitokyo@jade.dti.ne.jp

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇

事業所の特徴 重度障害者（児）を中心に派遣を行う自立生活センターです。

事業所名 夢スユア	 	 	 （設置主体　特定非営利活動法人　夢スユア）

所在地 西東京市泉町２�17�18　NKビル203

問合せ 電話（042）439�9619　FAX（042）439�9580
E�mail　yumesuyua.suisuikurabu@gmail.com

ホームページ http://yume�suyua.com

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇

事業所の特徴 幅広い方を対象としております。

事業所名 ハミング訪問介護事業所

所在地 西東京市泉町３�12�25　パスレル保谷２階

問合せ 電話（042）425�0383　FAX（042）425�5901
E�mail　acthamin@oak.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.haming.ico.bz

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇

事業所の特徴 ―
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事業所名 訪問サービスいずみ	 	

所在地 西東京市泉町３�15�28

問合せ 電話（042）424�7514　FAX（042）425�2662

ホームページ http://www.you�you123.com

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇

事業所の特徴 精神障がいの方の家事援助をしています。

事業所名 エルダリーケア24西東京	 （設置主体　	 	 	 	 株式会社日本エルダリーケアサービス）

所在地 西東京市田無町２�10�２　ルースター田無４F

問合せ 電話（042）451�7751　FAX（042）451�7752
E�mail　nishitokyo24@elderly.jp

ホームページ http://www.elderly.jp

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇

事業所の特徴 24時間訪問可能な事業所です。介護福祉士の資格を持った男性ヘルパーが中
心となって温かなケアにあたります。

事業所名 ライフサービス　ぱーとなー

所在地 西東京市田無町３�３�７　海老澤第一ビル303

問合せ 電話（042）452�9323　FAX（042）451�9140

ホームページ http://www.ls�partner.jp/

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 登録喀痰吸引等事業者、登録特定行為事業者の登録をしております。

事業所名 ケア 21 西東京 （設置主体　株式会社ケア 21）

所在地 西東京市田無町 2-14-9　田無マーシャンハイツ 101

問合せ 電話（042）452-0321　FAX（042）463-7122
E-mail　nishitokyo@care21.co.jp

ホームページ http://www.care21.co.jp

サービス種別
（該当する項目に○）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

○ ○ ○ ○ ○

事業所の特徴 ー

事業所名 あっとほーむ
ヘルパーセンター （設置主体　有限会社あっとほーむ）

所在地 西東京市田無町 4-23-7-104

問合せ 電話（042）451-6507　FAX（042）451-6508
E-mail　athome04@eco.ocn.ne.jp

ホームページ http://nishitokyo.shop-info.com/ATHOME/

サービス種別
（該当する項目に○）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

○ ○ ○ ○

事業所の特徴 ー

業所名 アドヴァンスケア西東京 　　（設置主体　一般社団法人アドヴァンスケア）

所在地 西東京市田無町 4-8-22　ビラ田無 102

問合せ 電話（042）497-6861　FAX（042）497-6862
E-mail　info@advance-care.net

サービス種別
（該当する項目に○）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

○ ○ ○ ○ ○

事業所の特徴 　重度身体障がいを持った方が住み慣れた地域で生活をする為の支援をしてい
　ます。

業所名 マカナ訪問介護事業所 　　（設置主体　B.M.Mahalo 株式会社）

所在地 西東京市田無町 4-18-5

問合せ 電話（042）497-4423　FAX（042）465-0652

サービス種別
（該当する項目に○）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

○ ○ ○

事業所の特徴 　身体障害者の方の日常生活サポートを中心にヘルパー
　の派遣をしています。
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事業所名、 ケア２１西東京、 （設置主体、 株式会社 ケア２１
所在地、 西東京市田無ちょう 、田無マーシャンハイツ
問合せ、 電話 、 、 、
サービス種別
該当する項目
身体介護、 家事援助 、通院とう介助 、同行援護 、重度訪問介護
事業所名 、あっとほーむヘルパーセンター 、（設置主体 、有限会社あっとほーむ
所在地 、西東京市田無ちょう の の の
問合せ 、 電話 、 、 、
サービス種別
該当する項目
身体介護、 家事援助、 同行援護 、重度訪問介護
事業所名、 アドヴァンスケア西東京、 （設置主体、 一般社団法人 アドヴァンスケア
所在地 西東京市田無ちょう 、 ビラ田無いち、ぜろ、に
問合せ、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目
身体介護、 家事援助、 通院とう介助、 重度訪問介護、行動援護
事業所の特徴、 重度身体障害を持ったかたが住み慣れた地域で生活をする為の支援をしています。

事業所名 マカナ訪問介護事業所 （設置主体、 株式会社）
所在地 西東京市田無ちょう
問合せ 電話
サービス種別 該当する項目 身体介護、家事援助、重度訪問介護
事業所の特徴 身体障害者のかたの日常生活サポートを中心にヘルパーの派遣をしています
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事業所名 ケア21西東京		 	

所在地 西東京市田無町３�３�８　共栄ビル３階

問合せ 電話（042）452�0321　FAX（042）463�7122
E�mail　nishitokyo@care21.co.jp

ホームページ http://www.care21.co.jp

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 ―

事業所名 あっとほーむ		
ヘルパーセンター	 	 （設置主体　有限会社あっとほーむ）

所在地 西東京市田無町４�23�７�104

問合せ 電話（042）451�6507　FAX（042）451�6508
E�mail　athome04@eco.ocn.ne.jp

ホームページ http://nisitokyo.shop�info.com/ATHOME/

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 ―

事業所名 NPO・アクトそよかぜ訪問介護事業所

所在地 西東京市田無町４�６�７

問合せ 電話（042）465�8994　FAX（042）465�8995
E�mail　actsoyo@oak.ocn.ne.jp

ホームページ https://www.act�soyokaze.com/

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇

事業所の特徴 精神障がいの方の家事援助をしています。
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事業所名 アドヴァンスケア西東京

所在地 西東京市田無町４�８�22　ビラ田無102

問合せ 電話（042）497�6861　FAX（042）497�6862
E�mail　info@advance�care.net

ホームページ http://advance�care.net

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 主に障害者の支援を行っています。

事業所名 自立生活企画		 	 （設置主体　特定非営利活動法人自立生活企画）

所在地 西東京市田無町５�６�20　第二和光ビル202

問合せ 電話（042）462�5999　FAX（042）462�5955

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 重度身体障害者の自立支援、知的障害者の地域移行支援を行っています。
24時間365日介護派遣を行っています。

事業所名 株式会社	 	 	
ケアワーク北多摩	 	 （設置主体　株式会社ケアワーク北多摩）

所在地 西東京市田無町５�８�15

問合せ 電話（042）461�8230　FAX（042）461�5226
E�mail　kea8180@cello.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.care�kita.jp/

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 身体障害者・児をメインにご利用者の意向に沿ったサービスを提供しています。
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事業所名 グリーンリーフ西東京

所在地 西東京市田無町７�４�５　キャビンN202

問合せ 電話（042）452�5216　FAX（042）452�5217
E�mail　Greenleaf_kyotaku_I@spice.ocn.ne.jp

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇

事業所の特徴 男性スタッフ中心で支援を行っております。

事業所名 NPO法人ととろクラブ	 （設置主体　NPO法人ととろクラブ）

所在地 西東京市芝久保町２�22�33

問合せ 電話（042）450�0991　FAX（042）451�7115
E�mail　totoro�club@nifty.com

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 障害児・者をメインに支援しています。

（設置主体　株式会社ナカムラ・コーポレーション）

身体障害のある方などにご利用者の意向に沿ったサービスを提供しています。　
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事業所名、 自立生活企画、 （設置主体、 特定非営利活動法人 、自立生活企画
所在地 、西東京市田無ちょう 、第二和光ビルに、ぜろ、に
問合せ、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目
身体介護、 家事援助、 通院とう介助、 重度訪問介護、 行動援護
事業所の特徴、 重度身体障害者の自立支援、知的障害者の地域移行支援を行っています。

時間 にち介護派遣を行っています。
事業所名、 株式会社ケアワーク北多摩、 （設置主体、 株式会社ケアワーク北多摩
所在地 、西東京市田無ちょう
問合せ、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目
身体介護、 家事援助、 通院とう介助、 同行援護、 重度訪問介護
事業所の特徴、 身体障害のある方などにご利用者の意向に沿ったサービスを提供しています。
事業所名 、グリーンリーフ西東京、 （設置主体、 株式会社 ナカムラ コーポレーション
所在地 、西東京市田無ちょう 、キャビンＮに、ぜろ、に
問合せ、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目
身体介護 、家事援助
事業所の特徴 、男性スタッフ中心で支援を行っております。
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事業所名 ケア21西東京		 	

所在地 西東京市田無町３�３�８　共栄ビル３階

問合せ 電話（042）452�0321　FAX（042）463�7122
E�mail　nishitokyo@care21.co.jp

ホームページ http://www.care21.co.jp

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 ―

事業所名 あっとほーむ		
ヘルパーセンター	 	 （設置主体　有限会社あっとほーむ）

所在地 西東京市田無町４�23�７�104

問合せ 電話（042）451�6507　FAX（042）451�6508
E�mail　athome04@eco.ocn.ne.jp

ホームページ http://nisitokyo.shop�info.com/ATHOME/

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 ―

事業所名 NPO・アクトそよかぜ訪問介護事業所

所在地 西東京市田無町４�６�７

問合せ 電話（042）465�8994　FAX（042）465�8995
E�mail　actsoyo@oak.ocn.ne.jp

ホームページ https://www.act�soyokaze.com/

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇

事業所の特徴 精神障がいの方の家事援助をしています。
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事業所名 アドヴァンスケア西東京

所在地 西東京市田無町４�８�22　ビラ田無102

問合せ 電話（042）497�6861　FAX（042）497�6862
E�mail　info@advance�care.net

ホームページ http://advance�care.net

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 主に障害者の支援を行っています。

事業所名 自立生活企画		 	 （設置主体　特定非営利活動法人自立生活企画）

所在地 西東京市田無町５�６�20　第二和光ビル202

問合せ 電話（042）462�5999　FAX（042）462�5955

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 重度身体障害者の自立支援、知的障害者の地域移行支援を行っています。
24時間365日介護派遣を行っています。

事業所名 株式会社	 	 	
ケアワーク北多摩	 	 （設置主体　株式会社ケアワーク北多摩）

所在地 西東京市田無町５�８�15

問合せ 電話（042）461�8230　FAX（042）461�5226
E�mail　kea8180@cello.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.care�kita.jp/

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 身体障害者・児をメインにご利用者の意向に沿ったサービスを提供しています。
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事業所名 グリーンリーフ西東京

所在地 西東京市田無町７�４�５　キャビンN202

問合せ 電話（042）452�5216　FAX（042）452�5217
E�mail　Greenleaf_kyotaku_I@spice.ocn.ne.jp

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇

事業所の特徴 男性スタッフ中心で支援を行っております。

事業所名 NPO法人ととろクラブ	 （設置主体　NPO法人ととろクラブ）

所在地 西東京市芝久保町２�22�33

問合せ 電話（042）450�0991　FAX（042）451�7115
E�mail　totoro�club@nifty.com

サービス種別
（該当する項目に〇）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

〇 〇 〇 〇

事業所の特徴 障害児・者をメインに支援しています。

事業所名 NPO 法人ととろクラブ （設置主体　NPO ととろクラブ）

所在地 西東京市芝久保町 2-22-33

問合せ 電話（042）450-0991　FAX（042）451-7115
E-mail　totoro-club@nifty.com

ホームページ https://totoroclub.or.jp/

サービス種別
（該当する項目に○）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

○ ○ ○ ○

事業所の特徴 障害のあるお子さんをメインに支援しています。

事業所名 サンウェルズ西東京
ヘルパーステーション （設置主体　株式会社サンウェルズ）

所在地 西東京市芝久保町 4-12-45

問合せ 電話（042）497-5806　FAX（042）497-5807
E-mail　pdh.nishitokyo@sunwels.jp

ホームページ http://sunwels.jp/pdh/facility/pdhouse-nishitokyo/

サービス種別
（該当する項目に○）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

○

事業所の特徴 訪問介護、訪問看護ステーションを併設したパーキンソン病専門の有料老人
ホームです。

事業所名 ケアリッツひばりが丘 （設置主体　株式会社ケアリッツ・
アンド・パートナーズ）

所在地 西東京市栄町 2-1-28　JUN さかえ104

問合せ 電話（042）439-8156　FAX（042）439-8157
E-mail　yuma.fujita@careritz.co.jp

ホームページ http://careritz.co.jp

サービス種別
（該当する項目に○）

身体介護 家事援助 通院等介助 同行援護 重度
訪問介護 行動援護 重度

包括支援 乗降介助

○ ○ ○

事業所の特徴 介護保険をご利用の方がメインですが、あわせて障害サービスも対応致します。
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ページ
事業所名、 ＮＰＯ法人、ととろクラブ、 （設置主体 、ＮＰＯ法人、ととろクラブ
所在地 、西東京市芝久保町
問合せ 、 電話 、 、 、
サービス種別
該当する項目
身体介護、家事援助、通院とう介助、重度訪問介護
事業所の特徴、 障害のあるお子さんをメインに支援しています。

事業所名、 サンウェルズ西東京ヘルパーステーション （設置主体 、株式会社サンウェルズ
所在地 、西東京市芝久保町
問合せ 、 電話
サービス種別
該当する項目 身体介護
事業所の特徴、 訪問介護、訪問看護ステーションを併設したパーキンソン病専門の有料老人ホームです。

事業所名 ケアリッツひばりヶ丘 （設置主体 、株式会社ケアリッツ・アンド・パートナーズ
所在地 西東京市栄町 さかえ
問合せ 電話
サービス種別
該当する項目 身体介護、家事援助、通院等介助
事業所の特徴 介護保険をご利用のかたがメインですが、あわせて障害サービスも対応致します
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，くまさん西東京（放課後とうデイサービス） ページ
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西東京市こどもの発達センターひいらぎ
（児童発達支援）………………………………………
コペルプラス東伏見教室（児童発達支援）…………
らぷあ西東京  
（児童発達支援・放課後等デイサービス）……………
児童発達支援事業みらい（児童発達支援）…………
Pur aileひばりが丘（放課後等デイサービス）………
シュプロスひばりが丘教室Ⅱ  
（放課後等デイサービス）……………………………
りぼん（放課後等デイサービス）……………………
放課後等デイサービスあいおん  
（放課後等デイサービス）……………………………
たまみずきひばり（放課後等デイサービス）………
らぷあ田無（放課後等デイサービス）………………
ウイング西東京（放課後等デイサービス）…………
くまさん　保谷教室（放課後等デイサービス）……
児童デイ 月のうさぎ（放課後等デイサービス）……
りぼんU（放課後等デイサービス）…………………
くろーばーきっず（放課後等デイサービス）………
療育型児童デイサービスさざんか第5  
（放課後等デイサービス）…………………………
療育型児童デイサービスさざんか第1  
（放課後等デイサービス）……………………………
ととろキッズ（放課後等デイサービス）…………
ととろクラブ（放課後等デイサービス）…………
シュプロスひばりが丘教室  
（放課後等デイサービス）……………………………
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市内の障害児福祉関係つうしょ施設、地図あり
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通所系（障害児） 
事業所名 西東京市こどもの発達センターひいらぎ	（設置主体　西東京市）

内容
相談（ことば　からだ　発達全般）
親子参加グループ、個別専門指導
児童発達支援事業（３・４・５歳児）

所在地 西東京市住吉町６�15�６　住吉会館ルピナス１階

問合せ 電話（042）422�9897　FAX（042）422�5375

ホームページ http://www.city.nishitokyo.lg.jp

事業所の特徴

就学前の発達に心配や遅れのあるお子様の育ちを支援するクラスです。言語
聴覚士、理学療法士、作業療法士等の専門スタッフがおり、それぞれに応じ
たご相談をお受けします。
年齢やお子様の状態に応じたグループでの療育や個別の療育、継続での相談
も行っています。

事業所名 コペルプラス東伏見教室	 	 （設置主体　有限会社アヴリオ）

提供するサービス 児童発達支援

所在地 西東京市富士町４�18�11　フジビル２F

問合せ 電話（042）452�3561　FAX（042）452�3562
E�mail　higashi-fushimi@copelplus.copel.info

ホームページ https://copelplus.copel.co.jp

事業所の特徴
主に０歳から小学校入学前までの障害児または発達の遅れが気になるお子様
を対象としています。たくさんのコペルオリジナル教材を用いて、お子さま
が楽しみながら多くの刺激を受けられる療育を提供し、発達を支援していま
す。

事業所名 らぷあ西東京		 	 （設置主体　株式会社キッズコーポレーション）

提供するサービス 児童発達支援　放課後等デイサービス

所在地 西東京市田無町７�２�14　レフィナード103号室

問合せ 電話（042）439�5721　FAX（042）439�5722
E�mail　lapua_nishitokyo@kids�21.co.jp

ホームページ https://kids�lapua.com/

事業所の特徴 タブレットやブロックを使ったステム教育を取り入れています。

事業所名 西東京市児童発達支援センターひいらぎ 　（設置主体　西東京市）

内容
相談（ことば　からだ　発達全般）
個別療育・地域支援事業
児童発達支援事業（２・３・４・５歳児）

所在地 西東京市住吉町 6-15-6　住吉会館ルピナス1 階

問合せ 電話（042）422-9897　FAX（042）422-5375

ホームページ https://www.city.nishitokyo.lg.jp

事業所の特徴

発達に関する相談や、療育、地域支援を行っています。
・０～ 18 歳のお子さんについて、発達に関する相談をお受けし、関係機関と
連携して支援しています。
・児童発達支援事業では、小集団によるグループ療育を行っています。
・講座や説明会等、市民や関係機関に向けた事業を行います。

事業所名 コペルプラス東伏見教室  （設置主体　合同会社アヴリオ）

提供するサービス 児童発達支援

所在地 西東京市富士町 4-18-11　フジビル２Ｆ

問合せ 電話（042）452-3561　FAX（042）452-3562
E-mail　higashi-fushimi@copelplus.copel.info

ホームページ https://copelplus.copel.co.jp

事業所の特徴
主に０歳から小学校入学前までの障害児または発達の遅れが気になるお子様
を対象としています。たくさんのコペルオリジナル教材を用いて、お子さま
が楽しみながら多くの刺激を受けられる療育を提供し、発達を支援しています。

事業所名 児童発達支援事業みらい    　　　　　　（設置主体　社会福祉法人睦月会）

提供するサービス 児童発達支援

所在地 西東京市田無町 7-8-14

問合せ 電話（042）465-7890　FAX（042）452-3520
E-mail　sazanka@mutukikai.or.jp

ホームページ http://www.mutsukikai.jp/

事業所の特徴
早期発見、早期療育を目的とし家族の障害受容や地域生活のサポートをしていき
ます。また、日々の積み重ねを通して生活の基盤を身に付け学校生活・地域生活
に繋げていきます。早期療育で成功体験を積むことで「自分からやってみようとす
る力」を伸ばしていきます。
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つうしょ系（障害児

事業所名 、西東京市児童発達支援センターひいらぎ、 （設置主体、 西東京市
内容 、相談（ことば、 からだ、 発達全般
個別療育、地域支援事業
児童発達支援事業、（２、３、４、５歳じ
所在地 、西東京市住吉町６ ６ 、住吉会館ルピナス１階
問合せ 、 電話、 、 、
事業所の特徴、 発達に関する相談や、療育、地域支援を行っています。
・０～ 歳のお子さんについて、発達に関する相談をお受けし、関係機関と連携して支援しています。
・児童発達支援事業では、小集団によるグループ療育を行っています。
・講座や説明会等、市民や関係機関に向けた事業を行います。
事業所名 、コペルプラス東伏見教室、 （設置主体、 合同会社アヴリオ
提供するサービス、児童発達支援
所在地 、西東京市富士まち 、フジビル 階
問合せ 、 電話、 、
事業所の特徴、 主に 歳から小学校入学前までの障害児または発達の遅れが気になるお子様を対象としていま
す。
たくさんのコペルオリジナル教材を用いて、お子さまが楽しみながら多くの刺激を受けられる療育を提供し、
発達を支援しています。
事業所名 、じどう発達支援事業みらい、 （設置主体、 社会福祉法人睦月会
提供するサービス、 じどう発達支援
所在地 、西東京市田無ちょう
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴 、早期発見、早期療育を目的とし家族の障害受容や地域生活のサポートをしていきます。また、
日々の積み重ねを通して生活の基盤を身に付け学校生活・地域生活に繋げていきます。早期療育で成功体験を
積むことで「自分からやってみようとする力」を伸ばしていきます。
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通所系（障害児） 
事業所名 西東京市こどもの発達センターひいらぎ	（設置主体　西東京市）

内容
相談（ことば　からだ　発達全般）
親子参加グループ、個別専門指導
児童発達支援事業（３・４・５歳児）

所在地 西東京市住吉町６�15�６　住吉会館ルピナス１階

問合せ 電話（042）422�9897　FAX（042）422�5375

ホームページ http://www.city.nishitokyo.lg.jp

事業所の特徴

就学前の発達に心配や遅れのあるお子様の育ちを支援するクラスです。言語
聴覚士、理学療法士、作業療法士等の専門スタッフがおり、それぞれに応じ
たご相談をお受けします。
年齢やお子様の状態に応じたグループでの療育や個別の療育、継続での相談
も行っています。

事業所名 コペルプラス東伏見教室	 	 （設置主体　有限会社アヴリオ）

提供するサービス 児童発達支援

所在地 西東京市富士町４�18�11　フジビル２F

問合せ 電話（042）452�3561　FAX（042）452�3562
E�mail　higashi-fushimi@copelplus.copel.info

ホームページ https://copelplus.copel.co.jp

事業所の特徴
主に０歳から小学校入学前までの障害児または発達の遅れが気になるお子様
を対象としています。たくさんのコペルオリジナル教材を用いて、お子さま
が楽しみながら多くの刺激を受けられる療育を提供し、発達を支援していま
す。

事業所名 らぷあ西東京		 	 （設置主体　株式会社キッズコーポレーション）

提供するサービス 児童発達支援　放課後等デイサービス

所在地 西東京市田無町７�２�14　レフィナード103号室

問合せ 電話（042）439�5721　FAX（042）439�5722
E�mail　lapua_nishitokyo@kids�21.co.jp

ホームページ https://kids�lapua.com/

事業所の特徴 タブレットやブロックを使ったステム教育を取り入れています。

事業所名 Pur  aile ひばりが丘  （設置主体　株式会社高齢者住環境研究所）

提供するサービス 放課後等デイサービス

所在地 西東京市ひばりが丘北 3-7-14　メゾンウィステリア１階

問合せ 電話（042）438-8201　FAX（042）438-8202
E-mail　mizokei@kojuken.com

ホームページ http://www.puraile.com/

事業所の特徴 毎日、日替わりで様々な講座を行っています。

事業所名 シュプロスひばりが丘教室 （設置主体　一般社団法人シュプロス）

提供するサービス 放課後等デイサービス

所在地 西東京市谷戸町 2-15-13　ペアパレスインひばりが丘 201

問合せ 電話（042）422-2671　FAX（042）439-3062
E-mail　hibarigaoka2@spros.jp

ホームページ http://spros.jp

事業所の特徴
①１つでも多く自立できる事を増やし、
②ありのままの自分を受け入れ、
③人から愛される人物になる、
　様に支援しています。

事業所名 シュプロスひばりが丘教室Ⅱ （設置主体　一般社団法人シュプロス）

提供するサービス 放課後等デイサービス

所在地 西東京市ひばりが丘1-8-24　エリシオン1Ｆ

問合せ 電話（042）439-3472　FAX（042）439-3062
E-mail　hibarigaoka2@spros.jp

ホームページ http://spros.jp

事業所の特徴 小学校１年生～高校３年生まで対象・送迎あり

事業所名 発達支援つむぎ武蔵野ルーム （設置主体　社会福祉法人どろんこ会）

提供するサービス 児童発達支援・放課後等デイサービス

所在地 西東京市新町 5-17-20　2F

問合せ 電話（042）227-7273　FAX（042）227-7274

ホームページ http://www.doronko.jp/

事業所の特徴 ー

12.
施
設
・
団
体
等

179

ページ
事業所名、 ぴゅるえるひばりが丘、 （設置主体、 株式会社高齢者住環境研究所
提供するサービス、 放課後とうデイサービス
所在地 、西東京市ひばりが丘北 、 メゾンウィステリア 階
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴 、毎日、日替わりで様々な講座を行っています。
事業所名、 シュプロスひばりが丘教室、 （設置主体、 一般社団法人シュプロス
提供するサービス、 放課後とうデイサービス
所在地、 西東京市やとちょう 、 ペアパレスインひばりヶ丘に、ぜろ、いち
問合せ 、 電話 、 、 、
事業所の特徴 、①１つでも多く自立できる事を増やし、
②ありのままの自分を受け入れ、
③ひとから愛される人物になる、
ように支援しています。
事業所名 、シュプロスひばりが丘教室ツー、（設置主体 、一般社団法人シュプロス
提供するサービス、 放課後とうデイサービス
所在地、 西東京市ひばりが丘 、 エリシオンいっかい
問合せ、 電話 、 、 、
事業所の特徴、 小学校１年生から高校 年生まで対象、送迎あり
事業所名 、発達支援つむぎ武蔵野ルーム 、（設置主体、 社会福祉法人どろんこ会）
提供するサービス、 児童発達支援、放課後等デイサービス
所在地、 西東京市新町
問合せ 、電話、 、 、



事業所名 Basic あいおん   （設置主体　一般社団法人 ION）

提供するサービス 放課後等デイサービス・児童発達支援

所在地 西東京市保谷町 3-25-8

問合せ 電話（042）452-9610　FAX（042）452-9611
E-mail　ion_houkago@yahoo.co.jp

ホームページ http://www.ion-aion.org

事業所の特徴
就労準備に特化した事業所です。プログラム（絵画・しごと・運動）を通して就労
に必要なスキル、自己コントロールができる力を身につけていけるよう支援してい
ます。

事業所名 たまみずきひばり    （設置主体　株式会社たまみずき）

提供するサービス 放課後等デイサービス

所在地 西東京市北原町 1-38-2

問合せ 電話（042）497-4850　FAX（042）497-4850
E-mail　kidsday@tamamizuki-hibari.com

ホームページ https://tamamizuki-hibari.com/

事業所の特徴 レクリエーション、体操、工作などの集団活動を通して、社会性や協調性を養
う支援を行っています。

事業所名 ウイング西東京  （設置主体　特定非営利活動法人空の翼）

提供するサービス 放課後等デイサービス

所在地 西東京市東伏見 2-4-10

問合せ 電話（042）452-3540　FAX（042）452-3541
E-mail　wing_nishitokyo@soranotsubasa.com

ホームページ http://soranotsubasa.com/

事業所の特徴
調理実習、工作、絵画、音楽作業訓練、体幹訓練、教科学習、ルールゲームな
どを通じて３つの力 ( 生活力、余暇力 ( 余暇を楽しむ力 )、体験力 ) を伸ばすこ
とを目指し療育的な取組みを中心とした活動を行っています。

事業所名 くまさん　保谷教室  （設置主体　くまさん合同会社）

提供するサービス 放課後等デイサービス

所在地 西東京市東町 2-9-7

問合せ 電話（042）439-3399

ホームページ https://kuma3ho-day.com

事業所の特徴 工作・レクリエーション・調理など集団活動を通じて、社会性を養えるよう支
援します。また、「個別課題」の時間を設け、それぞれの目標に合った課題に
取り組めるよう支援しています。
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事業所名 、 、あいおん、 （設置主体 、一般社団法人あいおん
提供するサービス 、ほうかごとうデイサービス・児童発達支援
所在地 、にしとうきょう市保谷町
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴 、就労準備に特化した事業所です。プログラム（絵画・しごと・運動）を通して就労に必要なス
キル、自己コントロールができる力を身につけていけるよう支援しています。

事業所名、 たまみずきひばり 、（設置主体、 株式会社たまみずき
提供するサービス 、放課後とうデイサービス
所在地 、西東京市北原ちょう の の
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴 、レクリエーション、体操、工作などの集団活動を通して、社会性や協調性を養う支援を行って
います。

事業所名 、ウイング西東京、 （設置主体、 特定非営利活動法人空の翼
提供するサービス 、放課後とうデイサービス
所在地、 西東京市東伏見
問合せ 、 電話、 、 、
事業所の特徴、 調理実習、工作、絵画、音楽作業訓練、たいかん訓練、教科学習、ルールゲームなどを通じて、
みっつのちから 生活力、余暇力 余暇を楽しむ力、体験力を伸ばすことを目指し療育的な取組みを中心とした
活動を行っています。

事業所名、 くまさん、 保谷教室、 （設置主体 、くまさん合同会社
提供するサービス、 放課後とうデイサービス
所在地 、西東京市ひがしちょう の の
問合せ、 電話 、
事業所の特徴 工作・レクリエーション・調理など集団活動を通じて、社会性を養えるよう支援します。また、
「個別課題」の時間を設け、それぞれの目標に合った課題に取り組めるよう支援しています。



事業所名 児童デイ　月のうさぎ   （設置主体　有限会社ヒューマン福祉サービス）

提供するサービス 放課後等デイサービス

所在地 西東京市東町 3-5-5　イーストファイブビル202

問合せ 電話（03）5933-3463　FAX（03）5933-3464
E-mail　satokaze@sage.ocn.ne.jp

ホームページ https://www.tuki-no-usagi.com/

事業所の特徴 主に発達障害の小中高生を対象に、料理療法の考えを取り入れたおやつづくり
と外遊び、生活動作の支援に力を入れています。

事業所名 りぼん U    （設置主体　特定非営利活動法人
 ハンディキャップサポートすまいるウィズ）

提供するサービス 放課後等デイサービス

所在地 西東京市柳沢 6-4-3-106

問合せ 電話（042）452-5026　FAX（042）452-5027
E-mail　ribbon-u@eagle.ocn.ne.jp

ホームページ https://smilewith.tokyo/ribonu/

事業所の特徴

小学生～高校生までを対象とし、小学生と中高生で、活動内容によっては分か
れて活動。
小学生は外遊び中心の活動の中で、集団活動、体力作りにつながるプログラム
を提供。
中・高生は、集団生活への適応や社会生活の向上などを目指し、様々な体験を
通じ適切な支援を行なっています。

事業所名 療育型放課後等デイサービス
ここいろ第１ （設置主体　社会福祉法人睦月会）

提供するサービス 放課後等デイサービス

所在地 西東京市田無町７- ８-14

問合せ 電話（042）465-7890　FAX（042）452-3520
E-mail　cocoiro@mutukikai.or.jp

ホームページ http://www.mutsukikai.jp/

事業所の特徴 生活能力や社会経験向上のために療育活動や余暇活動を放課後や長期休暇中に
提供しています。

事業所名 療育型放課後等デイサービス
ここいろ第２    （設置主体　社会福祉法人睦月会）

提供するサービス 放課後等デイサービス

所在地 西東京市田無町 4-17-14　西東京市障害者総合支援センターフレンドリー

問合せ 電話（042）452-2775　FAX（042）452-2776
E-mail　cocoiro@mutukikai.or.jp

ホームページ http://www.mutsukikai.jp/

事業所の特徴 生活能力や社会経験向上のために療育活動や余暇活動を放
課後や長期休暇中に提供しています。

12.
施
設
・
団
体
等

181

ページ

事業所名 、児童デイ 、月のうさぎ、（設置主体 、有限会社ヒューマン福祉サービス
提供するサービス 、放課後とうデイサービス
所在地、 西東京市ひがしちょう の の 、イーストファイブビルに、ぜろ、に
問合せ 、 電話、 、 、
事業所の特徴 、主に発達障害の小中高生を対象に、料理療法の考えを取り入れたおやつづくりと外遊び、生活
動作の支援に力を入れています。

じぎょうしょめい 、りぼんＵ、 （設置主体、 特定非営利活動法人
ハンディキャップサポートすまいるウィズ

提供するサービス 、ほうかごとうデイサービス
所在地 、にしとうきょう市やぎさわ の の の
問合せ 、 電話 、 、 、

小学生と中高生で、活動内容によっては分かれて活動。
小学生は外遊び中心の活動の中で、集団活動、体力作りにつながるプログラムを提供。
ちゅう・高生は、集団生活への適応や社会生活の向上などを目指し、様々な体験を通じ適切な支援を行なってい
ます。

事業所名 、療育型放課後等デイサービスここいろ第１、 （設置主体、 社会福祉法人睦月会
提供するサービス、 放課後とうデイサービス
所在地、 西東京市田無ちょう
問合せ 、 電話 、 、 、
事業所の特徴、 生活能力や社会経験向上のために療育活動や余暇活動を放課後や長期休暇中に提供しています。

事業所名 、療育型放課後等デイサービスここいろ第２ 、（設置主体、 社会福祉法人睦月会
提供するサービス、 放課後とうデイサービス
所在地、 西東京市田無ちょう 、西東京市障害者総合支援センターフレンドリー
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴 、生活能力や社会経験向上のために療育活動や余暇活動を放課後や長期休暇中に提供しています。



事業所名 ととろキッズ      （設置主体　NPO 法人ととろクラブ）

提供するサービス 放課後等デイサービス

所在地 西東京市芝久保町 2-22-32　グレイフル芝久保 102

問合せ 電話（042）452-3469　FAX（042）451-7115
E-mail　totoro-club@nifty.com

ホームページ  https://totoroclub.or.jp/

事業所の特徴 肢体に障害があるお子さんを主に活動しています。お買い物を通して社会参加
をしています。

事業所名 ととろクラブ       （設置主体　NPO 法人ととろクラブ）

提供するサービス 放課後等デイサービス

所在地 西東京市芝久保町 2-22-33

問合せ 電話（042）450-0991　FAX（042）451-7115
E-mail　totoro-club@nifty.com

ホームページ  https://totoroclub.or.jp/

事業所の特徴 お買い物を通して社会参加をしています。

事業所名 こぱんはうすさくら
西東京教室  （設置主体　株式会社 move）

提供するサービス 児童発達支援・放課後等デイサービス

所在地 西東京市田無町 4-17-18　ドミール田無 103 号、105 号室

問合せ 電話（042）468-2620　FAX（042）468-2630
E-mail　copin.nisitokyo0601@outlook.jp

ホームページ http://copain-sakura.com

事業所の特徴 放課後等デイサービスと児童発達支援の複合施設です。集団での活動をメイン
に療育を行っております。

事業所名 放課後等デイサービス・
ペヤール    （設置主体　株式会社ラズミ）

提供するサービス 放課後等デイサービス

所在地 西東京市ひばりが丘北 3-3-29　ドルメンひばりが丘102

問合せ 電話（042）425-4088　FAX（042）425-4088

ホームページ https://razm1109.com

事業所の特徴 主に障がいのあるお子さんを対象に、体幹トレーニングなど、体育教員による、
体を強くするエクササイズを提供しています。
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事業所名 、ととろキッズ 、（設置主体 、ＮＰＯ法人ととろクラブ
提供するサービス 、放課後とうデイサービス
所在地、 西東京市芝久保町 の の グレイフルしばくぼ
問合せ 、 電話、 、 、

肢体に障害があるお子さんを主に活動しています。
お買い物を通して社会参加をしています。

事業所名 、ととろクラブ 、（設置主体、 ＮＰＯ法人ととろクラブ
提供するサービス、 放課後とうデイサービス
所在地、 西東京市芝久保町
問合せ 、 電話 、 、
事業所の特徴、お買い物を通して社会参加をしています。

事業署名 、こぱんはうすさくら西東京教室、（設置主体 、株式会社 ）
提供するサービス、 児童発達支援、放課後とうデイサービス
所在地、 西東京市田無町 ドミール田無 号、 号室
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 放課後とうデイサービスと児童発達支援の複合施設です。集団での活動をメインに療育を行っ
ております。

事業署名、 放課後とうデイサービス、ペヤール、（設置主体、 株式会社ラズミ
提供するサービス、 放課後とうデイサービス
所在地、 西東京市ひばりが丘北 ドルメンひばりが丘
問合せ、 電話、 、 、

主に障がいのあるお子さんを対象に、体幹トレーニングなど、体育教員による、体を強くする
エクササイズを提供しています。



事業所名 Life Design うぃーる   （設置主体　社会福祉法人睦月会）

提供するサービス 放課後等デイサービス（重症心身障害）

所在地 西東京市泉町 3-5-10

問合せ 電話（042）439-8358　FAX（042）439-8307
E-mail　wheel@mutukikai.or.jp

ホームページ  http://www.mutsukikai.jp/

事業所の特徴 小学生～高校生の重症心身障害児を対象としており、医療ケアを必要とする児童の
受け入れもしています。

事業所名 らいおんハート遊びリテーショ
ン児童デイらぷあ田無  （設置主体　医療介護ケア協会）

提供するサービス 児童発達支援・放課後等デイサービス

所在地 西東京市田無町 3-10-15

問合せ 電話（042）452-5160　FAX（042）452-5165
E-mail　kids-tanashi@lion-heart.co

ホームページ https://lion-heart.co/kids/

事業所の特徴 遊びの中に「運動 /SST/ 微細 /LST」などの療育要素を取り入れた支援に力を入
れています。

事業所名 らいおんハート遊びリテーショ
ン児童デイらぷあ西東京 （設置主体　医療介護ケア協会）

提供するサービス 児童発達支援・放課後等デイサービス

所在地 西東京市田無町 7-2-14　レフィナード 103 号室

問合せ 電話（042）452-5681　FAX（042）452-5682
E-mail　kids-nishitokyo@lion-heart.co

ホームページ https://lion-heart.co/kids/

事業所の特徴 遊びの中の療育実践をモットーに、毎日楽しいイベントを行っています。

事業所名 うさぎのみみ （設置主体　一般社団法人うさぎのみみ）

提供するサービス 児童発達支援・重症心身障害児（者）通所事業

所在地 西東京市東町 1-6-3　中川ビル1F

問合せ 電話（042）439-9568　FAX（042）439-4807
E-mail　care@usagino-mimi.net

ホームページ http://usagino-mimi.net

事業所の特徴
医療的ケア児者や重症心身障害児者を主な対象とし、児童発達支援、生活介護
の２事業を運営しています。「だれも孤立させない」「みんなに居場所と出番を」
を理念に、地域とのつながりを大切にしています。
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事業所名、 うぃーる、（設置主体、社会福祉法人睦月会）
提供するサービス、 放課後とうデイサービス（重症心身障害
所在地、 西東京市泉ちょう
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 小学生から高校生の重症心身障害児を対象としており、医療ケアを必要とする児童の受け入れ
もしています。

事業署名、 らいおんハート遊びりテーション児童デイらぷあ田無、（設置主体、 医療介護ケア協会
提供するサービス、 児童発達支援、放課後とうデイサービス
所在地、 西東京市田無町
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 遊びのなかに、運動、 、微細、 、などの療育要素を取り入れた支援に力を入れていま
す。

事業署名、 らいおんハート遊びりテーション児童デイらぷあ西東京、（設置主体、 医療介護ケア協会
提供するサービス、 児童発達支援、放課後とうデイサービス
所在地、 西東京市田無町 レフィナード 号室
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 遊びのなかの療育実践をモットーに、毎日楽しいイベントを行っています。

事業署名、 うさぎのみみ、（設置主体、 一般社団法人うさぎのみみ
提供するサービス、 児童発達支援・重症心身障害児（者）通所事業
所在地、 西東京市東町 中川ビル
問合せ、 電話
事業所の特徴、 医療的ケア児者や重症心身障害児者を主な対象とし、児童発達支援、生活介護の２事業を運営
しています。「だれも孤立させない」「みんなに居場所と出番を」を理念に、地域とのつながりを大切にしていま
す。



事業所名 LITALICO
ジュニア西武柳沢教室 （設置主体　株式会社 LITALICO パートナーズ）

提供するサービス 児童発達支援

所在地 西東京市保谷町 5-8-13　カーサビアンカ 2020　102-B

問合せ 電話（042）460-3550　FAX（042）460-3551

ホームページ  http://junior.litalico.jp/school/tokyo/seibuyagisawa/

事業所の特徴
発達が気になる未就学児のお子さまに、最適な学びを提供します。また、お子
さまが通う保育園や幼稚園などを訪問し、連携を図ることで、お子さまの環境
に向けた支援も提供しています。

事業所名 放課後等デイサービス
ウィズユー東伏見 （設置主体　株式会社ベイツリー）

提供するサービス 放課後等デイサービス・児童発達支援

所在地 西東京市富士町 2-10-15　シュ・モア東伏見１階 A 号

問合せ 電話（042）452-6700　FAX（042）452-6700

ホームページ  http://www.with-ac.com/shisetu/higashifushimi/

事業所の特徴 お子様達がリラックスしてのびのび過ごせるような放課後等デイサービス・児
童発達支援を目指しています。

事業所名 発達支援つむぎ　田無ルーム （設置主体　社会福祉法人どろんこ会）

提供するサービス 児童発達支援

所在地 西東京市田無町 5-5-12　田無総合福祉センター2 階

問合せ 電話（042）452-3621　FAX（042）452-3631
E-mail　tsumugi.tanashi@doronko.jp

ホームページ  https://www.doronko.jp

事業所の特徴
戸外に出て生き物や泥遊びなど、子どもがやりたいことをじっくり取り組める
よう支援を行います。生活型（マンスリー）と通所型（ビジター）コースがあり、
給食提供も行っています。

事業所名 くまさん　西東京 （設置主体　くまさん合同会社）

提供するサービス 放課後等デイサービス

所在地 西東京市富士町 2-7-19

問合せ 電話（042）454-2754　FAX（042）454-2754
E-mail　kuma3ntokyo@gmail.com

ホームページ  http://kuma3ho-day.com

事業所の特徴 西東京市在住の小 1 ～高 3 のお子様が通われています。「楽しさの中に成長」
をモットーに毎日様々な活動に取り組んでいます。
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事業所名、 ジュニア西武柳沢教室、（設置主体、株式会社 パートナーズ
提供するサービス、 児童発達支援
所在地、 西東京市保谷町 カーサビアンカ
問合せ、 電話
事業所の特徴、 発達が気になる未就学児のお子さまに、最適な学びを提供します。また、お子さまが通う保育
園や幼稚園などを訪問し、連携を図ることで、お子さまの環境に向けた支援も提供しています。

事業署名、 放課後等デイサービスウィズユー東伏見、（設置主体、 株式会社ベイツリー
提供するサービス、 放課後等デイサービス・児童発達支援
所在地、 西東京市富士町 シュ・モア東伏見１階 号
問合せ、 電話

お子様達がリラックスしてのびのび過ごせるような放課後等デイサービス・児童発達支援を目
指しています。

事業所名 発達支援つむぎ 田無ルーム（設置主体、社会福祉法人どろんこ会
提供するサービス 児童発達支援
所在地 西東京市田無ちょう 田無総合福祉センター 階
問合せ 電話
事業所の特徴 戸外に出て生き物や泥遊びなど、子どもがやりたいことをじっくり取り組めるよう支援を行い
ます。生活型（マンスリー）と通所型（ビジター）コースがあり、給食提供も行っています

事業所名 くまさん 西東京 （設置主体、 くまさん合同会社
提供するサービス 放課後等デイサービス
所在地 西東京市富士ちょう
問合せ 電話
事業所の特徴 西東京市在住の小 から高 のお子様が通われています。楽しさの中に成長をモットーに毎日
様々な活動に取り組んでいます



  保育所等訪問支援

事業所名 コペルプラス東伏見教室   （設置主体　合同会社アヴリオ）

提供するサービス 保育所等訪問支援

所在地 西東京市富士町 4-18-11　フジビル2Ｆ

問合せ 電話（042）452-3562　FAX（042）452-3562
E-mail　higashi-fushimi@copelplus.copel.info

ホームページ http://copelplus.copel.co.jp

事業所の特徴
発達が気になるお子様が通っている幼稚園や保育園、小学校や学童クラブ等に
訪問します。個別教育に特化した教室だから出来る療育ノウハウを最大限に生
かした訪問支援を行い、お子様のサポートだけではなく、園の先生方や保護者
との連携に重点を置き、お子様の成長に繋げていきます。

事業所名 LITALICO
ジュニア西武柳沢教室 （設置主体　株式会社 LITALICO パートナーズ）

提供するサービス 保育所等訪問支援

所在地 西東京市保谷町 5-8-13　カーサビアンカ 2020　102-B

問合せ 電話（042）460-3550　FAX（042）460-3551

ホームページ  http://junior.litalico.jp/school/tokyo/seibuyagisawa/

事業所の特徴
発達が気になる未就学児のお子さまに、最適な学びを提供します。また、お子
さまが通う保育園や幼稚園などを訪問し、連携を図ることで、お子さまの環境
に向けた支援も提供しています。

事業所名 発達支援つむぎ　田無ルーム （設置主体　社会福祉法人どろんこ会）

提供するサービス 保育所等訪問支援

所在地 西東京市田無町 5-5-12　田無総合福祉センター2 階

問合せ 電話（042）452-3621　FAX（042）452-3631
E-mail　tsumugi.tanashi@doronko.jp

ホームページ  https://www.doronko.jp

事業所の特徴 お子さまの所属する園にお伺いし、集団に適応しながら学習できるように直接
支援や先生方への助言、情報交換を行います。
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保育所とう訪問支援

事業所名、 コペルプラス東伏見教室、（設置主体、合同会社アヴリオ）
提供するサービス、 保育所とう訪問支援
所在地、 西東京市富士町 フジビル Ｆ
問合せ、 電話、 、ＦＡＸ、
事業所の特徴、 発達が気になるお子様が通っている幼稚園や保育園、小学校や学童クラブとうに訪問します。
個別教育に特化した教室だから出来る療育ノウハウを最大限に生かした訪問支援を行い、お子様のサポートだけ
ではなく、えんの先生方や保護者との連携に重点を置き、お子様の成長に繋げていきます。

事業所名、 ジュニア西武柳沢教室、（設置主体、株式会社 パートナーズ
提供するサービス、 保育所とう訪問支援
所在地、 西東京市保谷町 カーサビアンカ
問合せ、 電話
事業所の特徴、 発達が気になる未就学児のお子さまに、最適な学びを提供します。また、お子さまが通う保育
園や幼稚園などを訪問し、連携を図ることで、お子さまの環境に向けた支援も提供しています。

事業所名 発達支援つむぎ 田無ルーム、（設置主体、社会福祉法人 どろんこ会
提供するサービス 保育所とう訪問支援
所在地 西東京市田無ちょう 田無総合福祉センター 階
問合せ 電話
事業所の特徴 お子さまの所属するえんにお伺いし、集団に適応しながら学習できるように直接支援や先生が
たへの助言、情報交換を行います



  地域生活支援事業

事業所名 株式会社ケアワーク北多摩 （設置主体　株式会社ケアワーク北多摩）

所在地 西東京市田無町 5- ８-15

問合せ 電話（042）461-8230　FAX（042）461-5226
E-mail  kea8180@cello.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.care-kita.jp/

サービス種別
（該当する項目に○）

移動支援 生活サポート 日中一時支援 緊急一時保護

○ ○

事業所の特徴
移動支援についてはご利用者の文化活動などの社会生活、通所、通学への支援
または余暇活動などの社会参加のための支援を行っています。生活サポートに
ついては居宅での見守り、家事の支援などを児童・大人を含めて行っています。

事業所名 訪問サービスいずみ （設置主体　社会福祉法人悠遊）

所在地 西東京市泉町 3-15-28

問合せ 電話（042）424-7514　FAX（042）425-2662

ホームページ http://www.you-you123.com

サービス種別
（該当する項目に○）

移動支援 生活サポート 日中一時支援 緊急一時保護

○

事業所の特徴 ー

事業所名 ヘルパーステーション　ウーノ （設置主体　社会福祉法人ウーノ）

所在地 西東京市住吉町 3-12-19

問合せ 電話（042）424-7775　FAX（042）439-4487
E-mail  hs@uuno.org

ホームページ https://uuno.org

サービス種別
（該当する項目に○）

移動支援 生活サポート 日中一時支援 緊急一時保護

○ ○ ○

事業所の特徴 ご利用の多くは、大人の方の移動支援です。
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地域生活支援事業

事業所名、 株式会社ケアワーク北多摩 、（設置主体 、株式会社ケアワーク北多摩
所在地、 西東京市田無ちょう
問合せ、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目
移動支援、 生活サポート
事業所の特徴、移動支援についてはご利用者の文化活動などの社会生活、つうしょ、通学への支援また、余暇活
動などの社会参加のための支援を行っています。生活サポートについては居宅での見守り、家事の支援などをじ
どう・大人を含めておこなっています。

事業所名 、訪問サービスいずみ 、（設置主体、 社会福祉法人 悠遊
所在地 、西東京市泉ちょう
問合せ、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目
移動支援

事業所名 、ヘルパーステーションウーノ 、（設置主体、 社会福祉法人、ウーノ
所在地、 西東京市住吉町
問合せ、 電話 、 、 、
サービス種別
該当する項目
移動支援 、生活サポート、にっちゅういちじ支援
事業所の特徴 ご利用の多くは、大人の方の移動支援です。



事業所名 NPO 法人ととろクラブ （設置主体　NPO 法人ととろクラブ）

所在地 西東京市芝久保町 2-22-33

問合せ 電話（042）450-0991　FAX（042）451-7115
E-mail　totoro-club@nifty.com

ホームページ https://totoroclub.or.jp

サービス種別
（該当する項目に○）

移動支援 生活サポート 日中一時支援 緊急一時保護

○ ○ ○

事業所の特徴 小規模ですが障害のあるお子さんをメインに事業を行っています。

事業所名 自立生活企画 （設置主体　特定非営利活動法人自立生活企画）

所在地 西東京市田無町 5-6-20　第二和光ビル202

問合せ 電話（042）462-5999　FAX（042）462-5955

サービス種別
（該当する項目に○）

移動支援 生活サポート 日中一時支援 緊急一時保護

○ ○

事業所の特徴 重度身体障害者の支援、知的障害者の地域移行支援を行っています。24 時間
365 日介護派遣を行います。

事業所名 特定非営利活動法人
生活援助為センター

（設置主体　特定非営利活動法人
  生活援助為センター）

所在地 西東京市東町 2-1-4　芦澤ハイツ 101号

問合せ 電話（042）425-5805　FAX（042）425-5806
Email  enjoy-nishitokyo@jade.dti.ne.jp

サービス種別
（該当する項目に○）

移動支援 生活サポート 日中一時支援 緊急一時保護

○ ○

事業所の特徴 重度障害者（児）を中心に派遣を行う自立支援センターです。
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事業所名、 ＮＰＯ法人、ととろクラブ 、（設置主体、 ＮＰＯ法人、ととろクラブ
所在地、 西東京市芝久保町
問合せ、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目
移動支援、 にっちゅういちじ支援 、緊急一時保護
事業所の特徴、 小規模ですが障害のあるお子さんをメインに事業を行っています。

事業所名、 自立生活企画 、（設置主体 、特定非営利活動法人 、自立生活企画
所在地 、西東京市田無ちょう 、第二和光ビルに、ぜろ、に
問合せ 、 電話 、 、 、
サービス種別
該当する項目
移動支援、 生活サポート
事業所の特徴、 重度身体障害者の支援、知的障害者の地域移行支援を行っています。 時間 にち介護派遣
を行います。

事業所名、 特定非営利活動法人 生活えんじょいセンター、 （設置主体 特定非営利活動法人 生活援助い
センター
所在地 、西東京市ひがしちょう の の 、 芦澤ハイツいち、ぜろ、いち号
問合せ、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目
移動支援 、生活サポート
事業所の特徴、 重度障害者、じを中心に派遣を行う自立支援センターです。



事業所名 Pippi （設置主体　特定非営利活動法人 Pippi）

所在地 西東京市保谷町 5-6-21-213

問合せ 電話（042）450-1139　FAX（042）497-6185

ホームページ http://www.self-actualization-pippi.or.jp/

サービス種別
（該当する項目に○）

移動支援 生活サポート 日中一時支援 緊急一時保護

○ ○

事業所の特徴
Pippi は「ノーマライゼーション」と「いつでもどこでも誰でも学べる」とい
う生涯学習の理念にもとづいて、障がいのある人の学習文化活動の機会を提供
することを目的にしています。

事業所名 Life Design きゃりあ （設置主体　社会福祉法人睦月会）

所在地 西東京市ひばりが丘 3-1-23

問合せ 電話（042）461-9816　FAX（042）469-3608

ホームページ http://www.mutsukikai.jp/

サービス種別
（該当する項目に○）

移動支援 生活サポート 日中一時支援 緊急一時保護

○

事業所の特徴 ー

事業所名 夢スユア （設置主体　特定非営利活動法人
 夢スユア）

所在地 西東京市泉町 2-17-182-17-18 NK ビル203

問合せ 電話（042）439-9619　FAX（042）439-9580

サービス種別
（該当する項目に○）

移動支援 生活サポート 日中一時支援 緊急一時保護

○ ○ ○

事業所の特徴 幅広い年齢層の方々を受け入れています。
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事業所名 、ピッピ 、（設置主体、 特定非営利活動法人 ピッピ
所在地、 西東京市保谷町 の の の
問合せ 、 電話 、 、 、
サービス種別
該当する項目
移動支援、にっちゅういちじ支援
事業所の特徴、ピッピはノーマライゼーションといつでもどこでも誰でも学べるという生涯学習の理念にもとづ
いて、しょうがいのある人の学習文化活動の機会を提供することを目的にしています。

事業所名 、ライフデザインきゃりあ （設置主体、 社会福祉法人睦月会
所在地 、西東京市ひばりが丘
問合せ 、電話 、 、 、
サービス種別
該当する項目
にっちゅういちじ支援

事業所名、 夢スユア 、（設置主体、 特定非営利活動法人ゆめすゆあ
所在地 、西東京市泉ちょう の の の の 、 ビルに、ぜろ、さん
問合せ 、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目
移動支援 、生活サポート、 にっちゅういちじ支援
事業所の特徴、 幅広い年齢層のかたがたを受け入れています。



事業所名 ライフサービス　ぱーとなー （設置主体　有限会社ユピテル）

所在地 西東京市田無町 3-3-7　海老澤第一ビル 303

問合せ 電話（042）452-9323　FAX（042）451-9140

ホームページ http://www.ls-partner.jp/

サービス種別
（該当する項目に○）

移動支援 生活サポート 日中一時支援 緊急一時保護

○ ○

事業所の特徴 高齢者支援（介護保険）をメインに行っている事業所です。ヘルパーの空き状
況によってお受けしています。

事業所名 アドヴァンスケア西東京 （設置主体　一般社団法人
 アドヴァンスケア）

所在地 西東京市田無町 4-8-22　ビラ田無 102 号

問合せ 電話（042）497-6861　FAX（042）497-6862

サービス種別
（該当する項目に○）

移動支援 生活サポート 日中一時支援 緊急一時保護

○

事業所の特徴 重度身体障がい・知的障がいを持った方々のサポートを行っています。

事業所名 あっとほーむヘルパーセンター （設置主体　有限会社あっとほーむ）

所在地 西東京市田無町 4-23-7-104

問合せ 電話（042）451-6507　FAX（042）451-6508
E-mail　athome04@eco.ocn.ne.jp

サービス種別
（該当する項目に○）

移動支援 生活サポート 日中一時支援 緊急一時保護

○

事業所の特徴 小規模ですが児童をメインに事業を行っています。
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事業所名、 ライフサービス ぱーとなー、 （設置主体、 有限会社ユピテル
所在地、 西東京市田無ちょう 海老澤第一ビル
問合せ、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目
移動支援、生活サポート
事業所の特徴、 高齢者支援（介護保険、をメインに おこなっている事業所です。ヘルパーの空き状況によっ
てお受けしています。

事業所名、 アドヴァンスケア西東京、 （設置主体、一般社団法人 アドヴァンスケア
所在地、 西東京市田無町 ビラ田無 号
問合せ、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目
移動支援
事業所の特徴、 重度身体障がい、知的障がいを持った かたがたのサポートを行っています。

事業所名、 あっとほーむヘルパーセンター、 （設置主体、有限会社あっとほーむ
所在地、 西東京市田無ちょう
問合せ、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目
移動支援
事業所の特徴、 小規模ですが児童をメインに事業を行っています。



事業所名 たまみずきハウス （設置主体　株式会社たまみずき）

所在地 西東京市北原町 1-38-2　2 階

問合せ 電話（042）497-4899　FAX（042）497-4899・(042）497-4850（デイ）
E-mail　house@tamamizuki-hibari.com

ホームページ http://tamamizuki-hibari.com/

サービス種別
（該当する項目に○）

移動支援 生活サポート 日中一時支援 緊急一時保護

○

事業所の特徴 月～金、基本的に放デイの始まる前までの預かりとなります。

事業所名 ラヴィータ柳沢 （設置主体　株式会社 LaVita）

所在地 西東京市保谷町 3-25-12　1Ｆ

問合せ 電話（042）452-0151　FAX（042）452-0152

ホームページ http://www.cs-lavita.co.jp

サービス種別
（該当する項目に○）

移動支援 生活サポート 日中一時支援 緊急一時保護

○

事業所の特徴 ー
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事業所名 Pippi

所在地 西東京市保谷町５�６�21�213

問合せ 電話（042）450�1139　FAX（042）497�6185

ホームページ http:/self�actualization�pippi.or.jp

サービス種別
（該当する項目に〇）

移動支援 生活サポート 日中一時支援 緊急一時保護

○ ○

事業所の特徴
Pippiは「ノーマライゼーション」と「いつでもどこでも誰でも学べる」とい
う生涯学習の理念にもとづいて、障がいのある人の学習文化活動の機会を提
供することを目的にしています。

事業所名 ほうや福祉作業所	 	 （設置主体　社会福祉法人睦月会）

所在地 西東京市ひばりが丘３�１�23

問合せ 電話（042）461�9816　FAX（042）469�3608

ホームページ http://www.mutsukikai.jp/

サービス種別
（該当する項目に〇）

移動支援 生活サポート 日中一時支援 緊急一時保護

○

事業所の特徴 ―

事業所名 夢スユア	 	 	 （設置主体　特定非営利活動法人夢スユア）

所在地 西東京市泉町２�17�18　NKビル203

問合せ 電話（042）439�9619　FAX（042）439�9580

サービス種別
（該当する項目に〇）

移動支援 生活サポート 日中一時支援 緊急一時保護

○ ○ ○

事業所の特徴 幅広い年齢層の方々を受け入れています。
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重症心身障害者 
事業所名 西東京市生活介護事業所

くろーばー	 	 	 （設置主体　社会福祉法人睦月会）

提供するサービス 東京都重症心身障害者通所事業

所在地 西東京市田無町４�17�14

問合せ 電話（042）452�2775　FAX（042）452�2776
E�mail　nishitokyo.clover@orion.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.mutsukikai.jp/

事業所の特徴 在宅の重症心身障害を持つ利用者に地域の中で健康管理、日常生活の支援を
行っています。看護師による医療的ケアも実施しています。
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事業所名、 たまみずきハウス、 （設置主体、 株式会社 たまみずき
所在地、 西東京市北原ちょう の の 、２階
問合せ、 電話、 、 、

（デイ
サービス種別
該当する項目
日中一時支援
事業所の特徴、 月曜日から金曜日、基本的に放課後とうデイサービスの始まる前までの預かりとなります。

事業所名、 ラヴィータ柳沢、 （設置主体、株式会社 ラヴィータ
所在地 西東京市保谷町 １階
問合せ、 電話、 、 、
サービス種別
該当する項目
移動支援
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事業所名 Pippi

所在地 西東京市保谷町５�６�21�213

問合せ 電話（042）450�1139　FAX（042）497�6185

ホームページ http:/self�actualization�pippi.or.jp

サービス種別
（該当する項目に〇）

移動支援 生活サポート 日中一時支援 緊急一時保護

○ ○

事業所の特徴
Pippiは「ノーマライゼーション」と「いつでもどこでも誰でも学べる」とい
う生涯学習の理念にもとづいて、障がいのある人の学習文化活動の機会を提
供することを目的にしています。

事業所名 ほうや福祉作業所	 	 （設置主体　社会福祉法人睦月会）

所在地 西東京市ひばりが丘３�１�23

問合せ 電話（042）461�9816　FAX（042）469�3608

ホームページ http://www.mutsukikai.jp/

サービス種別
（該当する項目に〇）

移動支援 生活サポート 日中一時支援 緊急一時保護

○

事業所の特徴 ―

事業所名 夢スユア	 	 	 （設置主体　特定非営利活動法人夢スユア）

所在地 西東京市泉町２�17�18　NKビル203

問合せ 電話（042）439�9619　FAX（042）439�9580

サービス種別
（該当する項目に〇）

移動支援 生活サポート 日中一時支援 緊急一時保護

○ ○ ○

事業所の特徴 幅広い年齢層の方々を受け入れています。
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重症心身障害者 
事業所名 西東京市生活介護事業所

くろーばー	 	 	 （設置主体　社会福祉法人睦月会）

提供するサービス 東京都重症心身障害者通所事業

所在地 西東京市田無町４�17�14

問合せ 電話（042）452�2775　FAX（042）452�2776
E�mail　nishitokyo.clover@orion.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.mutsukikai.jp/

事業所の特徴 在宅の重症心身障害を持つ利用者に地域の中で健康管理、日常生活の支援を
行っています。看護師による医療的ケアも実施しています。

事業所名  Life Design あくと （設置主体　社会福祉法人睦月会）

提供するサービス 重症心身障害児（者）通所事業

所在地 西東京市田無町 4-17-14

問合せ 電話（042）452-2775　FAX（042）452-2776
E-mail　act@mutukikai.or.jp

ホームページ http://www.mutsukikai.jp/

事業所の特徴 在宅の重症心身障害を持つ利用者に地域の中で健康管理、日常生活の支援を
行っています。看護師による医療的ケアも実施しています。

事業所名 Life Design らふ （設置主体　社会福祉法人睦月会）

提供するサービス 重症心身障害児（者）通所事業

所在地 西東京市泉町 3-5-10

問合せ 電話（042）439-8318　FAX（042）439-8307
E-mail　laugh@mutukikai.or.jp

ホームページ http://www.mutsukikai.jp/

事業所の特徴 医療的ケアが必要な利用者に対し、看護師による医療的ケアを提供しています。

事業所名 うさぎのみみ （設置主体　一般社団法人うさぎのみみ）

提供するサービス 重症心身障害児（者）通所事業

所在地 西東京市東町 1-6-3　中川ビル1F

問合せ 電話（042）439-9568　FAX（042）439-4807
E-mail　care@usagino-mimi.net

ホームページ http://usagino-mimi.net

事業所の特徴
医療的ケア児者や重症心身障害児者を主な対象とし、児童発達支援、生活介護
の 2 事業を運営しています。「だれも孤立させない」「みんなに居場所と出番を」
を理念に、地域とのつながりを大切にしています。
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重症心身障害者
事業所名、 ライフデザインあくと、 （設置主体、 社会福祉法人睦月会
提供するサービス、 重症心身障害児（しゃ つうしょ事業
所在地、 西東京市田無ちょう
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 在宅の重症心身障害を持つ利用者に地域の中で健康管理、日常生活の支援を行っています。看
護師による医療的ケアも実施しています。

事業署名、 ライフデザイン らふ、 （設置主体、社会福祉法人睦月会
提供するサービス、 重症心身障害児、（しゃ、 通所事業
所在地、 西東京市泉ちょう
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 医療的ケアが必要な利用者に対し、看護師による医療的ケアを提供しています。

事業署名、 うさぎのみみ、 （設置主体、一般社団法人うさぎのみみ
提供するサービス、 重症心身障害児、（しゃ、 通所事業
所在地、 西東京市東ちょう 中川ビル
問合せ、 電話、 、 、
事業所の特徴、 医療的ケア児者や重症心身障害児者を主な対象とし、児童発達支援、生活介護の２事業を運営
しています。「だれも孤立させない」「みんなに居場所と出番を」を理念に、地域とのつながりを大切にしてい
ます。
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計画相談支援事業所 
	西東京市が指定する特定相談支援事業所一覧	

事業所名 地域活動支援センター
ブルーム	 	 	 （設置主体　社会福祉法人睦月会）

主たる対象者 身体障害者　知的障害者

所在地 田無町５�５�12

問合せ 電話（042）452�3085　FAX（042）452�3520

事業所名 地域活動支援センター
ハーモニー	 	 	 （設置主体　医療法人薫風会）

主たる対象者 精神障害者

所在地 田無町４�17�14　西東京市障害者総合支援センターフレンドリー２階

問合せ 電話（042）452�2773　FAX（042）452�2774

事業所名 自立生活企画		 	 （設置主体　特定非営利活動法人自立生活企画）

主たる対象者 特定なし

所在地 田無町５�６�20　第２和光ビル202

問合せ 電話（042）462�5999　FAX（042）462�5955

事業所名 ミモザ		 	 	 （設置主体　特定非営利活動法人ミモザ）

主たる対象者 身体障害者　知的障害者　精神障害者　難病等対象

所在地 南町１�14�13�203

問合せ 電話（042）452�9202　FAX（042）497�5720

事業所名 相談支援センターさくら	 （設置主体　社会福祉法人さくらの園）

主たる対象者 特定なし

所在地 西原町４�５�６　西東京市西原総合教育施設内

問合せ 電話（042）452�6005　FAX（042）468�5673
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計画相談支援事業所 
	西東京市が指定する特定相談支援事業所一覧	

事業所名 地域活動支援センター
ブルーム	 	 	 （設置主体　社会福祉法人睦月会）

主たる対象者 身体障害者　知的障害者

所在地 田無町５�５�12

問合せ 電話（042）452�3085　FAX（042）452�3520

事業所名 地域活動支援センター
ハーモニー	 	 	 （設置主体　医療法人薫風会）

主たる対象者 精神障害者

所在地 田無町４�17�14　西東京市障害者総合支援センターフレンドリー２階

問合せ 電話（042）452�2773　FAX（042）452�2774

事業所名 自立生活企画		 	 （設置主体　特定非営利活動法人自立生活企画）

主たる対象者 特定なし

所在地 田無町５�６�20　第２和光ビル202

問合せ 電話（042）462�5999　FAX（042）462�5955

事業所名 ミモザ		 	 	 （設置主体　特定非営利活動法人ミモザ）

主たる対象者 身体障害者　知的障害者　精神障害者　難病等対象

所在地 南町１�14�13�203

問合せ 電話（042）452�9202　FAX（042）497�5720

事業所名 相談支援センターさくら	 （設置主体　社会福祉法人さくらの園）

主たる対象者 特定なし

所在地 西原町４�５�６　西東京市西原総合教育施設内

問合せ 電話（042）452�6005　FAX（042）468�5673
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事業所名 株式会社ケアワーク北多摩	（設置主体　株式会社ケアワーク北多摩）

主たる対象者 特定なし

所在地 田無町５�８�15

問合せ 電話（042）461�8230　FAX（042）461�5226

事業所名 相談支援センターたなし	 （設置主体　特定非営利活動法人ハートフィールド）

主たる対象者 精神障害者

所在地 田無町３�３�７�801

問合せ 電話（042）468�3061　FAX（042）452�8080

事業所名 相談室　こころ	 	 （設置主体　特定非営利活動法人
	 	 	 	 ハンディキャップサポートウーノの会）

主たる対象者 身体障害者　知的障害者　精神障害者

所在地 住吉町３�12�19

問合せ 電話（042）424�7775　FAX（042）439�4487

事業所名 保谷障害者福祉センター	 （設置主体　特定非営利活動法人ミモザ）

主たる対象者 身体障害者　知的障害者　精神障害者　難病等対象

所在地 保谷町１�６�20

問合せ 電話（042）463�9861　FAX（042）463�9862

事業所名 ととろクラブ相談室	 	 （設置主体　NPO法人ととろクラブ）

主たる対象者 身体障害者　知的障害者

所在地 芝久保町２�22�32�205

問合せ 電話（042）452�3467　FAX（042）452�3468

事業所名 YLひばりが丘相談所		 （設置主体　一般社団法人Your Lifestyle研究所）

主たる対象者 特定なし

所在地 ひばりが丘北３�４�３�304

問合せ 電話（042）448�1246　FAX（042）448�1246

主に知的障害者

3086

医療法人社団薫風会）

（設置主体　特定非営利活動法人自立生活企画）

西東京市田無町５- ５-12　田無総合福祉センター 3 階

西東京市田無町４-17-14　西東京市障害者総合支援センターフレンドリー２階

西東京市田無町５- ６-20　第２和光ビル 202

西東京市南町 2-5-8　ヴィラさつき 101

4088

西東京市西原町４- ５- ６　西東京市西原総合教育施設内

●：地域移行支援指定（都）事業所
■：地域定着支援指定（都）事業所

●

●
■
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計画相談支援事業所
西東京市が指定する特定相談支援事業所一覧
事業所名 、地域活動支援センター 、ブルーム、 （設置主体、 社会福祉法人睦月会
主たる対象者、 主に知的障害者
所在地、 西東京市田無ちょう 田無総合福祉センター 階
問合せ、 電話、 、 、
事業所名、 地域活動支援センター、 ハーモニー、 （設置主体、 医療法人社団薫風会、地域移行支援指定
（都、事業所
主たる対象者、 精神障害者
所在地、 西東京市田無ちょう４－１７－１４、 西東京市障害者総合支援センターフレンドリー 階
問合せ 、 電話、 、 、
事業所名、 自立生活企画 、（設置主体 、特定非営利活動法人自立生活企画、地域移行支援指定（都、事業
所、地域定着支援指定（都、事業所
主たる対象者、 特定なし
所在地、 西東京市田無ちょう 、 第２和光ビルに、ぜろ、に
問合せ、 電話 、 、 、
事業所名 、ミモザ 、（設置主体、 特定非営利活動法人ミモザ
主たる対象者、 身体障害者、 知的障害者、 精神障害者 、難病とう対象
所在地 、西東京市みなみちょう の の ヴィラさつき
問合せ 、 電話 、 、 、
事業所名、 相談支援センターさくら 、（設置主体、 社会福祉法人さくらのその
主たる対象者 、特定なし
所在地、 西東京市西原町 、西東京市にしはら総合教育施設内
問合せ 、 電話、 、 、
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計画相談支援事業所 
	西東京市が指定する特定相談支援事業所一覧	

事業所名 地域活動支援センター
ブルーム	 	 	 （設置主体　社会福祉法人睦月会）

主たる対象者 身体障害者　知的障害者

所在地 田無町５�５�12

問合せ 電話（042）452�3085　FAX（042）452�3520

事業所名 地域活動支援センター
ハーモニー	 	 	 （設置主体　医療法人薫風会）

主たる対象者 精神障害者

所在地 田無町４�17�14　西東京市障害者総合支援センターフレンドリー２階

問合せ 電話（042）452�2773　FAX（042）452�2774

事業所名 自立生活企画		 	 （設置主体　特定非営利活動法人自立生活企画）

主たる対象者 特定なし

所在地 田無町５�６�20　第２和光ビル202

問合せ 電話（042）462�5999　FAX（042）462�5955

事業所名 ミモザ		 	 	 （設置主体　特定非営利活動法人ミモザ）

主たる対象者 身体障害者　知的障害者　精神障害者　難病等対象

所在地 南町１�14�13�203

問合せ 電話（042）452�9202　FAX（042）497�5720

事業所名 相談支援センターさくら	 （設置主体　社会福祉法人さくらの園）

主たる対象者 特定なし

所在地 西原町４�５�６　西東京市西原総合教育施設内

問合せ 電話（042）452�6005　FAX（042）468�5673
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計画相談支援事業所 
	西東京市が指定する特定相談支援事業所一覧	

事業所名 地域活動支援センター
ブルーム	 	 	 （設置主体　社会福祉法人睦月会）

主たる対象者 身体障害者　知的障害者

所在地 田無町５�５�12

問合せ 電話（042）452�3085　FAX（042）452�3520

事業所名 地域活動支援センター
ハーモニー	 	 	 （設置主体　医療法人薫風会）

主たる対象者 精神障害者

所在地 田無町４�17�14　西東京市障害者総合支援センターフレンドリー２階

問合せ 電話（042）452�2773　FAX（042）452�2774

事業所名 自立生活企画		 	 （設置主体　特定非営利活動法人自立生活企画）

主たる対象者 特定なし

所在地 田無町５�６�20　第２和光ビル202

問合せ 電話（042）462�5999　FAX（042）462�5955

事業所名 ミモザ		 	 	 （設置主体　特定非営利活動法人ミモザ）

主たる対象者 身体障害者　知的障害者　精神障害者　難病等対象

所在地 南町１�14�13�203

問合せ 電話（042）452�9202　FAX（042）497�5720

事業所名 相談支援センターさくら	 （設置主体　社会福祉法人さくらの園）

主たる対象者 特定なし

所在地 西原町４�５�６　西東京市西原総合教育施設内

問合せ 電話（042）452�6005　FAX（042）468�5673
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事業所名 株式会社ケアワーク北多摩	（設置主体　株式会社ケアワーク北多摩）

主たる対象者 特定なし

所在地 田無町５�８�15

問合せ 電話（042）461�8230　FAX（042）461�5226

事業所名 相談支援センターたなし	 （設置主体　特定非営利活動法人ハートフィールド）

主たる対象者 精神障害者

所在地 田無町３�３�７�801

問合せ 電話（042）468�3061　FAX（042）452�8080

事業所名 相談室　こころ	 	 （設置主体　特定非営利活動法人
	 	 	 	 ハンディキャップサポートウーノの会）

主たる対象者 身体障害者　知的障害者　精神障害者

所在地 住吉町３�12�19

問合せ 電話（042）424�7775　FAX（042）439�4487

事業所名 保谷障害者福祉センター	 （設置主体　特定非営利活動法人ミモザ）

主たる対象者 身体障害者　知的障害者　精神障害者　難病等対象

所在地 保谷町１�６�20

問合せ 電話（042）463�9861　FAX（042）463�9862

事業所名 ととろクラブ相談室	 	 （設置主体　NPO法人ととろクラブ）

主たる対象者 身体障害者　知的障害者

所在地 芝久保町２�22�32�205

問合せ 電話（042）452�3467　FAX（042）452�3468

事業所名 YLひばりが丘相談所		 （設置主体　一般社団法人Your Lifestyle研究所）

主たる対象者 特定なし

所在地 ひばりが丘北３�４�３�304

問合せ 電話（042）448�1246　FAX（042）448�1246182182
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計画相談支援事業所 
	西東京市が指定する特定相談支援事業所一覧	

事業所名 地域活動支援センター
ブルーム	 	 	 （設置主体　社会福祉法人睦月会）

主たる対象者 身体障害者　知的障害者

所在地 田無町５�５�12

問合せ 電話（042）452�3085　FAX（042）452�3520

事業所名 地域活動支援センター
ハーモニー	 	 	 （設置主体　医療法人薫風会）

主たる対象者 精神障害者

所在地 田無町４�17�14　西東京市障害者総合支援センターフレンドリー２階

問合せ 電話（042）452�2773　FAX（042）452�2774

事業所名 自立生活企画		 	 （設置主体　特定非営利活動法人自立生活企画）

主たる対象者 特定なし

所在地 田無町５�６�20　第２和光ビル202

問合せ 電話（042）462�5999　FAX（042）462�5955

事業所名 ミモザ		 	 	 （設置主体　特定非営利活動法人ミモザ）

主たる対象者 身体障害者　知的障害者　精神障害者　難病等対象

所在地 南町１�14�13�203

問合せ 電話（042）452�9202　FAX（042）497�5720

事業所名 相談支援センターさくら	 （設置主体　社会福祉法人さくらの園）

主たる対象者 特定なし

所在地 西原町４�５�６　西東京市西原総合教育施設内

問合せ 電話（042）452�6005　FAX（042）468�5673
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事業所名 株式会社ケアワーク北多摩	（設置主体　株式会社ケアワーク北多摩）

主たる対象者 特定なし

所在地 田無町５�８�15

問合せ 電話（042）461�8230　FAX（042）461�5226

事業所名 相談支援センターたなし	 （設置主体　特定非営利活動法人ハートフィールド）

主たる対象者 精神障害者

所在地 田無町３�３�７�801

問合せ 電話（042）468�3061　FAX（042）452�8080

事業所名 相談室　こころ	 	 （設置主体　特定非営利活動法人
	 	 	 	 ハンディキャップサポートウーノの会）

主たる対象者 身体障害者　知的障害者　精神障害者

所在地 住吉町３�12�19

問合せ 電話（042）424�7775　FAX（042）439�4487

事業所名 保谷障害者福祉センター	 （設置主体　特定非営利活動法人ミモザ）

主たる対象者 身体障害者　知的障害者　精神障害者　難病等対象

所在地 保谷町１�６�20

問合せ 電話（042）463�9861　FAX（042）463�9862

事業所名 ととろクラブ相談室	 	 （設置主体　NPO法人ととろクラブ）

主たる対象者 身体障害者　知的障害者

所在地 芝久保町２�22�32�205

問合せ 電話（042）452�3467　FAX（042）452�3468

事業所名 YLひばりが丘相談所		 （設置主体　一般社団法人Your Lifestyle研究所）

主たる対象者 特定なし

所在地 ひばりが丘北３�４�３�304

問合せ 電話（042）448�1246　FAX（042）448�1246

西東京市田無町５- ８-15

身体障害者

西東京市田無町３- ３- ７-801

西東京市住吉町３-12-19

（設置主体　社会福祉法人ウーノ）

西東京市芝久保町２-22-32　グレイフル芝久保 205

西東京市ひばりが丘北３- ４- ３-304

FAX

相談室こころ
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事業所名、 株式会社ケアワーク北多摩、 （設置主体、 株式会社ケアワーク北多摩
主たる対象者、 身体障害者
所在地 、西東京市田無ちょう
問合せ 、 電話 、 、 、
事業所名、 相談支援センターたなし、 （設置主体 、特定非営利活動法人ハートフィールド
主たる対象者、 精神障害者
所在地 、西東京市田無ちょう の の の
問合せ、 電話、 、 、
事業所名 、相談室 、こころ、 （設置主体、 社会福祉法人 ウーノ
主たる対象者、 身体障害者、 知的障害者 、精神障害者
所在地、 西東京市住吉町
問合せ 、 電話 、 、 、

事業所名、 ととろクラブ相談室 、（設置主体、 ＮＰＯ法人ととろクラブ
主たる対象者、 身体障害者、 知的障害者
所在地、 西東京市芝久保町 の の グレイフルしばくぼ
問合せ、 電話、 、 、
事業所名、 ワイエルひばりが丘相談所 、（設置主体 、一般社団法人ユアライフスタイル研究所
主たる対象者 、特定なし
所在地 、西東京市ひばりが丘北 の の の
問合せ、 電話、 、 、
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事業所名 相談支援事業所ポラリス	 （設置主体　特定非営利活動法人こげら会）

主たる対象者 特定なし

所在地 新町１�14�10

問合せ 電話（042）252�3103　FAX（042）252�3197

事業所名 特定相談支援事業所
ワン・ストップ	 	 （設置主体　合同会社総合福祉研究会）

主たる対象者 特定なし

所在地 保谷町２�10�12　菊池ビル201

問合せ 電話（042）452�9099　FAX（042）452�9099

事業所名 あいおん相談支援センター	（設置主体　一般社団法人ION）

主たる対象者 知的障害者

所在地 柳沢１�15　都営柳沢１丁目３号棟110号

問合せ 電話（042）497�6350　FAX（042）497�6360

事業所名 ハピネス	 	 	 （設置主体　特定非営利活動法人　夢スユア）

主たる対象者 知的障害者

所在地 泉町２�17�18　NKビル203

問合せ 電話（042）439�9619　FAX（042）439�9580
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	西東京市が指定する障害児相談支援事業所一覧	

事業所名 地域活動支援センター
ブルーム	 	 	 （設置主体　社会福祉法人睦月会）

所在地 田無町５�５�12

問合せ 電話（042）452�3085　FAX（042）452�3520

事業所名 自立生活企画		 	 （設置主体　特定非営利活動法人自立生活企画）

所在地 田無町５�６�20　第２和光ビル202

問合せ 電話（042）462�5999　FAX（042）462�5955

事業所名 相談支援センターさくら	 （設置主体　社会福祉法人さくらの園）

所在地 西原町４�５�６　西東京市西原総合教育施設内

問合せ 電話（042）452�6005　FAX（042）468�5673

事業所名 株式会社ケアワーク北多摩	（設置主体　株式会社ケアワーク北多摩）

所在地 田無町５�８�15

問合せ 電話（042）461�8230　FAX（042）461�5226

事業所名 相談室　こころ	 	 （設置主体　特定非営利活動法人
	 	 	 	 ハンディキャップサポートウーノの会）

所在地 住吉町３�12�19

問合せ 電話（042）424�7775　FAX（042）439�4487

事業所名 ととろクラブ相談室	 	 （設置主体　NPO法人ととろクラブ）

所在地 芝久保町２�22�32�205

問合せ 電話（042）452�3467　FAX（042）452�3468

事業所名 YLひばりが丘相談所		 （設置主体　一般社団法人Your Lifestyle研究所）

所在地 ひばりが丘北３�４�３�304

問合せ 電話（042）448�1246　FAX（042）448�1246

事業所名 相談支援事業所ポラリス （設置主体　特定非営利活動法人こげら会）

主たる対象者 特定なし

所在地 西東京市新町 1-14-10　こげらビル1Ｆ

問合せ 電話（042）252-3103　FAX（042）252-3197

事業所名 特定相談支援事業所
ワン・ストップ （設置主体　合同会社総合福祉研究会）

主たる対象者 特定なし

所在地 西東京市保谷町 2-10-12　菊池ビル201

問合せ 電話（042）452-9099　FAX（042）452-9099

事業所名 あいおん相談支援センター （設置主体　一般社団法人 ION）

主たる対象者 知的障害者

所在地 西東京市柳沢１-15- ３　都営柳沢１丁目アパート３号棟 110 号

問合せ 電話（042）497-6350　FAX（042）497-6360

事業所名 ハピネス （設置主体　特定非営利活動法人　夢スユア）

主たる対象者 知的障害者

所在地 西東京市泉町２-17-18　ＮＫビル 203

問合せ 電話（042）439-9619　FAX（042）439-9580

事業所名 ゆいまーる （設置主体　一般社団法人　ゆいまーる）

主たる対象者 精神障害者

所在地 西東京市住吉町４- ８-19　住吉コーポ 102

問合せ 電話（042）430-0839　FAX（042）430-0839
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事業所名 、相談支援事業所ポラリス 、（設置主体 、特定非営利活動法人こげら会、地域移行支援指定（都、
事業所、地域定着支援指定（都、事業所
主たる対象者、 特定なし
所在地、 西東京市新町 こげらビル Ｆ
問合せ 、 電話 、 、 、
事業所名、 特定相談支援事業所
ワン、ストップ、 （設置主体 、合同会社総合福祉研究会
主たる対象者 、特定なし
所在地 、西東京市保谷町 、 菊池ビルに、ぜろ、いち
問合せ 、 電話、 、 、
事業所名 、あいおん相談支援センター、 （設置主体、 一般社団法人あいおん、地域移行支援指定（都、事
業所、地域定着支援指定（都、事業所
主たる対象者、 知的障害者
所在地、 西東京市やぎさわ のじゅうごのさん 、都営やぎさわ 丁目アパート 号とう 号
問合せ 、 電話 、 、 、
事業所名、 ハピネス、 （設置主体 、特定非営利活動法人 、夢スユア
主たる対象者、 知的障害者
所在地、 西東京市泉ちょう の の 、ＮＫビルに、ぜろ、さん
問合せ 、 電話、 、 、
事業所名、 ゆいまーる、 （設置主体、一般社団法人ゆいまーる
主たる対象者、 精神障害者
所在地、 西東京市住吉ちょう 住吉コーポ
問合せ、 電話、 、 、
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事業所名 相談支援事業所ポラリス	 （設置主体　特定非営利活動法人こげら会）

主たる対象者 特定なし

所在地 新町１�14�10

問合せ 電話（042）252�3103　FAX（042）252�3197

事業所名 特定相談支援事業所
ワン・ストップ	 	 （設置主体　合同会社総合福祉研究会）

主たる対象者 特定なし

所在地 保谷町２�10�12　菊池ビル201

問合せ 電話（042）452�9099　FAX（042）452�9099

事業所名 あいおん相談支援センター	（設置主体　一般社団法人ION）

主たる対象者 知的障害者

所在地 柳沢１�15　都営柳沢１丁目３号棟110号

問合せ 電話（042）497�6350　FAX（042）497�6360

事業所名 ハピネス	 	 	 （設置主体　特定非営利活動法人　夢スユア）

主たる対象者 知的障害者

所在地 泉町２�17�18　NKビル203

問合せ 電話（042）439�9619　FAX（042）439�9580
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	西東京市が指定する障害児相談支援事業所一覧	

事業所名 地域活動支援センター
ブルーム	 	 	 （設置主体　社会福祉法人睦月会）

所在地 田無町５�５�12

問合せ 電話（042）452�3085　FAX（042）452�3520

事業所名 自立生活企画		 	 （設置主体　特定非営利活動法人自立生活企画）

所在地 田無町５�６�20　第２和光ビル202

問合せ 電話（042）462�5999　FAX（042）462�5955

事業所名 相談支援センターさくら	 （設置主体　社会福祉法人さくらの園）

所在地 西原町４�５�６　西東京市西原総合教育施設内

問合せ 電話（042）452�6005　FAX（042）468�5673

事業所名 株式会社ケアワーク北多摩	（設置主体　株式会社ケアワーク北多摩）

所在地 田無町５�８�15

問合せ 電話（042）461�8230　FAX（042）461�5226

事業所名 相談室　こころ	 	 （設置主体　特定非営利活動法人
	 	 	 	 ハンディキャップサポートウーノの会）

所在地 住吉町３�12�19

問合せ 電話（042）424�7775　FAX（042）439�4487

事業所名 ととろクラブ相談室	 	 （設置主体　NPO法人ととろクラブ）

所在地 芝久保町２�22�32�205

問合せ 電話（042）452�3467　FAX（042）452�3468

事業所名 YLひばりが丘相談所		 （設置主体　一般社団法人Your Lifestyle研究所）

所在地 ひばりが丘北３�４�３�304

問合せ 電話（042）448�1246　FAX（042）448�1246

●：地域移行支援指定（都）事業所
■：地域定着支援指定（都）事業所

事業所名 地域活動支援センター
ブルーム （設置主体　社会福祉法人睦月会）

所在地 西東京市田無町 5-5-12　田無総合福祉センター3 階

問合せ 電話（042）452-3085　FAX（042）452-3086

事業所名 自立生活企画 （設置主体　特定非営利活動法人自立生活企画）

所在地 西東京市田無町５- ６-20　第２和光ビル 202

問合せ 電話（042）462-5999　FAX（042）462-5955

事業所名 相談支援センターさくら （設置主体　社会福祉法人さくらの園）

所在地 西東京市西原町４- ５- ６　西東京市西原総合教育施設内

問合せ 電話（042）452-6005　FAX（042）468-5673

事業所名 相談室こころ （設置主体　社会福祉法人ウーノ）

所在地 西東京市住吉町３-12-19

問合せ 電話（042）424-7775　FAX（042）439-4487

事業所名 ととろクラブ相談室 （設置主体　NPO 法人ととろクラブ）

所在地 西東京市芝久保町２-22-32　グレイフル芝久保 205

問合せ 電話（042）452-3467　FAX（042）452-3468

事業所名 YL ひばりが丘相談所 （設置主体　一般社団法人Your Lifestyle研究所）

所在地 西東京市ひばりが丘北３- ４- ３-304

問合せ 電話（042）448-1246　FAX（042）448-1246
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西東京市が指定する、しょうがいじ相談支援事業所一覧
事業所名 、地域活動支援センター、 ブルーム、 （設置主体 、社会福祉法人睦月会、地域移行支援指定（都、
事業所、地域定着支援指定（都、事業所
所在地、 西東京市田無ちょう 田無総合福祉センター 階
問合せ、 電話 、 、 、
事業所名 、自立生活企画、 （設置主体、 特定非営利活動法人自立生活企画
所在地、 西東京市田無ちょう 、 第 和光ビル
問合せ 、 電話、 、 、
事業所名、 相談支援センターさくら、 （設置主体、 社会福祉法人さくらのその）
所在地、西東京市西原町 、 西東京市にしはら総合教育施設内
問合せ 、 電話 、 、 、
事業所名、 相談室 、こころ、 （設置主体、 社会福祉法人 ウーノ
所在地 、西東京市住吉町
問合せ 、 電話、 、 、
事業所名、 ととろクラブ相談室 、（設置主体 、ＮＰＯ法人ととろクラブ
所在地 、西東京市芝久保町 の の グレイフルしばくぼ
問合せ 、 電話 、 、 、
事業所名 、ワイエルひばりが丘相談所 、（設置主体 一般社団法人ユアライフスタイル研究所
所在地 、西東京市ひばりが丘北 の の の
問合せ 、 電話 、 、 、
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事業所名 相談支援事業所ポラリス	 （設置主体　特定非営利活動法人こげら会）

所在地 新町１�14�10

問合せ 電話（042）252�3103　FAX（042）252�3197

事業所名 特定相談支援事業所
ワン・ストップ	 	 （設置主体　合同会社総合福祉研究会）

所在地 保谷町２�10�12　菊池ビル201

問合せ 電話（042）452�9099　FAX（042）452�9099

事業所名 あいおん相談支援センター	（設置主体　一般社団法人ION）

所在地 柳沢１�15　都営柳沢１丁目３号棟110号

問合せ 電話（042）497�6350　FAX（042）497�6360

事業所名 ハピネス	 	 	 （設置主体　特定非営利活動法人　夢スユア）

所在地 泉町２�17�18　NKビル203

問合せ 電話（042）439�9619　FAX（042）439�9580

障害者団体 
西東京市社会福祉協議会
西東京市保谷身体障害者福祉協会
西東京市田無身体障害者福祉協会
西東京市障がい者福祉をすすめる会
西東京市保谷手をつなぐ親の会
田無手をつなぐ親の会
西東京市聴覚障害者協会
ほうやおもちゃ図書館
西東京市精神障害者家族会「小鳩会」
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ホームページのご紹介 身  知  精  難

福祉に関する施設・事業者等の情報が掲載されています。

名称 ホームページ ページについて

WAMNET
（ワムネット）

https://www.wam.go.jp/
content/wamnet/pcpub/
top/

福祉・保健・医療に関する制度・
施策や、その取り組み状況等に関
する情報を分かりやすく提供する
ことにより、福祉と医療を支援す
る総合情報提供サイトです。

東京都障害者サービス情報
https://www.
shougaifukushi.metro.
tokyo.jp/

東京都福祉保健局が運営している
サイトで、東京都内の事業所が検
索できます。

福ナビ
（とうきょう福祉ナビゲーション） http://www.fukunavi.or.jp/

都民の方々が、福祉サービスを利
用する際に必要とされる様々な情
報を提供しています。

とうきょう
ユニバーサルデザインナビ https://www.udnavi.tokyo/

都内の施設や公共機関等に関する
ユニバーサルデザイン情報とバリ
アフリー情報を集めたポータルサ
イトです。

全国重症児
デイサービス・ネットワーク http://www.jyuday.net/

主たる対象を重症心身障害児とす
る児童発達支援または放課後等デ
イサービス事業所、関係者の協力・
連携のためのネットワークです。

市内には次のような団体があります。詳しくは、障害福祉課までお問い合わせください。
田無手をつなぐ親の会
西東京市保谷手をつなぐ親の会
西東京市身体障害者福祉協会
西東京市聴覚障害者協会
西東京市障がい者福祉をすすめる会
ほうやおもちゃ図書館
西東京市精神障害者家族会「小鳩会」
特定非営利活動法人　自立生活企画
特定非営利活動法人　生活援助為センター
さーくる縁

事業所名 相談支援事業所ポラリス （設置主体　特定非営利活動法人こげら会）

所在地 西東京市新町１-14-10　こげらビル1Ｆ

問合せ 電話（042）252-3103　FAX（042）252-3197

事業所名 特定相談支援事業所
ワン・ストップ （設置主体　合同会社総合福祉研究会）

所在地 西東京市保谷町２-10-12　菊池ビル 201

問合せ 電話（042）452-9099　FAX（042）452-9099

事業所名 あいおん相談支援センター （設置主体　一般社団法人 ION）

所在地 西東京市柳沢１-15- ３　都営柳沢１丁目アパート３号棟 110 号

問合せ 電話（042）497-6350　FAX（042）497-6360

事業所名 ハピネス （設置主体　特定非営利活動法人　夢スユア）

所在地 西東京市泉町２-17-18　ＮＫビル 203

問合せ 電話（042）439-9619　FAX（042）439-9580
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ページ
事業所名 、相談支援事業所、 ポラリス、 （設置主体、 特定非営利活動法人こげら会、地域移行支援指定
（都、事業所、地域定着支援指定（都、事業所
所在地、 西東京市新町 こげらビル１階
問合せ 、 電話 、 、 、
事業所名 、特定相談支援事業所
ワン、ストップ 、（設置主体 、合同会社、 総合福祉研究会
所在地 、西東京市保谷町 、 菊池ビルに、ぜろ、いち
問合せ、 電話、 、 、
事業所名、 あいおん相談支援センター、 （設置主体 、一般社団法人あいおん、地域移行支援指定（都、事
業所、地域定着支援指定（都、事業所
所在地、 西東京市やぎさわいちのじゅうごの 、 都営やぎさわ 丁目アパート 号とう 号
問合せ 、 電話 、 、 、
事業所名 、ハピネス 、（設置主体 、特定非営利活動法人 、夢スユア
所在地、 西東京市泉ちょう の の 、 ＮＫビルに、ぜろ、さん
問合せ 、 電話 、 、 、

障害者団体
市内には次のような団体があります。詳しくは、障害福祉課までお問い合わせください。
田無 てをつなぐ親の会
西東京市保谷 てをつなぐ親の会
西東京市身体障害者福祉協会
西東京市聴覚障害者協会
西東京市しょうがい者福祉をすすめる会
ほうやおもちゃ図書館
西東京市精神障害者家族会、小鳩会
特定非営利活動法人自立生活企画
特定非営利活動法人生活援助いセンター
さーくる縁
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事業所名 相談支援事業所ポラリス	 （設置主体　特定非営利活動法人こげら会）

所在地 新町１�14�10

問合せ 電話（042）252�3103　FAX（042）252�3197

事業所名 特定相談支援事業所
ワン・ストップ	 	 （設置主体　合同会社総合福祉研究会）

所在地 保谷町２�10�12　菊池ビル201

問合せ 電話（042）452�9099　FAX（042）452�9099

事業所名 あいおん相談支援センター	（設置主体　一般社団法人ION）

所在地 柳沢１�15　都営柳沢１丁目３号棟110号

問合せ 電話（042）497�6350　FAX（042）497�6360

事業所名 ハピネス	 	 	 （設置主体　特定非営利活動法人　夢スユア）

所在地 泉町２�17�18　NKビル203

問合せ 電話（042）439�9619　FAX（042）439�9580

障害者団体 
西東京市社会福祉協議会
西東京市保谷身体障害者福祉協会
西東京市田無身体障害者福祉協会
西東京市障がい者福祉をすすめる会
西東京市保谷手をつなぐ親の会
田無手をつなぐ親の会
西東京市聴覚障害者協会
ほうやおもちゃ図書館
西東京市精神障害者家族会「小鳩会」
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ホームページのご紹介 身  知  精  難

福祉に関する施設・事業者等の情報が掲載されています。

名称 ホームページ ページについて

WAMNET
（ワムネット）

https://www.wam.go.jp/
content/wamnet/pcpub/
top/

福祉・保健・医療に関する制度・
施策や、その取り組み状況等に関
する情報を分かりやすく提供する
ことにより、福祉と医療を支援す
る総合情報提供サイトです。

東京都障害者サービス情報
https://www.
shougaifukushi.metro.
tokyo.jp/

東京都福祉保健局が運営している
サイトで、東京都内の事業所が検
索できます。

福ナビ
（とうきょう福祉ナビゲーション） http://www.fukunavi.or.jp/

都民の方々が、福祉サービスを利
用する際に必要とされる様々な情
報を提供しています。

とうきょう
ユニバーサルデザインナビ https://www.udnavi.tokyo/

都内の施設や公共機関等に関する
ユニバーサルデザイン情報とバリ
アフリー情報を集めたポータルサ
イトです。

全国重症児
デイサービス・ネットワーク http://www.jyuday.net/

主たる対象を重症心身障害児とす
る児童発達支援または放課後等デ
イサービス事業所、関係者の協力・
連携のためのネットワークです。

福祉・保健・医療に関する制度・
施策や、その取組み状況などに関
する情報を分かりやすく提供する
ことにより、福祉と医療を支援す
る総合情報提供サイトです。

都民の方が、福祉サービスを利用
する際に必要とされる様々な情報
を提供しています。

東京都福祉局が運営しているサイ
トで、東京都内の事業所が検索で
きます。

全国重症児者
デイサービス・ネットワーク

https://www.
shougaifukushi.metro.
tokyo.lg.jp/

主たる対象を重症心身障害のある
お子さんとする事業所、関係者の
協力・連携のためのネットワーク
です。

都内の施設や交通機関などに関す
るユニバーサルデザイン情報とバ
リアフリー情報を集めたポータル
サイトです。

福祉に関する施設・事業者などの情報が掲載されています。

  タクシー運賃の割引  福祉に関するホームページのご紹介 身 知 精 難
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ページ
福祉に関するホームページのご紹介
福祉に関する施設・事業者などの情報が掲載されています。
名称
ワムネット
福祉、保健、医療に関する制度、施策や、その取り組み状況などに関する情報を、わかりやすく提供することに
より、福祉と医療を支援する、総合情報提供サイトです。

東京都障害者サービス情報
東京都福祉局が運営しているサイトで、東京とないの事業所が検索できます。

福ナビ、（とうきょう福祉ナビゲーション
都みんのかたが、福祉サービスを利用する際に必要とされる様々な情報を提供しています。

とうきょうユニバーサルデザイン、ナビ
都ないの施設や交通機関などに関するユニバーサルデザイン情報とバリアフリー情報を集めたポータルサイト
です。
全国重症児、（しゃ、 デイサービス、ネットワーク
主たる対象を重症心身障害のあるお子さんとする事業所、関係者の協力、連携のためのネットワークです。
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障害者福祉施策（事業別対象者）一覧表
○ ・・・ 該当します　　△ ・・・担当窓口でご相談ください

区分 ２手帳
３障害者総合支援法 ４日常生活の支援

５手当・年金 区分 ５手当・年金 ６医療地域生活支援事業 補装具等
ページ 21 22 23 25～33 34 35 36 37 38 40 44 45 46 48 48 49 49 49 74 74 75 75 ページ 76 76 77 78 78 79 80 81 82 82 83 84 85 86 87 87 88 88 89 89 90 90 91 91

事
業

身
体
障
害
者
手
帳

愛
の
手
帳

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

移
動
支
援

生
活
サ
ポ
ー
ト

日
中
一
時
支
援

心
身
障
害
者（
児
）施
設

緊
急
一
時
保
護

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
保
谷
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

難
病
の
方
に
つ
い
て

補
装
具
費
の
支
給

（
購
入
費・修
理
費・借
受
け
費
）

中
等
度
難
聴
児
の

補
聴
器
購
入
費
の
補
助

日
常
生
活
用
具
の
給
付

身
体
障
害
者
補
助
犬
の
給
付

家
具
転
倒
防
止
器
具

取
付
け
等
サ
ー
ビ
ス

身
体
障
害
者
電
話

使
用
料
等
の
助
成

在
宅
重
度
心
身
障
害
者（
児
）

入
浴
サ
ー
ビ
ス

重
度
脳
性
麻
痺
者
介
護

障
害
児
福
祉
手
当（
国
の
制
度
）

特
別
障
害
者
手
当（
国
の
制
度
）

重
度
心
身
障
害
者
手
当

（
都
の
制
度
）

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

（
都
の
制
度
）

事
業

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

（
市
の
制
度
）

難
病
者
福
祉
手
当（
市
の
制
度
）

児
童
扶
養
手
当（
国
の
制
度
）

児
童
育
成
手
当（
育
成
手
当
）

（
都
の
制
度
）

児
童
育
成
手
当（
障
害
手
当
）

（
都
の
制
度
）

特
別
児
童
扶
養
手
当（
国
の
制
度
）

障
害
基
礎
年
金（
国
民
年
金
）

特
別
障
害
給
付
金

そ
の
他
の
障
害
年
金

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

産
科
医
療
補
償
制
度

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

（
マ
ル
障
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

（
障
害
認
定
）

自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
医
療
）

自
立
支
援
医
療（
更
生
医
療
）

自
立
支
援
医
療（
育
成
医
療
）

難
病
医
療
費
等
助
成
制
度

特
殊
医
療
費
助
成
制
度

Ｂ
型・Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
肝
炎

治
療
医
療
費
助
成
制
度

肝
が
ん・重
度
肝
硬
変

医
療
費
助
成
制
度

小
児
精
神
病
入
院

医
療
費
助
成
制
度

小
児
慢
性
疾
患
の
医
療
費
助
成

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

補
助
制
度（
都
の
制
度
）

障
害
者
の
方
の
歯
科
医
療
機
関

身
体
障
害
者
手
帳

視
覚
障
害

1級 ◯

本
文
参
照

◯ ◯

本
文
参
照

◯ ◯

本
文
参
照

本
文
参
照

◯ △

本
文
参
照

本
文
参
照

本
文
参
照

△ △ △ ◯

身
体
障
害
者
手
帳

視
覚
障
害

1級 ◯ △ △ ◯ △

本
文
参
照

本
文
参
照

本
文
参
照

◯

本
文
参
照

◯ ◯ △ △

本
文
参
照

本
文
参
照

本
文
参
照

△

本
文
参
照

2級 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ △ △ ◯ 2級 ◯ △ △ ◯ △ ◯ ◯ ◯ △ △ △
3級 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ △ 3級 ◯ △ △ ◯ ◯ △ △ △
4級 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ △ 4級 ◯ △ △
5級 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5級 △ △
6級 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 6級 △ △

聴
覚・平
衡

機
能
障
害

2級 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ △ △ ◯
聴
覚・平
衡

機
能
障
害

2級 ◯ △ △ ◯ △ ◯ ◯ ◯ △ △ △
3級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ 3級 ◯ △ △ ◯ ◯ △ △ △
4級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ 4級 ◯ △ △
5級 ◯ ◯ ◯ ◯ 5級 △ △
6級 ◯ ◯ ◯ ◯ 6級 △ △

音声・言語・
そしゃく

3級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ △ △ 音声・言語・
そしゃく

3級 ◯ △ ◯ ◯ △ △ △
4級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ 4級 ◯ △ △ △

肢
体
不
自
由

1級 ◯ △ ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ △ △ ◯
肢
体
不
自
由

1級 ◯ △ △ ◯ △ ◯ ◯ ◯ △ △ △
2級 ◯ △ ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ △ △ ◯ 2級 ◯ △ △ ◯ △ ◯ ◯ ◯ △ △ △
3級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ 3級 ◯ △ △ ◯ ◯ △ △ △
4級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ 4級 ◯ △ △ △
5級 ◯ ◯ ◯ ◯ 5級 △ △
6級 ◯ ◯ ◯ ◯ 6級 △ △

内
部
障
害

1級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ △ △ ◯ 内
部
障
害

1級 ◯ △ △ ◯ △ ◯ ◯ ◯ △ △ △
2級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ △ △ ◯ 2級 ◯ △ △ ◯ △ ◯ ◯ ◯ △ △ △
3級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ 3級 ◯ △ ◯ ◯ ◯ △ △ △
4級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ 4級 ◯ △ △

脳性麻痺 △ ◯ 脳性麻痺 ◯ ◯ △
進行性筋萎縮症 ◯ 進行性筋萎縮症 ◯ ◯ △

愛の手帳 
（療育手帳）

1度 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ △ △ ◯
愛の手帳 

（療育手帳）

1度 ◯ △ ◯ △ ◯ ◯ ◯ △
2度 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ △ △ ◯ 2度 ◯ △ ◯ △ ◯ ◯ ◯ △
3度 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ △ ◯ 3度 ◯ △ ◯ △ ◯ △
4度 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ △ 4度 ◯ ◯

精神障害者
保健福祉

手帳

1級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ 精神障害者
保健福祉

手帳

1級 △ ◯ ◯ △ △
2級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ 2級 △ ◯ △ △
3級 ◯ ◯ ◯ ◯ 3級 △ △ △

難病 ◯ ◯ 難病 △ △ △ △
所得制限 有 有 有 有 有 有 有 所得制限 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有
年齢制限 有 有 有 有 有 有 有 年齢制限 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有

区分 ２手帳
３障害者総合支援法等 ４日常生活の支援 ５手当・

年金地域生活支援事業等 補装具等
ページ 23 24 25 27～35 36 37 38 39 40 41 42 44 48 49 50 52 52 53 53 62 66 78 78

事
業

身
体
障
害
者
手
帳

愛
の
手
帳

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

移
動
支
援

生
活
サ
ポ
ー
ト

日
中
一
時
支
援

心
身
障
害
者
（
児
）
施
設

緊
急
一
時
保
護

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
保
谷
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
等

在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
事
業

知
的
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

家
賃
助
成
事
業

難
病
の
方
に
つ
い
て

補
装
具
費
の
支
給

（
購
入
費
・
修
理
費
・
借
受
け
費
）

中
等
度
難
聴
児
の

補
聴
器
購
入
費
の
助
成

日
常
生
活
用
具
の
給
付

身
体
障
害
者
補
助
犬
の
給
付

家
具
等
転
倒
防
止
器
具

取
付
け
等
サ
ー
ビ
ス

在
宅
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）

入
浴
サ
ー
ビ
ス

重
度
脳
性
麻
痺
者
介
護

住
宅
設
備
改
善
費
の
給
付

重
度
身
体
障
害
者
救
急

代
理
通
報
等
シ
ス
テ
ム

障
害
児
福
祉
手
当
（
国
の
制
度
）

特
別
障
害
者
手
当
（
国
の
制
度
）

身
体
障
害
者
手
帳

視
覚
障
害

1級 ○

本
文
参
照

○ ○

本
文
参
照

○

本
文
参
照

本
文
参
照

○

本
文
参
照

本
文
参
照

○ △

本
文
参
照

本
文
参
照

本
文
参
照

本
文
参
照

△ △
2 級 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △
3 級 ○ ○ ○ ○ ○ △
4 級 ○ ○ ○ ○ ○ △
5 級 ○ ○ ○ ○ ○
6 級 ○ ○ ○ ○ ○

聴
覚
・
平
衡

機
能
障
害

2 級 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △
3 級 ○ ○ ○ ○ △
4 級 ○ ○ ○ ○ △
5 級 ○ ○ ○ ○
6 級 ○ ○ ○ ○

音声・言語・
そしゃく

3 級 ○ ○ ○ ○ △ △ △
4 級 ○ ○ ○ ○ △

肢
体
不
自
由

1級 ○ △ ○ ○ ○ ○ △ △ △
2 級 ○ △ ○ ○ ○ ○ △ △ △
3 級 ○ ○ ○ ○ △
4 級 ○ ○ ○ ○ △
5 級 ○ ○ ○ ○
6 級 ○ ○ ○ ○

内
部
障
害

1級 ○ ○ ○ ○ △ △ △
2 級 ○ ○ ○ ○ △ △ △
3 級 ○ ○ ○ ○ △
4 級 ○ ○ ○ ○ △

脳性まひ △
進行性筋萎縮症

愛の手帳
（療育手帳）

1度 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △
2 度 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △
3 度 ○ ○ ○ ○ ○ △
4 度 ○ ○ ○ ○ ○ △

精神障害者
保健福祉

手帳

1級 ○ ○ ○ ○ △ △
2 級 ○ ○ ○ ○ △ △
3 級 ○ ○ ○ ○

難病 ○ ○
所得制限 有 有 有 有 有 有 有 有 有
年齢制限 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有

○・・・該当します　　△・・・担当窓口でご相談ください

12.
施
設
・
団
体
等

198

ページ 198 
障害者福祉施策、事業別対象者一覧表 
つづく 
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12. 12. 
施
設
・
団
体
等

障害者福祉施策（事業別対象者）一覧表
○ ・・・ 該当します　　△ ・・・担当窓口でご相談ください

区分 ２手帳
３障害者総合支援法 ４日常生活の支援

５手当・年金 区分 ５手当・年金 ６医療地域生活支援事業 補装具等
ページ 21 22 23 25～33 34 35 36 37 38 40 44 45 46 48 48 49 49 49 74 74 75 75 ページ 76 76 77 78 78 79 80 81 82 82 83 84 85 86 87 87 88 88 89 89 90 90 91 91

事
業

身
体
障
害
者
手
帳

愛
の
手
帳

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

移
動
支
援

生
活
サ
ポ
ー
ト

日
中
一
時
支
援

心
身
障
害
者（
児
）施
設

緊
急
一
時
保
護

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
保
谷
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

難
病
の
方
に
つ
い
て

補
装
具
費
の
支
給

（
購
入
費・修
理
費・借
受
け
費
）

中
等
度
難
聴
児
の

補
聴
器
購
入
費
の
補
助

日
常
生
活
用
具
の
給
付

身
体
障
害
者
補
助
犬
の
給
付

家
具
転
倒
防
止
器
具

取
付
け
等
サ
ー
ビ
ス

身
体
障
害
者
電
話

使
用
料
等
の
助
成

在
宅
重
度
心
身
障
害
者（
児
）

入
浴
サ
ー
ビ
ス

重
度
脳
性
麻
痺
者
介
護

障
害
児
福
祉
手
当（
国
の
制
度
）

特
別
障
害
者
手
当（
国
の
制
度
）

重
度
心
身
障
害
者
手
当

（
都
の
制
度
）

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

（
都
の
制
度
）

事
業

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

（
市
の
制
度
）

難
病
者
福
祉
手
当（
市
の
制
度
）

児
童
扶
養
手
当（
国
の
制
度
）

児
童
育
成
手
当（
育
成
手
当
）

（
都
の
制
度
）

児
童
育
成
手
当（
障
害
手
当
）

（
都
の
制
度
）

特
別
児
童
扶
養
手
当（
国
の
制
度
）

障
害
基
礎
年
金（
国
民
年
金
）

特
別
障
害
給
付
金

そ
の
他
の
障
害
年
金

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

産
科
医
療
補
償
制
度

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

（
マ
ル
障
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

（
障
害
認
定
）

自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
医
療
）

自
立
支
援
医
療（
更
生
医
療
）

自
立
支
援
医
療（
育
成
医
療
）

難
病
医
療
費
等
助
成
制
度

特
殊
医
療
費
助
成
制
度

Ｂ
型・Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
肝
炎

治
療
医
療
費
助
成
制
度

肝
が
ん・重
度
肝
硬
変

医
療
費
助
成
制
度

小
児
精
神
病
入
院

医
療
費
助
成
制
度

小
児
慢
性
疾
患
の
医
療
費
助
成

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

補
助
制
度（
都
の
制
度
）

障
害
者
の
方
の
歯
科
医
療
機
関

身
体
障
害
者
手
帳

視
覚
障
害

1級 ◯

本
文
参
照

◯ ◯

本
文
参
照

◯ ◯

本
文
参
照

本
文
参
照

◯ △

本
文
参
照

本
文
参
照

本
文
参
照

△ △ △ ◯

身
体
障
害
者
手
帳

視
覚
障
害

1級 ◯ △ △ ◯ △

本
文
参
照

本
文
参
照

本
文
参
照

◯

本
文
参
照

◯ ◯ △ △

本
文
参
照

本
文
参
照

本
文
参
照

△

本
文
参
照

2級 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ △ △ ◯ 2級 ◯ △ △ ◯ △ ◯ ◯ ◯ △ △ △
3級 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ △ 3級 ◯ △ △ ◯ ◯ △ △ △
4級 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ △ 4級 ◯ △ △
5級 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5級 △ △
6級 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 6級 △ △

聴
覚・平
衡

機
能
障
害

2級 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ △ △ ◯
聴
覚・平
衡

機
能
障
害

2級 ◯ △ △ ◯ △ ◯ ◯ ◯ △ △ △
3級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ 3級 ◯ △ △ ◯ ◯ △ △ △
4級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ 4級 ◯ △ △
5級 ◯ ◯ ◯ ◯ 5級 △ △
6級 ◯ ◯ ◯ ◯ 6級 △ △

音声・言語・
そしゃく

3級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ △ △ 音声・言語・
そしゃく

3級 ◯ △ ◯ ◯ △ △ △
4級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ 4級 ◯ △ △ △

肢
体
不
自
由

1級 ◯ △ ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ △ △ ◯
肢
体
不
自
由

1級 ◯ △ △ ◯ △ ◯ ◯ ◯ △ △ △
2級 ◯ △ ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ △ △ ◯ 2級 ◯ △ △ ◯ △ ◯ ◯ ◯ △ △ △
3級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ 3級 ◯ △ △ ◯ ◯ △ △ △
4級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ 4級 ◯ △ △ △
5級 ◯ ◯ ◯ ◯ 5級 △ △
6級 ◯ ◯ ◯ ◯ 6級 △ △

内
部
障
害

1級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ △ △ ◯ 内
部
障
害

1級 ◯ △ △ ◯ △ ◯ ◯ ◯ △ △ △
2級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ △ △ ◯ 2級 ◯ △ △ ◯ △ ◯ ◯ ◯ △ △ △
3級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ 3級 ◯ △ ◯ ◯ ◯ △ △ △
4級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ 4級 ◯ △ △

脳性麻痺 △ ◯ 脳性麻痺 ◯ ◯ △
進行性筋萎縮症 ◯ 進行性筋萎縮症 ◯ ◯ △

愛の手帳 
（療育手帳）

1度 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ △ △ ◯
愛の手帳 

（療育手帳）

1度 ◯ △ ◯ △ ◯ ◯ ◯ △
2度 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ △ △ ◯ 2度 ◯ △ ◯ △ ◯ ◯ ◯ △
3度 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ △ ◯ 3度 ◯ △ ◯ △ ◯ △
4度 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ △ 4度 ◯ ◯

精神障害者
保健福祉

手帳

1級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ 精神障害者
保健福祉

手帳

1級 △ ◯ ◯ △ △
2級 ◯ ◯ ◯ ◯ △ △ 2級 △ ◯ △ △
3級 ◯ ◯ ◯ ◯ 3級 △ △ △

難病 ◯ ◯ 難病 △ △ △ △
所得制限 有 有 有 有 有 有 有 所得制限 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有
年齢制限 有 有 有 有 有 有 有 年齢制限 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有

区分 ２手帳
３障害者総合支援法等 ４日常生活の支援 ５手当・

年金地域生活支援事業等 補装具等
ページ 23 24 25 27～35 36 37 38 39 40 41 42 44 48 49 50 52 52 53 53 62 66 78 78

事
業

身
体
障
害
者
手
帳

愛
の
手
帳

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

移
動
支
援

生
活
サ
ポ
ー
ト

日
中
一
時
支
援

心
身
障
害
者
（
児
）
施
設

緊
急
一
時
保
護

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
保
谷
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
等

在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
事
業

知
的
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

家
賃
助
成
事
業

難
病
の
方
に
つ
い
て

補
装
具
費
の
支
給

（
購
入
費
・
修
理
費
・
借
受
け
費
）

中
等
度
難
聴
児
の

補
聴
器
購
入
費
の
助
成

日
常
生
活
用
具
の
給
付

身
体
障
害
者
補
助
犬
の
給
付

家
具
等
転
倒
防
止
器
具

取
付
け
等
サ
ー
ビ
ス

在
宅
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）

入
浴
サ
ー
ビ
ス

重
度
脳
性
麻
痺
者
介
護

住
宅
設
備
改
善
費
の
給
付

重
度
身
体
障
害
者
救
急

代
理
通
報
等
シ
ス
テ
ム

障
害
児
福
祉
手
当
（
国
の
制
度
）

特
別
障
害
者
手
当
（
国
の
制
度
）

身
体
障
害
者
手
帳

視
覚
障
害

1級 ○

本
文
参
照

○ ○

本
文
参
照

○

本
文
参
照

本
文
参
照

○

本
文
参
照

本
文
参
照

○ △

本
文
参
照

本
文
参
照

本
文
参
照

本
文
参
照

△ △
2 級 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △
3 級 ○ ○ ○ ○ ○ △
4 級 ○ ○ ○ ○ ○ △
5 級 ○ ○ ○ ○ ○
6 級 ○ ○ ○ ○ ○

聴
覚
・
平
衡

機
能
障
害

2 級 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △
3 級 ○ ○ ○ ○ △
4 級 ○ ○ ○ ○ △
5 級 ○ ○ ○ ○
6 級 ○ ○ ○ ○

音声・言語・
そしゃく

3 級 ○ ○ ○ ○ △ △ △
4 級 ○ ○ ○ ○ △

肢
体
不
自
由

1級 ○ △ ○ ○ ○ ○ △ △ △
2 級 ○ △ ○ ○ ○ ○ △ △ △
3 級 ○ ○ ○ ○ △
4 級 ○ ○ ○ ○ △
5 級 ○ ○ ○ ○
6 級 ○ ○ ○ ○

内
部
障
害

1級 ○ ○ ○ ○ △ △ △
2 級 ○ ○ ○ ○ △ △ △
3 級 ○ ○ ○ ○ △
4 級 ○ ○ ○ ○ △

脳性まひ △
進行性筋萎縮症

愛の手帳
（療育手帳）

1度 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △
2 度 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △
3 度 ○ ○ ○ ○ ○ △
4 度 ○ ○ ○ ○ ○ △

精神障害者
保健福祉

手帳

1級 ○ ○ ○ ○ △ △
2 級 ○ ○ ○ ○ △ △
3 級 ○ ○ ○ ○

難病 ○ ○
所得制限 有 有 有 有 有 有 有 有 有
年齢制限 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有

区分 ５手当・年金 ６医療

ページ 79 80 80 81 82 82 83 83 84 85 86 86 87 88 89 90 91 91 92 92 93 93 94 94

事
業

重
度
心
身
障
害
者
手
当

（
都
の
制
度
）

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

（
都
の
制
度
）

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

（
市
の
制
度
）

難
病
者
福
祉
手
当
（
市
の
制
度
）

児
童
扶
養
手
当
（
国
の
制
度
）

児
童
育
成
手
当
（
育
成
手
当
）

（
都
の
制
度
）

児
童
育
成
手
当
（
障
害
手
当
）

（
都
の
制
度
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
（
国
の
制
度
）

障
害
基
礎
年
金
（
国
民
年
金
）

特
別
障
害
給
付
金

そ
の
他
の
障
害
年
金

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

産
科
医
療
補
償
制
度

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

（
マ
ル
障
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

（
障
害
認
定
）

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
医
療
）

自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
）

自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）

難
病
医
療
費
等
助
成
制
度

特
殊
医
療
費
等
助
成
制
度

Ｂ
型
・
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
肝
炎

治
療
医
療
費
助
成
制
度

肝
が
ん
・
重
度
肝
硬
変

医
療
費
助
成
制
度

小
児
精
神
病
医
療
費
助
成
制
度

小
児
慢
性
疾
患
の
医
療
費
助
成

身
体
障
害
者
手
帳

視
覚
障
害

1級 △ ○ ○ △ △ ○ △

本
文
参
照

本
文
参
照

本
文
参
照

○

本
文
参
照

○ ○ △ △

本
文
参
照

本
文
参
照

本
文
参
照

2 級 △ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ △ △
3 級 ○ △ △ ○ ○ △ △
4 級 ○ △ △
5 級 △ △
6 級 △ △

聴
覚
・
平
衡

機
能
障
害

2 級 △ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ △ △
3 級 ○ △ △ ○ ○ △ △
4 級 ○ △ △
5 級 △ △
6 級 △ △

音声・言語・
そしゃく

3 級 △ ○ △ ○ ○ △ △
4 級 ○ △ △ △

肢
体
不
自
由

1級 △ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ △ △
2 級 △ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ △ △
3 級 ○ △ △ ○ ○ △ △
4 級 ○ △ △ △
5 級 △ △
6 級 △ △

内
部
障
害

1級 △ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ △ △
2 級 △ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ △ △
3 級 ○ △ ○ ○ ○ △ △
4 級 ○ △ △

脳性まひ ○ ○ ○ △
進行性筋萎縮症 ○ ○ ○ △

愛の手帳
（療育手帳）

1度 △ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○
2 度 △ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○
3 度 ○ ○ △ ○ △ ○
4 度 ○ ○

精神障害者
保健福祉

手帳

1級 △ ○ ○ △ △
2 級 △ ○ △ △
3 級 △ △ △

難病 △ △ △ △
所得制限 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有
年齢制限 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有

12.
施
設
・
団
体
等
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障害者福祉施策、事業別対象者一覧表 
つづく 



区分 ６ 医療 ７社会参加

ページ 95 95 97 98 99 100 101 101 102 102 103 103 104 105 106 108 109 109 110 111 111 111 112

事
業

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

補
助
制
度
（
都
の
制
度
）

障
害
の
あ
る
方
の
歯
科
医
療
機
関

Ｊ
Ｒ
線
の
割
引

都
営
交
通
の
割
引

民
営
バ
ス
の
割
引

西
東
京
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
な
バ
ス

旅
客
船
・
フ
ェ
リ
ー
の
割
引

国
内
航
空
券
の
割
引

有
料
道
路
の
割
引

自
動
車
燃
料
費
の
助
成

（
市
の
制
度
）

タ
ク
シ
ー
運
賃
の
割
引

タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成

（
市
の
制
度
）

自
動
車
運
転
教
習
費
用
の
補
助

自
動
車
改
造
費
の
助
成

駐
車
禁
止
規
制
の
除
外

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
・

け
や
き
号
の
運
行

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
よ
る

自
動
車
で
の
移
動
サ
ー
ビ
ス

盲
ろ
う
者
へ
の
通
訳
・
介
助
者
の

派
遣
、
支
援

西
東
京
市
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
支
援
事
業

か
わ
う
そ
水
泳
教
室

西
東
京
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の

利
用
の
減
免

東
京
都
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

東
京
都
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

身
体
障
害
者
手
帳

視
覚
障
害

1級 △

本
文
参
照

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本
文
参
照

本
文
参
照

本
文
参
照

本
文
参
照

本
文
参
照

本
文
参
照

○ ○

本
文
参
照

2 級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○
5 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
6 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

聴
覚
・
平
衡

機
能
障
害

2 級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○
5 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
6 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

音声・言語・
そしゃく

3 級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○

肢
体
不
自
由

1級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○
5 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○
6 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

内
部
障
害

1級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○

脳性まひ ○
進行性筋萎縮症 ○

愛の手帳
（療育手帳）

1度 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 度 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 度 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

精神障害者
保健福祉

手帳

1級 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○
2 級 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○
3 級 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

難病
所得制限 有 有 有 有 有
年齢制限 有 有 有

12.
施
設
・
団
体
等
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区分 ６ 医療 ７社会参加

ページ 95 95 97 98 99 100 101 101 102 102 103 103 104 105 106 108 109 109 110 111 111 111 112

事
業

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

補
助
制
度
（
都
の
制
度
）

障
害
の
あ
る
方
の
歯
科
医
療
機
関

Ｊ
Ｒ
線
の
割
引

都
営
交
通
の
割
引

民
営
バ
ス
の
割
引

西
東
京
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
な
バ
ス

旅
客
船
・
フ
ェ
リ
ー
の
割
引

国
内
航
空
券
の
割
引

有
料
道
路
の
割
引

自
動
車
燃
料
費
の
助
成

（
市
の
制
度
）

タ
ク
シ
ー
運
賃
の
割
引

タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成

（
市
の
制
度
）

自
動
車
運
転
教
習
費
用
の
補
助

自
動
車
改
造
費
の
助
成

駐
車
禁
止
規
制
の
除
外

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
・

け
や
き
号
の
運
行

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
よ
る

自
動
車
で
の
移
動
サ
ー
ビ
ス

盲
ろ
う
者
へ
の
通
訳
・
介
助
者
の

派
遣
、
支
援

西
東
京
市
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
支
援
事
業

か
わ
う
そ
水
泳
教
室

西
東
京
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の

利
用
の
減
免

東
京
都
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

東
京
都
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

身
体
障
害
者
手
帳

視
覚
障
害

1級 △

本
文
参
照

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本
文
参
照

本
文
参
照

本
文
参
照

本
文
参
照

本
文
参
照

本
文
参
照

○ ○

本
文
参
照

2 級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○
5 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
6 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

聴
覚
・
平
衡

機
能
障
害

2 級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○
5 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
6 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

音声・言語・
そしゃく

3 級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○

肢
体
不
自
由

1級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ○
5 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○
6 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

内
部
障
害

1級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 級 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○

脳性まひ ○
進行性筋萎縮症 ○

愛の手帳
（療育手帳）

1度 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 度 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 度 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

精神障害者
保健福祉

手帳

1級 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○
2 級 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○
3 級 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

難病
所得制限 有 有 有 有 有
年齢制限 有 有 有

区分 ７社会参加 ９税金の軽減・各種割引

ページ 113 114 114 115 116 116 116 117 117 118 118 119 128 ～131 132 133 134 134 135 135 136 136 137 137 139

事
業

Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

障
害
者
芸
術
文
化
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

東
京
都
障
害
者
休
養
ホ
ー
ム

タ
ク
ト
ホ
ー
ム
こ
も
れ
び
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｅ
ホ
ー
ル(

保
谷

こ
も
れ
び
ホ
ー
ル)

施
設
使
用
料
障
害
者
減
免
に
つ
い
て

多
摩
六
都
科
学
館
施
設
利
用
料

障
害
者
減
免
に
つ
い
て

都
立
公
園
等
の
無
料
入
場

都
立
公
園
等
駐
車
場
の
無
料
利
用

都
立
文
化
施
設
、
体
育
施
設
等
の

無
料
利
用
等

海
上
公
園
等
の
無
料
利
用

海
上
公
園
駐
車
場
の
無
料
利
用

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

（
郵
便
等
投
票
）

代
理
投
票
・
点
字
投
票

税
の
控
除
な
ど

自
動
車
税
／
軽
自
動
車
税
環
境
性

能
割
・
自
動
車
税
種
別
割
の
減
免

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免

市
庁
舎
等
駐
車
場
の
割
引

廃
棄
物
処
理
手
数
料
の
減
免

（
市
指
定
収
集
袋（
ご
み
袋
）の
配
布
）

水
道
料
金
・
下
水
道
料
金
の
減
免

下
水
道
料
金
の
減
免
（
市
の
制
度
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
免
除

自
転
車
駐
車
場
利
用
料
の
割
引

市
営
駐
車
場
使
用
料
の
免
除

郵
便
料
金
の
免
除
・
特
例

電
話
番
号
案
内
の
無
料
利
用

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ふ
れ
あ
い
案
内
）

身
体
障
害
者
手
帳

視
覚
障
害

1級

本
文
参
照

本
文
参
照

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本
文
参
照

本
文
参
照

△ ○ ○ ○ ○

本
文
参
照

○ △ ○ ○

本
文
参
照

○
2 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
3 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
4 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ ○ ○ ○
5 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○
6 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○

聴
覚
・
平
衡

機
能
障
害

2 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ △
3 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ △
4 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ △
5 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○
6 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ △

音声・言語・
そしゃく

3 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ ○ ○ ○
4 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○

肢
体
不
自
由

1級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ △
2 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ △
3 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ ○ ○
4 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ ○ ○
5 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ ○ ○
6 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ ○ ○

内
部
障
害

1級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ △ ○ ○
2 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ △ ○ ○
3 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ ○ ○
4 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ ○ ○

脳性まひ
進行性筋萎縮症

愛の手帳
（療育手帳）

1度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
2 度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
3 度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
4 度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○

精神障害者
保健福祉

手帳

1級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
2 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ ○
3 級 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○

難病
所得制限 有 有 有
年齢制限 有

12.
施
設
・
団
体
等
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か
介護する家族などを支援するサービス

外出を援助する自動車での移動サービス

外出を支援するサービス 

海上公園駐車場の無料利用

海上公園等の無料利用 

家具等転倒防止器具取付け等サービス

学童クラブ入所に関すること

学務課（西東京市教育委員会）

家庭生活訓練事業 

カノン（就労移行支援・就労定着支援） 

カラフル西東京（共同生活援助）

かわうそ水泳教室 

肝がん・重度肝硬変医療費助成制度

き
基幹相談支援センター 

基幹相談支援センター　えぽっく

吃音者の講座 

技能習得に必要な経費 

虐待の相談窓口 

教育支援課（教育相談センター）

共同生活援助 

救急代理通報等システム 

緊急ネット通報 

く
くまさん　西東京（放課後等デイサービス）

くまさん　保谷教室（放課後等デイサービス）

グリーンリーフ西東京 

クルール（就労継続支援 B 型）

グループホームあいだっく

グループホームこころゆたか

グループホームサンワーク 

グループホーム・しいの木 

グループホーム　マリーナ

グループホーム　メトロノーム

グループホームもやい

グループホームわんど

  さくいん
あ
ION 第 1 事業所（生活介護・就労継続支援 B 型・就労移行

支援・就労定着支援・グループホーム）

あいおん相談支援センター

IT 技術者在宅養成講座

愛の手帳 

アイリス

青い鳥郵便葉書

アットホーム　ウーノ

あっとほーむ　ヘルパーセンター

アドヴァンスケア西東京

あんしん西東京

い
憩いの家　えんじぇる（グループホーム）

一時滞在施設

一歩（西東京市障害者就労支援センター）

移動支援事業

医療的ケア児等コーディネーター

う
ウイング西東京（放課後等デイサービス）

うさぎのみみ（生活介護・児童発達支援・重症心身障害者）

え
NHK受信料の免除

NTTふれあい案内

NPO法人等による自動車での移動サービス

えぽっく（基幹相談支援センター）

エルダリーケア 24 西東京

ENJOY ニュースポーツ

お
お子様のサービス

オストメイト社会適応訓練

156,160,163,165

194,196

124

24

165

138

165

173,189

173,189

22

165,166

73

140,156

36,108

18

180

158,183,191

136

139

109

10,155

172

113

150

124

28

108

28

118

117

52

145

17

121

163

165

111

93

10,155

10,155

123

75

19

16

165

66

67

184

180

174

162

165

166

166

165

165

166

166

166

さ

さ
く
い
ん
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け
ケア 21 西東京 

ケアこげら西東京事務所（短期入所）

ケアリッツひばりが丘

ケアリッツ保谷

ケアワーク北多摩 

計画相談支援事業所

軽自動車税（種別割）の減免

下水道料金の減免（市の制度）

権利擁護センターあんしん西東京

こ
広域避難場所 

公益財団法人東京しごと財団障害者就業支援課

後期高齢者医療保険（障害認定）

高次脳機能障害インフォメーション

高次脳機能障害専門ダイヤル

合同会社徳有企画

喉頭摘出者発声訓練

広報東京都の点字版・テープ版・デイジー版の郵送

国内航空券の割引 

国立職業リハビリテーションセンター

ここいろ第１（放課後等デイサービス）

ここいろ第２（放課後等デイサービス）

個人事業税の減免 

小平児童相談所 

小平保健所 

児童発達支援センターひいらぎ（児童発達支援）

こぱんはうすさくら西東京教室（児童発達支援・放課後等

デイサービス）

コペルプラス東伏見教室（児童発達支援・保育所等訪問

支援）

ごみの戸別訪問収集

コミュニケーション機器の貸し出し

コミュニケーションボード

コミュニティルーム友訪（就労継続支援 B 型）

さ
さーくる縁

サービスの体系（障害者総合支援法）

サービスを利用するための手続きの流れ（障害のあるお子さんの場合）

サービスを利用するための手続きの流れ（障害のある方の場合）

173

168

175

169

174,186,193

192

133

135

22

69

144

89

11

12

170

123

57

101

143

181

181

131

17

12

16,149,178

182

178,185

74

59

表紙（裏）

159

196

26

32

30

災害避難時に支援が必要な災害時要援護者の登録制度

災害避難時に支援が必要な避難行動要支援者の安全を確

保する体制を整備する制度

在宅重度心身障害者（児）入浴サービス

サポートステッカー 

サンウェルズ西東京ヘルパーステーション

産科医療補償制度 

サンワーク（グループホーム）

サンワーク田無（就労継続支援 B 型）

し
しいの木（グループホーム）

JR 線の割引 

歯科医療機関 

市営駐車場使用料の免除

視覚障害者生活用具の販売・あっせん

視覚障害者日常生活情報点訳等サービス

視覚障害者のための講座

自主避難所

施設入所支援 

自宅での暮らしを支援するサービス

市庁舎等駐車場の割引

自転車駐車場利用料の割引

児童デイ　月のうさぎ（放課後等デイサービス）

児童育成手当（育成手当）（都の制度）

児童育成手当（障害手当）（都の制度）

自動車運転教習費用の補助

自動車改造費の助成 

自動車税／軽自動車税環境性能割・自動車税種別割の減免

自動車燃料費の助成（市の制度）

自動車の購入に必要な経費

児童青少年課 

児童発達支援事業　みらい

児童扶養手当（国の制度）

市図書館のハンディキャップサービス

市内の障害児福祉関係通所施設

市内の障害者福祉施設・障害者福祉関係通所施設等

68

68

53

表紙（裏）

175

87

166

161

165

97

95

137

55

57

122

72

167

27

134

136

181

82

83

104

105

132

102

76

16

178

82

54,55

176

152
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芝久保どろっぷす（グループホーム）

住居の移転等に必要な経費

重症心身障害児（者）等在宅レスパイト事業

重症心身障害者

就職の支度に必要な経費

住宅使用料の特別減額

住宅設備改善費の給付

住宅増改築補修等に必要な経費

重度心身障害者手当（都の制度）

重度身体障害者救急代理通報等システム（都・市の制度）

重度身体障害者パソコン講習事業（IT 技術者在宅養成講座）

重度脳性麻痺者介護 

住民税の非課税・障害者控除

就労移行支援 

就労継続支援 B 型 

就労支援センター 

就労支援つむぎ武蔵野ルーム

シュプロスひばりが丘教室（放課後等デイサービス）

シュプロスひばりが丘教室Ⅱ（放課後等デイサービス）

手話通訳者の配置 

手話通訳者の派遣 

手話通訳者養成講習会 

障害基礎年金（国民年金） 

障害児福祉手当（国の制度）

障害者虐待の相談窓口 

障害者虐待防止センター（障害福祉課）

障害者芸術文化活動支援センター

障害者サービス等を受けるために必要な経費

障害者サポーター養成講座

障害者自動車の購入に必要な経費

障害者スポーツ支援事業 

障害者総合支援法の対象疾病一覧（366 疾病）

障害者団体 

障害者に関するマーク

障害のある方の歯科医療機関

障害者福祉施策（事業別対象者）一覧表

165

75

41

191

75

64

62

76

79

66

124

53

128

163

159

156

162

179

179

59

58

126

84

78

19

20

114

77

126

76

110

44

196

裏表紙（裏）

95

198

障害のあるお子さんを対象としたサービス

障害のある児童・生徒のための学校一覧表

障害福祉課 

障害のある方を対象としたサービス 

小児精神病医療費助成制度

小児慢性疾患の医療費助成

職業センター 

職業能力開発校 

所得税等の障害者控除

自立訓練（機能訓練・生活訓練）

自立支援医療（育成医療）

自立支援医療（更生医療）

自立支援医療（精神通院医療）

自立生活企画

自立生活企画生活寮（グループホーム）

市立図書館 

自立や就労を支援するサービス

心身障害者医療費助成（マル障）

心身障害者（児）施設緊急一時保護

心身障害者団体の発行する定期刊行物

心身障害者福祉手当（市の制度）

心身障害者福祉手当（都の制度）

心身障害者扶養共済制度

心身障害者用ゆうメール

身体障害者手帳

身体障害者補助犬の給付

す
水道・下水道使用料の減免

スポーツ施設等の利用の減免

スポーツ相談窓口

住まいの場で生活を支援するサービス

せ
生活援助為センター

生活介護 

生活介護ルーモ（生活介護）

生活サポート（見守り）

生活福祉資金の貸与

精神障害者グループホーム

精神障害者保健福祉手帳

31

146

8

27

94

94

142

142

129

164

91

91

90

174,187,192,195,196

165

54

29

88

39

138

80

80

86

138

23

52,110

135

111

113

29

171,187,196

156

158

37

74

166

25
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製造たばこ小売販売業の許可

税の控除など

全国重症児デイサービス・ネットワーク

全国障害者総合福祉センター（戸山サンライズ）

そ
総合窓口

相続税の障害者控除

相談支援事業

相談支援事業所 

相談支援事業所ポラリス

相談支援センターさくら 

相談支援センターたなし 

相談室　こころ 

贈与税の非課税 

その他の障害年金 

た
代理投票・点字投票 

タクシー運賃の割引 

タクシー料金の助成（市の制度）

タクトホームこもれび GRAFARE ホール（保谷こもれび

ホール）施設使用料　障害者減免について

たなし工房（就労継続支援 B 型）

田無手をつなぐ親の会 

田無寮（グループホーム）

多摩総合精神保健福祉センター

たまみずきハウス（短期入所等） 

たまみずきひばり（放課後等デイサービス）

多摩六都科学館施設利用料　障害者減免について

短期入所 

たんぽぽ（生活介護・施設入所支援・短期入所）

ち
地域活動支援センター　ハーモニー

地域活動支援センター 

地域活動支援センター　ブルーム

地域生活支援事業等

知的障害者グループホーム

知的障害者グループホーム家賃助成事業

駐車禁止規制の除外 

中等度難聴児の補聴器購入費の助成

141

128

197

21

8

129

34

11,192

194,196

192,195

193

193,195

130

86

119

103

103

115

161

196

165

12

167,190

180

116

167

156,167

10,154,192

10,40,154

10,155,192,195

36,186

165

42

106

49

中途失聴者・難聴者手話講習会

中途失明者緊急生活訓練事業

聴覚障害関係図書等の貸出・閲覧

聴覚障害者向け映像ライブラリー事業

聴覚障害に関する相談

つ
通級指導学級 

通所系（障害児）

て
手当

手づくり工房 めぇ（就労継続支援 B 型）

点字・録音刊行物の作成・配布事業

点字による即時情報ネットワーク事業

電話番号案内の無料利用（NTT ふれあい案内）

電話リレーサービスの利用について

と
東京障害者職業センター

東京障害者職業能力開発校

東京都医療的ケア児支援センター

東京都ガイドセンター

東京都小平児童相談所

東京都在宅重症心身障害児（者）等訪問事業

東京都手話通訳者等養成講習会

東京都障害者休養ホーム

東京都障害者サービス情報

東京都障害者スポーツセンター

東京都障害者スポーツ大会

東京都障害者福祉会館

東京都心身障害者福祉センター

東京都多摩小平保健所

東京都多摩難病相談・支援室

東京都難病相談・支援センター

東京都難病ピア相談室

東京都発達障害者支援センター（おとな TOSCA）

東京都発達障害者支援センター（こども TOSCA）

東京都盲ろう者支援センター

120

122

61

60

60

147

178

78

160

57

56

139

61

142

142

18

55

17

65

127

114

197

111

112

21

11

12

14

14

15

13

13

125
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東京都要約筆記者養成講習会

東京都立多摩総合精神保健福祉センター

とうきょうユニバーサルデザインナビ

都営交通の割引 

都営住宅の募集と使用料特別減額

都議会だよりの点字版・テープ版・デイジー版の郵送

特殊医療費等助成制度

特定相談支援事業所　ワン・ストップ

特別支援学級（固定）

特別支援学校 

特別支援教室・特別支援学級・特別支援教室等

特別支援教室 

特別児童扶養手当（国の制度）

特別障害給付金 

特別障害者手当（国の制度）

読話講習会 

都市再生機構 UR 賃貸住宅の申込優遇制度

ととろクラブ相談室

ととろキッズ（放課後等デイサービス）

ととろクラブ（放課後等デイサービス等）

戸山サンライズ（全国障害者総合福祉センター）

都立公園等の無料入場

都立公園等駐車場の無料利用

都立文化施設、体育施設等の無料利用等

どろんこ作業所（生活介護）

な
生業を営むために必要な経費

難病医療相談会 

難病医療費等助成制度

難病者福祉手当（市の制度）

難病の方について

に
西東京市が指定する障害児相談支援事業所一覧

西東京市が指定する特定相談支援事業所一覧

西東京市基幹相談支援センター（障害者虐待防止センター）

西東京市教育委員会 学務課

127

12

197

98

63

58

92

194,196

146

148

145

147

83

85

78

120

65

193,195

182

175,182,187

21

116

116

117

157

75

15

92

81

44

195

192

10,155

17

西東京市教育委員会 教育支援課（教育相談センター）

西東京市児童発達支援センターひいらぎ

西東京市コミュニティバス　はなバス

西東京市社会福祉協議会福祉活動推進課　地域福祉推進係

西東京市社会福祉協議会福祉活動推進課

西東京ボランティア・市民活動センター

西東京市社会福祉協議会福祉支援課　権利擁護係

西東京市社会福祉協議会福祉支援課　サービス提供係

西東京市手話通訳者養成講習会

西東京市障害者就労支援センター　一歩

西東京市障害者スポーツ支援事業

西東京市障害者総合支援センター　フレンドリー

西東京市障がい者福祉をすすめる会

西東京市身体障害者福祉協会

西東京市精神障害者家族会「小鳩会」

西東京市聴覚障害者協会

西東京市のスポーツ施設等の利用の減免

西東京市保谷障害者福祉センター

西東京市保谷手をつなぐ親の会

ニチイケアセンター　田無みなみ

ニチイケアセンター　ひばりが丘

日常生活用具の給付 

日中一時支援 

日本点字図書館のサービス

ね
年金

は
ハーモニー

廃棄物処理手数料の減免（市指定収集袋（ごみ袋）の配布）

パッソ西東京（就労継続支援 B 型）

発達支援つむぎ田無ルーム

発達支援つむぎ武蔵野ルーム

はなバス 

ハピネス 

ハミング訪問介護事業所

ハローワーク（公共職業安定所）

ハンディキャブ・けやき号の運行

ひ
B 型・C 型ウイルス肝炎治療医療費助成制度

16

16,149,178

100

21

21

22

22

126

140,156

110

9

196

196

196

196

111

10,40,154

196

170

169

50

38

56

84

10,154,192

134

160

184,185

179

100

194,196

171

140

108

93

さ
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補装具費の支給（購入費・修理費・借受け費）

ボランテ 

ボランティア・市民活動センター

ま
マカナ訪問介護事業所 

み
みどり西東京（生活介護）

ミモザ 

ミモザハウス（グループホーム）

民営バスの割引 

民生委員・児童委員 

も
盲青年等社会生活教室開催事業

盲ろう者への通訳・介助者の派遣、支援

ゆ
ゆいまーる

UR 賃貸住宅の申込優遇制度

ゆうメール 

郵便等による不在者投票（郵便等投票）

郵便料金の免除・特例

有料道路の割引 

夢スユア （短期入所等）

よ
幼児教育・保育課

要約筆記者の派遣

要約筆記者養成講習会

ら
らいおんハート遊びリテーション児童デイらぷあ田無

（児童発達支援・放課後等デイサービス）

らいおんハート遊びリテーション児童デイらぷあ西東京

（児童発達支援・放課後等デイサービス）

ライフサービス　ぱーとなー

Life Design　あくと（生活介護・重症心身障害児（者）

通所事業）

Life Design　うぃーる（放課後等デイサービス）

P・F・P・C はたらきば（生活介護）

ひいらぎ（西東京市児童発達支援センター）（児童発達支援）

Pippi 

ピッピ（グループホーム）

ひとり親家庭等医療費補助制度（都の制度）

避難所 

避難所等一覧 

避難広場 

119 番ファクシミリ通報

110 番アプリシステム

Pur aile ひばりが丘（放課後等デイサービス）

ピュルエルワーク西東京（就労移行支援）

昼間の活動を支援するサービス

ふ
ファクシミリ緊急通報

福祉避難所 

福祉用具等の購入に必要な経費

福ナビ（とうきょう福祉ナビゲーション）

富士町作業所（就労継続支援 B 型）

ブルーム 

ふれあい収集（ごみの戸別訪問収集）

フレンドリー 

文化教養講座 

へ
ペアレントメンターとお話会

Basic あいおん（放課後等デイサービス・児童発達支援）

ヘルプカード 

ヘルパーステーションウーノ

ほ
保育園入所および一時保育の利用に関すること

放課後等デイサービスウィズユー東伏見

放課後等デイサービス・ペヤール（放課後等デイサービス）

訪問系サービス 

訪問サービスいずみ 

ほうやおもちゃ図書館 

保谷障害者福祉センター 

ホームページのご紹介（施設・事業者等情報）

ぽかぽかハウス

補助犬の給付 

157

16,149,178

188

165

95

71

69

70

66

67

179

163

28

67

72

76

197

161

10,155,192,195

74

9

121

20

180

表紙（裏）

169,186

145

184

182

168

172,186

196

10,40,154

197

165,166

52,110

48

168

21

173

158

192

166

99

22

122

109

194

65

138

118

137

102

168,171,188

16

58

127

183

183

172,189

157,191

183
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Life Design　きゃりあ（就労継続支援Ｂ型等）

Life Design　ほとり（グループホーム）

Life Design　ゆにぞん（就労継続支援Ｂ型）

Life Design　らいみ（グループホーム）

Life Design　らふ（生活介護・重症心身障害児（者）

通所事業）

ラヴィータ柳沢 

ラシーネ西東京（生活介護・就労継続支援 B 型）

り
利子等の非課税 

LITALICO ジュニア西武柳沢教室

りぼん U（放課後等デイサービス）

利用者負担（障害福祉サービス）

旅客船・フェリーの割引 

る
ルーモ（生活介護） 

わ
ワークステーションウーノ 手づくり工房 めぇ（就労継続支援 B 型）

YL ひばりが丘カレッジ（生活訓練）

YL ひばりが丘工房（就労継続支援 B 型）

YL ひばりが丘事業所（グループホーム）

YL ひばりが丘相談所 

WAMNET（ワムネット） 

わんど（グループホーム） 

159,188

165

162

165

158,191

170,190

157

130

184,185

181

35

101

158

160

164

159

166

193,195

197

166

表　紙　　作品名：光にかがやくオーロラ　　作者：川村 理緒さん
裏表紙　　作品名：くじら　　　 　　　　　  作者：橋爪 雄さん

令和５年度多摩六都事業パラアート制作ワークショップ及び一般応募作品より選出
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198

さ

さ
く
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りぼんU（放課後等デイサービス） 175

利用者負担（障害福祉サービス） 33

旅客船・フェリーの割引 97

る
ルーモ（生活介護） 152

わ
ワークステーションウーノ おかし工房 マーブル（就労継続支援B型）153

ワークステーションウーノ 手づくり工房 めぇ（就労継続支援B型）154

ワークステーションウーノ 石窯パン工房 ウーノ（就労継続支援B型）154

YLひばりが丘カレッジ（生活訓練） 157

YLひばりが丘工房（就労継続支援B型） 152

YLひばりが丘事業所（グループホーム） 159

YLひばりが丘相談所 183,185

わっはっは（グループホーム） 158

WAMNET（ワムネット） 187

わんど（グループホーム） 159

わんど2（グループホーム） 159

障害者に関するマーク
障害者に関するマークは、国際的に定められたものや法律に基づいているものの他、障害
者団体等が独自に提唱しているものもあります。そのうち、代表的なものを紹介します。
各マークの詳細・使用方法等は、各関係団体にお問い合わせください。

障害者のための国際シンボルマーク
障害のある方が利用しやすい建築物や公共輸送機関であることを示す、世界共通の
マークです。車いすを利用する方だけでなく、障害のあるすべての方のためのマーク
です。

公益財団法人日本障害者
リハビリテーション協会

電話 03-5273-0601
FAX 03-5273-1523

盲人のための国際シンボルマーク
世界盲人連合で 1984 年に制定された世界共通のマークで、視覚障害者の安全やバリ
アフリーに考慮された建物・設備・機器などにつけられています。信号や音声案内装
置、国際点字郵便物、書籍、印刷物などに使用されています。

社会福祉法人
日本盲人福祉委員会

電話 03-5291-7885
FAX 03-5291-7886

身体障害者標識（身体障害者マーク）
肢体不自由であることを理由に運転免許に条件を付された方が車に表示するマークで
す。危険防止のためやむを得ない場合を除き、進行している当該車両へ「側方に幅寄
せ」や「割り込み」をした場合には、道路交通法違反となります。

各警察署

聴覚障害者標識（聴覚障害者マーク）
政令で定める程度の聴覚障害のあることを理由に運転免許に条件を付された方が車に
表示するマークです。危険防止のためやむを得ない場合を除き、進行している当該車
両へ「側方に幅寄せ」や「割り込み」をした場合には、道路交通法違反となります。

各警察署

耳マーク
聴覚に障害があることを示し、コミュニケーション方法に配慮を求める場合などに使
用されているマークです。また、自治体、病院、銀行などが、聴覚障害者に援助をす
ることを示すマークとしても使用されています。

一般社団法人全日本難聴者・
中途失聴者団体連合会
FAX 03-3354-0046
E-mail
zennancho@zennancho.or.jp

手話マーク・筆談マーク
聴覚に障害のある方が、手話や筆談での対応を求めるときに提示
したり、窓口等で手話や筆談対応ができることを知らせるために
作成されたマークです。

一般財団法人
全日本ろうあ連盟

電話 03-3268-8847
FAX 03-3267-3445

ほじょ犬マーク
身体障害者補助犬法で定められた補助犬（盲導犬・介助犬・聴導犬）を受け入れる店
の入口などに貼るマークです。不特定多数の方が利用する施設（デパートや飲食店な
ど）では、補助犬の受け入れが義務付けられています。

東京都福祉保健局障害者
施策推進部計画課

電話 03-5320-4147
FAX 03-5388-1413

ヘルプマーク
義足や人工関節を使用している方、内部障害や難病の方、または妊娠初期の方など援
助や配慮を必要としていることが外見からは分からない方々が周囲の方に配慮を必要
としていることを知らせることで、援助が得やすくなるよう作成したマークです。す
べての都営交通で、優先席を利用しやすくするため、車両内の優先席にステッカーを
標示する取組を行っています。

東京都福祉保健局障害者
施策推進部計画課

電話 03-5320-4147
FAX 03-5388-1413

ハート・プラスマーク
身体内部に障害のある方を表しています。心臓疾患などの内部障害・内臓疾患は外見
からは分かりにくいため、様々な誤解を受けることがあります。そのような方の存在
を視覚的に示し、理解と協力を広げるために作られたマークです。

特定非営利活動法人
ハート・プラスの会

電話 080-4824-9928
E-mail　info@heartplus.org

オストメイトマーク
オストメイト（人工肛門・人工膀胱を造設した方）を示すシンボルマークです。オス
トメイト対応のトイレ等の設備があることを示す場合などに使用されています。

公益社団法人
日本オストミー協会

電話 03-5670-7681
FAX 03-5670-7682

「白杖 SOSシグナル」普及啓発シンボルマーク
白杖を頭上 50㎝程度に掲げて SOS のシグナルを示している視覚
に障害のある人を見かけたら、進んで声をかけて支援しようとい
う「白杖 SOS シグナル」運動の普及啓発シンボルマークです。

岐阜市福祉部福祉事務所
障がい福祉課

電話 058-214-2138
FAX 058-265-7613

コミュニケーションボード
コミュニケーションボードは、話し言葉によるコミュニケー
ションが困難な方に対して、分かりやすいイラストを指さしし
ながら意思を伝えることができるボードです。

西東京市では、話し言葉によるコミュニケーションが困難な方
と、周囲の方をつなぐための話し言葉に代わるツール ＝「コ
ミュニケーションボード」を普及することで、コミュニケー
ションが図りやすくなることを目指します。

市役所窓口や一部の市内店舗などに設置しています。
※ホームページからもダウンロードできますので、ご活用ください。

ヘルプカード
障害のある方が普段から身につけておくことで、「緊急時」・

「災害時」・「困ったとき」に周囲の配慮や手助けを求めやすく
するためのヘルプカードを配布しています。
カードに所持する方の氏名、連絡先、障害の特性、手助けして
ほしいこと、配慮してほしいことなどを記入します。必要なと
きに所持する方がそれを提示して、周囲の人に必要な手助けを
求めることができます。

 配 布 対 象 者 身体・知的・精神に障害のある方（手帳交付の有無は問いません）、 難病患者の方

 配布するもの ヘルプカード、カード入れケース、リーフレット （記入の仕方や使用方法を記載したもの）

 配 布 方 法 事前連絡は不要です。直接、配布場所へお越しください。来所が困難な方で郵送を希望する方は、 
担当窓口へご連絡ください。

 配 布 場 所 ・障害福祉課窓口　・西東京市障害者総合支援センター　フレンドリー
・西東京市保谷障害者福祉センター

サポートステッカー
障害者サポーター養成講座を受講した方がいるお店には、サポートステッ
カーを配布しています。
障害者サポーターはヘルプカードについて理解し、障害のある方をあたた
かく見守り、お店の方のできる範囲の支援を行います。

しおりをご覧になる前に
このしおりは障害をお持ちの方のための福祉施策の概要とサービスの窓口を紹介し、日常
生活の手引きとして活用していただくために作成しました。
（1）このしおりの内容は、令和２年 10月現在の内容で作成してあります。
（2）住所・電話番号・インターネットのホームページアドレスなどを掲載している施設

等がありますが、都合で変更（移転）する場合もありますので、ご了承ください。
（3）その他記載事項については、予告なく変更となることもありますので、詳細につい

ては各問い合わせ先へご確認ください。

知りたい情報の探し方

(1) インデックスを利用する⇒本文ページ端のインデックスと、表紙に印刷されたイン
デックスは同じ位置に印刷されており、お探しの情報にたどり着きやすくなってい 
ます。

(2) 目次を利用する⇒２～７ページの目次では、各情報のタイトルから探すことができ
ます。

(3) さくいん（192ページ～）を利用する⇒ 50 音別のさくいんから各事業の事業名と
本文の掲載ページを探すことができます。

本文にある 身 知 精 難 マークについて

身身体障害者が対象 知知的障害者が対象 精精神障害者が対象 難難病患者が対象
このマークは、対象になる障害を表す目安となるものです。内容によって障害種別・
等級などの要件がありますので、本文も必ずご覧ください。

音声コードについて

このガイドブックの本文ページには、「Uni-Voice（音声コード）」が印刷されています。視
覚障害者のための専用の読み上げ装置で聞くことができます。

マイナンバー制度について

平成 28年１月よりマイナンバー制度がスタートし、一部の手続きの際にはマイナンバーの
記入（提示）が必要になりました。手続きの詳細につきましては、担当窓口までお問い合わ
せください。




